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この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一

部 である機械工業振興資金 の補助を受 けて昭和47年 度

に実施 した 「日本語情報処理の技術動 向調査」 の成果

を とりまとめた ものであ ります。
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昭和47年 度事 業成果報 告書 要約

日本 語 情 報 処 理 の 技 術 動 向 調 査 報 告 書47-R-OO1

情 報処 理 の分 野 で は,こ れ まで アル ファベ ッ ト,数 字,記 号 な どが入 出 力

表 示 の 中心 となっ てい る。 しか し この よ うな表 示 方法 は,日 常 日本 語 を 使用

して い るわ れ わ れ に とって,あ ま り便 利 な表 示方 法 とは い い難 い 。

この よ うな背 景 か ら.最 近 に 至って、 古 くか ら印刷部 門 の技 術革新 とい う形

で 始 ま っ た 日本 語 文(漢 字 か な湿 り文)の 機 械処 理 技 術を,電 算 機 の処 理 能

力 に結 びつ け よ うと す る研 究,あ る いは 電算 機 シス テ ムで 文 字 を ジ ェ ネ レー

トしよ う とす る研 究 な どが 活発 化 し,日 本人にとって,よ り便利で,よ り広 範 な

利 用分 野 を 生 み出 そ うとす る努 力が 始 ま っ て きた。 その 具 体 的 なあ らわ れは、

た とえ ぽ新 聞,出 版,印 刷 の分 野 に お け る文 選,編 集,組 版 作成 の システ ム

や,官 公庁 の情 報 検 索 シ ステ ム な どで あ る。

この よ うに,技 術的 に 重要 な黎 明期 に あた って 実施 した本 調 査 は,日 本 語

に よる情報 処 理 が 当 面す るさ ま ざま な問題,あ るい は具 現 化 しつ つ あ る技 術

動 向 な どを 体 系的 に さ ぐ りなが ら,こ の分 野 に おけ る将 来 の姿 の 展望 を 試 み

た も ので あ る。

と りま とめ た調 査報 告 書 は,次 の7章 で構 成 して ある。

1.日 本 語 情 報 処 理 の ニー ズ と社 会 的影 響

前半 では 日本 語 情報 処 理 の 背景 となる社 会 的 動 向 と技 術 的 動 向 を述 べ,さ

らに カナ字 文 ロー マ字 文 に始 ま る この技 術の 発 展過 程 を解 説 して い る。 後半

は 日本 語 情報 処 理 の 適 用分 野 につ い て の現 状 と今 後 の動 向 を概 観 的 に ま とめ

財 団 法 人 日本情 報 処 理 開 発 セ ン ター

東京都港区芝公園3-5-8(機 械振興会館内)電 話434-8211(大 代表)

本 報 告書 に つい て の ご照 会 は,内 容 につ い ては 技術課(村 上,内536)に,入 手 につ い

ては,庶 務 課(内470)へ ご連 絡下 さい 。



て あ る。

2日 本 語 の特 質 と言 語 情報 処 理

この分 野 に携 わ るた め に は,日 本 語 そ の ものの 特 質 を 十 分 理 解 してお かね

ばな らない 。 そ の た め本 章 で は,言 語 情 報処 理 の立 場 か らみた 日本 語 の 特質

を ま とめ て い る。

主 な内 容 は,諸 外 国 の 言語 との比 較 にお け る 写本 語 の 特 質,言 語処 理 上 の

問 題点 に関 す る解 説で あ るが,特 に この分 野 で最 大 の ウエ イ トを 占 め る漢 字

処 理 に つ い て,分 野別 の 使 用字 種,書 体,字 形,配 列,音 訓 な ど多角的 に検

討 を行 在っ た。 また最 後 に,機 械 処 理 の立 場 か らみ て望 ま しい これ か らの 日

本 語 に関 す る意 見 につ い て 付 言 して い る。

3日 本 語 情 報 処 理 の 入 力 シ ステ ム

まず,シ ス テ ムの な か で 入 力機 器 を どの よ うに 使 うの か,ど の よ うな位 置

づ けに あ る のかを,実 例 に よ って考 察 して い る。 次 に現 在 商 用化 され て い る

各社 の製 品 に つい て の 原 理,構 造,性 能 等 の体 系 的 な解 説を 行 な うとと もに,

漢 字 を 構成 要 素 に分 解 す る方 式,手 書 き文 字 入 力方 式,パ ター ン認 識,音 声

入 力 な ど,内 外 各所 さ ま ざま な試 み を 紹介 した。

4日 本 語情 報 処 理 の 出力 シ ステ ム

出力 シス テ ムの面 か ら と らえた 文 字,文 字 品質,文 字 発 生 方 式 な どの解 説

とハ ー ドウ ェ アの説 明を 行 なっ てい る。 ハ ー ドウ ェ アに 関 しては,文 字 出 力

システ ム と して の ハー ドプ リン ト,ソ フ トプ リン ト,COMプ リン ト,電 算

植 字,あ るい は音 声 出 力 と して の録 音 編集 方 式,パ ラ メー タ合成 方 式 に つ い

て,各 社 の商 用機 種 と研 究 結 果 につ い て述 べ てい る。

5日 本 語情 報 処 理 の た め の利 用技 術 と標 準 化

広範 な利 用 を促 進 す る た め には 標 準 化 は 欠 か せ ない。 こ こで は ハ ー ド,ソ

フ ト上 の標 準 化 に伴 な う問題 点 を指 摘 し,若 干 の分 析 を行 なっ た 。

6日 本 語 情報 処 理 の応 用

現 在稼 動 中 の 代 表 的 な シス テ ム 例 を,各 利 用分 野 別 に細 く紹 介 す る とと も

に,ユ ーザ ー覧 表 を掲 げ て あ る。

7日 本 語 情 報 処 理 の 開 発 動 向

来 るべ き情報 化 時 代 に お け る 日本語 情 報 処 理 の技 術 動 向 と利 用 動 向につい

て,そ の 見通 しを体 系 的 に ま とめ て あ る。
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情報処理の分野では,こ れ までアルフ ァベ ッ ト文 字を中心 とす る,デ ータの

入出力 が一般に行なわれて まい りま した。 しか し,ア ルファベ ッ ト以外 の文字

を国字 とす る国の人 々に とっては,す べてアル ファベ ッ トで記 述 しなけれ ばな

らぬ とい う不便を感 じさぜ て きた ことは事実 であ ります。

こ うした背景か ら,最 近わ が国 では 日本語文(漢 字かな湿 り文)の ままで情

報処理を可能 なら しめ ようとす る研究がすす め られ てお ります。

その具体的なあ らわれ として,こ こ数年来 このため の各種の機 器あ るいは シ

ステ ムがあいついで発表 され,将 来の 自然言語 に よる情報 処理への道 の一つが

ひ らけつつあ ることは,ま ことに よろこぼ しい ことであ ります。

＼

この調査は 日本語 に よる情報処理が当面す る,さ まざまな問題 あるいはその

動向を さぐ りなが ら,こ の分野 におけ る将来 の姿を展望 しよ うとす るものであ

ります。

本報告書が各方面 で利用 され,わ が国の情報処理普及 に寄与で きます よ う念

願 いた してお ります。

最後 にご多忙 のなかを,こ の調査 に種 々ご協力 いただいた委員 ならび関係者

各位 に厚 くお礼 申 し上げ る次第 であ ります。

昭和48年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾



委 員 長

委 員

協 力 者

事務局

日本語情報処理技術動向調査委員会

・高 橋 達 郎

相 澤 輝 昭

伊 木 俊 昭

・石 綿 敏 雄

磯 部 光 朗

稲 場 公 誌

後 藤 榛 男

斎 藤 秀 紀

篠 田 達 郎

・長 井 坦

西 村 靖 雄

・長谷川実郎

船 崎 武 男

宮 地 仁

武 笠 二 郎

森 健 一

・安 田 寿 明

保 原 信

矢 田 光 治

渡 辺 龍 雄

篠 崎 敬

中嶋栄之助

(敬称略50音順 ・印小委員会委員を兼ねる)

(特)日 本科学技術情報センター

日本放送協会

日本アイ ・ピー ・エム株式会社

国立国語研究所

日本電気株式会社

ペティ株式会社

株式会社学習研究社

国立国語研究所

富士通株式会社

株式会社 日立製作所

内閣官房内閣調査室

日本電子産業株式会社

行政管理庁

(社)共 同通信社

工業技術院

東京芝浦電気株式会社

東京電機大学

電気通信大学

電子技術総合研究所

通商産業省

(財)日 本情報処理開発センター

(財)日 本情報処理開発センタ・一

坂 井 利 之 京都大学

長 尾 真 京都大学

高 木 晃 株式会社特許 デイタ ・センター

財団法人 日本情報処理開発センター技術部技術課
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1.日 本語情報処理のニーズと社会的影響





1.日 本 語 情 報 処 理 の ニー ズ と社 会 的影 響

1.1日 本語 情報 処 理 の 背 景

1.1.1日 本 語 情 報 処 理 の 概 念(社 会 的 動 向)

1970年 代 初 頭 に お け る情 報 化 社 会 論 の熱 狂 的 な ブ ー ム も過 ぎ去 り,落 ち着 い た 状 況 の も とに 情 報

化 社 会 へ の移 行 は着 々 とそ の 歩 み を進 め て い る。情 報 化 社 会 の特 徴 は物 的 生 産 を 中心 とす る第 二 次 産

業 か ら,知 的 生産 を 中 心 とす る第 三 次 産 業 へ の 移 行 で あ り,ま た 脱工 業 化 社 会 とも いわ れ て い る。

第 二 次産 業 は そ の大 量 生 産 性 に よ って 特 色 づ け られ る が,こ れ を 可能 と した もの は,技 術 的 に は物

質 の究 明 と,大 量 生 産 を 可 能 とす る安 定 した 制 御技 術 の 発達 であ る。 そ して 人 間 は エ ネ ル ギ ー の捕 捉

に よ って 重 労働 か ら開 放 され,制 御 技 術 の獲 得 に よ って,手 先 の技 能 とカ ンか ら開放 され る に至 った

の であ る。 この制 御 技 術 の高 度 化 が,工 業 化 社 会 か ら情報 化 社 会 へ の か け橋 と考 え られ よ う。 これ は

別 の こ とぽ で い えば,情 報 処 理 技 術 の 高 度 化 で あ る。

制 御 技 術 を支 え る ものは,情 報 処 理 技 術 と通 信技 術 で あ る。 これ らの発 達 に よ って 情報 の フ ィー ド

バ ッ クが 迅 速 とな り,ま た これ に 対 す る応 答 も正 確 か つ迅 速 とな り,情 報 化 社 会 を 特 色 づ け る多種 少

量 生 産 も可 能 とな って き た。 これ は 消 費 者 側 か らみ て,選 択 の多 様 化 また は 消費 者 主 導 型 とい われ て

い る も ので あ る。 、
e

－ 方
,計 算機 と通 信 技 術 の発 達 は,人 間 の社 会 活 動 の 面 に も大 きな 影響 を及 ぼ しつ つ あ る。 情 報 の

迅 速 な 伝 達 とい う面 のみ でな く,従 来 マ ス コ ミとい う形 で情 報 を一 方 的 に受 け る の み で あ った立 場 か

ら,自 己 の 意 思 に よ って,積 極 的 に 情 報 を 獲 得 す る とい うこ とが 可 能 とな りつ つ あ る。 これ は情 報 ユ

ー テ ィ リテ ィ とい う形 で実 現 され る も の と期 待 され てい るが ,歴 史 的 にみ る と特 定 少 数 の 情報 源 との

双 方 向通 信 の 時 代 か ら,不 特 定 多 数 の情 報 源 か らの一 方 向通 信 の時 代 を経 て,不 特 定 多 数 の情 報 源 と

の双 方 向 通 信 の 時代 へ と入 りつ つ あ る とい え よ う。

以 上 の よ うに 情報 化 社 会 は 未 だ そ の揺 らん 期 に あ り,今 後 の 発 展 の予 測 を す る こ とは 困 難 で あ る

が,そ の一 端 を か い ま見 る こ とは で き よ う。 た だ こ こで は っ き りして い る こ とは,計 算 機 と通 信技 術

と の結 び つ きが そ の主 役 を演 ず る とい うこ とで あ る。 この こ とは将 来 これ らの技 術 に 対 して,過 酷 な

ま で の多 くの 要 求 が 出 され る こ とを 意 味 して い る。 本 報 告 書 で取 り扱 う日本 語 情 報 処 理 の 技 術 もそ の

一 つ であ る
。

計 算 機 に よ る情 報 処 理 は10進 数 のみ に よ る数 値 計 算 か ら始 ま り,そ の 後,英 文 字(主 と して大 文

字 のみ)を 組 み 入れ,現 在 キ ャラ クタ セ ッ トと して英 数 字 が定 着 して い る。 これ は ノ・一 ドウ ェアの 発

達 に よ って 取 り扱 い が可 能 と な った 面 も見 逃 がせ な いが,最 大 の 原 因 は 英 文 字 は 文 字 字 種 が少 な く,

技 術 開 発 に 多 くを要 しな か っ たた め で あ る。 す でに タイ プ ラ イ タお よびPCSと して,あ る程 度 の処

理 が 可 能 とな って い た こ と もまた 一 因 で あ る。

しか し英 文字 情 報 の真 の意 味 に お け る情 報 処 理 と な る と話 は別 で現 在 ま で の と こ ろほ とん ど見 るべ
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き成果 は あ が って い な い。 こ の問 題 は い わ ゆ る言 語 処 理 の 問 題 で あ って,用 い る文字 に関 係 な く世 界

共通 の課 題 であ る。 また この 問 題 は か つ て エ ネル ギ ー,物 質,コ ン トロー ル とつ ぎつ ぎに手 に 入れ て

きた人 間 が,情 報 化 社 会 に お いて 次 に 挑 戦 す べ き メイ ン テ ーマ の 一 つ で あ る。 した が って,こ の 点 に

関 して は,細 部 の 小 異 は あ るに して も,日 本 語 も英 欧 語 も同 一 の ス タ ー トラ イ ンに あ る と考 え て よか

ろ う。

現 在 の情 報 処理 に お け る英 文 字 の 役 割 りは,も っぼ ら人 間 と機械 との 情報 上 で の,イ ンタ ー フ ェー

ス の改 善 に 置 か れ て い る。 そ の 最 も端 的 な 現 われ は プ ロ グラ ム言 語 で あ る。 単 な る記 号 と して の使 用

を 除 い て,リ テ ラル に しろ マ ンマ シ ン応 答 に おけ る双 互 の メ ッセ ー ジに しろ,イ ンタ ー フ ェース と し

て の役 割 りに 止 ま って い る。

上 述 の よ うな 状 況 か ら現 時 点 に お け る 日本語 情 報 処 理 の 概 念 と して は,言 語 処 理 の問 題 を 除 い た範

ち ゅ うが 当 面 の 目標 とな る。 日本 語 が英 欧語 と異 な る最 大 の 点 は文 字字 種 が 多 い こ とであ る。 字種 が

多 い こ とは これ らを 互 に識 別 す るた め に,文 字 の パ タ ー ンが 複 雑 とな り,二 重 の 負 担 と な って く る。

これ ら の問 題 を 解 決す るに は,入 出 力 と も英 数 字 とは 比 較 に な らな い高 度 な技 術 開発 を必 要 と し,こ

れ が 日本 語 情報 処 理 の 開 発 を 妨 げ て い た とい え よ う。

日本 語 情報 処 理 の適 用 分 野 と して は,現 在 月 本 語 が 日常 使用 され て い る分 野 がす べ て対 象 とな る も

.の であ るが,当 面,最 も関 心 の 高 ま って い る のは 印刷,印 書 に 関連 した分 野 で あ る。 これ らの 分野 は

マ ス コ ミュ ニ ケー シ ョンの 手 段 と して ,早 くか ら工 業 化 が進 ん で い た が,工 業 的 には 第 二 次 産 業的 部

分,つ ま り機械 化 に よ って 解 決 し得 る部 分 のみ に 止 ま って い た 。 必 然的 に情 報 処 理 的 部 分,つ ま り文

選,組 版,植 字 の工 程 も対 象 と して考 え られ て いた が,日 本 語 情 報 処 理 シ ス テ ムの 未 開 発 の た め に,

今 日まで 実現 し得 な か った の で あ る。

印書 と して 最大 の分 野 は 速 記 で あ る。 出版 産 業,国 会,裁 判 所 な どで 行 なわ れ て い る速 記 の量 は,

日々膨 大 な量 に の ぼ って い る。 欧 米 と異 な り高 速 の印 書 機 械 を 持 た な い わ が 国 と して は,こ の 印書 の

労 力 を 計 算機 シス テ ムに よ って 解 決 し よ う とい う試 み は,ほ とん ど願 望 に近 い ほ どで あ る。

また 最 近,日 本 語 情 報 処 理 の 導入 の機 運 が高 ま って きた 分 野 と して は・,あて名 印刷 が あ る。 これ は

日本 語 に よ る高速 印字 とい う面 と と もに,顧 客 の管 理 を 日本文 字 に よ って行 な う とい う,管 理.ヒの 問

題 が 大 きな ウ ェ イ トを しめ て い る。 つ ま り情 報 を あ りの ま まの 形 で と らえ て,情 報 処 理 の精 度 を 向上

させ よ うとい う試 み で あ る。

この よ うに 日本 語 情 報 処 理 の 分野 は着 々 と して拡 大 しつ つ あ り,マ ンー マ シ ン間 の コ ミュニ ケ ー シ

ョンを 日本語 で行 な お う とい う方 向 を め ざ して,開 発 が 進 め られ て い る。 以上 の 適用 分 野 につ いて は

後 に詳 しく述 べ るこ と とす る。`'

冒頭 に も述 べ た よ うに,わ が 国 に お け る情 報 化 社 会 論 も,そ の マ ス コ ミ的存 在 の時 代 を過 ぎ て,や

っ と足 が 地 に着 い て きた感 が あ るが,こ れ らの情 報 化 社 会 論 の 中 で,日 本 語 の 問 題 を掘 り下 げ て論 じ

た もの が 見 当 らな い の は,不 思 議 な こ とで あ る。 一 般 的 傾 向 と して 情報 化 社 会 とい う場 合 は,そ の 背

景 に コン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィを 暗黙 の うち に想 定 して お り,こ れ に対 して 知識 産 業 とい う場 合

に は人 間 の知 的 労 働 とい うこ とを 念 頭 に お い て論 じて い る場 合 が多 い。
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しか し日本 語 を取 り扱 わ な い コ ン ピ ュー タ は,今 後 ユ ー テ ィ リテ ィ と して は ま った くそ の存 在 さ え

危 う く,ま た 知識 産 業 も産 業 と して存 続 す る ため には,少 な く とも情 報 処 理 シス テ ムを利 用 しな けれ

ぽ な ら な いで あ ろ う。 そ の た め 今後,言 語 情 報 処 理 の ウ ェ イ トが高 ま る と考 え られ るが,日 本語 情 報

処理 技 術 はそ の 基 礎的 技 術 と して,欠 く こ とので きな い もの な の で あ る。

この よ うに 見 て くる と,日 本 語情 報 処 理 技 術 が 発 展 し,日 常 的 な情 報 処 理 の中 に 深 く根 を お ろ した

時 点 こ そ,現 在 の 米 国 人 が 感 じ取 って い る と同 じ よ うな 意 味 に お い て,わ れ わ れ も コ ン ピ ュ ー タを身

、近 な もの と して,感 じ取 るの で は な か ろ うか。

1.1.2日 本 語 情 報 処 理 の 機 能 と 問 題 点(技 術 的 動 向)

日本語 情 報 処理 を論 ず るに は,次 の五 つ の 項 目に大 別 して考 察 を進 め る必 要 が あ る。 これ ら個 々の

項 目に つ いて は,次 章 以 下 で詳 し く論 じられ るが,こ こに 簡単 に ま とめ て お くこ とに す る。

(1)日本語 の特 質

日本語 の特 質 は そ の 語 義 と構 文 を 別 とす れ ぽ,そ の文 字 字種 が多 い こ とに あ る。 英 数 字,か な,カ

ナ,記 号 につ いて は,す で に標 準 化 が 行 な わ れ て い る ので 問 題 は少 な く,漢 字 に あ らゆ る問 題 が 集 中

して い る。 まず 文 字 字 種 が 多 く,し か もそ の 数 が 不 定 で あ る。 一 応,当 用 漢 字 と して の わ くは あ る

が,こ れ は固 有 名 詞 と過 去 の漢 字 に 対 してな ん らの拘 束 力 も持 た な い 。 これ らを 含 め ての 漢 字 の 字種

の 限定 と,そ れ らの コー ドの標 準 化 につ いて,情 報 処 理 学 会 を 中心 と して討 論 が 進 め られ て い るが,

未 だ 結論 は 出 るに 至 って い な い。

日本語 情 報 処 理 技 術 を 推 進 す るた めに は,ま ず この字 種 を 限 定 し,外 字 に対 す る処 置を 明確 に す る

こ とが,第 一 条 件 で あ る と い え よ う。 次 に問 題 とな って い る の は,漢 字 を含 む文 字 の配 列 順 で あ る。

これ は コー ドを 定 め る上 で も不 可 欠 の要 件 で あ り,ま た配 列 順 を 一 義 的 に定 め る こ とに よ る計 算 機 側

の メ リ ッ トは,は か り しれ な い も の が あ る。

この二 点 が 明確 に な れ ば,日 本 語 処 理 の問 題 点 の大 部 分 が 解 決 した こ とに な る の で あ るが,こ れ は

国 語 自身 の問 題 で あ り,最 後 ま で持 ち越 され る もの と思 わ れ る。 しか し一方,情 報 処 理 側 か ら この 問

題 に対 して,は つき り した 意 見 を提 出す る こ と もま た必 要 な こ とで あ る。

(2)入力 シス テ ム

英 数 字 の場 合 に は 計 算 機 が 開 発 され る 以前 か ら,す で に タ イ プ ラ イ タやPCSが 普 及 して い た た

め,入 力 シス テ ム と して は,そ れ ら既 成 の シ ス テ ム を流 用 す れ ぽ よ い と い う,好 条 件 に 恵 まれ て い

た 。 これ らの技 術 は,当 時 す で にほ ぼ完 成 に 近 い域 に達 して い た た め,そ の 後大 きな変 化 は な く今 日

に 及 ん で い る。 これ は 計 算 機 に と っ て非 常 な 幸運 で あ った とい え よ う。

英数 字 の場 合 の 入 力 シ ス テ ム は,す べ て フ ルキ ー方 式 を と っ てい る。 フ ルキ ー方 式 とは,必 要 とす

るキ ャ ラ クタがす べ て キ ー と して用 意 され て い る方 式 で あ る。 これ は 英 数 字 の キ ャ ラ クタ セ ッ トの 字

種 が少 な く,技 術 的 お よび オペ レー シ ョン上 で大 きな問 題 が な か っ た ため で あ ろ う。 こ の フル キ ー方

式 を そ の ま ま,日 本 語 情 報 処 理 の入 力機 器 と して実 現 させ た も のが,漢 字 け ん盤 さん孔 機 といわ れ る

もの で あ る。

この種 の機 器 は 計 算 機 に よ る 日本 語 情 報 処 理 が 開始 され る以 前 に,す でに 日本語 情 報 の デ ー タ伝 送
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用 と して 開発 され,多 くの実 績 を持 って いた 。 した が って 計 算 機 に よ る 日本 語 情 報 処 理 が 始 ま る と,

そ の 入力 用 と して 漢字 け ん盤 さ ん孔 機 が い ち早 く採 用 され,今 日に 及 ん で い る。 現 在 ほ とん どの シス

テ ムが,こ れ と同等 の フル キ ー式 の 入 力 機 器 を 使 用 して い る。 フル キ ー方 式 は そ れ 自身 最 も 自然 な姿

で あ り当然 の こ とで あ るが,計 算 機 の入 力 シス テ ム と して み る と,多 くの 問 題 点 を か か え て い る。

一 般 的 にい え る こ とは ,入 力 シ ス テ ム の必 要 条 件 と して は,入 力 速 度 の 早 い こ とお よび 入 力 ミス の

少 な い こ と(ま た は ミスの 修 正 の 容 易 な こ と)が あげ られ る。 英 数 字 の場 合 に お い て は,フ ル キ ー方

式 は 明 らか に この条 件 を 満 して お り,さ らに カ ー ド入 力 の場 合 に これ が顕 著 で あ る。 しか る に 日本 語

の場 合 に は,字 種 が多 い と い う根 本 的 な 原 因 に よ って,こ の条 件 が 失 な われ て い る。 つ ま り,多 くの

問 題 点 が こ こに起 因 してい るの で あ る。

一 方
,言 語 の面 か らみ る と,一 般 に 表 音 文 字 は 字種 が少 な く書 きや す く,表 意文 字 は 字種 が多 くパ

ター ンに 訴 え る力 が大 きい た め に,読 み や す い とい われ て い る。 した が って 日本語 の場 合,書 きや す

い表 音 文 字(た とえば,カ タ カナ また は ロー マ字)で 入 力 し,読 み や す い漢 字 か な ま じ り文 に よ って

出力 す れ ぽ,理 想 的 な 言 語処 理 シス テ ムが 構 成 で きる で あ ろ うとい う考 え も成 立 す る。 この方 向 に沿

った 開 発 も着 々進 め られ て お り,す で に 二,三 発 表 され て い る シ ステ ム もあ る。

以 上 の よ うに 日本 語 情報 処 理 を き っか け と して,入 力 シス テ ムに対 す る 基 本 的 問 題 点 が 明 るみ に出

て きた 感 が あ る。 人 間 と機 械 との イ ン タ ー フ ェー ス とい う面 か ら,こ の際 これ らの 問 題 点 を原 点 に戻

って,落 ち着 い て十 分 検 討す る必要 が あ ろ う。

(3)処理 シス テ ム

日本語 処 理 に おけ る計 算機 内部 で の処 理 は,い わ ゆ る数 値 的 な 取 り扱 い は ま った くな い とい って よ

か ろ う。 つ ま りそ の大部 分 は 配 列,照 合,転 送 な どの,字 単 位 また語 単 位 の処 理 で あ る。現 在 の とこ

ろ ソフ ト的 に ク ロー ズ ア ップ され て い るの は,主 と して植 字 のた め の エ デ ィテ ィ ン グで あ るが,近 い

将 来 の 問 題 と しては,カ ナ 漢 字 変換 に み られ る よ うな,あ る程 度 の構 文 を ふ まえ た 語 い の処 理 が あ

ろ う。

しか し,漢 字 コー ドの 標準 化 も行 な わ れ て お らず,日 本語 の正 書 法 も確 立 され て お らず,あ い ま い

な 点 の 多 い 日本 文 の処理 を,計 算機 の み に まか せ る こ とは,コ ス トの 面 か ら も また 正 確 さの面 か らも

問 題 が多 い。 また 植 字 に お け る編 集処 理 の よ うに,グ ラ フ ィ ッ クア ー ツの面 か らの 要 求 もあ り,こ れ

らの 面 を 解決 す る一 方 法 と して,最 近 マ ン マ シ ン応 答 シス テ ムを取 り入 れ た,ソ フ トウ ェ アの 開発

が 盛 ん に行 なわ れ てい る。

簡 単 な定 型 的 な処 理 は 別 と して,語 義 的 また は 構 文 的判 断 を 要 す る場 合 で は 当 面,人 間 が 介入 す る

シ ス テ ムが先 行 す る こ と とな ろ う。 日本 ア イ ・ピー ・エ ム社 が 発 表 したJPS(JapanesePublishing

System)は,そ の一 つ の 現わ れ で あ る。 これ は 主 と して新 聞 の編 集 処 理 を 対 象 と して 開 発 され て い

るた め,ソ フ ト的 に大 規模 で あ るが,そ の 他 の 出版 物 で は よ り小 規 模 な シ ス テ ム で一卜分 であ ろ う。 か

か る シス テ ムは計 算 機 側 の処 理 能 力 の レベ ルが 向上 す るに つれ,人 間 側 の 負 担 が 小 さ くな り,そ れ に

と もな って応 答 シス テ ム も小 規模 で す む と い う関 係 に あ り,将 来 は 非 常 に 簡 略 化 され た 編 集 チ ェ ッ ク

シ ス テ ム と して ,普 及 す る こ と とな ろ う。
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主 と して 入 力 用 に 用 い られ る カ ナー 漢 字 変 換 の ソ フ トも,当 面 の大 き な 開 発 目標 とな って い る が,

これ に は 計 算 機 以前 の 言 語学 的 ソフ トの開 発 が 必要 で あ る。 漢字 一 カ ナ変 換(音 声 出力 用 な ど)も 含

め て,こ れ らの い わ ゆ る翻字 シス テ ムは,機 械 翻訳 な ど と同 じ く,研 究 体 制 の 問題 と して取 り上 げ る

必 要 が あ りそ うで あ る。

(4)出力 シ ステ ム

出 力 シ ステ ムは 入 力 と比 して よ りハ ー ド的 で あ る。漢 字 プ リン タな りデ ィス プ レイ装 置 の 開発 に よ

って,目 的 を 達 せ られ る場合 が多 い。 現 在 の 動 向 と して は,漢 字 プ リンタは 植字 機 と ラ イ ン プ リン タ

に 分 化 し,前 者 は さ らに 高速 用 と佐 連 用 とに 分 化 して い る。 デ ィス プ レイ装 置 は ドッ ト式 の専 用 機 の

開 発 が進 ん で い るが,一 方 グラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レイ装 置 を,必 要 のつ ど流 用す る方 式 も十 分 可 能

性 が あ る。

こ こで 注 意す べ き こ とは,英 数 字 のみ に よ る情報 処 理 の場 合,わ が 国 で は植 字 機 は ま った く計 算 機

とは無 縁 な存 在 で あ った こ とであ る。 しか るに 日本 語情 報 処 理 技 術 の発 展 に と もな い,ラ イ ンプ リン

タ と並 行 して,植 字 機 の 開発 も進 め られ,こ の こ とがわ が 国 に おけ る言 語処 理 の発 展 に大 き く貢 献 し

て い る。 そ の最 大 の 恩恵 を こ うむ って い るの が 出版,印 刷 の分 野 であ る。

高 速 植 字 機 は 電子 的 に作 動 す るた め,そ の 植 字速 度 が きわ め て早 く,一 方,植 字 量 の 関係 か ら光 学

式 の低 速 植 字 機 も普 及 しつつ あ る。 これ らの 植字 機 を フル に 活 用 す る には,そ の 前 段 階 で あ る入 力,

編 集 シス テ ム な どの採 算 性 が 問 題 とな る と ころ で あ る。

漢 字 ライ ン プ リン タは,文 字 を ドッ トの 集 ま りで表 現 す る方 式 に ほ ぼ 固 ま りつ つ あ る。 た だ し実 際

に これ を 印字 す る メカ ニズ ムに つ い て は 各 社各 様 で,一 定 してお らず,新 た な方 式 が開 発 され る可 能

性 も あ る。＼これ ら プ リン タは 日本 語処 理 用 と して,漢 字,カ ナ,ひ らが な 以外 に も英 数 字,記 号 な ど

を包 含 して お り,字 種 の面 か らみ る と,従 来 の ラ イ ンプ リン タの 機 能 を包 含 す る も の で あ り,別 な面

か らみ る と,国 際 万 能 プ リン タ とで もい うべ き性 能 を持 って い る。 この意 味か ら漢 字 プ リンタの 開 発

は,プ リ ンタ技 術 の 向上 に大 き く貢 献 した もの とい え よ う。

漢 字 プ リン タ 開発 に ともな うも う一 つ の恩 恵 は,プ リンタ の無 音化 が実 現 した こ とで あ る。 多 字 種

に よ る メ カ の複 雑 さが ノン イ ンパ ク ト方 式 へ指 向 し,そ の結 果 と して 無音 化 が 実 現 した 。 この よ うに

多 くの 特 徴 を 持 つ 漢 字 プ リン タが,将 来 そ の量 産 に よっ て コス トが下 が り,万 能 プ リン タと して 現 在

の ラ イ ン プ リ ンタに か わ る時 代 が くれ ば,少 な く と も出力 に 関 す る限 り,字 種 の制 約 を 念 頭 に 入 れ ず

に,情 報 処 理 シ ス テ ムを 設計 で きる よ うに な ろ う。

漢 字 デ ィス プ レイ装 置 は,わ が 国 に お け る情 報 ユ ー テ ィ リテ ィの本 命 機 種 と考 え られ て い る もの で

あ る。 しか し,現 在 英 数 字 用 にみ られ る よ うな大 衆 化 を実 現 す るに は,コ ス ト面 で の 制 約 が あ ま りに

も大 きす ぎ る。 これ を 技 術的 に解 決 す る に は,未 だ 多 くの 時 間 を必 要 とす る こ とで あ ろ う。

(5)ア プ リケ ー シ ョン

日本 語 情 報 処 理 の 適 用 分野 につ い て は,本 章 の 最 後 で 詳述 す る の で,こ こで は 省 略 す る。

1.2日 本語情報処理技術 の発展過程
■
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日本 語 情 報 処 理 に 対 す る ニ ー ズ,そ の適 用 分 野,ま た こ の技 術 が 内 包 して い る可 能 性 な どに つ い て

考 察 し,ま た 将 来 を 推 測 す るた め に は,こ れ ま で に 先 人 が た ど っ て きた 足 跡 を ふ り返 って み る こ と

も,ま た意 義 の あ る こ とで あ る。 ここ では 情 報 処 理 と い うこ とば を 拡 大 解釈 して,印 刷,印 書 の技 術

に まで 踏 み 込 ん で,明 治 以後 の技 術 の発 展 過 程 を た ど っ てみ る こ とにす る。

1.2.1ロ ー マ 字 文

ロー マ字 は16世 紀 の なか ご ろ ,キ リス ト教 と と もに 日本 に 入 っ て きた 。 そ の こ ろ 出版 され た ロ ー

マ字 の 日本 語 本 は,ポ ル トガ ル語 の つづ り方 で あ った が ,そ の 後 幾 多 の 変遷 を経 て,慶 応3年 ヘ ボ ン

が,「 和 英 語 林 集 成 」 を 出版 す る に至 って つ づ り方 も確 立 し,ヘ ボ ン式 ・一 マ字 と して 現 在 に 至 って

い る。 そ の 後 明 治18年 に田 中 館 愛 橘博 士 らが 日本 式 を 主 張 し,両 案 の論 争 が始 ま った が,昭 和29年

の 内閣 告 示 で 最 後 の 決 定 が下 され,日 本 式 を 部 分 的 に 改 訂 した 訓 令 式 が確 認 され,ヘ ボ ン式 も特 殊 な
/`

除 外 例 と して 認 め られ て い る。

わ が 国 に お い て 国 字 を ロー マ字 と定 め,す べ て の 日本 語 を ローマ 字 に よ って表 現 しよ うとい う主 張

を,ロ ー マ字 論 とい う。 この運 動 は早 くも明 治 維 新 と と もに 始 ま り,明 治18年 に は 「羅 馬 字 会 」 が

創 立 され,こ の 運 動 の 最盛 期 に は,会 員 数 も1万 人 を 越 した と いわ れ て い る。

ロー マ字 運 動 の 当初 の 目的 は,早 急 に 文 盲 を な くそ うと い うこ とで あ った。 しか しこれ は 義 務 教 育

の普 及 に よ って そ の理 由 が失 なわ れ,後 に は 英 文 タ イ プ ラ イ タに よ る能 率化 が主 張 の 中 心 とな って い

る。 今 日で は 日本 文 を ・ 一マ字 に よって つ づ ろ うとい う考 えは,ほ とん ど影 をひ そ め て い るが,皮 肉

な こ とに 日本 文 字(カ ナ も含 め)を 扱 え な い 計 算 機 処 理 の中 で は,最 も幅 を きか せ て い る。

この ・一 マ字 運 動 の 盛衰 は,他 山 の石 と して 多 くの 示 唆 を 与 えて い る。 これ を 要 約 す る と言 語 に お

け る能 率 化 とは,書 きやす さ と読 み や す さ との 両 者 を 合 わ せ た,ト ー タ ル シス テ ム と して の能 率 化 が

重 要 な こ とで,単 に 一 方 の能 率化 だ け では 受 け 入 れ られ な い こ とを 示 して い る。 ロー マ字 化 は 日本 語

にお け る固 有 名 詞 を,外 国 人 に伝 え るた め に は 必 要 不 可 欠 な も ので あ るか ら,そ れ な りの 存 在 意 義 は

あ るが,そ れ を 日本文 に 適用 し よ う と した と こ ろに,飛 躍 が あ った とみ るべ きで あ ろ う。

こ こ で ローマ 字 文 に つ い て の二,三 の デ ー タを 示 して お く。 い ま平 均 的 な漢 字 か な ま じ り文 を ロー

マ字 化 す る と ,そ の字 数 は 約3倍 弱 とな る。 した が っ て入 力 速 度 が 約3倍 な い と同等 とな らな い。 英

文 タイ プの 技 能 検 定試 験 に お け る基 準速 度 は 次 の とお りで あ る。

A級250字/分(50語)

B級200字/分(40語)

C級150字/分(30語)

D級125字/分(25語)・

和 文 タ イ プの1級 で50字/分 で あ るか ら,B級 以 上 で 英 文 タ イ プが 上 回 り,ロ ーマ 字 文 の ほ うが 入

力 速 度 が早 い こ とは 確 か で あ る。 この こ とか ら,前 に 述 べ た カナー 漢 字 変 換 の か わ りに,ロ ーマ 字一

漢 字 変 換 とい う シス テ ム も考 え られ よ う。

1.2.2カ ナ 文 字 文

カナ文 字 運 動 とは,日 本 語 を す べ て カ タ カナ で表 現 し よ うとい う運動 で,前 項 の ・ 一マ 字 運 動 とほ
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ぽ 同 じ経 過 を た ど って い る。 まず 慶 応2年,前 島密 の 「漢字 御 廃 止 之儀 」 に よ って 口火 が 切 られ,明

治16年 「か な の ぐわ い 」 と して大 同 団結 し,そ の後 幾 多 の変 遷 を経 て今 日の 「カ ナ モ ジ カ イ」 に 至

っ てい る。

そ の 目的 とす る と ころ お よ び経過 は,ロ ー マ字 運 動 とほ ぼ 同 じで あ るが,一 つ の大 きな相 異 は,今

日に お い て もあ る程 度 の支 持 を得 て い る こ とで あ る。 と くに事 務 能 率 の 向上 とい う面 か ら,全 社 的 に

カ ナ モ ジを 採 用 して い る企 業 が あ る。 こ の よ うに カ ナ文 字 が ロー マ字 よ りや や受 け入 れ られ て い るの

は,よ り読 み や す い とい う二 語 につ き よ う。 しか し総 体 的 に みれ ば カナ文 字 文 も また ロ ーマ字 文 と同

じ く,わ が 国 に 定 着 す る に は至 ら なか っ た。 そ の理 由は 表 音文 字 のみ の文 が,漢 字 か な ま じ り文 と比

べ て読 み や す さの 点 で 格段 に劣 って い る た め と考 え て よい で あ ろ う。

これ らの点 か ら判 断 して,今 後,日 本 語 情 報 処 理 を 進 め るに あ た って は,入 力 は 別 と して 出 力 の 点

で は,漢 字 か な ま じ り文 を つ らぬ くこ とを大 前 提 とす べ き であ る といえ よ う。

今 日にお いて は カナ文 字 とい う場 合,カ ナ タイ プ ライ タが前 提 とな って い る。 カナ タ イ プは英 文 タ

イ プ の英 文 字 を,カ ナ文 字 に 置 き換 えた もの で,キ ー の配 列 の 問 題 以 外 と くに 技 術 的 な 問 題 は な い。

カ ナ タイ プの 考 案 は,大 正11年,当 時 住 友総 本社 の専 務 理 事 で あ った 山 下 芳 太 郎 氏 が,ア ン ダー ウ

ッ ド社 に依 頼 して 製 作 し,発 売 した のが 初 め で,そ の後 レ ミン トン,ロ イヤ ル な どが 続 い て 発 売 を 始

め た 。

一 方
,英 文 字 と カナ文 字 の いわ ゆ る コ ン ビネ ー シ ョン タ イ プは,昭 和4年 に東 大 病 理 学 教 室 の緒 方

知 三 郎 博 士 が,丸 善 と相 談 して ・イ ヤ ル社 に試 作 させ た の が 初 め で あ る。 そ の後,各 社 か らい ろ い ろ

な キ ー配 列 の タ イ プが 発売 され,そ の種 類 は10を 越 え る に至 って い る。

これ ら英 文 タ イ プか らの系 列 とは ま っ た く別 に,わ が 国 に お け る電 信装 置 の 開 拓者 で あ る黒 沢 貞 次

郎 氏 は,明 治34年 に カ ナ タ イ プを製 作 し,大 正5年 に は電 信 用 カナ タイ プを 完 成 した。

カ ナ タ イ プの タイ プ速 度 は,だ いた い英 文 タ イ プ と 同等 とみ て よいが,一 方,漢 字 か な ま じ り文 を

カ ナ文 字 化 す る と,そ の字 数 は 約2倍 とな る。 しだ が って 日本文 を タ イ プす る場 合,ロ ー マ字 と比 し

て カ ナ文 字 の ほ うが,は るか に有 利 で あ る こ とが わ か る。 非常 にす ぐれ た タ イ ピス トで あ れ ば,講 演

の 速 記 も可 能 で あ る と報 告 され て い る。

1.2.3和 文 タ イ プ ラ イ タ

和 文 タ イ プ ラ イ タは,わ が国 独 特 の タ イ プ と して開 発 され,現 在 あ らゆ る分 野 に お い て 印 書 機 械 と

して 活 躍 して い る。 さ らに オ フ セ ッ ト印 刷 の普 及 に と もな って,植 字 機(清 打)と して の 役 割 も大 き

い 。 和文 タ イプ の構 造 は英 文 タ イ プ とは ま っ た く異 な り,文 字 盤 に収 容 され て い る活 字 を 選択 して取

り出 し,印 字 す る方 式 を とって い る。 これ ら文 字 盤 お よび 活字 の位 置 は ま づた く フ レキ シ ブル で,こ

れ に よ り字種 に制 限 され な い タ イ プ と して の機 能 を 発 揮 して い る。 した が って この意 味 か ら,和 文 タ

イ プ とい う よ り世 界 共 通 に 通 用 す る,万 能 タ イ プ とい うべ きで あ る。

和 文 タイ プの歴 史 は 大 正4年,杉 本 京 太 氏 に よ る発 明 に 始 ま るが,そ の基 本 的 な機 構 は そ の ま ま今

日 まで受 け継 がれ て い る。 す な わ ち 可 動 文 字 盤 の 中 か ら所 要 の活 字 を選 び 出 し,円 筒 形 プ ラテ ンに 巻

き付 け た用 紙 に 印字 す る と い う機 構 は 変 わ って い な い 。 な お和 文 タ イ プの発 明 は英 文 タ イ プに 遅 れ る
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こ と50年 で あ る。

今 日,企 業 に お い て,和 文 タ イ プを 利 用 して い な い と こ ろ は な い とい って よ い↓まど普 及 して い る

が,そ れ に反 して個 人 の 利 用 は皆 無 とい っ て よい ほ どで あ る。 これ に は機 械 の価 格 が 高 い とか,手 で

書 くよ り遅 い と思わ れ て い る とか,い ろ い ろの 理 由 が あ ろ うが,そ の最 大 の理 由は,メ ー カが事 務 機

と して の面 に と らわれ 過 ぎて い るた め で あ ろ う。 個 人用 と して字 種 を さ らに制 限 した,小 型低 廉 な機

種 の開 発 に努 力 を そ そ ぐべ きで あ ろ う。

この 個 人 用 と して の普 及 が 遅 れ て い る こ と が,日 本 語 情 報 処 理 の開 発 を 遅 れ させ た と も考 え られ

る。 つ ま り日本 語 の機 械 的 な取 り扱 い は,非 常 に非 能 率 で コス トが か か る とい う,先 入 観 を 植 え付 け

て しま った とい え よ う。 しか し手 書 きがそ の後 の工 程 で あ る 印刷 に,い か に大 きな 負 担 を か け て い る

かは,例 を ひ く まで もな く明 ち か な こ とで あ る。

和文 タ イ プは英 文 タ イ プに お け る タ ッチ メ ソ ッ ドと異 な り,文 字 盤 を見 な が ら文 字 を 選 択 して い く

ため,印 字速 度 は は るか に遅 い。 技 能 検 定 試 験 に お け る基準 速 度 は 次 の とお りで あ る。

1級500字/10分

2級400字/10分 ・

3級350字/10分

4級250字/10分

これ を 前 掲 の英 文 タ イ プの 速度 と比較 す る と1/5で あ る。 な お競 技 会 に お け る最 高 記 録 は,大 体

800字/10分 で あ る。

欧 米 の 例 をみ る と,既 存 の 英文 タ イ プに そ の ま ま さん孔 機 能 を 付 加 して,計 算 機 の入 力 装 置 と して

活 用 して い る。 これ に従 え ば わ が 国 に お い ては,和 文 タ イ プに さん孔 機能 を付 加す れ ば よい こ とに な

る。 日本 電 気 のC-5110漢 字 入 力 装 置 が これ に相 当す る。 しか し和 文 タ イ プ 自身 が 電 動 化 され て い

な いた め,能 率上 の 問題 が あ り,ま た字 種 が多 いた め コー ド発 生 機構 が 複 雑 とな り,価 格 が 高 くな る

な ど多 くの 問 題 を か か え て い る。 と くに電 動 化 の問 題 は,和 文 タ イ プ 自身 今後 の 開 発課 題 と して 取 り

組 まね ば な らな い こ とで あ る。 この ほ か盤 面 の文 字 配 列 が 機 種 に よ って違 って い'る点 も問題 とな る。

1.2.4活 版 印 刷

わ が 国 に お け る近 代 的 活版 印 刷 は,明 治2年 に本 木 昌造 氏 が 長 崎 に 活 版 伝 習 所 を 設立 し,『日本 文 字

の活 字 を 製 作 した の に 始 ま る とい われ て い る。 本 木 氏 の考 案 に よ って,号 数 活 字 が 生 まれ長 く使 用 さ

れ たが,現 在 で は 各 国 共 通 の ポ イ ン ト活字 が用 い られ て い る。

活 版 印刷 に お いて 日本 語 情 報 処 理 と関 係 が深 い の は,モ ノ タイ プ(鋳 植 機)で あ る。 欧文 用 の鋳 植

機 は,欧 米 で は 早 くか ら発 達 した が,わ が 国 に お い ては 字 種 が 多 いた め 開 発 が 遅 れ,大 正9年 に至 っ

て初 め て杉 本 京 太 氏(和 文 タ イ プの 発 明者)に よ って製 作 され た。 しか し この機 械 は あ ま り利 用 され

ず,モ ノタ イ プ の使 用 が 本 格 化 した の は,第 二 次世 界大 戦 以 後 で あ る。

モ ノタ イ プ の機 構 は 文 字 を 選 択 す る文 字 盤(あ るい は キ ー ボ ー ド)と,活 字 を鋳 造 す る鋳 植部 とか

らな る。 機 械 の構 成 と しては これ らが 一 体 とな った もの と,キ ー ボ ー ドが 独立 し,紙 テ ー プに さん孔

し,こ の テ ー プ に よ って 鋳 植 部 を コ ン トロー ルす る もの とが あ る。 と くに後 者 は各 機 能 が 独 立 し,情
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報 処 理 シス テ ム と して の 形 態 を と っ て い る。 この キ ーボ ー ドは,後 に 開発 され た デ ー タ通 信 用 の,漢

字 け ん 盤 さん孔 機 と機 能 的 に は ま った く同 じで あ る。

現 在,稼 動 して い る漢 字 情 報 処 理 シス テ ムの 多 くは,印 刷 を 目的 と した 自動 編 集 ・植 字 シ ス テ ムで

あ る。 した が ってそ の最 終 製 品 で あ る 印刷 物 は,多 かれ 少 な か れ 既存 の 印 刷物 と比較 され また 批 判 さ

れ る。 今 後 自動 編 集 ・植 字 シ ス テ ム の技 術 を 一 層 向上 させ るた め,明 治 以 来100年 間 にわ た る先 人

の築 きあ げ た ノー ハ ウを,積 極 的 に吸 収 す る と と もに,ま た 計 算 機処 理 に よ る新 た な 印刷 技 術 の 開 拓

へ と進 まね ば な ら な い。

1.2.5写 真 植 字 機

ネ ガの文 字 盤 か ら文 字 を 選 択 し,レ ンズ系 に よ って感 光 材 料 上 に 植 字 して い く装 置 で,欧 米 に お い

ては19]0年 ご ろ よ り多 くの考 案 が試 み られ た が,実 用 には 至 らな か った。 そ の後1950年 ご ろ

よ り,ラ イ ノ フ ィル ム,フ ォ トセ ツ タ,モ ノフ ォ ト,フ ォ トン,フ ィルモ タ イ プな どが現 わ れ,製 版

に 盛 ん に利 用 され る よ うに な った 。

わ が 国 で は大 正13年 に 石 井 茂 吉,森 沢 信 夫 両 氏 に よ り,和 文 用 の 写植 機 が 開 発 され,そ の後 多 く

の改 良 が 加 え られ て 今 日に 至 って い る。 そ の機 構 は和 文 タイ プ と よ く似 て お り,可 動 文 字 盤 上 に 配 列

され た ネ ガ母型 か ら文 字 を 選 択 し,レ ンズ系 を 通 して 印画 紙 に 植 字 す る。 レン ズは 約20本 あ り,そ

の 選択 に よっ て20種 の 大 き さの 文 字 が得 られ,ま た変 形 レ ンズを 用 いて,長 体,平 体,斜 体 な どの

変 形 文 字 も得 られ る。

写 真 植字:機は も と も と,植 字 のみ を 目的 と して 開 発 され た もの で あ るが,オ フセ ッ ト印刷 の発 達 に

よ って,和 文 タイ プ も植 字 機 と して利 用 可 能 とな り,現 在 で は 両 者 が 競 合 して い る形 で あ る`。そ れ ぞ

れ 一 長 一短 があ るが,写 植 機 の長 所 は 文 字 の書 体,サ イ ズ,形 な どの 点 で,フ レキ シ ビ リテ ィが 大 き

い こ とで あ る。 短 所 と して は モ ニ タ 印字 が とれ な い こ と,お よび ミス 印字 の 修 正 が め ん ど うな こ とで

あ る。

この短 所 の克 服 お よび 写 植 機 の 機 構 上 の利 点 が 結 び つ いて,こ こに 自動 写 植 機 が 生 まれ る こ と とな

り,こ れ が 日本 語 情 報 処 理 実 現 へ の 第 一 歩 と な った の で あ る。 わ が 国 で は 昭 和37年 にSAPT6

N-F(数 字 専 用),同40年 にN(新 聞用),同43年 にP(ペ ー ジ物用),同44年 にA(万 能型)

と,写 真 植 字 機 研 究 所 か ら各 種 の 自動 写 植 機 が 発表 に な った 。 と くにSAPTON-Aは 編 集 用 と し

てPDP-8ミ ニ コ ンを 用 い,完 全 に 日本 語 情 報処 理 シス テ ムの形 態 を と って い る。 た だ編 集 用 ソフ

トが 限 られ,汎 用 の処 理 シス テ ム とな っ て いな い だ け で あ る。 ・

前項 の 出力 シ ステ ムの と ころ で も述 べ た よ うに,自 動 写 植 機 に は この ほ か に 高 速 の全 電 子 式 写 植 機

も開発 され てお り,今 後 ます ます 高 性 能 化 へ 進 む もの と思 わ れ る。 な お 欧 米 に お け る状 況 も,わ が 国

と同 じよ うな経過 を た ど りつ つ あ る。

1.2.6漢 字 印 刷 電 信 装 置

電 信 回線 に よ るデ ー タ伝 送 は,わ が 国 に お い て も明治 維 新 と と もに 開始 され た が,こ れ らは す べ て

英 数 字 お よび カナ文 字 に よる もの で,漢 字 に よ るデ ー タ伝 送 が始 ま った の は,第 二 次世 界 大 戦 以 後 の

こ と で あ る。 漢 字 に よる デ ー タ伝 送 を 行 な うた め に は,送 信 側 の入 力 用 キ ーボ ー ドつ ま り漢 字 け ん 盤
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さん孔 機(一 般 に漢 字 テ レタ イ プ ラ イ タ)と,受 信 側 の 出力 用 プ リンタつ ま り漢 字 印刷 機(一 般 に漢

字 テ レプ リンタ)と が必 要 で あ る。

これ らは新 聞 社,通 信 社 な ど で の 必要 性 が高 か った た め に,ま ず そ こ で 開発 が進 め られ た 。 た とえ

ば 朝 日新 聞社 では 昭和22年 に研 究 が 開始 され,昭 和33年 に試1乍機 が発 表 され て い る。 また 読 売新

聞社 と防衛 庁 は,共 同 開発 に な る漢 字 テ レプ リン タを 昭 和29年 に発 表 して い る。 な お前 に も述 べ た

よ うに,漢 字 け ん 盤 さ ん孔 機 は,モ ノ タ イ プの さ ん孔 キ ーボ ー ドと機 能 的 に は 同 じで あ る。 これ らの

成 果 を取 り入 れ て,新 興 製 作 所 お よび沖 電気 工 業 が漢 字 印 刷 電信 装 置 と して市 販 し,幾 多 の改 良 を経

て 今 日に及 ん でい る。

漢 字 に よる デ ー タ伝 送 を行 な うに あ た って な に よ りも重要 な こ とは,送 信 側 と受 信側 とで,同 一 の

文字 コー ド体 系 を 用 い ねば な らな い とい うこ とで あ る。 また この コー ド体 系 は,モ ノ タイ プに と って

そ の 機構 上 有 利 な 構成 で あ る こ とが 望 ま しい 。 このた め 共 同 通 信社 とそ の 加 盟 新 聞 社 の 代表 は,昭 和

34年6月 に 「漢 テ レ ・全 自動 モ ノ タ イ プ符 号統 一 会 議 」 を 発 足 させ,約2か 月,約50回 に及 ぶ 討

論 を 重 ね て 同年8月 にCO-59統 一 符 号 を 定 め た。

以上 の よ うな経 過 を た ど って,漢 字 に よ る デ ー タ伝 送 お よび 全 自動 モ ノ タ イ プ方 式 が,新 聞社 を中

心 と して普 及 し,こ れ が漢 字 情 報 処 理 を ス ム ース に発 足 させ た 原 動 力 とな った の であ る。 と くに漢 字

情報 処理 シス テ ムの 入 力機 器 と して は,こ の 漢 字 け ん盤 さん 孔 機,ま た は これ に あ る程 度 の 改 良 をほ

ど こ した機 器 が中 心 とな って い る。 な お 漢 字 印 刷 機 は全 機 械 式 で あ るた め に 印 字 速 度 が 遅 く,そ の他

多 くの 問 題点 があ るた め,出 力 機 器 と しては ほ とん ど利 用 され て い な い 。 ま た漢 字 印 刷 機 自身 も最 近

では,感 熱紙 を用 いた サ ーマ ル プ リ ンタ な どが 発 表 され て い る。

1.3日 本 語 情 報 処 理 の 適 用 分 野

1.3.1情 報 産 業

情 報 産 業 とい うこ とば は,今 日,一 種 の流 行 語 とな って,多 くの 人 々に よ って 論 じ られ て い るが,

こ こ では マ ハ ル 八 一 プの い う知 識 産 業 と同義 と して と らえ てみ る と,今 後,計 算 機 シス テ ムが あ らゆ

る面 にお い て,こ の知 識 産 業 を バ ッ クア ッ プす るた め に,活 用 され る で あ ろ うこ とは確 か であ る。 そ

の 中 で こ こで は 日本 語 の言 語 情 報 を 主 とす る産 業 に焦 点 を 当 て て,そ の 適用 分 野 に つ い て考 察 す る こ

とにす る。

マ ハ ル ー プが知 識 産 業 に 含 まれ る もの と して あげ て い る産業 の 中 か ら,こ れ に 該 当す る と思 わ れ る

もの を あげ る と,次 の二 つ の グル ー プに 大 別 で きる。

放 送,印 刷,出 版

情 報 提 供 サ ー ビス

もち ろ ん これ 以 外 の産 業 も 日本 語 とは 多 か れ 少 な かれ 関係 す るが,あ えて 焦 点 を しぼ れ ぽ 上 の二 つ の

グ ルー プにな る。 また上 に あ げ た 産 業 で も,こ と情報 の生 産(創 造 的 生 産)に 関 して は 当 面,人 間 の

仕 事 で あ る。

この二 つ の グル ー プは,そ の 機 能 に お い て きわ 立 った対 照 を示 して い る。 す なわ ち前 者 は 情 報 を 大
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量 に 複製 して,一 方 的 に 流す マ ス コ ミ型 で あ り,後 者 は情 報 需 要 に 応 じて,必 要 とす る情 報 のみ を 提

供 す る カス タ ム型 で あ る。 ま た 日本 語 情報 処理 シス テ ムは,前 者 に お い て は,大 量 の情 報 媒 体 を 生 産

す る プ ロ ダ ク シ ョン型 で あ り,後 者 は 情報 を コ ン トロー ルす る制 御 型 を 示 して い る。

(1)印 刷,出 版,放 送

日本 語情 報 処 理 シス テ ム といわ れ るべ き もの が,初 めて 実 用 化 され た の は,す で に述 べ た とお り印

刷,出 版 業 で あ る。 こ こで は従 来 の印 刷 技 術 の技 術 革新 とい う形 で誕 生 した 。 この間 の事 情 を 活 版 印

刷 を 例 に と って考 察 して み よ う。 活 版 印刷 の 作業 は組 版 と印 刷 の 二 つ に大 別 で き る。 組 版 は さ らに 文

選 と植 字 の2工 程 に 区分 され る。 文 選 とは 原 稿 に従 って必 要 な 文 字 を 集 め る作業 で,植 字 とは 原 稿 に

従 って,句 と う点,込 め物 な どを 入 れ て1行 ず つ に組 み,段 落 を整 え て 組 版 を 作 る作 業 で あ る。

モ ノ タ イ プを用 い る場 合 に は,キ ー ボ ー ドで 必要 な文 字 を 打 け ん す る こ とに よ り,そ の文 字 が 鋳 造

され,活 字 に手 を触 れ な い で文 選 が 行 なえ る。 以上 の工 程 を 情 報 処 理 の立 場 か ら分析 してみ よ う。 ま

ず 従来 の活 版 印刷 で は,常 に 「文 」 と い う情報 と活 字 とい う印刷 に必 要 な 物 理 的 物体 とが,一 体 と な

って行 動 して い るの が 特 徴 で あ る。 した が って文 選 とか 植 字 とか の情 報 処 理 的 作 業 が,組 版 を 媒 体 と

して行 なわ れ,シ ス テ ム的 に非 常 に ハ ー ドな 形 とな って い る。

した が って,た とえ ば校 正 に お い て大 幅 な 修 正 が で きな い とか,組 版 を 直 す 場 合 に非 常 な手 間 が か

か る とか の形 で現 わ れ て い る。 印刷 術 は 金 属 活 字 の 発 明 に よ り,従 来 と比 して非 常 に フ レキ シ ビ リテ

ィに富 ん だ シス テ ム とな った が,実 際 には 朱 だ不 十 分 な点 が 多 い ので あ る。 これ を解 決す る には 情 報

処 理 的 な部 分 は,は っ き り区分 して処 理 シ ステ ムに まかせ,そ の最 終 段 階 に お い て,印 刷 に必 要 な 形

で 植字 をす れ ば よい こ とがわ か る。 つ ま り従 来 の植 字 工 程 を 編 集 と植 字 とに 分 け,文 選 ・編 集 と植 字

と し,前 者 を情 報 処 理 シス テ ムと して 組 立 て,後 者 を そ の ア ウ トプ ッ トと して 得 られ る よ うに,構 成

す れ ば よい こ とがわ か る。 この構 成 は 計 算 機 の 導入 に よ って 可 能 とな り,必 然的 に 日本語 情 報 処 理 シ

ス テ ム とな った の で あ る。 か くて 文 選 は 打 け ん に,組 版 は ソ ア トウ ェアに よ る編 集 に,植 字 は 出力 装

置 と して の植 字 機 に よ り自動 化 され る こ と とな った。

以上 の シス テ ムは 出力 装 置 と して モ ノタ イ プを用 いれ ば,そ の後 の 工 程 は 従 来 どお りとな るわ け で

あ るが,上 に述 べ た 以外 の多 くの 理 由に よ って,出 力装 置 と しては 写 真 植字 機 が用 い られ て い る。 前

述 の よ うに この 装 置 に は光 学 式 の 低 速 の もの と,全 電 子 式 の高 速 の もの とが あ り,用 途 に よ っ て使 い

分 け られ て い る。 こ の シ ス テ ム を 最 近 で はCTS(ColdTypeSystemま た はComputerTypesetting

System)と 呼 ん で い る。

この よ うな考 え方 は,米 国 の フ ォ トン社 な どか ら明確 に打 出 され た が,わ が 国 に お い て は,写 真 植

字 機 研 究 所(現 写 研)が 先 導 の 役 割 を 果 した。 写 研 ではSAPTONシ.リ ー ズ と して,多 くの 機 種

を開 発 して い るが,そ の採 用 状 況 の 一 端 を 次 に示 そ う。

昭 和41年 日本 社 会 党(社 会 新 報)

昭 和42年 朝 日新 聞社 北 海 道 支 社(地 方 版)

佐 賀 新 聞社

昭 和43年 毎 日新 聞 社(案 内 広 告)
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朝 日新 聞 社(見 出 し用)

日石不n44`ド 日本 海 新 隣1社

昭 和46年 神 奈 川新 聞社,上 毛 新 聞 社

西 日本 新 聞 社,北 日本新 聞社,高 知 新 聞 社

山梨 日 日新 聞 社 な ど

一 方
,高 速 の全 電 子 式写 植 機 も国 産 化 が 軌 道 に の り,日 刊 ス ポ ー ツ新 聞 社,学 習 研 究 社,日 本 科 学

技 術情 報 セ ンタ ーな どで,印 刷,出 版 を 主 と した 日本 語 情報 処 理 シ ステ ムが 実動 しつ つ あ る。

これ らの シ ス テ ムの うち,地 方 紙 では ほ ぼ 全 紙 面 のCTS化 が行 なわ れ て い るが,中 央 紙 で は案 内

広 告 欄 の よ うな編 集 の 比較 的 単 純 な 紙面 に 限 られ て い る。 中央 紙 の 大組 の よ うに編 集 が 複 雑 で,し か

も短 時 間 の うち に紙 面 の変 更 を 行 な う必 要 が あ る よ うな もの で は,バ ッチ処 理 で は不 十 分 で,マ ン ー

マ シ ン応 答 の 可能 な オ ン ライ ンシ ス テ ムが 必 要 とな って くる。 日本 ア イ ・ピー ・エ ム社 が 発表 した 自

動 編 集 組 版 シス テ ムJPSは,IBM社 と朝 日新 聞 社 お よび 日本経 済新 聞 社 が共 同 で 開 発 した シス テ

ムで この ソ フ トウ=ア に,朝 日,日 経 の 両社 は そ れ ぞ れ ユ ーザ 作成 の ソフ トを追 加 して ,NELSO

Nお よびANNECSシ ス テ ム と して 発 表 して い る 。 か か る シ ス テ ムが 一 般 的 に 実 動 を 始 め た時 点

が,本 格 的 なCTS時 代 の は じま りとい え よ う。

この よ うにCTS化 を 目標 と した 日本 語 情 報 処 理 シス テ ムが,着 々 と して実 動 を 開始 して い るが ,

そ の メ リ ッ トと しては 次 の 点 が あ げ られ よ う。

1)省 力化,作 業 場 スペ ー スの 節 約

2)熟 練;[1の 不 要

3)高 熱,騒 音 か ら の解 放

4)鉛 公害 の防 止,職 場 環 境 の 改善

つ ま り編 集,植 字 に関 して は,情 報 処 理 と して オ フ ィス 作業 とな る とい うこ とで あ る。

また編 集 面 か らも い ろい ろ な メ リッ トが考 え られ る。

1)複 雑 な編 集 を 迅 速 に処 理 で き る。

2)組 版 の フ レキ シ ビ リテ ィが大 き く,改 版 が 容 易 で あ る。(電 話 帳 の よ うな索 引 に お い て と くに

顕 著 で あ る。)

3)情 報 の配 列 の よ うな処 理 を編 集 シス テ ムに組 み 入れ られ る。

4)情 報 内容 を 他 の シス テ ムで活 用 す る こ とが 可能 とな る。(出 版 しつ つ デ ー タベ ー ス を 構 成 で き

る。)

5)情 報 の保 存,再 版 が 容 易 で あ る。

一 方
,デ メ リッ トと して は,情 報 内容 が可 視 化 され て い な い ため,人 間 との間 に常 に イ ン タ ー フ ェ

ー ス が必 要 で ,ま た 情報 へ の ア クセ スが,常 に リモ ー トコ ン トロー ル とな る こ とで あ る。 これ は計 算

機 処 理 の宿 命 で,将 来 は デ ィス プ レイ装 置 な どで 改善 され るで あ ろ うが,当 面 は この た め の 思 わぬ ト

ラ ブル が発 生 す る こ とが 多 い。 と くに入 力 情 報 の校 正 処 理 に こ の デ メ リ ッ トが現 われ て い る。

最 後 に放 送 関係 では 日本語 情 報 処 理 シス テ ムは,報 道 の迅 速 化 に役 立 つ もの と考 え られ て い る。 と
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くに テ レ ビに お い て,漢 字 デ ィス プ レイ装 置 の画 面 を 直 接 聴 視 者 へ送 る方 法 は有 効 で あ る。 これ は す

で に選 挙 の 開票 速 報 に お い ては実 行 され て い る が,そ の他 の応 用 面 は 今後 に 残 され て い る。

本項 に お い て は と くに 印刷 関 係 に 焦 点 を 当 て て詳 し く述 べ たが,も とも と印 刷産 業 は情 報 産 業 の 一

種 と して,だ れ も認 め る とこ ろで あ るが,わ が 国 に お い て は 日本 語 情報 処 理 の 開 発 が 遅 れ た た め,こ

れ まで取 り残 され て い た感 が あ る。 しか し今後 は急 速 に シス テ ム化 が 進み,執 筆 者 が タ イ プ ラ イ タで

原 稿 を 打 て ば,直 ち に編 集,植 字 され て 印 刷物 が で き上 る とい うこ と も,そ う遠 い将 来 の こ とで は な

さそ うで あ る。

(2)情 報 提 供 サ ー ビス

情報 提 供 サ ー ビスは 今 後 の情 報 化 社 会 に お け る,'花 形 産 業 と して喧 伝 され て い る もの で あ るが.そ

の市 場 性 に 未 だ 難 点 が あ り,現 在 検 討 段 階 の もの が 多 い 。 わ が 国 に お いて情 報 提 供 サ ー ビス を行 な う

場 合,そ の 内 容 が 日本 語 情報 で あれ ぽ,あ りの ま ま の形 で 提 供 しなけ れ ば,受 入 れ られ な い とい う可

能 性 が 強 い。 これ は 明 治 初年 に お け る ロー マ字 運 動 や カ ナ文 字運 動 の例 を み て も,考 え られ る と ころ

であ る。 計 算 機 が 英 数 字 しか 扱 え な い とい うこ とで,不 特 定 多数 の ユ ーザ を納 得 させ られ る と も思 え

な い。

情 報 提 供 サ ー ビスに お い て も,情 報 の創 造 的 部 分 は 当分 人 間 の 分 野 であ る とす れ ば,こ こに お け る

日本 語 情 報 処 理 は,そ れ ほ ど高度 な もの とも考 え られ ず,情 報 の 出 力側 つ ま り情 報 の伝 送,印 字,デ

ィス プ レイな どの 面 で,ユ ーザ の要 求 に合 った 形 の情 報 を,い か に早 く,安 く,し か も スマ ー トに提

供 す るか に か か っ て い る とい え よ う。

こ のた め の 当面 の課 題 は 端 末装 置 で あ る。 これ ま で開 発 され て い る装置 は,主 と して 大量 の バ ッチ

処 理 を 目標 に した もの が 多 い が,今 後 は 個 人 の ユ ー ザ が 使 用 す る,簡 便 な 装 置 の 開 発 が 要 求 され よ

う。 英 数 字 の分 野 では 現 在 が ち ょう どそ の 時期 に あ た って い るが,ユ ーザ の要 求 の エ ス カ レー トに よ

って,将 来 必 ず そ の時 期 が 来 る もの と思 わ れ る。

現 在 情 報 提 供 サ ー ビス と して,ど の よ うな もの が予 測 され て い るか をみ るた め に,(財)日 本 情 報 処

理 開 発 セ ン ター のNIS小 委 員 会 が ま とめ た,「 情報 処 理 産 業 の発 展 予 測」 か ら,そ の業 種 を次 に 示

そ う。

時 事 情 報 天 気 予 報 株 価 情報

所 在 情 報 予 約 レジ ャー情 報

マ ク ロ経 済 情 報 ミク ロ経 済 情報
●

海 外 情 報 企 業 信 用 情 報 消 費 者 信 用 情報

特 許 情 報 判 例 情 報 医 学 情 報

リサ ー チ情 報 科 学 技 術 情報 一 般 知 識情 報

これ ら の業 種 は そ の 内容 が 千 差 万 別 で,一 概 に論 ず る こ とは 困難 で あ るが,日 本 語 情 報 処 理 の面 か

らみ る と,大 量 の言 語 情 報 を 蓄 積 した デ ー タベ ー ス を も と と して,そ の中 か らユ ーザ の 要 求 す る情 報

を 検 索 して提 供 す る タイ プの,い わ ゆ る デ ー タバ ン ク的提 供 サ ー ビス業 が,当 面 現 わ れ て来 よ う。 こ

れ ら の代 表 的 な ものは 時 事 情 報,特 許 情 報,判 例情 報,科 学 技 術 情 報 な どで あ るが,こ れ らが実 用 化
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も

され る時期 は 昭 和50年 代 に な る と予 測 され て い る。

1.3.2事 務 機 械 化

わ が 国 に お け る コ ン ピ ュー タの普 及 は め ざ ま しい もの が あ る が,こ の処 理 の特 色 は 数値 計 算 が主 体

で,ほ とん ど言 語 処 理 を と も なわ な い こ とで あ る。 また 取 扱 って い る言 語 も 「文 」 の レベ ル では な

く,「 語 」 の レベ ル に止 ま って い る。 ま た計 算 機 シス テ ム も キ ャ ラ クタ セ ッ トして,英 数 字 お よび カ

ナの み で あ るか ら,「 語 」 は す べ て ロ ーマ字 ま たは カ ナ書 き で処 理 して い る。

この よ うな 状 況 か ら,事 務 処 理 の分 野 に お け る 日本 語情 報 処 理 の 当 面 の 課 題 は,「 語 」 を 本 来 の姿

で あ る 日本 語 に 置 換 え る こ とに集 約 され よ う。 この こ とは 結 局,入 出 力装 置 の問 題 とな る。 まず 出力

装 置 と して は 文 字 に 制約 され な い万 能 型 プ リン タを 用 意 す れ ぽ よい 。 この種 の万 能 型 プ リン タの技 術

開 発 は 現 在 盛 ん に 行 な われ て い るか ら,近 い将 来 現 在 の ラ イ ン プ リン タ よ りも高 性 能 な,万 能 型 プ リ

ン タが 出 現 す る可 能 性 が 強 い。 次 に入 力 装 置 と して は,入 力 情報 が 大量 の場 合 に は,情 報 産 業 が実 用

化 して い る方 式 で よ く,ま た 入力 のみ を 計 算 セ ン タ ーに 委 託 す れ ば よい 。 ま た 少量 の 場 合 に は 適 宜,

便 宜 的 方 法 を とれ ぽ よい。

以上 の他 に,日 本 語 情報 処 理 が多 くの分 野 に 取 入 れ られ るた め に は,各 種 技術 の標 準 化 が 大 きな 問

題 とな る。 と くに 字 種 とそ の コー ドの標 準 化 は 緊 急 の 課 題 で あ ろ う。 現 在 事 務処 理 分 野 に おけ る 日本

語 処 理 と しては,あ て 名 印 書 を 目的 と した 住 所,氏 名 の 漢 字 化,ま た 人 事 管 理 に おけ る情 報 の漢 字 化

な ど二,三 の 実 施 例 が 散 見 され るのみ で あ るが,近 い将 来 こ の他 の分 野 に も急速 に普 及 す る も の と思

わ れ る。 また 日本 語 情 報 処理 が 可能 に な る こと に よ って,こ れ ま で以 上 に 事 務 機械 化 の適 用 分 野 が 拡

大 す る こ と も考 え られ る。す で に 見積 書,契 約 書 の 自動 作 成 シス テ ムを 設 計 して い る例 もあ る。

1.3.3言 語 処 理

言語 処 理 は 日本 語 のみ とは 限 らな い が,計 算 機 処 理 の一 つ の到 達 目標 で あ る。 そ れ ぞれ 各 国 の特 殊

事 情 が あ り別 個 に研 究 が 進 め られ て い る。 と くに 日本 語 に お い て は表 音 文 字 と表 意文 字 を共 用 して い

る こ と もあ って,多 くの興 味 あ る課 題 が 山積 して い る。 計 算 機 を用 い て 日本 語 の 言 語 処理 をす る た め

に は,そ の基 礎 に 日本 語 の入 出力 な らび に処 理 な どの技 術 が確 立 して い る こ とが 必 要 で あ る。 この言

語 処理 は人 間 の知 的 労 働 を 大 幅 に 軽 減 す る要 素 を秘 め て い る もの で,た とえぽ 機 械 翻 訳 を 想 定 すれ ぽ

この こ とは 明 らか で あ ろ う。

現在 開発 が急 がれ て い る も の に,カ ナー 漢字 変換,漢 字一 カ ナ変 換 が あ る。 前 に も述 べ た よ うに,

表 音文 字 は 書 きやす く,表 意 文 字 は 読 み や す い とい う性 質 を 持 って い る。 また音 声 は す べ て 表 音 的 で
　

あ るか ら,日 本 語 で は文 章 情 報 と音 声 情 報 とは,表 意一 表 音 の 関 係 に な って い る。 上 述 の変 換 シ ステ

ムは,こ れ ら両 者 の 間 の変 換 を 自動 的 に行 な お うとす る試 み であ る。

まず カナー 漢 字 変 換 の応 用 と して は次 の よ うな も のが 考 え られ る。 ガ ナは 書 きやす い とい う性 質 を.

利 用 して,カ ナ 文 字 文 で 入力 を行 な い,こ の シ ス テ ム に よっ て変 換 して漢 字 か な ま じ り文 とす る もの

で,こ れ を カ ナ イ ンプ ッ ト方 式 と呼 ん で い る。 入 力 速 度 が速 く,装 置 が安 く,タ イ ピス トも得 られ や

す い な ど の,メ リ ッ トを 持 って い る。

速 記 の 自動 化 も この シ ステ ムの 応 用 とな る。 も と も と音声 は表 音的 で あ るか ら,速 記 の記 録 を見 な
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が ら カナ タ イ プを 打 つ とか,直 接 聞 き な が ら タ イ プ を打 つ とか,ソ クタ イ プ で直 接 入 力 す る とか し

て,こ の シス テ ム で変 換 す れぽ よい。 さ らに 将 来 音声 を認 識 して,こ の シス テ ム に よ って漢 字 か な ま

じ り文 に 変換 す る こ と も考 え られ る。

漢 字一 カナ 変換 は 日本 語 に ふ りが な づ け を す る とか,日 本 語 情 報 を カ ナ プ リン タ で 出 力 す る と か,

さ ら には 日本 語 を発 声 させ るな どの 応 用 分 野 を 持 って い る。 これ まで は 以 上 の よ うな シス テ ムを 開発

す る のに,日 本語 情 報 処理 シ ス テ ムが 未 熟 で あ った た め,そ の開 発 を 遅 らせ て い た 面 が あ るが,今 後

は そ の技 術 と研究 体 制 とが 車 の 両輪 とな って,開 発 の テ ンポ を早 め る こ とで あ ろ う。 これ ら シス テ ム
,

の最 終 目標 と して は,機 械 翻 訳 と一 体 と な って 同時 通 訳 をめ ざ して い る。

言 語 処 理 と して は 「文 」 の創 造 が 目標 で あ ろ うが,そ の 中 間 段 階 と して も,自 動 索 引,自 動 抄 録,

自動 編 集 な ど多 くの実 用 性 の高 い研 究 テ ーマ が あ り,ま た これ らの基 礎 デ ー タを 得 るた め に,現 存 す

る 日本 語 情 報 を 分 析,評 価 す る こ と もま た重 要 で あ る。 これ らの 研 究 に 日本 語 情 報 処 理 シス テ ムは,

今 後 大 き な力 を 発 揮す る こ とで あ ろ う。

1.4ま と め

日本 語 情 報 処 理 はわ が 国 の情 報 化 社 会 の進 展 に と もな って,必 然 的 に 生 まれ た シス テ ム であ る。 か

つ て電 話 がわ が 国 へ上 陸 した と きは,幸 い な こ とに 日本 語 の 問 題 は 生 じなか った が,電 信 の場 合 に は

簡 単 で は な く,長 い 間 人 々 は いわ ゆ る 「電報 文」 に悩 ま され た もの で あ る。 戦 後 漢 字 印刷 電 信 装 置 が

実 用 化 され る まで に は,半 世 紀 以上 もの 長 い 年 月 を必 要 と した 。

言語 の 改革 には 独裁 者 と文 盲 が必 要条 件 で あ る といわ れ て い るが,幸 か 不 幸 か わ が 国は この 条 件 に

合 わ な か った とみ え て,本 来 の 日本 語 の 地 位 は ます ます 確 固 た る もの が あ る。 戦 後 米 国 を 中心 と して

計 算 機時 代 が現 出 し,わ が 国 で もだ い た い1961年 ごろ よ り計 算 機 が社 会 の 中 に普 及 し始 め,す で

に10年 以上 を経 過 した。 わ が 国 の 計 算 機 設 置 台 数 は そ の間 に 米 国 に つ い で世 界 第 二 位 とな り,そ の

応 用 分野 も多 岐 にわ た って い る。

しか も約10年 に して,計 算 機 と 日本 語 と の ドッキ ン グが 完 成 したわ け で あ る が,こ れ は技 術 的 成

果 は さ る こ となが ら,そ の 社会 的影 響 は 測 り しれ な い ものが あ る。 これ ま で計 算 機 とい う と,ご く限

られ た人 々 に しか 理 解 しえ な い もの と して,一 種 の 拒絶 反 応 す らあ った もの で あ る。 情報 化 社 会,M

IS,コ ン ピ ュー タユ ー テ ィ リテ ィ,デ ー タバ ン クな ど とい っ て も,な に か遠 い 国 の物 語 りとい う感

じが ぬ ぐえ な か った 。

しか し今 日では す で に そ れ らがす べ て,日 本 語 に よ って処 理 され る とい う こ とで,ぐ っ と身 近 な感

じを 持 つ に 至 った 人 々 も多 い こ とで あ ろ う。 一 方 計 算 機側 か らみ て も これ まで概 念 的 に は把 握 され な

が ら,日 本語 が扱 えな いた め に 足 ぶ み して いた シ ス テ ム,た とえぽCAIな ど も今後 急速 に実 用 化 へ

向 うと思 われ る。 これ まで 日本 語 が 扱 え な い ため に 生 じて いた 一 種 の 計 算機 公害 か ら も解 放 され,人

間 本 位 の シス テ ムが ぞ くぞ く開 発 され る で あ ろ う。 じゃ 口をひ ね れ ば 出 て く る水 道 の 水 の よ うに,情

報 が 流れ 出す シス テ ムに は,各 国 の 民 族 に固 有 の不 可 欠 な要 素 の解 決 が要 求 され る'ので あ る。

最 後 に 日本語 情 報 処 理 シ ステ ムを 広 い立 場 か らな が め てみ る と,こ れ は多 字 種 処 理 シス テ ム とい う
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こ と もで き,ま た 日本 語 が処 理 で き る と い うこ とは,そ の字 種 数 の 多 い こ とか ら世 界 中 の どの 国 へ 持

って い って も通 用 す る こ とに な り国 際 情 報 処理 シス テ ム とい い 換 えて も よか ろ う。 この技 術 に お い て

わ が 国 が先 端 を 歩 ん で い る こ と は,将 来 必 ず 国際 的 に 注 目され る時 代 が くる こ とで あ ろ う。
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2.日 本語の特質 と言語情報処理



-



2.日 本語の特質 と言語情報処理

言語 情 報 処 理 の観 点 か ら現 代 日本 語 につ いて考 え てみ よ う とす る と き,ま ず 問 題 にす べ きは,そ の

焦 点 とな る 時点 を ど こに お くべ きか とい うこ とで あ る。 とい うの は,言 語 自身 きわ め て複 雑 な 構 造 を

も ち,言 語 処 理 の方 法 は長 期 間 にわ た る研 究 開 発 を 必要 と し,し た が って 今 後 時 日の経 過 と共 に 次 第

に レベ ル ・ア ッ プ して い き,問 題 の焦 点 が うつ って ゆ くと考 え られ るか らで あ る。言 語 の構 造 と機 械

処 理技 術か らみ て,は じめ は文 字 の入 出力 の処 理 が 中心 的 な 話 題 に な り,次 第 に文 法 や意 味 を 問 題 に

せ ざ るを得 な くな る の で あ ろ う。 将 来 は 文 章 や 意 味 が 中心 課 題 に な る と考 え られ る。 そ こで,時 点 を

4;

まず だ い た い きめ てか か る必 要 が あ る。

この報 告 書 では だ いた い今 後5年 間 くら いの こ とを話 題 の 中 心 とす る こ とに定 め て い る。 そ うす る

と,取 り扱 うべ き問 題 は 主 と して文 字 の入 出 力 の部 分 に限 られ て くる。 そ こで この 「日本 語 の 特 質 と

言 語 情 報 処 理 」 で も,文 字 の こと,と くに 漢 字 の こ とを重 点 的 に 取 り扱 って い きた い。 言 語 処 理全 体

か らす る と,ほ ん ら い シ ン タ クスや セ マ ン テ ィ クス こそ か な りの 紙 数 を 投 ず べ き部 分 で あ るが,こ こ

で は それ に つ いて 多 くふ れ な い こ とに す る。 た だ,最 近 カ ナ入 力,機 械 に よ る漢 字 変 換 とい うこ とが

広 く考 え られ て きて い る(た とえば 本 報 告 書所 収 のNHK技 研 の 例)の で,そ れ に 関 係 した ご く狭 い

範 囲 で の シ ンタ クスな ど の事 項 に つ い て,ふ れ て お こ うと思 う。

この よ うな事 情 で,こ こ では 漢 字 に か か わ る こ とを中 心 に,広 く 日本 語 の 特質 に つ い て まず と りあ

げ,次 に漢 字 の 問 題 を 中 心 と して と りあ げ,最 後 に,そ れ に 関 連 して これ か ら 日本語 の問 題 に つ い て

の意 見 を 紹 介 して お く。

2.1日 本 語 の 特 質 と 言 語 情 報 処 理"

2.1.1日 本 語 の 特 質

言 語 の 特 質 に つ い て 問 題 に す るば あ い,そ の要 素 であ る,音 声,文 字,語 い,文 法,表 現 な どに つ

い て取 り扱 うの が便 利 で あ ろ う。 そ の あ とで,こ れ らの 特 質 と 日本 語 の 情報 処 理 と の関 係 を ま とめ て 層

お くこ とに す る。

(1)音声'

音 素 の数 え方 に も よ るが,あ る見 方 に よれ ぽ,目 木 語(現 代 東 京 語)の 音 素 の数 は 子 音14,半 母

注1)

音2,母 音5,拍 的 音 素2の よ うに数 え られ る。 す なわ ち,

子 音(C)/h,',k,9,P,b,t,d,c,z,s,r,D,m,n/

半母 音(S)/1,w/

母音(V)/i,e,a,o,u/

拍的 音 素/N,Q/

拍(モ ー ラ)の 構 造 は,CV,CSV,V,N,Q

の五 種 の タイ プ しか な い の で あ る。 この点 か らみ る と 日本 語 は,音 素 の数 も少 な く,拍 の 構造 が きわ
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,

め て 簡 単 で,母 音 を 多 く含 む 言 語 で あ る こ と が わ か る。 ち な み に,英 語 で は,母 音 は8,子 音 は24

ほ ど は あ り,モ ー ラ の 構 造 はCVCが あ る こ とか ら き わ め て 種 類 が 多 く な る 。 日 本 語 に は 英 語 の

next/nekst/(cvccc),ロ シ ヤ 語 の
,B3rJIHA/vzgIad/(ccccsvc)の よ うな 音 節

は 存 在 し な い 。

日本 語 の ア クセ ン トは 高 低 ア クセ ン トで あ って,強 弱 ア クセ ン トでは な い。 この た め に ア クセ ン ト

に よ って 発 音語 形 がゆ がめ られ る こ とが な い。 英 語 で は この 影響 が非 常 に 強 く,ア クセ ン トの な い音

は ほ とん ど発音 され な い こ とが あ るほ どで あ る。 同 じ語 で,強 形,弱 形 を もつ こ と もあ る。 た とえば

Haveと い.う動 詞 は,文 中で の重 要 度 に 応 じて,〔hEev,hov,ov,v〕 の よ うに い ろ い ろ に 発 音 され

る。 ・

まの

こ の よ うに 音 の数,そ の組 み あわ せ 方,ア クセ ン トとの 関 係 な どか らみ る と,日 本語 の 発 音 は簡 潔

で 明 確 な 構 造 を も って い る と い うこ とが で き る。

② 文 字

これ に対 して,文 字 の点 で は,大 きな ハ ンデ ィキ ャ ップを も って い る。 す な わ ち 日本 語 を 表記 す る

文 字 は い くつ か の種 類 があ り,そ の な か の あ る も の(漢 字)は 多 くの字 種 を も って い る。 そ して これ

らを 漢 字 か な ま じ り文 とい う形 で使 用 す る のが ふ つ うであ り,漢 字 は使 用 法 が きわ め て 複 雑 で あ る。

まず 文 字 の 種類 と しては,漢 字,ひ ら がな,カ タ カ ナを 通 常 と し,ロ ー マ字 も用 い る。 数 字 は ア ラ

ビア数 字,漢 数字,ロ ー マ数 字 のい ず れ も用 い る。 通 常 の 日本 語 の 書 き方 は いわ ゆ る漢 字 か な ま じ り

文 で あ って漢 字 とひ らがな を 用 い るが,外 来 語 につ い ては カ タ カナ を用 い る の がふ つ うであ り,ま た

最 近 ではPCB,PPM,STOLな ど アル フ ァ ベ ッ ト書 きの表 記 の固 定 した用 語 も著 しい 増 加 を見 せ て

い る の で,上 述 四種 の字 はす べ て通 常 の表 記 文 字 と して必 要 で あ る。

漢 字 を 中心 と して も う一 つ の 表 記 の 問 題 点 は,日 本 語 の 正 書 法 が確 定 して い な い と い う こ とで あ

る。 正 書 法 が 確立 して い る ヨー ロ ッパ の諸 言 語 に あ っては,文 字 の 連 続 は ほ とん どのば あ い,語 に対

応 す る。 日本 語 で は一 つ の語 を漢 字 で書 く こ と もあ り,か なで 書 くこ と もあ り,ふ だ ん漢 字 や ひ らが

な で書 く語 を カ タ カナ で書 い て 目立 たせ る よ うな こ と もあ り,そ の 書 き方 は全 体 と して は一 定 して い

な い。 何 人 か の 人 に共 通 な書 き方 が な い ぽ か り『で な く,同 一 人 で も必 ず しも一 定 しな い。 これ は 文 字

で な く こ とば を処 理 し よ う とす る機 械 内部 の処 理 を複 雑 にす る。

さ らに,こ れ らの い くつ か の文 字(漢 字,か な な ど)を 同時 に用 い る こ とに よ って,用 字 法 全 体 を 、

複 雑 に.して い る。 た とえ ば 活 用 語 を 書 き表 わ す の に,漢 字 と か な を 用 い る と,ど こ ま で を 漢 字 で書

き,ど こか らか な で書 くか と い う よ うな 問 題 が 生 ず る。 これ が送 りが な の問 題 で,た とえ ぽ 層「表 わ

す 」 か 「表 す 」 か とい うよ うな 問題 で あ る。

漢 字 に は単 に字 種 が 多 い とい うだ け で な く,そ の 他 に た とえ ば そ の用 法 が 複 雑 で あ る とい う性 質 も

あ る。 この こ とは,か な の 用 法 と も合 わ せ て 考 え な け れ ぽ な らな い し,あ とで 述 べ る よ うに,文 法 や

意 味 と も関 連 が あ る。 か な を 漢 字 に 直 す ぼ あ いの 困 難 点 も,こ こに原 因 が あ る と いえ よ う。

か な つ か い と しては 現 在 は 歴 史 的 か な つ か いが 少 な くな って い るが,少 な くと も一 部 の 人 は これ を

使用 して い る。 現 代 か な つ か い とあ わ せ て 大 別 して二 様 の か な つ か い が あ るわ け であ る。 ロー マ字 も
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つ づ り方 に三 方 式 が あ っ て,い ず れ も よ く用 い られ て い る。

ま た漢 字 か な ま じ り文 では 分 か ち書 きの 習慣 が な い。

か な専 門 書 きや ロー マ字 書 きの ば あ い も,分 か ち 書 きに い くつ か の方 式 があ って 必 ず しも一 定 して『11「
`注2)

い な い。 分 か ち書 きの点 で も,日 本語 に は 問題 が多 い。,

漢 字 は俗 に表 意 文 字 といわ れ る よ うに,英 字 な どに 比 して情 報 の量 の多 い文 字 で あ り,日 本 語 と英

語 を比 べ て調 査 した 結果 で も,日 本語 の方 が 同一 内 容 を表 現す る のに 少 な い字 数 で す ん で い る,と い

注3)1
う こ とがわ か って い る。

(3)文法

月 本 語 は助 詞 助 動 詞 の よ うな 接 尾 語 的 な 要素 が名 詞 動 詞 な どの 自立 語 の う しろ につ い て文 法 的 な諸

機 能 を果 たす とい う,い わ ゆ る膠 着語 的 な 特質 を有 す る言 語 で あ って,現 代 の イ ン ド,ヨ ー ロ ッパ系

の諸 言 語 な ど とは か な り異 な った 構 造 を も って い る(文 法 的 に は,ハ ンガ リー語,ト ル コ語,モ ン ゴ

ル語,朝 鮮 語 な ど と比較 的 よ く似 た 構 造 を もつ)。 す なわ ち名 詞 自身 に は 格 変 化 な どが な く,形 態 的

に は比 較 的 単純 な構 造 を もつ 。 そ の 文 法 関 係 は主 と して 助 詞 の 助 け を 借 りて表 わ す 。(た とえ ぽ 主 語

に な る と きは助 詞 「が 」 を 伴 うの が ふ つ うで あ る)。 動 詞 自身 に は 活 用 と 呼 ば れ る語 形 変 化 が あ り,

(多 くの)助 動 詞 を 伴 うこ とが あ る。 用 言 の 「活 用 」 は 次 に どの よ うな語(自 立 語,付 属 語)が 続 く

か に よっ て きま る,と い ういみ で ヨ ー ロ ッパ語 とか な り違 らて い る。 文 の構 造 では 述 語 の前 に主 語 が

あ り,被 修 飾語 の前 に修 飾 語 が くる とい う 語順 は か な り厳 格 に守 られ る。 英 語 や フ ラ ンス語 の よ うに

文 の主 語 が常 に 明示 され ず,文 脈 に 依 存 して,示 さな くて もわ か るば あ い は示 さな い の がふ つ うで あ

る。

(4)語い

日本語 の 語 い も多 くの 特徴 を も っ て い るが,こ れ らが 現 段 階 の情 報 処 理 と直 接 関 係す る点 は か な り

広 範 に わ た り,文 字 と並 ん で重 要 な分 野 で あ る。

英 語 フ ラ ンス語 スペ イ ン語

最初の

〃

1,000語 で

ち,000語 で

80.5%

93.5%

83.5%

96.0%

81.0%

92.5%

日本 語

最初の 1,200語 で 62.0%

〃 7,200語 で 85.0%

〃 15,400語 で 93.0%

〃 22,000語 で 96.0%

表2.1上 位 何 語 で テ キ ス トの何 パ ー セ ン トを カバ ーす るか

まず 単 語 の種 類 が か な'り多 い とい うこ とが よ くいわ れ る。 表2.1は 英語,フ ラ ンス 語,ス ペ イ ン

語,日 本 語 につ い て,単 語 を 使用 率順 に並 べ た ば あ い,上 位何 語 で テキ ス トの何 パー セ ン トを カ バ ー

す るか を 示 した も の で あ る。 これ に よれ ば,フ ラ ンス語 は少 数 の語 で テキ ス トの用 語 を カバ ーす る率
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が最 も高 く,日 本 語 は他 の 三 言 語 に 比 して きわ め て低 くな っ て い る。 この ぽ あ い,日 本 語 の例 と して

は国 語 研 で行 な った 〈雑 誌 九 十 種 の用 語 用 字 〉 の数 字 を あげ た ので あ るが,こ の調 査 では 助 詞 助 ・動

詞 を カ ウン トの 対 象 に してい な い。 そ うい うわ け で異 な る言 語 の間 で数 字 を あげ て の比 較 は 困 難 な 点

が あ るが,も し助 詞 ・助 動 詞 を 入 れ て もおそ ら く日本 語 の単 語 の種 類 の 多 さを立 証 す る こ とが で き る

と考 え られ る。 こ の こ とに は い ろ い ろ な 原 因 が考 え られ る。 た とえ ば 〔手 〕 を 意 味 す る こ と ば と し

て,フ ラ ン ス語 で はmainあ る い は結 合 語 基 と してmanu-(こ の 二 つ は も ち ろ ん 関連 した 語 で あ

り,語 形 に も類 似 性 が あ る)が あ る だけ であ るが,日 本 語 では 「テ」(「 手 に もつ 」 「手 作 業 」 「手

さげ か ば ん 」 「手 引 き」),「 シ ュ」(手 術 」 「手 芸 」 「運 転 手 」),「 ハ ン ド」(「 ハ ン ドバ ッ

グ」 「マ ジ ッ クハ ン ド」),「 マ ニ ュ」(マ ニキ ュア」 「マニ ュア ル」)の よ うに 類 義語 が 多 く存 在

す る とい うこ と も一 つ の 原 因 で あ ろ う。

そ して,そ の こ とか,ら,類 義語 の多 い こ とが 予 想 され る。 単 に 数 が多 い だけ で な く,そ の 使 い 分 け

もむ ず か しい 。 た とえ ば 同 じこ とを示 す の に 「火 事 」 「火 災 」 とい う二 つ の こ とば が あ る。 「火 事 」

は 一 般 の 人 が 会 話 の と きに 用 い る,ふ つ うの こ とば で あ る。 近 所 に 火 災 が起 きた ば あ い,ま ず 「火

事 」 とい うの が ふ つ うで あ る。 「火 災 発 生 」 とい うの は 消 防 署 か 警 察 で あ り,「 火 災 」 の 方 は や や お

もお も しい ひ び きを もち,書 き こ とば 的 で あ る。 だ か ら 「火 災 保 険 」 とい うのが ふ つ うで,「 火 事 保

険 」 とは い わ な い 。 「小 使 い さん 」 と 「用 務 員 」 な ど も同 様 で あ る。 「い い な ず け 」 と 「フ ィ ア ン

和 和
53.9%36 .7%

・9
,8%

外来

漢

47.5%
漢

41.3%

図2.1語 種 ・品詞 別の異 な り語 数 と延 べ語数(雑 誌90種)
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注4)
セ」 で は 後 者 の 方 が 新 しい感 じが す る といえ よ フ。

日本 語 の 単 語 を 和 語,・漢 語,外 来 語 と分 け て み る と,最 も多 い の は漢 語 で あ る(図2.1参 照)。

これ は 辞 書 的 に み た ば あ い(異 な り語 数)と 使 用 の 実 態(延 べ語 数)で み たば あ い とで異 な っ て い

るが,漢 語 が 最 も多 くな るの は 辞 書 的 に み た ば あ い で あ る。 雑 誌 の な か で 雑 誌 の 種 類 別 に み た ば あ

注5)
い,婦 人 雑 誌 に は 漢 語 が最 も少 な く,実 用,通 俗 科 学 に 最 も多 くな って い る(表2.2参 照 ノ。

これ は 政 治,経 済,法 律,自 然 科 学,医 学 な ど の啓 蒙 誌 で あ るが,こ れ に 漢語 が多 い の は それ らの

分 野 の テ クニ カ ・レ ・ター ムが多 いか らで あ ろ う.そ して そ れ は 明治 以降 の 日本 が 西 欧文 化 を採 り入 れ

注6)
る際,漢 語 の 訳 語 を 作 った こ とに 原 因 が あ ろ ソ。 漢 語 も本 来 の和 語 に比 べ て,結 局外 来 語 的 要 素 を多

く もつ もの で あ る。

一・方
,現 代 の 日本語 は多 くの西 欧 語 か らの 外 来 語 を 受 け入 れ て い る。 モ ー ドや ス ポ ー ツの用 語 に も

多 い が,専 門 の 分 野 に も多 く,外 来 語 まで に い た らな い,ほ とん ど な まの ま まの外 来 語 も多 く用 い ら

れ て い る。 現 代 の外 来 語 を 急速 に受 け入 れ て い る とい う点 は,現 代 で は いわ ば 世 界 的 な傾 向 とい うこ

とが で き る が,日 本 語 は そ の な か で も最 も著 しい傾 向 を もつ 言 語 の 一 つ で あ ろ う。

異な り語数

語 種 品 詞

和語 漢語 外来語 混種語 名詞 動詞 形容詞 感動詞

評 論 ・芸 文

庶 民

実 用 ・通俗科学

生 活 ・婦 人

娯 楽 ・趣 味

39,951.85,03.3

35.954.35.74.0

28.860,37.03.9

44.739.19.96.2

41,345.78.34.7

71,615,711.81.0

75,313,410.50.9

79.010.99.30.7

73,814,410.80.9

73,114,111.71.1

(数字は横に100%)

延 べ語数

語 種 品 詞

和語 漢語 外来語 混種語 名詞 動詞 形容詞 感動詞

評 論 ・芸 文

庶 民

実用 ・通俗科学

生 活 ・婦 人

娯 楽 ・趣 味

58.940.01.51.6

55.141.21.91.8

36.759.32.11.8

56.335.35.72.5

60.734.72.71.9

56,027,115.11.8

59,825,313.11.8

69,918,210.01.3

65,022,311.11.6

57,430,014.02.6

(数字 は横に100%)
表2.2雑 誌 の 種 類 と語種 ・品 詞 別 異 な り語数*《.1一び延 べ 語 数

漢 語,外 来 語 を あわ せ る と,日 本 語 の な か の外 来 的要 素 は相 当 な ものに な る。 フ ラ ンス語 や 中 国語

な ど外 来 語 を受 け 入 れ る こ とが 少 な い言 語 に 比 べ て,日 本 語 の なか で外 来 的 要 素 の 多 い こ とは,日 本

語 の 一 つ の特 質 とい うこ とが で き る。外 来 的 要素 の 多 い言 語 と して は 英 語,イ ン ドネ シア語 な ど が あ

る。

外 来 語 が 現 代 で多 く使 わ れ て お り,新 しい外 来 語 が多 い,と い うこ とは,こ とぽ の変 化 が 早 い,と

い うこ とを 意 味 す る。 た とえ ば 「あ い び き」 と い う こ とば は 明治 時 代 に は 使 わ れ た が,そ の後 す た
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れ,大 正 昭和 の 時 代 に な る と,「 ラ ンデ ブ ー」 とい う こ とば が 使 われ た。 しか しこの こ とば も生命 が

短 か く戦 後 の若 い 人 々 は 「デ ー ト」 ,とい.うこ とぽ を し き りに 用 い る。 戦 前 は 「オ ー ル ド ・ミス」 とい

った の に 戦 後 は 「三 十娘 」 と和 語 的 表 現 に 改 ま り,そ れ もや が て す たれ て い ま では 「ハ イ ・ミス」 と

い って い る。 この よ うほ,現 代 で は こ とば の は や りす た り,入 れ 替 え が ま こと には な は だ し く,か つ

注7)急
テ ンポ で 行 な われ る よ うに な って き てい る。 ソ ラ ンス 語 な どに 比べ る と,日 本 語 の方 が,使 い 捨 て

の 用 語 が 多 い とい え る だ ろ う(前 述 の用 語 の 多 さ と も関 連)。

外 来 的要 素 は,和 語 な ど と異 な っ た表 記 形 式 を も って い る。 外 来語 は特 にか た か な を 用 い るの が普

通 で あ る とい う点 で,和 語 漢 語 と異 な って い る。 もち ろ ん 「ピ カ ピ カ」 とか 「ボ ク」 の よ うな表 記 は

あ るが 例 外 的 だ ろ う。 漢 語 は漢 字 で書 か れ る こ とが ほ とん どで あ る'(「 もち ろ ん」 「あ い さつ」 な ど

当用 漢 字 外 の字 が あ る ば あ い,最 近 では か な が きの 語 が 出 て き て は い る)。 も っ と も和 語 も,い わ ば

訓 読 み 式 の 漢 字 表 記 が か な りあ るか ら,こ の方 は 外 来 語 に 比 べ て,区 別 が 一片分 では な い 。

漢 語 が 多 い とい うこ との影 響 の一 つ に,同 音 語 が 多 い とい うこ とが あ る。 同音 では あ るが,漢 字 で

書 くと異 な り,も ちろ ん 意 味 用 法 も異 な る,と い うば あ いが 多 い。 た とえ ば コ ウ コ ウと い う音 に 対 し

て,小 さな 辞 書 で も11の 異 な る語 を 載 せ て い る。 「異 な る」 あ る い は 「別 の」 語 で あ るか ど うか 問

題 な もの もあ る(た とえ ぽ 「基 準」 と 「規 準 」,「 追 求 」 と 「追 及 」 と 「追 究」)。 も っ と も和 語 で

も,異 な るか ど うか 問 題 な もの は あ る(「 上 げ る」 と 「揚 げ る」 と(「 挙 げ る」)。

文 字 の 上 で 分 か ち書 きを しな い,と い うこ とか ら,単 語 の 認 定 が 困 難 だ とい う事 情 が 生 まれ て く

る。 単 語 に つ いて 分 か ち 書 きを して い る現 代 ヨ ー ロ ッパ の 諸 言 語 に 比 べ'て,こ れ は 著 しい 特 質 で あ

る。 「板 の間 」 「茶 の 間 」 「くす の 木 」 「は ん の木 」 「あ くる 日」 「仲 よ く」 な どは,ど ち らか とい

えば 一 語 的 で あ ろ う。 さ らに 漢 語 な どを 長 くつ な い で,「 第 一 部 業 種 別 株 価 指 数 」 な ど とい っ た り

「東 証全 銘柄 最終 値 利 回 り表 」 「ア ポ ロ月 着 陸 計 画」 な ど とい った りす る
。

この よ うな,単 語 の 境 界 が は っ き りせ ず,単 語 の結 合 が か な り自由 で あ る,と い う こ とは,あ とで

述 べ る ようほ,IR(情 報 検 索)に お け るキ ー ワー ドと して 問 題 が生 ず る こ とに な る。

(5)表現

文 法 よ りもや や 大 き な見 方 で,日 本 語 独 特 の表 現 あ るい は 発 想 法 とい う よ うな点 か ら取 り扱 って み

る。

「演芸 会 は比 較 的 寒 い時 に 開か れ た
。 年 は よ うや く押 し詰 ま って くる。 人 は二 十 日足 らず の 眼 の

先 に春 を控 え た。 市 に生 き る も のは 忙 しか らん と して い る。 越 年 の 計 〈は か りご と〉 は 貧 者 の頭

〈こ うべ 〉 に 落 ちた 。 演 芸 会 は この あ い だ に あ って,す べ て の どか な る もの と,余 裕 あ る もの と,

春 と暮 の 差別 を知 らぬ もの とを迎 え た。」(夏 目漱 石 「三 四郎 」 十 二)

この 文 全 体 が 日本 語 の ふ つ うの表 現 か らはず れ て い るが,た とえ ぽ 「越 年 の 計 は 貧 者 の頭 に 落 ち た 」

とか 「演 芸会 は … … もの とを迎 え た」 な どに い ち じる しい。 「計 」 の よ うな 抽 象名 詞 が主 語 に な る こ

とは 日本 語 で は ほ とん どな い(「 勤 勉 さが彼 を成 功 させ た」 の よ うな表 現 は 日本 語 ら し くな い)。 ま

た 「演 芸 会 が 人 を 迎 え る」 とい う言 い方 よ りも,人 間 を主 体 に した表 現 の方 が ふ つ うで あ る(「 多 勢

の人 が演 芸 会 に 集 ま った 」 な ど)。
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天 候,自 然現 象 を 表 現 す る と き,日 本 語 で 自然現 象そ の も のを 示 す 語 が 主語 とな り,そ れ に対 応 す

る 自動 詞 が 述語 と な る。 「雨 が降 る」 「雪 が 降 る」 「雷 が鳴 る」 「氷 が は る」 な ど。 これ に対 して英

語 で はitrainsな ど と い う。 ドイ ツ語 で はesを 用 い て,esregnet,esschneit,esdonnert,es

friertな ど とい うの が ふ つ うで あ る。 た とえ ば この よ うな 点 も言 語 の間 の 著 しい 発 想 の 相 違 が み ら

れ,具 体 的 で 人 間を 中心 と した表 現を 好 む 日本 語 の 特性 がみ られ よ う。

2.1.2日 本 語 の 特 質 と 言 語 情 報 処 理 上 の 問 題 点

以 上,音 声,文 字,文 法,語 い,表 現 の各 分 野 に つ い てひ とわ た り日本 語 の特 質 に つ い てふ れ て み

た。 述 べ るべ き点 は非 常 に 多 い が簡 略 に言 及す る こ とを 目的 と して,い くつか の例 を示 した にす ぎな

い と ころ が 多 い。

次 に これ らの 特質 の うち,言 語 情 報 処 理 と特 に関 係 の深 い分 野 に つ い て取 りあげ,そ の問 題 点 を あ

げ,解 決 の 方 向 を考 え て み る こ とに す る。

そ の 前 に 一 つ だ け 問題 に して お か な けれ ば な らな い こ とが あ る。 日本語 を扱 うと い うこ とは 言 語 を

扱 うとい うこ との一 部 で あ るけ れ ど も,日 本語 に限 定 せ ず,お よそ 自然 言 語 処 理 で あ るか ぎ り,他 の

コ ン ピ ュー タ処 理(た とえ ぽ 事 務 計 算 ,科 学 計 算)と 基 本 的 に異 な って い る と こ ろ が あ る は ず で あ

る。 この 点 は 日本語 の特 質 とい う以 前 に,言 語 処 理 の段 階 で 問題 にす べ き もの であ る。

そ の こ とで もい くつ か の 問 題 点 が あ るが,そ のな か で ど う して も取 りあ げ なけ れ ぽ な らな い もの と

して 意 味 の 問 題 が あ る。 言 語 は 意 味 を もつ もの であ って,形 式 だ け の処 理 で は,ほ ん らい言 語 の 取 り

扱 い とは い い が た い,と い う点 で あ る。科 学 計 算 で も事務 計 算 で もデ ー タの数 値 そ の もの は その ひ と

つ ひ とつ が 何 か を指 して い る とい うこ とは な い が,言 語 デ ー タ と して は,語 形 だけ よ りも,そ の 語 形

に よ って 指 され る な に もの か,が 重要 で あ る。 英 語 でDOGと い う と,DとOとGが 単 に そ の順 に並

ん で い る,と い うだ け で な く,そ れ が あ る動 物 を指 し,し か も この種 の単 語 の一 性 質 と してsが つ い

てい な い とい うこ とが,「 言 語 」 と して は 最 も重 要 な点 で あ る。 この よ うに語 形(文 字 に表 記 され た

形,な い しは ビ ッ ト構 成)に よ って 指 し示 され る な に もの か,が 重 要 で あ り(ソ シ ュー ルの言 語 学 で

注8)、 ・
い うsignifi6),い わ ば 言 語 学 の基 本 原 理 で あ る。

と ころ が,こ の よ うな部 分 を,計 算 可 能 な形 で具 体 化,あ るい は形 式化 す る こ とは,ひ じ ょ うに困

難 で あ る。(言 語 学 自身 も,意 味 に つ い て は,ど ち らか と い えぽ い ま ま で あ ま りふ れ て こ な か っ

た 。)そ こで い ま まで の コ ン ピ ュー タに よる言 語 処理 は こ の点 に つ い て は 主 と して別 な角 度 か ら,い

わ ば近 似的 に取 り扱 っ て きた 。 また実 用上 の見 地 か ら,必 ず し も意 味 を も った もの と して の取 り扱 い

を 必要 と しな い よ うな分 野 もあ った。
ハ

文 章 を,意 味 を もつ もの と して で な く,単 に文 字 の連 続 と して処 理 す る とい う よ うな 処理 にあ って

は,こ の よ うな配 慮 は必 要 で は な い。 例 を あ げ る と電 算 植字 の よ うな ば あ い が それ であ って,こ のば

あ い に は,コ ンピ ュー タに よ る処 理 の本 質 は 数 字 の連 続 を 印 字,印 刷 す る の と本 質 的 に は 相 違 は な い 。

た だ文 字 の数 が漢 字 を 含 む の で か な り多 い とい う点,あ る い は文 字 の位 置 に若 干 の制 限 が あ る な ど

の 点 に お い て異 な る のみ で あ る。

次 に文 字 の連 続 を 単 語 の段 階 で と らえ る とい う応 用 分 野 が あ る。 例 を あ げれ ぽ いわ ゆ るキ ー ワご ド
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に よ.る情 報 検 索 シ ステ ムで あ る。 こ の分 野 で意 味 を と り入 れ て い るの は,い わ ゆ る シ ソー ラ スで あ っ

て,キ ー ワー ドシ ス テ ムに よ る文 献 検 索 は ま さに 典 型 的 に,意 味 を 単 語 の段 階 で処 理 す る もの で あ

る。 そ う して この 段 階 ま で の言 語 処 理 は 実 用 化 が す で に行 な われ て い る。

単 語 以上 の 段 階 で の意 味 を 取 り扱 うも の と しては,機 械翻 訳,や や進 ん だ 段 階 に お け る事 実 検索,

や や進 ん 鍛 階 ぱ け る文 字 変 換(た と えぼ か な灘 変 換 な ど)な どが あ る.言 語 が … 二 ケー シ

ョンを行 な う姿 と して最 もふ つ うな存 在 は,文 章 で あ るが,こ の よ うな 、,文あ るい は そ の順 序 づ け ら

れ た集 合 と して の文 章 の意 味 を 扱 うの は む ず か し く,そ れ 故 に ま だ言 語 の コ ン ピュ ー タ処理 と して実

用 化 され てし
、・な いわ け で あ る。 い わ ば 研 究 中 の も ので あ りいわ ゆ る コン ピ ュー タ言 語学 で も,こ の意

味の点 あるい隠 味 と文法の交差する勅 ・は 下の馳 中心的研 究課題として研究されている㌍

さ て,以 上 の こ とを前 提 と して,日 本 語 の諸 特 質 と言 語処 理 上 の問 題 点 に つ い て考 え てみ た い。

音 声 の 特 徴 に つ い ての 問 題 で 取 りあ げ るべ きは 音 声 の 入力 で あ ろ う。 現 状 で は音 声認 識 が,ア ル ゴ

リズ ム的 に も問題 が多 い よ うで あ るか ら,近 い将 来 の実 用 とい うこ とは考 え られ な い だ ろ う。 しか し

その よ うな条 件 が と との った ぽ あ いφ 日本 語 は 実 用 化 が 容 易 で問 題 点 が 少 な い とい うこ とが で き よ

注10)

フ。

文 字 の 点 に つ い て いえ ば,文 字 の種 類 が 多 く,そ の な か に漢 字 を 含 み,そ の漢 字 の字 種 が豊 富 であ

る こ とが と くに入 出力 機 器 の構 造 に大 きな 負 担 を か け る こ とに な る。 この 点 に つ い て は 「2.2漢 字 」
f

で くわ し く述べ る。

日本 語 の正 書 法 が 確 立 して いず,語 の表 記 法 が まち ま ち で あ る,と い う点 は,言 語 情 報 処 理 の各 分

野 に 大 きな影 響 を 与 え るの で あ るが,た とえ ば 漢字 処 理 をふ くむ ぽ あ い シ ソー ラス の構 成 な ども,こ

の こ とを考 慮 に入 れ な け れぽ な らな い だ ろ う。 も し正 書 法 が 確 立 して いれ ば,こ の点 で の 負担 が か な

り軽 減 され る こ とは 事 実 で あ る。 漢 字 を 使 うか 使 わ な い か(「 モ ト」 と 「元 」 な ど),送 りが な

(「起 こ り」 と 「起 り」),外 来 語(「 イ ンデ ィ ケー タ」 と 「イ ン ジ ケ ー タ ー」),人 名 地 名(「 ハ

マ ー シ ョル ド」 と 「ハ ム ルス キ ョー ル」)な ど ,機 械 の なか で完 全 に 別 な表 現 に な っ て しま うの で,

効 率 を 著 しく悪 くす る もの で あ ろ う。(も っ と も,こ の なか には,正 書法 とひ と くち に い え な い もの

も ま じって い る。)

文字 の部 分 で 漢 字 か な 混用 に つ い て の べ,語 い の部 分 で,漢 語 が 主 と して漢 字 で 書 き,和 語 は漢 字

で も書 くが,ど ち らか とい え ば か な で 書 くこ とに つ い て述 べ た。 これ に つ き漢 字 とか な の分 布 あ る い

は 連 続 確率 を 利 用 して,分 か ち書 き され て い な い 日本語 文 の分 か ち書 きを す る(単 語 をrecognizeす

る)こ と,あ る いは 文字 変換(漢 字 を か な に 改 め るな ど)を す る とい うア ル ゴ リズ ムを考 え た プ ロ グ

ラ ムが あ り,す で に い くつか で きて い る。 この よ うな プ ロ グ ラム も,も し正 書 法 が 確定 して いれ ば 効

ミ

率 の よい ものに な るで あ ろ う。 表 記 が まち まち で あ る こ とが,こ の プPグ ラ ムの処 理 結 果 を そ の分 だ

け 不安 定 に して しま う。 漢 字 の用 法 が 複 雑 で あ る こ と も,こ の種 の プ ロ グ ラ ムの 障 害 に な っ て い る。

(た とえぽ 「方 」 を ホ ウと読 む か,カ タ と読 むか な ど)。

た だ,日 本 語 の 表 記 で は,字 種 が多 い,と い うこ とは 必ず し もす べ て欠 点 の 方 に ぽ か り作 用す る と

は 限 らな い。 語 いの と ころ で述 べ た よ うに,漢 語 は 漢字 で 書 く こ とが 多 く,和 語 で も 自立 語 は漢 字 で
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書 くこ とが,ど ち らか とい えば 多 い 。 外 来語 は カ タ カ ナ で書 き,な まの外 国 語 は 英 字 で 書 くこ とが 多

い,そ して これ らの用 語 は,分 野 に よ って は テ クニ カル ・タ ー ム で あ るこ とが 少 な くな い 。 と い うこ

とは文 字 の字 種(カ ナ,漢 字)を 検 査 す る こ とに よ っ。て,単 語 の性 質 の大 まか なふ り分 け が,あ る程

度 可能 で あ る とい うこ とを意 味 す る。上 に 述べ た よ うな,単 語 のrecognition'に 文 字 の 連 続 を 利 用 す

る プ ロ グ ラ ムの成 立 す る根 拠 は,こ の 点 に あ る とい え よ う。 したが って この よ うな事 実 を うま く使 え

ば,あ る程 度 の近 似 的 な処 理 が可 能 に な って くる。

文 法 の問 題 に移 って,上 述 の よ うに,現 段 階 の実 用 面 で,文 法 が 問題 に な?て い る こ とは 比 較 的 少

な い が,た とえ ば主 語 を表 現 しな い とい う 日本 語 的 な表 現 法 は,言 語処 理 を 著 し く困 難 に す る こ とが

注11)
あ りうる。 主 語 補 充 の 自動 化 を 考 え な け れ ぽ な らな い だ ろ う。 日本 語 の 用 言 の 活 用 の 性 質 を利 用 し,

自立 語+付 属 語 な どの 性 質 を利 用 して 同形 語 の 判 別 を あ る程 度 す る こ と もで き よ う(NHK技 研 の

例)。

語 い につ い て は文 字 の段 階 で関 連 して い くつか ふ れ たが,単 語 の 多 い こと,類 義 語,関 連 語 が 多 い

こ とは,言 語 処 理 の上 で ひ とつ の問 題 を ひ き お こす こ と で あ ろ う。 英 語 の 文 献 で な らinformation,

ひ とつ で す む と こ ろ を,日 本 語 の文 献 中 で は 「情 報 」 「イ ン フ ォー メー シ ョ ン」 「information」

の三 つ の形 で現 わ れ る可 能 性 が あ る。 シ ソー ラ ス の 内容 が 増 加 して しま う。

この こ と に関 連 して,単 語 の 流 行 の は げ しい こ と,単 語 が は や く興隆,交 替,衰 亡 す る こ と,が や

は り問 題 に な る であ ろ う。 た とえ ぽ,ひ とこ ろ の 「電 子 計 算 機 」 に 比 べ て 現 在 で は 「コ ン ピ ュ ー タ」

が 著 し く多 くな っ て きて い る。

また,科 学 技 術 の研 究 開 発 が速 い速 度 で 行 な わ れ る結 果,知 識 や もの そ れ じた い の 変 化 が は げ し

い。 そ れ に対 して つ ぎつ ぎ と新 しい た くさん の こ とば を 用 意 して い く とい う傾 向 が 日本 語 に は あ る。

この よ うな こ とは た とえ ば シ ソー ラス の メン テ ス ン スな どに も影 響 を及 ぼ す こ とに な るの で は な い

か と思 う。

日本 語 の 文 が 分 か ち書 き され て い な い こ とは,結 果 と して 日本 語 の単 語 の 長 さの実 際 的 な取 り扱 い

を 不 安 定 に して しま う。 この こ とは情 報 検 索 で 分 か ち書 き の問 題 と して しば しぼ 問 題 に され て きて い

る。 分 か ち 書 きの 長 さが,そ ろわ な けれ ば,キ ー ワー ドの マ ッチ ン グが で きな い か らで あ る。 さ しず

め,キ ー ワ ー ド ・マ ッチ ン グに よるIRを 設 計 す る とす れ ば,シ ソ ー ラスを ふ や す か,分 か ち 書 きの

原 則 を定 め るか しな け れ ば な らな い。 いず れ の 操 作 も,必 ず しも容 易 でな いだ ろ う。

語 い の分 野 で,同 音 語 が 多 い ご とにつ いて 述 べ た 。 これ は 現 段 階 の言 語処 理 と して,き わ め て 重要

で あ る。 それ は 一 つ に は,カ ナ や ロー マ字 で は処 理 しきれ な い こ とが あ る こ と(た とえ ば 会 計 学 で,

「減 価 」 と 「原 価
」 が 同音 に な るが,こ れ は いず れ も意 味 の違 う重 要 な 用 語 で あ る),そ の 結 果 結 局

漢字 を使 用 す る こ とに な る(生 命 保 険 な どで の漢 字処 理 に は こ の こ と も原 因 の 一 つ に な って い よ う)

とい う こと が あ り,も う一 つ に は,漢 字 入 力 が 未 解 決 の 問 題 と して存 す る と ころ か ら,カ ナ入 力,漢
注12)

字 変 換 が 考 え られ て い る が,そ の 中 心 とな る問 題 点 が,同 音 語 の処 理 とい う こ とで あ る。 これ は 結

局,漢 字 の問 題 に結 び つ い て い るの で,こ こで や や くわ し く取 り扱 って み た い。

この問 題 を 解 決 す る ため に は,ま ず 同 音語 の実 態 を調 べ な けれ ば な らな い。 同音 を もつ 造 語 基 と し
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て の漢 字 は た とえば コ ウ とか シ ョウ とか が考 え られ るが,こ れ らを も った語 形 を単 に 辞 書 の なか で 求

め るだ け で な く実 際 に使 わ れ て い る,そ れ ぞれ の 分 野 で の実 態 を調 べ て み る こ とが 大 切 で あ る。

こ こで は そ の例 の一 端 を示 す こ とにす る。 国立 国語 研 究所 で行 な った新 聞用 語 調 査 の,カ ナ モ ジに

よ る … プ … 肋 のKWICは ・の 目[1勺に こた え て くれ る の で,・ の全 嶋3・ ・万 の う冶 ・・

15万 語 分 につ いて 調 べ て み た結 果 を 利 用 した 。 まず シ ョ ウ コウ とい う例 を み る と全 体 で5例 あ るか,

「将 校 」(3) ,「 商 工 」(1),「 小康 」(Dと い う分 布 で,「 昇 降 」 「商 港 」 は な か っ た。 全 体 で5例 と い

うの は 少 な い の で,こ の うちわ け を そ の ま ま拡大 して全 体 を推 定 す るわ け に は いか な い が,そ の用 例

を み る と,「 将 校 」 はす べ て 「青年 将校 」 で3例,同 一 の サ ンプ リン グブ ロ ッ クの も の で あ り,「 商

]二」 は 「名 古屋 商 工 会 議 所 」,「 小 康」 は 「一 応 の 小 康 状 態 を た も ち」 の よ うな使 用 例 で あ った。 青

年 将 校 は 小 説 の 例 で 特殊 であ るが,そ れ を 入 れ て も,そ の 使用 用 例 まで考 え に入 れ る と,す べ て きわ

め て あ り うべ き用法 で あ る。 この 判 別 の た め に は 使 用 法 を 検討 す る こ とが まず第 一 で は な い か と考 え

られ る。

次 に 「ジ ン ケ ン」 の例 を調 べ て み る と全26例 の うち 「人 件 」(2),「 人 絹 」 ⑳ で,後 者 の うち20例

は 「人 絹 糸 」 で あ った。 新 聞 にお け る経 済 欄 の 用 例 が 多 い 。 この ことは,こ の数 字 に新 聞 とい うマ ス

コ ミの 一 メデ ィアが もつ 特殊 性 が 現 わ れ た もの とい って よい だ ろ う。 分 野 に よ って 同 音語 の 分 布 が変

わ る もの と思 わ れ る。 ち なみ に 「人 件 」(4)は す べ て 「人 件 費 」 とい う形 で 使 用 され て い た 。 新 聞 が一

つ の 特 殊 な 分 野 で あ る こ とは,「 ジ ュウ コ ウ」3例 の うち,「 重 厚 」 「銃 口」 は0で す べ て 「重 工 」

(3)であ った こ とで も判 明す る。

「ジ カ ン」68例 で は 「時 間 」(64
,「 次 官 」(4)で,後 者 の 用 例 は 「外 務 次 官 ク ラス 」 「外 務 次 官 」

「大 蔵 省 の次 官 折 衝 」 「竹 内 次 官」 で あ った
。 「時 間」 の方 は 「数 字+時 間」 が16例,あ とは 「時 間

が か か る」 「時 間 を 短縮 」 「時 間 を 消 費 」 あ る いは 「教 師 の 時 間 」 あ るい は 「時 間 短 縮 」 な どの 形,

す な わ ち 「N(名 詞)+ヲ+V(動 詞)」 「N+二+V」 「N+ノ+N」 「N+N」 の よ うな 形 で 用

い られ てい る こ』とに 注 目すべ きだ ろ う。

「コ ウ コ ウ」 の 例 を あ げ る と ,前 述 の よ うに 小 型 辞 書 で も11語 あ り,「 口腔 」 「硬 膏 」 「膏 盲 」

「抗 日」 「鉱坑 」 「香 香 」 「高 工 」 「高校 」 「航 行 」 「港 口」 「炬 燵 」 と並 ん で い る が 新 聞 の 例 で は

81あ り 「港 口」(1),「 高 校 」 実 に80で あ った 。 この結 果 は 「望 星 高校 の時 間」 な ど ラ ジオ番 組 欄 な

ど に ま とま って 出て くる点,や は り新 聞 の特 色 が 出 て い る もの であ ろ う。 「港 口」 の例 は 「これ を む

か え る ため 横 浜 港 では コウ コ ウ付 近 の航 路 を深 く し よ うと凌 漂船 が け ん め い に … … 」 の よ うで あ る。

「高校 」 は 「高 校 講 座」 「高 校 教 育 」 「高 校 卒 業 」 「高 校 三 年 」 「高 校 生 」 あ るい は 「高 校 へ す す む 」

「高 校 に い け な い 人 」 「高校 に赴 任 」 な ど の文 脈 で よ く使 わ れ て い る。 こ とば の単 位 の 長 さ が ち が

う と別 な 同形 語 が生 まれ る。 「ミタ」 に 「三 田 」 と 「見 た」 が あ りうる し,「 キ タ」 に 「北 」 と 「来

た」 が あ りうる。

以上 の こ とか ら同音 語 判 別 の ス トラ テ ジ ーを 考 え て み る と,プPグ ラムの シス テ ム,ア ナ リシ スの

ば あ い 人 間 の判 断 に まか せ る(デ ィス プ レイな どを 利 用 した 人 間 との交 信 に よ る)こ とが まず 考 え ら

れ るが,も し計 算機 に よる処 理 を あ る程 度 考 え てゆ く とす るな らば,ア プ リケ ー シ ョン の行 なわ れ る
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分 野 で の 同 音語 の実 態 調査 を まず 行 な い,そ の結 果 プ ロ グ ラム化 の 容 易 な もの(そ の実 態 は まだ あ ま

りよ くわ か って い な い)か ら計 算機 処 理 を行 な え ば よい。 も しか な り全 面 的 に 計 算 機 処 理 を 考 え る と

す れ ば,た とえば 「す る」 が つ くか ど うか とか,接 頭 接 尾 語 が つ くか ど うか と い うだ け でな く(い く

つ か の プ ロ グラム で使 用 され て は い るが それ らが それ ほ ど多 くの 範 囲 を カバ ーす る もの でな い こ とは

上 に 示 した 例 で もわ か る),文 脈 それ 自体 を全 面 的 に調 べ る,と い う方 向 にむ か うべ き で あ る。 これ

らは た とえ ば 「N十 が 十V」 「N十 ヲ 十V」 「N十 二+V」 「N+ノ 十N」 「N+N・ の よ うな基 本 的

注13)
な ・・タ ー ン と そ れ に 属 す る 名 詞 や 動 詞 の 分 類 と い う方 向 に 向 か う こ と に な る で あ ろ ソ。 そ の こ と は 任

意 に 選 ん だ 上 の 同 音 語 の 実 態 か ら考 え ら れ る こ と で あ る。

た だ 問 題 に よ って は 文 の 総 合 的 な 解 析 を 必 要 と す る も の も で て こ よ う し,さ ら に 一・つ の 文 に と ど ま

ら ず 文 章(discours)に ま で 情 報 を 求 め る こ と も で て こ よ う。 実 用 的 な あ る い は 教 育 的 見 地 か ら の 機 ＼

械 と 人 の や り と りを,ど こ の 段 階 で も考 え る こ と が 必 要 で,い た ず ら に100%の 解 決 を の み 目指 す こ

と は 有 効 で な か ろ う。

ヨ ー ロ ッパ 語 で も計 算 機 で 言 語 を 処 理 す る ぽ あ い こ の 同 形 語 の 判 別 が 問 題 に な る 。 ア メ リカ の あ る

用 語 調 査(wORDFREQuENCYの 調 査)の 例 で は,CAN(で き る)とCAN(缶),LEFT

(左)とLEFT(LEAVEの 過 去)な ど を 区 別 し な い で 処9V1て1ま っ た 。 そ の よ う な 処 理 は

川1・い"b
eyondthereachofcomputertechnology"と 考 え た の で あ る 。 ト ィ ツ 語 で もSEIN(彼 の)と

SEIN(あ る),LIEBEFRAUとICHLIEBEとDIELIEBEの よ う に 同 形 語,多 品 詞 語 が 多 数

存 在 す る 。 ドイ ツ の ザ ー ル ブ リ ュ ッ ケ ン の 研 究 者 た ち は ド イ ツ文 解 析 自動 処 理 を 考 え,7人 の ア ナ リ

ス トと 十 数 年 の 時 間 を 費 し て`』dieErkennungmehrteiligerFormenund(lieAuflbsungsyntaktisch－

流15,

erHomographer、sindpraktischbereitsge16st"と い う まで に到 達 した。

この 結果 が 現在 の機 械 シ ス テ ムで す ぐ具 体 化 で き るか ど うか は と もか く と して(ド イ ツの 例は と も

か く動 い て い る),こ の研 究 を複 雑 で時 間 が かか る とい う理 由 で放 置 せ ず,実 際 に進 め て ゆ く必 要 性

を 感 じさせ る もの であ る。

最 後 に,表 現 に つ い てふ れ るが,こ れ が と くに 問 題 に な る のは 機 械 翻訳 のば あ い で あ る。 しか し紙

数 の 関 係 で,こ こ では ふ れ な い 。

以上,日 本語 の特 質 と言 語 処 理 の 関 係 を考 え,い ろ い ろ の問 題 点 を 指摘 して きた 。 こ こ で い って お

きた い こ とは,日 本 語 の特 質 を考 え る と きは 音 声,文 字,語 い,文 法,表 現 な ど と 関連 は あ りな が ら

も別 々に み る ことが 可 能 で あ った が,言 語処 理 との 関連 とそ の問 題 点 お よび そ の解 決 を 考 え る に あた

つて,こ れ らをば らぼ らの もの とみ る こ とが 有 効 で な い こ とが 考 え られ た こ とで あ る。 文 字 を扱 って

ゆ

も,単 に文 字 と して扱 え るの は ご く一部 の 問 題 あ るい は分 野 であ って,多 くの ア プ リケー シ ョ ンに お

い て,そ れ は用 語 の 問 題 と関連 して くる。 そ して た とえば カナ入 力 漢 字変 換 を考 え るぽ あ い には,文

法 の 問題 を見 す ごす わ け に は い か な くな って くる こ とで あ る。 言 語 は そ の要 素 がば らぼ らに無 関 係 に

存 在 して い る ので な く,互 い に 緊密 な 関 係 を も って存 在 す る も ので あ るか ら,当 然 の こ と で あ る。
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2.2漢 字

以.ヒ,日 本 語 の 特 質 と言 語 処 理 の 問 題 点 とに つ い て略 叙 した が,そ の な か で,現 時点 と して 最 も多

くの 問題 を含 む も のは 漢 字 で あ る,と して これ を ま とめ て 述 べ る こ とに して あ った。 ここ では そ れ を

取 り扱 い た い。 取 り扱 う内 容 は 「2.2.1字 種 」,「2.2.2書 体 」,「2.2.3字 形 」,「2.2.4機 能 」,

「2 .2.5配 列 」,「2.2.6音 訓 」 であ る。

2.2.1字 種

康 煕字 典 は 約5万 字 を 収 め て い る とい われ るが,そ の 大 部 分 は 中 国 の 昔 の文 献 に 現わ れ る特殊 な字

で あ って,現 代 の 月 本 語 で 実 際 に使 用 して い る文 字 は大 体4け た の 数 字 に お さ ま るで あ ろ う。 現 在 ま

で に 行 なわ れ た,漢 字 の使 用 実 態 調 査 と して は,次 の よ うな も のが あ る。

大 西雅 雄 「日本 基 本 漢 字 」(昭 和16)

朝 日新 聞調 査 研 究 室 「新 聞 文 章 実 態 調 査」(昭 和24)

毎 日新 聞大 阪 本 社 印 刷 局 「本 社 使 用 活 字 使用 数 調 査 」(昭 和28)

国 立 国語 研 究 所 「婦 人 雑 誌 の 用 語 」(昭 和28)

同 「総 合雑 誌 の 用 字 」(昭 和35)

同 「現 代 雑 誌 九 十 種 の用 語 用 字 」(2)(昭 和38)

同 「現 代新 聞 の漢 字 調 査 」(中 間報 告)(昭 和46)

この ほ か結 果 が単 行 書 の形 で公 刊 され て いな い が,科 学 技 術 情 報 セ ン ターの 科 学 技 術 文 献 で速 報 作 成

注16)

自動 化 の ため の調 査,沖 電 気 ・毎 日新 聞 調 査,そ の他 の文 献 が あ る。

各 調査 で得 られ た延 べ 字 数 と異 な り字 数 を 表 の形 に ま とめ る と表23の よ うに な る。 さ らにほ か の

デ ー タに つ い て言 及 す る と,地 名 に 関 して は 約4500の 文 字 が あ れ ば 足 りる とい う。

これ らの調 査 結 果 で,全 体 の字 数 も問 題 の 一 つ で あ り,情 報 処 理 学 会 の漢 字 コー ド委 員会 で は約6

000の 字 種 を試 案 と して選 定 され た そ うであ るが,ど の文 字 が そ こ に選 ば れ るか,が この 問題 に な ろ

う。 そ れ と関連 して,各 調 査 の結 果 の字 数 が ふ ぞ ろ い な の も二 つ の 問題 をふ くむ と考 え られ る。

延 べ 字 数 異 な り 字 数

婦 人 雑 誌 17万 3048

総 合 雑 誌 11〃 2781

現 代 雑 誌90種 28〃 3328

毎 日 新 聞 調 査 32.2〃 2613

朝 日 新 聞 調 査 1600〃 2308

科 学 技 術 文 献 99,771 1378

(JICST)

●

表2.3各 調査 の延べ字数 と異な り字数
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そ の 説 明 の ため に,国 語 研 究所 で 行 な った 雑誌 と新 聞 の例 を 比較 して み る と,新 聞 の方 が少 な くな

つて い る。 これ は一 つ には ,調 査 対 象 の 時 点 の 相違 も考 え られ るが,も う一 つ に は,新 聞社 じた い で

新 聞 記 事 の用 語 用 字 に制 限 を 加 え て い る事 実 が見 の が せ な いだ ろ う。

しか しも う一 つ の問 題 点 も含 まれ て い る。 そ れ は 同 じ 「現 代 雑誌 九 十 種 の用 語 用字 」 の調 査 のな か

で も,分 野 に よっ て使 用 漢 字数 が 異 な る点 で あ る。

「現 代 雑 誌九 十種 の用 語 用 字 の 調 査
」 で は,昭 和31年 の 雑誌 を5種 に分 け て 調 べ て い る が,そ の 種

類 に よ って漢 字 の使 用 状 況 が 異 な る の で あ る。 五 種 類 とい うの は ① 「世 界 」 「中 央 公論 」 「新 潮 」 な

ど,総 合芸 文 誌 グル ー プ,② 「週 刊 朝 日」 「サ ン デ ー毎 日」 「文 芸 春 秋 」 な ど一 般 家 庭 雑 誌 の グル ー

プ,③ 「科 学 読 売 」 「実 業 の 日本 」 「時 の 法 令 」 な ど実 用 通 俗 科 学 と い つた よ うな 半 専 門雑 誌 グル ー

プ,た だ し完 全 な学 会 誌 は 不 採,④ 「主 婦 の友」 「婦 人 公 論」 な ど の婦 人 雑 誌,⑤ 「映 画 の友 」 「オ ー

ル 読 物」 「旅 」 「囲碁 」 な どの趣 味,娯 楽 の雑 誌 グル ー プで あ る。 そ の漢 字 使 用 の 結果 は表2.4の とお

りで あ るが,こ こ で まず 注 目 され る のは ③ の 実 用 通 俗科 学 の グルー プで あ る。 この類 の雑 誌 は一 般 に

よ く漢字 を使 用 して いて,漢 字 含 有 率 か ら い うと実 は これ が 最 も多 い。 しか しそ こに 使用 され て い る

漢 字 は ほ とん どが 当用 漢 字 で あ って,当 用 漢 字 以 外 の漢 字 を 用 い る率 は五 種 類 中最 も少 な い。 婦 人 雑

誌 は 漢字 の延 べ 数 は そ れ ほ ど多 くな いが,表 外 字 は三 層 よ り多 い。 一 層 と五 層 は と くに表 外 字 が多 い

が,こ れ は小 説 な どに 出 て く る文 字 が 多 い こ とに 起 因 して い る よ うで あ る。 これ は分 野 に よ って漢 字

使 用 の実 態 が 必ず し も同一 で な い こ とを 示す も の で あ り,漢 字 だ け で な く,ど ん な 用 語 が存 在 して,

そ れ が 漢 字使 用 を要 請 して い るか に つ い て も考 え てみ る必要 が あ る。

1

異 な り 字 数 延 べ 字 数

全 体 当用漢字 表 外 字 全 体 当用漢字 表 外 字

2,286 L624 663 29,715 28,148 1,567

評 論 ・ 芸 文 ・(100%)
(70.9%) (29.0%) (100%) (94.7%) (5,3%)

2,421 1,739 673 50,910 49,049 1,861

庶 民 (100%) (72.2%) (27,9%) (100%) (963%) (3.7%)

L980 1,629 351 57,911 57,081 830

実用 ・通俗科学 (100%) (82.3%) (17.7%) (100%) (98,6%) (1.4%)

2,199 L626 673 47,813 44,767 3,046

生 活 ・ 婦 人 (100%) (74.0%) (26,0%) (100%) (93.6%) (6.4%)

2,761 1,755 1,006 93,745 88,525 5,220

娯 楽 趣 味 (100%) (63.6%) (36,4%) (100%) (94.4%) (5.6%)

・

3,328 1,835 1,493 280,094 267,570 12,524

全 体 (100%) (55.1%) (44.8%) (100%) (95.5%) (4,5%)

注)斉 賀秀夫 「現代におけ る漢字 ・漢語の分析」メ㍑11n学41号 による

表2.4雑 誌90種 の部門別に見 た当用漢字 ・表外字 の使用状 況
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国 語研 究所 で行 な って い る新 聞 用 語 調 査 で も,分 野 に よる相 違 が 見 られ る。 た とえ ば 新 聞 に のせ ら

れ る広 告 を 「案 内広 告 」 と商業 広 告 に 分 け て み る と,

異 な り字 数 延 べ字 数

商業 広 告177926768

案 内広 告155448353

の よ うに な り,案 内広 告 は 漢 字 の延 べ 字 数 は 多 い が字 種 の異 な りで は 商 業 広 告 の 方 が 多 い とい う結 果

注]7)

に な って い る。_れ は 案 内 広 告 が いわ ゆ る求 人 や 土地 家 屋 な ど の,か な りき ま りき った 型 や 表 現 を も

つ の に対 して,商 業 広 告 で は そ の よ うな き ま った 型 が少 な く,バ ラ エ テ ィの あ る表 現 や 用 語 が存 在 し

て い る こ とに よる ので あ ろ う 表2.5は 新 聞 各 欄 の な か で の上 位 九 字 まで の 使 用 度 数 の 累 計 を パ ー セ

注18
ン トで示 した もの であ る。 これ でみ る と次 の よ うな こ とがわ か る。

1)ス ポ ー ツ欄,経 済 欄 、案 内広 告 な どは100字 で50～60%に 達 す るが,商 業 広 告 や 文 化 欄 は,

40%前 後 で あ る。

2)案 内広 告 と婦 人 欄 を 除 いた 他 の 区分 で は,使 用度 数 の多 い漢 字 の上 位 か ら40～50パ ー セ ン ト

で,90%の 累 計 に達 して い る。

3)案 内広 告 で は496字(異 な り字 の32%)で 全 体 の90%に 達 す る が,100%に 達 す るの は155

4字 で あ る。 す なわ ち比 較 的 少 な い字 数 で全 体 を お お うこ とが で きる が,字 種 とす る とか な り少

な く,度 数 の少 な い字 が 多 い。

4)婦 人欄 で は,全 体 の90%に 達 す るの に568字(5割 強)を 必 要 とす るが,100%に な るに は

1007字 であ る。 この こ とは,婦 人 欄 は,あ る程 度 の使 用 率 に 達 す る た め に は 比 較 的 多 くの 字 数

告広内案

%3

8

1

6

4

6

3

6

6

3

8

1

2

91850593692908911233344456999

告広業商

%0

0

7

5

7

6

4

9

3

5

6

3

5

0959369247950491122233335899

画漫説小

%6

9

0

3

5

1

0

9

0

6

30973837046522344556668

剰娯能麟

%8

6

2

7

4

7

6

3

8

2

0

2

707371470252461122333444689

家人婦

%0

6

2

1

0

0

7

5

0

4

4

2

917382581463791122333444689

ン[ボス

%8

6

9

9

2

9

2

0

5

8

0

]

965161481351091233444555799

化文

%1

5

3

1

5

5

3

8

2

4

6

0

906158146918361122233334589

際国

%2

2

7

7

0

6

9

0

7

3

5

5

830505815708981223334445689

方地会社

%1

4

4

6

4

7

6

3

7

9

8

8

3

71726036913926911223333445899

済経

%

'1653513294

0

6

152837147920091223344445799

交外

%9

9

0

9

2

2

7

9

8

4

2

6429382581435122334445579

働労治政

%9

7

3

9

9

5

6

7

4

0

1

9

618482692586831122333444689

字

字

字

字

字

写

字

写

字

字

字

字

字

字00000000000000123456789000001250511の初最

全体の80% 335字 256字 302字 445字 320字 445字 300字 374字 416字 159字 495字 302字

85% 414 307 376 551 400 542 381 458 519 19プ 607 380

90% 529 377 480 693 514 674 498 568 661 236 766 496

95% 711 482 660 9】0 696 890 .691 729 885 274 1,034 695

96% 768 511 709 978 746 947 743 784 952 282 L138 761

97% 836 538 777 LO64 817 1,011 822 840 1,020 289 1,207 849

98% 920 565 864 1,170 890 1,126 901 895 1,114 297 L337 、966

99% LO71 594 973 1,312 1,030 1,242 1,055 951 L279 305 1,511 1,]55

100% 1240 622 L172 1,582 1,171 1,358 1214 1,007 L414 313 L779 1,554

表2,5新 聞層別区分に よる使用度数分布
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/

'

を 必 要 とな るが,全 体 と して は それ ほ ど多 くを必 要 と しな い こ とを意 味 す る。

以 上 の よ うな こ とか ら,漢 字 の 使用 は そ の分 野 分 野 でか な り相 違 のあ る こ とが 考 え られ る。 漢 字 使

用 は 結 局 ど んな ことば が用 い られ て い るか に も関 連 し,ど ん な こ とば が どの よ うに用 い られ るか と い

うこ とは,そ の分 野,そ の シチ ュエ ー シ ョンで どん な種 類 と コ ミュニ ケー シ ョ ンが 行 な わ れ るか(案

内広 告 と商 業 広 告 の相 違 な ど)に か かわ る とこ ろ が大 で あ る。 あ る信託 銀 行 では8,900の 字種 を 使 用

し(記 号 類 を 除 くと8.000),明 治 生 命 で は6,500字 種 で や って い る が不 足 が あ る との こ と で 人 名 を

含 め て8、OOO種 必 要 で あ ろ う。 漢 字 使 用 の実 態 は こ の よ うな コ ミュニ ケー シ ョ ンの性 質 と関 連 して い

る こ と は,機 械 処 理 シス テ ムの 設 計 の上 で,重 要 な考 慮事 項 で あ る といわ なけ れ ば な らな い。

2.2.2書 体
注19

漢 字 を中 心 と して,明 朝,清 朝,宋 朝,教 科 書体,ゴ シ ッ クな ど い くつ か の字 体 が あ る。 清 朝 は名

刺 な ど,教 科 書 体 は教 科 書 に,ゴ シ ッ クは 文 中 の 特定 の語 句 な どに 用 い て,そ れ ぞれ 使 用 範 囲 が 限定

され て い る。 そ れ 以外 の,一 般 の 使 用 に は 明 朝 が用 い られ る。 それ ぞれ 独特 の様 式 を も っ た デ ザ イ ン

で あ る。 字 の くず し方 と して行 書 草 書,楷 書 な どあ るが,行 書,草 書 な どに はふ れ な くて よか ろ う。

2.2.3字 形

これ には い くつか の問 題 が あ る。 まず 機 械認 識 とい う観 点 か らみ た,漢 字 の字 形 。 これ は も っぽ ら

図形 と してみ た 漢 字 の 形 の 問 題 で あ る。 次 に 字 形 に つ い て のゆ れ の 問 題 。 最 後 に 字 形 と ミス パ ンチ

(ノ澗 による認識働 の問題点)銅 ・'は字形 と情報量の問題(こ れは1搬 的機 械認識の問題蹄li

び つ く)

まず 図形 と して の漢 字 の問 題 。 漢 字 に は 部 首 が あ り,漢 字 の 構成 原 理 の一・つ に形 声 とい うの が あ っ

て,こ れ に 属 す る漢 字 の数 が きわ め て 多 い こ とか ら,当 然 そ れ を 部 分 に分 解 で き る。 た とえ ば 「語 」

と い う字 は 「ゴ」 とい う音(中 国 語 で も と も って い た語 形significant)を 表 わ す 「吾 」 と,意 味

を 示 す 「言jと の二 つ の 合成 であ る。 この よ うに まず 分 離 して 存 在 す る い くつ か の 要 素 に 分 解 す る。

こ の部 分 の 数 を 限定 し,そ の組 み 合 わ せ(オ ペ レー タを 用 い る)で,文 字 の形 を記 述 し よ う とす る方

法(京 都 大 学 坂 井 研 究 室)(図2.2参 照)と,そ の要 素 を さ らに ス ト・一 クに 分 解 し,ス トロ ー クの

組 み 合 わ せ 方 に規 定 を定 め て字 形 を 記 述 しよ うとす る方 法(東 大藤 村 研 究 室)と の二 つ の大 きな考 え

方 が あ る(図2.3参 照)。 この よ うな記 述 法 は漢 字 コー ドに もか か わ りを 持 ち う るが,こ れ か らの 漢

字 の イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ トの 機 械 の 設 計 に も関 係 が あ る と考 え られ る。

次 に 字 形 のゆ れ に つ い て。 漢 字 は 手 書 きの ば あ い と活字 の ば あ い と で字 体 に少 しで は あ る が相 違 の

あ る こ とが あ る(た とえば しん に ゅ う)。 ま た 当用 漢 字 の 新 字 体 表 に も とつ い て も,デ ザ イ ン の上 で

少 しの 違 いを 生 じ うる こ とが あ る(せ りふ な ど)。 当用 漢 字 の外 で は,字 形 の部 分 と して 当 用 漢 字 内

の もの と,活 字 上 の形 の ちが うこ とが あ る。 た とえ ば 「銀 難」 とか 「四 辻近 く」 な ど。

この よ うな こ まか な相 違 も,機 械 に よ る認 識,あ るい は文 字 発生 の と きあ るい は漢 字 の現 段 階 で の

通 常 の 入 力 の と き,一 ・つ の問 題 点 とな る こ とが あ る。 シス テ ム設 計 の側 で は 、統 一,標 準 化 を 望 む 声

が あ る。

印 刷 な どの ば あ い,も のに よ って は 当 用 漢 字 の 新字 体 で な く,旧 字 体 を 用 い る こ とを要 請 され る こ
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(1)

部 分 パ タ ー ン

ノ 又 ヒ

七 女 氏

T 子 孝

一 「 ネ

1 土 示

/ ↑ 「

＼ 寸 A

ユ { 祭

し 小 士
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入 　 木

_⊥ 八

ユ 「句 山

皿 け 血

1イ ・ト

ト'メ

n

ム

寸
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ヨ

禾

家

立

戊

[
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木

失

言

㊦

T

旬

L

P

r

工

目

士

才

.
由

甲

スの

丁

コ

与

乞

h

余

目

曲

.灰

ラ
⑫
＼

亡

章

シ

日

(

几

雨

具

/

q

又

く

ホ

　

戸

金

里

(3)(ク ラスB)

u〈[ワ フ

什.[団 ロコ{⊥ ⊥

/＼ 」1`k

マ

,

」

(4)(ク ラスC)

そ)P∫ ネ ネ

ト 月

operator 意 味 例

H 左右(離) 休

V 上下(離) 電

P 左右(接) 非

Q 上下(接) 否

1 貫 通 中,丹,孝

S 包 囲 困

K 冠 字

L ニ ヨ ウ 進

J タ ス キ 司

G タ レ 歴

表A漢 字 の記 述 オペ レー タ

基本 方式

図Aに 示 す漢 字 の部 分 パ ター

ン を表Aで 示 す漢 字 の記述 オ

ペ レー タを用 いて結 合す る。

た と えば 「林」 はH(木,木)

「高」V(一一
,口,S([,ロ)

、

図A漢 字 のデ ー タ(部 分パ ター ン)の 例

注)坂 井 利 之 「情 報 工 学 」(筑 摩 書 房1970,P.69)よ り

な お,こ の ほ か,次 の 文 献 を 参 照

Preprintsforseminaroninput/outputsystemsforJapanese

andchinesecharacters,1971,US,JapanCommitteeon

ScientificCorporation.

図2.2京 都大学坂井研究室における漢字字形の記述法

、
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TablelStrokes

o''"Startingpoi∩t

＼

△''"rnidpoint

ノ

＼

＼

＼

X-一^-eldingPC[nt

.

Table 2ConcatenatorsandPseudo-Concatenators

、
'

stroke
examp】ename

1 2

A
・

almatCenter μ ω /11,17,11A21/:王

C CenterStart μ α /11×42C36/:大 → 大

E endcross ω μ /11C26E11/:二 〔

P
.

passtostart ω α /11P41×32/:又

S Startatstart α α /22S17P63P17-/:月 → 月
.T "

termlnate ω ω /21S17P21A17T17/:日

X crOSS μ μ /11×22/:†

一 repeat μ μ (=X)Thesecondstokewhenidenticaltothe丘rst,isomittedinthei-rep.

/21S17P21A17-T17/:目 → 目
・

,
comma μ μ一2 Placethesecondstrokeparralleltothe丘rstandseparatetheμ'sbytwo

unitsinthedirectionperpendiculartothestrokelines.Thetwostrokes

mustbeofthesameclass.Acommamustbe .followedby・Cor/

基 本 方 式

Table1のStrokeをTable2のConcatenatorで 結 合 させ る 。 た と え ば「王 」はL」(11),「 一」(17),

L
」(11)の 三 つ の 横 線 と「1」(21)が 中央 で 接 す る(A),の'よ うに な っ て い る 。

(注)藤 村 靖 「文 学 認 識 に 関 す る2,3の 考 察 」(「情 報 と 制 御 の 研 究 」1963年4号)よ り

図2.3東 京 大 学 藤 村 研 究 室 に お け る文 字 の 記 述 の 研 究

.
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とが あ る。(古 典 の 資料 の復 刻 な ど)。

最 後 に 字 形 と情 報 量 につ いて 。 漢 字 は そ の構 成 上 か ら字 形 が 全 体 として か な り複 雑 で あ り多 くの ス

トP－ クか ら な る ので,そ の こ とか ら種 々の問 題 が 生 ず る。 漢 字 入 出力 の ば あ い,こ の こ とが い くつ

か の障 害 を引 き起 こす の で あ る。 まず漢 字 を 認 識 す る こ とに つ いて は,ア ル ゴ リズ ムが む ず か しい か

あ る いは コ ス トが 高 くな る こ とで あ る。 出力 につ いて も,も し ドッ ト方 式 あ るい は ドッ トに 分 解 す る

方 式 であ れ ぽ 字 画 が 多 い と メ ッシ ュの数 がふ えて しま う。 現段 階 の も う一 つ の問 題 点 と して は,ミ ス

パ ンチが 多 い とい うこ と もあ る。'入力 に漢 テ レを 用 い るば あ い で も例 に 示 す よ うに,誤 りが 多 い が,

漢 テ レを 用 い な い ば あ い に は,さ らに 誤 りが ふ え て い く可 能 性 があ る。 漢 字 入 力 に誤 りが 多 い こ と

は,漢 字 処理 シス テ ム全 体 に 大 きな影 響 を与 え,デ ー タの 保 守 に つ い て の,い ろ い ろな 段 階 で の ソ フ

トウ エ アを要 求 す る こ とに な る○ これ は 印刷 の 場 合 の 校正 とか な り似 た面 が あ る。 例 と して 国 語 研 究

所 で入 力 した 用語 用字 に つ い て の ミス パ ンチの 例 を示 す が(表2.6参 照),そ の最 大 の 問 題 点 は 不 ト

ロー クが 多 い に もか か わ らず字 形 の類 似 が多 い こ とで あ る。 「宮 」 と 「官 」,,「 大 」 と 「太 」 な どで,

これ は す べ て が キ ーパ ンチ ャの罪 に帰 せ られ るわ けの もの で な く,ま ぎ らわ しい字 で パ ンチ 前 の 原稿

を書 いた 人 の 責 任 に帰 す る もの が多 い。 漢 字 だ け で な く,漢 字 とか な,あ るい はか な ど う しな どの 間

の相 似 も もち ろ ん あ る(漢 字 の 「力 」 「又 」 と か た か な の 「カ」、「ヌ」,か た か な とひ らが な の 「へ 」

「へ
」,「 リ」 「り」 な ど。
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表2.6漢 字 イ ンプ ッ トにお け るエ ラ ー ・デ ー タ の例

2.2.4漢 字 の 機 能

漢 字 は 日本 語 の表 記 の な か で は主 と して 自立 語 を表 わ す の に 用 い,付 属語 を表 わ す ため に 用 いら れ

る こ とは な い(以 前 は 「迄 」 「也 」 の よ うな 表記 が用 い られ た が,現 代 は 特 殊 な ば あ い を 除 い て ほ と

ん どな い とい って よい)。

現 代 の 表記 法 は 戦後 当用 漢 字 を用 い た こ とで変 革 を 経 て きた も のが,二 十 数年 を経 て,か な り安 定

して きた 部 分 が あ る とい え る(「 居 る」 な どは た い て い 「い る」 と書 い て い る)。 動 詞,形 容 詞 な ど よ

く用 い られ る語 が,か な が き とな り,全 体 と して戦 前 に比 べ てか なが き の傾 向が ふ え て きた 。 とい う

書 き方 の な か で,一 応 の安 定 を 示 した もの で あ る。

そ のな か で,漢 字 は いぜ ん と して全 体 と して は語 を 書 き表 わ す た め に用 い られ て い る とい って よい
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状 態 にあ り,い わば 分 か ち書 きの 役 目を 果 して い る。 しか し正 書法 が確 立 して い るわ け で な く;か な

書 き漢 字 書 きが 不安 定 な 語 も あ り,人 に よ る相 違 も少 な くな い 。 そ こ で 漢 字 が どの 程 度wordre-

cognitionの 役 を果 た して い るか を 追 求 して み る こ と も必 要 で あ る。 そ の こ とが,wordrecognition

の プ ロ グラ ムの 作 成 に どの よ うに 役 立 て られ るか,が プ ロ グ ラムの シス テ ム ・ア ナ リシス に とって 重

注20)

要 で あ るか らで あ る。

そ こ で,表 記 の上 で ハ ン ドブ ッ クな どを つ く りあ る程 度人 為 的操 作 を 加 え よ う と して い る新 聞に つ

注21)

い て で は あ るが,そ の実 態 につ いて 調 べ た もの があ るの で,こ こで そ の結 論 だ け を紹 介 して お く。

1)文 節 は,漢 字 で始 ま り,ひ らが な で終 わ る傾 向が 強 く,と くに,漢 字 の連 続 の あ とに か な の連

続 が続 く とい う類 型 を もつ もの は,漢 字 とひ らが な か らな る文 節 の 約60%を しめ る。

2)ひ ら がな で 始 ま る文 節 の うち,接 続 詞 ・連 体 詞 ・副 詞 な どは,'大 部 分 が か な の み か らな る類 型

に属 し,文 の は じめ や,読 点 の あ とに用 い られ る こ とが多 い。

3)ひ らがな で は じま る文 節 の うち,名 詞 ・動 詞 ・形 容 詞 は,直 前 に,ひ らが な の く る確 率 が 高

い0

4)ひ らがな で表 記 され る,名 詞 ・動 詞 の大 部 分 は,出 現頻 度 の 高 い 語 に よ って 占め られ,そ の語

を含 む 出現 確 率 の高 い文 字 列 を 作 りや す い。

5)ひ らが な表 記 の 動 詞 ・形 容 詞 の直 前 に は,漢 字 や か た か なを 含 む 文 節 が 書 きや す い 。

6)ひ らが な の中 に は,文 節 の終 わ りに 用 い られ るこ との 多 い ものが あ り(「 を 」)ひ らが な が連 続

す る場 合 に,意 味 の 切 れ 目を示 す 機能 を 持 つ こ とが 推 測 され る。

この な か に は文 節 に また が って漢 字 が 連 続 す るば あ い の こ とな ど,シ ス テ ム ア ナ リシス のた め デ ー タ

と して は必 ず しも十 分 で な い 点 もあ るが(と い うの は も とも と国 語 問 題 の た め の 分 析 な の で)。 以上

「
の こ とか ら,こ の よ うな 文字 の連 続 の しか た に 注 目 して単 語 の認 識 を す る こ とは,か な り有 望 で あ る

と考 え られ る。 もち ろん,こ れ だ け に た よ るな らぽ,非 常 に 高 い近 似 度 を ね ら うこ とには,問 題 が あ

るか も しれ な いが 。

2.2.5漢 字 の 配 列

一 般 に文 字 に は
,な ん らか の配 列 が あ る。 か な は50音 順,英 字 はABC順 に な らべ られ る。 漢 字

に は この よ うな,だ れ に で も手軽 に な らべ られ るユ ニー クな 並 べ 方 が な い(い ま ま で な か った)。 こ

の こ とは漢 字 の,辞 書 そ の 他 で の 検 索 を め ん ど うに す る。

一般 に は漢 字 字 典 の部 首 順
,漢 字 の 代 表 順 な どが 用 い られ て い る。 漢 和 辞 典 で は漢 字 の訓 に よ る索

引,総 画数 に よる索 引 な ど も用 い られ る。 電 話 帳 で は 独特 の な らべ方 を して い る。 中 国 で は 四角 号 礪

も用 い られ る。 そ の他 な お い くつ か あ るが,一 般 に 普 及 して いな い も の は,こ こで は 省 く。 そ して そ

れ ぞ れ に 問 題 が あ る。 漢 字 の 配 列 は,キ ー ボ ー ド上 の 配 列 と も関 係 が あ り,機 械 の設 計,コ ー ドブ ッ

クの 作 成 な ど幅 の広 い関 連 問 題 を蔵 して い る。

部 首 順 は一 般 に康 煕 字 典 の 方式 を 準 用 して い る。 しか しこれ に は必 ず しも検 索 に 便利 とは い え な い

と 。う が あ る.・ 相 」「和 、 な ど つ く りで 引 いた りす る酬 性 が あ る竺 の点 を わ か りや す く した,

康 煕字 典式 の 修正 版 もす で に 出 て お り,か な り普 及 して きて い る。 しか しこ の よ うな 修正 が行 なわ れ
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て もな お,部 首 順 に よ る配 列 は 必 ず し も引 きや す い とい う感 じは与 え て い な い。

部 首 順 の よい 点 は,た とえ ば康 煕字 典 な どに よ る こ とにす れ ぽ,漢 字 の配 列 が ユ ニ ー クに き まる こ

とであ る。

代 表 音 に よ る50音 順 とい う配 列 も しば しば用 い られ る。 こ の ば あ い,音 の な い もの 「樫1「 拷 」,

音 を使 わ な い もの 「扱 」 「垣 」 な どを ど うす る か,ま た 二 つ 以上 音 の あ る もの,「 生Jの セ イ,シ ョ

ウ,「 石 」 の セキ,シ ャ ク,コ クな どを ど うす るか ,な どに 問 題 が あ る。 こ とに 後 者 の二 つ 以 上 音 の

あ る文 字 は そ の数 が 必 ず しも少 な くな い(い わ ゆ る漢 音,呉 音 な どの 相 違 が あ る)。 音 に よる索 引 の

もつ も う一 つ の 欠 点 は 同 音 の 漢 字 が 数 多 く並 ぶ こと であ る(カ ン,シ ョウな ど)。

「れ に対 して 訓 に よ る索 引 は,漢 和字 典 な ど で は有 効 に 使用 され る。 同 訓 に な る もの の数 が 少 な い

か らで あ る。 た だ 訓 は 音 よ りさ らに 多 く,一 字 につ い て 存 在す るか ら,漢 和 字 典 の字 の検 索 の ば あ い

は 有効 であ って も,逆 に 重 複 出 現 を この ま な いば あい に は ぐあ い の わ るい配 列 に な って しま う。

電 話 帳 の 配 列 は 一種 独特 の もの で あ る が,全 体 の大 きな 配列 は文 字 の読 み 方 を重 視 しつ つ も,一 字

一 字 の読 み が 同 じ もの に つ い て は
,そ の字 の レベ ルで 同 じ漢 字 を集 め て しま う とい う よ うな 原 則 で あ

る。 名 簿 な どで は,こ れ に な ら う ものが 少 な くな い。

この よ うに配 列 に い くつ か の方 式 があ る こ とは ,機 械 化 に際 して不 便 を生 ず る こ とが あ る。 まず コ

ー ドとの 関係 が あ り
,途 中 で コー ド変 換 が 可 能 とは い うも のの,一 応 配 列 と関 係 が あ り,検 索 可 能 で

あ る こ とも必 要 であ ろ う。 こ の点 か ら,標 準 化 を望 む 声 が 強 い 。

2.2.6音 訓

音 訓 につ い ては あ る程 度 配 列 の と ころ で述 べ た が,別 の 面 か ら補 足 して お く。 漢字 音 は 中国 語 の 音

を そ の ま まの 形 で 日本 語 の な か に移 した もの で あ るが,借 用 の 際 日本 語 的 な 受 容 の しか た を し,単 純

化 した ため に,か つ 日本語 の な か で の音 韻 変 化 が あ った た め に(「 甲」 カ ブ→ カ ウ→ コウ,「 広 」 ク ワ

ウ→ コ ウ1「 工 」 コウ,「 交 」 カ ウ→ コ ウそ の他) ,同 音 の漢 字 が 増 加 し,第 二 音 節 の バ ラ エ テ ィ も き

わ め て少 な くな って い る(ン イ ウオ キ クチ ツの8種)。

訓 は 中 国語 の意 味 のJapaneseequivalentで あ る ため,種 類 が 多 くな り,か つ 必 ず しも十 分 安 定 し

て い ない面 が あ る。 ま た,同 訓 異字 の書 き分 け(た とえぽ 「あ げ る」 に対 して 「上 」,「 揚 」,「 挙 」

な ど)も 必ず しも安 定 して い な い。

漢 字 の読 み 方 と して は 一 字 に つ い て い くつ か あ る だ け で な く(「 間 」 あ い だ ・ま ・ケ ン ・カ ン,

「方」 ホ ウ ・か た)
,文 字 の 連 続 につ いて もお こ り うる。 「時 雨 」 し ぐれ,「 五 月雨 」 さみ だれ,「 五 月

蝿 い」 うる さ い,な ど。 つ ま りこの 段 階 では いわ ゆ る語 に対 応 して存 在 す る ただ し,一 般 の ぽ あ い に

は い わ@る 語 よ りも小 さい も の(log6id,あ るい はmorpheme)に 対 応 して い る(「 必 」 ひ つ ・ 「要 」 よ

う ・ 「性 」 せ い な ど。 こ の よ うに,漢 字 とそ の 読 み の 関 係 は 必 ず し も単 純 で な く,い くつ か の 層

(stratum)に 重 複 して 存 在 す る こ とが あ りそ こに 特 質 が あ る とみ るべ きで あ る。

また漢 字 一 字 の ば あ い だ け で な く,;字 に な って.も読 み 方 にambiguityの あ るぽ あ い が あ る(「 一

行」 い っ こ う1い ち ぎ ょう,「.ヒ 手 」 か み て ・うわ て ・じ ょ うず,な ど)。

漢 字 の 読 み 方,い わ ば 日本 語 の な か で の使 用 法 は,こ の よ うに きわ め て複 雑 な 面 が あ る。 漢 字 か
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な,か な漢 字 の コ ン ピ ュ ー タに よ る変換 を行 な うば あ い に は,こ の 点 につ い ての 見通 しを 立 て な くて

注23)
は な らな い 。

o

2.3こ れ か らの 日本 語

以上,漢 字 を 含 め て の 日本 語 処 理 と 日本 語 の 特 質 に つ い て の問 題 につ い て 述 べ た が,次 に,こ の よ

うな機 械処 理 の対 象 とな る 日本 語 の将 来 に つ い て の意 見 を,簡 単 に紹 介 して お きた い。

まず,カ ナ モ ジと漢 字 につ い て で あ る。 最 近 で は各 種 の請 求 書 な ど,電 算 機処 理 に よ る帳票 数 が 増

加 して きて お り,そ れ が 必 ず しも多 くの障 害 を与 え て は いな い よ うであ る。 今後 も この傾 向は ふ え て

い くこ とで あ ろ う。 一 方,漢 字 処 理 も次 第 に 本格 化 して き てお り,普 及 を始 め て い る.お そ ら く一 方

が 他 を制 す る と い うこ とは 急 速 には お こ らず,両 者 とも よ く発 展 し普 及 して い く こ とであ ろ う。 カ ナ

モ ジに よる印 字 に は 手 軽 さ と速 さ と安 さ とい う便 利 さが あ り,こ れ を 生 か した コ ミュニ ケ ー シ ョンを

す るこ とも考 え られ て よい と思 う。 漢 字 を利 用す る こ とが 有 効 な言 語伝 達 の分 野 では,漢 字 処 理 の 本

格 化 に よ る利 益 が 大 きい こ とで あ ろ う。

次 に,そ の こ と と関連 して,文 字 を 中 心 と した 日本 語 の将 来 を,機 械 処 理 と関 係 づ け て,ど の よ う

に考 え て い くか とい う点 は 大 きな 問 題 で あ り,こ れ に つ い て は さま ざま な意 見 と動 きが あ る。 まず 意

見 であ るが,互 い に反 す る二 つ の もの が あ る。 一 つ は 機械 に合 わ せ て人 間 の 生 活 を 規制 す る こ とに対

す る反論 で あ っ て,こ のば あ い,人 間 を機 械 に 合 わ せ るの は考 え方 が逆 であ って,機 械 を 人 間 の要 求

に あ うま で高 め よ う とい う もの で あ る。 故 時 枝 誠 記 氏 は この よ らに いわ れ て い た 。 も う一 つ の 意見

ぱ　め

は,こ の際 漢 字 を な く して,か な に し よ うとい うもの で あ る。 漢 字 を扱 う機 械 を 作 る の は や は り考 え

方 と して時 代 逆 行 的 で あ っ て,こ の機 会 を 利 用 して 国字 を 合 理 化 し よ うとい うの で あ る。

この二 つ の 中 間 に い ろ い ろの 意 見 があ る。 た とえば 漢 字 を処 理 す る方 向 で お しす す め なが ら ,し か

しあ ま り使用 しな い よ うな 漢 字 は こ の際 淘 汰 して も よいの で は な い か,と い うの であ り,あ るい は 機

械 あ るい は コス ト的 な理 由 か ら,あ る特 定 のせ ま い事 務処 理 分 野 な どで の条 件 を 考 え て,漢 字 の 数 を

制 限 した シス テ ムを 作 り,こ れ を 動 か して い る と こ ろ も,い くつ か 出 て きて い る(JICSTな

ど)。 漢 字 処 理 は 始 ま った ば か り.なの で,今 後 どの よ うな方 向 に動 くか,十 分 予 測 は しか ね るが,上

述 の よ うな行 き方 も一 つ の行 き方 と して,今 後 の 勢 力 の一 つ に な っ て い くこ とが 考 え られ ,文 字 め数

を い くつ か に お さえ るか,と い う こ とは,そ の分 野分 野 で事 情 が 異 な るか ら,か え って きめ が た い こ

と もあ ろ う。 む しろ全 国 民 的 に は,全 体 の動 きを どの方 向に 向 け るべ きか に つ い て考 え る の が よ うの

で は なか ろ うか。

最 後 に,漢 字 使 用 の言 語 と して 中 国 語 が あ り,今 後 は 国 交 回 復 に よ る交 流 が 行 なわ れ る よ うに な ろ

うとい うこ とか ら 中国 語 との 関 係 も考 え るべ きで あ る。 中 国 で は 漢 字 の字 形 を大 幅 に簡 略 化 して ,日

本 の それ と異 な る も の がか な り存 在 す る結果 とな った 。 日本語 で は 日本 の なか で の諸 事 情 が あ り,中

国語 で は中 国 のな か で の諸 事 情 が存 在す る。 中 国 の な か で の言 語 事 情 は,最 近 のそ れ が 必 ず しも よ く

分 か って いな い 面 もあ る。 日中 の早 急 な文 字 の 調整 に つ い て は悲 観 的 な見 方 も行 な わ れ て い る よ うで

あ る。 しか し言 語 の 機 械 に よ る処 理 が大 幅 に 進 歩 して きた今 日,や は り,こ の 問 題 を放 置す る こ とが
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で き な い事 情 が 今後 生 じて くる こ とも考 え られ る。
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3.日 本 語 情 報 処 理 の 入 力 シ ス テ ム

電子 計 算 機 は,飛 躍 的 な進 歩 を遂 げ た が,デ ー タ エ ン ト リー(dataentry)の メデ ィ ア(media)の

多 様性 は あ る に して も,依 然 と して人 手 を 必要 とす る し,計 算機 言語 が多 種 考 案 され て も ソフ トウ ェ

アの 作成 は い まだ に 大量 の人,時 間,費 用 を要 して い る のが実 情 で あ る。 英 数 字 を 基 とす る この よ う

な計 算 機 シス テ ムに よ って,日 本 語 の情 報 処理 を行 な お うとす る と,前 章 ま で に 述 べ られ た よ うに,

日本語 の 特殊 性 か ら くる さま ざま な 障 害 が あ る こ とは 明 らか で あ ろ 二加 は,ほ とん どが 入 出 力 に 集
注D

申 して い て 、従 来 の 機 器 と本 質的 に異 な る点 は,入 出力 装 置 で あ る。 日本 語 の特 殊 性 に よ る装 置 の

日.2)問 題 点 ば
,

1)字 種 の多 さに と もな う装 置 の 複 雑 化

2)装 置 の操 作 性 の 問 題 点

3)印 刷様 式(た て 書 き,よ こ書 き)

4)印 刷 ま たは 表 示 上 の 品 質

5)字 体 の装 置 へ の 適 合 性

6)文 字 コー ドの割 当 て

な どで あ る。 入 出力 装 置 の うち と くに 入 力 装 置 は,つ ぎの特 殊 性 が あ るた め考 慮 す べ き点 が多 い。

1)漢 字 は字 種 が多 い上 に,一 ・字 を 語(word)と 見 た場 合,英 字 で は 語 が アル フ ァベ ッ トで 構 成 さ

れ るの に対 して,確 か に"へ ん,つ く り"な ど の構 成 要 素 に 分 解 は で き るが,要 素 の変 形 で漢 字

一 文 字 が形 成 され る ので
,欧 文 タ イ プ ラ イタ と異 な り印字 が 機 械 に の りが た い 。

2)上 記 の理 由 で,い わ ゆ る"探 す"目 視 操 作 が 必 要 な た め,原 稿 目視 だ け で 打 鍵 が で きな い。

3)熟 練 に か な りの時 間 を 要 す る。

4)誤 入 力 とな る要 素 が 多 い。

5)入 力 装 置 は,字 種 が 多 く,英 文 タ イプ ライ タの よ うに 普 遍 性 が な い こ とな どか ら高 価 とな る。

キ ー ボ ー ド,紙 テ ー プ機 器 の み の機 成 で も高 価 であ る。

装 置 の価 格 と どん な 入 力 シ ス テ ム を 採 るか が,シ ス テ ムを 考 え る場 合 に,コ ス トパ フ ォー マ ンス

(costperformance)の 観 点 か ら大 き く全 体 を 左 右 す る要 素 とな る。 た とえぽ,校 正 シス テ ムの 入 力 の

場 合,モ ニ タ プ リン トま たは デ ィス プ レ イを併 用 して 目視 チ ェ ッ クを 行 な いな が ら入 力 す る シス テ ム

と,目 視 チ ェ ックを ま った くな しに いわ ゆ る"あ くら入 力"す る場 合 とは,装 置 の 種 類,台 数,オ ペ

レー タ数,オ ペ レー タの質 な ど ま っ た く入 力 シス テ ム構 成,費 用 を異 にす る。 日本 語 情 報 処 理 の 入力

シ ス テ ムは,従 来 の入 力 シ ス テ ム に お い て考 慮 す べ き点 に,日 本 語 の特 殊 性 を 加 え て 、木 質 的 に ど う

注3)

あ るべ きか を 検 討す る必 要 に 迫 られ て い る。 参 考 の ため に従 来 の入 力 シス テ ム で の要 点 を述 べ る

と次 の とお りで あ る。

1)正 しい デー タの入 力 は 全 シ ス テ ム の 大前 提 で あ る。

2)実 際 の 入 力 シス テ ム の 内容 は,誤 り検 出 と訂 正 の作業 で あ る。
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3)ヒ ュー マ ンエ ラ ーの 大 部 分 は,デ ー タの記 録 と コ ーデ ィ ン グに あ る。

4)エ ラー検 出 の具 体的 方 法 は,日 枝 法,重 複 法,バ ッチ トー タ ル法,コ ン トロー ル トー タル法 で

あ る。

入 力 シス テ ムの ハ ー ドウエ アに つ い て は,数 字 コー ドシス テ ム,フ ル キ ーボ ー ド方 式 か ら始 ま って

多 くの考 案 が 行 な わ れ て きた が い まだ に決 定 版 が出 現 す るに 至 って い な い の が現 状 であ る。 人 手を

介 しな い漢 字 認識,音 声 入 力 な ど も,ま った くそ の研 究 が 緒 に つ い た ば か りで あ る。

3.1日 本 語 情 報 入 力 シ ス テ ム の ソ フ トウ エ ア

こ こで い う ソフ トウエ ア とは 入 力 シス テ ムに お いて,シ ス テ ム中 で 入 力 機 器 を どの よ うに 使 うか を

指 し,全 シス テ ムの 中 で どの よ うな 位 置 づ け に あ るか を 実 例 に よ って 考 察 しよ うとす る もの であ る。

3.1.1シ ス テ ム の 流 れ

入 力 シス テ ムは,大 き く分 け る と入 力 作 業 そ の もの と,訂 正 お よび 訂 正 入 力 の 二 つ に な る。 また方

式 的 に見 る と,訂 正 を タ ー ン ア ラ ウ ン ド(turnaround)で 行 な うか,ま た は対 話 形 式 で行 な うか の

二 つ の形 態 とな る。 と くに 日本 語 入 力 とな る と,わ れ わ れ に と って,"理 解 で き る"内 容 で あ り,機

械 的 な ベ リフ ァイ法 は 非能 率 で 行 な わ れ て い な い。 タ ー ン ア ラ ウ ン ドで 行 な うか,対 話 形 式 で行 な う

か は,

1)要 求 され る デ ー タ校 正 サ イ クル時 間 と全処 理 シス テ ム時 間 と の関 係 。

2)入 力 シ ス テ ム装 置 の 投 資 費 用 の経 済 性

な どに左 右 され るが,後 者 は 日本 語 入 力 を考 え る場 合,大 きな 要 素 で あ る。

(1)タ ー ンア ラ ウ ン ド方 式 の 例

現 在,最 も大 量 に 日本 語 入 力 を 行 ない,か つ ター ンア ラ ウ ン ド方 式 を 採 用 して い る代表 的 例 に,日

注4)
本 科 学技 術情 報 セ ン タ ーの 文 献 速 報 自動 作 成 シス テ ム が あ る。 詳 細 に関 して は 第6章 に述 べ られ

て い る。 ター ンア ラ ウ ン ドに 要 す る時 間 は 校 正 サ イ クルで,1サ イ クル1週 間 と され て い る。

(2)対 話形 式 の例

これ は,1971年11月 に 日本 ア イ ・ピー ・エ ム社 で 完 成 され た 自動編 集 組 版 シ ス テ ム(Japanese

注5)、
PublishingSystem;JPS)の 入 力 シス テ ムで あ る。 これ も前 例 と同 様 に 第6章 に 述 べ られ て い る。 新

聞な どの即 時 性 を 要 求 され る トー タル シス テ ムに は不 可 欠 で あ る。 と くに この例 では,校 閲 のみ で な

く,』組 版 を も対 話 形 式 で 入 力 して い る。

こ の二 つ の入 力 方 式 の比 較 は前 記 条 件 に よ って 決定 され る が,校 正,修 正 処 理 お よび 処 理 時 間,費

注6)

用 な どに,入 力 方 式 に お け る問 題 点 が クP－ ズ ア ップ され,対 話 形 式 また は,目 視 チ ェ ックを 強化
'注7)

す る 目的 で漢 字 デ ィス プ レイ装 置 に よる校 正 実 験 が 行 なわ れ て い る。 対 話形 式 の さ らに 拡 張 され た
'注8)

例 と して は,日 立 製 作 所 が そ の研 究 の一 端 を発 表 した カナ け ん 盤漢 字 入 力 装 置 が あ る。 この 詳 細

は次 の項 で述 べ る。

3.1.2入 力 手 順

入 力 手 順 は次 の よ うな手 順 で 行 な われ る。
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1)原 稿 の 用意(原 稿 フ ォーマ ッ ト)

2)入 力 装 置 に よる入 力(一 般 に紙 テ ー プに 出 力)

3)校 正 マ ス タ ーテ ー プ(校 正 未 完 の テ ー プ),校 正 トラ ンザ クシ 。ン テ ー プ(校 正 情 報 入 力 の テ

ー プ)へ の紙 テ ー プか ら磁気 テ ー プへ の 変 換
。

4)校 正 と訂正 。 次 項 に 述 べ る校 正 サ イ クルに した が って,校 正 と訂 正 を 行 な い,訂 正 部 分 を 所定

の 手 順 に よ って指 定 して,訂 正 デ ー タの 紙 テ ー プを作 る。

5)電 子 計 算 機 に よる マ ス タ ー ラ ー プ と トラ ンザ クシ ョンテ ー プの マ ー ジ。 校 正 サ イ クル中 で 行 な

わ れ るが,最 終 的 には 完 成 した テ ー プ とな る。

以上 の 手 順 の 中 で,最 も重 要 な の は校 正,訂 正 の 具 体 的手 法 と,そ の サ イ クル であ る。

3.1.3校 正 サ イ ク ル

図3.1にJICSTで 行 な わ れ て い る校 正 サ イ クルの概 念 図 を 示 し,図3.2(=図6.8.3),に 日本

ア イ ・ピー ・エ ム社 で行 な わ れ て い るJPSの シ ス テ ム図 を示 す。

新規

紙 テー プ

＼ 新規パンチ

づ 漢テ。,鈎

校正 ずみ
ゲ ラ

よ
校正

紙 テ ー プ

兀 了

カート
ー次校正完 了'

二次校正完 了

(一 次校正 パンチャニ次校正 情 報員)

校 正

トランザクションテープ

校正
マスターテープ

セグ メン ト

チ ェ ソク

ー"/b

文 献

トランザクションテープ

・ 図3 .1校 正サ イクル概念 図(JICST)

校 正 サ イ クルは,JICSTの 例 で は 原稿 と校 正 ゲ ラ とは 内容 と順 序 を 同 じで見 や す く して あ り,

訂 正 をす る場 合 に は,原 稿 と見 比べ られ て の ち朱 筆 が いれ られ た 原稿 に よ り,図3.1の ご と く訂 正 パ

ンチ 作業 が行 なわ れ る。 訂 正 レコー ドを 指 示 す るた め に は,

1)原 稿 番 号

2)セ グ メ ン トの 種 類

3)セ グ メ ン ト中 の レコ ー ド番 号

を 必 要 と し,2字 訂 正 す る の に26字 パ ン チす る と され て い る。 訂 正 す る.のに 要 す る情 報 量 お よび,

訂 正 の訂 正 誤 りを 避 け られ る よ うな運 用 が望 ま しい。 訂 正 に要 す る校 正 サ イ クル の収 れ ん速 度 が きわ
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注9)

め て重 要 で,こ れ を と くに考 慮 に入 れ た入 力 シ ス テ ム もあ る。

3.1.4エ ラ ー

日本 語 情 報 処理 シ ス テ ムで,エ ラ ーの発 生 す る個 所 は お もに 次 の よ うに考 え られ る。

1)原 稿

2)オ ペ レー タ

3)入 力 機 器

4)校IE者

5)ソ フ トウ エ ア

6)電 子 計 算 機

7)出 力 機 器

この うち で,エ ラ ーの 出や す い のは いずれ も人 間 に介 在 す る と こ ろ で,1),2),3),4),5)で

あ る。 入 力 エ ラーは,入 力 条 件 で大 巾に 異 な る が,表3.1に 各 種 デ ー タの 比 較 を 示す 。

エ ラー に対 す る対 策 は ,入 力 シ ス テ ム の 良否,関 係す る要 員 の ワ ー グマ ン シ ップ(workmanship)

に まで さか の ぼ る必 要 が あ る。`エラ ーに 関 して 日本 語 入 力 は 表3.1に 示 す よ うに 多 かれ 少 な かれ む ず

か しさが存 在 す る。

入 力 手 段
L

エ ラ ー の 状 況 入 力 条 件 備 考

電 話 ダ イ ア ル 8/100件 誤 ダ イ アル『 7桁 ダイ ヤ ル

参 考 文 献
'

3)P.469

～P .470

4)P.12

7)P.22

キ ー カ ー ドせ ん 孔 機 1/1,500ス ト ・ 一 ク 経験半年

カ ナ タ イ プ 検 定 1級1/250,2級1/200,3級1/150字'

タ イ プ後 の 目視 チ ェ ッ ク 80%発 見可能

電 信 オ ペ レ ー タ 1/3,200字 昭和40年

電 信 時 チ ェ ッ ク 9.8/10,000→2.8/10,000字 〃38年

漢 字 ミ ス パ ン チ 1/100字

実 験 校 正 発生率(件)64%→3%

表3.1各 種 入 力 エ ラ ーの 比 較

3.1.5入 力 字 種,コ ー ドお よ び 字 体

一 般 的 に 日本 語 情報 処 理 シス テ ムに 使 われ る漢 字 の字 種 に つ い て は次 の条 件 を考 慮 しな けれ ば な ら

な い。

1)当 用 漢 字

2)新 聞

3)雑 誌

4)大 漢 和 字 典(服 部)

5)康 煕 字 典

1,850字

2,600〃

3,400〃

8,626〃

49,030〃

使 用字 種 の選 定 に つ い て は,入 力,出 力 機 器 と も装 置 ハ ー ド ・ウ エ ア仕様 を決 定 す る上 で,細 密 な

解 析 調査 が必 要 ぞ あ る。JICSTに お いて は,こ の よ うな 解 析 が 行 な わ れ,結 果 と して表3.2,表
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3.3(=表6,1.1)の よ うに な った。

この 例 は科 学 情 報 と範 囲 が限 られ て い る場 合 で,さ らに行 政 体 組 織,民 生 業 務 な どに範 囲 を 拡 げ る

「lle

と,最 低3000字 種 は 必 要 と され て い る

コ ー ドは,字 種 数 の使 用 分 野 に おけ る違 いな どか ら,新 聞 社5社 の 協 定 に よ るCO-59が あ る だ

け で,漢 字 コ ー ド体 系 は ば らぼ らで,け ん盤 配 列 と同 様 に,標 準 化 が きわ めて 困 難 で あ る。 た だ し今

後,日 本 語 情報 処 理 シス テ ムが 普 及 す るに した が って,標 準 化,規 格 化 が 強 く望 まれ る と こ ろ で あ

る。 入 出 力 機 器 に お い て,日 常,よ くわ れ わ れ の 目に ふ れ る字 体 に つ い て もバ ラエ テ ィに 富 ん で お

り,下 記 の よ うな 系 列 に 分 か れ て い る。

1)新 聞,雑 誌,印 刷 所 固 有 の 字 体

2)印 刷 装 置 メー カに よる字 体

3)字 体 家(レ タ リン グ ・デザ イナ ー)に よる字 体

4)電 子 計 算 機 に適 した字 体(た とえ ば ドッ ト,折 線字 体 な ど)

入 力装 置 に,人 間 工 学 的 に 見 て どの 字 体 が よい か な どの 定説 は な い。

編
抽出標本
記 事 数

抽出延べ
字 数

異 な り
字 数

異な り字数
/延 べ字数

物 理 136 8,625⑥ 687⑨ 0.08

機 械 208 16,760② 954② 0.06

化 学 370 19,227① 1,008① 0.05

電 気 120 10,580⑤ 788⑤ 007

金鉱地 122 10、837④ 783⑦ 007

土 建 83 6,705⑦ 824④ 0.12

経 営 75 5,934⑨ 784⑥ 0.13

原子力 53 6,484⑧ 701⑧ 0.11

国内化 130 14,324③ 883③ 0.06

小 計
(当用)

1297 99,476 全編1378

(表外) 295 150

合 計 1,297 gg,771 1,528

注)○ 付 き数 字は各欄数値 の編別順位 を示す

表3.2∫ICSTに おけ る編成異 な り漢字表

3.2日 本 語 情 報 入 力 シ ス テ ム の ハ ー ドウ エ ア

この項 で は,こ れ まで に 開発,製 品化 また は 発 表 され た 入 力 シ ス テ ムの装 置の まず方 式 的 な面 か ら

見 た分 類 を述 べ,つ ぎに ハ ー ドウエ ア を詳 細 に,原 理,特 長 な どに つ い て説 明す る。

3.2.1エ ン ト リー 形 式 の 分 類

表3.4に 日本 語 情 報 入 力 の方 式 分 類 を示 す 。
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日本語 情 報 入 力 は 二 つ に 分 か れ て,人 手 を 介す る方 式 と人 手 を 介 しな い方 式 に分 か れ る。 現 在 ,市

場 に あ る製 品 ま たは 具 体 的 に 発 表 され た ものは 前 者 が大 部 分 で,後 者 は 主 と して研 究 的 段 階 にあ る。

(1)数 字 コー ド方 式

これ は,前 も って 漢 字 を数 字 に よっ て,コ ー ド化 して イ ンプ ッ トす る もの で,コ ー ドへ の 変 換 は テ

ー ブ ルな どを 用 い て 人 間 が行 な う もの で
,テ ンキ ー ボ ー ドな どを 入 力機 器 と して 使 用 し うる。

② フ ル キ ー ボ ー ド方 式

最 もあ りふ れ た 入 力方 式 で,け ん 盤 の キ イ トップに 文字 を配 置 し!シ フ トキ ーに よ り一 つ の キ ー ト

ップの うちの 一 つ の文 字 を指 定 す る。4シ フ ト位 の シ フ ト数 か ら,10シ フ トま で あ る。

(3)'テ ー ブル ・,レ。 クア 。プ方 式

文 字 を表 に 配 置 す る点 で は,外 観 的 に は フ ル キ ー ボ ー ドに類 似 す るが,全 文 字 をA3版 大 に ま と

め,表 に お け るそ の文 字 を ペ ン また は ス タ イ ラス で指 示す る こ とに よ り入 力 を 行 な うもの で,平 面 的

に表 を設 け る もの と,円 筒 状 の もの が あ る。 目視 す べ き面 積 が 少 な くな る。

(4)マ ル チ ス トロー ク方 式

フル キ ー ボ ー ドや テ ー ブ ル ・ル ックア ップの よ うに ,全 文 字 種 か ら一 字 を 選 ぶ 困 難 さを多 くの指 の

ス トロー ク ・タ ッチで 行 な うもの で あ る。 カ ナ文 字 入 力 に よっ て,電 子 計 算 機 で所 定 の漢 字 に翻 訳 す

る。 直 接 全 部 の音,訓 読 み を 入 力す る もの と,電 子 計 算 機 と対 語 を 行 な って,な るべ く少 な い キ ー タ

ッチ で入 れ よ うとす る対 語 型 が あ る。 文 字 を"へ ん""つ く り"な どの 構 成 要 素 に 分 解 して 入 力 す る

もの,音 に よ りそ れ の属 す る フ ァ ミ リー全 部 を 表 示 し,そ の 中 か ら所 定 の 一 個 を 指 定 す る もの も あ

る。 表3.4に 字 形 式 とあ る の は,文 字 の特 長 に よ って,フ ァ ミ リーに ま とめ た写 真 植 字 に採 用 され て

い る よ うな 方 式 を い う。

日

本

語

情

報

入

力

方

式

人 手 を介 す る

エ ン トリー方 式

数 字 コー ド方 式

フルキーボード方式磯 忽

㌫ カレルックアツプ認=膓 ル,　 遮 曇1

人手介在音声入力(速記入方式)

オンライン手書 き漢字入力方式

:撚 壌 二:鷲 識入力

表3.4日.本 語 情報 入 力方式 の 分類

一54一



(5)人 手 介在 音声 入 力(速 記 入 力 方 式)

会 話 や 議 事 を 聞 い て 速 記 す るか わ りに,特 殊 キ ーボ ー ドで 入 力 す る もの で,き わ め て長 い訓 練 を 要

す るが 入 力 速 度 は 早 い。

(6)オ ン ライ ン手 書 き漢 字 入 力 方式

書 か れ る文 字 の ス トロー ク,書 き順 な ど を用 紙 の 下 に置 か れ た タ ブ レ ッ ト装 置 で 座 標 変 化 して送

り,文 字 認 識 を 行 な う もの で あ る。

(7)印 刷 漢 字 認 識 入 力

前 項 は書 か れ つ つ あ る文 字 を 自動 認 識 す るの に対 して,こ の入 力 は 印 刷 され た漢 字 を認 識 し入 力 す

る もの で あ る。

(8)音 声 入 力'

文 字 どお り人間 の発 す る音 声 を 認 識 し日本 語情 報 を イ ン プ ッ トし よ うとす る もので,ま だ 研 究 の 段

階 で あ る が,そ の動 向 を述 べ る。

3.2.2人 手 を 介 す る エ ン ト リー 方 式

(1)数 字 コー ド方 式

この方 式 は,前 も って 準 備 され た漢 字 と数 字 コ ー ドの対 応 表 を 使 用 して,人 手 に よ り漢 字 を10進 .

コ ー ドで 変換 す る。 これ を さ らに テ ンキ ー ボ ー ド,キ ー カ ー ドさん孔 機 を 使 って,紙,磁 気 テ ー プ ま

た は カ ー ドに記 録 す る。 この 例 を 図33,図3.4に 示 す1正11UlO進 数4桁 を使 えば 最高1万 字 種 を 取

り扱 い う る。 コー ドを 人 間 が記 憶 す る の に便 利 な よ うに して お け ば,翻 訳 作 業 の 限界 は あ る程 度 軽 減

し うる。 コー ドの 決 め 方 は 次 の ふ た とお りの考 え 方 が あ る。

IBMKANJIMESSAGEDATASHEET

トESSA圧 似SSＬKALELM～ITTENBY』 服 ⊥(茅 坐

MESSAC£NO._」 ≦]二_4三』LISTCHEα くBY

2nd(托(XL

L燵

}⑩.

蜘lME鋤GEDATA

1234.5、6.789110ユ112、13,141516

COHIIξ凧

1
1≡唱

・

毘入用 ll|1'1旅1行1だ μ1り1'llll}

2 コ1-1ス1書1号i:IKITI4141311111

3
泊lll1数1:151》 白161日llllll

4
交ll通ll引 ～1:1¥15151.12}510111

5 1大1阪1空1港H礼1幌{-1刻 笏1湖H白 毘 卜一

6
登1刃ll口1洞1新 潮 「=1ニ1セ1コ1=i岩i内1=1績1再

7 半;島1-}小1埠 』 同 視H千1歳 国 樹 一1大悟

8 豊凶llい 川1口llll

9
1ぐ1住1復1空|ピ[這1西1、i遣1南}の1施[>il

10
随1西 卜1遣 噛1を1中1心1と1し1た1則 どに1ろ

11
の1多1い1コ1-1ス1で1†1.11支1坊1・1洞1菊Hの

12
、 21っ1の1湖iを 胎1わ1、1創 老1の1ア1イ1ヌ 榔1落

13
、1奇1培1カqそ1そ1り1立[っ1積1再 」半1島1の 」景噸L

図3.3漢 字 文字 印刷 レ イア ウ トの例
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図3.4漢 字 コー ドに変 換 した文章 例(図3.3の レイア ウ トを変換 した もの)
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'メ ー カ ー 名 富 士 通 株 式 会 社 富 士通 株 式 会 社 谷村(株)新興製作所 谷村(株)新興製作所 日本電子産業㈱,谷村㈱新興 日本 アイビーエム株式会社 高千穂交易株式会社 沖電気工業株式会社

機 種 名 F6801A F6802B S-4000 SCK-200 KB202A
IBM漢 字 鍵盤 機構付

29せ ん孔 機
T-4112,T-4011,T-4012 漢字鍵盤 さん孔機

文 字 キ ー の 数 480十192(オ プ ション) 24町 48 192 192 240(spacebar含 まず) 256 650

シ フ ト キ ー の 数 8 12 1～3 MAX15 14 15 15 4

文 字キー当りの文 字数 8文 字/キ ー 12文 字/キ ニ 文字/キ ー MAXl5文 字/キ ー 14文 字/キ ー 15文 字/キ ー 12文 字/キ ー 4

文 字 種 3,840種 2,880(細 目はユーザーによる) 細 目はユ ーザー指定 細 目 はユ ーザ ー指定 2,688種 3,500種 3,072種 2,600種

漢 字 2,808 1,912 2,950 2,808

ひ ら が な 86 85 87 83

カ タ カ ナ 103 87 86 83

英 数 字 62 62 62 62
㍉

記 号 ・232 150

170

42

特 殊 文 字 549 392 10

そ の 他 ユーザーの選択した145字

外 字 1,536 4,500 10,000(MAX) 5,120

入 力可 能 文 字 種 5,376 4,096種 2,880種 7,188 8,192 5,200

記 録 媒 体 紙 テ ー プ 紙 テ ー"プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ IBMカ ー ド カセット型磁 気テー プ 紙 テー プ ディスプレイ

コ ー ド
パ リ テ ィ の 有 無

8bit

無

6bit

無

6bit,8bit

パ リ テ ィ可

6bit,8bit

無

8bit

無

EBCDICカ ー ドコー ド

(2Col/字)

8bit

有

6bit,8bit

有

モ ニ タ ー 無 無 可(SC-4000) プ リン ト可(SCP-200) 無 無 デ ィ ス プ ↓ イ デ ィ ス プ レ イ

打 鍵 速 度(MAX) 80文 字/分 120文 字/分 400文 字/分 400文 字/分 100文 字/分 通常60～80文 字/分 120文 字/分 500字/分

外字 イ ンプ ッ ト方法
シス テム によ る

一例 番号入 力 テ ンキーによる番号 入力 パ タ ー ン 入 力 外字用連数 字キー(100種)

を2度Keyinす る事によって入力
コ ー ド入 力 方 式

使 用 環 境 常 温 常 温 常 温1常 温 通常 の オ フ ィス環 境
T-4011:紙 テープせん孔

T-4012:デ ィスプレイモニターなし

温 度 5℃ ～35。C 5℃ ～35。C 10℃ ～30℃ 15℃ ～35℃ 5℃ ～35℃

湿 度 40%～80% 40%～80% 35%～85% 20%～80% 30%～70%

備 考
コード富士通漢字コー ド

書 体 明朝/ゴ シック切換あり

コー ドCO-59

制 御方式IC

価格 買取 万円
140万 円

160万 円(オ プション付) 未 定 110万 円 140万 円 約612万 円 488万 円 160～180万 円

レンタル 万 円/月 12万 円/月

発 売 年 月 昭 和45年3月 出 荷 昭 和47年12月 出 荷 昭和47年8月 昭和39年 昭和42年 昭 和46年4月
、

昭 和43年12月

販 売 富 士 通 株 式 会 社 富 士 通 株 式 会 社 谷村(株)新興製作所 谷村(株)新興製作所 日本電子産業(株) 日本アイビーエム株 式会社 高千穂交易株式会社 沖電気工業株式会社

表3.5日 本 語情 報入 力装置(そ の1フ ルキ ーボ ー ド方 式 の代表 的 な例)





1)漢 字 の形 を も と と して 決め る。}

2)漢 字 の音 訓 を もと と して決 め る。

記 憶 の しやす さの点 か らは後 者 が有 利 とされ て い る。 数 字 コー ド方 式 は どれ だ け の漢 字 の コ ー ドを記

憶 で きるか に かか って い る。 この方 式 を使 用 す る場 合,処 理 シス テ ム内 で は メ モ リ必要 量 を 節 約す る

た め,10進4桁 よ りた とえば12ビ ッ トに変 換 す る必 要 が あ る。

(2)フ ルキ ニボ ー ド方 式

日本 語 の 入 力機 器 と して は 最 も歴 史 も古 く,さ ま ざ まな もの が 発表 され て い る。

表3.5は 現 在市 場 に あ る製 品 の 代 表 的 な もの を示 して い る。 由来 か ら見 る と次 の三 つ が あ る。

1)漢 字 テ レタ イ プ,い わ ゆ る"漢 テ レ"を そ の ま ま入 力 ど して 使 う。 ・

2)自 動 モ ノ タ イ プ用 の け ん 盤 を 流 用す る。

3)漢 字 デ ィス プ レイ とか,漢 字 シ ス テ ム可 用 に設 計 され 開 発 され た もの。

自動 モ ノ タイ プ,漢 テ レの 開 発 は1920年 に始 ま りIEi2)長 い経 路 を もつ た め 採 用 しやす い。 表3.4に

示す よ うに,少 数 お よび 多 数 シ フ トが あ るが,操 作上,価 格 上 の優 劣 はつ け が た い。 キ ー ボ ー ドの大

き さに 関 しては,明 らか に多 数 シ フ トが 小 型 に な る。 図3.5に 新 興 製 作 所 製 漢 字 け ん盤 さん孔 機 の文

字 配 　i」を示 す 。 さ ら に大 規 模 な面 積,機 能 を 持 った 例 と して はFACOM6801A漢 字 入 力 キ ー ボ ー

ドが あ る。 そ の入 力 可 能 文 字 数 は3,840種 で あ るが オ プ シ ョンで5,376種 ま で 拡 張 で き る。 ま たT

4112漢 字 鍵 盤 デ ィス プ レイ ・レ コー ダーで は そ の名 の と お り,入 力 した漢 字64文 字 を ブ ラ ウ ン管 に

表 示 し,目 視 チ ェ ッ クが で き る。 出 力 は従 来 一 般 的 に 行 な われ て来 た 紙 テ ー プ出 力 で は な くて,最 近

英 数 字 の 入 出力 媒 体 と して 流 行 して い る カセ ッ トテ ー プに 出 す 。 つ ぎに漢 字 け ん 盤 を キ ー ボ ー ドさん

孔 機 を取 り付 け て,漢 字 入力 装 置 に した 例 を写 真3.1に 示 す 。 これ はIBMよ り発 表 され た もの で,

IBM29穿 孔 機(カ タ カ ナ付) 、を母 体 と して 漢 字 デ ー タ,英 数 字 デ ー タ入 力 が で き る。 主 要 性 能 に

つ いて は 表3.5の とお りで あ る。 漢 字 け ん盤 上 に な い文 字 を 入 力 す るに は,外 字 処 理 用 連 数 字 キ ーが

用 意 され,2け た連 数 字 を2回 キ ー イ ンす る こ とに よ り,'4け た の 文 字 番 号 を入 力 す る。

(3)テ ニ ブル ・ル ッ クア ップ方 式 ,

表3.4に 示す よ うに,平 面 お よび 円筒 面 テ ー ブル型 が あ る 従 来 の和 文 タ イ プ ラ イ タの簡 単 な改 造

注2)

に よって,こ の二 つ の 型 を 実 現 で き る こ とが提 案 され たが,そ の 変形 は 最近 日本電 気 か ら発 表 され

たC5110漢 字 入 力 装 置 で あ る。 写 真3,2に 外 観,図3.6に 文 字 盤 を示 す 。 この 入 力 装 置 の 特 長 は,

素人 で も直 ち.に扱 い うる こ と と,日 本 全 国 に10万 人 に 近 い 習 得 者 が い る こ とで あ る と され て い る。

原理 的 に は 片 手 でXYの 座 標 に 配 置 され た 文 字 盤 の 入力 希 望 の文 字 を探 して文 字 指 示 具 を も っ て き

て,左 手 で印 字 レバ ーを 押 す と ト リガが 働 くと同 時 に活 字 庫 か ら指 定 した 活 字 が 拾 わ れ て 印字 が行 な

われ る よ うに な って い る。 文 字 のXY座 標 は 、 し一・ド光源 を 使 うホ ロ タブ レ ッ トや 高 周 波 に よ る電 子

注13ノ,注1・い
タ ブ レ ッ トに よ り文 字 コー ドと して送 られ る。

次 にIBMが,EXPO'70で 発 表 した ス タ イ ラス に よ る漢 字 入 力 装 置 を述 べ る。 これ は 次 の 点 を

ぱ　
考 慮 して設 計 され た。 す な わ ち従 来 の もの は,

1)3段 よ り最 高12段 にわ た る シフ トキ ー と文 字 キ ー両 手 操 作 は相 当 の 熟 練 お よび 専 門 化 を 必
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要 とす る。

2)コ ー ド体 系 が確 立 し てい な い。

3)不 特 定 多 数 の 人 が 使 用 で き る オ フ ィ スマ シ ンでは な い。

こ の装 置 の キ ー ボ ー ドの 表 面 形 状 は,約84x33cmサ イ ズに ま とめ られ,使 用 頻 度 に した が?て320,

1,600,1,600文 字 の3区 画 に 分 け られ て い る。 漢 字 コ ー ドは,ス タ イ ラ ス とい わ れ る鉄 筆 の よ う

な 形 を した ペ ンを使 って,所 定 の文 字 位 置 を 軽 くお さえ る こ とに よ って,2桁 の カ ー ドコー ドまた は

写 真3.lIBM漢 字 けん盤 機 構付29穿 孔 機

写 真3J2 NECC-5110漢 字 入 力 装 置
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●標準盤面活字表(2205字)
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図3.6NECC-5110漢 字 入 力装置 の文字 盤



12ビ ッ トの 計 算 機 コ ー ド を 出 す 。 文 字 ス イ ッ チ に は,EDST↓elnsticdiriphramswitchtechnology)

「E王5),汀 コ6[

とい う信 頼 性 の高 い長 期 間 の 使 用 に耐 え る新技 術 を採 用1て い る。 つ ぎに 日立 製 作 所 が 発 表 し

汀三9).tE17)
た 磁 気 ペ ン方 式 漢 字 入 力 装 置 に つ い て 述 べ る。 図3.7に そ の 原 理 図 を 示 す 。 こ の 装 置 は,

multi-scanFS.S.に よ る漢 字 デ ィス プ レイの 入力 部 と して 開 発 され た もの で,2,400種 の 文 字 の 入

力 が で き る に もか か わ らず 大 き さ は52W×41D×14Hcmと 小 さ く,文 字 表 はA3版 程 度 で 小型 で

あ る。 原 理 は,ペ ン の先 に つ け られ た小 型 永 久 磁 石 が,入 力 しよ う とす る文 字 表 中 の字 に 近 づ け る

と,図 の よ うに 配 置 され た リー ドス イ ッチ のONに よ り,ト ラ ン ス型ROMよ りコー ドを 発 生 す る も

の であ る。 磁 気 ペ ンが 文 字 表 をな でた だ け で は 入力 しな い よ うに な って い る。 表3.6に これ らの 各 種

の 入力 装 置 の代 表 例 を 示 す 。

これ ま で述 べ た テ ー ブ ル ・ノレッ クア ップ方式 の入 力 装 置 は す べ て平 面 的 な文 字 盤 また は 文 字 表 に よ

文字 表

磁 気ペ ン

リー ドス イ ッチ

◎

◎

⑩
審ー

DC電 源

図3.7磁 気ペ ン入 力装 置の原 理 図

って い るが,前 述 の ドラ ム式 タイ プ ライ タ の概 念 に よる もの もあ る。 これ は 沖電 気 か ら発 表 され た も

の で,和 文 タ イ プ ラ イ タ の変 形 で は な いた め,モ ニ タ印字 は 行 な わ な い。 操 作 は漢 字 の表 を ドラム に

巻 きつ け て,左 手 で ハ ン ドル ホ イ ル を 回 転 しな が ら左 右 に 移 動 し,所 定 の と こ ろ へ 指 針 を持 って き

て,右 手 で ユ ニバ ーサ ル キ ーを 押 す と コー ドが 発生 す る。 テ ー ブ ル ・ル ッ クア ップ方 式 とフ ル キ ー ボ

ー ドとの 比 較 は 困 難 で は あ るが 概 念 的 に は 次 の こ とが考 え られ る
。

1)入 力装 置 を オ ペ レー タ専 用 に す るか,素 人 に も向 くよ うに す るか に よ っ て装 置 の設 計 思 想 が

変わ るが,日 本 の社 会 事情 か ら見 て,オ ペ レー タ専 用 とな ら ざ るを得 な い。

2)10数 段 シ フ トに も な る と キ ー ボ ー ドの 大 き さは,文 字 表 の 大 き さ に 近 づ き記 憶 に も 便利 と

な る が,シ フ トの た め 次 の項 で 述 べ る マ ル チ ス トP－ ク方 式 に近 くな る。

3)原 稿 を 見 な い で打 鍵 す る こ とを考 え る と,テ ー ブル ・ル ッ クア ップ方 式 は ま った く困 難 で あ

る。 目が 原 稿 と文 字 表 の間 を往 復 す る。

4)フ ルキ ー ボ ー ド方 式 の場 合 は両 手 が使 え る。
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メ ー カ 名 日 本 電 気(株) 日本 アイ ・ピー ・エム(株) (株)日 立 製 作 所

機 種 名 C-5110漢 字 入 力装置 (試 作) (試 作)

文 字 キ ー の 数 2205 3520 600

シ フ ト キ ー の 数 0 0 4

文字キー当 りの文字数 1文 字/キ ー 1 4

文 字 種 2,145 >3520 2,400

漢 字 1,878 、

320種 頻度 大 な

〉 るもの

1,6002区 画

ノ

1,900

ひ ら が な 75 81

カ タ カ ナ 75 81.

英 数 字 82(数 字10種 ×3組) 62

記 号 35 115

特 殊 文 字 0 161
▼

そ の 他

外 字 60(文字盤面に固定的にセット)

入 力 可能 文 字 種 技術的 にはほぼ無制属艮

記 録 媒 体 紙 テ ー プ カ ー ド 紙 テ ー プ

コ ー ド

パ リ テ ィ の 有 無

8bit

有

12bit

モ ニ タ ー タイプ印書(標準に装備)

打 鍵 速 度(MAX) 75文 字/分

外字 インプ ッ ト方法

外字 イ ンプ ッ ト方法

上記外字は打鍵入力,

それ以外はテンキーにより

コード番号を数字で入力

使 用 環 境

温 度 5。C～35。C

湿 度 45%～85%

備 考

電子 タブ レットによる

文 字 表 座 標 入 力

elasticdiaphram

switch

に よ る座 標 入 力

リー ドスイッチ による

座 標 およ び シフ トに

よ る入 力

価格 買取 万円 160

レ ンタル 万 円/月

発 売 年 月 昭 和47年3月

販 売 日 本 電 気(株) 日本 アイゼ ー・エ ム(株) (株)日 立 製 作 所

表3.6日 本 語情 報 入 力装置(そ の2,テ ー ブル ・ル ック ・ア ップ方式)
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(4)マ ル チ ス トP－ ク方 式

ア.カ ナ文 字 入 力

こ の方 式 は,漢 字 か な ま じ り文 を 見 な が ら カナ タ イ プで カ ナ文 字 と して イ ンプ ッ トし,計 算機 の 中

　

,で漢 字 か な ま じ り文 に 変 換 しよ うと い う方 式 で あ る。 こ の方 式 は い か に簡 単 な装 置 で 容 易 に イ ン プ ッ

トす る か,お よび 計 算 機 の中 でい か に 正 し く,効 率 よ く,変 換 す るか で あ る。 一 般 的 に は 次 の方 法 が

考 え られ る。

1)漢 字 か な ま じ り文 を そ の ま ま タ イ プす る。

2)一 般 の分 か ち書 き程 度 の 手 を 加 え て 入 力す る。

3)漢 字 で書 か れ て い る部 分 に 特 定 の 記 号 を つ け る とか,音 訓 で 注 釈 を付 け る とか して,漢 字 へ

の変 換 を 容 易 に してや る。

4)計 算 機 と対 語 を 行 な いな が ら,カ ナ入 力 の あ い ま い さを 避 け る。

5)漢 字 読 み 音 ど お りに入 力 し,あ い まい さを避 け る追 加 の 情 報 を 入 力す る。

カナ文 字 入 力 の主 体 と な る ものは 前 述 の とお り,カ ナ文 字 の入 力 列 と文 脈 に よ り,な るべ く正 しい 日

/

辞 童

索引表

プ ロ ツ ク

テ ー ブ ル

図3・8

局所 的

文 法処理

メイ ン

単純

意味処理

接 続*最 初 の実 行時 にコ アに ロー
*

テーブル ドし,以 下 コアに常駐

カ ナ漢字 変換部 の プ ロ グラム構 成(NHK)
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減三18).tE19).注20ハロ三21}.注22).tE2:3)

本 文 に直 す こ とで あ って,古 くか ら多 くの研 究 が 続 け られ,成 果 が上 って い

る。 図3.8に 代 表 的 な プ ロ グ ラム構 成 を 示 す 。 前 述5)項 の うち,1),2),3)は ひ と 口に い うと

カ ナ文 字 列 の 日本 文 と して の 自動 認 識 で 理 想 と され て い る と ころ で あ る が,漢 字 へ の 変 換 率,入 力 に

要 す る速 度,計 算 機 費 用 な ど の問 題 が 考 え られ る。 そ の一 つ の 解 決法 と して 考 え られ るの が4)項 で

注24)
あ る。 日立 製 作所 が発 表 した もの は,対 語 に お い て,フ ィ ー ド・バ ッ クと して 次 の 情報 を 使用 し

て い る。

1)・3字 目要 求

2)音 要 求

3)部 首要 求

4)特 殊 要 求(つ く り,濁 点 な ど)

図3.9に け ん 盤 の配 列 を示 す 。 対 語 に要 す る メモ リ総 量 は 約12万 ビ ッ トで,半 導 体 メモ リの 使 用 に

よ り価 格 を下 げ うる と され て い る。
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図3.9対 話型 カナ 文字 けん盤の 配列(日 立)

次 に 東 芝 の 発表 した もの で,日 本 語1字 を 入 力 す る の に必 ず2打 け んす る とい う原 理 の下 に 、 ラ イ

ン プ ッ ト入力 装 置 な る従来 と ま った く異 な る鍵 盤 配列 を持 つ入 力 機 器 と ,2週 間 か ら3ヵ 月 間 の訓 練

で記 憶 され る入 力 の 約 束 の組 合 わせ で行 なわ れ る方 式 が あ る。 こ の方 式 は6章 に詳 述 され て い る。 図

3.10(=図6.9.2)に ラ イ ン プ ッ ト入 力 装 置 の け ん盤 配 列 を示 す 。

イ.文 字 分 解 ス トP－ ク型

漢 字 を分 解 し構 成要 素 の ス トロー クに分 け て 入 力す る方 法 で あ るが,漢 字 の読 み書 きに な じみ の少

な い 米 国 で主 と して研 究 が行 な わ れ て い る 図3.11にRCAで 開 発 され たIdeographicComposing

注25)

Machineの ブPッ クダ イヤ グ ラ ムを示 す 。 この装 置 は ほ ん らいはComposingの た め に 開発 され た

も の で,選 択 され た21個 の ス トロー クと,20個 の完 全 な シ ンボ ル に よ って フ レキ ソ ラ イ タか ら入 力

す る。 そ の 後 さ らにRCAか ら 円 板 の 円 周 上 に 配 置 され た 多 数 の ホ ロ グ ラ ムに よ るComp・sing

目…26)a…27

machineが 発 表 さ れ,同 じ入 力 法 を 使 っ て い る そ の 他,米 国ITEK社 で 開 発 さ れ たChic・dvr・

IBMとMergentheler社 が 開 発 したSinowriしer注28}が あ る。 これ は 漢 字 を"へ ん""つ く り"な ど に

分 解 し,図3、12の よ う な キ ー ト ッ プ を 持 つFLEXOWRITERを 使 用 し,3ス ト・ 一 ク で 入 力

が 行 な わ れ,オ ペ レ ー タ の 前 面 に あ る ス ク リ ー ンに,同 じ字 画 を 持 つ 漢 字 の フ ァ ミ リ ー の 所 望 の 一 つ

を2ス トP－ ク の 打 け ん で 指 示 す る 。 こ の 方 式 は,漢 字 の な じみ の 深 い わ れ わ れ に と っ て は 回 り
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くどい 入 力 の方 法 と いわ ざ るを得 な い。 国 内で は この 種 の 研 究,試 み は見 られ な い。

ウ.フ ァ ミ リー 分 類

こ こ で い う フ ァ ミ リー と は,音 訓 に よ る も の と

検査用

キネスコープ

〃,,,

写 真 植 字 の よ うに字 画 に した が った グル ー プを い

捜入用

〇

二次元

番 地

・8議 藁鞭

文字マ トリクス

レンズ

光学 トンネル

拡大用

キネスコープ

レ ン ズ

フ ィル ム

図3.llldeographicComposingMachine

国 璽園圃闇闇閣麗麗留口囲 闇

闇麗麗圏圏麗麗圏麗麗回 轡

国 国圏割闇闇闇闇闇闇国国 ⑳

團 圏恩顧麗麗闇闇團目團 圏一=
図3.12ChicoderSinowriterの けん盤 配列

う。 後 者 の 方 は 分 解 して 考 え ず に そ の字 画 を もつ 一 字 と して考 え る。 入 力機 器 と して は,ほ とん どが

カ ナ文 字 タ イ プ ライ タを 使 用 す るが,前 途 の カ ナ文 字 入 力 と異 な る と ころは 下 記 の入 力 サ イ クル を 行

な う点 で あ る。

1)漢 字 の 読 み に した が った カナ入 力 を行 な う。,

2)そ の 入 力 に 対 応 す る フ ァ ミリー が オ ペ レー タに表 示 され る。

3)そ の 中 か ら入 力 希 望 の文 字 を な ん らか の手 段 で指 定 す る。

4)指 定 され た 特 定 文 字 の コー ドを 出力 す る。

次 に 丁 業 技 術 院 電 子 技 術 総 合研 究 所 で 開発 した 漢 字 入 力 装 置 に つ い て 述 べ る。 図3.13に そ の 原 理

lil2CJ,

を 示 す。 山 径14cmの 円板 の まわ りに180枚 の マ イ ク,ロフ ィル ムが 配置 され,打 け ん され た 漢 字 の

フ ァ ミリーが 光 源 の 前 に 止 ま り50倍 に拡 大 され て 漢 字 表 示 盤 に投 影 され る。 表 示 盤 上 で 所 望 の 文 字
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が投 影 され た キ ーを 押 す と コー ドが 発 生 す る。 表 示 数 は33文 字 で あ る。 同 じよ うな 原 理bも のが,

電電 公 社 武 蔵 野電 気 通 信研 究 所 か ら も発表 され て い る三30)こ の 他 に,IBMが 発 表 した2760光 学 映

像装 置 も漢字 入 力装 置 の機 能 を そ な えて い る。 こ の装 置 は電 算 機 の知 識 の な い 人 も,指 示 ペ ンを 使 っ

て会 話 モ ー ドス ク リー ンに映 る映 像 の 助 け に よ り会 話 モ ー ドで使 用 で き る。 映 像 は フ ィル ム カー トリ

注31)

ッジで発 生 され るが,フ ァ ミ リー分 類 型 と して使 え る。(写 真3.3)

(5)人 手 介在 音 声 入 力(速 記 入 力 方 式)速 記 用 のけ ん盤 装 置 を漢 字 入 力 装 置 と して使 用 す る試 み は内

外 で行 なわ れ て い るが,独 特 のけ ん 盤 を持 ち,音 声 を 聞 い て 両 手 で 必 要 な だ け 同 時 に 打 け ん し うる。

膨

大

な
記

憶

装

置

の
代

り

を
す
る
マ
イ
ク
ロ
ス

ル
ム
装
置

、7ρ ・ ・ズ

慾遮

半透明

・デ・h・・ラ1光 源な鏡
写真 、.31BM276。 光 翔 象装置

図3.13電 総研 漢字 入力装iの 原理図

装置 は音 が な い の が 特 徴 で,日 本 語 の 速 記 の 場 合 は ロ ーマ 字 表 に 基 づ い て,母 音 と子 音 の略 号 を 決 め

速記 記 号 を構 成 して い る。 オ ペ レー タは 中 枢 神経,運 動 神 経 を 最 大 限 に利 用 し,音 声 を リア ル タ イ ム

で 図3,14の よ うな 出力 印字 テ ー プに記 録 す る。 従 来 は この テ ー プを 記 号 を 解読 し うる速 記 者 が平 常

文 に直 し(反 訳)て い た が,電 算 機 で 自動 反 訳 が試 み られ た 。 これ は最 高 裁 判 所 で 行 な った 例 で あ る

が,反 訳 に要 す る速記 時 の6～10倍 の所 要 時 間 の 問 題 が 解 決 され た。 図3.15に シス テ ム概 要 を示

注9)す
。 反 訳 の ア ル ゴ リズ ムは次 の機 能 か らな り立 って い る。

1)速 記 符 号 を対 応す る訳 に反 訳 し,分 か ち 書 き され て な い仮名 文 字 列 に変 換 す る。

2)連 糸 辞 書 を 探 索 し,単 位 語 認 定 処 理 を 行 な っ て,漢 字 化,カ タ カナ化,数 詞 化 を へ て漢 字 仮
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名 混 じ り文 に 変換 す る。 最 長 の 一 致 法 を 用 い て誤 りを少 な く して い る。

3)同 音 異 義語 の うち,前 後 の 環 境 で 一 意 に 決 定 で きる語 は 漢 字 を選 択 して い る。

4)日 本 語 文章 を速 記 録 の様 式 に 編 集 して 漢 字 プ リン タに 出力 す る

図3.15ソ ク タイ プ速 記 自動 反訳 システム処 理 概 要(日 立)

以 上,実 時 間 の音 声 を 取 扱 うの で,入 手 介 入音 声 入 力 と して 分 類 した。

(6)オ ン ラ イ ン手 書 き漢 字入 力方 式

注32)
1966～1967年 頃 か ら研 究 が 発 表 さ れ た 。 こ れ は 米 国 のTheRANDCorporationのG.F.

Gronerな どに よ る もの で,CRTデ ィス プ レイ,ラ ン ドタ ブ レ ッ トシス テ ムを 使 って,リ ア ル タ イ

ム で手 書 き漢 字 を認 識 す る こ とを試 み た。 この 方法 で は,タ ブ レ ッ ト上 に漢 字 を 書 くと,そ れ がCR

T上 に最 大21文 字類 似文 字 が 表 示 され,そ の うちか ら正 しい 字 を 選 択 す る方 法 を と って い る。 日立

製 作 所 が発 表 した も ので は,認 識 で き る文 字 は,楷 書体 の教 育 漢 字881字 と濁 点 を 含 む カタ カ ナ文 字

注33)

の 計952字 で あ る。 入 力 装置 で楷 書体 を 書 く と次 の ステ ップで認 識 が 行 なわ れ る。

1)入 力 装 置 は 筆 点 座標 入力 に よ り筆 点 の 座標 が刻 々計 算 機 に送 られ る。

2)送 り込 まれ た デ ー タか ら プ ロ グ ラ ムに よ りまず ス ト・一 クを 分 離 抽 出 して,表3.7の11種

の ど の基 本 ス トロー クに相 当す るか 決定 す る。

3)画 数 は 入 力 装 置 の ペ ンの圧 着 回数 を数 え,基 本 ス トP－ クの 内 の特 定 の もの の 存 在 と,そ の

個 数 の組 み 合 わ せ に よ って表3.7(b)の よ うに大 分 類す る。-i義 的 に 決 ら な い も の は文 字 の

特 徴 を さ らに 詳 細 に た ど って,最 終 決定 を行 な う。

4)カ タ カ ナ と漢字 とは,非 常 に形 が 似 て い る の で,図3.16の ご と く付 加 情 報 を 特 定 の 領域 に

書 き込 む 。

5)全 文 字 の 書 き終 りを合 図す る と認 識 が 開始 され,平 均250msで 終 了 し結 果 を 表 示 す る。

3.2.3入 手 を 介 しな い エ ン ト リー 方 式

(1)印刷 漢 字 認 識 入 力

日立 製 作 所 の 発表 した研 究 結 果 に つ い て述 べ る。 漢 字 認 識 と して次 の二 つ の 方 式 が 考 え られ 実験 が
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図1文 字 記 入 枠(Fig.1)

圃 。力陸 ㌫

回 。刀∵;評
図3.16文 字記 入枠 と特 定領 域 の記 入

(a)基 本 ス トロ ー ク(Tablel) (b)分 類1列(Table2) (c)類 似 文 字(Table3)

コ ー ド 形 状

3 none

工土 士才上下大 川千三

エ オキケサ シチ ツテ ヲ

仮名 漢字 仮名 漢字 仮名 漢字

単
純
ス
ト
ロ
ー
ク

A
一 ノ

ア 刀

一

夕 タ ミ 三B 口
C ノ ・

4 P
支日月中内方欠友反戸

今分水ネ
工 工

1

チ 千 口 口D ＼ 、

複

合

ス

ト

ロ

ー

ク

P コ コ フ フ
オ x ナ †

6 PS 死池地雨安西Q 乙 工 一し

力 カ

`

二 二

1

R ラ5
9 QQ 飛,S ∠Lし レ

シ 三

1

ノ＼ ノ＼

1

T う |2 SSP 結 給
u 乏

15 PP 論 敵 課 諸 諸 確V 乏

表3.7基 本 ス トロー クと文 字 分類

`ll3・1

行 な わ れ た。

1)PatternInformationReduction

図3.17の ご と く漢 字 をX,Y軸 の 方 向 に投 影 して,濃 度,漢 字 パ ター ンの 空 間 周 波 数 を 分 析

して 認 識す る。

2)MacrotoMicroMultistageProcessing

漢字 を二 次 元 空 間 フ ィル タ ロジ ッ クを 通 して認 識 す る。 す なわ ち,図3.18の ご と く4×4,16×1

6,32×32,とViewingmeshで 階 層的 に 行 な い,各 階 層 で 標 準 パ タ ー ン と マ ッチ ン グテ ス トを

や って認 識 す る。

実験 結 果 は881字 の認 識 が 可 能 で あ った 。

② 音 声 入 カ

ー 般的 な音 声 入 力 ま たは 認 識 は
,学 問 的 な 興 味 か ら数 多 く研 究 され て い るけれ ども,実 用 を 目的 と

して研 究 され る に は至 っ て な い の が現 状 であ る。 音 声 で 入 力 で き る とな れ ば,シ ス テ ム的 に ま った く

異 な る発 想 が で きる。 しか し実 用的 に は現 在 の牲 術 か ら1撒ほ とん ど不 可 能 の よ うに見 え る。 そ の困 難

i1三35

さ の 原 因 は 次 の よ う な も の で あ る と い わ れ て い る 。
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1)話 者 の変 化 に よ る音 声 の 特 長 の 広 範 な 変 化

2)音 声 の 内容(音 素 環 境)の 変 化 に よ る音 声 の 特長 の 広 範 な 変 化

本 項 で は,音 声 認 識 の 内 外 の 現 状 を 表3.8に 示 す に と どめ る。

以上 日本語 情 報 処 理 の 入 力 シ ス テ ムに つ いて ソフ ト,ハ ー ドウエ アの面 か ら シス テ ムに つ い て述 べ

て きた が,こ れ らを ま とめ る とつ ぎ の よ うな こ とが い え よ う。

1)操 作性,シ ス テ ムお よび 機 器 の価 格 につ いて い ま だ に英 数 字 シス テ ムに お よぼ な い。

図3.17ExampleofProiectedPatternsonXandYaxes.

2)日 本 語 入 力 機 器 と して 新 規 の も のが まだ考 え られ る段 階 で,い わ ゆ る"枯 れ た"機 器 が 出 て

こ な い。

いず れ も,つ きつ め て考 え て 見 る と表 意 文 字 の 問 題 で あ る こ とが わ か る。 さいわ いわ れ わ れ は表 意

文 字 使 用 民 族 の うちで も,中 国 と異 な り,カ ナ文 字 が あ る程 度 問 題 を 緩衝 して くれ て い る。 カナ文

字 を逐 行 しよ うと して,国 際性 を破 った け ん 盤 配 列 ま で 出現 した 。 カナ文 字 文 か ら,漢 字 ま じ り文 ヘ
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Reco9.

PartialOutputs.Result

図3.18NumberofCandidateCategories

'

項 目
研究機関 語 彙 1話 者 パ ラ メ ー タ 認 識 率 目 的 備 考

電電公社通研 1桁 数字音 男24名 乏パ ラ メー タ 99.8% 最尤推定,学 習

KDD研 究所 1桁 数字音 男10名 18チ ャネ ル ス ペ ク トル
誤:な し

Reject:3% 書き替え規則の応用

NHK総 合技研 5母 音 木特定多数 10チ ャネ ル ス ペ ク トル 96%以 上 主要因分析

日本電気中研 限定FORTRAN
(約50語) 男2名 8チ ャネ ル ス ペ ク トル 99.6% 音声による計算機入力

DPの 利用*
ほぼ実時間

富士通 制御語(約10語) 不特定多数 10チ ャネ ル ス ペ ク トル 機械の制御 万 博 用

日立中研 1桁数字音 男1名
ケ プス トラム

々パ ラ メー タ 99.8%

東北大通研 都市名(13個) 男1名 4チ ャネ ル ス ペ ク トル 96% 純 研 究 単語辞田の利用.

京大工学部 1桁数字音 男16名 18チ ャ ネル ス ペ ク トル 91～94% 純 研 究 シンボル系列の処理

,

ベル電話研 1桁数字音 不特定多数 音声エ ネルギ ー 100% 自動 ダイヤル 特殊な方法**

IBM研 究所 1桁数字音 男11名
女2名

8チ ャ ネル スベ.ク トル
初 回;87.9%

訓 練=96.4%
パ タ ー ンマ ッチ

RCA 数 字 音 小包区分機の制御 現在中止

ソ連科学アカデ ミー ALGOL60用
(203語) 男2名 4チ ャ ネ ル スペ ク トル 95.2% 計算機入力

ノ ポ シ ビ リ ス ク,

DP使 用

ス タ ン フ ォー ド大 学 192の 限定文章 男2名
3チ ャネルスペ ク トル
と零交差回数

～田% ロボ ッ'トの 制 御

*個人別に認識

林厳密には音声認識とはいえない

表3.8音 声認識研究の内外の現状

の変 換 も集 積 回路 と,メ モ リの 進 歩 に よ って 異 な る局 面 に きて い る よ うに 思 わ れ る。 この よ うな時 代

に あ っ て,カ ナ文 字 と,世 界 の 標 準 語 で あ る英語 との組 合 わ せ で,合 理 的 な 入 力 シ ス テ ムの 出現 が 期

待 で き ない だ ろ うか。

注1.高 橋達 郎:日 本 語 の機 械 処 理,東 洋経 済 新 報 社p.173～188・

注2.長 井 坦:漢 字 入 出力 装 置 の動 向 と技 術的 問題 点,情 報 処 理,SEPT.196gP.320～332.'

注3.小 沢 暢 夫:イ ン プ ッ ト研 究,日 本 経 営 出版 会p.467～496.
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注4.不 破,西 尾:文 献 速 報 自動 作 成 シ ス テ ム に つ い て,情 報 管 理,SEPT.1969p.1～27.

注5.高 橋 義 毅:IBM漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,ビ ジ ネ ス ・ コ ミ ニ ヶ ー シ ョ ン'72VOL.9NO.10

p.58～62.

注6.高 橋 達 郎:日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー,5)と 同 誌p.52

注7.JICST電 子 計 算 機 室:漢 字 イ ン プ ッ ト ・デ ー タ の デ ィ ス プ レ イ装 置 を 用 い た 校 正 実 験 総 合 報

告 書

注&吹 抜 他:あ い ま い さ種 別 の フ ィ ー ドバ ッ ク を 有 す る カ ナ 鍵 盤 漢 字 入 力 装 置,電 子 通 信 学 会,電

子 計 算 機 研 究 会 資 料NOEC72-5(1972-05)

注9.鎌 田 素 明:日 立 の 日本 語 情 報 処 理,5)と 同 誌p,72～75,

注10.清 正 清:行 政 シ ス テ ム に お け る漢 字 処 理 シ ス テ ム,5)と 同 誌p.45.

注11.石 橋II三治:言 語 か ら み た コ ン ピ ュ ー タ と人 間 の イ ン タ フ ェ ー ス,オ ー ト メ ー シ ョ ン,第15

巻,第7号,p.45～52.21

注12.安 田 寿 明:わ が 国 の 新 聞 社 に お け る 漢 字 情 報 処 理,情 報 処 理,SEPT.196gP.340～347

注13.大 倉 信 治:日 本 電 気 の 漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,5)と 同 誌p.65～68.

注14.同 上:日 本 電 気 に 於 け る 漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,第2回1/O研 究 会 資 料,ll-3ge字 情

報 処 理 シ ス テ ム の ・・一 ド ウ ェ ア,p.70～78.

注15.M.Krakinowski他:DepressibleDiaphramOverlaySwitchforDisplay.US.PAT.

3,560,675,patentedFeb.21971.

注16.松 本 文 雄:ダ イ ヤ フ ラ ム キ ー ボ ー ドス イ ッ チ,電 子 材 料1972年8月p.101～105.

注17.長 井,村 井:漢 字 デ ィ ス プ レ イ に つ い て,昭 和46年 度 電 子 通 信 学 会 全 国 大 会 予 稿,S2-6

p.115～116.

注18.黒 崎 悦 明:カ ナ 鍵 盤 漢 字 表 示 方 式,昭 和43年 度,情 報 処 理 学 会 大 会 予 稿,p.117.

注19.黒 崎 他:カ ナ 文 の 漢 字 ま じ り文 へ の 変 換,43年 度 遠 大 予 稿

注20・H・ClnanagO:TransformationofphoneticsentencesintoideographicsentenceinJapanese,

日 米 科 学 ゼ ミナ ー1971年1月 予 稿p.264～275.

注21.相 沢 輝 昭:計 算 機 に よ る カ ナ ・漢 字 変 換,情 報 処 理 に お け る 日 本 語(漢 字)の 取 扱 い,

p,1～11.日 本 経 営 科 学 協 会 ゼ ミナ

注22.斉 藤 他:漢 字 の 機 械 へ の 入 力,情 報 処 理,SEPT1969p.294～298.

注23.保 原 他:和 文 入 力 に 関 す る一 考 案,情 報 処 理,FEB1970p.108～111,

注24.吹 抜 他:あ い ま い さ種 別 の フ ィ ー ドバ ッ ク を 有 す る カ ナ 鍵 盤 漢 字 入 力 装 置,電 子 計 算 機 研 究

`
会 資 料C72-5

注25.Pamphlet:ChineseldeographicPhoto'composerRCA

注26.W.F.Heagerty:Ideographiccomposingmachine20)と 同 稿P.73～93.

注27.ITEK:AnnualReport1964.

注28.桜 井 宣 隆:情 報 検 索 用 機 械,情 報 処 理,Nov.1966,P.346,
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注29.朝 日 新 聞:か な の キ ー で 漢 字 もOK,電 算 機 に 新 し い 入 力 装 置,46年7月8日10版

注30.日 刊]二1業 新 聞:3355字 を 収 容,電 電 武 蔵 野 通 研 が 漢 字 入 力 装 置 試f乍47,12.4.

注31.IBM:SystemReferenceLibrary,IBM2760,0ptica11mageUnitComponentDescription.
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日20)

translationaidと1司 文 献p.53～72.
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erConference1972P.296～301
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4.日 本語情 報処理 の出力 システム
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4.日 本 語 情報 処 理 の 出力 シス テ ム

電 子計 算 機 を主 役 と した 技 術 革 新 に よ り今 日社 会 全 般 が 情 報 化 社 会 へ と飛 躍 的 に発 展 しつ つ あ る

が,さ らに デ ー タ通 信 網 の 利 用 に よ り広 く情 報 が 容 易 に え られ るよ うに な る と,日 本 語 に よる情 報 の

処 理 お よび 入 出 力 に対 す る必要 性 は ます ます 高 ま って きた。 電 子 計 算 機 シス テ ムそ の もの が 米 国 に お

い て 開 発 され,英 数 字 情 報 の 処 理 に 適 した ソ フ トウエ アお よび 入 出 力 装 置 の ハ ー ドウ ェ アが 設 計 さ

れ,そ の ま まの形 で わ が 国 に お い て広 く利 用 され て きた こ と と,英 数 字 情 報 に比 べ 日本語 を構 成 す る

文 字 が 多種 で あ る と と もに,印 刷 編 集 が複 雑 であ るな どの 日本 語 情 報 の特 殊 性 に よ り,そ の 出 力 シス

テ ムの ソフ トウ ェ ア,ハ ー ドウ ェア の 開発 お よび 利 用 が技 術的,経 済 的 な面 で遅 れ を もた ら した た め

で あ る。 日本語 情 報 処 理 の 出 力 シス テ ム の処 理 内 容 に つ い て は次 の三 つ の レベ ルに わ け て考 え る こ と

が で き る。

(1)デ ー タ処 理 の レベ ル

(2)情報 編 集処 理 の レベ ル

(3>言語 処 理 の レベ ル

(1)のデ ー タ処 理 の レベ ルは ライ ン プ リンタや タ イ プ ラ イ タに よ って英 数 字 が デ ー タ と して 出 力処 理

され る と同 じ よ うに,デ ー タを漢 字 で プ リン トす る レベ ル を い い,こ の場 合 漢 字 は 文 字 と して また文

章 言 葉 と して の処 理 は され て い な い。 この レベ ルで の 出力 シス テ ム は漢 字 処 理 と して 最 もふ る く,昭

和30年 頃 か ら機 械 印字 方 式 の漢 字 テ レタ イ プ ラ イ タが 受 信 端 末 機 と して新 聞 社 を 中心 に 現 在 に 至 る

まで 長 く使 わ れ て きた 。 昭和42～43年 にか け て 日本 電 子産 業 ・日立 製 作 所 の両 社 か ら電 子式 の高 速

漢 字 プ リン タが発 表 され,昭 和45～47年 にか け て 富 士通 ・高 千 穂 交 易 ・日本 電 気 ・沖 電 気 な どの大

手 各社 か ら も漢 字 ラ イ ン プ リン タが発 表 され,こ の レベ ル で の 日本 語 情 報 処 理 の 出力 シス テ ムは文 字

種,コ ー ド,字 形 の標 準化 な どの問 題 を除 い て実 用 期 に入 って きた。

② の情 報 編 集 処 理 の レベ ル は漢 字 を デ ー タ と して で は な く意 味 の あ る文 字 と して処 理 す る レベ ル を

い い,文 字 を集 合 体 と して の文 章,組 版,画 像 な ど と して と らえ,文 字 の 大 き さ,組 み 方 向,書 体,

字 詰 め,禁 則 な どの行 編 集処 理,ペ ー ジ割 り付 け 処 理 な どの 日本 語 情 報 と して の編 集 処 理 ソフ トウ ェ

ア お よび ハ ー ドウ ェア と して電 算 植 字 装 置 な どを 必 要 とす る。 これ らの電 算 植 字 装 置 は 機 械式 の もの

ツ

と して昭 和44～45年 に富 士 通,写 研 か ら,高 速 電 子 式 の もの は 昭 和42～43年 頃 に 日本 電 子 産 業,

RCA,IBMか ら発 表 され 実 用 化 され て きた。

(3)の言 語 処 理 の レベ ル は漢 字 の文 字 と して の問 題 の 他 に 日本 語 と して の表 記 法 の複 雑 さ,お よび音

声処 理 の技 術 的 な 困難 さ な どか ら研 究 段 階 の もの が 多 く,こ れ か らの レベ ル の も ので あ り,カ ナ漢 字

変換,音 声 入 出力,和 欧文 翻 訳,情 報 検 索 な どが この レベ ル の処 理 シス テ ム に含 まれ る。

4.1文 字

日本語情報の出力 システムの大きな問題点は日本語情報を構成する文字の複雑さにある。
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まず 日本 語 の 情報 は 多種 文 字 か らな る漢 字 と カ ナ な ど の和 文 情報 と英 数 字 か らな る欧 文 情 報 が 混 在

して用 い られ て お り,日 本 語 の情 報 処 理 は 世 界 の文 字 情 報 処 理 に つ い て考 え な け れ ば な ら な い と い う

点 にあ る。 また,そ の漢 字 の もつ 文 字 種 の 多 さ,複 雑 さな どの 特 殊 性 か ら文 字 種,字 体,コ ー ド体

系,伝 送処 理 な どの標 準 化 が お ぐれ てお り,発 展 す る情 報 処 理 シ ステ ム の必 要 性 に 対 応 で きな くな る

お それ もあ る。 した が って従 来 文 字 が 文 学 的,教 育 的,社 会 的 な面 か ら論 じられ て き たが,こ れ ら の

問 題 点 に つ い て広 く情 報 工 学 的 な 面 か ら も考 慮 しな け れ ば な らな い 時期 に きて い る と考 え られ る。

4.1.1文 字 種 お よ び 文 字 コ ー ド

日本 語情 報 で 一般 に用 い られ て い る文 字 種 の 数 は 応 用 分 野 に よ って ま ち ま ちで あ る が,そ の概 略 の

値 を 表4.1に 示 す 。 それ ぞれ の分 野 に お い て 文 字 の 出 現 頻 度 も また ま ち ま ちで,平 均 した 値 と して 示

す こ とは む ず か しい よ うで あ るが,お よそ2,000字 種 で99%近 くの 値 を示 す といわ れ て い る。

これ らの 多種 文 字 か らな る 日本 語 情 報 の 文 字 シス テ ム 内に 用 い られ て い る文 字 や 記 号 を 含 め た文 字

分 野 使用 文字数(字)

新聞報道記事等 約2,500

一般の書籍 碧r品等
約4,500

'

日本の地域名(都 道 府県市 町村 大字) 4,300

氏名等を含む情報 お よび辞 書百科事典な ど 8,000～10,000

表4.1分 野別使 用文字数

6 〔1 o 1 1

'

0 1 0 1
4 」

, 1

0 0 0 0

//// α潮///,
フ ァンクションコード・

w

0 o D 1 i鴛i鑑総
!ノノ!

〔} o 1 0

当ノコ
0 D 】 1 文字コード,前 後51

0 1 0 0 絃せ誌 寸
=2304

o 1 o 1

0 1 1 0

0 1 1 1

1 0 0 0

1 G o 1

1 0 1 0

1 G 1 1

1 1 0 0

1 1 0 1

1 1 1 0
^x× 、!//

シ ョ ン コ ー ド1

1 1 1 1鎌
懸 のファンクシランを前列にして後列文字

コードの組合せで文字コードにし得る,

図4.CO-59コ ー ド表
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群 も また 多種 多 様 で あ り,外 国 文 字 が か な り頻 度 の 高 い 割 合 で 用 い られ て お り,全 体 の 文 字 種 を

5,000字 と した 印刷 分 野 にお け る文 字 群 の一 例 を 表4.2に 示 す 。

日本 語 情 報 の文 字 の 中心 と な る漢字 に対 しての 文 字 種 の標 準 化 の 例 は少 な く,し た が って 漢 字 文 字

コ ー ドの標 準 化 が 遅 れ てお り,日 本語 情 報 処 理 の発 展 の大 き な ネ ッ クとな っ て い るが,国 お よび 団 体

と して の い くつ か の標 準 に つ い て表4.3に 示 す 。

この文 字 種 の標 準 化 と あわ せ て 漢字 文 字 コー ドの 標 準 化 が 必 要 とな っ て きて お り,JIS化 の 努 力

が情 報 処 理 学 会 を中 心 と して お こな わ れ て い るが い まだ 成 案 をみ るに 至 っ て い な い。

漢 字 文 字 コー ドの 標 準 と して 有 名 な もの は昭 和34年 に共 同通 信 社 を 中 心 と して 各 新 聞 社 と の 間 で

作 られtgCO-59コ ー ドのみ で あ り,こ れ は 図4.1に 示 され る よ うに6ビ ッ ト2列 の計12ビ ッ トで

1字 を 表 わ す コー ド体 系 を と って い る。

現 在,各 種 の 漢 字 プ リ ンタが 発表 され て い るが,こ れ らは ほ とん ど8ビ ッ ト2列 の 計16ビ ッ トで

'

漢

ひ

力

数

英

ギ

約

予

表4.2文 字 種5,000字 の ・・一 ドプ リン タの文 字 構 成 の 一 例

種 類 文字数 審 議 機 関 制 定 時 期

当 用 漢 字

人 名 用 漢 字

1,850

92

国 語 審 議 会

〃

日罐}
注1)

当用漢字補正案 29 〃 〃29年 注2)

常 用 漢 字 4,000 全日本漢字配列協議会 〃43年

標 準 コー ド用漢字

(試案)
6,100 情 報 処 理 学会 〃46年

注1.)

2.)

いず れ も内閣告 示 に よる制 定 。

当用漢 字 から28字 を削 り,新 し く28字 を加 える。別 に音訓 を加 える字1,

字 体 を改 め音訓 を加 える字1字 が ある。 なお,こ れは国 語審議 会 の第20回

総 会 の審議報 告 で あ り,こ れ に よっ て当用 漢字 その もの が変更 され た わけ

で はな い。

表4.3お もな漢字標 準 案
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1字 を表 わ して い るが,そ の コー ド体 系 の 内容 は統 一 が とれ て いな い。

漢 字 文 字 コ ー ド化 上 の シス テ マチ ッ クな 問題 点 と して は,文 字 種 を 限 定す る こ とに よ り将 来 の 文字

種 の改 廃 に対 す る冗 長 性 の問 題 と,文 字 の分 類 上 の ウエ イ トづ け に 部 首 順(康 煕字 典 式,新 部 首 式)

音 訓 順,画 数 順 な どが 応 用 分 野 に よ っ て い ろ い ろ 用 い られ,一 定 の 基 準 が な い こ とな どが あ げ られ

る。

4.1.2字 体

漢 字 の特 殊 性 は文 字 種 の多 さ と と もに そ の字 体 の複 雑 さ に あ る。昭 和21年 に 国語 審 議 会 か ら1,850

字 の 当用 漢 字 が 発表 され,ひ きつ づ き昭 和24年 に 当 用 漢 字 字 体 表 が 発 表 され,字 体 が 確 実 に 決 め ら

れ 統 一 が と られ て きたが,そ れ 以 外 の字 体 に つ い て は規 準 が な く必 要 に 応 じて い くつ か の異 体 字 が 用

い られ て い る。 表4.4に 字 体 の 分 類 を示 す 。

当用 漢 字 字 体 表 の発 表 に よ り旧 字 体 か ら新 字 体 へ と多 くの簡 略 化 が な さ れ,一 般 に画 数 が 減 少 し,

と くに横 線 の多 か った字 も是 正 され た。 そ の簡 略 化 の種 類 を表4,5に 示 す。

、

分 類 内 容 例

新 字 当用漢字制定時に字体 が新 しくな った もの 剣 ・ド(格)(恭)

旧 字 当用漢字制定時に新字がで きた旧字体 剣 聖

本 字 従来正字形 と して認め られてい るもの

古 字 説 文 解 字 な どに所 載 のllぱ を構,L}形 に した もの 劔

別 体 字
ある体 の もの,ま たは異な った しくみを もつが同音

同義 の字 とすべ きもの

俗 字 本字 が くずれ た形で通用 している もの
、

劔 撃

誤 字
部分的 に通用 しているが誤 ま った字形 で使用 しては

いけない もの
収

表4.4字 体 の分 類 の －J例

当用 漢 字 以外 の文 字 の字 体 につ いて は 規 準 が な く,字 体 の 選 定 も各種 各 様 にお こな わ れ 混 乱 を お こ

して い る。 オ ・一ソ ドックス な考 え方 と して は 当 用 漢 字 は 新 字 体 を 用 い,当 用 漢 字 以外 の文 字 に つ い て

は 新字 体 で と られ た 簡略 化 を しな い字 体 を 用 い る。 こ の場 合,当 用 漢 字 と半用 漢 字 外 と の間 で た とえ

ば,「 花 」 と 「芯 」,「 辺 」 と 「辻 」 の よ うに 同 じ部 首 の パ タ ー ンが 異 な って くる。 こ の よ うな オ ー ソ

ドック スの 考 え 方 に対 し,最 近 は 当用 漢 字 に 採 用 され た 簡 略 化 を 当 用 漢 字外 の文 字 の字 体 に対 して も

採 用す る動 きが 多 くな って き た。 しか しこ の場 合 で もそ の簡 略 化 の範 囲 は表4.5の 簡 略 化 の種 類 の う

ち,1と2に 属 す る簡略 化 は一 般 に受 入 れ られ て も,表 に示 す よ うに そ の 他 の簡 略 化 に対 して は使 用

者 の 使 用 に 対 す る抵 抗 が 大 きい。
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した が って,一 般 に新 字 と旧字,あ る いは 正 字 と異 体字 が 同一 の文 字 に つ い て 要 求 され る場 合が あ

るの で,文 字種 が字 体 の点 か らも増 加 す る傾 向 とな るぼか りで な く,文 字 を 出 力 す る場 合 の選 定 に規

準 が な く混 乱 が増 加 され て い る。

また,字 体 とは い え な いが,日 本 語 情 報 文 の特 殊 性 と して,た て書 き,横 書 きが あ り,カ ナ の よ う

音 と きつ音 お よび句 読 点 な ど の約 物 の字 体 がそ れ ぞ れ 異 な り,こ れ も文 字 種 の増 加 の 一 因 とな って い

る。 普 通,た て 書 き と横 書 き で用 意 しな けれ ば な らな い 約物 の種 類 は70種 程 度 で あ る。

分 類 例

1 デザ イ ン上 の ア クセ ン トを 改 良 した もの
者 ← 者

巻 ← ㊨

2 部首 の形を簡略化 した もの
花 ← 花

辺 く一 邊

3 素子 の形を簡略化 した もの
仏 ← 佛

独 ← 濁

4 略字体を採用 したもの
体 ㎡　 農

会 ← 會

表4.5字 体簡略化 の分類

4.1.3字 形'

日本 語情 報 処 理 の 出力 シス テ ム と して用 い られ て い る漢 字 プ リン タの 出 力 文 字 に対 す る デ ザ イ ン上

の字 形 に は,モ ニ タ プ リ ン ト用 と して の簡 易 型 と,一 般 印刷 に用 い られ て い る電 算植 字 用 の字 形 とが

あ る。

簡 易 型 は もっぱ ら ドッ トの 形 で 文 字 が作 られ,そ の 素子 数 は15×18～32×'32と い ろ い ろ の もの
㌃

が あ る。 ドッ ト表 現 の 簡 易 型 では 細 ゴ シ ッ ク調 で あ るが,24×24以 上 の 素 子数 に な る と明朝 体 調 の

ドッ ト文字 を デザ イ ンす る こ とが で き る。

電 算 植字 用 の 文 字 の 書 体 と して は 明朝 体,ゴ シ ッ ク体,教 科 書 体,新 聞 書 体 が 一般 印刷 用 とお な じ

く用 い られ てい る。 一 般 に 文 字 種 が 約10,000字 種 の 場 合,

明朝 体5,000字 種

ゴ シ ッ ク体3,000字 種

教 科 書 体900字 種

そ の他1,100字 種

の よ うな文 字 書体 の セ ッ トと して 用 い られ る例 が多 い。 また これ らの文 字 書体 は文 字 の大 き さに よ っ

て 明朝 体 の 場 合 は 細線 と太 線 の 割 合 ゴシ ッ ク体 の場 合 は纏 め 太 さを デ ザ イ ン上 変 え て用 いて い る場 合

が多 く,し た が って電 算植 字 用 で は 使 用 す る文字 の大 き さの範 囲 が広 くな る と,そ れ だ け 必 要 とす る

文 字 種 が 多 くな る。

新 聞 書 体 の場 合 は特 殊 で,本 文 用 の1倍 文 字 は80%の 偏 平 文 字 を 用 い,見 出 し用 の1.5倍 以上 の

文 字 は 別 に デ ザ イ ンされ た普 通 の正 方文 字 を用 い てい る。 電算 植 字 に よる新 聞を 発 行 して い る 日刊 ス
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ポ ー ツ社 の 場 合 は電 算 植 字 装 置 に収 容 す る文 字 種 の増 大 を防 ぐた め に,正 方 の1書 体 の み を 収 容 し,

本文 用 の1倍 文 字 は文 字 発 生 装 置 で偏 平 に して 植 字 を お こ な って い る。

な お,わ が 国 に おけ る プ リ ン ト文 字 の大 き さ には用 途 に よ って表4.6に 示 す よ うな3種 類 の単 位 が

用 い られ て い るが,こ れ ら も標 準 化 の 必 要 な対 象 とな っ て い る。

文 字 のデ ザ イ ンは 文 字 の印 字 品 質 を 決 め る大 きな要 素 の一 つ で,日 本 の文 字 は 手 書 き書体 か ら活 字

書 体 に か け て い くつ か の グル ー プが あ った が,現 在 残 って い る代 表 的 な も の に モ トや書 体,岩 田 書

体,日 本 活 字書 体 が あ る他,各 新 聞 社 専 用 の 書 体 が あ る。 以 上 の ホ ッ トタ イ プの 書 体 に対 し,写 真 植

字 用 の書体 と して,石 井 書 体,モ リサ ワ書 体 が あ る。

これ らの 書体 は長 い間 用 い られ て きた が,こ の 数年 来,活 字,写 真植 字 共,新 しい デザ イ ンの書 体

作 りの 動 きが あ り,モ トや書 体 を 改 良 した アポ ロ書体,写 真 植 字用 と して ま った く新 しい 明朝 体 と ゴ

シ ッ ク書体 を あわ せ た よ うな タ イ ポ ス書 体 な どが 開 発 され て い る。

いず れ に して も,書 体 は 印 字 機 構 に よ って そ の 品質 が影 響 され るの で,ノ ・一 ドプ リン タ,電 算 植 字

装 置 の 各機 構 に あわ せ て,書 体 の 設 計 が お こな わ れ て い る。

単 位 使 用 分 野 ㎜ との換算

ポ イ ン ト

級

倍

一般印刷活字

写真植字機

新 聞

0.3518

025

2,235

表4,6活 字 の単 位

4.1.4文 字 品 質

英数 字 に く らべ 日本 語情 報 に 用 い られ る漢 字 の 素 子数 は8～30倍 もあ り,そ れ だ け 出 力文 字 に 対

す る解 像力 の文 字 品 質 が要 求 され る。

一 般 に 出 カ プ リン トに要 求 され る文 字 品 質 は 用 途 に よ って表4 。7に 示 され る値 が 必 要 で あ る といわ

れ て い る。

一 例 と して商 用 印 刷 用 の12ポ イ ン トの漢 字1字 に対 して は10
,000ビ ッ トを 必 要 と し全 体 で5,000

分 類 解 像 力 文 字 寄 り引'き 濃 度

モ ニ タ

軽 印 刷

商 用 印 刷

4本/㎜ 以上

10〃

20〃

1.0㎜ 以 下

0,2〃

0.1〃

2.0～2.5

2.2～2.5

2.5±0.1

表4.7文 字 品質 の要求度合

字 の場 合 に は50,000,000ビ ッ トの 大 量 の 文 字 記 憶 が 必要 とな る。

文 字 の 印 字 品質 は文 字 の 発 生 方 式,印 字 方 式,記 録 現 像 方式,記 録 媒 体 な どの 総 合 的 な 性能 で決 定

され るが,可 読 性 な どの 要 素 と して文 字 の デ ザ イ ン設 計 上 の 問 題 は大 き く,ハ ー ドプ リン ト用,電 算
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植 字用 の文 字 は それ ぞれ の ハ ー ドウ ェア の特 性 に合 う よ うに 設 計 され て い る。

4.2文 字 発 生 方 式

出 力 シス テ ム の代 表 的 な もの と して の漢 字 プ リン タの一 般 的 な構 成 を 図4.2に 示 す 。 こ の なか で は

文 字記 憶 部 と文 字 ア クセ ス部 を あ わ せ た文 字 発 生 装 置 が 多種 文 字 か らな る複 雑 な 漢 字 を,い か に速

く,安 定 して,経 済 的 に安 価 で プ リン トで き るか を決 め る重 要 な も ので あ る。

そ の文 字 発 生方 式 に は 各種 の も の が考 案 され実 用化 され てお り,そ の 分 類 を 図4.3に 示 す 。

文字記憶部

文字読出部 印字機構部 記録現像部

図4・2プ リンタの一般 構成 の ブロ ック図

文字信号発生

活字打鍵方式

デ・ジー<鷺 襟

字… 一 く ㌘ ご ツト方式

字母光学方式く 竺 ㌶
式

図4.3文 字信号発生方式の分類

4.2.1活 字 打 け ん 方 式

この方 式 は 漢 字 プ リンタ と して最 初 に 用 い られ現 在 に至 る まで 広 く使 用 され て い る もの で ,活 字 を

ハ ンマ で打 け ん す る純 機 械 式 の'もの であ る。

こ の方 式 の もの と して は 沖 電 気 と新 興 製 作所 の2機 種 が 有 名 で あ る。

文 字 の 収 容 方 式 に 二 つ あ り,沖 電 気製 の 古 い型 の も のは タ イ プ パ レ ッ トに 活字 を2～4段 で24～

48列 の配 列 で収 容 し,活 字 を 差 動 歯 車 に よ る加 算 機 構 に よ り所 定 位 置 に移 動 させ 打 け ん す る。 も う

一 つ の 方 式 は 活字 ホ イ ー ルに タ イ プ活 字 を 収 容 し
,常 時 一 定 速 度 で 回転 させ,ホ イ ー ル位 置 を 選 択

し,打 け ん 印字 す る もの で あ る。

この方 式 の もの は収 用 文 字 数 は2,500字 前 後 で,プ リン ト速 度 が120字/分 程 度 で あ る。
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4.2.2ド ッ ト方 式.

ドッ ト方 式 は漢 字 を ドッ トに分 解 して,各 ド ッ トを ビ ッ トに対 応 させ て デ ィジ タ ル 信号 と して記 憶

させ,出 力時 に記 憶 部 か ら読 み 出 して 出力 す る方 式 で,漢 字 プ リン タ と して は最 も多 く用 い られ て い

る方式 で あ る。

漢字1文 字 を表 現 す るの に 必要 な ド ッ トの数 は 出力 文 字 品 質 に要 求 され る解 像 度 に よ って 決 ま り,

表4.8に 示 す よ うな 値 が 用 い られ て お り,ド ッ ト文 字 の一 例 を 図4.4に 示 す 。

一 例 と して ・・一 ドプ リン ト用 の ドッ ト文 字 の場 合 ,18×18の ド ッ ト構 成 で は 当 用 漢 字 で は 「曇 」

「警 」 「響 」 「襲」 の4字 は 表 現 で きず 略 体 と な る他 ,約4,000字 の漢 字 に対 して は 約30字 の漢 字 が

略 体 とな る。 文 字 の ドッ ト構 成 が24×24以 上 に な る とほ とん どの 文字 に対 して略 体 を使 う こと な く
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図4.4英 数 字(7×9),た て 書 き活 字(18×22),横 書 き活 字(18×18)ド ッ ト文 字 の 例

/
分 野 ド ッ ト 構 成

ハー ド プリン タ 5×7

英 字 7×9

沖18×16

ハー ド プ リンタ 日 電24×24

高 千 穂32×32

漢 字 富 士 通18×15

IBMI8×18(22)

8ポ イ ン ト60×60
電 算 植 字

12ポ イ ン ト105×105

漢 字
(た だ し25本 血lmの と き)

表4.8ド ッ ト文 字 の構成 例
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表 現 で きる よ うに な る。

ド ッ ト方 式 の 場 合 の 文 字 の ド ッ ト信 号 の 記 憶 素 子 と して は 磁 気 コア,ド ラム,デ ィ ス ク,MOS

ICメ モ リな どが用 い られ て い る。磁 気 ドラム ,デ ィ ス クは 大 容 量 で 多種 文 字 の 記 憶 素 子 と して 適 当

で1ド ッ ト当 りの価 格 も安 価 で あ るが,ア クセ スが 遅 い の で 出力 速 度 が100字/秒 以下 に な る。 これ

よ りも現 在 は1ド ッ ト当 りの 価 格 が高 価 で あ る が,高 速 ア クセ スが 可 能 で,近 い 将 来 の価 格 が 安 価 に

な る期 待 の もて る半 導 体 メモ リのMOSICシ フ トレ ジス タやRAMが 有 望 視 され て い る。

ドッ ト方 式 の文 字 記 憶 の 方 法 で特 徴 の あ る も の に高 千 穂 交 易 のT4100漢 字 プ リン タ で と られ て い

る方 式 が あ る。T4100で は プ リン ト品質 と して1文 字 当 り32×32ド ッ トで あ るが,文 字 の記 憶 は

16×32ド ッ トの 半 分 の 記 憶 容 量 で,記 憶 部 か ら読 み 出す 際 に漢 字 の パ ター ンの も って い る特 性 を 利

用 し,特 殊 な 論 理 回 路 に よ って 補正 し,32×32ド ッ トに 変 換 して い る。

電 算 植 字 用 の ドッ ト文 字 の 場 合 は表4.8に 示 す よ うに,1文 字 で5,000～10,000ド ッ トを 必 要 と

し,多 種 文 字 の 場 合 に は 記 憶 部 は大 容量 とな るの で,フ ァ クシ ミリの 帯域 圧 縮 の 方式 と同 じよ うな 文

字 の 線 素 の ドッ ト位 置 を 記 憶 す る方 式 を と っ てい る。

この 方 式 は ラ イ ン ドッ ト方式 と も よぽ れRCA社 の ビデ オ コ ン ブで とられ た方 式 で あ る。

一 般 に ドッ ト方 式 は後 述 の 字 母 方 式 な ど の ア ナ ・ グ処 理 の も の に 比べ
,デ ィ ジ タ ル処 理 され るの

で,出 力 位 置(字 並 び)や 濃度 の二 様 性 な どの 特 性 の 安 定 性 に す ぐれ て い る。 しか し,文 字 品 位 を 上

げ るた め に は,記 憶 容 量 が 高価 に な る こ とや,文 字 の 大 き さの 可 変 に対 して は そ れ ぞれ の大 き さの 文

字 の記 憶 を必 要 とす る こ とな どの欠 点 は あ るが,将 来 性 や 機 器 の設 計 の しや す さか ら最 も有望 視 され

て い る。

4.2.3ス トロ ー ク 方 式

ス トロー ク方 式 も ドッ ト'方式 と 同 じ くデ ィジ タル方 式 で,文 字 の 線素 の情報 の み を デ ィ ジ タル量 と

して記 憶 して い る。 この ス トロー クの記 憶方 法 の主 なる もの と して二 つ の方 法 が あ る。 第 一 の方 法 は

文 字 の各 線 素 に対 して,始 め の位 置 と,方 向 と,長 さを記 憶 す る もの で,第 二 の方 法 は各 線 素 に対 し

て,始 め の位 置 と終 りの位 置 を 記 憶 す る もの で あ る。

ス トP－ ク方 式 で文 字 の分 解 能 を ドッ'ト方 式 の32×32ド ッ トに対 応 させ て設 計 す る と ,1ス トロ

ー クに約16ビ
ッ トの記 憶量 とな る。 漢 字 の平 均 的 な 字 画 数 は 約12画 で,こ れ を ス トロー クに換 算 す

る と約%の 記 憶 容 量 です む こ とに な る。

しか しス トロ ー ク方 式 の場 合 は 各 文 字 の記 憶 容 量 が そ の ス トロー ク数 に よ ってそ れ ぞ れ 可 変 とな る

他,出 力 装 置 に対 しス ト・一 ク信 号 で動 作す る こ とが 要 求 され,装 置 が 複雑 で高 価 に な る欠 点 が あ る

の で,現 在 は グ ラ フ ィ ッ ク表 示 機能 を も ったCRTデ ィ ス プ レイや,COM装 置 な どに 用 い られ て

い る。

4.2.4字 母 ア ナ ロ グ 方 式

字 母 ア ナ ロ グ方 式 に は 図4.3に 示 す よ うに,フ ラ イ ン グ ス ポ ッ ト方 式 と ビ デ コ ン方 式 の 二 つ が あ

る。

フ ライ ン グス ポ ッ ト方 式 に よ る文 字 発 生 の 原 理 を 図4.5に 示 す 。 図 に み られ る よ うに,平 板 上 の 写
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真 乾 板 に 文 字 を 多 数 配 列 して撮 影 した文 字 マ トリ ッ クス板 を 設 け,こ れ を 高解 像 度 フ ラ イ ング ス ポ ッ

トCRTの ビ ー ム偏 向走 査 に よ り,必 要 な 文 字 を 選 択 走 査 し,文 字 画 像 の走 査 ビデ オ 信 号 を う る。

この 出力 信 号 を フ ライ ン グス ポ ッ トCRTの 走 査 信 号 と 同 期 したCRT上 に 表 示 し,プ リ ン トや デ

ィス プ レイに 用 い られ てい る。

XXYY
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フ ラ イ ン ゲ ス ポ ツ ト方 式 原 理 図

フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方式 を用 いた 実 用 機 と して は,日 本 電 子 産 業 の ハ ー ドプ リンタや 電 算 写 植 装 置

が あ り,こ の 方 式 に よ る文 字 の解 像 力 は 高 い。 同 シ ス テ ムの 場 合,ひ と組 の フ ラ イ ン グス ポ ッ ト系

で,ハ ー ドプ リン ト用 と して,50×50ド ッ ト相 当 の 品質 で約10,000字 を,電 算 植 字 用 と して100

×100ド ッ ト相 当 の品 質 で 約5,000字 を 発 生 させ て い る。

フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方 式 の場 合,出 力 文 字 品質 が高 い ほ か,文 字 の ア クセ スが 速 く,し た が って 出

力 速 度 も速 い。 ま た,文 字 発 生 が アナ ロ グ式 の た め,文 字 の変 形 出力(長 体,偏 平)や,文 字 の大 小

出力 制 御 が簡 単 で あ り,高 速 に 良 質 で 多 種 文 字 の 出 力 を うる の に 適 して い る。 しか し他 の 方 式 に 比

べ,装 置 が大 き くな り,ア ナ ログ式 の た め,デ ィ ジ タ ル方 式 に 比 べ,出 力 文 字 の 字 並 び や 濃 度 の 安 定

性 が劣 る 欠点 を有 して い る。

字 母 ア ナ ロ グ方 式 の も う一 つ の ビデ コ ン方 式 は 富 士 通 と電 電 公 社 武蔵 野通 信 研 究 所 に よ って 共 同開

発 され た もの で,図4.6に そ の ブPッ ク図 を 示 す 。

ビデ コ ン方 式 で は直 径160㎜ の プ ラ ス チ ッ ク円板 に 同心 円状 に 約5,760字 の文 字 パ ター ンが配 列 さ

れ て い る。 この 円板 は 約130回 転/秒 で 回転 して お り,フ ラ ッシ ュラ ン プの せ ん 光 に よ りビデ コ ン上

に1列15字 の文 字 パ ター ンを 蓄 積 し,こ の 中 か ら必 要 な1字 を 選 択 走 査 して,文 字 の走 査 ビデ オ信

号 を え て い る。

この ビデ コ ン方 式 は フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方 式 に 比 べ 速 度 は80字/秒 と遅 く,解 像 度 も悪 くな るが,

偏 向系 が 簡 単 で,現 状 で は 最 も価 格 的 に安 い 方式 で あ る。 フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方 式 に比 べ 解 像 度 は 劣
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るが,ド ッ ト方 式 の文 字 に 比 べ,ア ナ ロ グ式 の た め,自 然 な文 字 が 出 力 され 可読 性 は 良 い。

4.2.5字 母 光 学 方 式

字 母 光学 方式 は機 械 式 の 写 植 装 置 に 多 く用 い られ て い る方 式 で,富 士 通,写 研 の そ れ ぞ れ の シス テ

ム で採 用 され て を り,そ の 原 理 図 を 図4.7,図4.8に 示す 。

両 社 の方 式 と も,回 転 して い る文 字 盤 を フ ラシ ュラ ン プで照 射 し,必 要 とす る文 字 を レンズ系 に よ

りプ リ ン ト面 に撮 影 す る方 式 で あ るが,図 にみ られ る よ うに,構 造 が 異 な って い る。

富 士 通 の 方式 は回 転 文 字 盤 に ドラ ム を使 用 し,1系 列 に約4,000字 を 収 容 し,最 大3系 列 ま で組 み

込 め る よ うに な って い る。 文 字 は フ ラ ッ シ ュ ラ ンプに よ り,ロ ー タ リ ミラで 選択 され て 照射 され,コ

リ メー シ ョン レンズ系 を 通 して 感 光 面 に投 射 され る。 文字 の 出力 速 度 は 約20字/秒 で あ る。

写 研 の 方 式 は 回転 文 字 盤 に 円板 を 使 用 し,1枚 に 約3,200字 を収 容 し,最 大4枚 まで 組 み込 め る よ

うにな って い る。 文 字 は フ ラ ッシ ュ ラ ン プに よ り,プ レー トセ レ クタ ー,オ プチ カ ル トン ネル な どの

光 学 系 に よ って選 択 され て 感 光 面 に 投 射 され る。 文 字 の 出力 速 度 は 約8字/秒 で あ る。
!

これ らの 字母 光 学 式 は 電 子 式 の 写 植 方 式 に比 べ,出 力速 度 は遅 いが,安 価 で,良 好 な印 字 品質 を う

る こ とが で き る。

4.2.6そ の 他 の 方 式

以 上 の 方 式 は漢 字 情 報 の汎 用 性 の あ る文 字 発 生 方 式 で あ る が,特 定 の 限 られ た 漢 字 情報 の文 字 発 生

方 式 と して は 各種 の もの が 実 用 化 され て い る。 た とえば 電光 ニ ュー ス,交 通 案 内 表 示 板,駅 の発 車 行

先 案 内,み ど りの窓 口に お け る切 符 情 報 の 発生,定 期 券等 の切 符 情 報 の 発 生 等 が あ る。

な お,日 本語 の文 字 発 生 に 対 して は外 国 で も多 くの開 発研 究 がお こな わ れ,実 用 機 と して は前 述 の

ドッ ト方 式 のRCA,IBMの 電 算 写 植 シス テ ム,あ るい は富 士 通 の 字 母 光 学 式 に 似 た フ ォ トン社 の機

械 式 写 植 装 置 が あ る。 そ の 他Linotron(MergenthalerLinotype社),Stromberg-Carlson社,ベ ル

電 話 研 究 所 な どの研 究 お よび 文 献 が あ る。
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4.2.7外 字 処 理

日本 語情 報 処 理 の 出力 シス テ ム で文 字 に 関連 して 生ず る大 きな 問題 に外 字 処 理 が あ る。 これ は収 容

母型収納 ドラム
内字 イメー ジマ スタ
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文 字種 を 限定 して設 計 され な け れ ぽ な らな い 出 力装 置 に と って,現 状 で は さけ る こと ので きな い問 題

点 で あ る。

それ ぞれ の文 字 発 生 方 式 で も,標 準 の 文 字種 に収 容 され て な い外 字 パ タ ー ンを用 意 して 、必 要 に応

じて外 字 文 字 発 生 部 か ら発 生 させ る方 式 を と って い る もの もあ るが,そ の場 合 で も,用 意 して あ る外

字 に な い文 字 が 要 求 され た場 合 は 処 理 不 能 とな る。

この外 字 処 理 は シ ス テ ム的 に 不 可 欠 の 問 題 で あ る の で,シ ス テ ム設 計 上,経 済 性 を 考 慮 した対 策 を

ほ どこ して お く必 要 が あ る。

4.3文 字 出 力 シ ス テ ム

前述 の よ うに',日 本 語 情 報 は 漢 字 の もつ 特殊 性 に よ り,英 数 字 情 報 の 出力 装 置 に比 べ,高 額 で開 発

も遅 れ て い たが,こ の1～2年 来,需 要 と相 ま って急 激 に 各社 か ら漢 字 プ リン タな どが 発表 され,実

用 期 に入 っ て きた 。

文 字 出力 シ ス テ ムは 応 用 の 分 野 か ら,ハ ー ドプ リン ト,ソ フ トプ リン ト,COMプ リン ト,電 算

植 字 の 四 つ に 分 け る こ とが で き るが,こ の な か で は,ハ ー ドプ リン トと電 算 植 字 の分 野 の応 用 が 最 も

進 んで い る。 これ らは 前 述 の シス テ ム と して の処 理 内容 の レベ ル1と レベ ル2の デ ー タ処 理 と情 報 編

集 処 理 の レベ ル の もの で あ るが,シ ス テ ムの利 用 機 能 面 か らみ る と,通 信 回線 の 開 放 を迎 えて,日 本
■

語 情 報 処 理 用 の 使 い や す い オ ン ラ イ ン端 末機 の 出現 が 望 まれ て い る。

4.3.1ハ ー ドプ リ ン トシ ス テ ム

従 来 の 機 械式 カナ英 数 字 ラ イ ン プ リン タにか わ る電 子式 漢 字 ライ ンプ リ ンタ も各種 発表 され,速 度

も早 く,価 格 も低 額 の もの が現 われ,使 いや す くな って きた。

ハ ー ドプ リン タの性 能 上 の キ ー ポ イ ン トは 図4 .2の 構成 図に 示 され る文 字 信 号 発 生部 と印字 部 とに

あ り,高 速 電 子 プ リン タ と して は,そ れ に使 用 され る用紙 の種 類 と コ ピーの 可 能 性 が問 題 とな って い

る。 現在 発 表 され て い る代 表 的 な ハ ー ドプ リンタの 性能 一'覧表 を表4.10に 示 す が,プ リ ンタ制 御 装

置 と して,ミ ニ コ ン ピ ュー タを用 い漢 字 の もつ 特殊 性 を ソ フ トウェ アで 処 理 す る ケー スが 多 くな って

きた。 ミニ コ ン ピ ュー タ は ほ とん ど が16ビ ッ ト1ワ ー ドの構 成 で漢 字 コー ド処 理 に 適 して い るほ か,

ビ ッ ト処 理 の必 要 な漢 字 情 報 処 理 の面 か ら も プ リン ト前 処 理 用 と して 使 い やす い。

表4.9に 各 種 の ・・一 ドプ リンタ の分 類 を,表4.10に そ の 性能 を示 す 。

(1)活字 打 鍵 式

前 述 の 文 字 信 号 発 生 の 項 で説 明 した よ うに,代 表 的 な もの は 沖,新 興 製 の もの で,50BPS通 信

回線 の 受 信 端 末機 と して,古 くか ら新 聞 社 等 で広 く用 い られ て い る。

(2)ド ッ ト機械 式

ドッ ト機 械 式 の もの と して は,IBMと 日本 電 気 製 の もの が あ り,い ず れ も印 字 方 式 に イ ンパ ク ト

な ワ イヤ プ リン ト方 式 を と って お り,い ずれ も コ ピーが とれ る こと が特 長 で あ る。

IBM製 の もの は計 算機 の 周辺 装 置 の 漢字 ライ ンプ リン タ と して 設 計 され ,1行 の 印 字 数 は16字

と少 な い が,プ リン ト速 度 は300～333行/分 と高 速 で あ る。
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方 式 名 印 字 方 式 記録方式 代 表 機 種 名

イ ンパ ク ト
直

方 式

活 字 打 鍵 式 活 字 イ ン ク 沖 漢 テレプリンタ,新 興漢テレプリンタ

ド ッ ト 機 械 式 ワ イ ヤ ピ ン イ ン ク 日電(C5220),IBM(2245)

ノ ン

インパクト

方 式

ド ッ ト 電 子 式 多 針 電 極 静 電 記 録 富 士 通(6501B,6502A),日 電(C5210)

〃 FOCRT 湿式電子写真 高千 穂(T4100)

〃 イオン流電界制御 イ ン ク 沖 エ レ ク トロ プ リ ン タ

字 母 ビ デ コ ン 式 FOCRT 銀塩 安 定化 富 士通(6521A)

フライング スポット式 FOCRT 銀塩 安 定化 日本電 子産 業(3100/750)

〃 CRT 乾式電子写真 日本電 子産 業(3100/800)

i 表4.9ハ ー ドプ リンタの 方式 の分類

日本 電気 製 の もの は ヘ リカ ル ドラ ムを 用 い た 特 長 の あ る ワイ ヤ プ リン ト方 式 で,プ リン タ も小型 で

高 速 通 信 回線 受 信 端 末 用 と して 設 計 され て い る。

以 上(1),(2)の 機 械 式 の プ リ ンタは プ リン ト速 度 は 以 下 の 電子 式 に比 べ お そ いが プ リン ト用紙 に普 通

の紙 が 使 え,コ ピーが とれ る と こ ろに 特 長 が あ る。

(3)ド ッ ト電 子式

200BPS通 信 回 線 受信 端 末 用 と して 沖,東 芝 製 の もの が あ り,沖 製 は 記 録 方 式 に 感 熱式 を 用 い,

東 芝 製 は 昭 和44年 に 共 同通 信社 との共 同 で 開 発 され た もの で,静 電 記 録方 式 を 用 い て い る。

富 士 通 の 新 聞 用漢 字 プ リン タは 新 聞 社 の集 信 プ リン トシ ス テ ム と して設 計 され た もの で,50～200

BPSの8～32回 線 をFACOM270-20計 算機 で 集 約制 御 し,静 電 記 録 方 式 で モ ニ タ プ リン ト

を 出力 す る。 この プ リン タの特 長 と して,並 列 に3枚 の コ ピーが とれ,重 ね 綴 じの処 理 が お こなは れ

て 出力 され る。

計算 機 周 辺 装 置 の 漢字 ライ ン プ リン タ と して は富 士 通,日 電,沖 製 の もの が あ る。 富 士 通,日 電 製

の もの は いず れ も多 針電 極 に よる静 電 記 録 方 式 で あ るが,富 士 通 製 は 電 子 式 ノ ンパ ク トプ リン タ と し

て 唯 一 の2枚 同時 コ ピーが とれ る特長 を も って お り,日 電製 の も のは1,600行/分 と高 速 で あ る。 沖

製 の もの は最 近 発 表 され た もの で,特 殊 な イ ン ク ミス ト印字 方 式 に よ り,普 通 紙 に4,000行/分 の 超

高 速 で プ リン ト出力 す る。

高 千 穂 交 易製 の漢 字 プ リン タは ドッ ト文 字 と して は32×32ド ッ トと高 品 質 で,明 朝 体 調 の文 字 を

高 速 にFOCRTを 用 い て,乾 式 電 子 写 真 方 式 に よ り,プ リン ト出 力 す る特 長 を 有 す る ほ か,磁 気 テ

ー プ入 力 に よ るオ フ ライ ン方 式 で ,各 種 の ア プ リケー シ ョ ン ソフ トウ ェア を そ ろ え て い る。

(4)字母 ビデ コ ン式

富 士 通 の 字 母 ビデ コ ン式 は 文 字 発 生 に簡 潔 な 同方 式 を 用 い,FOCRTに よ り銀 塩 安 定 化 方 式 で 印

字 記 録 して い る。文 字 発 生 は アナ ロ グ式 な の で 印 字 品 質 は 自然 で,5,000字 を 収 容 し80字/秒 と高
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速 な が ら価 格 が安 い。

(5)フラ イ ン グス ポ ッ ト式

日本 電 子産 業 製 の 漢 字 シス テ ムは フ ラ イ ングス ポ ッ ト方 式 を用 い,20,000字 種 の文 字 を 高 品 質 で

高 速 に プ リン トで き る特長 を有 す る 他 に,文 字 の 大小,変 形,可 変 文 字 ピ ッチ,可 変 行 送 り等,高 度

な 機 能 を も って い る。 この 漢 字 シス テ ムは ミニ コ ンを制 御装 置 内 に も ち,CRT印 字 方 式 を 用 いた

プ リン タの 他,次 姉 以 下 で の べ るデ ィス プ レイ,COM装 置 も接 続 で き る漢 字 情 報 処 理 用 の タ ー ミ

ナ ル コン ピ ュー タ的 な 設 計 が な され て い る。

漢 字 プ リン タ と してFOCRTに よ って銀 塩 安 定 化 紙 に プ リン トす る機 種 、と,CRTか ら乾 式 電 子

写 真 方 式 に よ って一 般 普 通 紙 に 高速 で プ リン ト出 力 で きる プ リン タを有 して お り,電 子 式 の プ リン タ

が 一 般 に プ リン ト用 紙 が 高 価 で,消 耗 品 経 費 が か さむ 問題 点 を 解 決 して い る。

(6)応用 シス テ ム

日本 語 情報 処 理 の デ ー タ処 理 レベ ルの シ ス テ ム と して は,ハ ー ドウ ェア の価 格 面 で ま だ問 題 点 は あ

るが,性 能面 で は実 用 的 に ほ とん ど問 題 の な い と こ ろ まで に きて お り,最 大 の問 題 は 出力 システ ムの

そ れ よ りも,入 力 と ソフ トウ ェアに あ る。

応 用 シス テ ム と して は,ま ず 従 来 カ ナ あ る いは コ ー ドで 出力 され て い た 氏 名,住 所,品 名 な どを,

漢 字 で 出 力 す る ケー ス と,宛 名 印 刷 に用 い られ る応 用 が多 い。 い ずれ に して も氏 名 の 印字 には 多 文字

種 を 必 要 と し,外 字 処 理 が さけ られ な い とい う問 題 は あ る が,現 在 広 くお こ なわ れ て い る カ ナ書 きの

宛 名 印 刷 が 漢 字 に かわ る こ とは,配 達 の能 率 化 の他,情 報 の確 実 さお よび ユ ー ザ へ の大 きなサ ー ビス

向 上 とな る。

新 聞 社 に お け る漢 字 処 理 は 最 も古 くか らお こ なわ れ,も っぱ ら受 信端 末 の モ ニ タ プ リン トに 用 い ら

れ て い るが,ハ ー ドプ リンタの 文 章 出力 を軽 印刷 用 に す る応 用 も多 い。

いず れ に しろ,漢 字 情 報 の入 力 は 高 価 で あ る の で,重 複利 用 され る もの,改 訂 の多 い情 報 処 理 な ど

に 適 して お り,各 種 の応 用 に 対 す る ソ フ トウ ェア の開 発 が必 要 とな って くる。.

4.3.2ソ フ トプ リン トシ ス テ ム

ソフ トプ リン トの代 表 的 な ハ ー ドウ ェア と して はCRTデ ィス プ レイ装 置 で あ るが,英 数 字 情 報

用 の デ ィス プ レイ シス テ ム も,応 用 面 で は これ か らの もの で あ る。 した が って漢 字 情 報 用 と して も一

般 的 な シス テ マ テ ィ ッ クな 製 品 が な く,沖 電 気,東 洋 通 信機,日 立製 作所,東 芝,日 本電 気 な どの 各

社 か ら発 表 は され て い るが,実 用 機 と して は 日本 電 子 産業 製 の もの が数 例 あ る に す ぎ な い。 表4.11

に 沖 電 気 と 日本電 子産 業 製 な ど の性 能 表 を示 す 。

デ ィス プ レイ文 字 の表 示 方 式 と して は ド ッ ト,ス トロー ク,字 母走 査 の方 式 が あ る が,今 後 は ドッ

ト,ス トP－ クの方 式 が有 望 で あ る。 表 示CRTと して リフ ラ ッ シ ュ タ イ プ と ス トレー ジ タ イ プの

もの が あ る。 日本 電 子 産 業 製 は 字 母 走 査 方 式(フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方 式)に よ り,放 送 用 は リフ ラ ッ

シ ュタ イ プ,情 報 処 理 用 に は ス トレー ジタ イプを 使 用 して い る。

デ ィス プ レイの応 用 分 野 と して,

(1)情 報 照 会,検 索 用 な どの オ ン ライ ン端 末 利 用
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(2)情 報 編 集 校 正 用

(3)テ レ ビ放 送 用

な どが あげ られ る。

(1)のオ ン ライ ン端 末 の 例 と して は,漢 字 デ ィス プ レイが16台 用 い られ て い る 明治 生 命 の例 のみ で,

これ か らの分 野 で あ る。 この場 合 に は 漢 字 入 力指 示 の方 法 も含 め て,各 応 用 シ ステ ムご とに マ ンマ シ

ンイ ン タ フ ェー ス機能 の設 計 は 慎 重 に 取 り組 む必 要 が あ る。

② の情 報 編 集 校 正用 は大 量 情 報,と くに文 章 情 報 の 入 力校 正 に訂 正 場 所,訂 正 法,訂 正 内容 を 指示

して プ ロ グラ ムで お こな う こ とが,一 般 に採 用 され て い るが,訂 正入 力 ミス な どの た め;実 際 的 に そ

の正 確 さに問 題 が あ り,デ ィス プ レイに よ る校 正 シス テ ムの 検討 が 有 望 視 され て い る。

(3)のテ レ ビ放送 用 と して は選 挙 速 報 な どの電 算 機 に よ る直 接 オ ン ラ イ ン放 送 が 有名 で あ る。

この他,漢 字 を 画像 と して,グ ラ フ ィ ックデ ィス プ レイで表 示 処 理 す る応 用 や,漢 字 入 力 装 置 の ス

ラ イ ド投 影 な ど各種 の もの が あ る。

4'.3.3COMプ リ ン トシ ス テ ム

COM装 置 の利 用 も,ま だ マ イ ク ロフ ィル ム シス テ ム そ の もの が シス テ マ テ ィ ッ クな レベ ル に きて

い な い の で,こ れ か らの分 野 で あ り,英 数 字 用 のCOMも 国産 機 に は な く,漢 字COMと して は 日

本 電 子産 業 製 の もの のみ で,そ の 性 能 を表4.12に 示 す 。

外 国製 の もの で,グ ラ フ ィ ッ ク機 能 を もつCOM装 置 で漢 字 を 画 像 と して処 理 す る こ と が で き る

もの が あ る。

日本 電 子 産 業製 の ものは プ リン タ制 御 部 は 同社 の ハ ー ドプ リン タ とお な じもの で,フ ライ ン グスポ

ッ ト方 式 の文 字 発 生 に よ り,高 品質 の文 字 を英 数 字 の 場 合4,000行/分,漢 字 の場 合,2,000行/分

の 高速 で,16㎜ あ るい は マ イ ク ロフ ィ ッシ ュに プ リン トア ウ トす る。

同社 製 の もの の応 用 例 と して は,キ ヤ ノ ン,総 理 府 統 計 局 が あ るが,本 格 的 なCOMと しては 住 友

信託 銀 行 の証 券代 行 業 務 に コ ピ ー ・フ ロ ー と組 み 合 わ せ て 使 用 され て い る。

4.3.4電 算 植 字 シ ス テ ム

日本 語 情報 処 理 と して,電 子 計 算 機 に よ って本 格 的 に 処 理 され た 最 初 の 例 は,昭 和43年 に実 用 化

され た 日本 科学 技 術情 報 セ ン タ ーに お け る科 学 技 術 文 献 速報 の編 集 印 刷 シス テ ムで あ る。 印刷 分 野 に

お い ては,人 手 に よる活 字 拾 い,版 組 み な ど,経 験 的 な技 能 を 必 要 と し,こ れ らの 労 働 力 の不 足,お

よび 生産 の 合理 化 に対 応 した シス テ ム化 の要 望 が 進 み,電 算 植 字 シ ス テ ム導 入 の 例 が多 い。

電 算 植 字 シス テ ムの ハ ー ドウ ェ アの方 式 分 類 を 図4.9に,そ の代 表 的 な もの の 性 能 を表4.13に 示

す。 第2世 代 機 と して は,機 械 式 の 字母 光学 式 文 字 発 生 に よ る写 研,富 士 通 の シ ステ ムが あ り,植 字

速 度 は10～20字/秒 で あ る。 第3世 代 機 と して はRCA,IBM,日 本 電 子 産 業 の シ ス テ ムが あ り,

RCA,IBMは ドッ ト方 式,日 本 電 子 産 業 は フ ラ イ ン グス ポ ッ ト方 式 の 文 字 発 生 で,印 字 記 録 は いず

れ もCRT方 式 に よ り70～150字/秒 の 高速 植 字 で あ る。

写 研 の もの はSAPTONシ ス テ ム と呼 ば れ,HITAC-10ミ ニ コ ン ピ ュー タに よ る編 集 処 理 で,

1段 組 み の棒 組 み フ ィル ム出 力 を お こな い,小 型 シス テ ム と して,お も に新 聞社 お よび 印 刷 会 社 に数
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]
多 く採 用 され,最 も実 績 のあ る シ ステ ムで あ る。

富 士 通 のPETYシ ス テ ムはFACOM270-20あ るい はFACOM-Rの 電 算 機 に よ って ペ ー ジ レ

イ ア ウ ト編 集 され,最 大A4版 の シ ー トフ ィル ムに 出力 す る本 格的 な シ ス テ ムで,大 手 の 凸 版 印 刷 を

は じめ,協 業 化 あ る いは 共 同利 用 の 電算 植字 セ ン タに多 く利 用 され て い る。

日本 電 子 産 業 の ∫EMシ ス テ ムはHITAC-10ミ ニ コ ン ピュ ー タ に よ って ペ ー ジ レイ ア ウ ト編 集

され,最 大250㎜ 幅 のP－ ル フ ィル ムに 高速 で 出力 す る全 電 子 光学 式 シス テ ムで,出 版 社,新 聞 社 な

ど で利 用 され て い る中 型 シス テ ムで あ る。

IBMの シ ス テ ムは グ ラ フ ィ ッ クデ ィス プ レイに ょ るペ ー ジ割付 け,組 版 制御 な ど を含 ん だ 大 型 の 電

算 編 集 植 字 シス テ ム で,朝 日新 聞,日 本経 済 新 聞 な どに納 入 され,シ ス テ ム化 が 進 ん で い る。

RCAの ビデ オ コ ンブは 欧 米 諸 国 で実 績 の あ る シス テ ム で,印 字部 のCRTは 前2社 の も の が 行 ご と

に 植 字 す る の に対 し,ペ ー ジ植 字 を お こな う特長 を もっ て お り,あ る大 新 聞社 に 納 入 され る予 定 と い

わ れ て い る。

電 算 植 字 シス テ ムは まだ ハ ー ドウ ェ アに も若 干 の 問題 は あ るが ・ シス テ ム全 体 ・と してみ る と,編 集

処 理 ソ フ トウ ェア の充 実,イ ン プ ッ トの簡 易化,有 効 な校 正 の 方 法 の確 立,ペ ー ジ レイ ア ウ ト処 理 の

確 立 な ど,ハ ー ドウ ェアの 周 囲 の 問 題 が大 き く残 って い る。 この な か で 当面 の問 題 と な る ものは 有 効

な 校 正 法 で あ る。 フ ァ ン クシ ョンの校 正 を含 め,校 正 入 力 ミスに よ るエ ラー の増 加 な ど有 効 な 対 策 が

望 まれ て い るが,原 始 的 で は あ る が,正 確 な入 力 法 の確 立 が第 一 の対 応 策 で あ る とされ て い る。 いず

れ に しろ,こ れ ま で シス テマ テ ィ ックで な か った 印刷 出版 分 野 に お け る電 算 植 字 シ ス テ ムの 成 果 は,

これ らの 問 題 点 の シ ス テ ム化 に か か って い る とい う ことが で き る。

一 一 く
円板字母方式

ドラム字母方式

(SAPTON)

(FACOM6531C)

一 一 ぐ ∵1㌔ 一)

図4.9電 算植字 シス テムの 方式 分類

な お電 算 植 字 シス テ ムの 性能 と して最 も重 要 視 され る文 字 品 質 は文 字 の デ ザ イ ンを 含 め た ハ ー ドウ

ェ アの性 能 の 他,フ ィル ムの性 能,現 像 処 理,板 材 の製 作,印 刷工 程 な どの 総 合 シ ス テ ムの 性 能 で 決

ま って くる もの で あ る。
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4.4音 声 出 力 シ ス テ ム

音 声 出力 シ ス テ ム も文 字 出 力 シス テ ム とお な じよ うに音 声 テ ー プ に記 録 す るハ ー ド出 力 と,音 声 と

して出 力 す る ソフ ト出 力 の 二 つ の形 式 が あ る が,実 用 的 な 用 途 と して は ソ フ ト出力 が 一 般 的 で あ る。

音 声 出 力 は 文 字 出 力 の シス テ ム に 比 べ,空 間 的 に広 い 場 所 で 沢 山 の 人 に 一 度 に情 報 を 伝 達 す る場 合

や,少 量 の デ ー タで な い応 答 の 情報 出力 な どに 適 して い る。

音 声 出 力 シス テ ム と して は長 い研 究 期 間 を 過 ぎて,電 電 公 社 の時 報 サ ー ビス,電 話 計 算 サ ー ビス の

応 答 に 用 い られ て い る初歩 的 な もの か ら,成 田 新 国 際 空 港 に お け る案 内 放送 シス テ ムな ど と実 用 的 な

システ ムが い くつ か利 用 され る よ うにな って きた 。

音 声 出 力 シス テ ムの 出力 方 式 と しては

1)録 音 編 集 方 式'

2)パ ラ メー タ合成 方 式

3)法 則 合成 方 式

が あ る。 前 二 者 は実 用 化 の段 階 に き てい る。 が,法 則 合 成 方 式 は研 究 の段 階 であ る。 しか しな が らい

ずれ も実 用 は これ か らの技 術 で,

1)出 力 語 い数 の増 加

2)出 力 品質 の 自然 性,明 瞭 性 の向上

3)安 価 な方 式 、

な どが一 般 的 な条 件 と して 要 望 され て い る。

4.4.1録 音 編 集 方 式

録 音 編 集 方 式 は 前 述 の実 用 例 に用 い られ て い る方 式 で,磁 気 ドラ ム上 に あ らか じめ標 準 の 発 声者 に

よ って,そ の シス テ ム で必 要 とす る音声 の単 語 お よび文 節 を 録 音 して お き,処 理 装置 か らの制 御 信 号

に よっ て切 換 え て合 成 編 集 し,文 章 を組 立 て る方 式 で あ る。

録 音 言 語 が 自然 語 な ので,自 然 性 は他 の方 式 に 比 べ も っ と も高 い が,各 組 合 わ せ単 語 間 の 自然性 や

時 間 的 な間 隔 な ど の技 術 的 な 問 題 が あ る 他記 憶 情 報 量 が 多 く,語 い数 に制 限 が あ り,数 百 語 以 下 が実

用 的 で あ る。

こ の方 式 の実 用 例 と して は 前 述 の 電電 公社 の応 答 サ ー ビス の 他,富 士 通 の 成 田 新 国 際空 港 の 案 内 放

送,松 下 通 信 の札 幌 市 地 下 鉄 の 案 内 放送 な どが あ る。

4.4.2パ ラ メ ー タ 合 成 方 式

録 音 編 集 方 式 に お け る語 い数 を増 加す るた め に,記 憶 す る情 報 を 自然 の音 声 で は な く,音 声 の 素 片

を分 析 し,音 声 の特 徴 要 素(パ ラ メ ー タ)を 材料 と して ドラ ムに記 録 し,制 御 信 号 に よ り必 要 な パ ラ

メー タを 演 算 で合 成 し,音 声 を 作 り出す 方 式 が パ ラ メ ー タ合 成 方式 で あ る。

こ の方 式 の 応 用 例 と して は 日立製 作所 が 開発 して い る国 鉄 の 座席 電 話 予 約 シス テ ムな どで,こ の 場

合,語 い数 は1,500語 を こえ る とい う。

パ ラ メー タ合 成 方 式 の中 に は 音 声 素片 の パ ラ メ ー タの 種 類 に よ って ,IBMな どの チ ャネ ル ボ コ一
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ダ方式や電電公社武蔵野電気通信研究所のPARCOR方 式などが他にある。

最 後 に,日 本語 情 報 処 理 シス テ ムは 日本 語 の もつ 漢字 の文 字 種 の多 さ,複 雑 さ,文 章 と して の編 集

の 複 雑 さな どの 特 殊 性 に よ り,欧 文 情 報 処 理 シ ステ ムに 比 べ 大 きな ハ ンデ ィを も って,そ の研 究 開発

が ス タ ー トした。 しか しな が ら,現 状 の技 術 的 進 歩 の レベ ルは,一 般 の技 術 レベ ル の 向上 と相 ま って

数 年 前 に 考 え られ た よ り以上 の レベ ル に,こ れ らの 問 題 点 を 克 服 して 到達 して い る と考 え られ る。

欧 文 の 情 報 処 理 装 置 の 代 表 的 な タ イ プ ライ タは 入 力 と,出 力 用 の モ ニ タが 同 時 に とれ る,コ ンパ ク

トな 装 置 で,こ れ に匹 敵 す る漢字 処 理 装 置 の 出現 は 当分 考 え られ な い が,文 字 の絵 素 で 約10倍,種

類 で約100倍 以 上 の漢 字 出 力 装 置 が,価 格 的 に は 欧 文 用 の 装 置 の約 数 倍 以 下 の レベ ル に ま で きて い

る。

日本 語 情 報 処 理 の 出力 シス テ ムの み の 問 題 で は な い が 今後,文 字 種,コ ー ド,字 体,伝 送 制 御 手 順

な どの標 準 化 が望 まれ る。
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メ ー カ ー 名 沖 沖 沖 日 本 電 気
一

型 式 ・ 名 漢字印刷受信装置 T300 エ レ ク トロ プ リ ン タ C5210

収

容

文

最 小 単 位 1,850 3,000' 2,209

拡 張 単 位 1,000 2,209

字 最大収容字数 2,600 10,000 8,000 8,836

文字 発 生方 式 活 字 打 鍵 ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 18×16
一

18×16 24×24/15×10

大 き さ(mm) 4.0×3.6 4.7×4.0 4.23×4.22/2.7×18

記 憶 素 子 ワ イ ヤorコ ア ワ イ ヤorコ ア

字

母

方

式

形 状

1枚 収容字数

1字 大 き さ

'印 字'方 式
活 字 ド ラ ム 多 針 電 極 イオン流電界制御 多 針 電 極

記 録 方 式 イ ン キ 感 熱 イ ン キ 静 電 記 録

プ ブ

リ オ

ン|

ト膓

ト

行大 きさ(字) 10.5P×19字 10P×66字 12P×66字 12P×80字

字 間 隔mm 1/5〃 1/5〃 1/5〃 1/5〃

行 間 数mm 1/3〃 ・r1/6〃 1/3〃 1/3〃 1/3〃or1/4〃

プリント文 字大 き さ 3.66×3.66mm 4・0×3・6mm 4.7×4.Omm 4.23×4.23/2.7×1.8mm

プ

リ速
ン度

上 、

一行/分
6 4,000 1,600

字/分 120 400 264,000

用

紙

大 き さ 8イ ンチ 8～15イ ン チ 16%イ ンチ Y18-Tl6/YIG300

ス プ ロ ケ ッ ト 無 有 有 有

給 紙 ロ ー ル シ ー ト シ ー ト ロ ー ル/折 畳

種 類 普 通 紙 感 熱 紙 普 通 紙 静 電 記 録 紙

コ ピ ー 枚 数 可

表4.IOハ ー ドプ リンタ性 能 表(1)

一94一



日 本 電 気 日本電子 産 業 日本 電子 産 業 谷 村 新 興 谷 村 新 興

C5220 3100/750H 3100/800 SCP-200 SC4000

2,960 5,000 5,000 2,544 4,096

1,000 2,500 2,500

3,960 20,000 20,000

ド ヅ ト フライング ・スポ ッ ト フ ライ ング・スポ ッ ト 活 字 打 鍵 活 字 打 鍵

18×18

4.23×4.23

平 角 板 平 角 板

100字 100字

1×1mm 1×1mm・

ワ イ ヤ FOCRT CRT 活 字 ド ラ ム 活 字 ド ラ ム

イ ン キ 銀 塩 安 定 化 乾式電子写真 イ ン キ イ ン キ

26字 12P×48字 12P×56字 12P 12P

1/5〃 1P毎 可 変 1P毎 可 変 5.08mm 5.08mm

1/3" 1P毎 可 変 最小11P
lP毎 可 変

8.5mm 8.47mm

4.23×4.23 4～24P 10～24P 12P 12P

100 平均400 平均750

180 180

214mm巾 A4B5巾 ・竺鍋
B5,A4,B4

A4巾 A4巾

無 無 無

ロ_ル ロ ー ル シ ー ト ロ ー ル 口_ル

普 通 紙 安 定 化 紙 普 通 紙 普 通 紙 普 通 紙

3枚 5枚
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メ ー カ ー 名 東 芝 東 芝 富 士 通 富 士 通

'

型 式 名 KF100/KF200 KF400/KF3000
'F6501B

F6502A

収

容

文

字

最 小 単 位 2,362 2,362 2,688 4,800

拡 張 一単 位 480 1,734 384

最大収容字数 2,842 4,096 7,200

文字 発生 方 式 ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 24×22 24×22 16×15 18×15

大 き さ(mm) 4.2×3.84mm 4.2×3.84mm 3.8×3.8 4.0×3.8

記 憶 素 子 変成 器形 リー ド
オ ン リ メ モ リ

磁 性 線 ソ レ
ノ イ ドメ モ リ 磁 気 ド ラ ム ROM

字

母

方

式

形 状

1枚 収容字数

1字 大 き さ

印 字 方 式 多 針 電 極 多 針 電 極 多 針 電 極 多 針 電 極

記 録 方 式 静 電 記 録 静 電 記 録 静 電 記 録 静 電 記 録

プブ

リ『

・㌻

ト ト

大 き さ(字) 15字 68字

字 間 隔mm 1.5㎜ 5.08/4.65mm 5.5㎜ 5.08㎜

行 間 隔mm 12mm 12/8mm 12.5mm 8.47/6.35mm

プリント文字 大 きさ 4.2×3.84mm 4.2×3.84mm
.

3.8×3.8mm 4.0×3.8mm

z速

巨

行/分 26/53 107/600 121.5 600

字/分 400/800 1,600/12,000

用

紙

大 き さ 130mm×100m 仕 様 に よ る 182mm×250m 7～17イ ンチ

ス プ ロ ケ ッ ト 無 ,ノ 無 有

給 紙 ロ ー ル ロ ー ル ロ ー ル ロ ー ル

種 類 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙

コ ピ ー 枚 数 並 列3部 2部

表4.10ハ ー ド プ リ ン タ 性 能 表(2)

.
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富 士 通 高 千 穂 IBM

F6521A T4100 2245

2,048 7,525

512

5,376 8,192 10,000

字母 ビデ イコ ン ド ッ ト ド ッ ト

32×32 18×22/18×18

8～12P 4.6×5.8/4.6×46

LSI 磁 気 ディス ク/ド ラム

円 板
・

5,376字 、

0.8×0.8mm

OFCRT OFCRT
'

ワ イ ヤ

銀 塩 安 定 化 湿 式電子写真 イ ン キ

gP×55字 64字 16字

3.2mm 3mm 5.08mm(1/5")

8.47/4.23mm 6mm
8.47mm(1/3"),
6.35mm(1/4")

3×3mm 3～12P 4.6×5.8/4.6×4.6

300,333

3,900 72,115

210mm B50rA4 90～480mm巾

無 無 有

ロ ー ル ロ ー ル シ ー ト

安 定 化 紙 電 子 記 録 紙 普 通 紙

可
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メ ー カ ー 名 沖 東 洋 通 信 機 日本 電 子産 業 日本電 子産 業

型 式 名 D1501 2420 3100

収

容

文

字

最 小 単 位 2,578 550 2,500

拡 張 単 位 2,500

最大収容字数 4,000 3,000 10,000

文字発 生 方式 ド ッ ト ド ッ ト フライ ング ・スポ ッ ト フ ライング ・スポ ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 18×18 18×18

大 き さ(mm) 6×6mm 7×7mm

記 憶 素 子 コ ア

字

母

方

式

形 状 平 角 板 平 角 板

1枚収容字数 100字 100字

1字 大 き さ 1×1mm 1×1mm

表

示

性

能

素 子 CRT CR'T CRT ス トレー ジCRT

画 面 大 き さ

'

160×230mm 150×210mm 160×220mm 160×240mm

フ ォ ー マ ッ ト 32字 ×16行 32字 ×8行 18字 ×8行 32字 ×16行

文 字 大 き さ
・

10×8mm 8×6mm

フ レーム レイ ト 40 一

色 P39 P24 Pl

指

示

種 類 カ ー ソ ル カ ー ソ ル

コ ン トロ ー ル ラ イ ト ペ ン キ ー キ ー

入

出

力

制

御

オンライン入出力 1,200BPS 2,400BPS 2,400BPS

入 力 キーボー ド 漢 字 キ ー 2,688字 漢 字 キ ー 2,688字 漢 字 キ ー

入 力 機 器 紙 テ ー プ リー ダ 紙 テ ー プ リ ー ダ

出 力 機 器
'

紙 テ ー プパ ンチ 紙 テ ープパ ンチ

ハ ー ド コ ピ 有

編 集 機 能

字挿 入,削 除

行 挿 入,削 除

全 面 消 去 等

字 挿入,削 除

全 面 消 去 等

字 挿 入,削 除

入 替'等

接 続 台 数 3台 32台

表4.llデ ィスプ レイ性 能表
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メ ー カ ー 名 日本電 子産 業 メ ー カ ー 名 写 研 富 士 通

型 式 名 SAPTON-A 6535
型 ・武 名 3100/150

収

容

文
字

最 小 単位

収
容

文

字

最 小 単位 5,000

拡 張 単位
拡 張 単 位 2,500

最大収容字数 6,400字 7,680

最大収容字数 20,000
文字 発生方式 字 母 光 学 式 字 母 光 学 式

文字 発生方式
フライ ング・スポ ッ ト

/ド ッ ト ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数

ド
ッ

ト

文
字

ド ッ ト 数 20×16 大 き さ(mm)

大 き さ(mm) OCRBフ ォン ト 記 憶 素子

字

母

方

式

形 状 回 転 円 盤 回 転 円 筒
記 憶 素 子 MOSIC

1枚収容字数 3,200字

字

母

方

式

形 状 平 角 板
1字 大 きさ 2.8×2.8mm

1枚収容字数 100字
印 字 方 式 フラッシュランプ露光 フラッシュランプ露光

1字 大 きさ 1×1mm 記 録 方 式 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真

CRT印 字 方 式 プ

リ

ン

ト

《

↓

ζ

行大きさ(字) 240mm 210mm

記 録 方 式 銀 塩 写 真 字 間隔(mm) 1/4級 0.25P

行間隔(mm) 0.5級 025P
プ

リ

ン

ト

フ
ォ

ー

マ

ッ

ト

ペー ジ大 きさ
AN132字 ×64行

漢 字66字 ×40行

文字 大 きさ 9～18級6種 6～14P8種

字間 隔(mm) 1CP可 変

文 字 変 形 可 可

行間隔(㎜) 1CP可 変

た て/よ こ 可 可

位 置 指 定
z速

(度

行/分

グラフィック機能 線 引 き 可 能 字/分 900 1,000

プリント文字 大 きさ 8～12CP
版

下,

弓
ル

ム

出

力

モニタプリント

プ速

リ
ン

ト度

行/分
AN5,000

漢 字2,500
大 き さ 10イ ンチ ×100フ ィー ト 8イ ンチ ×100フ ィー ト

フ イルム送 り ロ ー 戊レ ・片 パ ー フ オ ロー ル・アンパ ーフ オ

字/分
AN660,000

漢 字150,000

供 給 形 状 ロ_戊 レ100ブ イー ト ロ ー ル100フ ィー ト

使 フ

,1

用 ム

16～105mm

種 類 フ イ ル ム 安 定 化 処 理 紙,
自]画 紙 フ イル ム

、

ブ イ ツ ン ユ 105mm巾

入 力 装 置
`

紙 テ ー プ 紙 テ ー プ

表4.12COMプ リン タ性 能 表

編

集

シ

ス

テ

・ム

コンピュータ

プ ロ グラム

入 力 装 置

出 力 装 置

補 助 記 憶

HITAC-108KW

SAPCOL-H

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム32KW

FACOMU-200

12KW

FCL-3

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム65KW

表4.13電 算植 字 プ リン タ性能 表(1)
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メ ー カ ー 名 富 士 通 日本電 子産業 RCA IBM

型 式'名 6531 3850 ビ デ オ コ ン ブ 2680

収
容
文
字

最 小 単 位 5,000 10,000 自 由

拡 張 単 位 5,000 10,000 自 由

最大収容字数 12,762 20,000 40,000 外部記 憶装 置の
容 量 に よる

文字 発生 方式 字 母 光 学 式 フライングスポット ラ、イ ン ド ッ ト ラ イ ン ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数

大 き さ(mm)

記 憶 素子 磁 気 デ ィス ク

字

母

方

式

形 状 回 転 円 筒 平 角 板

1枚収容字数 50字

1字 大 きさ 2.8×2.8mm 1.2×1.2mm

印 字 方 式 フラッシュランプ露光 CRT CRT CRT

記 録 方 式 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真

プ

リ

ン

ト

フ
ォ

ー

マ

ッ

ト

行大きさ(字) 210mm 240mm 296mm 210mm

字 間隔(mm) 0.25P 0.5P ⊥P
200

行 間隔(mm) 0.25P 0.5P ⊥P
32

2回以 上の分割出 力

で1イ ンチ以上 も可

文字 大 きさ 6～12P6種 4～24P 4～96P 4～18P

文 字 変 形 可 可 可

たて/よ こ 可 可 可 可

プ速

膓
ト度

行/分

字/分 1,200 10,000 4200 135,000(英 文8ポ)

版

下
フ

ィ

ル

ム

出

力

モニタプリント 有 安定化紙
、

大 き さ A4,B5,A5,B6 250mm巾 9.44イ ンチ 巾

フ ィルム送 り XY送 り ロ ー ル ・パ ー フ オ無

供 給 形 状 シ ー ト300枚 ロ ー ル100m ロ ー ル ロ ー ル

種 類 フ イ ル ム フ ィ ル ム フ ィ ル ム フイルム/印 画紙

入 力 装 置 紙 テ ー プ 磁 気/紙 テー プ 磁 気/紙 テ ープ

編

集

シ

ス

テ

ム

コンピュータ

プロ グ ラム

入 力 装 置

出 力 装 置

補 助 記 憶

FACOM270-20

(32K)

FCL-7

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム131KW

HITAC-108KW

EDIC-1

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁気 ドラム131KW

HITAC-8400

(131K)

OCLPAGE1-」

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁 気 デ ィ ス ク

IBM360-40,

370-155な ど

JPS/OLS

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁 気 デ ィ ス ク

表4.13電 算植 字 プ リンタ性 能 表(2)
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5.日 本語情報処理のための利用技術 と標準化
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5日 本語情報処理 の ための利用技術 と標準化

日本語 情 報 処 理 そ の もの の 歴 史 の 浅 さ も あ って か,そ の ため の ソ フ トウ ェア は,ま っ た く体 系化 さ

れて お らず,基 本 的 な考 え方 す ら も固 ま っ て い な い。 ま た,ソ フ トウェ ア ・パ ワ ー と して の 蓄 積 量

も,現 在 の と ころ,ま だ ま だ 見 るべ き充 実 ぶ り を示 す まで には至 って いな い。

日本語 情 報 処 理 へ の関 心 だ けに っ い て み てみ る な らば,わ が 国 に お け る電 子 計算 機 普 及 の 初期 段 階

か ら,一 部 に は,か な り先 進 的 な挑 戦 も お こ なわ れ て お り,そ の点 で は,日 本 語情 報 処 理 の 歴 史 も,

浅 か らぬ もの が あ る と い え よ う。 しか しなが ら,世 間一 般 の関 心 を集 め るよ うにな ったの は,1970年

代 に はい って か らで あ り,そ れ まで は,ご く少 数 の研 究 者,実 務 技 術 者 に よ って,ほ そぼ そ と実験 的

開発 が進 め られ て い た に す ぎな い。

従 って,そ の ソ フ トウ ェ アの 内 実 は,,質,量 と もに蓄 積 がな い の は当然 の こ とで あ っ て,む し ろ,

入 出 力機 器 や処 理 応 用 シス テ ムが,あ る程 度 の普 及 を みせ てい るが,こ れ か ら以後 に大 きな 発 展 が 予

想 され る分 野 で あ る。

しか しな が ら,そ の体 系 化 に あ た っ て は,十 分,か つ慎 重に考 慮 を払 わ ねば な らな い問 題 点 が,す

で に い くつ か存 在 して い る こ とを,こ れ ま で の試 験 的 開発成果 が教 え て くれ て い る。 そ の根 源 的 な 問

題点 は,国 字(漢 字 を含 む)と い う多 数 の キ ャ ラク ター ・セッ トを処 理対 象 に しな けれ ば な らな い と

い う宿 命 的 な もの で あ り,そ こに既 存 の ハ ー ドウ ェ ア ・ソ フ トウ ェ ア両面 の技 術 との整 合 を はか るの

に特 有 の困 難 さが あ る。 以 下,そ の い くっか の 点 を指 摘 し,若 干 の分 析 を試 み る こ とに よ って,今 後

の体 系 化 の た めの 参 考 に供 した い 。

5.1鍵 盤 配 列 と符 号 化 規 則

漢 字 鍵 盤 入 力 方 式 と して は,現 在,か ず か ず の方 式 が提 案 され て お り,第6章 で の報 告 に も見 られ

る とお り,カ ナ漢 字 変 換 方 式,ラ イ ンプ ッ ト方 式 な どのユ ニ ー クな 試 み もあ る。 しか しな が ら現 在の

と ころ,キ ー トップ と漢 字e .を1対1で 対 応 させ る か ド あ る い は,シ フ ト ・キ ー操 作 に よ って対応 さ

せ て い く,い わ ゆ る 「漢 字 テ レタ イ プ 鍵盤 方 式 」 が 主 流 を 占め て い る 。

漢 字 テ レ タイ プ鍵 盤方 式 の場 合,鍵 盤 上 の 文字 配列 と符 号構 成 と は,相 互 に密接 な関 連 が あ り,そ

れ ぞ れ,そ の ど ち らを と る か に よ っ て,入 力 以 後 の ソ フ トgエ ア処 理 への負 担 の度 合 いが 大 幅 に異 な

って くる。 す なわ ち,鍵 盤 上 の キ ー トップ配 列 を 音訓 順 にする か,あ るい は,出 現 ひん 度 を 考慮 した

配 列 に す る か,に よ って,文 字 符 号 の 構 成 規 則 は,決 定 的な影 響 を受 け る ことに な る。

ふ つ う,入 力 段 階 で の キ ー パ ンチ ャの 操 作 性 を 重視 し,ス ピー ド ・ア ップが最 重要 の 目標 とな る組

版 処 理 な どの 入 力 鍵 盤 で は,出 現 ひ ん 度 を重 視 した配 列 どなる。 す な わ ち,漢 字 テ レ汐 イ ブ鍵 盤 で

は,盤 内 収 容 文字 種 が一 般 に2,00b字 前 後 で あ る た め,盤 面は 大型 化 し,両 手 操 作 に頼 ら ざ る を 得 な

くな る。

打 鍵 時 の 手 の動 作 範 囲 を 最 小 に す る ため に は,日 常 の 日本語 文 で,最 もよ く使用 され る文字 群 を 中
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央 部 に配 置 した方 が 望 ま し く,CO-59符 号 を は じめ とす る新 聞社,印 刷 会 社 で用 い られ る漢 字 鍵 盤

は,こ の 方 式 を 採 用 して い る。 ふ っ う350～600字 種 の 文字 群 を高 ひ ん度 出現 字 種 と し,盤 面 中 央 部 か

ら手 前 に配 置 し,操 作 性 の 向上 を はか る と と もに,打 鍵速 度 の ス ピー ド・ア ップを期 して い る わ けで

あ る。

しか しな が ら,こ の 方 式 で は,後 述 の よ うな理 由 によ って,文 字 符 号 の音 訓 順 に よ る構 成 は:ほ と

ん ど不 可 能 とな る。 印 刷 処 理 の よ うに,入 力 され た一 連 の文字 ス トリ ングの配 置 レイ ア ウ トの み が対

象 とな る ソ フ ∧ ウ ェ ア処 理 で は,こ れ で もほ とん ど問 題 は生 じな い。 従 って印 刷処 理 用 鍵盤 が,操 作

性 を最 重 要視 して,出 現 ひ ん 度 別 配 列方 式 を とるの は.そ こに理 由 が あ る。一 般 に,350字 種 を 打 鍵

者 の手 元 近 くに 配 列 した場 合,通 常 の 日本文 の75%は,そ れに よ って カ バー する ことが で き,配 列 位

置 の習 熟 記憶 も可 能 で あ る 。残 り25%が,盤 面 上 に手 を大 きく移 動 させ,場 合 によ?て は,目 視 に よ

る捜 索 が 必要 と され るわ け で あ る。 この よ うな配 列 方 式 の模式 図 を描 けば,図5.1の よ うに な る。

←漢字鍵盤

低ひん度文字群キイ

高ひん度文字群キイ

人

←打鍵者席

図5・1ひ ん度 順配列方式

この場 合,当 然 の こ と な が ら,符 号 構成 と音 訓 順 との対 応 は,ほ とん ど とれ な くな って しま う。 た

とえば,英 文 テ レ タ イ プ の鍵 盤 の 場 合,鍵 盤 文 字 配 列 と符 号構 成 が最 も独 立 的 に定 めや す い の は コ ー

ドバ ー符 号 化 方 式 で あ る。 同種 の コ ー ドバ ー型 漢 字 テ レタ イプ鍵 盤 で は,8列 の コー ドバ ー に 対 し,

192個 の キ ー トップ を配 し,1キ ー トップ に12～15文 字 を収容 す る方 式 を採 って い る。

12～15字 種 と い う1キ ー トップ上 の文 字 集合 ごと に,た とえ ば 音訓 順 ビ ッ ト重 み づ けを と るな ど と

い う論 理 関係 の 対応 を と る こ と は不 可 能 で あ る。 ま た,マ トリク ス ・ス イ ッチ方 式 で も,文 字 配 列 に

無 関係 に符 号 構 成 を と ろ う と した場 合,そ の必 要 とされ る論 理 素 子 は,か りに包 括 され る文字 集 合 の

η 、

大 き さを2`1とす る と Σiが 最 低 限 の数 とな って くる。 これ は.現 状 のハ ー ドウ ェア生産 技 術 で は,機
・Z=1

械 装置 と して の 入 力 機 器 の 価 格 を非 常 に高 価 な もの に して しま うお それ が あ り,ま った く採 用 さ れ て

いな い。

以上 の こ とか ら,単 な る文 字 ス ト リン グ単 位 の処 理 で は な く,そ の内 容 に まで立 ち入 り た い 場 合,

た とえ ば,文 字 単 位,語 単 位 の五 十 音順 分 類 な ど とい う,ご く ご く簡 単 な処理例 を考 え て み て も,ひ

ん度順 別 配 列 で の入 力 符 号 で は,そ の ま まで は内 部 処理 に かか れ ない こと にな る。

従 って,単 な る文 字 ス ト リ ング処 理 で はな く,あ る程 度 の内容 処理,た とえば 五十 音 順 分類 な ど の
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程 度 の処 理 を対 象 とす る場 合 で も,鍵 盤 配 列 に は,音 訓順 配列 キ ー トップを採 用 して い る。 た と え

ば,国 立 国 語 研 究 所,電 子 技 術 総 合 研 究所 な どで採 用 され てい る漢 字 テ レ タイプ鍵 盤 が そ れ で あ る 。

この場 合,キ ー トップの 位 置 は完 全 な 音訓 順 で あ るため,い き お い,盤 面 上 で の必 要 文字 キー の捜 索

範 囲 は大 とな り,打 鍵 速 度 は著 し く低 下 す る。

通常,.内 部 処 理 を考 慮 しな い 印 刷 関 係 で は高 ひ ん度 別 配列 が用 い られ,打 鍵速 度 を それ ほ ど問題 と
＼

しな い研 究 機 関 で は音 訓 順 配 列 が 用 い られ て きた わ け だが,日 本 語 情報 処 理 の普 及 に伴 い,こ の面 に

つ い て の基 本 的 な整 合 を考 慮 す べ き時 点 に さ しか か って いると い うこ とがで きよ う。

す な わ ち,印 刷 関 係 以 外 で も,こ と実 務 分 野 に 関 す る限 り,打 鍵 速度 が重 視 され る と と もに,音 訓

順 符号 構 成 もま た な お ざ りに で きな い問 題 で あ る。 た とえ ば,五 十 音順 の住 所氏 名 録 作 成 な ど,日 常

的 な応 用業 務 と な る可 能 性 が 強 い 。

こ う した場 合,高 ひん 度 別 配 列 を と るか,音 訓順 を と るかは大 問 題 で あ る。作 業 性 を考 慮 す れ ば,

高 ひん度 別 配 列 方 式 が べ 夕一 で あ る が,後 処 理 の ため に は音訓 順 符 号 変換 が必要 と され る。 最 近,提

案 され て い る カ ナ漢 字 変 換 方 式,ラ イ ンプ ッ ト,ソ ク タイ プ漢 字 変 換 方式 な ど も,広 義 の 意 味 で の 符

号 変 換 を必 要 と す る の で,作 業 性 重 視 の 高 ひん 度 別 配列 方式 の流 れ を くむ もの とみ て よか ろ う。

いず れ に せ よ,こ う した符 号 変 換 は,目 下 の と ころ,全 面 的 に ソ フ トウ ェアに 頼 っ て い る 。 しか

も,そ の変 換 の ア ル ゴ リズ ムに は,対 象 キ ャ ラク ター ・セ ・ノトが2,000～6,000字 種,あ る い は それ 以

上 に及 ぶ た め,そ れ な りの くふ うを 要 す る。 た とえ ば,通 常 の 表 引 きル ックア ップ手 法 で は,処 理 速

度 の低 下 の お そ れ が強 く,変 換 対 象 符 号 の収 容 され て い る ア ド レスを いか に して 早 く見 つ け 出 す か

が,ソ フ トウ ェア作 成 上 の テ ク ニ ッ クと な っ て くる。一 般 に,高 ひ ん度 別配 列方 式 で は,ビ ッ ト重 み

の符 号 構成 の規 則 性 は,ま った く乱 れ て い る ので,い か に して ア ド レス算 出 の ため の アル ゴ リ ズム を

見 つ け出 す か が,プ ロ グ ラ ム作 成 で の コ ツに な る。`

なお,ISOな らび にJIS情 報交 換 用 符 号 体 系 で は,図 形 文 字(英 数字 ・記号)の 符 号 構 成 の ビ ッ ト

重 み はABC順 に'準拠 し,推 奨 鍵 盤 配 列 で は,ECMA規 格 事務用 タ イプ ラ イ タの操 作 性 を考 慮 した 配 列

を採 り入 れ て い る。 そ の 間 に は,ま った く独 立 の 関係 とな って い るわ けだ が,コ ー ドバ ー方 式 の鍵 盤

で は両者 の整 合 は容 易 に実 現 す る こ とが で き,ま た マ トリクス ・ス イ ッチ方 式 で は,LSIエ ン コ ー ダ

に頼 って い る。 わ が国 に あ って も,現 状 は ソ フ トウ ェ ア依存 の符 号変 換 方式 も,い ず れ は 規 格 化 さ

れ,LSIに よ るハ ー ドウ ェ ア変 換 を 真剣 に 検討 しな けれ ば な らな い時 期 が到 来 す る もの と思 わ れ る。

5.2情 報交換用漢字符 号

前節 で は,配 列 方 式 か らみ た符 号 構 成 にっ いて の考 察 を試 み て み た が,情 報 交 換 の た め の符 号 構 成

につ い て もゆ る がせ に で きな い 問 題 で あ る。 現 在,わ が国 で は十 数種 の漢字 符 号 体系 が存 在 して い る

が,そ の うち,異 な る事 業 主 体 間 で の共 通 性 を,い くぶ んで も考 慮 し,か っ交 換 実績 を持 って い る の

は,1959年 に共 同 通 信 社 を主 務機 関 と して新 聞 社 間 で 協定 され たCO-59符 号 だ け で あ る。

そ れ以 外 の符 号 体 系 は,す べ て 実 施 当 事 者 に と って の み,最 も便 利 なよ う配 列方 式 と符 号 構 成 を制

定 して い る ため,符 号 体 系 間 の互 換 性 は ま っ た くない。 ま た,こ れ に よ って,共 通 ソ フ トウ ェ アの 開

一103一



発 促進 を著 し く阻 害 して い る と い う こと もで きよ う。

さ らに,通 信 線 に よ る情 報 交 換 を考 慮 して い るの も,い まの と ころCO-59符 号 の み で あ る。CO-

59符 号 は,専 用 電 信 線 網 に よ る新 聞 言己事 の 送 配信 を前提 と して 制定 され た もの で あ るため,直 接 の伝

送 制御 に は関 与 しな い もの の,Stop,Bell,CariageReturn&LineFeedな どの機 能 符 号 は,国 内

6単 位 加 入 電信 符 号 に準 拠 して い る。 他 の 符号 体系 で,あ らか じめ 電子 計 算機 へ の 入力 を前 提 と して

制 定 され た もの に は,数 種 の 機 能 符 号 を備 え て い る もの もある が,JIS情 報 交換 用 符 号 の 伝 送 制 御 符

号 とは,ま っ た く無 関 係 で あ る。

こ う した こ とか ら,漢 字 符 号 は,将 来,公 衆 通 信 網 によ って デ ー タ伝 送 を実 施 す る ことが不 可 能 と

な る事 態 も予想 され る わ け で,ソ フ トウ ェア開 発面 での 共通基 盤 の確 立 と と もに,伝 送 基 準 面 で も,

情 報交 換 用 漢字 符 号 体 系 の制 定 が 急 務 と され るわ け であ る。JIS情 報 交換 用 符 号 の母 胎 とな ったISO/

R646で は,6単 位 お よ び7単 位 の文 字 符 号 が 制定 されtこ れに準 拠 してJIS/C6220-69の7単 位,8

単位 符 号 が 制定 され て い る こ と は周 知 の と お りで あ る。 これに は32種 の制 御符 号 と94種 の 図 形文 字 が

含 まれ,JISの8単 位 符 号 の 場 合,94種 を1群 と してGO,G1の ふ た っ の キ ャ ラ ク タ ー ゼ ・・ トを 制

定,SI(シ フ トイ ン),SO(シ フ トア ウ ト)の 選 択 によ って,英 数 字,記 号,カ ナ 文 字 の キ ャ ラ ク

ターセ ッ ト選 択 をお こ な って い るわ け で あ る。

ISO,お よ びJISの 規 格 で は,こ のSO,SIの キ ャラ ク ターセ ッ トを 基本 と して,NUL,SO,SI,C

AN,SUB,SP,DEL,ESCの 制 御 符 号 を除 いて,図 形 文字 セ ッ トの 拡 張 が で き る こ と に な っ て い

る。 この場 合,ESC(エ ス ケ ー プ;拡 張)制 御 符 号 に よ って,図 形 文 字(こ の場 合 は国 字)セ ッ トの

シーケ ンスを 呼 び出 して い くわ けで あ るが,そ の拡 張 方 法 の標 準 化 に つ い て は,な おISO技 術 委 員 会

で審 議 中 で あ る

しか し,い ず れ 近 い将 来,そ の 標 準 方 式 も制定 され,そ れ と と もに,国 字 の標 準 符号 化 が急 が れ る

こ とは ま ちが い な い。 ひ とっ の 試 案 と して 注 目 され るの は,71年10月 に情 報 処理 学 会漢 字 コー ド委 員

会 が発 表 した 「標 準 コー ド用 漢 字 表 」 で あ る。 これ に は,一 応6,100字 種 の漢 字 を 収 容 して い る が,

ま った く問 題 が な いわ け で は な い。

そ の第一 に,は た して6,100種 もの 国字 の標 準 化 が必 要 であ る か ど うか とい う点 。現 在 のCO-59符

号体 系 で表 現 で き な い文 字 の 出 現 字 種 は,新 聞 記事 の場 合,100万 字 につ いて380字 種 程度 で あ り,そ

の 出現 確 率 は,い ず れ も,!0万 分 の1を 越 え る こ とは ない。6100番 目 の出 現確 率 は きわ め て 低 い も の

で あ り,そ の オ ー ダ ー は10程 度 で あ る と思 われ るが,少 なく と も,そ こま で カバ ーす る必 要 が あ る

.かど うか と い う こと。

第 二 に,そ の選 定 の基 準 で あ り,辞 典,各 種 文字 統 計調査 を 参 考 に 選定 され て い るが,当 用 漢 字

1850字 種 の選 定 に つ い て も,国 語 審 議 会 へ の批 判 が 存在 す る現 在,字 種 の増 大 は批判 の 自由度 を増 大

さす こ とに な る。

これ らを総 合 す る と,将 来 に想 定 され る情 報 交換 用標 準 符号 は,音 訓 順,あ る い はそ れ に準 じる な

ん らか の規 則 性 を もた さね ば な らな いが,そ の 際,標 準字 体表 との整 合 性 を確立 す るの に,著 しく困

難 が伴 う。 ま た配 列 との 関 連 を考 え る と,そ の整 合 性 の確 立 は絶 望 的 とい って もよか ろ う。
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したが って,情 報 交 換 用 漢 字 符 号 と して は,日 常 的 に必 要欠 くべ か らざ る字種,た とえ ば教 育 用 漢

字 表 程 度 の字 種 を最 大 限 度 と して 制 定 し,そ れ以 上 の拡 張 キャ ラ ク ター セ ッ トは,標 準 拡 張 に の っ と

って,ユ ー ザ 自 体 に選 択 を ま か せ た方 が 無 難 で あ る と思 われ る。

む しろ,そ う した方 が,ハ ー ドウ ェ ア的 に は,入 出力 機 器,あ る いは,符 号変 換 用 論理 素 子 の 量 産

体制 も整 い や す く,か っ,ソ フ トウ ェアの 標準 化 も推進 しやす い。 量産 化 ・標準 化 に よ る コス ト ・ダ

ウ ンを 目標 とす る な ら,情 報 交 換 用 漢 字符 号 体 系 の 制定 には,十 分 に慎 重 な態度 で あ るべ きで あ る と

い え よ う。

なお,現 状 で最 も普 及 して い る漢 字 符 号 体 系 は,6単 位2列 さん 孔 に よ る計12ビ ッ ト/字 がふ っ う

で あ るが,上 述 の よ うな情 勢 か ら8単 位2列16ビ ッ ト/字 コー ドも普 及 を一は じめ て お り,さ らに は多

重 バ イ ト ・・キ ャ ラ ク ター セ ッ トの方 向 も十 分,考 え られ る ことで あ る。

5.3日 本 語 情 報 処 理 の た め のCPU

現 在,実 用 化 され て い る 日本 語 情 報 処理 シ ス テム に用 い られ て い る電 子 計 算機 中央 処 理装 置 ・に は,

中 ・小 型 機 では,一 般 に バ イ ト ・マ シ ン,キ ャラ ク ター ・マ シ ンの汎用 事 務 用 計 算機 が用 い られ て い

る。 ま た大 型機 で の ア プ リケ ー シ ョ ン もい くっ か あ るが,こ れ に は ワー ド ・マ シンや バ イ ト・マ シ ン

が使 用 され て い る。

しか し,台 数 か ら見 た場 合,最 も数 が 多 いの は,PDP-8,HITAC-10,FACOM-Rな ど,い わ

ゆ る ミニ コ ン ピ ュー タを利 用 した シ ス テ ムで あ る。 しか も,シ ス テ ムの処 理 内容 と して は,常 識 的 に

は大 型機 の分 野 での 適 用 業 務 と さ れ て い る と ころ に まで,大 い に活 用 され て い るの が特 徴 で あ る。 た

と えば,人 名 ・住 所 録 な ど の 五 十 音 順 分 類 編集 や,辞 典 の 項目 分類 や整 理 な どに,ミ ニ コ ンピ ュー タ

が進 出 して い る のが,そ の典 型 例 で あ る と い う ことが で きよ う。

その理 由 はtお お よ そ,次 の よ う に考 え る こ とがで きる。っ ま り,漢 字 テ レタ イプ符 号 は,6単 位

制 の場 合,12ビ ッ ト/字,8単 位 制 で あ る な ら16ビ ッ ト/字 で あ るが,こ れ に対 し,ミ ニ コ ン ピュ ー

タは,一 般 に!語12ビ ッ トか16ビ ッ トで あ る。 っ ま り,1語 と1字 が対 応 し,き わ めて 簡素 化 さ れ た

プ ログ ラム を作 成 しや す くな る。

内 部 処 理 は,一 般 に ミニ コ ン ピ ュ ー タの 場合,語 単位 で行な わ れ るの で,処 理 速 度 も大 型 機 に 対

し,遜 色 な い。 そ こ で,た とえ ば 組 版 処 理 な ど とい うジ ョブの性 格 が は っき り定 ま り,シ ステ ム の 目

的 自体 が,わ り あ い に単 能 的 で あ る場 合,ミ ニ コ ン ピュー タの方 が,総 合 性 能 と して は偉力 を発 揮 す

る こ とが多 い。

現 在,ミ ニ コ ン ピュ ー タ ・ シス テ ムが,総 数 的 に は,最 も普 及 して い る理 由 も,こ の あ た り に あ

り,主 と して組 版 処 理 に用 い られ て い るの が め だ って い る。 も ちろ ん,磁 気 テ ー プな どの外 部 補 助 記

憶装 置 を付 加 す れ ば,前 述 の 通 り,項 目別 分類 な どの高 級処理 も十 分 に可 能 で あ る。 しか し,そ の際

に考 慮 せね ば な らな いの は,一 般 に,ミ ニ コ ンピ ュー タ関連 の周 辺 機 器 は,低 速 ・低 容 量 が ふっ うで

あ るの で,シ ス テ ム と して の総 合 性 能 は,周 辺 機 器 の処 理能力 に よ って お さえ られ る傾 向 が あ る。 比

較 的 に ジ ョブの 対 象 が は っ き り定 ま って お り,か つ,単 能 的 ・小 規 模 で あ る場合,ミ ニ コ ン ピュ ー タ
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・シス テム が ,圧 倒 的 に有 利 と な る。

バ イ ト ・マ シ ンの 場 合,2バ イ トが ち ょ うど漢 字1字 分 に相 当 し,半 語 長(2バ イ ト語)単 位 の ア

ドレス機 構 を持 って い る と,内 部 処 理 で は,ミ ニ コ ンピュ ータに 匹敵 す る能 力 が 期 待 で き る 。 しか

し,汎 用 事 務 目的 の 小 型 バ イ ト・マ シ ンで は,む しろ ミニ コン ピュー タ と同 列 に考 え,単 能 的 に利 用

し,し か もプ ロ グ ラ ム は,機 械 語 か ア セ ン ブ ラ ・ベ ー スで考 え た方 が ベ ター で あ る。

中 型機 以 上 の バ イ ト・マ シ ンは,汎 用 目 的 の ため の漢 字情報 処 理 シス テム に適 合 す るが,そ の際 注

意 せね ば な らな いの は 、 コ ンパ イ ラの構 造 に よ って は,あ る特 定 の処 理 ス テ ップ に対 し,処 理 時 間 が

きわ め て大 き くな る と い う傾 向 が あ る 。漢 字 情 報 処理 で は,1回 の処 理 作 業 量 が200万 字 を 突 破 す る

こと も,往 々 に して 生 じる の で,こ う した大 量 デ ー タ処 理 の場 合,思 わ ぬ時 間 を必 要 と す る こ とが あ

る。 そ う した こ とか ら,中 型 以 上 の バ イ ト ・マ シ ンに あ って も,プ ロ グ ラ ム言 語 は,ア セ ンブ ラ ・ レ

ベ ルに依 存 した方 が ベ ター と いえ よ う。

内 部処 理 速 度 だ け に着 眼 す る な らば,大 型 ワー ド・マ シ ンが 最 優位 とな る。 と ころ が,そ の言吾長単

位 は,必 ず しも12ビ ッ ト,あ る い は16ビ ッ トの整 数倍 とは なら な い。 こ う した場 合,n文 字 を1語 に

パ ック し,残 る ビ ッ トに ダ ミー ・デ ー タを お くと い う手 間 を必 要 とす る。処 理 段 階 の進 行 に 応 じて,

プ ログ ラム的 に は,パ ック ・ア ンパ ックを ひ ん ぱん に繰 り返 さ な けれ ば な らな い ことが多 いが,そ の

際,ダ ミー ・デ ー タの 介 在 に よ って,プ ロ グ ラム手 順 は,か な り複 雑 に な るお そ れが あ る。

こ う した状 況 か ら考 え て,現 状 で は,漢 字 情 報 処 理 に最 適のCPUシ ス テ ムは存 在 しな い と断 言 して

よ か ろ う。 小 規 模 ・単 能 的 シ ス テ ムに 対 して は,ミ ニ コ ン ピュ ー タの適 用 が 最適 であ り,大 規 模 ・汎

用 目的 に対 して は大 型 バ イ ト ・マ シ ンが 適 して い る とい う ぐらい の とこ ろで あ ろ うか 。実 用 シス テ ム

に おい て も,期 せ ず して,こ の よ うな 傾 向 を た ど って い る よ うで あ る。

5.4漢 字 情 報 フ ァ イ ルの 編 集

漢 字 キ ャ ラク タ ・セ ッ トは,た とえ ば パ ンチ ・カ ー ドのHセ ッ トな ど に く らべ,圧 倒 的 に字 数 が 大

きいの が特 徴 で あ る。 した が って,そ の 入 力情 報 フ ァイ ルには,ミ ス ・パ ンチや,そ の他 の原 因 に よ

る誤 字 の存 在 す る確 率 も,圧 倒 的 に大 で あ る。 ま た,入 力 デー タは,一 般 に文章 情 報 で あ るの で,文

字 単 位,パ ラ グ ラフ単 位,の 追 加 ・訂 正 ・削 除要 求 も,ひ んぱ ん に 発生 す る。

当然,フ ァイ ル中 の あ る任 意 の ス トリ ン グ単位 で迅 速 な更新 を 実 施 す るプ ログ ラムの 存 在 が必 要 と

な って くる。 す な わ ち,一 般 に 「エ デ ィ ター(編 集 プ ログ ラム)」 と呼 ばれ て い る もの を 漢 字 向 け に

機 能 強 化 した もの で あ る 。

現 在,日 本 語 情 報 処 理 シス テ ム で,数 多 く存 在 す る実 用 シス テ ムの う ち,最 も弱体 なの は,こ の エ

デ ィ ター ・プ ロ グ ラ ムで あ る 。 こ れ は 、主 と して,プ ロ グラム の能 力 に あ るの で はな く,周 辺 装 置,

さ らに シス テ ムの運 用 能 力 を加 え た,い わ ゆ る フ ァー ム ウ ェア に,ま だ まだ大 きな問題 点 が存 在 して

い るた めで あ る。

エデ ィ ターに は,オ ン ラ イ ン処 理 と オ フ ラ イ ン処 理 の二 種類 が あ る。 この うち現 段 階 で は,最 も進

んで い る と いわ れ て い る オ ン ライ ン処 理 にっ い て み てみ ると,こ の場 合,現 状 で は非常 に高 価 な周 辺
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機 器 で あ る漢 字 デ ィ ス プ レ イ装 置 の 存 在 が 絶対 条 件 とな る。

すな わ ち,コ ア メ モ リ,ま た は ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァイ ル中 の任 意 の ス トリ ングを漢 字 デ ィ ス

プ レイ画面 上 に表 示 し,付 属 した 漢 字 入 力 装置 を対 話 モー ドで 操 作 しつ つ,追 加 ・訂 正 ・削除 ル ー チ

ンと と もに対 話 モー ド管 理 の た め の ソフ トウ ェア を付加 す る必 要 が あ る。 ま た,処 理 は ほぼ完 壁 に行

な われ るが,大 量 デ ー タの連 続 処 理 に は不 向 きで あ る。 さ らに,デ ィスプ レイ操 作 に,特 別 な訓 練 を

終 え た専 門 オペ レー タを 必 要 とす る な どの 欠 点 が あ る。少 量 の デ ー タを対象 と して、 絶 対 にま ちが っ

て は困 る と い う作 業 対 象 に 適 した シ ステ ムで あ る といえ よ う。 そ れ に して は,周 辺 装 置 の 価格,関 連

ソ フ トウ ェ アの 開 発 負 担 が あ ま り に も大 きいの が現 状 で あ る。

オ フラ イ ン処 理 の 場 合 で は,次 の処 理 が必 要 とな る。 つ ま り対 象 入 力 フ ァイ ルの プ ル ー フ ・ リス ト

の 高速 漢字 プ リ ンタ に よ る打 ち 出 し,人 手 に よ る校 正 ・訂 正情 報 の入 力,プ ル ー フ ・リス ト再 プ リ ン

トに よ る確 認 の手 順 で あ る 。 こ の うち,問 題 が あ るの は訂正情 報 の入 力 で あ る。

一 般 に ,訂 正 情 報 は,次 の よ うに して作 成 され る。す な わち,該 当 す る フ ァイ ル名,ス トリ ング所

在位 置 の所 在 情 報,訂 正 情 報 の 三 つ に よ って,1ト ラ ンザ クシ ョ ンを形 成 す る。 ス トリ ン グ所 在位 置

は,行 番 号,文 字 番 号 を ア イ デ ンテ ィ フ ァイ ヤ と して用 いる。 そ の 際,追 加 され る訂 正 情 報 の 性 質 か

ら,当 然,漢 字 入 力 装 置 が使 用 さ れ るわ け だが,た とえば,1字 単 位 の追加 ・訂 正 ・削 除 が ひん 発 し

た場 合,そ の さん 孔 作 業 量 はぼ う大 な もの と な る。

この よ う な点 か ら,エ デ ィ ター の ソ フ トウ ェア的機 能 は,ソ フ トウ ェア能 力 よ り も,む しろ フ ァー

ム ウ ェアへ の依 存 度 が高 く ,周 辺 装 置 の改 良 ・低 価 格化 を も含 め て.処 理 システ ム,と りわ け人 員.シ

ス テム を も含 む,総 合 的 な シ ステ ム の 見地 か ら,解 決 を はか って い くべ きで あ ろ う。

5.5配 列 プ ロ グ ラ ム に つ い て

一 般 に 日本語 情 報 処 理 の 対 象 とな る デー タは ,文 章 情 報 が主 体 で あ ると い って よ い。従 って,そ の

出 力 の プ リ ン ト様 式 は,フ ォー マ ッテ ィ ングに,か な りの ウェ イ トが かか って くるの は 当 然 で あ る 。

その フォ ー マ ッテ ィ ン グに っ い て も,ア ル フ ァ ・ニ ュー メ リックの ラ イ ンプ リン タ ・ア ウ トプ ッ ト様

式 を漢 字 ・か な に よ っ て打 ち 出 した程 度 の簡 単 な書 式 か ら,高 級 商 業 印刷 の 版下 と な る複 雑 な もの ま

で,そ の形 態 は さ ま ざ ま で あ る。

い ずれ にせ よ,ア ウ トプ ッ ト用 ソ フ トウ ェ アと して の必 須条件 の ひ とつ に禁 則 処 理 ル ー チ ンが あ

る。国 字 の キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トの な か に は,文 字 ス ト リング中 で,行 頭,行 末 に は存 在 して は な らな

い文字 群 が あ る。句 読 点 や カ ッ コ類 が そ れ で あ り,こ れ らのサ ブ セ ッ トを 「約物 」 と通称 し て い る 。

行 頭行 末 に約物 が存 在 す る 場 合,ス ト リ ング中 の位 置関 係 を1字 分 シフ トし,不 足 字 詰 め分 を文 字 間

空 白 に よ って調 整 しな け れ ば な らな い。 この調 整 マー ジ ンは,周 辺 ハ ー ドウェ ア能 力 に大 き く左 右 さ

れ る が,そ の能 力 限 界 ま で 活 用 す る よ う ス ト リングの フ ォーマ ッテ ィ ング処 理 を す る の が 禁 則 で あ

る。

ま た,印 刷 用 版 下 作 成 の た め の処 理 ルー チ ンは,一 般 に植字 プ ログ ラム と呼 ば れて い る。 こ れ は,

1ペ ー ジと い う限 られ た領 域 内 に ス ト リ ングを十 分 に考 慮 され た フ ォーマ ッテ ィ ング によ って配 列 処
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理 す る もので,そ の 使 用 目的 に応 じて 種 々 の形 態 が あ る。 一般 に,い くつ か の副 集 合 で ペ ー ジ単 位 に

ひ とつ の集 合 形 態 を と る新 聞 と,場 合 に よ って は ペ ー ジ単 位で の完 結 した集 合形 態 を と らな い書 籍形

態 とに大 別 す る こ とが で き る 。

この場 合,便 宜 的 に ペ ー ジ単 位 の 処 理 形 態 を考 え て み る と,文 字 に よ って構 成 され る ス トリ ング ・

セ ッ トだ け で は な く,ケ ィ線,写 真,カ ッ トな どの サ ブ ・セ ッ トも処 理 対象 と して存 在 す る こ とに な

り,ま た余 白 も印 刷 デ ザ イ ン上 で は無 視 で きな い サ ブ セ ッ トで あ る。

これ らの サ ブ セ ッ トが,そ れ ぞ れ 閉 じた領 域(例 ・コ ラム文,写 真,カ ッ トな ど)と 開 い た 領 域

(例 ・本 文,余 白 な ど)を 形 成 し,相 互 の位 置 関 係 によ って,デ ザ イ ン的 感 覚 を表 示 して い るの が っ

ね であ る。 従 っ て植 字 プ ロ グ ラ ム は 、 あ る意 味 で はCADの 変形 で あ る と見 なす こ と も可 能 で あ る。

従 って,そ の処 理 ソ フ トウ ェ ア に もCADと 同 じ くグ ラ フ ィ ッ ク ・ デ ィ ス プ レ イ表 示 に よ る 対 話

モ ー ド・ソ フ トウ ェア と,図 形 ア ウ トプ ッ ト ・テ クニ ック併用 に よ るオ フ ライ ン処理 とが あ る。 い ず

れ も,各 サ ブセ ッ トに共 通 な エ レ メ ン ト領 域(こ れ の定 義基準 は,ソ フ トウ ェア開発 者 に よ っ て異 な

る)を 設定 し,そ の エ レ メ ン トを サ ブ セ ッ トご とに集 積 配置 して い く こ と が 考 え ら れ る 。 そ の 際,

ペ ー ジ ・セ ッ トの大 き さ、各 サ ブ セ ッ トの 大 き さ,種 別 などの い ずれ か を 目的 関 数 と し.残 りを制 約

条 件 とみ な す と,最 適 化 ア ル ゴ リズ ムが 存 在 す るは ず で あ る。

しか し,こ の点 に つ い て は,い ま だ 完 全 に解 明 され て お らず,完 壁 な意 味 で の 自動 化配 列 ソ フ トウ

ェ アは出現 して い な い 。 オ ン ラ イ ンの 場 合,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ スプ レイ ・ター ミナ ルに よ って,オ

フ ラ イ ンの 場合,座 標 化 パ ラ メー タに よ っ て,そ れ ぞ れ,人 間 が各 サ ブ セ ッ トの位 置 関係 を入 力 指 示

し,処 理 して い るの が現 状 で,芸 術 的 創 造 性 は低 い に もかかわ らず,人 間 の介 在 に大 き く依 存 して い

る分野 で あ る。
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6.日 本語情報 処理 の応用

6.1JICSTに おける科学技術文献速報編集 システム

6.2工 業技術 情報 に関する日本語情報処理 の一例

6.3出 版社 における自動編集 システム

6.4日 本語 によるオンライン情報検索 システム

6.5物 品管理 システムの漢字 出力の試み

6.6生 命保険会社 における日本語「青報処理

6.7電 算写植セ ンターにおける文字組版の事例

6.8新 聞業界 における日本語情報処理

6.9日 本語記録 システム

6.10電 子計算機 による国語研究

6.11計 算機 によるカナ漢字変換の一手法

6.12日 本語 情報処理ユーザー一覧表





6日 本語情報処理の応用事例

6.1JICSTに お け る科 学 技 術 文献 速報 編 集 シ ステム

6.1.1導 入 の 経 緯.

日本科 学 技 術情 報 セ ン ター(以 下JICSTと い う。)が コ ン ピュー タを 導 入 して、 文 献 情 報 の処 理 を 全

面 的 に機 械 化 す る計 画 を 開 始 し た の は,昭 和41年 の こ と で あ る。JICSTに お け る コ ン ピュー タ化 の

最 終 目標 は,科 学 技 術 情 報 の い わ ゆ る総 合情 報提 供 サ ー ビ ス シ ステ ムの確 立 で あ る こ とに は異 論が な

か っ たが,実 行 面 か らみ る と多 くの 問 題 が 山積 して い た。

情 報提 供 サ ー ビス に は,大 別 して二 つ の形 態 が あ る。一 つは時 々刻 々発 生 す る情 報 を整 理 して,で

きるか ぎ りす み や か に提 供 す る カ レ ン ト ・ア ウ ェ ア ネス ・サー ビ スで,も う一 つ は要 求 に よ り過 去 の

情 報 を探 索 して 提 供 す る遡 及 検 索 サ ー ビスで あ る。 前 者 はマ ス コ ミ形,後 者 は カ スコ ミ形 で,と もに

情 報 検 索 の 一 環 を な して い る。

情 報 サ ー ビス機 関 に は この 両者 が 要 求 され,JICSTも 昭和33年 以 来,前 者 の形 と して抄 録 誌(科 学

技 術 文 献 速 報)お よ び そ の索 引 を 刊 行 し,後 者 の形 と して依頼 によ る調査 サ ー ビ スを続 けて き た。 し

た が っ て コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム も,こ の 両 者 を 包含 した システ ム と して形 成 され,そ の メ リ ッ トを あ

げ ねば な らな い と い う前 提 が あ っ た。

も っと も将 来 は フ ァ ク シ ミ リも含 め て,オ ンラ イ ンで,こ の 両 者 が総合 され た シス テ ム と な る で あ

ろ うが,当 面 は コ ス ト面 か ら困 難 で あ る。

さて上 述 の考 え方 に た って コ ン ピュ ー タ化 を 進 め て い た情報 機 関 の代 表 は,米 国 国 立 医 学 図 書 館

(NLM)で あ った 。索 引 誌 と してIndexMedicusを 刊 行 しっつ 情 報 を蓄積 し,MEDLARSと い う 医

学 情 報 検 索 シス テ ム を着 々 と整 備 しっ っ あ っ た。 この シ ステム は現 在 すで に実 用 に供 され て い る。

NLMの 一 つ の特 色 は,索 引 誌 の発 行 の た め に コ ン ピュー タの 出力 装置 と して,PhotonZIP900

とい う高 速 電 算 植 字 機 を 導 入 し,コ ン ピ ュー タで 直 接 印刷 用 の版 下 を作 成 して い た こ とで あ る。 この

方 式 の成 功 がJICSTの シ ス テ ム設 計 に,も っ と も大 きな影 響を 与 え た ので あ る。

JICSTで は,す で に世 界 各 国 か ら収 集 した科 学 技術 情 報 の,日 本 語 の抄 録 を作成 し,抄 録 誌 を 刊 行

して い た が,日 本 に お い て 不 特 定 多 数 に情 報 提 供 サ ー ビ スを行 な うには,日 本 語 で あ る こ とが絶 対 に

必 要 な条 件 で あ った。

か く して カ レ ン ト ・ア ウ ェ ァ ネ ス ・サ ー ビス を含 む機 械 シス テ ム を計 画 す れば,必 然 的 に 日本 語 処

理 に立 ち向 か わ ね ば な らな い状 況 と な った。 日本 語 の イ ンプ ッ ト機 器 につ い て は,当 時 す で に既 成 の

もの が あ っ たの で,焦 点 は高 速 の 出 力 装 置,し か も植字 機 に しぼ られ る こ と とな った 。

欧 米 に お い て は,当 時 す で に前 出 のPhotonを は じめ,Digiset,Videocomp,Linotronな ど が 開

発 途 上 に あ り,こ れ らの 日本 語 へ の適 用 可 能 性 につ いて調 査中 の と ころ,日 本 電 子 産業KKの 全 面 的

な協 力 が得 られ,後 述 す るJEM3800を 導 入 す る こ とに決 定 し,JICSTの シ ス テ ム が 完 成 し た の で あ
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る。

現 在 す で に抄 録 誌 編 集 シ ス テ ム は軌 道 にの り,日 々大 量 の版 下 が ア ウ トプ ッ トされ て お り,次 の 段

階 の遡 及 検 索 シス テ ムの実 用 化 に努 力 を そ そ いで い る。 しか し日本 語処 理 につ い て はな お今 後 改 善 を

要 す る問 題 点 が多 く,本 シ ス テ ムの 評 価 は後 日を また な ければ な らない で あ ろ う。

6.1.2字 種 の 選 定

本 シス テ ム は イ ン プ ッ ト装 置 と して,新 興 製作 所 の漢 字 鍵盤 せん 孔 機 を 用 い る こ と に し た の で,

ハ ー ドウ ェ アの面 か ら使 用 で き る字 種 は2 ,496字 に限 定 され た。 この制 限 内 で最 も効率 の よ い 字 種 を

選 定 す るた め に各 種 の 調 査 が行 な わ れ た。

まず す で に発 行 され た抄 録 か ら実 際 に使 わ れ た漢字 字種 の調 査 を行 な った。 調査 対 象 は昭 和40年 の

抄 録誌 各編 か ら層 別抽 出 で1,279件 を 抽 出 し,そ こで使 用 され た漢 字約10万 字 を調 査 した。 そ の 結 果

1,528字 種 が求 め られ,そ の う ち150字 が表 外 漢 字(当 用漢 字外)で あ っ た。

抄 録 の 原稿 は も と も とJICSTで 作 成 した も ので あ り,表 外漢 字 は極 力制 限 して い たの で 当 然 の 結 果

で あ るが,こ の 結 果 か ら本 シ ステ ムの前 途 は 明 る い もの とな っ た。標 本 数 が少 な い こ と を 考 慮 に 入

れ,種 々検討 の 結 果,最 終 的 に 当用 漢 字 か ら1,781字 種 を選定 し97字 を削 除 した。

一 方
,科 学 技 術 文 献 を植 字 す るた め に は英 欧文 字 や記 号 類 は欠 か す こ とはで きな い。 これ らは別 途

調査 し,必 要 と思 わ れ る もの は全 部 収容 す る こ とに した。 この ほか カ タ カナ,ひ らが な,数 字 は全 部

収容 し,な お余 裕 が あ る の で 表 外漢 字 を と りあ え ず80字 種 収容 した。

表 外 漢 字 で 最 も必 要 な もの は,文 献 の 著 者 名 の た め の人 名漢 字 で あ る。 この た め 日本 人 の著 者 名索

引か らの 字種 調 査 を行 な い,そ の他 地 名 お よ び雑 誌 名 の調 査 と合 わ せ,ま た唯 一 の例 外 と して,「 凸:

凹 」 の2字 を加 え て80字 種 を 選 定 した。

以 上 の結 果 を ま とめ て字 種 一 覧 表 を表6.1.!に 示 す。

字 種 イ ンプ ッ ト ア ウ ト プ ッ ト

漢 字 L861 1,861(明 朝)

カ タ カ ナ 81 162(明 朝,ゴ シ ック)

ひ ら が な 77 154(〃 )

英 欧 文 字 65 195(ロ ー マ ン, イ タ リ ック, ボ ール ド)

ロ シ ア 文 字 66 198( 〃 )

ギ リシャ文字 33 99( 〃 )

ア ラビア数字 10 30( 〃 )

ロ ー マ 数 字 20 40(ロ ー マ ン, ゴ シ ッ ク)

記 号 199 248(ロ ー マ ン,一 部 イ タ リッ ク,ボ ー ル ド)

ス ペ ー ス 6 6

予 備 78 78

合 計 2,496 3,071

表6・1・1使 用 字 種 一 覧 表
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表 中 予備 機 は将 来 の 拡 張,た とえ ば 医学 文献 の処 理 な どが予 想 され るの で,空 白 に して あ る もの で

ある。 実 際 の使 用 経 験 か らみ る と,著 著 名 に少 しの欠字(か な で イ ンプ ッ ト)が あ る ほか は何 らの 障

害 も生 じて い な い 。

以 上 の ほか に植 字 に お い て は さ ら に書 体(ゴ シ ック,イ タ リ ッ クな ど),上 っ き,下 っ き文 字(xL),x,,

など),合 成(石 な ど)が 必 要 で あ るが,こ れ らを始 め か ら鍵 盤 に収 容 してお く こ と は 不 可 能 で あ

ったの で,漢 字 プ リ ン タの機 能 を拡 張 し,イ ンプ ッ トに際 して は 、 フ ァン ク シ ョン コー ドで処 理 す る

方 法 を採用 した 。 この 機 能 に っ いて は後 に詳 し く説 明 す る。 した が って 表6.1.1で ア ウ トプ ッ ト側 は

異書 体 を 含 め て延 べ3,071字 と な って い る。、
6.1.3漢 字 入 力 装 置'

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ウ ェ ア シ ス テ ム はMT8台,デ ィ ス ク2台 の,FACOM230-50を 中 心 と す る 普

通 の 構 成 で あ り,と く に 説 明 す る こ と は な い で あ ろ う 。 この ほ か に 日 本 語 処 理 用 と して イ ンプ ッ ト用

に 漢 字 鍵 盤 せ ん 孔 機,ア ウ ト プ ッ ト用 に オ フ ラ イ ン の漢 字 プ リ ン タ が 用 意 さ れ て い る 。

JICSTで 使 用 し て い る イ ン プ ッ ト装 置 は,新 興 製 作 所 製 の,「SCK-201形 漢 字 鍵 盤 せ ん 孔 機 」 で

あ る 。 本 機 は鍵 盤 部,パ ン チ 部,リ ー ダ 部,イ ン ジ ケ ー タ,カ ウ ン タ,見 台,機 械 台 か ら な り,8単

位 紙 テ ー プ(幅25.4mm)に,文 字 一 字 に っ き8単 位2列 の コー ドを せ ん 孔 す る 。

鍵 盤 は 図6.1.1の よ う に3種 の グ ル ー プ か ら な る 。
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図6・1・1SCK-201の 鍵 盤 部

文 字 キ ー24列 ×8行192個

識 別 キ ー]3個

機 能 キ ー14個

文 字 キ ー に は そ れ ぞ れ13個 の 文 字 が 収 容 さ れ,全 部 で13個 ×192:2,496字 が 収 容 され て い る。 文 字

30の 選 択 は,そ の 文 字 が 収 容 さ れ て い る文 字 キ ー と そ の 中 か ら必 要 な 文 字 を 選 択 す る識 別 キ ー を,両 手

で 同 時 に打 鍵 して せ ん 孔 を 行 な う。

紙 テ ー プ へ の せ ん 孔 は 図6、1.2の と お り で,こ れ は文 字 「点 」 の せ ん 孔 で あ る。

2,496文 字 を 表 わ す に は12ビ ッ トを 要 す る が,図 のX1～X6,Y1～Y6の12ビ ッ ト が 文 字 を 表 わ し,

X8とY7ビ ッ トは そ れ ぞ れX列,Y列 で あ る こ と の コ ー ドで あ り,し た が っ て パ リテ ィ ビ ッ トは設 け て
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な い 。

この よ う にX,Y列 の 判 定 ビ ッ トを 設 け た 理 由 はtシ ス テム 導 入 の 初 期 に お い て ハ ー ド エ ラ ー に よ

るXま た はY列 の 脱 落 が ひ ん 発 し た た め で,こ れ を 目 検 に よ っ て も発 見 で き る よ う に工 夫 し た も の で,

ま た 紙 テ ー プ リー ダ で の 読 み 取 り に あ た っ て も こ の ビ ッ トを 利 用 して チ ェ ッ ク を 行 な い.イ ン プ ッ ト

の 万 全 を 期 して い る 。 し か し 、 さ らtf万 全 を 期 し てY7を パ リテ ィ ビ ッ ト と す る 方 法 も あ る 。
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図6・1・2紙 テ ー プ のせ ん 孔
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図6・1・3JEM3800の 構 成 図

機 能 キー と して は,と くに設 計 して次 の3種 の機 能 を設 けて あ る。

① 書 体 シ フ ト(ゴ シ ッ ク,標 準,イ タ リッ ク)

② 上 下 シ フ ト(上 っ き,正 常,下 っ き)

これ らの機 能 キ ー を用 い る と,そ れ に続 く文字 は次 の シフ トキ ーを押 す ま で は,指 定 され た形 で プ

リン トア ウ トされ る。

③ 合 成 シ フ ト

この機 能 キ ーを用 い る と,そ れ に 続 く文字 は 直前 の文字 に重 ね て プ リ ン トされ る。以 上 の3種 の 機

能 は重 複 使 用 が可 能 で あ る。 た と え ば

固X田2aSCE]i

とせ ん孔 す る と 「X,]とプ リ ン トさ れ る。

機 能 キ ー は それ の み で8単 位2列 の せ ん孔 が行 なわ れ る。 なお 機能 キー は その コー ドをせ ん孔 す る の

み で,そ れ らの機 能 に従 って プ リ ン タを作 動 さ せ るの は,コ ン ピュ ー タ側 の ソ フ トと漢 字 プ リ ンタの

ハ ー ドウ ェ アと で あ る。

6.1.4漢 字 出 力 装 置

日本 語 用 の ア ウ トプ ッ ト装 置 と して は,日 本 電 子 産業K.K.の 高 速 漢字 プ リンタ ・シ ステ ムJEM3800

を用 い てい る。 この シ ス テ ムの 構 成 を 図6.1.3に 示 す 。FACOM230-50で すべ て編集 が 終 っ たMTを

か けて.プ リ ン ト ・ア ウ トの み を 行 な う。

JEM3800は 文字 発 生 部 に フ ラ イ ング ス ポ ッ ト方式 を用 いた全 電子 式 の高 速 植字 機 で あ る。文 字 発 生

部 は,PC-3800プ リ ン タ制 御 装 置 に 内蔵 され,文 字 コー ドに よ っ て偏 向 され た フ ラ イ ン グ ス ポ ・・ ト

に よ り文 字 板 上 の 所 定 の 文 字 を 走 査 し,光 電 子 増 倍 管 に よ り映 像 信 号 に 変換 し,プ リ ン タCRT(ブ
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ラ ウ ン管)上 に文 字 を画 か せ,こ れ を撮 影 して プ リン トす る もの で あ る。

文 字 板 を 持 ち写 真 方 式 に よ って プ リン トを行 な う点 で は,機 械 式 の写 植 機 とま っ た く同 じ考 え方 で

あ る が,文 字 の 選 択 を電 子 式 に行 な う点 が 大 きな相 違 で,こ れ に よ り200字/秒 以 上 の 高 速 な プ リ ン

トを可 能 と して い る。

プ リ ン タに はPT-200フ ィ ル ム レ コー ダ と,PT-700ソ フ トプ リ ンタの2種 があ り,そ れ ぞ れ 切 り

換 え て使 用 で き る。 前 者 は 感 材 と して フ ィル ムを 用 し)印刷 版下 の植 字 用,後 者 は銀 塩安 定 化 紙 を 用 い

て即 時 に現 像 す る も の で,校 正 ゲ ラ用 と して用 いて い る。両者 の性 能 の概 要 を 表6.1.2に 示 す。

フ イ ル ム ・レ コ ー ダ ソ フ ト ・プ リ ン タ

PT-200 PT-700

記 録 媒体 フ イル ム 銀塩安定化紙

媒 体 幅 92㎜ 282～257㎜

媒 体 長 さ 100m 同 左

文字 サイズ 6,7.5,10.5ポ 10,5ポ

1行 の長 さ
max30パ イ カ

(126㎜)

max30パ イカ

(126㎜)

6ポ:60em 10.5ポ:34em

10.5ポ:34em

行 間 隔 0.5㎜ 単位 可 変 5.0㎜ 固定

印 字 速度
6～12行/秒

(200～600字/秒)

6～12行/秒

(200～350写/秒)

現 像 外 部 湿式内蔵

解 像 力 20本/㎜ 以上 8本/㎜ 以上

表6・1・2漢 字 プ リ ンタ の性 能

印 字 の1行 の 長 さ は30パ イ カ(12ポ の 文字30字 分)で,1行 分 の 印字 時間 は一 定 で あ る の で,文 字 が

小 さ くな る と印字 速 度 は早 くな り,6ポ の場 合 は10.5ポ に比 して約2倍 とな る。 ま た印字 の 状況 は,プ

リン タ制御 装 置 に設 け た モ ニ タ用CRTに よ って,目 検 が可 能 で あ る。

6.1.5抄 録 誌 編 集 シ ス テ ム

次 にJICSTが 編 集 発 行 して い る抄 録 誌 「科学 技 術 文献 速 報」 の,コ ン ピュー タによ る編 集 シ ス テ ム

の概 要 を紹 介 す る 。

JICSTで は,国 内 お よ び国 外 で 発 行 され た科 学 技 術 文献 を網 羅 的 に収 集 し,こ れ を もとに 日本 語 で

抄 録 を作 成 して い るが,こ の抄 録 原 稿 が その まま イ ンプ ッ ト原 票 とな る。 原稿 に は抄 録 の ほか に 分 類

コー ド,キ ー ワー ド,雑 誌 番 号,巻,号,ペ ー ジ,発 行年,使 用 言 語,文 献 に 掲 載 され て い る 図,

表,写 真,参 考 文 献 の 数 な ど が 記 入 され て い る。

この 原稿 を も とに 漢字 鍵 盤 せ ん 孔 機 で イ ンプ ッ ト用 の紙 テー プ を作 成 す るが,一 方,国 外誌 の 原 文

標 題,著 者 名 に は 日本 語 が 使 用 され て い な いか ら,こ れ らは別 途 原 文 献 か ら英 字 せ ん孔 機 で紙 テ ー プ

を作 成 して い る 。図6.1.4に 編 集 シ ス テ ムの フ ロー チ ャー トを 示 す が これ は大 別 して,漢 字 コ ー ド変

換,校 正 処 理,編 集 処 理 の3っ の工 程 に 分 か れ る。
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校正 ゲ ラ
プ リン ト

校正完 了

指定 カー ド

校正ゲラ川
磁気テープ

文 速 トラ ンザ クシ 曽ン

テープ

1`it文le .Llil

箔 打名(欧'文)

漢字 コー ド変換

ファイ ルイ乍成

漢 テ レ
・ア一 夕 ・ラ イ タ 「

校正 トラ ンザ ク シeン
テープ

3了正.・ 累 桶

unc

fi誌",名付 加

校 」Eゲ ラii,玉薬

硯.派出,
シ リー ズ抽出

2己牢 番・号付 番

校 正マ ス ター
テーープ

川 デー タ抽 出

縄集処理 田 集処理
・枠111・ 枠1「1

版 下

プ リン ト

索引槻集
テープ

図6・1・4編 集 シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト

{1)漢 字 コ ー ド変 換 と フ ァ イ ル 構 成

イ ンプ ッ トに は2種 類 の 紙 テ ー プ が あ り,ま た 前 述 の よ うに 機 能 コ ー ドを使 用 して い る の で,こ れ

らを プ リ ン タ側 で 要 求 さ れ て い る 漢 字 コ ー ドに 変 換 す る。1漢 字 コ ー ドは 図6.1.5に 示 す よ う にr字16ビ

ッ トで 構 成 さ れ て い る 。X1～6,"Y1～6の12ビ ッ トは 文 字 コ ー ドで,こ れ は書 体 シ フ ト 「標 準 」 の 場

合 の せ ん 孔 機 の コ ー ドと 同 じ で あ る 。

書 体 シ フ トが イ タ リ ッ ク ま た は ゴ シ ッ ク の 場 合 は,書 体 が 異 な る こ と は プ リ ン タ側 で は 別 文 字 と な

る の で,そ れ ぞ れ 新 た な 文 字 コ ー ド に 変 換 さ れ る 。 上 下 シ フ トと 合 成 はX7,8,Y7,8の フ ァ ン ク シ ョ ン
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ビ ッ トを 図6 .1.5に 従 っ て オ ン に す る6

ま た 本 シ ス テ ム は 最 終 的 に 版 下 を 植 字 す る た め 各 文 字 に 文 字 幅(ピ ・・チ)が 与 え られ て い る が,こ

れ を フ ァ ン ク シ ョ ン ビ ッ トに よ っ て 指 定 す る 。 ピ ッチ6/6は 全 角(縦 と 横 の 長 さ が 同 じ)で 日 本 文 字

は す べ て6/6で あ る 。

/
A

晟
・

・

ト

8

彰
6

多
言

＼
ピ

ッ

チ
ビ

ッ

ト

文

字
ビ

ッ

ト

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

XY

X7 Y7 Y8

0 0 0 ピ ッチ6/6

0 0 1 〃5/6

0 1 0 〃4/6

0 1 1 〃3/6

1 0 0 〃2/6

1 0 1 〃1/6

1 1 0 上ツキ

1 1 1 下 ツキ

図6・1・5漢 字 コ ー ド

英字 せ ん 孔機 で イ ンプ ッ トされ た 文字 の コー ドは,同 じ文字 の漢 字 コー ドに変 換 され る。以 上 の 変

換 によ りす べ て の 文 字 は 内部 漢 字 コ ー ドとな り この コー ドによ って最 終 的 に プ リン タへ送 られ る。

フ ァイ ル構 成 は文 献 情 報 に は可 変 長 の デー タが多 い ため,セ グ メ ン ト方 式 を と って い る。 か か る方

式 を と った の は,FACOM230-50が ワー ドマ シ ンで あ るた めで あ る。 文字 か ら フ ァ イ ル ま で の 構 成

を 図6.!.6に 示 す 。

セ グ メ ン トは文 献 の内 容 項 目 に よ り定 め られ て お り,イ ンプ ッ ト段 階 か ら指 定 され て い る。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

②

原稿 番号 な ど

雑 誌 番 号,巻,号 な ど

分 類 コー ド

ペ ー ジ

著 者 名

原 文 標 題'
/

/和 文 標 題
/

キ ー ワー ド

抄 録

校 正 処 理

'

フ ァ イ ル 化 の 終 っ た デ ー タ は,UDC(分 類 コ ー ド)と 雑 誌 略 名 を 付 加 し て 校 正 処 理 に 入 る
.。 本 シ

ス テ ム で は,せ ん 孔 に あ た っ て 検 孔 を 行 な っ て い な い の で,デ ー タの ミス の 訂 正 は す べ て 校 正 処 理 に

よ って 行 な う。

ノ

まず'ゲ ラ の フ ォ ー マ ッ ト編 集 を 行 な い 、PT-700で 図6.1。7に 示 す ゲ ラ を プ リ ン トア ウ ト す る 。 こ

れ は セ グ メ ン ト,レ コ ー ド別 に 表 示 さ れ,さ ら に 各 レ コ ー ドの 中 を10文 字 ず っ の ア イ テ ム に 区 切 っ て

あ る。 図6.1.7に 示 し た よ う に,1レ コ ー ドの 情 報 領 域 は20Wか ら な り40字 分 で あ る か ら,各 レ コ ー ド
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は4つ の ア イ テ ム か ら な っ て い る 。

文 字

(16bit)

212;6i61
1

X7 .. Y7.・ Y卜 ・lxい`/
'

'

/
'

'

Werd
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セ グメ ン ト

(可 変 長)

, !

2; 16
.1

,2'
` 16 1

享 1ダ
一']

ダ
、

、 1文 字 】文 字
/

〆

抄'蓑

(9セ グノ ン ト)

フ ァ イル

(可 変長)

1

、
、

、 、

、
、

、 、
!

!
'

1

!

(BCDモ ー ド)
、
、.
、

!

/

!

ノ

、 '

'1

,1 :
1 1

一・レ コ ー ド
、
、

" 司"

'
'

'
''

、
、
、

ノ
'

入

AIBIC : :ll
1. `

↓/、
●

グ ノ ン 、ト.■
" ,".1"'

、
、

、
〆'

'
〆

、

|
〆

{ : {
一 抄録 " " "

図6・1・6フ ァイ ル構 成

校 正 は ゲ ラの 目 検 に よ っ て 行 な う。 図 で は1010レ コ ー ドの ⑯ ア イ テ ム に 誤 り が 発 見 さ れ て い る 。

こ れ を 訂 正 す る に は 誤 り の 個 所(ア ド レ ス)と 正 し い デ ー タを,紙 テ ー プ に せ ん 孔 し て イ ン プ ・,トす

る。 本 シ ス テ ム で は ア イ テ ム を 単 位 と し,ア イ テ ム の 内 容 全 部 を 正 し い デ ー タ と 入 れ 換 え る方 式 を と

10っ て い る 。

し た が っ て 訂 正 の せ ん 孔 は 次 の よ う に な る 。

巨]・ ㊨03769002⑪538201◎ ・

[SM]1010⑭ レス鋼線の搬 的

1行 目 は この 原稿 の ア ド レスで,1字 の訂 正 に36ス トロー クの せん 孔 が必 要 とな って い る。

15訂 正 紙 テ ー プ を イ ンプ ッ トして フ ァ イ ルを訂 正 した場 合 に は,そ の 部分 の み の ゲ ラ(訂 正 確 認 ゲ

ラ)を 出力 して確 認 を 行 な う。 校 正 は2校 まで 行 ない,ま た校 正 処理 は2日 分 を ま とめ た バ ッチ処 理 で

行 な って い る。

校正 が完 了 す る と,]件 ご と に校 正 完 了 指 定 カ ー ドに よ って 編 集工 程 に入 る。

(3)編 集 処 理

20親 重 出:'文 献 速 報 は 化 学,機 械 な どの8シ リー ズの 分冊 で発 行 され るので,2っ 以 上 の シ リー ズ に 掲

載 され る記 事 は 複製 され る。
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シ リー ズ抽 出:版 下 作 成 日 が く る と文 献 速 報1冊 分 の記 事 が抽 出 され る。

記 事 番号 付 番:1冊 分 の記 事 を分 類 コ ー ドに よ って掲載 順 に配 列 し,一 連 の記 事 番 号 を付 け る。

子 重 出:1つ の シ リー ズの 中 で,記 事 の 内容 か ら2っ 以上 の分 野 に関 係 あ る記 事 を複 製 す る。

編 集 と枠組:印 刷 形 式 に整 え る段 階 で,前 もって定 め られた フ ォー マ ッ トに従 って,必 要 な デ ー タ

を各 セ グ メ ン トか ら も って きて,1行 単 位 の 印刷 イ メー ジ形式 の レ コー ドを作 る。処 理 と し て は 文 字 ・

ピッチの計 算 と行 末 そ ろ え(1行 は 全 角31文 字 分),図 形 ス ペー スの確 保,欧 文 の ハ イ フ ン付 け,禁 則

処 理,化 学 記 号 な ど の分 離 禁 止 処 理,見 出 しの漢 字 コー ドの挿 入,文 字 の 大 き さの指定 な ど が含 ま れ

る。

AO3600253201c5 036－
BO2① 000000400600014

風Dl剛11rlOII旧llll㊦126ト1313国

風E「1011110111U山 川 【Dl闇1き1θdllllllllllllll⑬1関1根1義1行 國

囲IGIIOlllllOlllllllll㊦1特1L輿1:1スllテ1ン11レllス噛1姻 ⑥1ヒ1の 幽 幽 ㈱ 況lllねlll⑪1用llス1

〕llllllllll目lllテllンllレllス ・一 一'

図IllOlllllOlllllll川 ㊦1スllテllンllレllス1ね1ヒ1の1成形 ⑥ 加 田 憎 最llも1胸囲llし ・K圃冷

川山川1旧 日 日1旧 聞1田蹟1囲1ヒ1用llスllテレ1胸1レllス1鋼㈱ のH蹴1な1感 囚'一一
1030 1U24U217・62・31r19'u

L〕⊥LLLLL-、一ーーー一
021 ス ー ン レ ス コ

CO10 KOOO110▲ ▲621

CO20 A1000110 661401

図6・1・7校 正 ゲ ラ

禁 則 処 理 は主 と して行 頭 お よ び 行 末 の体 裁 を整 え る ため の,禁 止 事 項 の処 理 で あ る。 以 上 の 処 理 で

1行 ごとに レ コー ド化 され,JEM3800側 で は この レコー ド単位 に プ リン トす るの み で よ い。 行 の 編 集

が終 る と文献 速 報1ペ ー ジ分 ご との,ペ ー ジ枠組 の処理 を行 な っ て完 了 す る。

以 上 が抄 録 誌 と して の編 集 処 理 で あ る が,こ の他 に記事 番号 付 番 に続 い て,キ ー ワー ド索 引 の 編 集

も行 な い文献 速 報 の 末 尾 に掲 載 さ れ る。 ま た1年 分 の記 事 を ま とめ た年間 索 引 の編 集 も行 な って い る。
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35図6.1.8にJEM3800で 植 字:し た 記 事 の サ ン プ ル を 示 す 。 年 間 の 処 理 件 数 は 抄 録 約40万 件 で あ る 。

62L311.2/.4.004621.311.16.00442026388

電 力 系 に お け る 水 ・ 火 力 発 電 所 間 の 負 荷 配 分 決 定 の2方 法 〔a① 〕

(lnt)F

Deuxmethodespourdeterrninerlarepartitionde

la.chargeentredescentraleshydrauliquesetdes

centralesthermiquesdansunsystemeelectro--energ-

etique.POZARH,KEGLEVICJ:H323Trans

WorldEnergyConfエth〔15〕197-225(シ69)

累 積 貯 水 池 を 備 え た 水 力 発 電 所 間 の 負 荷 配 分 を決 め る方 法 を示 し

た。 両 方 と も,同 一 条 件 か ら 始 め て 最 小 経 費 を 得 る よ う な 方 法 で 負

荷 配 分 を 決 め る と い う 同 一 目 的 を もっ て い る 。 そ れ に は 漸 近 的 に で

き る限 り最 適 な 解 答 を得 る よ う に 進 め な け れ ば な ら な い 。 最 適 の解

答 へ の 接 近 の み な らず.所 望 の 繰 返 し数 に 関 して も数 値 的 実 例 を示

して 両 者 を比 較 し た;表11参4

図6・1・8記 事 の 写 植 サ ン プ ル

6.1.6今 後 の 問 題 点

冒頭 に も述 べ た よ うに 、文 献 速 報 の 自動 編集 シス テ ムは,JICSTの 総 合 情 報提 供 サー ビス ・シ ス テ

ムの一 環 で あ り,情 報 検 索 とい う面 か らみ る とその 蓄 積工 程 に あ た って い る。 し た が っ て こ の 蓄 積

テー プを 用 い て,分 類 ま た は キ ー ワー ドに よ る情 報 検 索 が可能 で あ る。

しか し現状 で は,一 般 に漢 字 モ ー ドに よ る処 理 は困 難 で あ るの で,情 報 検 索用 と して は上 記蓄 積 の

中 か ら,抄 録 以 外 の デ ー タを,BCDコ ー ドま たはEBCDICコ ー ドに変 換 した フ ァイ ルを作 成 し,実 験

的提 供 を開始 して い る。

わ が国 に お い て は コ ン ピ ュ ー タに よ る情 報 検索 は,や っと実 用 化 の 時代 を迎 え た ばか りで,そ の評

価 もま ち ま ちで あ るが,実 用 化 に は2っ の 問題 点 が あ る。1つ は 磁 気 テ ー プに収 録 されて い る情 報 の 内

容 が,従 来 印 刷 され た 形 態 で 存 在 して い た内 容 よ り も希 薄 であ る こ と,1つ はわ が国 の特 殊 事 情 と し

て 日本 語 の 取 り扱 い が 困 難 で あ る こ とで あ る。

この2つ は と もに コ ン ピ ュー タ側 の 制 約 に由 来 す る もの であ る が,前 者 は今 後 ハ ー ドウ ェ ア上 の 大

き な発 展 が あ って,初 め て 解 決 さ れ る性 質 の'もので あ る。後 者 に つ い て は,コ ン ピュー タの制 約 を打

破 す るか,ま た は 日本 語 を 欧 米 な み の 表音 文 字 にょ る表記 に変 革 す る か で,議 論 の分 かれ ると ころ で

あ る。

しか し この問 題 にっ い て は,表 音 文字 っ ま り カタ カナ また は ロー マ字 で イ ンプ ッ トして,必 要 な場

合 に は漢 字 か な ま じ りの 日本 語 で ア ウ トプ ッ トす る とい う.巧 妙 な方 法 の 目鼻 が つ いて い るの で将 来
●

と して は大 きな問 題 とな ら な い と思 わ れ る。 しか しいず れ に しろ,日 本 語 と い う面 か らみて,現 在 の

情 報 検索 に は問 題 点 が多 い。 苛

次 に本論 で述 べ た文 献 速 報 の編 集 シス テ ム にお け る問題 点 は,校 正 システ ムで あ る。 ゲ ラ出 し→ 校

正→ 訂 正 パ ンチ→ ゲ ラ出 し… と繰 り返 さ れ る工程 の ため,校 正 完 了 とな るま での デー タの コ ン ピュ ー

タ滞留 時 間 が非 常 に長 く,1ヵ 月 以 上 か か る もの もあ る。

この ネ ックを解 消 す る た め,漢 字 デ ィ スプ レイ装 置 を用 い た校 正 実 験 な ど も行 なわれ て い るが,コ
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ス ト面 か ら実用 化 は 当面 困 難 で あ る。 理 想 的1こは イ ンプ ッ ト以 前 に ミスを取 り除 けば よ いわ け で,そ

の方 面 か らの ア プ ロ ー チ も い ろ い ろ と考 え られ て い るが,植 字 シ ステ ム とい う面 か らは1回 の校 正 は

必 要 で あ ろ う。 した が っ て そ の と き まで に,機 械 的 な ミスが絶 無 とな るよ うな方 式 が 目標 で あ ろ う。

将来 の人 件 費 の上 昇,マ シ ン コ ス トな どか ら考 え て,日 本語 処 理 を確 立 す る た めに も,最 も努 力 を

傾 けね ば な らな い課 題 で あ る。

最後 に本 シス テ ム も本 格 稼 働 か ら約3年 を経 過 し,文 献速 報 の編 集 植 字 も軌道 に乗 って き て お り 、

各 号 の キ ー ワ ー ド索 引,年 間索 引 の発 行 期 間 の短 縮 な ど,ユ ー ザ ・サ ー ビスに大 い に役立 って い る と・

確 信 して い る。

また そ の間,環 境 公 害 文 献 集 の 発 行 な どに も,機 械化 システ ムの威 力 を発 揮 し,現 在 日本 語 シソ ー

ラスの編 集 に も活 躍 中 で あ る。

'
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6.2工 業 技 術情 報 に関 す る 日本語 情 報処 理 の一 例

6.2.1・ 日本 語 に よ る 技 術 情 報 処 理 の 背 景

昨今,社 会 情 勢 の 変 革 す る加 速 度 は大 き くな りつ つ あ り,!970年 代 に至 って 激 動 の 時 代 と ま で い

われ て い る。技 術 の 進 歩 は単 に物 の盛 衰 の み に とど ま らず社会 情 勢 を も左 右 し,さ らに そ れが フ ィ ー

ドバ ック され て再 び科 学 技 術 の 進 展 に関 係 す る とい う複 雑 な輪 廻 の様 相 を呈 す る ことに な る
。製 品 と

は 直接 関係 の な い製 造 途 上 の処 理 工 程 で生 ず る外 部 環境 との接 点 で の問 題 も従 来 無 関心 で あ った もの

が,昨 今 公 害 問 題 と して 提 起 され る次第 とな ってい る。

・1別1 特 許 実 用 新

年 別 数 件 数 指 数 件 数 指

昭和7-ll年 15,532 100.0 37,476i
平
32

均 (6,817)
33.1881 213.7

1

(1,120),
581759

(7,896)i (1,145)
1 33 385181 284.ol 7α719

(9・613)i 1・(997)

1

i

∵

34

35↓
.

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

4L537
(1L587)
43,484

(13,659)
48,417

(16,101)
60,127

(1;・㍑1

(ll緒ll

:1竃1

11議

灘i
130,8311

267468,102

280.o(;鼎i

311.,.(羅 引

(1264)ト 『

387.68L858

(1,424)
462.2、99,627

(1,712)
482、7102,995

r(2,118)527
.4108,553

(2,071)

5540119,061

(1,909)1

549'6tl11,060

62、.,鍋l!

・…i㌶1

842.31142,0361

数`

1・b万1

15681
、

18&7「

　　　　

1683!

17S.3P

、2
18.4…

265.8

2748

289.7

3177

296.3

306.3

331.3

表中の(!内 の数字ほ外国人の出願件数

表6・2・1 、 昭 和7～11年 平 均 に対 す る

.出 願 件 数 指 数 表

379・11

種別 特 許 実用新案

別
月別

44 45 44 45

1 7,032 8,415 8318 9,710

2 71990 8,588 9,369 9,826

3 9,315 9,943 10,827 10,942

4 8,897 9,839 10,889 11,623

5 9,194 9,578 11,036 10,926

6 9,034
-10

,500 11,260 11,872

7 8,905 10,140 10,882 11,409 蒔

8 8246 8,946 9,647 10,142

9 9,133 9,574 10,854 10,409

10 9,508 10,314 10,288 11,24了

「11 8,380 9,577 9,890 10,688

12 9,952 25,417 10,910 23,272

総 計 105,586 130,831 1・24,170 142,066

対前年比 109.2 123.9 108.2 114.4

年間平均 8,799 10,903 10,348 11,839

表6・2・2月 別 出願 件 数表

ま た,一 方 で は企 業 の 国 際 化1労 働 力 不 足,通 貨 関 税 問題,さ らに は資 源 枯 渇 に よ る原料 コ ス ト高

あ る い は入手 困 難 とい う複 雑 な社 会 環境 の 中 で,企 業 が発 展 して い く所 産 と して生 ず る膨大 な量 の情

ト

報を いか に処 理 して い くか が 企 業 の 盛 衰 の ひ とっ の大 きな鍵 と して 問題 と な って い る。現 に最 近 の技

術 の特許 出願 を見 て も増 加 の 一 途 を た ど り,テ ンポ の早 い社会 情 勢 変 化 に鑑 み 日本 で も1971年 を境 に

公 開 公報 と公 告 公 報 の2本 立 て とな り,出 願 お よ び公告 の件数 の年 度 別推 移 な らびに最 近2カ 年 間 の

月 別 の推 移 は表6.2..!お よ び表6.2.2の よ うに な って い る。 この 様子 を グ ラフで示 す と図6.2.1の と お

りで あ る。 年 度 に よ っ て増 加 率 は負 ピ な って い る こと もあ るが 、全 般 的 な傾 向 と して変 化率 は正 勾 配

とな って い る のが 明 瞭 で あ る。

この よ う な大 量 な情 報 に対 す る索 引作 成 等 情 報 サ ー ビ ス業務 が,従 来 と同様 人 力 に頼 って い たの で

は'仕 事 量 の 増大 に は が ・.て デ ー タの信 頼 性 が失 わ れ る危惧 が生 じて く る.ま たそ の処 理 を徽 化

して い っ て も!こ れ まで の よ うに 常 用 言 語 表 現 をわ ざわ ざ コー デ ィ ング し直 し了 カ ナ化 して い たの で

L
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は 、 な お さ ら エ ラ ー が 増 大 し,か っ 同 音 異 語,同 音 異 人,同 一 語 の 読 み 違 い に よ る同 一 語 裏 話 発 生,

読 み 難 さ,音 標 文 字 に よ る 直 感 力 欠 除 等,,カ ナ文 字 処 理 の 欠 陥 が か な り 目立 っ て い る 。 さ ら に ユ ー ザ

・サ イ ドの 情 報 処 理 機 械 ,機 材,形 態 が 多 様 化 して い る 。

そ こ で ユ ー ザ ・サ イ ド,ド ナ ー ・ サ イ ド双 方 に よ っ て,一 貫 し た情 報 処 理,サ ー ビ ス 管 理 の 行 な え

る 新 しい シ ス テ ム ・ イ ン タ ー メ デ ィ ア を 用 い た シ ス テ ム が 要 求 さ れ る よ う に な っ た。
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図6・2・1特 許 、 実 用新 案 の』出願 お よ び 登録 の 推移
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しか しな が ら,あ る程 度 ま で 自動 化 され た漢 字 文字 処理 機材 は,本 来情 報処理 機 材 と して よ り もむ

しろ図6.2.2に 示 す よ うな経 路 を た ど って組 版 印刷 の 自動 化が 行 なわ れ て き た所 産 と して 生 れ て き た

もの だ けに,そ れ を情 報 処 理 イ ン ター メ デ ィア と して 汎用 する た め に は種 々の工 夫 を必 要 と し,問 題

点 も多 くあ った。

写 真 技 術 活 版 組 版

、'

.

'

写 植 技 術
モ ノタイプ

組 版

1925モ リサ ワ

1929写 研

'

■

、

東 京機 械

日木 タイ プ ライ ター

京 都」:作機械

'

フ ァク シ ミリ

漢 テ レ 伝 送

沖漢 テ レプ リ ンター

東芝 漢 テ レプ リン タ_

新興 漢テ レプ リ ンター

富 士通 漢 テレプ リンター

電 子 計算 機

自動制御技術
自動モ ノタイ プ組 版

日本タイプ ライター

中川 機械

東京 機械FAMキ ャス

池貝鉄 」111AMキ ャス
'、 '

自 動 制 御 組 版 シ ス テ ム

FACOM-6521A

高 千 穂T-4100

NEACC-5210

、

耳 石汗SAPTONA-N5265JEM～3800

FACOM65311BM-2680

PHOTON71:う_JANEX

FalrchlldFSS-JRCAVideoComp

700/800E

'

FACOM6502A

東 芝TEIO40

1BM漢 字LP

電 子 計算 機 入 出 力

イ ンター メデ ィア

図6・2・2自 動 組版 シ ステ ム と情 報 処 理 イ ンタ ー メデ ィ ア

6.2.2シ ス テ ム 設 計

ω シ ス テ ム の 特 徴

㈱ 特 許 デ イ タ セ ン タ ー で は,組 版 印 刷 の 自 動 化 の た め に 発 展 し て き た漢 字 文 字 処 理 機 材 を,新 しい

情 報 処 理 の イ ン タ ー メ デ ィ ア と 見 な し,技 術 情 報 サ ー ビ ス処 理 お よ び 管 理 シ ス テ ム に 組 み 入 れ,大 量

な 特 許,実 用 新 案 技 術 情 報 の 索 引 作 成,情 報 サ ー ビ ス,販 売 管 理 等 の デ ー タ汎 用 シ ス テ ム を,1970年

夏 に企 画 し,1971年!月 の デ ー タ か ら こ の シ ス テ ム に 切 り換 え た 。

こ の 工 業 技 術 情 報 汎 用 情 報 処 理 シ ス テ ム(GIIPSY:GeneralizedIndustria1InformationProce -

ssingSystem)の シ ス テ ム 設 計 上 の 重 要 な ポ イ ン ト,は 図6.2.3に 示 す よ う な3項 目 の 最 適 化 条 件 に

基 づ い て 計 画 さ れ た 。

/
/

/
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10 2。 3。

ダイ ナ ミカル フ レキ シ ビリテ ィー

(イ ン ターナ ル コリ レー シ ョン)

出力形式 販売在庫
変換 管理 麟

関連す る内部業務 に対す る

デー タの有用性

システ ム リ ンケ ー ジ

(エ クス ターナ ル コ リレー シ ョン)

関 連 す る外 部 業 務 に 対 す る

シス テ ムの 有 用 性

情 報
分析

システム

情 報
検 索

システム

図6・2・3シ ス テム設 計 に おけ る最 適 化 条件

その矛1は,シ ス テ ムで 扱 うデ ー タを単 に情 報 サ ー ビスのた め の イ ンター メデ ィアと して 用 い る だ

け でな く,そ の情 報 サ ー ビ スに 関 連 す る業 務 の管 理 に も役 立て,シ ス テムの ダイ ナ ミカ ル ・フ レ.キシ

ビ リテ ィを高 め る こ と。

矛2に ユ ー ザの情 報 処 理 シス テ ムの 多 様 性 に対 して も デー タが十 分 役 立 つ よ うな出力 形 式 を と る こ

と がで き,処 理 ハ ー ドウ ェ アの シス テ ムの 限定 を極 力避 け るこ と。

矛3に このGIIPSYで 作 成 され た シ ステ ム が関 連 す るデ ー タも処理 で き,書 誌 的事 項 に 内容 デ ー タ と

しての 単 語 な い し要 約 が付 加 され 得 る汎用 デー タ処 理 シ ステム と して,見 出 し語 レベ ル を越 え た常 用

言 語(含 漢字)に よ る技 術情 報 分 析 ・検 索 シス テム と シ ステム ・リ ンク され 得 る こと等 で あ る。

シス テ ムを企 画 した 当初 は,漢 字 文 字 処 理 の行 な え る商 用機 と して可 能 性 の あ った もの はF社 の シ

ス テ ムの み で あ った。 そ れ ゆ え シ ス テ ム構 成 の焦 点 を,組 版印 刷 用 に稼動 され て い る ンス テ ムを,い

か に汎 用 の情 報 処 理 シ ス テ ムの 中 で有 利 に 用 い るか とい うこと に向 けな が ら検 討 を加 え た。 そ の主 な

点 は,作 業能 率,コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス,信 頼 性,他 社 ない しは他 の形 式 の 漢字 文 字 処理 シ ス テ ム

出現 時 の 流動 性 で あ った 。 そ の 結 果,組 版 用 に設 計 され たFCLシ ス テ ムの持 つ 頁処 理 用 中 型 計 算 機F

-270-20お よ び出 力 装 置 制 御 用 ミニ コ ンF-R等 の電子 計 算機 は ,ユ ー ザ に公 開 され な い シ ステ ム イ

ン ター フ ェ イ スを合 わ せ るた め の み に用 い,編 集 機 能等 は汎用 め電 子計 算 機 で,デ ー タ処理 と して扱

った。 した が って入 力 か らす べ て の処 理 を 汎用 機 を用 い て実行 す る よ うに し,MTベ ー スで シ ス テ ム

間 イ ン ター フ ェ イス を合 わ せ た。

② 文 字種 の選 定

このGIIPSYで 必 要 とす る文 字 種 は特 許 と い う特 殊 な情 報の性 格 か ら,か な り種 類 を多 く要 求 さ れ,

出力 時 には科 学 記 号 の 表現 まで 可 能 で な けれ ば な らなか ったが,そ の要 求 が 自動組 版 の機 能 性 と マ ッ

チ してか な りの必 要 度 が リカバ ー され て い たの で,他 の入 力機 器 の 選 択性 を許 され な い環 境 下 で 必 然

的 に決 ま って しま った格 好 で あ っ た 。 それ で も後 続 の他 社 の シ ステ ムよ り も好 都 合 で あ っ た。字 種 の

問 題 よ り もむ しろ,ベ リフ ァイ機 能 の な い入 力 システ ムで入力 した デ ー タを どの様 に メ ンテ し,デ ー

タの信 頼 度 を 高 め る か とい う,ソ フ トウ ェ ア上 に もたせ る機能 の設 計 に 苦慮 した。

6.2.3GllPSYシ ス テ ム 構 成 概 要

GIIPSYシ ス テ ムの使 用 す る ハ ー ドウ ェア お よ びそ の ソ フ トウ ェ ア構 成 は それ ぞれ 次 の よ う に な っ,
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工 業 技 術 情 報

書誌事項 ファイル

`

入力 デ ー タフ ァイ ル管 理 システ ム

デ ー タPT入 力 シス テ ム

チ ェ ッ ク&リ ス トシス テ ム

デ ー タメ ンテ ナ ンスCD-iI1シ ス テ ム

シ ー クエ ン スチ ェ ック システ ム

ダ ミーMT-RECメ イ ク シス テ ム

マ ー ジ ン グ シス テ ム

・

↓

デ ー タMakeUpシ ス テ ム

デー ト挿入 システム KW-RECデ ブロ ッキングシステム

レコー ド展開 システム KW-MATRIX-Cシ ステム
'

ページ管理 システム KW-MATRIX-Rシ ステム

CLチ ェック&リ ス トシステム

SORTシ ステ ム1・0・ 皿

コー ドユニファイシステム

CL-RECデ ブロッキ ングシステム

AP-RECデ ブロッキ ングシステム
.

コ ー ドイ ン ター フ ェー ス ア ダプ タ ー コ ー ドイ ン ター フ ェー ス ア ダプ ター

↓
出 力 デ ー タ フ ァ イ ル

管 理 シス テ ム

ボリューム管理 システム

インデ ックスエデ ィター

9MT7MT

7MTgMT

7MTLP

9MTgMT

マイクロメーシ ョンシステム

デfス プレイシステム

↓

経営管理システム

顧客マスター入力システム

納品七レク ト&ビ ル

マ ス ター フ ァイ ル
メ ンテナ ン ス システ ム

SORTシ ステムAB.C

在庫管理指示システム

販売結果統計システム

↓

情報自動分析システム

パ ラメータ制御システム

自動分類分析 システム

リス ト&グ ラフ システム

、'

情報検索システム

質問応答システム

検索情報ファイル

制御 システム

図6・2・5 工業技術情報の漢字文字処理に よる汎用情報処理

システムの ソフ トウエア構成

・
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て い る 。

{1)ハ ー ド ウ エ ア 構 成

GIIPSYシ ス テ ム で は,デ ー タお よ び シ ス テ ム の 汎 用 性 を持 た せ る た め'に,プ ロ グ ラ ム ・ ソ フ ト ウ

ェ ア お よ び プ ロ セ ス を 大 別 し て"デ ー タ入 力","処 理"、"出 力,,の3ス テ ッ プ に 分 類 し,現 在 商 用

ベ ー ス の 漢 字 文 字 処 理 シ ス テ ム が ,出 力,印 刷 を 主 体 と した オ フ ラ イ ン機 構 で 汎 用 デ ー タ処 理 機 能 を

持 た な い こ と か ら,す べ て の デ ー タ処 理 を 行 な う部 分 と出 力 部 分 と を と く に 分 離 した 。

入 力 処 理,デ ー タ処 理,出 力 処 理 に 用 い る ハ ー ドウ ェ ア 構 成 は,図6.2.4に 示 すA.B.C.D.4っ の ブ

ロ ッ ク か ら な っ て い る 。PT/CD漢 字 デ ー タ入 力,デ ー タ管 理,出 力 管 理 等 デ ー タ処 理 は す べ てFAC

OM230-25を ベ ー ス に し て お り,出 力 は 適 宜 用 途 や デ ー タの 必 要 と な る 時 間 的 タ イ ミ ン グ に 合 わ せ

て,FACOM-FCL-AFTSシ ス テ ム,T-4100シ ス テ ム,JEM-3100シ ス テ ム の 各 シ ス テ ム ヘ デ 一 夕

を 落 す よ う に な っ て い る 。 そ の 概 要 は 次 の よ う で あ る。F-FCL-AFTSは 印 刷 用 下 版 フ ィ ル ム,T-

4100は ゲ ラ な い し は ペ ー パ=・ コ ピ ー 出 力,JEMはMICRO-FILM出 力 用 に 用 い て い る 。

(2)ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

この シ ス テ ム は 図6.2.5に 示 す よ う に,デ ー タ お よ び シ ス テ ム を 種 々 の 角 度 か ら利 用 で き る よ う に,

全 体 で5ブ ロ ッ ク の プ ロ セ ス か ら な っ て お り,各 プ ロ セ ス は処 理 を 円 滑 に 進 め る た め に,図62.5の 各

プ ロ セ ス の テ ー ブ ル に 示 す よ う な サ ブ シ ス テ ム か ら な っ て い る 。5ブ ロ ッ クの シ ス テ ム は

① 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

② デ ー タMakeUpシ ス テ ム

③ 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

④ 経 営 管 理 シ ス テ ム

⑤ 情 報 分 析 ・検 索 シ ス テ ム

で あ る 。 こ れ らの シ ス テ ム は す べ て 汎 用 機FACOM230-25を 主 体 と し て 作 ら れ て い る 。 使 用 言 語 は

ア セ ン ブ ラ お よ び コ ボ ル を 主 と し て い る が,情 報 分 析 シ ス テ ム は フ ォ ー トラ ン を 基 本 と し て い る 。

シ ス テ ム 中 で は 処 理 を 効 率 的 に 行 な う た め,お よ び コ ンパ イ ラ で は 稼 動 さ せ 得 な い 部 分 に 対 し て

は,適 宜 ア セ ン ブ ラ と の リ ン ク を 行 な い,シ ス テ ム 作 成 の 合 理 化,速 度 向 上 等 に 効 果 を 発 揮 し て い

る。 漢 字 文 字 処 理 の 結 果 の 出 力 の 主 流 を 占 め る の は,イ ン デ ッ ク ス作 成 に 関 す る 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ

ル管 理 シ ス テ ム で あ る 。 図6 .2.6の フ ロ ー チ ャ ー トは,"入 力","MakeUp","出 力.の 処 理 ル ー

トを 通 っ て 索 引 デ ー タ処 理 を 行 な い,索 引 を 編 集 作 成 す る プ ロ セ ス で あ る 。

6.2.4漢 字 入 力 デ 一 夕 ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

日)漢 字 入 力 装 置

入 力 装 置 の 選 定 は,企 画 当 初 意 図 的 に 選 沢 で き る商 用 ベ ー ス の 漢 字 処 理 シ ス テ ム と して,一 貫 し た

機 能 を 有 す る も の が と く に な か っ た が,字 種,使 い や す さ の点 か らFACOM-6801Bを 選 定 し た 。 始

め は この 紙 テ ー プ さ ん 孔 装 置 の み に よ っ て す べ て の デ ー タを扱 う つ も り で あ っ た が,穿 孔 ミ ス等 に よ

る デ ー タ ・ エ ラ ー一の 修 正 等 の こ と を 考 慮 し て,少 量 の デ ー タを 扱 う場 合 は,IBM-・029パ ン チ ・ マ シ

ンを も 使 用 し ・ カ ー ドに よ る 入 力 も 可 能 に し た 。 し た が っ て 入 力 装 置 と し て は ・F-6801B漢 字 せ ん
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孔 機 お よ びIBM-029カ ー ドパ ン チ 装 置 を シ ス テ ム に 組 み 入 れ た 。 と く にALPHA－ か な －NUMERIC

表 現 の デ ー タ ・ ア イ テ ム の 場 合 に は,カ ー ドで 入 れ た方 が 能 率 的 で ベ リ フ ァ イ機 能 も あ る の で,エ

ラ ー を あ ら か じ め 防 ぐ こ と が で き,信 頼 度 が 高 く,速 度 も速 い 。 漢 字 せ ん 孔 機 の 中 で ベ リ フ ァ イ機 能

の あ る も の が な い の で,入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク に 負 担 が か か る 。 パ ンチ 能 力 は3000～3500字/時 間

(6カ 月 以 上 の 経 験),2500～2800字/時 間(3ヵ 月 程 度 の 経 験)で あ る 。 入 力 デ ー タ レ コ ー ド数 に 対

す る エ ラー ・ レ コ ー ド数 は,漢 字:数 字/30:30ほ ど の 文 字 比 で 漢 字 の エ ラ ー の 方 が 率 が 高 い 。 ち な

み に 図6.2.7に 最 近1年 間 の デ ー タ 件 数 に 対 す る エ ラ ー ・デ ー タを 含 む レ コ ー ド数 の 比 を 示 し た 。

20%

フ

レ

コ

llO%

比

率

△__._△ 毎 月 の デ ー タ レ コ ー ドに し め る
エ ラ ー レ コ ー ド

×x漢 字 デ ー タ レ コ ー ドに し め る 漢

字 デ ー タ の エ ラ ー レ コ ー ド
O「 一一一〇 漢 字 デ ー タ レ コ ー ドに し め る 数

字 デ ー タ の エ ラ ー レ コ ー ド

ゾ㊦

し

づ}》
.
㌻㌦

'71/1112'72/1
.10

図6・2・ 了 最 近1年 間 に お け る デ ー タ件数 に対 す る エ ラ7レ コ ー ドの 比 率

10,000

② 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

種 々 の デ ー タ ・ソ ー ス に 対 し,多 角 的 汎 用 化 を 可 能 に し,関 係 の あ る一 連 の 業 務 の 機 械 化 処 理 の

ソ ー ス ・デ ー タ に 役 立 て る こ と が で き る よ う に,入 力 シ ス テ ム に 機 能 的 な 柔 軟 性 を 持 た せ て あ る 。 し

た が っ て こ の 入 力 シ ス テ ム で は,書 誌 的 事 項 以 外 の 文 章 内 容 を 有 す る漢 字 デ ー タ も 入 力 で き,シ ス テ

ム相 互 の 関 連 を は か っ た 。

図6.2.8は 書 誌 的 事 項 入 力 リ ス トの 一 例 で あ り,要 約 情 報入 力 リ ス トの 一 例 は つ ぎ の よ う な も の で

あ る 。

1001.銑 鉄,噴 霧,ガ ス流,衝 突,帯 域,炉 床,排 出 孔,ス ラ グ,向 流,鉄 粒 子,酸 化 鉄 。

!002.噴 霧,精 製,耐 火,ラ イ ニ ン グ,損 耗,溶 銑,ガ ス流,炉 壁,排 出,冷 却,霧 化 。

こ の 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム は 次 の6セ ク シ ョ ン の サ ブ シ ス テ ム で 構 成 さ れ て お り ,
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デ ー タが た だ ち に 業 務 に 利 用 で き る よ う デ ー タ メ ン テ ナ ン スま で こ の シ ス テ ム で 行 な う 。

、

4-1727 昭和47年1月11日 発行 の実用新 案 出願公 告目次47-8

公 告 出 願 人

番 号
分 類 願 書 番号 実 用 新 案 の 名 称 都府県

国 籍
氏 名(名 称)

弼 " 4い 一88889 電動機鉄心の黄装用保持具 畑 三 洋電機 株式会 社
外1名

田 55A田 ω 一20305 回転電機 鯨 三菱電機 株 式会社

搬 55Aα51 19860 大容量直流機の整流子カバ ー浪 岡 棟式会社日立 製作所

国 " 23281

置

固縮 ・・パー鑓3閣 醇 ・

マi爾 臼 田 ▲(昂 辞 別2 琴抜け止め装置を傭え允模 ¶ζ同 ≧阿

音
頭 55A3" 38-99025 単相同期電動機 頬 松下電器産業株式会社

審
渦 55A44 37-74180 インダクタ型多極同期電動機 同 同

審
587 55B1 39-52854 自励複巻発電機励磁調整回路 神奈

川
富士電機製造株式会社

田

暗
部

55C2

108D11

④BO11

41-89234

38-26624

電動機を信号毎に定量回転せ し
める装置

コー ドリール

愛知

大阪

愛知時計電機株式会社

松下電器産業株式会社

図6・2・8書 誌 的 事 項 入 力 リス ト

①

②

③

④

⑤

⑥

デ ー タ紙 テ ー プ 入 力 シ ス テ ム

チ ェ ッ ク&リ ス ト シ ス テ ム

デ 一 夕 メ ン テ ナ ン ス カ ー ド入 力 シ ス テ ム

デ ー タ ・ シ ー ク エ ン ス ・ チ ェ ッ ク シ ス テ ム

ダ ミーMT-REC作 成 シ ス テ ム

マ ー ジ ン グ 「 シ ス テ ム

入 力 シ ス テ ム の 中 で と く に 綿 密 な 機 能 を 考 慮 し た の は,入 力 シ ス テ ム と デ ー タ ・チ ェ ッ ク シ ス テ ム

で あ る 。2Byte1文 字 と い う漢 字 コ ー ドの 特 殊 性 か ら,パ ンチ ・マ シ ンの ス ル ー ・ エ ラ ー や 入 力 エ

ラ ー に よ る 後 続 文 字 デ ー タへ の デ ー タ ・ キ ル を 避 け る た め,バ イ トず れ 検 出 ・修 復 機 能 に と く に 注 意

し て あ り,図6.2.9に 示 す よ う に,数 文 字 の キ ル で 後 続 デ ー タの リ カ バ ー が 可 能 で あ る 。

チ ェ ッ ク シ ス テ ム で は,人 間 の 視 覚 を 補 助 す る た め の 種 々の デ ー タ ・ チ ェ ッ ク を 自 動 的 に 行 な っ

て,リ ス ト ・ア ウ トす る よ う に な っ て い る 。 資 料 の 図6、2.10,図6.2.12に そ の 一 例 を 示 した 。 図6.2.

9は 入 力 ソ ー ス ・ デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・ リ ス トで 、 レ コ ー ド番 号582の 右 の"N"は 出 願 人 ア イ テ ム に エ

ラ ー が あ る こ と,"?.は こ の レ コ ー ドに 外 字 が あ る こ と を 示 し,583の"#"は582と583の 間 に レ

コ ー ドが ひ と っ,な い し そ れ 以 上 抜 け て い る こ と を 示 して い る 。 ち な み に 図6.2.Uの 漢 字 チ ェ ッ ク ・

リス トを 見 る と,レ コ ー ド番 号582の583デ ー タの 出 願 人 ア イ テ ム に エ ラ ー が あ る こ と が わ か る 。 図6.

2、13は メ ン テ ・ デ ー タの チ ェ ・ソ ク1リ.ス トで,図6.2.12と 合 わ せ て み て,修 正 し た 項 目 の フ ラ グ が リ

ス ト上 に な け れ ば,正 し く 修 正 さ れ て い る こ と を 示 す 。 マ ー ジ後 の リ ス ト図6.2.14を 見 る と 正 し く メ

ン テ さ れ て い る 。
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図6・2・9バ イ ト ず れ 検 出 の た め の リ ス ト
、

へ?F・G

579 580
〆
●

41-88889

580 581 5う AO5 40-20305

581 582 55 AO5ユ 19860

582

583

N?

ζ牢>583
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5
・
」5

55

Aesz}・

A311

23281

s9492
38●99025

584 586 55 A4'4 37-74180

585 587 55 Bl 39-52854

586 588 55 C2 108 D1141-89234

587 589 60 BO11 38-26624

588 590 60 B4 14119

589 5gi<<< 60 (02 43-io6344

図6・2・10入 力 ソ ー ス ・ デ ー タ チ ェ ッ ク リス ト

"

.」

図6・2・11漢 字 チ ェ ッ ク リ ス ト
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図6・2・14マ ー ジ後 の リス ト

6.2.5漢 字 デ ー タ ・フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

(1)漢 字 出力 装 置

108D11.

41-88889

40-2030う

19860

23281

59492

38-99025

37-74180

39`う2854

41●89234

38●26624

GIIPSYの 出 力 装 置 は 入 力 装 置 をFACOMに 選 ん だ こ と と,出 力 リ ス ト が 単 物 と 複 物 と が あ っ て,

複 物 は 印 刷 を 必 要 と す る こ と か ち,印 刷 に も む い て い る シ ス テ ム と い う こ と で,F-6531自 動 写 植 装

置 を主 体 と し た も の と な っ て い る 。 しか しな が らF-6531は 少 量 で 簡 易 印 刷 下 版 作 成 を 行 な う に は 非

常 に精 度 の 高 い も の で,コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス が 良 くな い と い う こ と も あ っ て,他 社 の 漢 字 文 字 出

力 装 置 を 用 い る試 み の 必 要 性 が 生 じ た 。 そ ヒ で 出 力 シ ス テ ム は,図6.2.4のB.CD.の ブ ロ ッ ク に あ る

次 の3社 の ハ ー ド ウ ェ ア を 共 用 す る こ と が で き る よ う に し た。

ブ ロ ッ クB.FACOM全 自 動 写 植 シ ス テ ム

F-270-20.F-R-6531,F-KLP,F-KPR

C.高 千 穂 漢 字 処 理 シ ス テ ム
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T-4100

D.日 本 電 子 産 業 漢 字 処 理 シ ス テ ム

JEM-3100

図6.2.15はFACOMシ ス テ ム で 出 力 し た も の 。 図6.2.16は 同 じデ ー タを 高 千 穂 シ ス テ ム で 出 力 し た

索 引 誌 の 例 で あ る 。

実用 新案

第55類

昭和47年 出願公告細 分類別総 目録

分 類 公告番号 公告日 願書番号 実 用 新 案 の 名 称 出 願 人

55AO 1567 1.20 136No:{ 小 型 電動 式 加1圧 ・ … し装i'～ ↓ ン タ.."!・ ∫・1ら ・'}」

☆103C238 ラロfト ・CORP

☆55Anつ1 579 Ll】 3958834 鉄心溝を備えた電気機器 凄 電機㈱
☆55AO2 580 lll 4188889 電動機鉄心の塗装馴㈱!! 三群電機㈱外1名

☆55AO34 1149 ll7 ・}37928 回転電機の電気接続端 ア 日本電装㈱

☆55AO34 1150 1.17 、1319767 '.?一 の ・ ラ.{1長 持 装 置 三汀電機㈱

☆55AO34 1779 1.21 .12HK)99 .'仁 ・ ・`な の …'装 置 鞠{・ 葉電機製作所
55A.12

☆55AO5 581 111 to20305 1・11軽電 機 三菱電機潤

☆55AO51 582 1.11 4019860 大容 量 〔r|:流機 の 幣 流子 ・り… 装1" ㈱ 日1フ、製1年 所

☆55AO51 583 1.11 4023281 ll・1転電 機の か ・・装 置 (刷 け 製1乍所

☆55AO51 1151 L17 431755・ 】 電 動 機点 検 り・・ ㈱1ぱ 製作所
63働B:川38《 〕co

☆55へ051 2093 1.25 ・1255686 電動機 ㈱安 川電機製作所
55A122

☆55AOsl 209・1 L25 ・3318480 り・・ 鎖 錠装 置 ㈱日`ヒ製作所
53E353E.1

55AO52 16:{3 L20 4272955 電動機 こ汀・電機㈱外1名
★511B1253A2}

55AO53 599 1.11 4416167 電気井戸ホ ン ノ 松 ト'電器産 業㈱
☆63(:{)Fll53E3

図6・2・15FACOMシ ステ ム に よ る出 力

実 用 断 案

第55類

昭和47年 出願公告日金類別8目 録

分 類 公告番号 公告日 願 書 番 号 実 用 新 富 の 名 称 出 口 人

55AO 1567 1.20 43-61403 小型電動式加圧同一ル装置
「

インターナショナル.ポ ラロイ ド,CORP

★103C238

★55AO2 579 1.U 39-58834 鉄心溝を傷えた電気機器 三菱電機(掬

費55AO2 580 1.ll 41-88889 電動機鉄心の塗装用保持具 三洋竜田{掬 外1名

★55AO34 ll49 1.17 43-7928 回転電機の電気接続端子 日本電装{掬

費55AO34 U50 1." 43-19?67 モーターのブラシ保持装置 三洋電機(柳

吉55AO34 1779 1.21 42-10099 ワイパーモータのブラシ装置 {掬 三ツ葉電顕 隔

55A42、

★55AO5 581 lu 40-20305 回転電機 三菱電機{掬

★55AOsl 582 1.11 40-19860 大容量直流機の整流子カバー装置 (掬 日立製作所

★55AO51 583 1.口 40-23281 回転電機のカバー装置 (掬 日立製作所

カ55AO51 U51 1.17 43-17554 電動機点検カバー {掬 日立製作所

図6・2・16T4100シ ス テ ム に よ る 出力
㊨

ハ ー ドウ ェ ア上 の 問 題 点 と して は ,出 力装 置 そ の ものが 完全 な デ ー タ処 理 機 能 を持 たず,中 央 演 算

装 置 と直結 され て い る ケ ー ス が少 な い の で,シ ステ ム の体 系に か な りの工 夫 を要 求 され る こ とで あ ろ
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う 。

② 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

こ の ブ ロ ッ ク の 機 能 は 次 の6っ の サ ブ シ ス テ ム か ら構 成 され て い る 。

①

②

③

④

⑤

⑥

索 引 編 集 シ ス テ ム

ボ リ ュ ー ム 管 理 シ ス テ ム

7ト ラ ッ クMT/9ト ラ ッ クMT相 互 変 換 シ ス テ ム

フ ァ イ ル 変 換 シ ス テ ム

マ イ ク ロ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

ビ デ オ ・ シ ス テ ム

こ の ブ ロ ッ ク の シ ス テ 』ム は,デ ー タMakeUpシ ス テ ム に よ っ て 作 成 さ れ た フ ァ イ ル を,

途 に マ ッ チ し た 形 式 の 出 力 を 得 る た め の 機 能 を 果 す 。

種 々 の 用

出 力デー タ
フ ァイ ル管理

シス テム

乙
Ψ

ソク分類
&
頁制御

9TR

索引デー タ

ファイル

↓

入 力

遷 ・・

分 類デ ー タ
チ ェック

エ ラ ー デ ー タ

チ ェ ッ ク ア ウ ト

リ ス ト

、/一

文字配列計算

↓

頁 制 御 処 理

チェック分類
&

新頁制御
ファイル

、' ↓

出 力デー タ
デ ー タ変換 フ ァイル管理

システ ム

、 ,↓

7TR

下版済編集済

ファイル

印刷面付指示
リスト

_/・ }

図6・2・17編 集 シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト.

索 引 を 編 集 す る イ ン デ ・ソク ス ・ エ デ ィ タ で は,図6.2.17の フ ロ ・一チ ャ ー トに 示 す 手 順 で バ イ トマ シ

ンに よ っ て 索 引 誌 編 集 を 行 な い,キ ャ ラ ク タ ー ・マ シ ン に デ ー タ を 渡 す 処 理 を 行 な う。 本 シ ス テ ム で
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使 用 す る3種 の 出 力 シ ス テ ム ・ハ ー ドウ ェ ア の 中 で,FACOM-FCLは7TR-MTを 必 要 と す る の で,バ

イ ト/キ ャ ラ ク タ ー の デ ー タ変 換 を 行 な う こ と に な る 。 デ ー タ量 が 増 加 す る場 合 の た め の マ イ ク ロ

メ ー シ ョ ン 出 力 シ ス テ ム に,JEM-3100を 稼 動 さ せ る 。VTR,EVRが 普 及 す る と ,MICRO-EVR・VT

R相 互 利 用 す る こ と が 必 要 に な る と考 え ら れ る 。

6.2.6シ ス テ ム の 運 営

GIIP・SYSTEMは1971年1月 の デ ー タ か ら入 力 ,出 力 を 実 施 した 。 デ ー タ 入 力 は月 単 位 で 区 切 り,

マ ン ス リ ー ・ イ ン デ ッ ク ス を 発 行 し て い る 。 処 理 は 汎 用 電 子 計 算 機 で 出 力 で き る部 分 は極 力 そ れ を 用

い て 行 な う た め,デ ー タ の 性 格 上 漢 字 部 分 と数 字 部 分 の デ ー タを ,そ れ ぞ れ 別 途 に 扱 う こ と が で き

る 。 運 営 状 況 を 項 目 別 た 説 明 す る 。

(1)入 力 デ ー タ量

毎 月,特 許 ・実 用 新 案 公 告 の 平 均8,000件 か ら10,000件 の 書 誌 的 事 項 を,目 次 リス トに よ り 入 力 す

る 。1件 当 り の 平 均 文 字 数 は50～60文 字 程 度 で 漢 字:数 字/3:2く ら い で あ る。

{2)出 力 デ ー タ量

索 引 作 成 に 用 い る デ ー タ は,分 類 項 目 に し た が っ て デ ー タ展 開 を 行 な い,15,000～23,000レ コ ー ド .

の デ ー タ量 に 転 写 し,図6 .2.18の'ご と き フ ォ ー マ ッ トのB5版 サ イ ズ で 編 集 ・頁 管 理 さ れ て 出 力 が 行

な わ れ る 。

鏑襲
櫛
総

繊

図6・2・18編 集 済 フ ォ ー マ ッ ト

毎 月 の 真 数 は 平 均700～1.OOO頁 と な る。 印 刷 は 限 定150部 でK－ オ フ方 式 で 刷 られ る 。 印 刷 の 段 階

で 出 力 下 版 図6.2.18に 罫 線 を マ ス キ ン グ し て,図6.2.15の よ う な 索 引 誌 と して 出 版 す る 。 毎 月,当 月

の デ ー タが 翌 月15日 ま で に 出 版 さ れ る 。

(3)デ ー ダMakeUpシ ス テ ム の 機 能

この ブ ロ ッ ク の シ ス テ ム は,入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル管 理 シ ス テ ム で 入 力 メ ン テ さ れ た デ ー タ を ,こ

の ブ ロ ッ ク の シ ス テ ム に 連 携 す る 次 の よ う な

① 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

② 経 営 管 理 シ ス テ ム

③ 情 報 分 析 ・検 索 シ ス テ ム

の3つ の シ ス テ ム で そ れ ぞ れ デ ー タ が 利 用 で き る よ う に,オ リ ジ ナ ル デ ー タに 加 工 を ほ ど こ し 、 フ ァ

イ ル を 編 成 し直 す 機 能 を 有 す る 。 出 力 機 器 に対 応 す る コ ー ドに 変 換 す る の も この シ ス テ ム の 中 の サ ブ

シ ス テ ム で あ る 。

(4}経 営 管 理 シ ス テ ム の 機 能
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索 引 の 編集 印刷 の 目 的 で 入 力 され た デ ー タを,公 報 の販 売管 理 ・在 庫 管理 に用 い,販 売情 報 の検 索

選 出;伝票作 成;販 売 指 示 書,在 庫 管 理 指示 書 等 の作 成 をす る。 この システ ム を付 加 し,索 引 作 成 マ ン

ス リー ・デ ー タを転 用 す る こ と に よ って,月 間処 理 を行 な って い た ものを,バ イ マ ンス リー15日 区切

りで入 力 管理 を す る必 要 に せ ま ら れ た が,逆 に索 引 作 成上 のデ ー タ管理 が ス ピー ド・ア ップ され,ス

ム ーズ に実 行 され る こ と に な っ た。 ま た従 来3万 枚 ほど の伝 票 を人 手 で 作 成 して い た も の を,索 引

デ ー タを転 用 して 自 動 作 成 す る こ と が で き る。 した が って これ まで この3万 枚 の伝 票 を数 日 ご と に 集.

計 手 計算 し,さ らにCDパ ンチ して い た もの が ほ とん ど割愛 され るに 至 った。

㈲ 情 報 分析 ・検索 シ ス テ ム

書 誌 的 事 項 の デ ー タ処 理 を 行 な って い る入 力 システ ム,デ ー タMakeUpシ ステ ムを そ の ま ま 応 用

し,技 術 情 報 の 内容 を 入 力 し,フ ァ イル を作 成 す る

)レ1001レ 銑鉄

>1002レ 噴 雀

レ1003レ 溶 銑

レ1004Dレ 精 製

レ1005レ 機 械

力。 レ レ

噴 霧 。 精 製。 ガ ス 流。 衝 突。 帯 域 炉床 。 排 出孔 。 ス ラ グ。 向流.鉄 粒 子 。 酸 化鉄 。 レ ●

精 製 。 耐 火 。 ラ イニ ン グ。 損耗 。 溶 銑。 ガ ス流。 炉 壁。 緋 出。 冷 却 。霧 化 。 レ レ

連 続 。 精 製 。 噴 霧。 貯 蔵 。 銑鉄 。 ス ラ グ。 電 磁 。運 搬 。 ガス 湾。 添 加 剤。 レ レ

ガ ス流 。 噴 霧 。 液 状。 銑 鉄 。 衝突 。 帯 域。 石 灰 。 自 由。 落 下 。吹 付け 。 ラン ス。窪 化 。 レ レ

加 工性 。 溶 接 性 。 時効 。 硬 化 性 。 ニ ッケ ル。 ク ロ ム。 鉄 。 合 金 。 原 子 量 。 リン グ。 圧 力。 容 器。 高 温 。 応

図6・2・19入 力 シ ス テ ム を 用 い て 入 力 し た 意 味 デ ー タ
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図6・2・20分 析 用 デ7タ フ ァ イ ル
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図6.2./9は 入 力 シ ス テ ム を 用 い て 入 力 し た 意 味 デ ー タ,図6.2.20はMakeUpシ ス テ ム で 処 理 さ れ

た 分 析 用 デ ー タ ・ フ ァ イ ル,図6.2.21は 分 析 処 理 前,図6.2.22は 分 析 後 の 関 連 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 例 で

あ る。 相 互 に 類 縁 関 係 の 強 い 情 報 か ら順 序 立 て て 出 力 さ れ る。

従 来 の カ ナ ーALPHA-NUMERIC表 現 の デ ー タ ・ フ ァ イ ル で は,デ ー タ と シ ス テ ム を 相 互 に 連 携

さ せ た 有 機 的 な シ ス テ ム 利 用 が 困 難 で あ る が,漢 字 文 字 処 理 に よ る 場 合 に は,シ ス テ ム ・パ フ ォ ー マ

ン ス を 体 系 的 に ま と め る こ と が 可 能 で あ る 。

6.2.7シ ス テ ム の 評 価

〔1)GIIPシ ス テ ム の メ リ ッ ト

漢 字 を 含 む 技 術 情 報 を,電 子 計 算 機 で 処 理 す る こ とが 従 来 の 方 法 と比 較 して,ど の 程 度 の シ ス テ ム

・パ フ ォ ー マ ン ス を 持 っ て い る か を 検 討 し た 結 果 ,次 の よ う な 点 に メ リ ッ トが あ る と い え よ う。

①

②

③

④

⑤

従 来 手 作 業 で行 な っ て い た索 引作 成 に要 す る時間 の1/4～!/6で 発 行 で き,処 理 速 度 が 速 い 。

機 械 処 理 を行 な え ば,一 度 の 入 力 で デ ー タの 分解,結 合,転 写,展 開 等 デ ー タの 変形 加 工 が容

易 で,手 動 タ イ プ打 ち よ り入 力 量 も少 な くて す む。

デ ー タの 有 機 的 な 転 用 が可 能 。

デ ー タの信 頼 性 が 高 い。

保 管 蓄 積 デ ー タの ス ペ ー スが 小 さい。

一135一



.

」鵠?▲4 N.OL 8.CL TXTLE

1 102工21 ii4△512 磁気テープ保持装置

2 io2B21 5502554B4519ス9B5 回転ヘッ ド制御方式
102工0

5 99●71 蓄積装置

4 102工21 9■85 ら旋 案内 テ ー プ さ ふえ装 置

5 102●4 114▲5i2102星5105BO デ ー タ貯 蔵装 置

6 102B51 10282¶ テー プレ コー ダ ーの テ ープ リフ ター装 置

7 102BO 102墨5102冗954B11 語気録音装置

8 997125 99●12〔 目 キ ネス コ ー プお よびそ の 制作 方 法

, 102■5 磁 気 ヘ ッ ド

10 100DO 104GO レ ーザ ー装 置

11 ¶02B8 102・BO55c239フ ⑤BO 磁気媒体転写方式

12 12▲41 i2▲4812▲562お51 高耐熱性を冷する電気絶縁性被 唄をけい素鋼板表面に生成 しむ
る方法

15 102221 回転ヘッ ド制御方式

り4 9●LO1 99●123 カ ラーテ レ ピジ ■ン受 信機
'

15 "4▲516 104GO 電気光学的情報変換装置

16 102工52 9禰B59×9D24 記録再生方式

17 102851 62B7 立方結晶構造を有す る焼結酸化物ぎ'性材料から ト,ン ジユーサ
を製造する万法

18 94⑤86 102B21 電臣自動応対録音装置

1, 100DO 高周波に よる多電極放電モー ドを利用 したレーザ装置

20 102B21 550259天9B39ス5)B5 回転ヘッ ド¶御方式
102xO

21 102B21 55c29?【5}85102xO 磁気記録再生方式

22 ,97ハ 直視垣蓄積管

25 ⑱00DO 10400 ジャ イ ア ン ツパル ス レー ザ装 置

24 102エ5 磁気ヘッ ドの製造方法
■

25 98⑤82 98⑤8¶ 自動周波数を引発振若

26 102昆8 磁気媒体 に写方式

27 100DO 1040099GO ガス レー ザー 管

28 9澗 ▲22 114▲5119フ ⑲ ▲Oio4GO 光学的伝達江置
9)⑤B1

2, 102●5 空隙高さを精密に規定 した複合磁気ヘ ッ ドの製遭方法

50 102夏52 9ξ(8▲0102×219ス5}B5 複数信号 のジッター～C去及時間差補正方式

,2【具 耳69ズ …∋H4

5り 102×5 電磁ヘ ッ ドの製造法

52 102互2†55c2597【 ⑤B354B45 回転ヘ ッド統御方式
102兄0

55 102x2¶55029欠5B5102兄9 磁 気記録再生装置

54 102x52102225102E5114A512 情報配憶装置
54B8

86 102B21 テ ー プ ソ コー ダ の反 転 機構

56 ¶02■91 〈02菖21 磁 気 テー プカ ー トリッジ

57 102821 102兄09π ≡〕B5 多 ヘ ツVビ デオ 乎 一 プレ コ ーダ め テ ー プ ガ イ ドエ,一 槍 幽 方式

58 9ハ⑤D24 9抱D5102正52 磁気配録再生方式

59 102R21 114ム512 磁気記憶装置

40 io280 102E21102菖5 磁気記録再生装置

4i 10232¶ 55c2354B459フ(925 回転ヘッ ド制御方×
`

102蕗0

42 102田24 磁気シー ト録音再生産置

45 "4▲5" 101×9 表示装置`

44 99⑤ 区2 9賃9×109賃 ヨP52 固体映像表示装置
1

図6・2・21情 報 分析 前 順 不同 情 報
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情 報 配 三二決 さ

ら旋 棄 民 ⇒ 一 プ さ 〉 え14;ii,{

磁 気 テ ー プ カ ー・一ート1㌧'ジ 、

磁 気 シ ー ㌧今 吾再tir;1.竺

テー プレ コ ーダの 反 紅 絵抱

磁 気 母妥 装 ≡

テ ー プレ コーダ ー の テー プ リ フタ ー笈鰻

記 録 再 生 方 式

磁気 配 録 ㌧ 生装 坐

磁 気記 録 再 生方 式

磁filLiCv:'/生 方式

多 ヘ ッ ドビデオ テ ー プレ コー ダの テ ー ブ ガイ ドエ,一 検 出 方 式

磁 気 記録 再 生 学恒

1ii話 〔戸L応 射 タoド「':㌻'『P「

複数 信号 の ジ ・ンター"去 及 時 竪 差梓 正 方 式

回転 ヘ ッ ド聖1御方 式

回 転 ヘ プ ド骸御 方 式

回 転 ヘ ッ ド今∵御 方 式

回転 ヘ ツ 、'戎御 方 式

回転 ヘ ッ ド胱 筏 方 式

図6・2・22情 報 分析 後の情報 相関線型距 離関係

表 中にあ る情報 に注 目 した場合、上下 に離れ るほど相関 は 低 くな

る。 したが って最上端 と最 下端 の情報がい ちばん相関が小 さい。
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② シ ステ ム の問 題 点

メ リ ッ トと同 時 に デ メ リ ッ トと な る点 も い くっ か挙 げ る こと が出 て きて,そ の対策 を考 慮 す る。

① 手作 業 に比 較 して,デ ー タ修 正 に時 間.経 費,手 間 がか か る。(時 間 の流 れ の中 で小 まわ りが

きか な い 。)

② デー タ ・チ ェ ックを厳 重 に す る必 要 が あ る6(小 まわ り の きか な い点 の フ ォロー の た め)

③ 経 費 が割 高 とな る 。

(デ ー タお よ び シス テ ム の ア ベ イ ラ ビ リテ ィを 高 め る こ とに よ り帰零 す る。)

④ 出力 装 置 の オ フ ラ イ ン稼 動 に よ る'タイ ム ・ロ スが あ るこ と。

6.2.8将 来 の シ ス テ ム 展 開

これ ま で述 べ たGIIPシ ス テ ム は,既 存 の ハ ー ドウ ェアの機 能 の アベ イ ラ ビィ リテ ィの 低 さ を,ソ

フ トウ ェア的 な面 か ら工 夫 を加 え て 汎 用化 を試 み て きたが,デ ー タ構造 が新 しい ため 、従 来 蓄積 され

て い る デ ー タ,な い しは 出力 装 置 の使 用 ル ー トを持 た な いユ ー ザ に対 す る デー タ利用 の無 用 な点等 を

解 決 す る た め に,従 来 の カ ナ表 現 デ ー タと漢 字 文 字 表 現 デー タとの相 互 利 用 の はか れ る カ ナ/漢 字 翻

訳 シス テ ム を開 発 し,こ の一 連 の シス テ ムの 中 に組 み入 れ て,さ らに利 用 度 を 高 め る 方 向 に 進 め た

い。'・

現 在,カ ナか ら漢 字,漢 字 か ら カ ナへ の 翻訳 シス テ ム につ い て,種 々研 究 され て い るが,ま だ 実 用

に耐 え る シス テ ム は開 発 さ れ て い な いの が現 状 の よ うで あ る。 も しカナ ・デ ー タが 漢字 に 直 せ れ ば,

漢 字 文 字 処 理 シス テ ム は一 段 とそ の普 及度 を早 め る こ と と考 え られ る。

ノ
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6.3出 版 社 に お け る 自動 編 集 システ ム

6.3.1沿 革

数 万枚 の カー ドに,1枚,1枚,項 目 を記 入 す る,50音 川頁にカ ー ドを配 列 す る,昨 日 も,今 日 も.明

日 も,重 苦 しい ほ ど単 調 な 日 々 … …。

しか し,百 科 事 典 や辞 典 の編 集 に とっ て は,さ け る ことの で き な い大切 な仕 事 だ 。 当 時(昭 和39

年)こ の 単 調 な 手作 業 か ら編 集 者 を 解 放 し,内 容 の充 実 に より力 を向 け る ことが で きるか とい うの が

編 集部 門 の 大 きな課 題 で あ った 。 こ の課 題 の 解決 方 法 と して 、我 々 は コ ン ピュー タを利 用 で きな い か

と考 え た。

一 般 に編 集 業 務 にお け る コ ン ピ ュー タの利 用 は ,以 下 の よ うな もの が考 え られ る。

ア.編 集 製 作 に お け る製 作 日程 管 理,統 計 管理 へ の利 用

イ.編 集 製 作 に お け る情 報 の 活 用

(情 報 検 索,デ ー タバ ンク)

ウ,編 集 製 作 技 術 へ の利 用(自 動 編 集)

当 社 で は,コ ン ピ ュ=夕 に よ る編 集 業 務 の合 理 化 と して上述 した う ちの イ.と ウ,の 業務 を手 は じ

め に手 が ける こと に した。 まず 始 めlor昭 和40年 に開発 した 「学 研 古 語 辞 典 」 作 成 に 関 す る パ ン チ

カー ド利 用 が そ の第 一 歩 で あ る 。

②

③語彙が入る

頁 数

図6・3・1古 語 辞 典 編 集 用パ ンチ カ ー ド
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7 2
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l
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ー
・川

`

見㍑ 語

これ は,古 語 辞 典 の用 例 の収 集,検 索 を 目的 と した もの で,図6.3.1の よ うに④ の部 分 に 書 き込 ま

れ た見 出 し(カ ナ文 字)を ① の 部 分 に パ ンチす る。① に は 、そ の 他,出 典 頁 数.桁 数 な どが パ ンチ

され て い る。 この① の パ ンチ され た部 分 をOUK-1004で 数 字:およ び英 字 に変 換 し,分 類 機 に か け る

と50音 順 に酉己列 され る。③ に は 用 例 を複 写 機 で プ リン トしてお く。 この カ ー ドは,現 在 ・45万 枚 に達
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、

して い る。

その利 点 は,'

① 形 式 が 定 ま り,規 則 的 か っ 体 系 的 に保 管 で きる。

② コ ン ピュー タお よ びPCM(パ ンチ カ ー ドマ シ ン)が 使用 で き るの で,分 類,追 加,削 除.検

索 が,ま た,50音 配 列 も容 易 で あ る。

③ 保 管,管 理 が比 較 的 容 易 で あ る。

な どと い う メ リッ トを生 ん だ。

しか しな が ら上 言己の方 法 は,間 接 法 と いわ れ,文 字 情 報 を直 接 コ ン ピ ュー タの メ モ リー に記憶 す る

の で はな く,パ ンチ カ ー ドに印 字二され て い るの に す ぎ ない。

一 方 ,こ の方 法 と は別 に 直 接 コ ン ピュ ー タに文 字情 報 を記憶 させ る直 接 法 と い う方 式 を考 え た 場

合,漢 字 プ リン タが必 要 と な る。 この 直接 法 は,間 接法 に比べ て

①1/0の ス ピー ド

② デ ー タの保 管

③ 検 索 ス ピー ド ・

な ど いず れ も優 れ て い る し,ま た デ ー タを磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク に記憶 させ る こと に よ って将 来

の情 報産 業 に直結 す る こ と が で き る 。

気

プ「

磁

テ

マ イ ク ロ

フ イ ル ム

図6・3・2出 版 事 業 に お け る コ ンピ ュー タ処 理 の概 念

当 社 もカ ー ド利 用 の 次 の 開 発 目標 と して,漢 字 プ リン タ(電 算 植字 システ ム)の 利 用 に ふ み き っ

た。

6.3.2電 算 植 字 シ ス テ ム の 開 発

前 述 したよ うに パ ン チ カ ー ド シス テ ム の開 発 を一 応 終 了 し,次 に漢字 プ リンタを 中心 と した電 算 植

字 システ ムの 開発 に ふ み 切 った 。

我 々と して は,最 終 の 目 的 と して,編 集 の 合理 化 と編 集 デー タの デー タバ ンク利 用 と い う面 を考 え

て い た。 その場 合,必 要 条 件 と して漢 字 プ リ ン タを 開発 す る必 要 が あ った 。

しか しなが ら,昭 和41年 当 時 は,我 々 の要 求 に こた え る漢字 プ リ ンタは なか った。

当 時,我 々 の望 む漢 字 プ リ ンタ ー の条 件 は,
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⑧ コ ン ピ ュー タの1/Oと して十 分 な プ リン,ト速 度 を もつ こと。

⑮ モニ タ(校IE用 ゲ ラ)が とれ る こ と。

◎ 文字 の縦 横,大 小,ピ ・ソチ付,行 間 の 自動 処 理 な ど文字 を 自 由 に扱 え る こ と。

⑥ 印 刷用 の シ ャー プ な版 下 が とれ る こ と。・

な どで あ る。

一 方 ,発 表 され て い た漢 字 プ リ ン タの方 式 に は

・ 印 字 を 目的 に した もの(単 な る モニ タプ リ ン ト用)

① 純 機 械 方 式

② 光 学 方 式

③ ドッ ト方 式

・ 印刷 用 の植 字 を 目的 に した もの

④ 光 学 一機 械 方 式

⑤ 全 電 子 方 式

な どが あ る 。

＼当難 ⑧ ⑤ ◎ ⑥

射
プ

リ
ン

タ
の

方
式

⑦ × ○ × ○

⑦ △ △ × . ○

◎ ○ ○ × ×

㊥ × × ○ ○

㊥ ○ .△ 10 ○

○ 条件をほぼ満 たす もの

△ 条件をやや満 たす もの

× 条件を満 たさない もの

図6・3・3漢 字 プ リンタの評価

当社 の要 求 す る漢 字 プ リ ン タの 条 件 を,漢 字 プ リン タの方 式 に あ て はめ た。 そ の結果,図6.3.3に

示 され るよ うに,全 電 子 方 式 の もの が もっ と も条件 に満 足 す る こと がわ か った。 したが って,そ の焦

点 を電 子方 式 に しぼ る こ と を決 定 した。

そ の結 果,当 時,電 子 方 式 と して 日本 科 学 技 術情 報 セ ン タで稼 動 してい たJEM3800に 注 目 し,メ ー

カ と4年 間 の共 同 研 究 開 発 の結 果,昭 和45年8月 こ こに商 業 印刷 用 漢 字 システ ム、学 研 電算 植 字 シ ス テ

ムの導 入 にふ み 切 った 。

6.3.3学 研 電 算 植 字 シ ス テ ム の 概 略

(Dハ ー ドウ エア

当社 に お け る電 算 植 字 シ ス テ ム は,JEM3850漢 字 プ リンタを 中心 に して,つ ぎ の よ うなハ ー ドウ

ェア群 に よ って 構 成 され て い る。

・ 漢 字 鍵 盤 さ ん 孔 機15台

(SCK-200D-4型)
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・ 手 動 写 真 植 字 機1台

(MD-C型)

・HITAC-10汎 用 シ ス テ ム

16KW,MT(3台),DR(131KW)tPTR,CR

・IBM370-145汎 用 シ ス テ ム

256KB,DS(9台),MT(7台),PR(2台),CR(2台),PTR ,PTP

・.JEM-3850電 算 植 字 シ ス テ ム

8KW,MT,PTRモ ニ タ ・ プ リ ン タ,ハ ー ド プ リ ン タ

OUK

9300

汎

用

ζ
テ

ム

新興漢字 テ レタイプ
モ リサ ワ手動写植機

IBM

370-14ξ

汎

用

ζ

z

JEM-3850電 算 植 字
シス テ ム

HITAC－ 汎 用
シ ス テ ム(編 集 専 用)

図6・3・4電 算 植 字 シス テ ム の構 成

{2)ソ フ トウ ェア

ハ ー ドウ ェ アの開 発 と と もに 我 々が 苦 心 したの は,ソ フ トウ ェアの 開発 であ る。 それ は,編 集 と

い う頭 脳 作 業 の パ ター ン化 か ら始 ま っ た。

以 下,代 表 的 な も のを 述 べ て み た い 。

ア.GEMS

GEMSと は,ゼ ネ ラ ル ・エ デ ィ ト リァル ・マ ネ ジメ ン ト・ シス テムの 略 で,コ ン ピュー タを 介 し

た漢 字情 報 処理 シス テ ム を,効 率 よ く運用 す るた めの ソフ トウ ェ ア ・ システ ムで あ る。

現 在,実 用 化 され て い るGEMSは,HITAC-10ま たはOUK-9300の 磁気 テ ー プ フ ァ イ ル シ ス

テ ムに よ って運 用 して い る。GEMSは,漢 字 情 報 を コ ンピ ュー タを も っ て 正 確 か っ 迅 速 に 処 理

し,漢 字 に よ る情 報 の デ ー タバ ン ク化 を は か り,そ の情報 の提 供 サ ー ビ スを 行 な う こ とを 目的 と

す る。

と くにGEMSと は,当 社 の編 集 部 門 と共 同 研 究 で開 発 した もの で,あ らゆ る出版 物,名 簿 な ど

の作 成 ・検 索 に す ぐれ た効 果 を 発 揮 す る よ うに,総 合的 な角 度 か ら検討 され た汎 用 ソ フ トウェ ア

で あ る。

さ らにJEM3850高 速 漢 字 処 理 シ ス タム と の結 合 に よ って,漢 字 を 含む 印刷 物 の版 下 や 名 簿 ・顧

客 台 帳 な どの 汎 用 プ リン トも可 能 で あ る。GEMSの お もな機 能 は,次 の とお りで あ る。

① 入 力 処 理(GEMS-1)

漢 字 テ レタ イ プか ら イ'ンプ ・ソトされ た 紙 テ ー プの デ ー タに対 して,文 字 種変 換,文 字 の 大 小,並

び の たて,よ こな どの フ ァ ン ク シ ョ ン処理 お よ び英 数 字 ・特 殊 文字 な どの ピッチ付 加 処 理 な どを
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行 な う 。

② 棒 組 調 整 処 理(GEMS-ll)

入 力 処 理 を 得 た デ ー タ は,こ こ に お い て1行 単 位 を も って 字 詰,禁 則,ル ビ,ジ ャ ス テ ィ フ ィ

ケ ー シ ョ ン,行 頭,行 末,中 央 揃 え,分 離 禁 止,数 式 合 成,な ど の 処 理 が な さ れ る 。

③ 組 版 処 理(GEMS-1)

こ こ で の 処 理 は,文 章 全 体 の 編 集 処 理 で あ り,図 版,写 真,見 出 し,ペ ー ジ割,ノ ン ブ ル,柱,
㌻

処 理 な ど が行 な わ れ る。
、

④ 校 正 ゲ ラ ・版 下 作 成 処 理(GEMS－ 皿)

校 正 用,版 下 プ リ ン トを 中 心 に した,各 種 モ ニ タお よ び台 帳 な どの プ リ ン ト処 理 を行 な う。

ワ

{交「トケ ラ

版 卜t'1成処 刑

一
ト

ク

ン
ニ
リ

モ

ソ

各
合

図6・3・5ソ フ トウエ アGEMSの 機 能

イ:項 目検 索 「50音項 目整 理 」 シ ステ ム

事 典 ・辞 典 を中 心 に した 漢字 カ ナ湿 り文 項 目を,5暗 シー ケ ンスt分 野,図 版 情 報,グ レー ド情

報,人 ・地 名 情 報 な どの 条件 に よ り検 索 す る シス テムで あ る。

一143一



コ ン ピ ュー タに よ り,カ ナ文 字(20桁),漢 字(5桁)の 漢 字 カ ナ湿 り文 を濁 音 、 半 濁 音,促

音,抑 音,清 音,な ど を 加 味 し,7桁 の完 全 な50音 変換数 と して ア ウ トプ ッ トす る も の で あ る。

シス テ ムの 概 要 は

① 訂 正 処 理:編 集 部 門 か らの原 稿 を漢 字 テ レ タイ プで パ ンチ し,漢 字 プ リ ンタに よ って モ ニ タ を

取 り,校 正 を 行 な っ て完 全 な 形 で 磁 気 テー プ に保 管 す る。

② 外字 処理:原 稿 に あ る文 字 で漢 字 テ レ タ イプ上 に な い文 字 種 の処 理。
◆

③50音 配列 処 理:項 目(カ ナ ・漢 字 ・キ ー コー ド)を 数字 の形 に変 換 し,コ ン ピュ ー タ ・サ イ ド

で50音 分類 で き る形 に す る 。

④ 項 目 ・'分野処 理:総 項 目の50音 分 類,分 野,担 当者 ご との50音 分 類 を ア ウ トプ ッ トす る。

この シ ス テ ムに よ っ て整 理 され て い る項 目 は,現 在 約50万 語 あ る。

ウ.そ の 他

漢字 か な湿 り文 を 中 心 に したSORT,LISTER,各 種CODE,CONVERSION,IR汎 用 パ ッケ ー

ジ,カ ナ文 字 → 漢 字 か な湿 り文 変 換 シス テ ム な どが あ る。・

6.3.4漢 字 入 力 装 置

当 社 が電 算 植 字 シ ス テ ムの 研 究 を始 め た の は41年 で ある が,こ の 当時 の代 表 的 な漢 字 入 力 装 置 は,

両 手 で イ ンプ ッ ト操 作 す る谷 村 新 興 方 式 と両 手,両 足 で イ ンプ ッ ト操 作 す る方 式 が よ く使 用 され て い

た。 この両 機 を検 討 した 結 果,パ ンチ ス ピー ド,性 能,ど れを と って も前者 の方 が勝 って い る とい う

結 論 に 達 した。'

イ ンプ ッ ト文 字 種 に 関 して は,社 内外 の文 献 を調 査 し,出 版 向 きに検 討 した結果,合 計4,992字 の

文 字 を 選定 した 。

その結 果,漢 字 テ レ タ イ プ上 の け ん盤 配 列 も,当 社 独 自の もの に な って い る。 と ころで 日本 語 の 文

字 種 は,4,992字(自 由 に交 換 で き る文字192を 含 む)で はと うて いた りない。

字 種 イ ンプ ッ ト ア ウ トプ ッ ト

ひ ら が な 164 254(明 朝、 ア ンチ、 細 ゴ ジ)

カ タ カ ナ 84 188(明 朝、 ア ンチ)

欧 文 文 字 50 180(ロ ーマ ン、イタ リック、ず 一ル ド)

ア ラビア数字 40 60(〃)

記 号 類 101 229

ス ペ ー ス 4 4

漢 字 3885 3885

外 字 192 192(自 由 に定 め られ る)
.

計 4520 4992

表6・3・1入 出 力 文 字 種 の 内 訳

しか し,一 般 の 出 版 物 に対 して は,4.992字 の 文 字 種 を もって い れ ば,約99%以 上 カ バ ー で き る 。

そ の た め,・な い文字 に対 して は,手 動 の 写 真植 字機 で 切 りぬ け る こと に した。SCK漢 字 テ レ タ イ プ

は,す で に 約5年 の使 用 経 験 が あ る 。一 方,MD-C型 手 動 写真植 字 機 は2年 目で あ る。 最 近,漢 字 イ
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ンプ ッ ト機 器 も'

・ コ ン ピュー タ と直結 して デ ィ スプ レ イイ ンプ ッ トす る方 式

・ 手 動 写 植 機 を基 本 とす る もの で モ ニ タも とれ る方 式 ・

・ け ん盤 キ ー を ペ ン方 式 の も の で指 示 す る方 式

・ シ ス テム タ イプ を 変 形 した方 式

な ど,各 種 の もの が 開 発 され て い る』 しか し

●

●

■

●

●

●

パ ンチ ス ピー ド

イ ン プ ッ ト文 字 種 の 大 小

コ ス トの問 題

マ シ ンの機 構 上 の 問 題

パ ンチ ャー育 成 の 問 題

漢 テ レコー ド不 統 一 の 問 題

な どを100%満 足 す る機 種 は,ま だ まだ で あ る と思 われ る。 いず れ に して も,上 述 の 問 題 点 を 満

足 させ るよ うな イ ン プ ッ トマ シ ンが早 く開 発 され る ことを望 み たい。

6.3.5漢 字 出 力 装 置

当 社導 入 の漢 字 出力 装 置 ・JEM385Q導 入 の経 過 にっ い て は6.3.3で 述 べ た とお りで あ る。 こめJEM

3850の 使 用 経 験 も3年 目を 迎 え て い る。 こ こでJEM3850の 機 能 に つ いて述 べ て お き た い。

磁気テー プ装置

紙テープリーダ

インプット部 分

文字 発生装置

(CG)

制 御 用

HITAC_10

PT_200

フ ィルム プ リン タ

PT-750

ソ フ トプ リ ン タ

プロセス部 分'ア ウトプット部分

図6・3・6漢 字 出 力の プ ロ セ ス

〔イ ン プ ッ ト〕

・ 磁 気 テ ー プ 装 置

・ 紙 テ ー プ リ ー ダ

〔プ ロ セ ス〕

・ 文 字 種4 ,992字(交 換 可 能 文 字 種192字)

・ 文 字 サ イ ズ6級 ～32級

文 字 の 幅8/8～1/8cm

送 り 量.空 間 ・行 間 と も0.5mm
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・ 組 体 裁 縦 ・横 混 植 可

・ 変 形 プ リ ン ト 長平 体 お よ び上 っ き下 つ き

・ プ リ ン ト速 度!50字/秒

・ 文字 書 体 モ リサ ワ"

〔ア ウ トプ ッ ト〕

・PT200フ ィ ル ム プ リ ン タ

ライ ンプ リ ン ト方 式,プ リン トサ イ ズ(30パ イ カ),100mm×30m印 画紙

・PT750ソ フ トプ リ ン ダ

ライ ンプ リ ン ト方 式,B4×100m印 画 紙,200～400mmカ ッ ト可

で あ る。

漢 字 入 力 装 置 の項 で前 述 した よ う に,ア ウ トプ ・,ト文 字 は4,992字 あ り,う ち192字 が 自由 に文 字 を

交換 で き る。 漢 字 プ リン タに な い文 字 は,最 終 ア ウ トプ ッ トの 段 階 で ア ウ トプ ッ ト用 紙 に ゲ タで 表 示{

し,手 動 写 真 植字 機 で タ イプ した文 字 を 貼 り込 み 完成 させ る。 その た め手 動 写 真植 字 機 は,漢 字 プ リ

ン タに な い文 字 を約10,000字 も って い る。 つ ま り,何 百 字 に1回 しか出 て こな い文 字 を コ ン ピ ュ ー タ

に所 有 させ た り,イ ンプ ッ トで 苦労 す る よ り も,手 動 写 真 植字 機 で 貼 り込 み した ほ うが,コ ス ト的 に

も安 い た め で あ る。

現 在 我 々 が か か え て い る ア ウ トプ ッ ト問 題 点 は,

・ 文 字 品 質 の 向上

・ プ リ ン トス ピー ドの ア ップ

・ 文 字 変換 手 段 の 簡便 化

な どで あ る。

6.3.6電 算 植 字 シ ス テ ム の 利 用 状 況

当 社 に お いて,編 集 部 門 へ の コ ン ピ ュー タ利用 は

① 編 集 の 合理 化

② 編 集情 報 の 収集 ・検 索

の二 大 目的 で あ る こ と は前 に述 べ た 。前 者 に お い て は,コ ン ピュ ー タ システ ム を利用 す る こと に よ っ

て編 集作 業 の ス ピー ド化 が は た さ れ,可 能 な か ぎ りの業 務 を コ ン ピュー タに代 行 さ せ る こ と に よ っ

て,編 集 者 に 時 間 の 余 裕 を与 え る。 そ こで 得 られ た時 間 の 余裕 は,編 集者 の本 来 業 務 で あ る創 造 的 な

企 画 業 務 な どに 還 元 して,製 品 の 内 容 の 充 実 を はか るこ とがで き るな どが最 大 の メ リッ トで あ ろ う。

一 方 ,後 者 で は,デ ー タを コ ン ピュ ー タの 媒 体 で あ る磁 気 テ ー プに収 集 す る こ と によ り,常 に最 新

の デ ー タを蓄 え る こ とが 可 能 に な り,日 々 に蓄積 され る情 報 に対 す る検索,分 類,追 加,削 除 な ど も

自 由 自在 に実 施 で き る。 さ らに大 量 の 情 報 の 蓄 積 が果 され れば,将 来 は教育 デ 三 夕バ ンク』と して い ろ

い ろ な面 での 応 用 の み ちが 開 か れ る こ と に な る。

当 社 の 出版 物 に は,雑 誌 と書 籍 の 二 本 柱 が あ る。 これ までの よ うな諸 条件 で の メ リ ッ トを得 るた め

に,現 在 この シ ス テ ム で処 理 す る 業 務 と して は,基 本 的 な情報 の蓄 積 が可 能 で あ り,将 来 の デー タバ
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ンク と して活 用 す る こ とが 最 適 で あ る百 科 事典,辞 典,な どを中 心 と して い る。学 研 電算 植 字 シス テ

ム利 用 に よ る最 初 の ア プ リケ ー シ ョ ンは ,昭 和45年 当時,当 社,創 立25周 年 記 念 出版 と して 出版 され

る百 科 事 典 「グ ラ ン ド現 代 」 を のせ る こ とで あ った。

この 「グ ラ ン ド現 代 」 百 科 事 典 は,全21巻,そ こに収 録 され る総 項 目数 は,実 に25万 項 目 に も達 す

るぼ う大 な情 報 量 を も る もの で あ る。 その刊 行 に要 す る期 間 は45年10月 にオ 一 巻 を発 行 して か ら 、全

巻完 成 まで に は2年 半 か か る 。 ま た,最 終25万 項 目を 選定 す る ため に は,実 に40～50万 項 目 の 基 礎 情

報 を必 要 とす る。 こ れ を従 来 の 手 作 業 で 分 野 別処 理,専 門 家 お よ び編 集者 に よ る検 討,50音 配 列 、相

関処 理,と い った 一 連 の編 集作 業 を 行 な うとな る と,そ れ は気 が遠 くな るよ うな作 業 量 で あ る。

そ こで まず,こ の ぼ う大 な情 報 量 を もっ 「グ ラ ン ド現 代 」百 科 事 典 の作 成 目的 を しぼ った。 その オ

一 歩 と して
,昭 和43年5月 か ら50音 項 目整 理 が コ ン ピュー タ処 理 に よ って開始 され た。 現 在,電 算 植

字 編 集 シ ステ ムで処 理 さ れ て い る業 務 は,「 グ ラ ン ド現 代 」百 科 事 典,「 学 習 ワ イ ド図鑑 」,「 ホ ー

ム百 科 事典 」,「 平 家 物 語 索 引 集 」 な ど を中 心 に,進 行中 の辞 典,名 簿,顧 客 台帳,社 内 各 種 情 報 な

ど約25点 近 くの業 務 を 処 理 して い る。 これ に必 要 な イ ンプ ッ トは,1カ 月約400万 ～450万 で あ り,J

EM3850,HITAC-10,他 の コ ン ピュー タの利 用 状 況 は,お の お の約300～350時 間 にお よん で い る。

次 にJEM3850を 利 用 した 「グ ラ ン ド現 代 」 百 科 事 典 の 業務 概 略 を述 べ る。

{Dデ ー タ作 成 処 理

1編 集部 門 よ り イ ンプ ッ トされ た 原稿 は,漢 字 テ レ タイプ に よ っ て紙 テー プに せん 孔 され る。 せ ん

孔 され た紙 テ ー プ は,校 正 しゃ す い よ うにHITAC-10を 使 用 して,シ ー ケ ンス付,ピ ッチ 付,ル ビ

処 理,行 末,行 頭,な どの 処 理 を 行 な う。紙 テー プよ り磁 気 テ ー プ(初 編 用)に 変 換 さ れ た デ ー タ

は,JEM3850に よ り初 編 モ ニ タ と して ア ウ トプ ッ トされ る。 この 校 正 用 モ ニ タは,各 項 目 ごと に50音

順 キー,分 野,担 当者,図 版,グ レー ドな ど の キ ー(編 集 部 門 か ら イ ンプ ッ トされ る原稿 に記 入 され

て く る)お よ び各 行 に コ ン ピ ュー タに よ って付 加 され た番 号 が つ いて いる。

校正 用 モ ニ タは,編 集 部 門 に返 され,赤 字 校 正 が 行 な わ れ る。 訂 正 は,校 正 用 モ ニ タに つ い て い る

行 の頭 の数 字(キ ー 番号)ご と に行 な わ れ る。

キ ー番 号 に よ っ て起 こ さ れ た訂 正 原 稿 は,紙 テ ープ に さん 孔 され ・完全 な デ ー タにな る ま で チ ェ ッ

ク され る。 完 全 な テ ー プ と して完 成 され た訂 正 テ ープ は,磁 気 テ ー プ(訂 正 テ ープ)に 書 き 込 ま れ 、

初編 テー プ と組 み合 わ され コ ン ピュー タに か け られ る。 コ ン ピュ ー タはキ ー番 号 で文 中1行 分 の区 分

を行 な う。 つ ま り,初 編,訂 正,両 磁 気 テ ー プの キー番 号 が一 致 した と き初 編 テ ー プ の 内 容 を 訂 正

テー プ の内 容 と入 れ替 え る。 これ が訂 正 処 理 で あ る。以 上 の作 業 が従 来 の活 版 で の赤字 に した が っ て

の 文選 と直 しに あ た る作 業 で あ る。

(2)自 動 編 集 処 理

訂 正 処 理 の 終 了 した デ ー タは 、校 了 済 磁 気 テ ー プ と して,全 デ ー タに対 す る 自動 編 集処 理 が行 な わ

れ る。 つ ま り組 版,棒 組,図 版 処 理 な ど で あ る。(前 述 した 「GEMS」 を参 照)

(3)版 下 作 成 処 理

自動 編 集 処 理 の 終 った デ ー タは,各 ペ ー ジ,段 ご とに版 下 と して ア ウ トプ ッ トされ る。JEM3850
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にな い文 字 は,ゲ タで処 理 を して お き,そ の部 分 の文 字 は手動 写真 植 字 機 で 別途 作 成 す る。

(4)デ ー タバ ンク処 理

編 集 出版 の終 了 した磁 気 テ ー プ は必 要 に応 じて,分 類,検 索 され る。 た とえ ば,百 科 事 典 で あ れ

ば 、50音,分 野.専 門 に 分 類 され,縮 小 版,各 区 分版 な どの版 下 に利 用 され る。

6.3.7シ ス テ ム の 評 価

学 研 電算 植 字 シ ス テ ム に よ って 得 られ る メ リッ トを,「 グ ラ ン ド現代 」百 科 事典 に つ いて 述 べ て み

る と以 下 の よ うに な ろ う。

① 編 集 デー タを 豊 富 に蓄 積 し,必 要 に応 じて迅 速 に検 索 で きる シス テ ムが完 成 す る。

② 入 稿 して か ら校 正 し,レ イ ア ウ トし,製 版 す るま での工 程 が一 貫 作業 とな るた め,製 作 日程 が

た やす くた て られ る よ うに な り,作 業 上 の ム リ,ム ダ,ム ラを ぺ幅 に短縮 す る こ と が 可 能 に なる。

③ 校正 に 際 して,文 字 の加 筆,修 正,削 除,処 理 が 自由,迅 速,正 確 で あ る。 した が つて,印 刷

用 版下 の作 成 が 容 易 で あ る。'

④ 辞典,事 典 の 改 定 版,年 度 版 の作 成 が きわ め て容 易 で低 コ ス トに で き る。 ま た.対 象 別,分 野

別,地 域 別 な ど あ ら ゆ る専 門 事 典 の作 成 も容 易 であ る。

た だ一方 にお いて,訂 正 処 理 に従 来 よ りも人 手 が かか ってい る。 この解 決 が今 後 の 課題 で あ ろ うと

思 わ れ る。

6.3.8今 後 の 方 向

当社 の電 算植 字 シス テ ムの 現 状 を い ろ い ろ述 べ て きたが,我 々 に は さ らに研 究 開発 を続 けな け れ ば

な らな い問 題 が い くっか あ る。

① 訂 正 処 理 の 改 良

② 文 字 品 質 の 向 上

③ 各 種 ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トの 開発

な どで あ る。

マ シ ン導 入3年 弱 で あ るが;改 良 に 改良 を か さね,一 応 の成 果 はあ が って い る。現 段 階 で は十 分 に

シス テ ムを使 い こ な して い る 自信 は あ る。 しか し,ハ ー ド,ソ フ トの 技 術 は それ が終 りに な る こ とは

な い。 コ ン ピュ ー タの欠 点,全 電 子 方 式漢 字 プ リ ンタの欠点,ソ フ トの欠 点 を いか に カバ ー し,コ ス

ト的 に も,シ ス テ ム的 に も最 上 の成 果 を 得 るか は,今 後 さ らに研 究 を続 け る必 要 が あ ろ う。

その た め に は,デ ィ ス プ レイ や他 の 周辺 機 器 の活 用 が今 後の 大 き な課題 に な ろ うρ

最後 に将 来 の 方 向 と して,こ の シ ス テ ムの最 終 目的 は,印 刷 版 下 の 作成 で は な く,あ くまで も編 集

の 合理 化 で あ り,脱 活 字 の た め の人 手 不 足 の対 処 と い う副産 物 で あ っ て,デ ー タバ ンクの 完 成 こ そ.

我 々の め ざ す大 きな 目的 で あ る。 将 来 は,デ ィ スプ レイおよ び フ ァ ク シ ミ リ,マ イ ク ロ フ イル ムに よ

って,辞 典 又 事 典 の あ り方 も大 き く変 わ って くる で あろ う。

日本 に漢 字 の あ る か ぎ り,漢 字 に よ る情 報伝 達 を必要 とす る分 野 は.無 限 に存 在 す る と思 わ れ る 。

今 後 と も コ ン ピ ュー タに よ る漢 字 処 理 の 有 効 な利 用 の た め に,電 算 植 字 を 含 め た副 広 い漢 字 入 出 力 装

置 をお お い に利 用 した い 。
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6.4日 本 語 に よ る オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 シ ス テ ム

ここ に紹 介 す る 内閣 調 査 室 の 計 算 機 シス テ ムは,昭 和48年1月 よ り稼 動 の もので,十 分 運 用 の 経験

を経 て いる もの で は な い。 この シ ス テ ムは,基 本 的 には 、 日本 語 に よ るバ ッチ処 理 の情 報 検 索 シス テ

ム と して設 置 す る こ と を承 認 され て い る もの で あ る。

しか し日本 語 処 理 の問 題 を 効 果 的 に解 決 す る ため,関 係 メー カと の間 に オ ン ライ ン情 報 検 索 の 共 同

研 究 開発 を行 な い,そ の第 一 次 成 果 と して,CRO-VOを 作成 した。 この シス テ ムに よ って,実 務 の

運 用 を行 な い っっ,さ らにCRO-V1の 研 究 開 発 を行 な って い る。

6.4.1沿 革

{D資 料 処 理 の 問 題 点

資 料処 理 の 最 も単 純 な サ イ ク ル を考 え る と,初 段 階 は,あ らか じめ 分類 要 求 者 によ って定 め られ た

基 準 に従 っ て分 類 整 理 す る こ とで あ り,次 に は,逆 に この分類 を組 み 合 わ せ て,指 定 した分 類 項 目に

属 す る資 料 を再 収 集 し,関 係 資 料 群 を得 る こと であ り,最 終的 に は,こ の群 が ら目的 に応 じて,所 要

の形 態 に資 料 を再 構 成 し情 報 と して提 供 す る ことで あ る。 この サ イ ク ルに つ いて ・第2段 階 の 再 収 集

は,機 械 処 理 に適 して い る が,な お初 段 階 は,事 前処 理 す なわ ち,機 械 入 力 の ため の記 入 作 業 と して

残 り,全 作 業 力 の 軽 減 に な らな いの で あ る。 ま た最終 段 階 は,資 料 内容 の主 観 的 編 集処 理 の 機 械 化 が

困 難 で あ り,事 後 処理 と して手 作 業 に依 存 す る ことに な る。

② 機 械 適 用処 理 の 拡 張

この様 な事 前,事 後 の 手 作 業 を 軽 減 す る方 法 と して,資 料処 理 者 が,常 時 機 械 を 利用 で き る状 態 に

あ る ことが必 要 で あ る。 す な わ ち手 作 業 時 間 帯 に合 致 した機械 処 理 が可 能 で,そ の作 業 を軽 減 した形

で,容 易 に機械 操 作 に 転 換 で き る機 能 が必 要 で あ る。 さ らにこ の機 械処 理 は,「 考 え な が ら操 作 」 す

る ため に機 械 占有 が 長 時 間 に わ た り,ま た,遂 次 条件 の変 更 を指 示 し,機 械 と応 答 で きる よ う に機 能

的 に配 慮 され て い る こ とが 望 ま しい。

オ ン ライ ン会話 処 理 の シ ス テ ム は,以 上 の諸 点 の設 計 に適合 す る もの と して,採 用 され た もの で あ

る。 な お蓄積 デ ー タの 検索 効 率 を 高 め る た め に は,デ ー タに付 与 され た索 弓1言吾の 修 正 が必 要 で あ る 。

蓄積 デ ー タの情 報価 値 は,索 引 語 に よ って抽 出 され るか ど うか にか か って い る。情 勢 の変 化 に応 じ適

切 な索 引 語 の 追加 修 正 を 行 な う こ と は,関 係 フ ァイ ルの メ ンテ ナ ン スを意 味 してL'・る。'しか も資 料 処

理 者 の立 場 か ら実施 で き る た め に は,オ ン ライ ン ・フ ァイ ルメ ンテ ナ ンスの機 能 を必要 とす る。 この

よ うな問 題 は,CRO-V1の 課 題 と して残 さ れて い る。

6.4.2シ ス テ ム 設 計

ω 業 務 の 流 れ

処理 業 務 を 大 別 す る と,入 力 フ ロー(資 料 収 集 一機械 入 力 デ ー タ整 備 一機 械 入 力)と,検 索 フ ロー

(質 問要 求 一機械 入 力 質 問 語 作 成 一機 械 処 理 一回 答 確 認 と試行),お よ び統 計 フ ロー(統 計 作 業 要 求

一 デー タ整 備 一処 理)に 分 類 され る
。

入 力 フ ロー は,機 械 室 内 の 共 用 入 出 力端 末 機 で,せ ん孔 した紙 テー プ デ ー タを,セ ンター バ ッチ で
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仮 編 集 フ ァイル に編 集 す るか,ま た は 資料 処 理 者 の専 用端 末機 を使 用 して,直 接 デ ー タを 伝送 し,仮

伝 送 フ ァイル に入 力 す るか を,選 択 で き る。 ま た デ ー タ伝 送の 段 階 で は,指 定 した入 出力 端 末 に,単

純 な転 送 も考 慮 して い る 。 な お マ イ ク ロ フ ィル ムへ の撮 影 も並 行 して行 な う。

統計処理 伝送データ

(バックグランド)処 理

/

/

検索人力
データ収集転送

竺 、,

△と.

(入 力フ ロ ー)

マイクロ

デー タ撮 影

仮校正川

デー タ処理

漢字 プ リ

ン タslit力

漢字ディス
プレイ出力

/

「 。。_.
校11三編 集 処理.

.一_一.コ 」

チー タ更新

キ ィー更新 チー タ

瀕i>,,一 …
'

新規更新データ

仮校正データ
ファイル

フロー区分

オ ンライ ン処理

一 一 ー ー ー ー オ フ ライ ン処 理

図6・4・1処 理 業 務 の ブ ロ ック チ ャー ト

b

仮 伝送 デー タを含 む,各 種 の更 新 デ ー タを総 合 し,仮 編 集 デ ー タを作成,こ れ よ り,デ ー タ ・フ ァ

イ ル.キ ー ・フ ァイ ル(索 引 語 と デ ー タ番 号 の対 応) ,辞 書 フ ァイ'ル(索 引 語 と分類 上 の 代 表 語 の 対

応)に 対 して,新 規 入 力 に伴 うメ ン テ ナ ンス,あ る いは,更 新 入 力,辞 書分 類 の更 新 に伴 う メ ンテ ナ

ンスを実 施 す る。

検索 フ ロー は,原 則 的 に 入 出 力 端 末 機 か ら随 時 実 施 で きるが,質 問 者 コー ドに よ って,回 答 を制 限

して い る。 ま た回 答 出 力 は,質 問 開 始 時 に 出力 機 器 を指 定 し,任 意 の入 出力端 末 機,セ ン タ ーの高 速

漢字 プ リン タ,あ る い は,漢 字 デ ィス プ レ イ等 によ り出力 する。 この段 階で 出力 デ ー タに記 入 され て

い るマ イ ク ロフ イ ル ム ロケ ー シ ョ ン番 号 に よ って ,マ イ クロ リー ダか ら映 像 サー ビスお よ び ハ ー ドコ

ピー の提 供 を受 け る こ とが で き る。

回 答 の 編 集 は,質 問 の段 階 で指 定 し得 る4種 の形 式 に限 定 され て い るが,最 終 要求 者 の需 要 に合 致
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す る よ う,い わ ゆ るQA処 理 に 結 合 し て,編 集 処 理 を 開 発 し,選 択 指 定 で き る よ う研 究 して い る 。 こ

の 課 題 は,フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス と 同 様 に,デ ー タ形 式,デ ー タ ・ベ ー ス の 問 題 に 還 元 さ れ る 。

統 計 フ ロ ー は,バ ッ ク グ ラ ン ド ・ ジ ョ ブ と し て,行 な っ て い る が,こ の 限 り で は,漢 字 情 報 処 理 と

数 値 情 報 処 理 の 問 題 は 発 生 し な い 。 こ れ を,CRO-VOの モ ニ タ ・ シ ス テ ム で あ るCRJE(Convers・

ationalRemoteJobEntoryの 略)の 本 来 の 機 能 の 下 に.端 末 よ り の 伝 送,処 理,回 答 を 期 待 す る

と,基 本 的 に は,単 純 な こ の フ ロ ー が,漢 字 モ ー ドと英 数 モ ー ドの 変 換,デ ー タ ・ベ ー ス の 設 計 等 の

複 雑 な 問 題 と な り,CRO-V1に 残 さ れ た 研 究 と な っ て い る。
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図6・4・2検 索 処 理

タ、ノブ速

力

デ ィス プ レー

出 力

② フ ァイ ルの形 式

ア.情 報検 索 用 デー タ

情 報 検索 用 の デ ー タの 形 式 は,標 準 形 式 と して,標 題 部.識 別部,構 成 部,索 引部 の 各 セ グメ ン ト

か ら構 成 され る。標 題 部 は,資 料 提 供 者 に関 す る事 項 とデ ー タの概 括 的 な性格 を.28個 の漢 字(ま た

は数 字)で 表 現 した資 料 番 号 よ り な る。 識 別 部 は,文 章 形 式 で の デー タ内 容 で あ るが,こ れ を20～79

まで の約50個 の 識 別 セ グ メ ン ト符 号 で分 類 し,内 容 の基 本 的 な 区 分 を行 な った もの で 出力 の単 位 とな

る もの で あ る。 構 成 部 は,デ=タ 主 題 の 附属 事 項 で,出 典 名称,出 典 時 点,マ イク ロ番 号 等 で あ る 。

本 来 この部 分 は,識 別 部 の 各 識 別 セ グ メ ン トごと の内容 に対応 す る もの で あ るが,現 状 で は デー タの

全 内容 に対 応 してい る。 検 索 部 は,情 報 項 目,索 引 語等 の名称 で 分 類 され る検索 用 キー ・ワ ー ド群 で

■

一154一



辺T

-

'

上裏題 レコー ドf列

748318

識 別 符 号

61012

登
録
番
号

10

11

記
入
者 コ

1
ド

資

料
番
号(漢 字 、数チ2以 子)

o

;

ト

姦
`hり' .

セグ・.ト 蕊 ひ 。一 ド翻 酬 ・・一 ド1列
＼

78 8318

～o文二}:)

 

已0

内

容

識
別
略
語

11

〔

～

(
^

り

】

【
〆

朽皆b史レ コ ー ドf列

78832810

 

6

1
80

11

`lI

出

典
年
月
Li

1中1
典
名

称(漢 字25文 字)
ll

検 索 レ コー ド1列

83641410

 

6

1
90

31

1h

情
索
の
別

検
索
用

語(漢 字25文 弓つ
1

/

キ ー デ ー タ レコ ー ドf列

82832220

情
索
区
分

2

一
デ ー タ登録 番号

114

代

表

語_工

情 情
素 案
区 辞書 ファイルデ ー タレコー ド例 区
分 分

ll2022図62
64

'1

検ll検
索|1索
川1 川

計 漢字 ・宇)i
語(漢 字16字)

〔2)
'

ド例タ レ コ

 

〃
155



あ る。

識 別部 の1セ グ メ ン トに許 さ れ る最 大 レコ ー ト数 は35で あ り,同 一 セ グ メ ン ト符 号 は,1デ ー タ内

で35回 まで 重複 記 入 が 可 能 で あ る,1レ コー ドは コー ド部分 を 除 き30漢 字 よ り構 成 され る。 検索 部 の

検 索 コー ドは、少 な くも1個 の 選 択 記 入 を必 要 と し,最 大25個 を 限 度 とす る。標 題 部,構 成 部 の 各 セ

グメ ン トの 構成 は単 一 で あ る 。 ま た デ ー タ最 大 文字 は4.000漢 字 ま で可 能 で あ る。

イ.検 索 コー じ

検索 コー ドは,情 報項 目 と,索 引 語 よ り な る。情 報 項 目 は,国 際 十進 分類 表(UDC)等 を 参 考 と

して作 成 され た もの で,主 分 類 表 と補 助 分 類 表(国 籍,地 域 コ ー ド)が あ り,資 料 の 客観 的 な分 類基

準 を示 す もの で あ る 。 しか し なが ら,資 料 処理 者 は,な お主観 的 な基準 で,動 態 的 な資料 の細 分 類 を

必 要 と して お り、 この為,細 分 類 を随 時 索 引 語 と して使用 し,段 階 的 に情 報 項 目体 系 との体 系 的 関 連

を辞書 管理 に定 義 して組 み 入 れ て い く。 これ らの階 層 分類 の体 系 に従 って,質 問時 の情 報 項 目 と デ ー

タに付 与 され た情 報 項 目 と の 関 連 を随 時 拡 張 指定 す る こ とを考 慮 して い る。 また 資料 の記 述 表 現 を再

現 す る形 で 選定 す る の が,索 引 語 で あ っ て,当 初 自然 語処 理 の 必 要 性 か ら,類 語 の処理 を行 な い,代

表 語 を指定 して い る 。 これ ら代 表 語 の体 系 的 な 分類 の ため に一 部 は情 報 項 目 との関 連,一 部 は新 たな

体 系基 準 いわ ゆ る シ ソ ー ラ スが 必 要 とな る。

辞書 フ ァイ ル,デ ー タ ・ レ コ ー ドは,25字 の 検索 用 語 の前 半9字 を 第1次,後 半 を第2次 の索 引 対

応 と し,こ れ に代 表 語 を 付 属 す る。 当初 代 表 語 には階 層 的機 能 は与 え られ て いな い。

キー ・デ ー タ ・ レコ ー ドは 、検 索 用 語 の前 半9字 の コー ドに対 応 して,デ ー タ登 録 番号 が10個 まで

与 え られ る。 同一 コ ー ドの レコ ー ドは,約1,000レ コ ー ドまで許 容 され て い る。

13)設 計 目 標

以上 の よ うな設 計 思想 か ら,CRQ-vOの 設 計 目標 と して.ま ず,オ ンラ イ ン ・ジ ョブ と して 実 施

した もの は,

①端 末 よ り検 索 の 処理 要 求 伝 送

②QA処 理(検 索 処 理)回 答 の一 部 編 集

③各 種 漢字 出 力機 器 へ の 出 力

④QA処 理 回 答 の デ ィ ス プ レイ映 像 を漢字 鍵盤 よ り修 正編 集 改 行 等 を初期 に完了 し,続 い て,

⑤端 末 機 器 よ り直 接 デ ー タ伝 送,

⑥受 信 デ ー タの転 送,

⑦ 各種 デ ー タの デ ィス プ レ イに よ る修正 編 集 と再 入 力

等 を行 な う。 な お オ フ ラ イ ン ・ ジ ョブ と して,各 種 フ ァイ ル ・メ ンテナ ンスの処 理,統 計 処 理 を 実 施

し、 これ らの オ ン ラ イ ン化 は,CRO-Vrの 課 題 と して い る。

6.4.3シ ス テ ム 概 要

〔1)機 器 の構 成 と機 能

機 器 の運 用 は,大 別 して,4群 で 行 な って い る。A群 は,セ ン ター内 の処 理 で あ り,NEAC-2200

-500の 基 本 構 成 か ら な り
,中 央 処 理 装 置,付 加 記 憶 装置 を合 わ せ,CRJEシ ス テ ム 約40万 ス テ ッ
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プ,ジ ョ ブ プ ロ グ ラ ム 約15万 ス テ ・ソプ の 処 理 を可 能 と す る容 量 を 持 つ 。N3200は,高 速 漢 字 プ リ ン

タC5210お よ び 漢 字 デ ィ ス プ レ イ の 制 御 を 行 な っ て い る 。 集 団 デ ィ ス ク装 置N274Bは,8ス ピ ン ド ル

で,約2,8億 キ ャ ラ ク タ の 容 量 を 持 つ が,こ の う ち シ ス テ ム制 御 フ ァ イ ル2,用 語 管 理 フ ァ イ ル

/,障 害 予 備1を 充 当 し,デ ー タ ・ フ ァ イ ル は4,す な わ ち,7千 万 漢 字 の 容 量 と な る 。 磁 気 テ ー

プN204D-2は 、 各 種 フ ァ イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス伝 送 用 仮 編 集 に7台 を 設 備 す る 。 コ ン ソ ー ル ・ タ イ プ

ラ イ タ お よ び ラ イ ン プ リ ン タ は 主 と し て ジ ョ ブ ・ シ ス テ ム運 用 管 理 用 に 用 い る 。

B群 は,谷 村 新 興SC-ilOOO入 出 力 端 末 装 置 を 設 置 し,共 用 端 末 と して,デ ー タ作 成,質 問 検 索 処 理

を 行 な う。 こ の 時 マ イ ク ロ撮 影 処 理 も行 な う。C群 は,緊 急 検 索,各 種 デ ー タ の編 集 の た め に 漢 字 デ

ィ ス プ レ イ を 中 心 と した 処 理 を 行 な い,ま たD群 は,SC4000を 専 用 端 末 と して 設 置 す る ダ ル ー プ で あ

る 。(6.4.4図 参 照)
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図6・4・4機 器 構 成

(2)ソ フ ト ウ エ ア の 機 能

CRO-VOシ ス テ ム は,CRJEシ ス テ ム を 適 用 して い る 。CRJEシ ス テ ム は,RJE機 能,狭 義 のCRJ

E機 能 、 実 時 間 処 理 機 能,利 用 者 管 理 機 能 等 に大 別 さ れ て い る 。 この う ち,狭 義 のCRＬE機 能 は,CRJ

Eデ ー タ ・ ベ ー ス 管 理 機 能 を 基 本 と し て 作 成 さ れ た フ ァ イ ル 処 理 機 能 を オ ン ラ イ ンで 操 作 し,各 種
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の フ ァ イ ル 管 理,登 録,修 正,削 除 等 が 行 な わ れ る。 しか し な が ら,CRO-VOで は,検 索 処 理 の 設

計 にBIRDiEnシ ス テ ム の 思 想 を 基 本 と して 改 造 した もの で あ る た め,シ ス テ ム の 対 象 と な る フ ァ イ ル

構 成 は,CRJEデ ー タ ・ベ ー ス を 適 用 せ ず,BIRD方 式 で の フ ァ イ ル 設 計 が 行 な わ れ て い る 。

r-一 一 一 〔CR』E)rr-一(」 ξlj寺llll処王EII)-1
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DATAFILE制 御

デー タベ ース

L_____」

________」L______」

SC-4U(X)受f言
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図6・4・5CRO-VOのCRJE適 用 機 能

CRO-VOシ ス テ ム に 適 用 さ れ る の は,基 本 的 に は,RJE機 能 と,MODIVベ ー ス 機 能 が 中 心 と な

っ て い る 。 今 後 の 開 発 の 目 標 と し て,出 力 編 集 処 理,フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス 処 理,さ ら に,数 値 情 報

の 実 時 間 処 理 等 の オ ン ラ イ ン処 理 の た め に,狭 義 のCRJE機 能 の 適 用 が シ ス テ ム の 発 展 を 確 保 す る た

め に 必 要 で あ り,標 準 形 デ ー タ形 式 の 再 検 討 と と も に,CRJEデ ー タ ・ベ ー ス へ の 総 合 処 理 を 考

慮 して い る 。(図6.4.5参 照)

(注1)BIRDはBibliographicInformationSystemUsingRandomAccessDeviceの 略 で

あ る 。

入 出 力 端 末 装 置 か ら の 伝 送 メ ッ セ ー ジ は,ま ず 通 信 制 御 機 能 の 制 御 を 受 け る 。DSR(端 末,回 線

制 御)の 段 階 で,12ビ ッ ト漢 字 外 部 コ ー ド系 よ り6ビ ッ ト内 部 コ ー ド系 に変 換 さ れ る 。 ラ イ ンMCP

に よ っ て,COMMIOFILE上 の1/O処 理 待 ち キ ュ ーRTPQ(RealTimeProcessingQueueの 略)

に 登 録 さ せ る 。 漢 字 コ マ ン ド解 析 プ ロ グ ラ ム の 処 理(コ マ ン ド ア ナ ラ イ ザ)に よ り,コ マ ン ド,パ

ラ メ ー タ の 解 析 を 行 な い,結 果 は,MCPに 再 度 与 え られ る。 ロ ー ル1/Oコ ン ト ロ ー ラ は,会 話 待 時
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間,伝 送 デ ー タ量 処 理 等 の 管 理 の た め,ロ ー ル1/O処 理 を 通 し て 各 種 コ マ ン ドの 並 行 処 理 を 制 御 す

る 。 か く て,検 索 要 求 コ マ ン ド ・ プ ロ セ ・ソサ 等 に 制 御 が 移 っ た と き,各 種 コ マ ン ドの 処 理 が 実 施 さ れ

る 。

検 索 要 求 コ マ ン ド プ ロ セ ・,サ はCOMMIOFILE上 の メ ッセ ー ジ か らJIFを 作 成 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ラ

に よ っ て 処 理 可 能 な ジ ョ ブ をJIFか ら選 択 す る 。 ト ラ ン ジ シ ョ ナ ル モ 三 夕 は ジ ョ ブ ・ リソ ー ス を 収 集

し て 検 索 ジ ョ ブ ・ プ ロ グ ラ ム の ロ ー ド要 求 を す る。 そ し て 検 索 ジ ョ ブ ・プ ロ グ ラ ム が ロ ー ドさ れ.検

索 実 行 に移 る 。

検 索 実 行 プ ロ グ ラ ム は 結 果 をJOFに 出 力 す る 。 回 答 要 求 コマ ン ドを 受 け て,回 答 出 力 がJOFか ら 回

答 要 求 コ マ ン ド プ ロ セ ッ サ に ょ っ てCOMMIOFILEのCOQに 一 時 登 録 さ れ る 。 こ の あ とDSRを 経 て

検 索 出 力 要 求 端 末 装 置 に 出 力 さ れ る 。

人出力端末 入出力端末

DSR

ラインMCP

COMMIOF1LE

v

処理プログラム管理ルーチン

研

RTPQ

漢字コマンド

解析プログラム

Ｔ

COQ
-"L「刀「 丁

罫㌫
開始コマンド処理プロ七ッサ

終了コマンド処理プロセッサ

アラートメッ七一ジ処理.

検索要求

コマンドプロ七ッサ

回答要求

コマンドプロ七ツサ

㌃;ト 」IF JOF

繁 ム
漢字ディスプレイ出力

漢字プリンター出力

1 1

(;碑
、

データファイル

1

、

ノ

図6・4・6メ ッセ ー ジの制 御
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な お,漢 字 デ ィ スプ レ イ あ る い は 漢字 プ リ ン タ出力 は,そ れ ぞれ の ア ウ トプ ッ ト ・ラ イ ク出 力 を経

て 出力 され る。 ま た,伝 送 デ ー タの メ ッセ ー ジ交換 は 入 力 デー タと してRTPQ登 録 後.転 送 コマ ン ド

の処 理 を受 け,COQの 伝 送 端 末 指 定 を 変 更 す る措置 を行 な う形 で実 施 す る。(図6.4.6参 照)

(3)検 索 手 順

標 準 的 な検 索 処 理 手 順 を 示 す と以 下 の よ うに な る。

<開 始

レ ど うぞ

レ 指 示 は 検 索 要 求 △T,L

レ 準 備 完了

く01質 問

02氏 名

03標 題

04情 報

.05索 引

06論 理

07出 力

08時 点

山 口]一郎

国 際通 商 会 議 の 開 催 状 況

Ol=国 際,02=政 治,03=通 商

04=通 商 協 議

(Ol+02+03)*04

会 議
)

>QAO726※OOl

治指 示 は く 回 答 要 求A

レ 回答 件 数QAOO]=Ol

*回 答 出 力*

レ 指示 は く 終 了

レ 了解

(注)〈 端 末 か らの入 力'〉 端 末 へ の 出 力

以 上 の よ うに コマ ン ド処 理 を簡 易 にす る ため に,で きるだ け単 純 な会 話 処 理 と して い る。 また コマ

ン ドお よ び メ ッセ ー ジを一 部 漢 字 で 表 現 して い る。

6.4.4漢 字 入 出 力 機 器 の 概 要

{D漢 字 入 出 力端 末 装 置

ア.通 信 伝送 方 式

漢 字 入 出 力端 末 装 置 はCO-59(全 国新 聞社 メ ッセ ー ジ送信 符 号)を 基 準 と し.こ れ に 拡 張 文 字 を

選択 し,合 計3,800の 文 字 符 号 を用 意 して い る。 な お この拡張 文字 の選 択 に あ た って,頻 度 分 析 の ほ

か に,処 理担 当者 の主 観 に よ って 選 定 した文 字二を加 えて い る。

さ らに伝 送 制 御 用 と して,SOH(宛 先 開 始),STX(テ ギス ト始,ブ ロ ッ ク始 符 号),ETB(デ ー

タブ ロ ック終 符 号),ETX(テ キ ス ト,終 符 号,ブ ロ ック終符 号),EOT(送 信 終),ENQ(応 答 要

求),ACK(受 信 側 確 認 応 答),NAK(不 正 受 信 応 答),INT(割 込 み)等 を使 用 し,こ の ほ か 文 字 フ
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●

アン ク シ ョ ンと して.ESC(コ ー ド変 換)、 操 作 用 と してCR(復 改),BC(後 退),CAN(削 除)等

を装 備 す る。

通 信 開 始 時,端 末 装 置 の 開 始 キ ーの 押 下 げ によ りENQシ ー ケ ンズを送信 し,計 算 機 よ り のACK,

また はNAKを 受 信 して,送 信 ま た は再 度 開始 手 川頁を 行 な う。端 末 装 置 よ りの 割込 み は,INTキ ー 押

下 げ に よ り割込 み信 号 に対 す るEOTの 受 信 で送信 権 を得 る。 ま たCPUは,EOTを 送 信 して,端 末 側

に送 信 権 を与 え受 信 可 能 状 態 に す る。 通 信 の終 結 は,CPU側 よ り,EOTを 送信 し,端 末 側 か らEOT

受信 後,再 度CPUがEOTを 送 信 して 完 了 す る。以 上 の処 理 は,伝 送制 御 上6種 の パ ッ ケ ー ジ に 分 割

し,そ れ を随 時 組 合 わ せ る こ とに ょ ってSC-4000漢 字 端 末 を制 御 して い る。

な お,ア ラ ー ム処 理 は,端 末 受 信 中 の場 合 に は媒 体 アラ ーム ・コ ー ドをCPUに 伝 送 す る。以 後 端 末

側 は 、 ア ラー ム原 因 を 復 旧 させ,復 旧 キ ニ を押 し,CPU側 よ り ア ラ ー ム ・デー タを再 受信 す る。端 末

送信 中 ア ラー ムは,CPU伝 送 を停 止 し,原 因 復 旧 後,開 始 を押 し,現 在 入 力 中 の1プ ロ ・・クデ 一 夕 を

再 入力 す る。

電 文 伝 送 形 式 に は,標 準 形 デ ー タ入 出 力 ブ ロ ックサ イズが,35漢 字 を最 大 とす る方 法 を と って い る

ため,35漢 字 を も って 自動 復 改 し,自 動 的 にETBが 付Dr]さ れて 伝 送単 位 と して の1デ ー タブ ロ ッ ク を

構成 す る。 な お 、第1文 字 を読 み 取 りSTXを 自動 発生 し,そ の デ ー タを送 信 す る。 手 動,自 動 の 別

は下 記 の よ うに な る。

S

T

X

自 動

S
T
X
-

C
K
2

C
K
l

E

T

B

l

N

n
L

－

夕

n

デ

手 動 自 動 動

c
K
L

自

」

鋤

S
T
X
l

C
K
2

C

K
.-

動自

E
T

B

ー㌔
]醐

イ 機 器 性 能

漢 字 入 出 力端 末 装 置 は,谷 村 新 興 製,SC-4000型 漢 字 印 刷電 信 装 置 で あ る。 鍵盤 部 、 印 字 部,せ

ん孔 部,読 取 部,制 御 部 を有 し,TC-50伝 送 制 御 装 置 を付属 す る。 通信 速 度50BPS,一 調 歩 同 期 方 式

で あ り,半 二 重 専 用 回 線 に接 続 され て い る。 出力 印字 幅35字 で,こ れ に よ ってA4版 出力 帳 票 を 作 る

が,識 別 コー ドを 除 き内 容 印 字 幅 は30字 で あ る。

鍵 盤 部 は,48個 の 文 字 符 号 キ ー と,17個 の フ ァ ンク シ ョ ンキ ー を有 す る。文 字 符 号 は,2操 作 に よ

り,2,304種 の文 字 を作 成 し,さ らにESCキ ー との組 み合 わせ に よ り1,500文 字 を拡 張可 能 で あ る。 そ

の機 能 は,ESCユ とESC2の 組 み 合 わ せ で は次 の文 字 の み拡張,変 換 してESC3は 次 にESCOが く る

ま で この 状 態 を保 持 す る。

標 準 的 な経常 打 鍵 速 度 は,1分 間 平 均100字 程 度 で あ る。

② 漢字 プ リン タ

NEAC-C52/0S高 速 漢 字 プ リ ン タの 名 称 で あ る。高 速 漢字 プ リ ンタ制 御 部 ・文 字 発 生部 増 設 付 加 機

構,外 字 記憶 部,印 字 文 字:拡張 部 等 よ り構 成 され る。字 種 は4,096を 可 能 とす る。 印字 速 度 は,1,600

行/分 で あ り,印 字 方 式 は,多 針 電 極 に よ る静 電 記録 方 式 を と る。 な お連 続折 りた たみ式 の静 電 記 録
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紙 を採 用,文 字 の構 成 は,24×24ド ッ ト,文 字 の大 き さ12ポ イ ン トで あ る。

{3)漢 字 デ ィス プ レ イ

NEAC-C5310S漢 字 デ ィ ス プ レイ の 名称 で あ る。制 御 部,表 示 部,キ ー ボー ド部 、ハ ー ドコ ピー 部

か ら構成 され る。 画 像 表 示 部 は11イ ンチ,画 面 表 示 字数21×21=441文 字 で あ る。 表示 部 は,N3200

-!0制 御 部 の デ ィス ク上 の ドッ トパ ター ンを移 送 して表 示 す る。

漢字 入力 装 置 は,文 字 盤 拡 張 付 加 機 構 と,テ ンキ ー盤 よ りな る 。文 字 盤 は,2,205文 字 のNEAC

コー ドを操 作 し,そ の ほ か は,テ ンキ ーに よ る外 字 処理 を行 な う。 ハ ー ドコ ピー は,A4版 で ド ラ イ

シルバ ・ペ ーパ ー で あ る。

フ ァン ク シ ョ ンキ ー は16種 あ って,受 信 は,表 示 の指 示,送 信 は画像 完 了 後 ジ ョ ブ に 転 送,復 元

は,元 の画 像 の復 元,削 除 は,行 面 共 に カ ー ソル の処理 で指定 して実 施 す る。 播 入 は キ ー ボ ー ド入

力,置 換 は,入 れ替 え を 示 す 。 障 害 発 生 時 に は,JOFか ら再 出 力 して復 旧 す る。

6.4.5オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 評 価 と 問 題 点

dROシ ステ ムの基 本 目 的 は,デ ー タ収 集,管 理 作 業 を デ ー タ提 供 者 の機 械 操 作 に 還 元 して,デ ス

クか ら,機 械 に対 応 で き る シ ス テ ム を設 計 す る こ とであ った。 しか しこの よ う な運 用 方 式 に 対 す る

デー タ提供 者 の利 用 意 志 と,検 索 要 求 者 の 評 価 が,シ ス テムの 目的 と調 和 で きる まで,か な りの時 間

を要 す る と思 わ れ る。 な おCRO-VOの 設 計上 に関 連 した問題 点 を 列 挙 す る。

文 字 符号,伝 送 符 号 の 標 準 化 は,シ ステ ムの コ ス ト,端 末 機 器 の コ ス ト・ダ ウ ンに貢 献 す る もの で

ある。

CROシ ス テ ムで は,ア ラ ー ム処 理 と,割 込 機 能 が問 題 とな っ た。 これ らは,ユ ー ザ 側 の 運 用 に 関

す る ことで あ るが,電 電 公 社 の 標 準 仕 様 の中 で あ る程 度 ユ ーザ間 の標 準 基 準 を設 定 す る ことが必 要 で

あ る。

通信 制 御 機 能 の 標 準 化 は可 能 で は な い か と思 われ る。 他 の端 末 装 置 間 の メ ッセー ジ交換 は,コ ー ド

系,伝 送 手1順が 標 準 化 さ れ れ ば 問 題 はな い が,重 要 な こと は,周 辺 機 器 を介 して の制 御 の機 能 と範 囲

が明確 に さ れ る こ と で あ る 。

オ ンラ イ ンデ ー タ ・ベ ー ス の 問題 は,日 本 語 特 有 の フ ァイ ル形 式 と開発 され るモ ニ タ ・シ ステ ム の

管 理方 式 下 に あ っ て,多 様 性 を お び て きて い る。 この よ うな点 か ら,デ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの設 定 の

ため には,ネ ッ トワー ク集 団 とそ の 内 で の デ ー タ ・ベ ー スの互 換 性 が 必要 とな る。

シス テ ムの開 放 に伴 い デ ー タ保 護 の問 題 が 重要 とな り,こ れ らは,運 用上 の取 り決 めや,こ れ よ り

発 生 す る諸 問題 の法 制 上 の 措 置 が 考 慮 され ね ば な らな い。
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6.5物 品 管 理 シス テ ムの漢 字 出力 の試 み

6.5.1沿 革

い まの と ころ電 子 計 算 機 で 処 理 で き る文字 は,英 字,数 字,カ ナ文字 な どが一 般 的 で あ る。 しか し

事 務 処理 な ど の場 合,漢 字 が 扱 え る こ とが で きれば,非 常 に有 効 で あ る。

現 在電 子 計 算 機 利 用 に関 す る技 術 研 究 会 の物 品 システ ム開 発研 究 班 が川,物 品管 理 資料 作 成 サ ブ シ

ステ ムを作 成 して い て,そ の 際 多 品 種 の 種 々雑 多 な物 品 の管理 を 計 算 機 で行 な う作 業 が 試 み られ て い

る。 この 際,物 品 名,業 者 名,内 容 な どを漢 字 で表 わ す こ とが で きれ ば,物 品 管理 者 に と って,物 品

の保 管維 持 が容 易 に な る こ と を ね ら って,漢 字 プ リ ンタを使 用 して み た。 この 物 品管 理 シ ス テ ム は,

全 官 庁 を 対象 に して共 通 に 使 用 で き る こ とを 目的 に して いる。 しか し各官 庁 で使用 して い る計 算 機 に

は メー カ も大 き さ もい ろ い ろ あ り,ま た同一 で あ って も システ ムの 構 成 は大 分 異 な って い るの が普 通

で あ る。 した が って い ろ い ろ な機 種 に共 通 に使 用 で き るよ うに ソ フ トウ ェ アを考慮 しな けれ ば な らな

い。 さ ら に各 官 庁 が い ま まで に物 品 管 理 の や り方 の違 い な どを どの よ うに処 理 す るか な どの 問題 が あ

る。

この よ うな物 品 管 理 シス テ ム の も とで 漢 字 プ リン タ出力 は,や は りい ろ いろ な機種 に共 通 に使 用 で

きる よ うに考 慮 す る こ とが 必 要 で あ り,そ の ソ フ トウェアを作 成 しテ ス トして,経 験 を得 たの で 報 告

す る。

物 品 管理 シ ス テ ムで は従 来 ど お り,英 文 字,カ ナ文字 によ る出 力 形 式 の まま磁 気 テー プ に フ ァ イ ル

化 され るが,こ れ を漢 字 出 力 す る場 合 、 あ らか じめ作成 した漢 字 コー ド・テー ブルを参 照 しなが ら漢

字 出力 イ メー ジ ・テー プに 変 換 す る と同 時 に,漢 字 プ リン タに て出 力 結 果 が得 られ るよ うに 編 集 用 ソ

フ トにて 編集 処 理 して結 果 を得 るよ うに して い る。

(注!)政 府 省 庁 の電 子 計 算 機 利 用 上 の技 術 的諸 問題 を研 究 す る こ と を 目的 と した研究 会 で,現 在27

省 庁 が 参加 して い る(上 田 陸 奥夫 主 査:社 会 保 険 庁)。

6.5.2シ ス テ ム 設 計

{1)物 品管 理 シ ス テ ム

官 庁 の 物 品管 理 は,物 品 管 理 法 等 に基 づ く物 品管 理 の適 正 か つ効 率 的 な運用 を はか るた め に,正 確

か つ迅 速 な管 理 が要 求 され て い る。 こ の た め電子 計 算 機 の利用 に よ り,事 務 の簡 素 化,合 理 化 を はか

り,ま た不 用物 品,遊 休 物 品,代 替 物 品 の活 用 な ど物 品 の効率 的 使 用 と い う付 随 的 な効 果 を ね ら って

設計 した もの で,将 来 性 に 富 ん だ 標 準 シス テ,ムで あ り,汎 用性,拡 張 性 およ び有 機 性 を も っ て い る 。

この シス テ ムは5つ の ブ ロ ッ クか ら な り,そ れ ぞれ の 目的 を分 担 し,相 互 の独 立性 を保 ち なが ら有

機 的 に結 合 して い る。 各 ブ ロ ッ クの 目的,機 能,内 容 を表6.5.1に.各 ブ ロ ック関係 を 図6.5.1に 示

す。 図6.5.2は シス テ ム フ ロー チ ャー トで あ る。

② 字 種

電 子技 術総 合 研 究 所 で使 用 して い る物 品 管理 の た めの字 種 は表6.5.2～6.5.10の よ うな もの で あ る 。
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＼ 保 管 出 納 ,調 達
`

計 画 統 制

物品の保有状況の 物 品の供用 および 物 品の調達 と納期 物品の需給計画の 計画 と実績 との比

目 的 把握一 返納一 管理
}

立 案一 整
照 会 シス テ ム 法 定 帳 簿 、 命令 書 、 物品の運用計 画の

機 能 単 一備品毎の管理 報 告書の作成
一

立案一
オ ン ・ ラ イ ン化 帳 票類の一 元化

。保 管 マ ス ター の ・保 管 マ ス タ ー二 ・受 入 マ ス ター の 。需 要計画の作成 。購入計画 と購入

初 期 フ ァイ ル作 次 引 当 フ ァイ ル 初 期 フ ァイ ル作 。運用計画の作成 実績 との比較

成 の更新 成 。購 入計画の作成 。運用計画 と運用

。物 品 の点 検 、 棚 。物 品 の 受 入 、払 ・物品の取得 。購 入限度 額の設 実績との比 較

卸 出 。物 品 の修 繕 ・改 定
。物 品の保有状況 。物品の異動状況 造 。物 品 カ タ ロ グの

.

表の出力 の記 録 。物 品 の貸 付 ・寄 作成
。物 品の保管現在 ・物 品 の 売 払 ・廃 託
高の照会 棄 。物 品の保管

。物 品に対 する問 。納 期遅れに対す

合せ照会 る督促

内 容
。単 一物品毎の管

理 に適 した保管
マ ス タ ー フ ァ イ

.

ノレ

。物 品 管 理 官 、 物

品 出納官、物品

供 用 官 、 部課 、

使用職員別に管

理.

。保 管 マス ター は

ダ イ レ ク ト ・ ア

ク セ ス ・ フ ァ イ

ノレ

物品保有状況表 ※供用請求書 ※管 理換通知書

(チ ェ ッ ク済) 取消請求書 ※取得通知書
棚卸差異分析表 ※返納報告書 契約措置済通知

入 力
(調整済)

※物 品管 理簿

供用換通知書
※分類換通知書

書
納 品 書

.

帳 面 ※物品供用簿 ※管理換通知書示

棚卸検査報告書 契約措置済通知
書

※不用決定承認書
物品取得査定書

.・

保管 マ ス タ ー 二 次 引 当 フ ァ イル 受入 マ ス ター 支 出 計 画 フ ァ イル

初 期 フ ァイ ル 本 日分 異動状況 フ 本 日分異動状況 フ 事 業計 画 フ ァイル

フ ァイ ル ア イ ル アイ ル 需 給 計 画 フ ァイ ル

累積 異動状況 ファ 累積発注受入 フ ァ 運 用 計 画 フ ァイル

イ ル イ ル 購入計画 フ ァイル

物品保有状況表 ※物品出納命令書 物品受入予定表 需給計画表 運用状況

棚卸差異分析表 ※分類換通知書 督 促 状 運用計 画表 購入状況

物品取得算定書 ※物品管理簿 購入先一覧表 購入計画表
物 品払出予定通知V ※ 物品 出納簿 , 物 品 カ タ ログ

出 力 書 ※物品供用簿
※使用者別物品供

資 料 用簿

※ 物品増減及び現

在額報告書
部門別備品請求
額表

(※印の入出力資料 は法定帳 簿及び命令書、通知書であ る)表6・5・1物 品管 理のためのブ ロックと 目的機能
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プ ル ー フ.リ ス ト

文字 て一ぶる

文字 コード表

電 総 研

文 字

ア ル フ ァ メ ー タ ー

キ ー

4CI

アーク安定度測定装置

暗視装置

安定度測定器

表6・5・2物 品コードの例

3EV

3PB

5AD

事 由 内 容一
コ ー ド

事 務 用 品 01

運 搬 02
、

不 用 03

余 り 04

使 用 不 能 05

単 位 コ ー ド 単 位 コ ー ド
一 一

び ん 01 食 30

木 箱 02 q－ ル 31

セ ンチ メ ー トル 03 セ ッ ト(揃) 32

か ん 04 枚 33

ボー ル 箱 05

表6・5・4事 由 コ ー ド表6・5・3単 位 一 覧 表

場.所 コ ー ド

、

水 田 町

木 挽 町

田 無

大 阪

100

200

300

400

物 品 区 分 コ ー ド

重 備 品

普 通 備 品

消 耗 品

1

2

3

表6・5・6場 所 コ ー ド表6・5・5物 品 区分 コー ド
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受入マスター

OLD

L__受 入マスター
NEW

受入マス ター更新

物品修繕・改造済

通 知 書

累積発注
受入

麗

が
朋

物品
カタログ

本日分
異動状況

備 品マスター

OLD

備品マスター
NEW

累積
異動状況

部門別

部品請求額表

物品増減及び
現在額報告表

年度累計

OLD

年度累計
NEW

本 日分

異動状況

V

本 日分

異動状況

管理簿

OLD

管理簿
NEW

図6・5・2メ イ ン ブ ロ ッ ク チ ャ ー ト

保管 マ ス タ ー

累積
異動状況

請求マスター

OLD

請求マスター
NEW

物品払出予定通知書

使用者別

物品供用簿

使用者

供用簿

OLD

使用者

供用簿

NEW
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●

電 総 研 文 字 て 一 ぶ る

文 字 コー ド表 プ ル ー フ.リ ス ト

9999

キ ー

0001

0002

文 字

石 川 島 磨 重 工 業(株)

田 無 市 向 台町3-5

0424-62-2111

巻田 実

ゼ ネ ラ ル(株)

中 央 区H本 橋 通 り2-2東 京 支 店

271-5392

塩 田 史郎

表6・5・7業 者 コー ドの例

1整 理 区 分 コ ー ド 整 理 区 分 コー ド

購 入 01 月 計 30

寄 付 02 累 計 31

譲 受 一 〇3 翌 年 度 へ 繰越 32

借 受 04 前年度 より繰越 33

生 産 05 雑 件 99

表6・5・8整 理 区 分 コー ド

会 計 分 類 コ ー ド 会 計 分 類 コ ー ド

　　

一 般 会 計 01 ア ル コ ー ル専 売 事 業 32

造 幣 局
ヨ

10 輸 出 保 険 33

印 刷 局 1ユ 機械類賦払信用保険 34

資 金 運 用 部 12 木 船 再 保 険 35

貴 金 属 13

表6・5・9会 計 コ ー ド

、
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省 庁 名 コ ー ド 省 庁 名 コ ー ド 省 庁 名 コ ー ド

会 計 検 査 院 01 大 蔵 省 40 中央労働委員会 76

内 閣 02 国 税 庁 41 公共企 業体等
労 働 委 員 会 77

内 閣 法 制 局 03 印 刷 局 42 建 設 省 80

人 事 院 04 造 幣 局 43 自 治 省 85

国 防 会 議 05 文 部 省 45 消 防 庁 86

総 理 府 06 文 化 庁 46

表6・5・10省 庁 コ ー ド

6.5.3シ ス テ ム の 概 要

(1}ハ ー ド ウ ェ ア

こ こ で使 用 す る 漢 字 プ リ ン タ は フ ォ ン トメ モ リに 文 字 パ ター ンを 記 憶 し,こ れ を ア ド レ ス化 し て お

い て,磁 気 テ ー プ か ら 入 力 さ れ る デ ー タ と 一 致 す る 文 字 を,フ ァ イ バ ー チ ュ ー ブ ・デ ィ ス プ レ イ に よ

っ て,電 子 記 録 紙 に・印 刷 す る 装 置 で,高 千 穂 交 易(株)のT4100漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム で あ る。

写 真6・5・1T4100漢 字 プ リン タ シス テ ム

(左 ・磁 気 テ ー プ装 置 中 ・フ ォ ン トメモ リ装 置 右 ・プ リ ン タ)

ア.フ ォ ン ト ・メ モ リ装 置

フ ォ ン ト ・ メ モ リ装 置 はT4100シ ス テ ム の 中 核 を な す も の で 文 字 パ タ ー ンを 記 憶 す る 。 こ の フ ォ ン

ト ・メ モ リに はLSIを 用 い て 文 字 単 位 に ラ ン ダ ム ア ク セ ス が で き る 。 文 字 パ タ ー ン の 高 速 読 み 出 し,

書 き込 み が 可 能 に な っ た た め,小 容 量 の フ ォ ン ト ・メ モ リで多 量 の 字 種 の 取 り扱 い が 可 能 で あ る 。 こ

れ を フ ロ ー テ ィ ン グ ・ ア ド レ ス方 式 と よ ん で い る 。
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写 真6・5・2T4112漢 字 鍵 盤 デ ィスプ レイ ・ レ コ ーダ

フ ォ ン ト ・ メ モ リ に 記 憶 さ れ た 文 字 を 読 み 出 す た め に,文 字 ご と に ア ドレ ス が つ い て お り,こ の ア

ド レ ス は2バ イ ト(=16ビ ッ ト,ヘ キ サ デ シ マ ル)で コ ー ド化 さ れ て い る 。

し た が っ て,入 力 デ ー タ ・ テ ー プ に は こ の ア ド レ ス(文 字 コ ー ド)が1文 字 当 り2バ イ トで 記 録 さ

れ て い る し,漢 字 鍵 盤 穿 孔 機 の キ ー ボ ー ドか ら 打 鍵 す る こ とに よ っ て も,こ れ らの 文 字 コ ー ドが 得 ら守

れ る わ け で あ る 。

⑳
電子記録紙

○

}。,ス フ レイ

乾燥
(

ペー ジ・マー ク

、検 出

→ ▽裁断 ⑳
り

ス タッカ ー

ミ

フ ォ ン トメモ リに よ る漢 字 プ リンタの 原 理 図

イ.磁 気 テ ー プ 装 置

磁 気 テ ー プ 装 置 は,フ ォ ン ト・・ メ モ リ装 置 に

磁 気 テ ー プ は9ト ラ ッ ク,800BPIを 使 用 す る 。

ウ.プ リ ン タ

,文 字 パ タ ー ン と 文 字 コ ー ドを 入 力 す る 装 置 で あ る 。
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SPEC&

ERROR

LIST
1

図6・5・4KAPEI}2

A
巳払

〔 一－
SPI℃CARD

/'

/

EDPS

sKAPED4"

/
β

処 理済

テ ープ

/ ＼
Spec&・

ERROR!

しLIST
¶!

/

図6・5・5KAPED-4
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プ リ ン タ は オ プ テ ィ カ ル ・ フ ァ イ バ ー.チ ュ ー ブ を 用 い た 電 子 記 録 方 式 に よ る 高 速 度 プ リ ン タで,印

字 結 果 を ペ ー ジ単 位 に 裁 断 し て ア ウ ト プ ッ トす る 。

{2)ソ フ ト ウ ェ ア

T4100シ ス テ ム の ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ ロ グ ラ ム と し て 用 途 別 に 次 の よ う な も の が あ る 。

ア.FG(FONTGENERATOR)

文 字 パ タ ー ン を 磁 気 テ ー プ(フ ォ ン ト ・ マ ス タ ・テ ー プ)に 記 録 す る:

イ,FMMP(FONTMASTERMAINTENANCEPROGRAM)

FONTMASTERTAPEの 内 容 の 追 加,変 更.削 除 を容 易 に 行 な うた め の70 .ロ グ ラ ム 。

＼
引

色

ξ

＼

/
㍑
L

m臼C宮正門O

■

/

＼ ↓

ノ　 　 ひ

_,.,。1
_____」

//
/

/
EDPS

ttKAPED6"

」
/

処理引≡

＼
＼

Spec&

ERRoR

LIST

_} ＼
＼」

図6・5・6KAPEI}6

ウ.KAPED-2

レ コー ド上 の任 意 の 部 分
.を編 集指 示 カー ド(SPECCARD)で ペー ジ単位 に編 集 す る。 宛 名 ラ

ベ ル ,電 話 帳,名 簿 等 の作 成 に 適 す る。

エ.KAPED-4

一 定 の フ ォ ー マ ッ ト(固 定 項 目
,枠 組,表 題等,各 頁に 共 通 の もの)に,任 意 の 場所 にSPEC

CARDの 指 示 で デ ー タを 活 人 しペ ー ジ単位 に編 集 す る。伝 票等 の編 集 に適 す。

オ.KAPED-6

KAPED-4の 機 能 を 拡 張 して 汎用 性 を持 たせ た もので 連 続 的 に リス トで き る。 一 覧 表,統 計

表 等 の編 集 に 適 す る。

(3)フ ァ イ ル
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ア.文 字 コ ー ドテ ー ブ ル フ ァ イ ル

各 コ ー ド別 に デ ィ ス ク 上 に フ ァ イ ル と して 作 成 した 。 フ ァ イ ル の レ コ ー ド形 式 は 次 の と お り で あ

る 。 な お1文 字 は2バ イ トで あ る 。

i業 者 コ ー ドだ け は 次 の よ う に し た 。

コ ー ド' 業 者 名 住 所 TEL 代表者名

4バ イ ト
20文 字

40バ イ ト

25文 字

50バ イ ト
14文 字78バ イ ト 9文 字18バ イ ト

iiそ の 他 の コ ー ドは す べ て 次 の よ う な 共 通 フ ォ ー マ ・・ トに し た 。

コ ー ド 文 字 部

4バ イ ト 14文 字78バ イ ト

iiiデ ィ ス ク 内 に お け る フ ァ イ ル 名 と テ ー ブ ル の 対 応 は 表6.5.11の よ う に す る 。

イ.漢 字 処 理 シ ス テ ム へ の イ ン プ ッ ト フ ァ イ ル

漢 字 処 理 シ ス テ ム へ の イ ン プ ッ ト フ ァ イ ル は 物 品 管 理 シ ス テ ム の ラ イ ン プ リ ン タ へ の 出 力 を 磁 気

テ ー プ に 変 換 し た フ ァ イ ル で,ラ イ ン プ リ ン タの コ ン ト ロ ー ル バ イ トが 先 頭 に っ く。(図6.5.7参 照)

}
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＼
＼

＼

＼

＼

各 テ ー ブ ル 名
デ ィス ク中に 登 録 され て い

る フ ァイ ル名

物 品
TABLE(9001)

名 ▼DK-01▼

省 庁
TABLE(9002)

名 ▼DK-02▼

会
TABLE(9003)

計 ΨDK -03▼

人
TABLE(9004)

名 ▼DK-04▼

分 類 、 細 分
TABLE(9005)

類 ΨDK-05▼

単
TABLE(9006)

位 ΨDK-06▼

物 品 区
TABLE(9007)

分 ▼DK-07▼

整 理 区
TABLE(9008)

分 ▼DK-08▼

w「一

事
TABLE(9009)

由 ▼DK -09▼

場
TABLE(9010)

所 ▼DK -10▼

所
TABLE(9011)

属 ▼DK-11▼

業
TABLE(9999)

者 ▼DK-12▼

()内 の コ ー ドは ダ イ レク ト・ア ク セ ス 用 キ ー で あ る。

表6・5・11デ ィス ク内 に お け る フ ァイル 名 と テ ー ブル の 対 応

(4)作 業 手 順

① まず 出 力 す る文 字 の種 類,内 容 と各種 の コー ドにつ い て指 示 す る。

② 文字 イ メ ー ジを作 成 し,コ ー ド化 して フ ォ ン トメ モ リに ロー ドす る。 同時 に各 種 コ ー ドを 文 字

コー ドで テ ー ブ ル を漢 字 テ レタ イプ で作成 す る。

③ 提 供 され た テ ー ブル を 媒 体 変 換 す る。

④ 出力 ル ー チ ンか ら得 られ る英 文 字,カ ナ文 字 の 出力 イソ ー ジを,テ ー ブ ル を 参 照 し て 文 字 出

力,テ ー プ フ ァイ ル を作 成 す る。

な お出力 ル ー チ ンで漢 字 コ ー ドテ ー ブ ルを参 照 して一 気 に漢 字 出力 テー プ フ ァイル を作 成 して も か

ま わ な い。

⑤ 提 供 され る ユ ー テ ィ リテ ィ プ ログ ラ ムで,漢 字 処 理装 置 で処 理 で きるよ うに編 集 す る。
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物品管理簿

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

省 庁 コー ド

2

会 計 コー ド

2

管 理官
コー ド

4

分 類 コ ー ド

2

コ ー ド

2

細分類1物 品 。.ド

3

品 目

20

単 位

2

空

66

物 品区分

1

作成年月 日

正0

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

異動年月 日

10

整理 区分

2

証書番号

7

異 動 高 現 在 高

増加数量

6

増加価格

17

減少数量

6

減少価格

17

その他

6

供 用

6

貸付寄託

6

保 管

6

合計数量

7

合計価格

18

物品 出納簿

⑩
卜
[

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

省 庁 コー ド

2

会 計 コー ド

2

管 理 官
コ ー ド

4

1

出 納 官
コ ー ド

4

分 類 コー ド

2

細 分 類
コー ド

2

物 品 コー ド

3

品 目

20

単 位

2

空

18

物 品区分

1

作成年月 日

10

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

異動年月 日

10

整理区分

2

証 券番号

7

異 動 高 現 在 高

20増加数量

6

減少数量

6

供 用

6

保 管

6

計

7

図6・5・7イ ン プ ッ トフ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ ト



⑥ 編 集 さ れ た フ ァ イ ル を 漢 字 処 理 装 置 に セ ツ ・トし て,オ フ ラ イ ンで 結 果 を 得 る 。

㈲ 出:力 例

物 品 管 理 簿,・ 物 品 出 納 簿 の 例 を 表6.5.12,表6.5.13に 示 す 。

ユーザからの指示

一 一一

、

漢字コード
一覧表

/

ノ

漢 テ レ

'パ
ン チ

一 _y－ 二 、一 「

一

一 、

.

コ ンピ ュー タ

テーブル作成

漢字コー ド

テー ブル

'

.

0'コ ン ピ
ュ ー タ ー

媒 体 変 換

》
漢字コー ド

テーブル

」

ユ ー ザ か らの指 示 ・
,

フ ォン イ トイ メー ジ
一 覧害

、/

、'

一

カ ー ドパ ンチ

パ ン チ

、

〔・一 夕か

7

、 '

コ ンピュ ー タ

フィントマス タテープ作 成

■

「'

フォント

マrスタ

、'

漢字処理.装置

メモ リロー ド

、 "

フォント

メモ リ

「 一 　 一 一 一 「

ll

l物 品管理 システムl
ll
L--T-一 」

`

出力イメージ

嚥 カが

連勢7、

、

図6・5・8漢 字処 理 シス テ ム

6.5.4運'営 状 況

漢 字 プ リ ンタを使 用 す る た め,一 昨 年7月 か ら電 総 研2名,高 千 穂 交 易2名 が参 加 して実 質 期 間2

カ月位 で所 期 の 目的 の 出 力 を得 る こ と が で きた。 そ の結 果,漢 字 プ リ ン タの ユ ー テ ィ リテ ィル ー チ ン

も'vく つか 整 備 され,今 後 漢 字 プ リ ン タを使 用 す るユ ー ザは,コ ー ド変 換 プ ロ グ ラムが 約300ス テ ッ

プ,媒 体 変 換 プ ロ グ ラ ムが 約100ス テ ップの コ ボル プ ログ ラム で作 成 で き るよ うにな った。

文字 テ ー ブ ルが 作 成 され れ ば,漢 字 の入 力 は な くな り,文 字 テ ー ブ ルは修 正 だ け に な る。 これ は年

度 初 め に行 なわ れ るが,量 は100品 目以 下 で あ る。
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様式番号308
物 品 出 納 簿

省 庁 名 1会 計 名 管 理 官 出 納 官

工業技術院 一般 会計
吉江清 鈴木芳雄

物品区分 作 成 年 月 日

普通備品 S.4333

分 類 細分類 物 品 名 単 位

1工業技術院用品
1

備品
ll

プラズマ発生器 一 式

計高

一

一

一一

1
1
1
1
1
1
2

》

/
/

'

管在

/'

.

呆f

1

1

1

1

1

1

う一

9"

ワ一

用場供最高数少減動

l

l

量数異加増号書番証分
理

区

繰
繰

繰

繰りりりり

整

よ

よ

よ

よ

受縫

件
件
鞭受

件
鍍

譲
前
前
雑
雑
前
議
雑
前

ーー

一

一
1

0

1

1

1

1

1

0

0

1

勤
口

3

3

3

2

2

3

4

4

3

3

4

1

1

4

月
異

年

3

3

4
に∨

5

5

6

6

6444444444

■

◆

◆

◆

●

◆

…

S

S

S

S

S

S

S

S

S

/

oD
↑
一

表6・5・13物 品 出納 簿 出力 例(原 寸 大)一一一'一/



＼

獣 番t}307
物 ..

t■1 煙 筒

一 一1省庁名1会 計－
lJl'LR!技 術院

1
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表6・5・12物 品 管 理 簿 出 力 例(縮 小≒1/2)



物 品管 理 は月 一 度 の バ ッチ処 理 で あ るが,備 品 数 は約2,000,レ コ ー ド数 は40,000以 上 で,こ れ ら

すべ て が処理 され る。 漢 字 シ ス テ ムへ の 入力 は,シ ステ ムか ら ライ ンプ リン タ ・ イ メ ー ジ で,磁 気

テ ープ フ ァイル よ り行 な わ れ る 。

6.5.5シ ス テ ム の 評 価

(1)出 力 装 置

1文 字 ず つ ア ドレス が っ い て い て,1文 字32ビ ッ ト×32ビ ッ トなの で,文 字 の 形 を 自 由 に 変 え た

り,文 字 体系 を 自 由 に定 め る こ とが で き る。

ま た浮動 ア ドレス方 式 を 用 い る こ とが で きるの で,特 殊 な文 字 も処 理 で き,字 種 が豊 富 に 扱 え る 。

{2)ソ フ トウ ェア

漢 字 編 集用 アプ リケ ー シ ョ ンが そ ろ って い るの で,出 力編 集 が文 字 だ けで な く,枠 組 み,絵 な ど の

用途 が広 く自 由 で あ る。

ま た文字 テ ー ブ ル は キ ー と単 語 で 作成 で き,英 数字 コー ドで テ ー ブル処理 が行 な え るの で,従 来 の

システ ムを漢 字 処 理 に変 更 す る こ と な く適用 で き,英 数 字 コー ドか ら漢 字 コー ドへ の変 換 も,ど ん な

デー タで もキ ー で処 理 で き る の で容 易 に す み やか に行 な う こと が で きる。

(3)コ ー ド 体 系

デ ー タの コー ド体 系 は単 語 を単 位 と して定 め る こ とがで きる の で,従 来 システ ム とは変 わ ら な い 。

しか『し,文 字1字 に っ い て 考 え るな ら,多 量 で,種 々の 体系 が あ る ので 容易 に定 め る こ とが で きな

く,文 字 テー ブル を容 易 に 作 成 で き な くな る。

6.5.6将 来 の 構 想

研 究情 報 管 理 シス テ ム は 図6.5.9の よ うなハ イ ア ラキ シ ステ ムが 考 え られ て い る。 現 在 実 務 担 当 者

レベ ルで,会 計 シス テ ム,人 事 シ ス テ ム,物 品 シス テム,技 術 情 報 シ ステ ムの一 部 が稼 動 して い る 。

ミ ドノレマ ネジ メン ト

チ ーフ

スーパーパ イザ

実務担当者

研究 目標・

設定用情 報

研究 目1票,ソ ロジ ・クトttど の

意 志 決 定 川 竹 粁

シ人 シ物 シ技
ス術

・9・ ・"lhア2

}{ll↑ ↑

・内部デー タ(総 務部,研 究部)

・外部デー タ(技 術情報,関 係官庁,大 学 ・研究 所)

図6・5・9研 究 情 報管 理 シス テ ム のハ イ ア ラキ

定期報告't
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しか し物 品管 理 を除 い た他 の シ ス テ ムは ま だ漢字 処 理 を行 な っ て い な い。

漢 字処 理 シ ステ ムは 英 数 字 で処 理 した後 に漢 字 処理 を行 な うの で,現 在 稼動 して い る シ ステ ム お よ

び上 級 レベ ル の シ ス テ ム す べ て に 適 用 す る こと は容易 で あ る。

したが って,こ の シス テ ムの基 本 は,従 来 の プ ロ グ ラムで処 理 され た結 果 を 漢字 に して 出力 す るだ

けで あ るが,今 後 の 問 題 と して 入 力 の 段 階 か ら漢 字処 理 す る こ とが検 討 され,研 究 所 の科 学 用 デ ー タ

バ ンクへ の適 用 に っ いて も調 査 して い る。

r
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6.6生 命保 険 会 社 に お け る 日本 語情 報 処理

6.6.1沿 革

(1)保 険 契 約 管理 事 務 シス テ ム

生 命 保 険 会 社 にお け る 日本 語 情 報 処 理 の 対 象 と して は,保 険 契 約 に関 す る顧 客 の氏 名 ・住 所 に関 す

る漢字 情 報 処理 が主 で あ り,各 生 命 保 険会 社 に お い て顧 客情 報 の カナ文 字化 あ る い は漢 字 化 が 計 画実

施 の段 階 に きて い るが,昭 和46年 に生 命 保 険 業 界 で最 初 に漢字 情 報 処 理 システ ム の実 用化 を お こな っ

た明治 生 命 の事 例 に つ い て紹 介 す る。 川 治

t生命 保 険 契約 管 理 シ ス テ ムの 基 本 とな る事 務 は,保 険契 約 を20年,30年 とい う長 期 に わ た っ て維 持

管理 し,保 険 金 支払 いを可 能 とす る こ とに あ り,そ の ため長期 に わ た る保 険 料 の払 込 み記 録 の 完備 体

制 が必 要 と な る。

これ らの 徴 収保 金 事 務 は 当 社 の 場 合,全 国 に散 在 す る支 社(約100店),営 業 所(約1,500店),代 理

店(約2,000店)な ど の集 金 機 関 の 事 務 組 織 で遂 行 され てお り,図6.6.1に 示 す よ うに新 契 約,継 続 分

の契 約 内容 の異 動 等 の契 約 記 録 の 更 新 は膨 大 な事 務 量 とな って い る。

▽

新 契 約

第1回保険料入金

契約者

一

一集 金

・・儲

¢

既 契 約

保 険 料 入 金 掛

金

言己フ

録 ア
イ

ル

自記

動銀

張 フ

替 ア
貸 イ

付1レ

契

約

貸 フ
什 ア

己イ

,乗1レ

イ主

所

z

イ
ル

清 夜

(淫其日,症1約)

一

一

一

三 険 料

払込室内
領 収 証
一

→
`

ゴ当今
　一 －L,A

計 蔓
D

→ 契 約 マスタファイル保 険 金 減 額

延長定期 ・松茂

保険 へ の変更

→

[〉

△

昭 国
会 叉ム ロ

三ールスマン
・≧与 ヨ戸 田

∨
契 約 貸 付

自動振替貸付

契約者
}

各 種
Σえ三寸 ・料払 方 変 更

(月・…1二年・半年掛)

[〉
一

一住・所 変 更 .
担当集金

者 変 更

{田lt.、}図6・6・1生 命保険契約管理事務 の概琴

当 社 の普 通 保 険 契 約 の件 数 は,普 通 の月 掛 契 約 が330万 件,年 掛 ・半 年 掛 契 約 が120万 件,集 団 月 掛

契 約 が1!0万 件,合 計560万 件,こ の ほ か に 延長 ・松 涛 契 約 や団体 保 険,企 業 年 金保 険 な どを合 計 す る

と1,000万 件 に もお よ ぶ 。

これ らの膨 大 な件 数 の契 約 管理 の た め に,当 社 で は昭 和37年 にPCSか ら コ ン ピュ ー タ処 理 に切 り 換

え,昭 和42年 にIBM360/40を,昭 和44年 に同360/65を 併設 し,図6、6.2に 示 さ れ る シ ス テム構 成 に

よ って処理 され て い る。
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図6・6・2契 約管 理 システム

と くに この うち,契 約 マ ス ター フ ァイ ル は本 社 店 頭,大 阪 ・名 古屋 両 総 局店 頭 で,ビ デ オ ・デ ィ ス

プ レイ,タ イプ ライ タ通 信 装 置 に オ ン ラ イ ンで接 続 され,契 約 内 容 その他 の 自動 的 な照 会応 答 シ ステ

ムが 確立 され て い る。

(2}漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ムの 必 要 性

一 般 に生 命 保 険 会 社 に お け る デ ー タ ・ベ ー ス の一 つ で あ る顧 客 の 契約 マ ス ター フ ァイ ル は証 券 番 号

(数 字 コー ド8桁)を 基 本 と した イ ンデ ク ス ド ・シー ク ェ ンシ ャル(IS)フ ァ イルの 構 成 で,証 券 番

号 が な くて は フ ァ イル の検 索 が で き な い 。

店 頭 あ るい は電 話 な ど に よ る顧 客 か らの契 約 内 容 の照 会 は,ほ とん ど が氏名 だ け に よ って要 求 され

る場 合 が多 く,現 在 で は顧 客 氏 名 索 引 カー ド制 を手作 業 で抽 出 し,証 券番 号 を得 て か ら契 約 内容 の 検

索 を お こな う とい う方 法 が と られ て い る 。

と ころ が顧 客 氏 名 そ の もの が 漢 字 フ ァ イル と して完 備 され る と,次 の よ うな こ とが可 能 と な って く

る。

'

① 顧 客 氏 名 を直 接 漢 字 テ レ タイ プ端 末 機 か ら漢 字 その まま の イ メ ー ジでキ ー ・イ ン して 照 会 で

き,し か も漢 字 で ビデ オ画 面 に応 答 表 示 す る こと に よ り,証 券 番 号 が 不明 で もた だ ち に契 約 内容 の照

会 回答 が得 られ る。

② 一 契 約 ごと の顧 客 氏 名 を 名 寄 せ す る こと に よ り,同 一契 約 者 の 複数 加 入契 約 が一 元 的 に把 え ら
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れ,保 険 金 の 加入 最 高 限 度 調 査 が コ ン ピ ュー タで 求 め られ る。

③ カ ナ支 字 に よ る種 々 の 払 込 案 内,領 収 書,配 当金 支払 明 細 が漢 字 化 され,顧 客 サ ー ビスの向 上

が で きる。

④ そ の他 、現 在 数 字 項 目 を機 械 プ リン トした資料 に顧 客 氏 名 を手 書 き して きた種 々の 帳票 は,す

べ て コ ン ピュ ー タで プ リ ン トされ る よ うに な る。

照 合 コ ー ド,姓 、名,生 年 月 日の み

キ ー イ ン

⑦ ノ契り内容 〔
⑥/(
◎.三 三瑚 項

つ ㌔円 ス 声 _

④(
漢 字
ヒ オ

司 口答 ⑨- 9ン

字 ピ

処 コ『|

門 夕

照合

頃 ＼

②
1

婆 券 番 号 司

一ー一氏 名 ・

一
/① ③

,.)
←

い討 ・鍾;!引 ● /・

〔生年 月 日)

漢字 ビデオ,テ レタイプライター

図6・6・3漢 字 による契約照合応答 の流れ

以 上 の よ うな単 な る事 務 的 な 見 地 か ら した漢 字 情 報 処理 の必 要 性 の ほか に経 営情 報 面 で の次 の よ う

な活 用 が考 え られ る 。

コ ン ピュー タに よ る事 務 処 理 の 機 械 化 が 定着 して くる と,省 力 化 後 の機 械 化 は徐 々 に経営 情 報 而 へ

の活 用 に指 向 され る。 この 場 合,コ ン ピュ ー タの ア ウ トプ ッ トの経 営情 報資 料 が英 ・数 字 ・カ ナ文 字

だ け で プ リ ン トされ て い る とす れ ば,き わ め て 見難 い もの で あ る。

これ らの 資料 が コ ン ピ ュー タか ら直 接 親 しみ や す い漢字 ま じり の 日本 語 で プ リ ン トされ,も し くは

ビデ オ ・デ ィ スプ レイ上 に要 求 した情 報 が 表 示 され る こ とは利 用 者 に と って きわ め て理 解 しや す く,

デ シ ジ ョ ン ・メー キ ング の助 け と な る ことが で きる。

ま た,当 社 の も う一 つ の大 きな 必 要 性 と して,年 ・半年 掛 保 険 料 の徴 収 は郵便(銀 行)の 窓 口振 込

み や代 理 店,支 社 扱 いで あ る ため,昭 和36年 か ら契 約 者住 所,氏 名 の カ ナ文字 フ ァイル を も って い る

が,一 般 の 月 掛 契 約 は担 当 セ ー ル スマ ンに よ る集 金 が主 体 の た め,顧 客 氏 名 の本 社 フ ァイ ルが な か っ

たの で,カ ナ文字 の 氏 名 フ ァイ ル を作 成 す る労 力 を,一 足 飛 び に漢 字 で持 つ 結論 に達 した こと もあ げ

られ る。

(注1)生 田 勝 彦:τ漢 字 の イ ンプ ッ ト・ア ウ トプ ッ ト方 式 の 設 計"

事 務 管 理,Vol.11,No,8,PP65～73(1972)

(注2)生 田 勝 彦 ゴ`明治 生 命 に お け る漢字 情報 シ ステ ム"

ソ フ トウ ェ ア科 学,Vol.4,No.3,PP37～45(1972)

(注3)被 保 険者 名 や 契 約 者 名 か ら証 券 番 号 を索 引 で き るカ ー ドで,同 姓 同名 を 区 別 す る た め にt

生年 月 日,そ の他 契 約 日,住 所 な どの 記載 を もつ カー ド。

6.6.2シ ス テ ム 設 計

当社 で は前 述 の要 求 に 対 処 し う る汎 用性 の あ る漢 字情 報 シス テ ム を調 査検 討 の 結果JEM-3100s":inii

/」)1セッ トお よ びF6502A漢 字 ライ ンプ リン タ付FACOM230/25「ELn1セ ッ トを導入 す る こ と を 決 定 し,

シ ステ ム設 計 を 行 な っ た。

〔1)文 字 種 の 選定
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使用 文 字 の対 象 は主 と して 氏 名 ・住 所 で,氏 名 に関 して は6.OOO～10,000字 種 が必 要 で あ る と い わ

れ てお り,規 定 をす る こ とが で き な い 。

一方
,住 所 に対 して は,都 道 府 県,市 町 村 字 まで で約4,400字 種 の 漢 字 が必 要 と されて お り氏 名 ・

住 所 を あ わ せ て6,000字 種 以 上 が 最 低 必 要 で あ る。

JEMシ ス テム の場 合,文 字 の 収 容 能 力 は20.OOO字 種 まで拡 張 で き るの で,初 め は漢字 に 対 して は,

住 所 地 域 に使 用 され る漢 字 を 含 むJEMの 標 準6,500字 種 を採用 し,そ の後必 要 に応 じて文 字 種 を 拡 張

す るこ と と した。

そ の結 果,文 字 種 と して は下 記 の7,847字 種 を 第1次 と して決 定 した。

明 朝 漢 字6,451明 朝 両 仮 名204

ゴ シ ック漢 字520ゴ シ ック両 仮 名204

英 欧 字228約 物 ・ 記 号260

数 字20

1

② 漢 字 コ ー ド

漢 字 コ ー ドはJEMシ ス テ ム 標 準 のEXEKコ ー ド'11T)とし,IBMシ ス テ ム 内 も漢 字 はEXEKコ ー ド を 用

い,FACOM漢 字 プ リ ン タ で プ リ ン トす る 場 合 はFACOMシ ス テ ム 内 でEXEKコ ー ド とFACOM漢 字 プ

リ ン タ コ ー ドと の 変 換 を 行 な っ て い る 。

(3)FACOMプ リ ン タ シ ス テ ム の 用 い 方

JEMシ ス テ ム の プ リ ン タ は,後 述 す る よ う に 銀 塩 安 定 化 紙 を 用 い て い る の で,コ ン ピ ュ ー タ出 力 の

よ う に フ ォ ー ム 印 刷 を ほ ど こ す こ と が で き な い の で,FACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム の 特 徴 を 活 か

し,対 外 フ ォ ー ム 印 刷 用 紙 へ の 漢 字 ア ウ トプ ッ トの 専 用 機 と して 用 い る こ と と した 。

(4)JEMシ ス テ ム の 用 い 方

JEMシ ス テ ム は 漢 字 処 理 用 の タ ー ミナ ル コ ン ピ ュ ー タ と して,次 の 三 つ の 用 い方 を も つ シ ス テ ム 設

計 と し た 。

ア.入 力 紙 テ ー プ か ら磁 気 テ ー プ へ の 変 換

後 述 す る よ う に オ フ ラ イ ン漢 字 鍵 盤 で さ ん 孔 さ れ た紙 テ ー プ を,IBMコ ン ピ ュ ー タで 編 集 処 理 す る

た め の 磁 気 テ ー プ へ の 入 力 処 理 を,JEMシ ス テ ム で 行 な う。 入 力 処 理 の 主 な 内 容 は,さ ん 孔 紙 テ ー プ

のEXOKコ ー ド㈱ か ら内 部 コ ー ドのEXEKコ ー ドへ の 変 換,お よ び 漢 字 辞 書 処 理(6.6.4漢 字 入 力 装

置,参 照)で あ る 。

イ.デ ィ ス プ レ イ ・ ン ス テ ム と し て

デ ィ ス プ レ イ ・ シ ス テ ム の 用 途 と して は,シ ス テ ム入 力 用 の さ ん 孔 紙 テ ー プ を,デ ィ ス プ レ イ に ょ

る検 定 を 行 な い な が ら さ ん 孔 す る 入 力 用 と,窓 口 タ ー ミナ ル と し て 契 約 照 会 デ ィ ス プ レ イ の 出 力 用 と

し て の 二 つ の 用 途 が あ る 。

前 者 はJEM-3100シ ス テ ム 内 で の オ ペ レ ー シ ョ ンで,各 タ ー ミ ナ ル で 鍵 盤 入 力 → ビ デ オ 表 示 検 定 →

紙 テ ー プ さ ん 孔 の 入 力 オ ペ レ ー シ ョ ン,あ る い は,紙 テ ー プ入 力 → ビ デ オ表 示 検 定 → 紙 テ ー プ さ ん 孔

の 校 正 オ ペ レ ー シ ョ ン が 行 な わ れ る 。

一185 一



後 者 で はJEMシ ス テ ム はIBMシ ス テ ム と2、.100BPSの 通 信lltl線 で オ ン ラ イ ン で 結 合 さ れ ,IBMシ ス

テ ム内 の2260/2848デ ィ ス プ レ イ装 置 と 同 等 の 取 扱 い が で きIBMの オ ン ラ イ ン用 プ ロ グ ラ ム で226〔}と

同 じ オ ペ レー シ ョ ンが な さ れ る よ う にJEMシ ス テ ム が 設 計 され て い る。

ウ 。 プ リ ン タ ・ シ ス テ ム と し て

JEMシ ス テ ム の プ リ ン タ は 特 殊 な 銀 塩 安 定 化 紙 を 用 い て い る の で,コ ン ピ ュ ー タの ラ イ ン プ リ ン タ

出 力 の よ う に フ ォ ー ム 印 刷 を ほ ど こ す こ と は で き な い が.そ の プ リ ン ト品 質 は 鮮 明 で ,ゴ シ ・ソク 体 や

文 字 の 大 小,行 間 隔 の 編 集 等,フ ォ ー マ ッ トが 編 集 で き る の で 、 各 種 の 経 営 情 報 資 料 の プ リ ン ト出 力

や,原 稿 と の 照 合 校 正 プ リ ン トに 用 い る こ と に し た 。

こ の 場 合,プ リ ン ト入 力 磁 気 テ ー プ は ,IBMン ス テ ム で 編 集 し た磁 気 テ ー プ を 使 用 す る よ う に し

た 。

(注4)伊 達 巌:"JEM-3100/tllOOシ ス テ ム"

印 刷 雑 誌Vol.55,No.3,PP57～62(1972)

(注5)早 瀬 敏 夫:"JEM-3100漢 字 情 報 シ ス テ ム"

情 報 化 設 計Vol.2,No.8,PP39～44(1972)

(注6)海 住 喜 彦 他:TACOM6502A漢 字 ラ イ ン プ リ ン ダ'

FUJITSU,Vol.21,No.7,PP145～168(1970)

(注7)JEMシ ス テ ム標 準 の 漢 字 コ ー ド シ ス テ ム で,旦;panded旦ditedKanjiCodeの 略 で ,漢 字

の 編 集 に 適 し た 内 部 コ ー ドで,2バ イ ト(16ビ ッ ト)で 漢 字1字 を 表 わ し ,20,000字 種 ま で

表 現 で き る。

(注8)JEMシ ス テ ム 標 準 の 入 力 漢 字 コ ー ド シ ス テ ム で 、ExpandedoriginalKanjicodeの 略

で,漢 字 鍵 盤 の ハ ー ド ウ ェ ア に 適 した 入 力 コ ー ドで,2バ イ ト(16ビ ッ ト)で 漢 字1字 を 表

わ し,3,600種 ま で 表 現 で き る。
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6.6.3シ ス テ ム の 概 要

当 社 の シ ス テ ム はJEMシ ス テ ム とFACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム と か ら な り,そ れ ぞ れ の 構 成,主

要 性 能 は 下 記 に よ る。

(1)JEMシ ス テ ム

ア.構 成(図6 .6.4参 照)

1
「

360/65
2701

通 信 制1卸
ぎ

IBMシ ス テ ム

モデム モデム

コ

.」

(24(,oボ ー)

MT.IOOD

磁気 テ ー プ装 置

CG-3100D

文 字 発 生装 置

(10,00〔 〕字)

PR_350

紙 テ ー プ リー ダ

!

r

「

一

一

ー

1

TC-3100E

ター ミナ ル
逢

'、

ww
ー

1

-

l

l

l

|

1

[

ー

PR.200

紙 テープ

リー ダ

DM-301

デ ィス プ レ イ

モ ニ タ

PR-2{〕0

紙テープ

パ ンチ
KB-2り2B

漢 字 キ ー ボ ー ド
` '

'一 『 　 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一
＼

、
、
-
ー

-
-

ー

ー

ー

-
ー

ノ

CC-3100D

中 央 制 御装 置

(HITAC-10

8kwpSFj蔵)

DT_101

デ ー タ ラ イ タ

EM-100B

石強気 ドラ ム

倒kw

－

P'1、_750

ソ フ トプ リ ン タ

TS-3100E

ディスプレイ

ター ミナルステーション

' ・一一__一_(T .S.31副;の 構成)_一__一 ノ …1

図6・6・4JEM-3100Sシ ス テ ム 構 成

{2)FACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム

ア.構 成(図6.6.5参 照)

TS-3100E

デ ィスプレイ ー ー ー ー ー 一一

ター ミナルステーション

No.2 (No.3～16)

F-1716A

{滋気 テ ー プ

制 御 装 置

F-603F

磁 気 テー プ ・装置

F-666S

カー ドリー ダ

F_3200F

中央 制 御装 置

(64KB)

F-642K

ライ ンプ リン タ

F-628L

磁気 ドラム装 置

F-792A

コ ンソ ー ル

タイ プ ライ タ

F-481

リー ドオンメモ リ

F-1634

漢字ラインプリンタ

制御装置

i-6502A

漢 字 ライ ンプ リ ンタ

図6・6・5FACOM漢 字 プ リ ンタ シス テ ムの 構 成
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(注9)長 谷 川 実 郎:「t高 速 漢 字 プ リ ン タ"情 報 処 理,VoLlO,No.5,PP279～284(1969)

6.6.4漢 字 入 力 装 置

シ ス テ ム へ の 原 始 デ ー タ を 入 力 す る装 置 と し て は,シ ス テ ム と は オ フ ラ イ ンのKB-202漢 字 鍵 盤,

あ る い は,JEM-3100シ ス テ ム の デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミ ナ ル ・ ス テ ー シ ョ ンの 前 記 漢 字 鍵 盤 を 組 み 込

ん だ 漢 字 ビ デ オ 表 示 装 置 付 漢 字 鍵 盤 が 用 い ら れ る 。

この 漢字 鍵盤 は谷 村 新 興 製 作 所 製 の もの をJEMシ ス テ ム用 に 改 造 した もの で,前 者 は オ フ ライ ンの

さん孔 入 力 用 に,後 者 は ビデ オ デ ィ スプ レ イに よ る表 示 検定 を 行 ない なが らの さん孔 入 力 用 に用 い ら

れ る。

この 漢字 鍵盤 は全 体 で192キ ーあ り,1キ ー に14字 が 配列 され,全 体 で2,688字 を 入力 す る こ とが で

きるが,そ の 内訳 は下 記 の よ うに な って いる 。

漢 字

部 首

パ タ ー ン

フ ァ ンク シ ョ ン

氏 名

約 物

C
U

O

O

∩
0

0

1

ーヤ

な

シ

字

リギ

が

・欧■

両

英

数

63

44

48

56

50

21

　
ロ

　

　

L

この入 力 漢 字 鍵 盤 は,JEMシ ス テ ム特 有 の パ タ ー ン入力 方式 を採 用 して お り,鍵 盤 上 に直 接 あ る 漢

字1,963字 と合成 パ ター ン素 子48字 と部 首144字 と に よ って,盤 外 文字 約7,000字 を容 易 に 入 力 す る こ

とが で きる よ うに な って い る。

パ ター ン入力 方 式 の入 力 方 法 は ,例 を図6.6.6に 示 した が,「 湘」 の字 を入 力 す る場 合,図 の よ う

に合 成 パ タ ー ンキー を まず 打 鍵 し,続 い て 「ン」,「 木 」,「 目」 の順 に キ ー イ ンす る こ と によ り ・ そ

の 四つ の コ ー ドが紙 テ ー プ に さ ん孔 され,そ の さん 孔紙 テ ープ を入 力 した と きJEMシ ス テ ム内 の磁 気
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ドラム内 の漢 字 辞 書 プ ロ グ ラ ムに よ り,「 湘 」 の コー ドが索 引 され るよ うに な って い る。 この方 法 に

よ れ ば,読 め な い外 字 に対 して も容 易 に入 力 オ ペ レー タが パ ター ンを分 解 す る こ とに よ っ て,全 体 の

速度 を落 と さず,さ ん 孔 入 力 す る こ とが で き る。

な お,当 社 の場 合,氏 名 の 入力 が 頻 度 的 に多 いの で,前 述 の よ うに頻 度 の高 い姓50種 を あ げ,文 字

キ ーの1文 字 と置 換 し、 これ もJEMシ ス テ ム内 の磁 気 ドラムに テ ー ブル を設 け,入 力 は1タ ッチで 行

な え るよ うに考 慮 した。

1.合 成 パ タ ー ン素 子 の 例

田[三 囲 団 団 囲 口
2.パ タ ー ン入 力方 式 の 例

左 か ら順 に キ イ イ ンを す る も右 端 の 文 字 に な る。

例1

例2

例3

231

[田口 困
231

田[]回
231

田 圃 困

4

回 一 回

一 一 国

4

田 一一[割
図6・6・6パ タ ー ン入 力 方 式

6.6.5漢 字 出 力 装 置

(1)FACOM漢 字 プ リ ンタ ・ シ ス テ ム

前 述 の よ うに本 シス テ ム は対 外 用 の プ リ ン ト出力 に用 い られ,次 の よ うな特 徴 を有 して い る。

・ プ リ ン ト文 字 は15× ユ8の ドッ ト方 式 で ,小 型 文字 の英 数 字 ・カ ナに対 して は7×9の ドッ ト文 字

が用 い られ る ほ か,OCR文 字 もプ リ ン トで き る。

■

●

●

●

{2)

En刷 速 度 が600行/分,(40,800字/分)と 高 速 で あ る 。

用 紙 はjEMシ ス テ ム と異 な り,特 殊 な 静 電 記 録 紙 を用 い て い る が,あ らか じ め フ ォ ー ム 印 刷 が

で き る ほ か,2枚 ま で の 複 写 が と れ る 。'

用 紙 幅 が17イ ン チ と 広 く と れ る 。

シ ス テ ム の 内 部 標 準 漢 字 コ ー ドEXEKとFACOMプ リ ン タ コ ー ドと の 変 換 は,230/25の 中 央 制

御 装 置 の コ ア メ モ リ内 で テ ー ブ ル 変 換 さ れ る 。

JEMプ リ ン タ ・ シ ス テ ム

⑨
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前 述 の よ うに本 シス テ ム は,社 内 の経 営 情 報 資 料 の プ リン トに 用 い られ,次 の よ うな特 徴 を有 して

い る。

・ プ リ ン ト品 質 は ,解 像 度8本/mm程 度 で軽 印 刷用 と して用 い られ る鮮 明 さで あ る。

・ 給紙 は ス プ ロ ケ ッ トな しの100mロ ー ル紙 で ,1分 間 にA4版 サ イズで5枚 の 速 度 で カ ・,ト ・

ア ウ トされ て 出 力 され る。

・ 書 体 ,文 字 の大 き さ,行 間 隔,字 間 隔 が 可 変 で,適 当 な フ ォー マ ッ ト編 集 が で き る。

{3)JEMデ ィ スプ レイ ・ シス テ ム

本 シ ステ ム は デ ィ スプ レイ検 定 を しなが らの 入力 用,お よ び契 約 照 会 応答 出 力用 に用 い られ,次 の

よ うな特 徴 を有 して い る。

・IBMシ ス テ ムの2260デ ィ ス プ レイ ・コ ン トロー ル用 の ソ フ トウ ェ アが ,そ の まま使 用 で き る よ

うにJEMシ ス テ ム の ソ フ トウ ェアが 組 み こま れ て い る。

・JEMの 中 央 制 御 装 置(8KW)で ,最 高32台 まで の デ ィ ス プ レイ ・ス テー シ ョンを同 時 処 理 す

る能 力 を も っ て い る。

・ デ ィ ス プ レイCRTが ス ト レニ ジ方 式 な の で ,ち らつ きが ま っ た くな い。

・ 表 示 文 字 の 大 き さ を可 変 に す る こ とが で きる
。

・ 表 示情 報 の 摘 入 ,削 除,訂 正 等 の校 正 編 集 を す る ことが で き る。

6.6.6運 営 状 況 お よ び シ ス テ ム の 評 価

当 社 で は,と りあ え ず 普 通 保 険 金 契 約 に っ い て,証 券番 号 と顧 客氏 名 を結 び つ けた漢 字 フ ァ イ ルめ

完 成 が 当面 の課 題 で あ り,ま ず顧 客 台帳 か ら証 券 番 号 と被 保険 者姓 名(生 年 月 日),契 約 者 姓 名(生

年 月 日)を 紙 テー プ に せ ん 孔 す る作 業 か ら始 め て い る。 せん孔 され た紙 テ ー プは,'JEMの ソ フ トプ リ

ン タで校 正 プ リン トし,修 正 ラ ンの過 程 を経 て完 全 なデ 三 夕とな って か ら,旧Mの 契 約管 理 マ ス タ ー

フ ァイル にEXEKコ ー ドの ま ま収納 し,徐 々に漢 字 氏 名 フ ァイ ル の蓄 積 が な され て い る。

昭 和47年5月 に は対 外 用 と して 初 の試 み で,集 団 月掛 契 約 の漢 字 氏 名 フ ァ イルを使 って,同 契 約 の

配 当金 支 払 明 細 書 約60万 件 分 を 漢 字 プ リン トし好評 を得 て いる 。従 来 の方法 で あれ ば,普 通 の ラ イ ン

プ リン タで数 字 部 分 を印 刷 して お き ,そ の うえ で契 約 台帳 か ら60万 件 につ い て,1件 ご とに顧 客 氏 名

を手 書 き で転 記 す る と い う膨 大 な 事 務 量 が あ った わ け で,こ れ らが漢 字 プ リン タに よ り省力 化 で きた

こ とは,大 き な メ リ ッ トと して あ げ る ことが で きる。

シス テ ム全 体 と して の 評 価 は,シ ス テ ムが 現在 な お ビル ド ・ア ップ中 で あ るの で,こ れ か らの 問 題

で あ る と いえ る。

、
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6.7電 算 写 植 セ ン タ ー に お け る 文 字 組 版 の 事 例

6.7.1漢 字 情 報 処 理 に お け る 文 字 組 版 の 特 徴

漢 字 情報 処理 と して,一 般 印 刷 用 文 字 組 版 の ア プ リケ ー シ ョンを 考 え た と き,そ こ には 一 般 の情 報

処 理 とは 異 な る い くつか の 特 微 が 見 出 され る。

第 一 に,昭 和21年 よ り漢 字 制 度 が 施 行 され は した が,一 般 書 籍 関 係 で は,相 変 らず 一 万 数 千 字 に

お よぶ 文字 種 が使 用 され てお り,さ ら に シ ス テ ム収 容 外 の 特殊 な文 字 に つ い て は,い わ ゆ る外字 処 理

が 要 求 され,入 力 され る文 字種 が きわ め て多 い とい うこ とで あ る。

第二 に,一 般 の事 務 処理 で は,入 力 デ ー タは 固 定 長 で,出 力 形 式 も固定 の もの が 多 い が,文 字 組 版

で は,入 力 デ ー タは 可 変 長 で,そ の 出 力 形 式 は 多 彩 を きわ め て い る。

文 字 組 版 にお け る出 力制 御 と して の 字 詰 ・割 付 な どは,外 部 指 示 に よ る こ とが 多 い が,文 字 の字 体

(明 朝,ゴ シ ック,ア ンチ ッ クな ど)や 種 類(ル ビ文 字,上 つ き下 つ きな どの 添 字),文 字 サ イズ,位

置 関係 を制 御 す る フ ァ ン ク シ ョン コ ー ドは,原 稿 入 力 時 に,文 字 と関連 させ て パ ンチ す る内部 指 示 に

よる。

そ の ため に,'フ ァ ン ク シ ョ ン コー ドは,一 般事 務処 理 に比 べ て,は るか に多 く必 要 とな り,文 字 種

が 多 い こ と と相 ま って 複雑 な入 力 デ ー タの 作 成 を要 求 され る こ とで あ る。

写 真6・7.1に 示 すFACOM6801A漢 字 入 力 キ ー ボ ー ドでは,総 収 容 文 字 数 は10,752文 字 で,フ

ァ ン クシ ョ ンと して最 大114の 機 能 が も うけ られ て い る。

写 真6.7.FACOM6801A漢 字 入 力 キ ー ボ ー ド
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第 三 に,以 上 の 事 柄 か ら,入 力 に 際 して の配 慮 は,一 ・般 事 務 処 理 よ りも多 く要 求 され る。 なぜ な ら

ば 誤 入 力 の訂 正 は 単 な る文 字 情 報 の訂 正 以外 に,出 力制 御 情 報 の 訂 正 が か らん で くるか らで あ る。 し

た が って訂 正 処 理 は 重 要 な処 理 コニ程 とな り,シ ろテ ムを 効率 よ く運 営 す るた め の キ ー ポ イ ン トとな っ

て い る。 また従 来 の活 字 組 版 で は,組 版 の仕 上 が り経過 を確 認 しつ つ 作業 が進 行 させ られ た が,電 算

写 植 で は,こ の処 理 過 程 が機 械 内部 の もの と して取 扱 われ る こ とで あ る。

第 四 に,単 に組 版 が で きれ ば よい とい うわ け で は な く,そ れ が 製 版 され,印 刷 され て は じめ て評 価

され るわ け で,製 版 工 程 が 容 易 に な る と ともに,印 刷物 と して高 い 印 字 品 質 を 有 して いな け れ ぽ な ら

な い こ とで あ る。 印字 品 質 と して は,漢 字 パ タ ー ンの忠 実 な再 現 と共 に,字 並 び精 度,印 字 濃度 の均

一一さな どの要 素 が か らみ あ って い る
。

以上 の よ うに 電 算 写 植 シ ス テ ム は,原 稿 の入 力 か ら始 ま り,印 刷 まで の 一 連 の工 程 を 含 む 巾 の広

く,底 の深 い シス テ ム の基 礎 を なす もの で あ り,新 しい ハ ー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェアが つ ぎっ ぎ と開

発 され,漢 字 情 報 処 理 シス テ ム と して,新 しい市 場 を 創造 しつ つ あ る。

印 刷 の需 要 は,年 々増 加 して お り,反 面 労 働 集 約 型 の 文字 組 版 関 係 で は,熟 練 を要 す る組 版]二は不

足 し,か つ鉛 活 字 を 使 用 す る こ とに よる鉛 害,熱 気,騒 音 な どを と もな う作 業 環境 の改 善 の た め,今

後,.印 刷 業 界 は 活 字 を 用 い な い いわ ゆ る コー ル ドタ イ プ組版 に す す む で あ ろ う。

この文 字 組 版 の 自動 化 の た め 開 発 され たFACOM全 自動 写 植 シ ス テ ムは,FACOM6801A漢 字

入 力 キ ーボ ー ド,FACOM270-20/30編 集 シ ス テ ム,FACOM6531写 植 シス テ ムの ハ ー ドウ ェ

ア と ソフ トウ ェア と してFACOMCompesitionLanguage(FCL-7)よ りな り,FCL-7は,組 版

機 能 の 拡張,シ ス テ ム運 用 効 率 の 向上 の た め に,数 度 に わ た る レベ ル ア ップが 行 な われ て お り,ペ ー

ジア ップ され た フ ィル ム ま た は 印 画紙 に 出力 され,そ の 印 字 品 質 は きわ め て 高 く評 価 され て い る。

6.7.2日 本 船 舶 明 細 書 の 組 版 事 例 に つ い て

電 算 写 植 セ ン ター に おけ る文 字組 版 の事 例 と して,日 本 船 舶 明細 書 の 組 版 処 理経 過 に つ い て紹 介 す

る。

(1)日 本船 舶 明細 書 に つ い て

発 行所 社 団法 人 日本 海 運 集 会所

日本 国 籍 を有 す る100総 トン以 上 の 鉄鋼 船(た だ し500総 トン未 満 の 第1種,第2種 漁 船 を 除 く)

の毎 年6月 末 日に おけ る実 態 を 表6,7.1に 示 す 各 項 目につ いて 調 査 し,集 録 した もの で,毎 年1回 発

行 され る約2,000頁 の 出版 物 で あ る。

わ が 国 は,実 質 的 に は世 界 第 一 位 の船 腹 を 保有 す る海 運 国 で あ り,こ の 日本 船 舶 明 細 書 は,船 舶 の

総 合 ガ イ ドブ ック と して貴 重 な 出版 物 で あ り,1973年 度 版 で は 約9,000隻 の デ ー タが,総 トン数 順

に配 列 され て い る。

組 版 形 態 は,1隻 分 デ ー タが 見 開 き頁 に わ た る複雑 な表 で あ る。

② 電 算写 植 化 され た 理 由,目 的

この 日本 船 舶 明 細 書 の 出 版 が電 算 写 植 に よ って 行 な われ る よ うに な った理 由,目 的 の第 一 は,こ の

本文 が,総 トン数 順 に 配 列 され て お り,新 造,売 買,修 繕 な どで,毎 年 配 列 が変 わ り,し か も1隻 分
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の デ ー タが見 開 き頁 に わ た る表 の た め,置 版(い った ん 組 版 した版 を 保 管 して お き,再 版 の と き使

う。)さ れ ず,毎 年 新 し く組版 され,全 デ ー タに つ い て校 正 が 行 な われ て いた こ と。 しか し実 際 の訂

正 は 全 デ ー タの10%程 度 で あ る の で,組 版 を電 算 写 植 化 す る こ とに よ って,部 分 訂 正 を 行 な い,訂

正 の あ っ た と ころ だ け を 出力 して 校 正す る方式 を と り,校 －ilF.作業 の省 力 化 を計 る こ とで あ る。

第 二 は,部 分 訂 正 す る こ とに よ っ て,全 デ ー タを新 組 す る場 合 よ り,よ りデ ー タの正 確 性 を保 て る

こ とで あ る。

第 三 は,総 トン数 順 の配 列 は,電 算 機 に て処 理 す る こ とに よ り,従 来 行 な わ れ て い た原 稿 の並 べ か

え作 業 を はぶ き,原 稿 を ラ ンダ ムに 入 力 す る こ とで,組 版 作 業 を短 縮 し,発 行 期 日を早 め,新 しい デ

ー タを よ り早 くユ ニ ザ に提 供 す る こ とに あ る
。

第 四 は,組 版 処 理 の結 果 得 られ る船 舶 マス タ ー フ ァ イル よ り,船 腹 統 計 処理 を行 な うこ とで あ る。

第 五 は,さ らに 船 舶 マ ス タ ー フ ァ イ ルの利 用 に よる各 種 の情 報 処 理 サ ー ビスが考 え られ た こ とで あ

る。

第 六 は,目 次,索 引(船 主 所 有 船 表)を 自動 的 に 作成 す る こ とで あ る。

以 上 の い ろ い ろ の 目的 と理Ehの も とに,(社)日 本 海 運 集 会 所 は1971年4月 に,本 出 版 物 を電 算 写

植 化 す る こ とに 決 定 した。

(3)電 算 写 植 処 理 の 経 過

発 行 所(社)日 本海 運 集会 所 の電 算 写 植 化 の決 定 に よ り,入 力 お よび 印 刷 を 担 当 した ㈱ 天 理 時 報 社

組 版 処 理 を 担 当 した ㈱ 日本 コ ンブ(日 本 活 字 ㈱ が 協力),ソ フ トウ ェ アの 作 成 を 担 当 した ペ テ ィ㈱

(当時 は 東 洋 イ ンキ製 造 ㈱PETY事 業 部)の 各 社 の 協 力 に よ り,電 算 写 植 に よ って 最 初 に組 版 され

た の が1972年 度 版 日本船 舶 明細 書 で あ る。

翌,昭 和47年 に,2回 目の組 版 処 理 を す るに あ た り,わ が 国 保有 船 腹 の 詳 細 を,的 確,迅 速 に 把

握す るた め の統 計 用 資 料 と して,日 本船 舶 明細 書 の デ ー タを 使 用 す る こ とが,運 輸 省 な らび に(社)

日本船 主 協会 とで 決 定 され たら

そ の た め デ ー タの正 確 性 を期 す べ く,明 細 書 記 載 の船 舶 につ いて,運 輸 省 の 協力 を 得 て,船 舶 原 簿

との照 合 が行 なわ れ た 。

か くて よ りデ ー タの 正 し くな っ た1973年 度 版 で は,本 文 と索 引 で あ る船 主 所 有 船 表(表6.7.2)

が電 算 写 植 に て組 版 され,組 版 処 理 の結 果 得 られ た 船 舶 マ ス タ ー フ ァ イル よ り,わ が 国 で 初 め て の 電

算 機 に よ る船 腹 統 計 処 理 が,(社)日 本 船 主 協会 に て 実 施 され,昨 年11月 に 表6.7.3に そ の 一 部 を 示

す 日本 商 船 船 腹 統 計 の 第1号 が刊 行 され た。

1974年 度 版 に つ い て は,現 在計 画 が 進 行 中 で あ る。

(・1)シ ス テ ム概 要

シス テ ムは,4つ の サ ブ シス テ ム よ り構 成 され,図6.7.1に そ の フt・一 を示 す 。

1.イ ン プ ッ トデ ー タ収 集 シス テ ム

2.マ ス タ ー フ ァ イ ル作成 シス テ ム

3.写 植 シス テ ム
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,

日 本 海 運 集 会 所 編 纂
『日 本 船 舶 明 細 書 』 用 船 舶 明 細 記 入 用 紙(新 造船 及び購 入船) No.

1

英文船名(計 造年次}(船 積)

(前名)

船 名

船 主船舶番号

〔英 文} .

2

甲 板 数

、航行区域

信号符字

船 籍 港

3

起工

進水

竣工

4

総 ト ン数

5

載貨重量

(夏期)
英 ト ン
キロ トン

6

燃料消費R

航 海〔い
碇 泊

7

(速力)

(k/n)
満 載

8
寸法(m}

全 長

登 録 長

垂線間艮

型 幅

型 深

9

'口均

吃 水

〔m)

満 載

10

タ ン ク

7レ ソンユ ・

ウ寸ター《``・

ウ ォ タ≡ ・

バラ スト{t)

カ ー ブ ・

デ↓-7(剛

11

旅 客

12

ほ貨[

!3

⑰ 等法 、。吸 ぷ

14

荷 役 装 置

15

船 体 製 造 者
船 型

建 造 番 号

16

主 抱 型 道 者

主 機 製 造 年・月

17

無線装 置

途{、漕 〔W)

18

1汽 罐¶式・IE力〔kg/(.mい数

2発 電 機 の 種 類 ・容 量

3航 海 機 器 ・特 殊 装 置

4運 航 者 ・運 航 形 態

デ リ ・!ク

ウ イ ン チ

純 ト ン数

,...・ ・

ハ ッ チ

カバ ー

の覆 類

受 信 機最 高
..

航続距離

(M}

L.A'－A',,

乗u {油1タ ン ク別 容 積mい

貨油 ポンプ型式 能 力
(m'/hl及 び救

主貨油連結管1=】径∫吋,

次 期 検 査 年 月

中 ・{ほ
定 期

型 式 権 類

連 続 最 大 出 力
船級

載貨容積

〔mり
ベ ー ル

グレーン

種 類 別

燃料収容量

〔t)

満載排水量

(t}

一ーー－A⌒ 一.

軽 荷 船舶電話

.一・・一.

船首 薮・一,・ ・一

船底構造

記

載

例

↑anaka⑳ 撒

(吉田丸)

田 中 丸

99423山 田 海 運
YamadaKaiun

3層

遠 洋

JXYZ

東 京

72.1
72.4

72.6

9,203.45

5,274.36

11,495.31

11,676.ε5

171604.60

18,975.47

⑱206〒82

⑲465

⑥28

㊧{⑬1:;
15.7 151.25

143.12

140.00

19.40

12.20

8.77
F.W.64

W.B.63W

C.D、14困

11 無
LA・ ・.

753x450

1268×700

1040×700

880×700

1280×700

880×700

電 動
山 里 重 工
三 島 型
SNo,1234

-.

山 里 重 工

1965年9月

短1kW

中短500W

1乾 燃 室1エ1`E10kg×2

2AC450va340kW×2

3回 回 囲固 目圃

4山 田汽船 定

18.2

・.

賃
デ6×1020×2

ウ3×105×2

」

短16球
t乏中8球
全13球

「一一、-一 字一.

◎13

⑧35

①72年10月中

②71年m月

足74年10月

SgZW75/150

D12000PS

A285.1

B

C1523.5

計1808.6

3」5NK

LR 18,340.00

一

12000

,,

全部 二重底

.一 一.'・.

6
.w-一.A-.-■

31-1234

年 月
.

L,T. ⑭

㊨⑫
全 FW. 主 機 駆 動 ・電 動 ・

電 動 油[E・ 内 燃

機 駆 動 ・ 汽 動

SNo.

.

19年 月

「

登年 月
.

K,T. WB. 一ー一.一 一

〕‥・.一..

垂
年 月

.

,

B

.・

A

B

C

計

.一一.一 －A.

⑳

・.吟手

中 ① 年 月

② 年 月

定 年 月 .

C,D.
巾

L'一 ーー－W---

・

G
⑧深

一

船 主 名 〔英文名又はローマ学田)

,

郵便番号 住 所 電 話

購 入 先

氏 名 住 所 電 話

運

航

形

態

自 営

i

:

1・

定期傭船先

裸傭船 先
共有船の相手方

1

郵便番号 住 所 電 話

購 入 年 月
運航委託先 ・

外航スクラ・1プ アンド ビル ド船 有 無 年 度
.・ 「「

内航登枯船 許可番号'

|

お願い:ご 多用の ところ恐縮 なが らご記 入の上は同封返信用封 筒にて 迄に当所に必着す るよう.':返送方 お願い します。

表6.:7.lEl本 船船 蛸細 書記 載例

社 団
法 人

日 本 海 運 集 会所 婬

、



)N(69

数ント総名船

3　

01

30

⑳

澗

21

1ー

ト

32

田

μ

初

旬

47

臼

12

88

21

内

59

57

Φ

田

田

66

冊

刷

珊

四

棚

矧

11

砺

田

醐

肥

四

品

ぴ

ω

m

口

触

仇

旺

H

ぴ

田

聡

1

1

3

50

橋

3

0

区

1

古

7

7

15

争

新盤

㈱

㈱

…鷲
蝋

難

‥蕊

㌶
……謬

千

津

天

瀬

本

●

第

第

第

第

あ

若

あ

厚

木

●

第

六

●

し

え

日

日

目
【

2-8211

千 代 田3-12

3-1911『

港 区 新 橋7大 和 銀行 新 橋 ピル

重 量 トン 数 真 数

983.3193

1,181.6194

193459

133542

2,490.9

N2750

-249

300302

306303

304304

135.85498

126.64519

121.34541

、50745

1,343.83

N2760

653.7220

N2765

3,264,4581

3,17281

6,436、45

数頁数ント貴重数ント総名船
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リ

ア

ら

ヨ

　

　
ぴ

ら

　

　

　

　

フ

　

ユ

　

ヨ

む

ワ
ロ

59

59

65

鮎

78

86

2

3

3

5

5

7

7

8

9

9

87

11
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表6.7.2船 主 所 有船 表(索 引の一 部)

1.船 穂 ‖男 構 成

艦 船 腹 量 う ち 内 航 登 録 船
船 種 別

鰍1 総 トン 1鑓 ト・ 構成比 隻数 総 トン 重 量 トン

油 送 船 ① 1,978 12,527,786 23,081,580 43.7 1,439 691,406 1,288,565
,

油/乾 貨 物 兼 用 船 ② ～⑤ 34 1,881,518 3,246,844 6.1, 1 497 1,083

オ ア ・バ ル クキャ11ア ⑥ ～⑬ 295 6,068,629 10,331,814 19.5 69 12L653 217,396

木 材 専 用 船 ⑭～⑯ 211 1,743,156 .2,520,283 4.8 16 16,945 32,260

カー ・バ ル クキャ リア ⑰ ～⑱ 143 1,097,676 1,530,690 2.9 55 52,115 39,978

そ の 他 専 用 船 ⑲ ～⑳ 640 789,290 1,171,304 2.2 299 200,473 339,259

化 学 薬 品 船 ⑳ 313 147,137 222,901 0.4
'246

100,049 150,571

液 化 ガ ス 船 ⑳ 112 478,081 541,255 1.0 79 55,889 46,647

フ ル コ ン テ ナ 船 ⑳ 28 642,003 572,837 1.1 2 27,009 26,759

一 般 貨 物 船 ⑳ 3,396 5,849,682 9,297,793 17.6 2,011 872,741 1,669,443

旅 客 船 ⑳～⑳ 583 570,803 201,580 0.4 17 10,263 3,816

そ の 他 特 殊 船 ⑳ 457 95,361 14,440 0.0 72 13,828 586

不 明 48 129,138 130,590 0.2 17 5β69 9,973

合 計 8,238 32,020,260 52,863,911 100.0 4,323 2,168,237 .3,826,336

(注)① 船種別欄の数字は下表基礎分類船穂の躯合を示すもので.2,3,4,5.6表 のいずれも同じ。②構成比t±P匝mト ンによる。

表6.7.3日 本商 船 船腹統 計例((社)'日 本船 主協 会発 行1972年 度版 よ り)
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4.統 計 シス テ ム

ア.イ ンプ ッ トデ ー タ収 集 シ ス テ ム

シ ステ ムに と っ て,良 質 の デ ー タ を短 時 日に 収 集 す る こ とは,最 も大 切 な要 件 で あ る。 本 事 例 で

は,(社)目 木海 運 集 会 所 に お い て,表6.7.1に 示 す よ うに,既 に集 録 され た船 舶 に つ い て は,前 年

度 の デ ー タを 台 紙 に貼 りつ け,約6,000社 の船 主 に送 付 し,補 正 デ ー クの 記 入 返 送 を も とめ る。 新 造

船,購 入船 につ い て は,同 じ様 式 で,記 載 例 を つ け た ア ン ケー ト用 紙 を 送 付 し,船 主 よ りの デ ー タを

入 手す る と ともに,各 造船 所 か ら も デ ー タを 入 手 して,チ ェ ッ クす る方 式 を と られ て い る。 船 主 の中

に は一・隻船 主 で,し か も家 族 ぐる み で 船 上 生 活 を して い る場 合 が あ り,デ ー タの 収 集 は 困 難 を きわ

め,あ る時 点 を 限 って,全 国 に ち らば って い る船 主 に対 し直 接 電 話 を か け た り,訪 問 した りして デ ー

タの収 集 に あた る とい う努 力 が は らわ れ た。

船 舶 統 計 処 理 に か ら ん で,船 舶 原 簿 との 照 合 が行 な わ れ た こ とは,こ の点 で 大 き な力 とな っ て い

る。

イ,マ ス タ ー フ ァイ ル作 成 シ ス テ ム

(社)日 本 海 運 集 会所 に て 収 集 され た デ ー タは,入 力 を担 当 した ㈱ 天 理 時 報 社 に て,出 力制 御 用 の フ

ァ ン ク シ ョ ン コー ドの チ ェ ッ クが 行 なわ れ,FACOM6801A漢 字 入 力 キ ー ボ ー ドに よ って パ ンチ さ

れ る。 パ ンチ され た 原 稿 テ ー プは,㈱ 目木 コ ンブで 入力 処 理 され,船 舶 マ ス タ ー フ ァ イ・レが作 成 され

る。

つ い で 校IE用 ゲ ラ作 成 の た め に,FACOM270-20に て ゲ ラ用 に 出 力 処 理 が され,FACOM

6531写 植 シス テ ムに,そ の 出力 テ ー プを か け る こ とに よ り,棒 組 形 式 の ゲ ラ用 フ.fル ムが 得 られ る。

マ ス タ ー フ ァイ ルは ,図6,7.2に 示 す よ うに,1隻 分 の レ コー ドは 区 切Aの フ ァン クシ ョン コー ド

で 区別 され,レ コ ー ド識 別 用 に 入 力 順 に レ コー ド番号 が割 当 て られ る。 レ コ ー ドを構 成 す る18コ の

大 項 目,52コ の 中 項 目,125コ の 小項 目は,各 々の レベ ル ご とに 区 切B,区 切C,区 切Dの フ ァ ン

ク シ ョ ン コー ドで 区別 され て い る。 大 項 目は,1レ コー ド中 必 ず18コ あ るが,中 項 目,小 項 目は 大

項 目ご とに 異 な って い る。

入 力 時 に は,明 朝,ゴ シ ッ クの 書 体 の 切 り替 え,ポ イ ン トサ イ ズの 指 定,出 力 位 置 の指 定 な どは 行

なわ ず,す べ て プ ロ グ ラム で処 理 す る こ と と し,フ ァ ン クシ ョン コ ー ドと して は,組 版 制 御 用 に 最 小

限 必 要 な もの と,レ コー ドお よび 各 項 目を 区 切 る フ ァ ン クシ ョン コ ー ドの み を 入 力 した。

直 しは,小 項 目単 位 に処 理 で き る。 校 正 用 ゲ ラは,本 文 の 表 組形 式 で な く,棒 組 出 力 と し,直 し指

示 の た め に,レ コー ド識 別 番 号,大 項 目番 号,お よび入 力 した 各種 の フ ァ ン クシ ョン コー ドは,コ ー

ド変 換 を してす べ て ゲ ラに 出力 し,文 字 と フ ァ ン ク シ ョンを 同 時 に チ ェ ッ クす る方 式 を と った 。

この方 式 では,文 字 校 正 は 割 合 に 容 易 で あ るが,フ ァン クシ ョン コ ー ドに よる組 版 制 御 の 規 則 を 習

得 す るの に若 干 の 時 間 を 要 した 。 しか し,本 事例 の よ う,量 が ま とま って い る場 合 に は,規 則 を よ り

か ん た ん に し,出 力 形 式 を よ く検 討 す れ ば,複 雑 な表 組 の 場 合 で も,運 用 可能 と考 え られ る。

校正 済 ゲラ よ り,一 度 直 し指 示 の コ ーデ ィ ン グが,㈱ 天理 時報 社 で 行 な われ た。 それ はや は りフ ァ

ン ク シ ョンの 入 力 エ ラ ー防 止 の た め で あ るe作 成 され た 直 しテ ー プ に よ り、FACOM270-20に て
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マ ス タ ー フ ァイ ルが 修 正 され る が,直 し処 理 の結 果 は,直 しが行 な わ れ た部 分 のみ を 出 力 して ,校 正

作 業 の 合 理化 を 計 った 。 この 部 分 出 力 は,効 果 が あ り,電 算 写 植 の メ リッ トと して,十 分 そ の 目的 を

達 して い る。
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図6.7.2マ スターファイル レイアウ ト

ウ.写 植 シス テ ム

作 成 され た マ ス タ ー フ ァ イ ルは,本 文 出力 用 に は 総 トン数 順 に 分 類 され,組 版 処 理 に まわ され る。

組 版処 理 は,レ コー ドが見 開 き頁 に わ た り,し か もか な り複雑 では あ る が,同 一 形 式 で あ るの で 専 用

プ ログ ラ ムで処 理 され た。

専用 プ ロ グ ラム開 発 の段 階 で,表 組 と して の標 準 化 が(社)日 本 海 運 集 会 所 の協 力 に よ って な され,

処 理 の統 一 化 が 行 な わ れ た。 標 準 化 され な くては,専 用 とは い え プ ロ グ ラ ム化 は 困難 で あ り,こ の 標

準 化 が棒 組 出力 ゲ ラに よ る校 正 処 理 と と もに,電 算 写 植化 を成 功 させ た要 因 の 一 つ とな って い る。

索 引 出力 用 には,マ ス タ ー フ ァイ ル よ り船 主 所 有 船 表 作成 に必 要 な項 目を 抽 出 し,分 類 し,こ れ も

専 用 プ ロ グ ラムに て処 理 され,表6.7.2に 示 す 船 主 所 有船 表 が作 成 され た。

電 算写 植 に よる索 引 の 自動 作 成 は,原 稿 の作 成 が 不 要 とな る ばか りで な く,内 容 も正 し く,電 算 写

植 の 効果 的 利 用 方 法 で あ る。

写 植 出力 は,FACOM6531写 植 シ ス テ ムに よ り逆 ポ ジの 印字 フ ィル ムが 出 力 され,罫 線 は 全 員

同一形 式 のた め マス キ ン グす る こ と と し,オ フセ ッ ト製版 時 に処 理 され た。

エ .統 計 シス テ ム

統 計用 と して必 要 な項 目 が,マ ス タ ー フ ァ イ ル よ り抽 出 され,コ ー ド変 換 処 理 され た フ ァ イ ル よ

り,そ れ ぞれ 隻 数,総 トン数,重 量 トン数 な どの統 計 処 理 が(社)日 本 船 主 協 会 に て行 なわ れ た 。
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総 計処 理 を行 な うに あ た って,運 輸 省 の船 舶 原 簿 との 照 合 が 行 な われ た が,さ ら に統 計 用 と して 必

要 な デ ー タを付 加 す る 作 業 が,一 般 の 直 し処 理 と同 時 に行 な わ れ た。 そ の た め マ ス ・タ ー フ ァ イル に

は,本 文 出 力 以 外 の 統 計 用 だ け の項 目が存 在 してお り,ゲ ラ出 力 時 に は これ ら もす べ て 出力 して 直 し

が 行 な え る シ ス テ ム とな って い る。

船 腹 統計 と して は,11種 類 の統 計 表 が 作 成 され,今 後 も必 要 に応 じて,新 しい統 計 表 が 作 成 され

る こ とに な ろ う。 〆

(5)シ ス テ ムの 評 価

本 事 例 を 成功 させ るに 最 も大 きな 力 とな った のは,発 行 所 の(社)日 本 海 運 集 会 所 を は じめ,関 係

各 社 の 絶 大 な協 力 が 得 られ た こ とで あ り,電 算 写 植 シス テ ムの 実 用 化 に対 し,一 つ の方 向 が示 され た

もの と考 え られ る。

シ ス テ ムの 開 発 は,専 用 組 版 プ ログ ラ ムの 開発 に加 え て,シ ス テ ムの 発 展,運 用性 の改 良 な ど に よ

り,当 初 の 計 画 を 上 まわ る開 発工 数 を要 した が,ソ フ トウ ェアの 開 発 に よ り,電 算写 植 化 の初 期 目的

は,逐 次 は た され て きた 。

組 版 制 御 用 の フ ァ ン ク シ ョ ン コー ドの 入 力 エ ラー の防 止 のた め,直 し指 示 で は,コ ー デ ィ ン グす る

方 式 を と った が,直 接 入 力 す る方 法 の 検討 を要 す る。

ラ ス タ ー フ ァ イ ル と しては,ほ ぼ 完 成 され て お り,船 腹 統 計 以 外 の 多 角 的 利 用 の 検 討 段 階 に あ り,

新 しい 展 開 が 期 待 され る。

(6)む す び,

日本 船 舶 明 細 書 の 処 理 は,電 算 写 植 の 応 用 と して は,多 くの新 しい試 み が な され,そ れ が 関係 各 社

の 一 致 協 力 に て 処 理 され,成 功 に 結 び つ い た事 例 で あ り,関 係 各 社 に 対 し心 か ら敬意 を表 す る次 第 で

あ る。

しか し,シ ス テ ムは これ で 完 成 した わ け で は な く,さ らに よ り一・層 の検 討 を 加 え,よ りす ぐれ た漢

字 情報 処理 と して 発 展 す る こ とが 期 待 され て い る。
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6.8新 聞 業界 に お け る 日本 語 情 報処 理

6.8.1沿 岸

15世 紀 の 中 頃 ドイ ツ人 グ ー テ ンベ ル グに よ り,鉛 合 金 の活 字 を並 べ て版 を作 り,紙 に 印刷 す る活 版

印刷 の方 式 が 完成 され た と い わ れ る。 この活 版 印刷 シ ステ ムは,そ れ以 来約500年 を 経 た 今 日 で も,

基 本 的 に は ほ とん ど変 わ ら ず,あ らゆ る文 字 印刷 物 の基 礎 とな って いる。

この よ うに 長 い 間,活 版 印 刷 シ ス テ ムが 印 刷方 式 と して 存続 して きた大 きな理 由 の一 つ と して,人

手 と活 字 によ る組 版 が,字 の差 し替 え,摘 入,版 の組 み あげ,組 み か え な どに対 して,非 常 に融 通 性

に富 んで い る こ とが あ げ ら れ る。 この活 版 印刷 の メ リッ トは,時 間 の制 約 の な かで 最新 の ニ ュー スを

描入 す る機動 性,多 彩 な レ イア ウ トな ど新 聞 業 界 に お け る要 求 に対 して も,大 量 の 人手 作 業 に支 え ら

れ て,そ れ に こた え て き た。

しか し,今 日,社 会 環 境 の変 化 と と もに,大 量 の人 手 作 業 と鉛 を主 体 と した活 版 印 刷 シス テ ムは問

題 とな り は じめ て きた 。 す な わ ち,

① 若 年 労 働 力 の不 足 に よ り,こ の よ うな 経験 と カ ンに頼 る作 業 にお け る熟 練 作 業 者 の 養成 や確 保

が 困 難 とな って き た こ と ・

② 高 熱,騒 音,重 量 作 業,鉛 毒 で代 表 され る作 業 環 境 の問 題

③ 情 報 化 社会 に呼 応 して,年 々 増大 し複 雑 多 様化 す る情報 の迅 速 な処 理 と多面 利 用 の要 請 に対

して,活 版 印 刷 シス テ ムは そ の 限 界 に あ る こ と

な ど,一 言 に して いえ ば,経 営 近代 化 に対 処 で き な くな っ て きて い る こ とで あ る。

新 聞製 作 工 程 の 場 合,そ の あ る部 分 は戦 後 急 速 に機 械 化 が行 な わ れ て きた。1960年 代 の初 めに 確立

され た,漢 字 テ レ タイ プ と キ ャ ス ター(自 動 活 字 鋳 造機)に よ る,本 社 と本 社 間,本 社 と地 方 支 局 間

の ニ ュー ス の送 受 信 と 自動 活 字 鋳 造 の一 貫 した シス テ ムな どは その代 表 例 で あ る。 しか し新 聞 に と っ

て重要 な編 集 あ る い は組 版 の 部 分 は,活 字 に よ る工 芸 的性 格 の ため,ほ とん ど手 つ か ず の ま まで い る

のが 現状 で あ る。

この よ うな問 題 を抱 え た 新 聞 ・印 刷 業 界 に お い て,最 近CTS(ColdTypeSystem,あ る い は,

ComputerizedTypesettingSystem,以 下CTSと い う)が 脚 光 をあ び て い る。 その 大 きな理 由 と し

て は,全 自動 写 真 植 字 装 置 の登 場 に よ ρ,こ れ ま で大 量 の人 手 を要 して い た.漢 字 カ ナ ま じりの文 章

の編 集 ・組 版 な ど の処 理,お よ び商 品 と して使 え る品 質 の版 の 作 成 を,コ ン ピュー タで 行 な う こ とが

可 能 とな った こ と。 これ に伴 い,騒 音,高 熱,重 量 作 業,汚 れ な ど鉛 に つ き もの の欠 点 を除 去 し,快

適 な作 業 を 行 な え る職 場 環 境 へ整 備 で き る こ と。 さ らに は,コ ン ピ ュー タの導 入 に よ り,将 来 、複 雑

多様 化 す る一 方 の情 報 の 蓄 積 ・加 工 ・多 面 利 用 へ の可 能 性 が開 けて くる こと な どが あ げ られ る。

この よ う に,多 く の 問 題 を抱 え て 大 き く変 革 しよ う と してい る新 聞印 刷業 界 に対 して,そ の解 決 の

手段 と して開 発 され た の が,自 動 編 集 組 版 シス テ ム(JapanesePublishingSystem,以 下JPSと い

う)で あ る。JPSは,CTSの 実 現 に 対話 形 式 を と り入 れ た トー タル ・シス テムで あ'り,編 集 と製 作 に

コ ンピ ュー タを本 格 的 に利 用 し,原 稿 を・コ ン ピ ュー タに 入力 して,校 閲,レ イ ア ウ トを 行 な い,写 真
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植 字 装置 で印 刷 用 フ ィ ル ム を 出力 す るま で の作 業 を,オ ンライ ン ・システ ムで一 貫.同 時並 行 処 理 す

る シス テ ムで あ る 。

6.8.2現 在 の 新 聞 製 作 工 程

図6.8.1は,現 在 の新 聞製 作 工 程 の例 を示 す仕事 の流 れ 図で あ る。 以下 に その概 略 を 説 明 す る。
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新 聞 の紙 面 に載 せ られ る記 事 は,そ の ほ とん どが記 者 によ る取 材 か.通 信 社 か らの提供 によ って作

られ る。 これ らの 記 事 は,一 度 出稿 部 門 に集 め られ,そ こで内 容 の重 要 性 が チ ェ ッ クされ,あ る程 度

取捨 選 択 が 行 な わ れ る。

出稿 され た記 事 は,'漢 字 テ レ タ イ プに よ り紙 テ ー プに せん孔 され,必 要 に応 じて他 本 社 に も送 られ

る。一 方,支 局,支 社,他 本 社 で 取 材 され た記 事 が,や は り紙 テー プに変換 され て送 られ て くる場 合

も ある。 この よ う に,記 事 を紙 テ ー プ に変 換 す る こ とに よ り,漢 字 カ ナま じりの 文章 が電 気 信 号 の 形

で処理 され,通 信 回 線 を介 して 遠 隔 地 へ 記 事 を送 る こ とや,キ ャ ス タ ー(自 動 活 字鋳 造 機)に よ る活
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字 の製 作,そ して記 事 の プ リ ン ト(モ ニ タ ・プ リン ト)な ど一 連 の作 業 が同 時 に進 め られ る。 モ ニ タ

・プ リン トは ,す ぐ原 稿 と読 み合 わ され(校 閲),紙 テー プせん 孔 時 の誤 り,出 稿上 の誤 り が モ ニ タ

・プ リ ン ト上 に記 入 され て ,整 理 ・編 集部 門 に ま わ され る。

整 理 ・編 集 部 門 で は,ペ ー ジ内 の記 事 量 を考 え なが ら,記 事 の扱 い方 を検討 し,適 切 な 「見 出 し」

を つ けた り,一 部 を箱 形 な ど に小 組 み す るよ うに指 示 した り,締 切 時 間 の ギ リギ リまで レ イア ウ トの

検 討 が行 な われ る。

整理 ・編 集 は,新 聞 製 作 工 程 の 中 で,も っと も重 要,か つ複 雑 で手 間 の か か る作業 で あ る。 校 閲 に

よ り記 事 の モ ニ タ ・プ リ ン ト上 に 訂 正 が な され る上,編 集 担当 の指 示 に よ り,す で に作 られ た活字 を

新 たに組 み 直 した り,ま た そ の結 果 の検 証 を行 な った りす る。 活 字 の 直 しに して も,小 組 み に し て

も,鉛 でで きて い る活 字 を配 列 す る作 業 に は,禁 則処 理 と呼ば れ る作業 上 の定 石 な ど,多 くの規 則 が

あ り,か な りの熟 練 を 要 す る。1ペ ー ジ大 の 組 み(大 組)が 行 なわ れ る段 階 で,写 真 、広 告 が組 み合

わ され,さ らに,そ の 組 み 版 上 に イ ンクが っ け られ,数 紋 の コ ピー(ゲ ラ刷 り)が 最 終 校 閲 用 と して

作 成 され る。活 字 が 人 手 に よ って動 か され る都 度,誤 字,誤 植 を防 ぐた め校 閲 作 業 が 並 行 実 施 さ れ

る。

1ペ ー ジに仕 上 げ られ た 組 み 版 か ら 「紙 型 」 を と り,そ の紙 型 に 溶解 した鉛 が 流 し こまれ て半 円筒

上 の輪 転 印刷 用 鉛 版 が作 られ る。

この よ うに して刷 られ た い くっ もの 鉛版 が ,新 聞 社 特 有 の高 速 輪転 印 刷 機 に装 着 さ れ,新 聞 が作 ら

れ て い く。

6.8.3シ ス テ ム の 特 徴

JPSの シス テ ムの お もな 特 徴 と して,次 の よ うな点 を あ げる こと がで き る。

・コー ル ド ・タイ プ ・ シ ス テ ム

・オ ン ライ ンに よ る一 貫 ・同 時 並 行 処 理 シ ス テム

・対話 形 式 の シス テ ム

・柔軟 性 の あ る シス テ ム

6.8.1沿 革 で述 べ た ご と く,新 聞 印 刷 業 界 に お いて,鉛 活字 を 用 いな い で すむ 、 コ ン ピ ュ ー タ と写

真 植字 装 置 に よ るCTSの 実 現 は,求 人 難 へ の対 処,職 場環 境 の整 備,経 営近 代 化 な ど に対 す る解 決 を

与 え る もので あ る6

オ ン ライ ンに よ る一 貫 ・同時 並 行 処 理 とは,原 稿 を コ ンビュー タへ入 力 して か ら以 降 、校 閲,レ イ

ア ウ トを行 な い,写 真 植字 装 置 へ 最 終 の 印刷 用 フ ィル ム と して 出力 す る まで の一 連 の作 業 を,た とえ

ば,工 程 の中 間 結 果 の 出 力,校 閲,訂 正 デ ー タの紙 テ ープへ の せん 孔,再 入 力 な どの手 作業 を な く し

て,コ ン ピュ ー タ内 部 で す べ て処 理 す る こ とで あ る。 これ は,人 手 の介 在 に よ り生 ず る誤 り,作 業 の

繁 雑 、非 能 率 化 を で き るだ け少 な くす る こ とを可 能 にす る。

この一 貫 ・同 時 並行 処 理 を実 現 す る た め に は,コ ン ピュー タ と人 間 が 互 い に対 話 し.なが ら作 業 を進

め る ことが必 要 で あ る。 す な わ ち,新 聞 を製 作 す る には,大 き く分 け て,次 の よ うな作 業工 程 が考 え

られ る。
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・記 事 自体 の 価 値 判 断 とそ の取 り扱 い に関 す る指 示

・誤 りの な い文 章 の作 成

・紙 面 の割 付 け ,お よ び定 め られ た規 則 に したが って文章 を流 して い くコ ンポ ジ シ ョ ン

・高 品 質 な原 版 の 作 成

これ らの作 業 工 程 の一 つ一 つ は,本 質 的 に"は,す べ て人 間 が直 接 手 を くだ し,作 業 進 行上 の仲 介 者

とな って い くもの で あ る が,次 の よ うな作 業 は,人 間 の指示 さえ あれ ば,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムが

処 理 で き る作 業 で あ る。

・文 章 と い う デ ー タ ・ス ト リー ム に対 す る更 新/追 加

・指 定 され た 区域 に文 字 ,カ ッ ト等,ま ち ま ちな大 きさを持 っ た要素 を,定 め られ た規 則 に した が

って 配 列 して い くこ と

・最終 結 果 を 印刷 原 版 上 に 出力 す る こ と

JPSは,こ れ らの作 業 を 処理 す る ソ フ トウ ェア と,人 間 か らの指 示 入 力,お よ び各 種 の情 報 処 理 装

置 を統 合 して構 成 され た シス テ ム で あ り,人 間 と コ ン ピュー タが,そ れぞ れ の役 割 を分 担 して,対 話

形 式 に よ り作 業 を進 め て い く シ ス テ ムを実 現 して い る。 ことに,編 集,組 版 は,新 聞 製 作 の うえ で,

最 も重 要 か っ,複 雑 な作 業 で あ り,こ の部 分 に デ ィス プ レイ装 置 を用 い た対 話 形 式 に よ り,コ ン ピ

ュ ー タを本 格 的 に使 って い るの がJPSで あ る。

最 後 に柔 軟 性 あ る シ ス テ ム につ い て は ・新 聞 製 作 工程 は ・大 ま か に は各社 同 じで あ る と い え る が,

実 際 に は,細 部 に お い て各 社 それ ぞ れ異 な って い る のが実 情 で あ る。 その ため,シ ス テ ム と して は,

基 本 的 な部 分 に付 加 して,そ れ ぞ れ各 社 の工 程 の特 徴 を盛 り こむ ことの で き る柔 軟 な シス テ ムで あ る

こ とが望 ま しい。JPSの ソ フ トウ ェ アで は,100以 上 の パ ラメー タに よ り,禁 則処 理 の 方 法 と該 当 文

字,命 令 の 形 式,レ イ ア ウ トに お け る紙 面 構 成 要 素 の基 本 的 な性 質,あ る いは,デ ー タ ・フ ァ イ ルの

構 成 配 置 の 方 法 な どを,使 用 者 側 で 指 定 で き るの で,非 常 に柔 軟 な機能 を持 って い る とい え る。 さ ら

に,新 聞 製作 シス テ ム は当 然 の こ と なが ら,漢 字 を扱 うこ とを前 提 と して い るの で,漢 字 の多 様 性 に

起 因 す る,文 字 の 数,外 字 の処 理,字 体,文 字 サ イ ズ,文 字 の デ ザ イ ン,文 字 コー ドな どの 問題 に対

処 で き る こ とが必 要 で あ る。JPSで は,こ の た め,文 字 を デ ィ ジタル ・デ ー タと して保 有 し,文 字 の

生 成,追 加,削 除,文 字 コ ー ドと文 字 の デ ィ ジ タ ル ・デ ー タとの 関係 な どを,ソ フ トウ ェ アで制 御 す

る こ とに よ り,上 記 に対 す る 自由 度 を提 供 して い る。

6.8.4シ ステ ム の 概要

(DJPSの 主 要 端 末 装 置

JPSを 構 成 す る端 末 装 置 の う ちお もな もの は次 の とお りで あ る。

ア.IBM4280映 像 発 生 装 置/IBM4510映 像 表 示 装 置

」PSで 校 閲用,レ イ ア ウ ト用 に使 用 され るの がIBM4510映 像 表 示装 置(以 下DTVと い う)で,IBM

4280映 像 発 生 装 置 に接 続 さ れ て働 く。4280映 像 発 生 装置 は,16×16の ドッ ド・マ トリ ック ス ・パ タ ー

ンで表 わ され た4 ,096の 文 字 イ メ ー ジを収 容 し,ま た内 蔵 した2台 の固 定 ヘ ッ ド・デ ィス ク に 画 面 を

構 成 す る デー タを蓄 え る。 な お4280映 像 発 生 装 置 に は14台 まで の4510DTVが 接続 可 能 で あ る。
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L

写 真6・8・11BM-4510映 像 表 示 装 置

4510DTVは,21イ ン チ のCRTを 使 用 し,1画 面 に2,916文 字 の 表 示 が 可 能 で あ る 。 ま た,英 数 字

キ ー ボ ー ド,32キ ー の プ ロ グ ラ ム ・ フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー ボ ー ド、8箇 の ト グ ル ・ ス イ ッ チ を 持 ち,

さ ら に 漢 字 キ ー ボ ー ドの 接 続 も可 能 で あ る 。DTVに は,ラ イ ト ・ペ ン の か わ り に ジ ョ イ ・ ス テ ィ ク

と い う操 作 レ バ ー が あ り,こ の 操 作 に よ り,画 面 上 の カ ー ソ ル を あ や つ り,位 置 の 指 定 を 行 な う。

写 真6・8・21BM-2740タ イプ ラ イ タ通 信 装 置2型

イ.IBM2740タ イ プ ラ イ タ ー 通 信 装 置 一2型

JPSで4510DTVと 同 様 に レ イ ア ウ ト用 と し て 使 用 さ れ る 。

ウ.IBM2680写 真 植 字 装 置

最 終 出 力 を フ ィ ル ム ま た は 感 光 紙 上 に 印 字 す る た め の 装 置 で あ る 。2680で 使 用 さ れ る漢 字 ・か な 文

字 は,デ ィ ジ タ ル ・デ ー タ と し て,フ ォ ン ト ・ フ ァ イ ル あ る い は コ ア に 蓄 え ら れ て い る 。 こ れ ら の 文

一204一



字 イ メー ジは,必 要 の 都 度CRT上 に組 み あ げ られ.レ ンズを通 して フ ィル ム上 に印 字 され る。

写 真6・8・31BM-2680写 真 植 字 装 置

2680写 真 植 字 装 置 の 機 能 は 次 の と お り で あ る。

・印 字 ス ピ ー ド:英 文8ポ2 ,250字/秒

・印 字 文 字 の 大 き さ:1回 の 出 力 で4～18ポ ,2回 以 上 の 分 割 出 力 で1イ ンチ 以 上 も可 能

・印 字 文 字 の 形 態:自 由

・収 容 文 字 数 .:外 部 記 憶 装 置 の 容 量 に よ る 。

・印 字 方 法:CRT上 に 表 示 し た も の を 行 印 字

・使 用 感 材:フ ィ ル ム ・印 画 紙(ロ ー ル 状)で9 .44イ ンチ 幅

・印 字 密 度:800ス キ ャ ン ・ ラ イ ン/イ ン チ

図6.8.2はJPSの ハ ー ド ウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す もの で あ る 。

{2)JPSの ソ フ ト ウ ェ ア

JPSの ソ フ トウ ェ ア は 大 き く わ け て 、 オ ン ラ イ ンで 使 用 す る プ ロ グ ラ ム(JPS/On-LineSystem,

以 下JPS/OLSと い う)と オ フ ラ イ ン で 使 用 す る プ ロ グ ラ ム が あ る 。JPS/OLSはDOS(DiskOper・

atingSystem)の も と で 働 き,約750の プ ロ グ ラ ム ・モ ジ ュ ー ル,約10万 ス テ ップ か ら な っ て い る 。

最 も大 き な 特 徴 は,シ ス テ ム の 特 徴 の と こ ろ で 述 べ た とお り,汎 用 性 の あ る シ ス テ ム に して あ る こ と

で あ る が,こ の ほ か の 特 徴 と して パ タ ー ン と ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム ・ イ ン タ ー フ ェー スが 挙 げ ら れ る 。

パ タ ー ン と は ,あ る 程 度 決 ま っ た 形 を 持 つ 箱 物 ・見 出 しな ど に 対 し て,単 独 機 能 を 持 つ レ イ ア ウ ト

・ コ マ ン ドを 用 い て ,レ イ ア ウ トを 定 義 す る コ マ ン ド群 を 作 り,こ れ を あ らか じめ カ ー ドに よ り 入 力
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し,フ ァ イ ル(シ ス テ ム ・パ タ ー ン ・ フ ァ イ ル)に 記 憶 した も の を い う。 こ の パ タ ー ン は,レ イ ア ウ

ト時 に!箇 の コ マ ン ドに よ り呼 び 出 さ れ,パ ラ メ ー タ を 与 え る こ と に よ り,箱 物 ・見 出 し な ど を 一 挙

に 作 り あ げ る 。 こ の パ タ ー ン の 使 用 に よ り,コ マ ン ド入 力 ミス を 防 ぎ,作 業 を 簡 略 化 す る こ と が 可 能

で あ る 。

ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス は ,ユ ー ザ に よ り異 な る 記 事 の 入 出 力 な ど を 自 由 に 処 理 す

る た め,ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム をJPS/OLSの 中 に'組 み 込 み,JPSの 他 の プ ロ グ ラ ム と ま っ た く 同 じ よ

うに 働 か せ る こ と を 可 能 に す る 。

JPS/OLSは 次 の よ う な サ ブ シ ス テ ム か ら 構 成 さ れ る。

・ タ ー ミナ ル ・ サ ブ シ ス テ ム:4510DTV ,2740タ ー ミナ ル か らの コ マ ン ドの 処 理,デ ィ ス プ レ イ 画

面 の 制 御,校 閲 オ ペ レ ー シ ョ ン の 処 理 を 行 な う 。

'イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト ・サ ブ シ ス テ ム:記 事 テ ー プ の 処 理 を 行 な う 。

・ コ ン ポ ジ シ ョ ン/レ イ ア ウ ト ・サ ブ シ ス テ ム:紙 面 の レ イ ア ウ トの 処 理 を 行 な う。

・ フ ォLト プ リ ン タ ・ サ ブ シ ス テ ム:2680写 真 植 字 装 置 に よ る 印 字 の 処 理 を 行 な う。

・そ の ほ か に キ ュ ー ・ サ ー ビ ス ,デ ー タ ・ サ ー ビ ス ・ ユ ー テ ィ リ テ ィ な ど の プ ロ グ ラ ム が あ る 。

こ れ らの サ ブ シ ス テ ム は,JPS/OLSのSCP(シ ス テ ム ・ コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム)の 制 御 の も

と に 働 く。

JPSの オ フ ラ イ ン ・ プ ロ グ ラ ム と して は,2680写 真 植 字 装 置 の フ ォ ン ト作 成 ・維 持 の フ ォ ン ト ・ ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム,JPS/OLSの シ ス テ ム生 成 サ ポ ー ト ・プ ロ グ ラ ム,そ の 他 が あ る 。

6.8.5JPSに よ る 新 聞 製 作 工 程

図6.8.3はJPSに よ る 新 聞 製 作 工 程 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

青

図6・8・3JPSに よ る新 聞製 作 工 程
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(1)デー タの入 力

各取 材 部 門 か ら出 され た記 事 原 稿 は,取 捨 選 択,日,面 、版 の指 示 が 行 なわ れ た あ と,紙 テ ー プに

せん孔 され る。 紙 テ ー プ に せ ん孔 され る デ ー タは,記 事 本 文 の み でな く,組 み方 の指 示,文 字 の 大 き

さ ・形 の指 示 等 も含 まれ る。 ま た組 み 方 指 示 デ ー タの み を入力 す る こ と もで き,こ れ は と くに レイ ア

ウ ト ・パ ター ン(JPSの ソ フ トウ ェ アの項 を 参 照)の 入 力 と して有効 で あ る。

せ ん孔 さ れ た紙 チ ー フsは,IBM1017紙 テ ー プ読i取装 置 によ り シス テ ムに読 み こまれ,外 部 記憶 装 置

に記憶 され る。

'②校 閲

校 閲 オペ レー シ ョ ンは.4510DTVを 使 って 行 な う。各DTVは 校 閲 用 と レ イア ウ ト用 に使 われ,ど ち

らの モ ー ドで作 業 を始 め る か は,オ ペ レー タが作 業 開始 時 にモ ー ドの 指定 を す る こ とに よ り決 め られ

る。

DTVを 校 閲 モー ドに指 定 し,入 力 時 に記 事 本文 に与 え た識別 番 号 をDTVか ら入力 す る と,漢 字 か

な ま じりの記 事 と必 要 情 報 が 画面 に表 示 され る。 オ ペ レー タは,校 閲 か ら出 さ れ た訂 正 指 示 書 に も と

づ き,画 面 上 の記 事 を読 ん で,DTVの 各種 キ ー ボ ー ドを利用 し,文 字 の挿 入,削 除,入 れ 換 え,移

動 な どの訂 正 の た め の デ ー タ入 力 を行 な う。訂 正 は まず ジ ョイ ・ステ ィ ックで訂 正 箇所 を指 し,プ ロ

グ ラム ・フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー に よ り命 令 を与 え る。 この 命令(コ マ ン ド)は,JPSの コマ ン ド解 析

プ ログ ラ ムに よ り解 析 され,コ マ ン ド実 行 の該 当 プ ログ ラムに コ ン トロー ルが渡 され,そ の プ ロ グ ラ

ムに よ り,呼 び 出 さ れ て い る記 事 本 文 が訂 正 され る。

鰯

熟

写 真6・8・4DTV画 面(校 閲) 写 真6・8・5DTV画 面(小 組 み)

{3)レ イ ア ウ ト

記 事 デ ー タ が 校 閲(訂 正)さ れ た あ と 、1ペ ー ジ の 紙 面 を 構 成 す る た め の.レ イ ア ウ ト ・ オ ペ レ ー

シ ョ ンを 行 な う。 ま ずDTVま た は2740タ ー ミナ ル を レイ ア ウ ト ・ モ ー ドに 指 定 して,あ ら か じ め 整

理 の 時 点 で 作 成 さ れ た 割 り付 け 図 に 従 っ て レ イ ア ウ トを 行 な う 。 レ イ ア ウ トの 方 法 に は .2種 類 あ り ・

1つ は 単 独 機 能 を 持 つ コ マ ン ドを 入 力 し,1ス テ ップ ご と に レ イ ア ウ ト し て い く方 法 で あ る 。 他 の 方
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法 は,あ らか じめ フ ァイ ル に記 憶 され て い る レイ ア ウ ト ・パ タ ー ンを 呼 び出 して,必 要 な パ ラ メー タ

を与 え て一 挙 に レイ ア ウ トす る方 法 で あ る。後 者 の 方 法 は,形 の 決 ま って い る見 出 しや.箱 物 に対 し

て は有 効 で,オ ペ レー シ ョ ンの 簡 略 化 が はか れ る。

す で に校 閲 ず み の記 事 は,レ イ ア ウ ト時 に作 られ る指 定 され た区 域 に流 され る。 この と きに ∴禁 則

処 理,ル ビ処 理,倍 数 変 換 処 理 等 の 操 作 が同 時 に行 なわ れ る。 オ ペ レー タは,そ の結果 が うま くい っ

たか ど うか を確 認 し,も し記 事 が枠 内 で余 った と き,ま た は,は み 出 した とき には,記 事 デ ー タを表

示 して記 事 の追 加,削 除 を す る か,レ イ ア ウ トを や りな お して 枠 の拡 大,縮 小 をは か る。 小 組 み の結

果 は,い った ん外 部 記 憶 装 置(シ ス テ ム ・コ ンポ ー ジ ン グ ・フ ァイ ル)に 記憶 され,以 後 識 別 番 号 を

使 うこ とに よ り,必 要 な と きに呼 び 出 す こ とが で き る。新 聞1ペ ー ジ大 の レイア ウ ト(大 組 み)時 に

は,小 組 み の結 果 が 呼 び出 され,割 り付 け図 に従 って仕 置 づ けが 行 な わ れ る。写 真,カ ッ ト,見 出 し

な ど は,レ イ ア ウ ト時 に そ の ス ペ ー スの 割 り付 け が行 なわ れ る。

これ らの作 業 は,人 間 が 大 組 み 台 上 で 目で確 認 しな が ら並 べ て い く作 業 と基 本 的 に は 同 じ で あ る

が,人 間 の 場 合 に 発 生 しや す い ミス(活 字 の脱 落 や ひ っ く り返 り な ど)が 防 げ る とい う大 きな 利点 が

あ る。

写 真6・8・6DTV画 面(大 組 み)
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(4)フ ィル ム出 力

大 組 が 終 わ る と,オ ペ レー タに よ る出 力 の 指示 に よ り,該 当 レイ ア ウ ト面(1ペ ー ジ組 み,小 組

み)が 呼 び出 され,2680写 真 植 字 装 置 で 出 力 す る順 序 に並 べか え られ,フ ォ ン ト ・フ ァ イルか ら文 字

イメ ー ジを 一 つ一 つ取 り出 しな が ら,ロ ー ル状 の フ ィル ムに印字 され る。 カ ッ トや 写真 の部 分 は余 白

の ま ま残 され る。 印字 は,フ ィル ム上 に新 聞1ペ ー ジの1/3,す なわ ち5段 分 ずつ 行 な わ れ る の で,

現 像 処 理 後,1ペ ー ジ大 に 貼 り合 わ せ,カ ッ ト,写 真 など の貼 り込 み を し,ネ ガ に反転 した う え原 版

を作 る。 そ れ以 降 印刷 の た め の 必 要 な処 理 が 行 な われ る。

こ こに掲 載 され た写 真 は,朝 日新 聞 社 な ら びに 日本経 済 新聞 社 の好 意 に よ り提 供 さ れ た も の で あ

る。
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6.9日 本 言吾記 録 シ ス テ ム

6.9.1日 本 語 記 録 シ ス テ ム の 必 要 性

現 代 は情 報 化 時 代 で あ る とい わ れ,情 報 の 生 成,記 録,伝 達,変 換,検 索,複 製 な ど の技 術 が め ざ

ま しい発 達 を とげ つ つ あ る。 産 業 に 第一 次 産 業,第 二 次 産 業,第 三 次 産 業 の区 別 が あ る よ うに,情 報

処理 に も原 材 料 とな る情 報 の生 成,記 録,伝 達 を 中心 とす るオ一 次情 報 と,電 子計 算 機 な ど を用 いて

加工 した第 二 次 情 報 お よ び サ ー ビ ス を主 目的 とす る検索 な どの 第三 次 情 報 が考 え られ る 。現 在 は電 子

計算 機 な どの強 力 な道 具 が あ るた め に第 二 次 情 報 シス テムが多 く開発 され っ っ あ る。 しか し豊 富 で正

確 な第 一 次 情 報 が あ って,は じめ て 第 二 次 情 報 シス テ ムが力を 発 揮 す る こ どを理 解 す る人 は 少 な い 。

日本言吾記 録 シ ス テム は第 一 次 情 報 の処 理 を中 心 的 な目的 に して い る。人 が考 え た り,発 言 した り し

た原 始情 報 を,正 確 に速 く記 録,伝 達 し,第 二 次 情 報 シス テム で加工 が容 易 な形 に整理 す る こと が必

要 で あ る。欧 米 で は第 一 次 情 報 処理 は タイ プ ラ イ タの普 及 によ って ほぼ解 決 され,作 家 は考 え る と同

時 に タ イ プで清 書 し,口 述 を タイ プ す る こ とさ え行 なわ れ てい る。 テ レ タイ プ ライ タを 用 い れ ば打 け

ん と同 時 に 遠 隔地 で記 録 を と る こ と も,ま た電 信 符 号 の紙 テー プを作 成 し,第 二 次 情 報 処 理 の 入 力

デ ー タに す る こ と も可 能 で あ る。 こ こで重 要 な こと は,欧 文 タイ プ ラ イ タは正 確 に速 く入力 し,記 録

出力 を と るす べ て の機 能 を そな え て い る点 で あ る。

一 方 ,日 本 で は第 一 次情 報 処 理 は欧 米 に比 して非 常 に遅 れ て い る。 これ は主 に漢 字 と い う字 種 の多

い国 字 を 用 いて い る こ とに 起 因 して,欧 文 タ イプ ライ タま たは テ レ タイプ ライ タの よ う に第 一 次 情 報

の生 成,記 録,伝 達 に便 利 な装 置 が 発 達 しな か った ため で ある。

日本 語 記 録 シ ス テ ム は第 一 次 情 報 処 理 の 中 で① 議 会,裁 判所,そ の 他 の会 議 に お け る発言 の正 確 な

記 録 を早 く作 成 す る こ と,② 電 子 計 算 機 に よ る 日本 語 情報 の第 二 次 的 加工 処 理 に適 した正確 な デー タ

を大 量 に供 給 す る こ と,③ 伝 送 回 線 網 を介 して 日本 語 情報 を安 価 に配 布 し,記 録 再 生 す る こ とな どを

応 用 目的 と して い る。

① の 応 用 につ い て従 来 行 なわ れ て い る機 械 化 と して は,録 音 機 械,あ るい は 速 記 機 械 の 採 用 が あ

り,最 も古 くは昭 和25年 頃 か ら始 ま った 。 しか し,こ れ らの機 械 は発 言者 の こ とば を正 確 に と らえ て

は い るが,日 本語 情 報 と して 完 全 に記 録 され,他 の情 報 に容易 に変 換 で きる形 には な っ て いな い 。従

来 この 部 分 は人手 で多 くの 時 間 を か け て 行 な わ れ て い た。 この作 業 は 「反訳 」 と呼 ば れ て い る。1時

間 の録 音,ま たは 速記 に 対 し反 訳 の作 業 は 最低8時 間 を必 要 と し,会 議 録 が で きあが るま で に 通 常14

日 を要 して い る。 日本 語記 録 シス テ ムの 開 発 が考 え られた のは,こ れ らの 問題 点 を解 決 し,完 全 な記

録 と な っ た 日本語 情 報 を,大 量 に迅 速 に 得 る シ ス テム を確 立 す る こ とが 強 く望 まれ たか らで あ っ た 。

本 シス テ ム に は,

i反 訳 の作 業 時 間 を従 来 の 半 分 以 下 に す る こ と。

ii反 訳 と同時 に形 式 の と と の え られ た 記 録 が 得 られ る こと。

iiiま た同 時 に 日本 語 情 報 の 第 二 次 的 処 理 に 適 した符 号化 され た情 報 も得 られ る こ と。

iv発 言 者 の加 筆,訂 正 な ど の赤 字 校 正 が 容 易 に行 なえ,完 全 な 日本 語情 報 と して の記 録 が 得 られ
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る こ と。

v大 きな計 算 機 な ど ほ使 わ ず に,コ ス ト性 能 比 の す ぐれ た シ ステ ムで あ る こと。

な どの仕 様 を 満 た す こ とが 望 まれ た。 これ らの仕 様 が 満 た され れ ば,②,③ の 応用 事例 に も同 様 に利

用 す る ことが で き る。

6.9.2シ ス テ ム の 設 計

{1)字 種 の 選 定

基 本文 字 と して2,304文 字 が 選 ば れ た。2,304の 数 は後 に述 べ る入 力装 置 が,1文 字 を あ らわ す の に

必 ず2打 けん す る とい う原 理 を用 い て い る こと と,48キ ー の欧 文 型 タ イプ ラ イ タを用 いて い る の で,

48×48=2,304と な る こ とに 基 づ い て い る。 同 時 に現 在 の新 聞 社 の6社 協 定 コー ド(CO-59)が 同 数

の文 字種 を 内字 と して 採 用 して い る こ と も考 慮 され て い る。

2,304文 字 の 内 訳 は次 の と お りで あ る。

漢 字

平 仮 名

片 仮 名

英

数

符

字

字

号

1,987字

78字

81字

56字

20字

82字

漢字 は当 用 漢 字1,850字 か ら補 正 案 で 削 除 が提 案 され てい る28字 を除 外 し.県 名 に使 わ れ る 文 字,

人 名 と して使 わ れ る もの で 高 頻度 に出現 す る文 字 や その他 の文 字 で,当 用 漢 字 に含 まれて い な い165

字 を 加 え た 。 新 た に,加 え た 文 字 を 表6.9.1に 示 した 。

幌
琉
機
釜
綾
浜

荻
涯
祐
之
辰
也

藤
睦
鶴
酌
吾
吾

辻
猿
戻
錦
尚
宵

岡
荻
釣
洪
葛
哉

埼
碧
禎
桂
蘇
臼

塚
脇
茅
鷹
云
彦

鹿
那
篠
亀
垣
鯉

柴
嶺
栗
棚
又
嘉

巳
朴
敦
樋
呂
泥
.

斉
嵐
汁
据
欣
僕

々

杉
洞
鯛
偵
芦
殻

岬

栃
俸

函
渥
淀
柏
披

鎌
隅

洲
捨
駒
湧
蒲

梨
鞍
竜
粕
籠
灘
淵

奈
横
構
牟
苑
湘
湊

阪
尻
畿
弘
麿
萩
須

阿
挑
笹
宏
桐
釧
捕

縄
靖
稼
磨
窪
堀
銚

阜
槻
秦
虎
座
棺
鍋

鵜
苫

渦
堺
樽
亭
壌

媛
幡
旭
菅
晃
智
弥

伊
曽

羅
昌
唐

笠
厄

.仙
磯

股
斐
榎
藍
碧

崎
熊
梶
溝
橋
鷲
爺

表6・9・1基 本文字と して採用 した当用漢字以外の漢字

平 仮 名,片 仮 名 に は小 文 字,濁 音,半 濁 音 文 字 も含 み,英 字 は大小 文 字,数 字 は アラ ビア数 字 と カ

ッコ付 数字 を 含 ん で い る 。

これ以 外 の 文 字 と して

組 み合 わせ 漢 字 約10,000字

符 号 約500字
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機 能 符 号 約200字

を採 用 して い る。 組 み合 わ せ 漢 字 と は,基 本文 字 に含 まれ る1,987字 の漢 字 以 外 の漢 字 で,シ ス テ ム

の 構成 をか え る ヒ と な く,任 意 の 数 だ け入 力 文字 と して追 加 す る こ とがで き る。 他 の漢 字 入 力 装 置 で

は基本 文字 以 外 の漢 字 を 入 力 す る場 合 に は,辞 書 を見 て 目的 とす る文字 コー ドを1字 ず っ さが す 方 法

が 一般 的 で あ る。 この方 法 で は 外 字 を さ がす の が め ん ど うであ り,非 能 率 的 で あ る。 日本 語 記 録 シ ス

テ ムで は オ ペ レー タが基 本 文 字 さ え知 って いれ ば,他 の組 み合 わ せ 漢字 は ほ とん ど辞 書 を参 考 に せ ず

と も迅 速 に入 力 で き る手 段 が考 案 さ れ,こ の問 題 は完全 に解 決 さ れて いる。 その方 法 につ い て は6・9・

4で 詳 述 す る。

機能 符 号 は イ タ リ ・ソク体,ゴ シ ・ソク体 な ど の字 体 を指 定 す る符 号,ギ リシ ャ文字,ロ シア文 字 な ど

の字種 を指 定 す る符 号,ル ビ,ク ワ タ,上 ッキ,下 ッキ その他 の編 集 用 の符 号 な どを含 ん で い る。最

高240種 まで現 在 の シ ス テ ム で は指 定 で きる が 、実 際 に は約200種 が使 用 され て い る。

(2)シ ステ ム設 計 の ポ イ ン ト

ω に述 べ た よ うな シ ス テ ム設 計 に 必 要 な仕 様 を具 体 的 に実現 す るた め に,次 の よ うな点 に考 慮 が 払

わ れ た。

ア.速 度

従 来 の シ ス テ ムで は,El]刷 ま で 入 れ て最 も速 くて2日,通 常14日 か か って いた作 業(録 音 一再 生

一反 訳 一漢 テ レけん 盤 一印 刷 ,の 工 程 で,録 音時 間1時 間 分 で約1万 字 が 含 まれ て い る 作 業)を

ユ 日 に短縮 す る に は,最 も時 間 を要 して い る反訳 お よ び漢 テ レけん盤 入 力 の部 分 を,ま った く新

しい方 法 で 抜 本 的 に解 決 す る。

イ.シ ステ ム ・ コス ト

情 報 の第 二 次 加 工 で は 電 子 計 算 機 な どの高 価 な装 置 が利用 され て い るが,第 一 次情 報 処理 に お い

て は,情 報 当 た りの経 費 を最 小 限 にす る こ とが強 く望 まれ る。 そ の ため コス ト性 能 比 の す ぐれ た

機器 を選 定 し,バ ラ ンス の よ い シス テ ムを構 成 す る。

ウ.校 正 ・ベ リフ ァ イ

原始 情 報 に は冗 長 な情 報 や,表 現 が不 足 して い る'ため,後 か ら播入 す る情 報 な どが 含 ま れ,発 言

者 また は原 著 者 に よ る赤 字 加 筆 訂 正 をす る こ とが非 常 に多 い。 また第 二 次情 報 処理 シ ステ ム の原

始 デ ー タ作 成 に 本 シス テ ムを 応 用 す る場 合 に は,デ ー タの 正 確 さが強 く望 まれ るの で 、入 力 オ ペ

レー タの ミスを 最 小 に す る ベ リフ ァイ機 能 を シ ステ ムに含 まね ば な らな い。本 シス テ ムで は ベ リ

フ ァイは 入力 機 器 で 行 な い,校 正 は 日本 語 記 録 シ ステ ムで 得 られ た記 録 に赤字 加 筆訂 正 され た も

の を用 い,漢 字 デ ィス プ レイ な どの 高価 な装 置 を用 いず に校 正 す る方 式 を 開発 す る。

エ.コ ー ド

日本 語情 報 は生 成 さ れ た 場 所 で 記録 され る ばか りで な く,伝 送 回 線 に の せて遠 隔地 で記 録 再 生 す

る こと も多 いの で,コ ー ドは新 聞社 で用 い られて いる6ビ ッ ト ・コー ドを考慮 した。 しか し別 に

第2次 情 報 処 理 で は8ビ ・ソト ・ コー ド(JISコ ー ド)体 系 が使 用 され る こと も多 いの で,そ の互 換

性 が あ る よ うに十 分 考 慮 す る必 要 が あ る。

一213一



オ.編 集 そ の他 の機 能

本 シス テ ムの 当面 の 目的 は 日本 語 情 報 の 第一 次 処理 にあ る が,当 然,第 二 次 さらに第 三 次処 理 も

将 来 考 え られ るの で,'入 力 機 器 の段 階 で編 集,検 索,写 真 植 字 な ど の ため の種 ゼの機 能 指 定 を入

力 で き るよ うに考 慮 さ れ て い る こと が望 ま しい。 と くに シ ス テム に余 分 な ボ タ ンや機 能 を 追加 せ

ず に,こ の よ うな将 来 の た め の 拡 張 性 が含 まれ る よ うに考 慮 す る。

6.9.3シ ス テ ム の 構 成

日本 語 記 録 シス テ ムで,1日50万 字 を処 理 す る ケー スに つい て の機 器 構 成 では,20台 の ライ ンプ ッ

ト入力 装 置,3台 の 東芝 漢 字 フ ァ 、.クス装 置,3台 の東 芝電磁 誘 導 型 タ ブ レ ッ ト付 入 力装 置.1台 の

TOSBAC-10ミ ニ計 算 機 が必 要 で あ る。

ライ ンフ。ッ ト

入 力 装置

1加 筆 訂 正 部
1訂II三個 所

1入 力
1指 定 入 力

1
1
1
1
L

ライ ンフ.ッ ト

入 力 装置

東芝電磁誘導
型 タブレット

寸

ト

イイ

ツ

ア
プ

置

フ

ン

装コ

リ

イ

プ

ベ

ラ

入

東芝漢字
フックス装置

1

原著者 ・発言者
赤字加筆i訂正

完全記録

図6・9・1シ ス テ ム構 成 と流 れ 図

現 在,実 線 の部 分 が稼 動 中 で あ り,点 線 の 部 分 が実験 中で あ る。 ソ フ トウ ェ ア と して は,第 二 次情

報 処理 の た め の シス テ ム で 用 い て い る漢字 コ ー ドが種 々あ るの で,こ の 間の 符号 変 換 を行 な うプ ロ グ
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ラ ム,タ ブ レ ッ ト付 入 力 装 置 を用 い た校 正 を管理 す る プ ロ グラ ムが 用 意 されて い る。

シ ステ ム の作 業 の流 れ を 図6 .9.iに 示 した。

録 音,速 記,原 稿,あ る い は印 刷 物 の形 で与 え られ た 日本 語 情 報 は,ラ イ ンプ ッ ト入力 装 置 で 入 力

され,必 要 に応 じて別 の オ ペ レー タに よ りベ リフ ァ イされ る。 入 力 の結果 は紙 テー プ(将 来 は カ セ ッ

ト磁 気 テ ー プ)に 一 時 記 録 され,東 芝 漢 字 フ ァ ック ス装 置 で形 式 を と との えて 印刷 され る。 この 印 刷

結 果 が情 報 源(発 言 者,著 者 、速 記 者 あ る い は校正 者)に 戻 さ れ,必 要 な赤 字 加 算 訂 正 が 加 え ら れ

る。訂 正 原 稿 と紙 テ ー プ を タブ レ ッ ト付 入 力 装 置 に か け,TOSBAC-10の 校 正管 理 プ ロ グ ラ ム の も

とで校 正 され 、完 全 な日 本 語 情 報 とな って,再 び紙 テ ー プお よ び漢 字 フ ァ ック ス装 置 に 出 力 さ れ る 。

6.9.4漢 字 入 力 装 置

{1)ラ イ ンプ ッ ト入 力 装 置 の開 発

さ きに シス テ ム設 計 の ポ イ ン トで述 べ た よ うに,現 在 の 人手 に よ る反訳,漢 テ レけん盤 入 力 の 磁 路

を 打破 す る に は,ま った く新 しい入 力 装 置 の開 発 が必 要 で あ っ た。

入力 速 度 を向 上 さ せ,誤 入 力 率 を小 さ く し,基 本文 字 以 外の 約1万 字 の漢 字 を,オ ペ レー タが 辞 書

を ほ とん ど参 照 しな くて も正 し く入 力 で き るよ うに す る ため に多 くの くふ うがな され,ラ イ ンプ ッ ト

漢字 カナ入 力 装 置 が 開 発 され た。

入 力 けん 盤 と して は図6.9.2の よ うに配 列 され た カナ ・ロー マ字 けん 盤 を もった タイプ ラ イ タ を 用

いて い る。 この けん 盤 は タ ッチ メ ソ ドで入 力 で き るた めに ,オ ペ レー タは原 稿 の み を見 た ま ま,高

速,正 確 に入 力 で き る。 す べ て の 基 本 文 字 は48け ん盤 の2打 けん によ っで入 力 され る。'タイ プ ラ イ

タにお い て は ・左 右 の 手 を交 互 に使 う場 合 が 最 も高 速 に入 力 で き る こ とが知 られ て いる。 そ こで 日本

語情 報 の50～70%を 占 め る平 仮 名 と出現 頻度 の高 い漢字 ,数 字 は,交 互 打 けん とな るよ うに け ん盤 配

列 が工 夫 され て い る。 ま た5本 指 の 中 で 人 さ し指 は最 も機敏 に動 き,子 指?そ の他 の指 は動 きが鈍 い

こ とか ら,指 の 負 担 率 に も注 意 が は らわ れ た。
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曙ヰ竃鼎≒i淵
[][]口 巨]回[コロ[i]口 回[ヨ[コ

図6・9・2ラ イ ン プ ッ ト入 力装 置 の 鍵 盤 配 列

田.O%

%594

%9慨9

%

一2一6

2LO%

15.6%

B.O%
一

竺

二%

1 2 :～ 4

v 皇%一 一

＼◎
{a}{b}

図6・9・3ラ イ ンプ ッ ト入力装 置{a}と欧文 タイプ ライタ{b}の指 の負担 率の比較
!

図6.9.3に は,ラ イ ンプ ・ソ ト入 力 装 置 で漢 字 カナ握 り文 字 を 入力 した と きの平 均 的 な指 の負 担 率 と.'

英 文 タイ プの場 合 を対 比 して 示 した が,明 らか に ラ イ ンプ ・ト入 力装 置 の方 が 優 れ た配 列 に な って い

る。

基 本 文 字 は2回 の打 けん で1字 が あ らわ され る。 あ る文字 に対 し,ど の けん 盤 の組 み 合 わ せ で打 鍵

す れ ば よ いか を オ ペ レー タが容 易 に 記 憶 で き,正 確 に高 速 に入 力 で き る こ とが キ ー ポ イ ン トに な る 。

平仮 名,片 仮 名 は訓 令 式 の ロー マ字 表 現 に な ってお り,右 手 で子 音 を,左 手 で 母音 を打 けん す る。

図6.9.2の け ん盤 配 列 で もわ か る よ うに,右 手 の子 音 は濁 音,半 濁音 を含 め たす べ ての 日本 語 の 子'

音 を 含 ん で い る。 下 か ら2段 目 の 母 音 と子 音 を組 み 合 わ せ た と きが,平 仮 名 を あ らわ し.下 か ら3段

目の 母音 を組 み合 わ せ た と きが 片 仮 名 を あ らわ す。 ア行 の 子音 と して は ア ポ ス トロフ ィーC)を 用

い,促 音 の 「っ」 は(WU)で,擁 音 の 「ん」 は(n～ 」 で.拗 音 の 「や,ゆ,よ 」 は(ja,ju,jo)

で あ らわ す。

この よ うな 配列 の け ん 盤 を用 い る と,JISけ ん盤 の よ うに カ ナ1青音 の1字 が1打 けん で あ らわ さ れ

る場 合 に比 べ 、は るか に 高 速 に 入 力 が で き る。 ライ ンプ ・ ト配 列 で カ ナ文字 を打 けん す る と,JIS配
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ハ ノ ク ゆ

列 よ り指 の動 きが滑 らか に な り,交 互 打 ち の ため に 間断 の ない操 作 が 可能 とな る。朝 鮮 の諺 文 は や は

り母音 と子 音 の組 み 合 わ せ で 表 現 さ れ て お り,諺 文 タイプ ラ イ タ とJISカ ナ タ イプ ラ イ タ と の 速 度 競

技 会 で,圧 倒 的 に諺 文 タ イ プの 方 が高 速 で あ っ た事 実'1'から も同 じ結 論 がみ ちび かれ る。 ま た タ イ プ

を 学 習 す る場 合,ラ イ ンプ ッ ト配 列 の方 が ヒ達 が早 い ことが立 証 されて い る

(注1)ウ ス イユ キ オ;「 日韓 親 善 盲 人 タイ プ コ ンテ ス トと ハ ン グル タ イ プ ラ イ タ」,カ ナ ノ ヒ カ

リ,598巻.ppl3～15.1972年6月

'a'i'u

あ い う

kakiku

か き く

o
お

.

'

e
え

keko

け こ

sasiSUseSO

さ し す せ そ

tatituteto

た ち つ て と

naninu・neno

左 に ぬ ね の

hahihuheho

は ひ ふ へ ほ

mamlmumemo

ま み む め も

yayuyo

や ゆ よ

raPirureno

ら り る れ ろ

脆
わ

WVWO

◎ を
図6・9・4

gagigugegO

が ぎ ぐ げ ご

zazizuzeZO

ざ じ ず ぜ ぞ

dadidudedo

だ ぢ づ で ど

babibubebo

ば び ぶ べ ぼ

pap〒pupePo

ぱ ぴ ぷ ぺ ぼ

e。

②

a

㊥

」

n●

ん

ラインプ ッ トに おけ る入 力文字 の組 み合 わせ

u

@

」 jo

①

漢 字 を打 けん す る と きは48の.キ ーを 図6.9.2に 示 す よ うに,カ ナ清音 に対応 させ る。 平 仮 名,片 仮

名 の表 現 に 用 い た2打 け ん の組 み 合 わ せ を 除 外 して,残 りの組 み合 わ せが 漢字,英 数字,お よ び記 号

に対 応 づ け られ て い る。 漢 字 の うち 出 現 頻 度 が 高 い もの の多 くに は,通 常 用 い る読 み の上 の2音 が そ

の ま ま用 い られ て い る。(例 山(ヤ マ),海(Uミ)上(Ue),下(Zk… シタ)な ど),ま た 扁 や 部

首 の あ る もの に は常 に同 一 の音 が与 え られ て お り、系 統 的 に記 憶 で きる よ うに な って い る。(例 ク

　 　

ニ ガ マ エ に は(ロ)が 対 応 し て い る の で ,回(ロ ロ),国(ロ タ … ク ニ ガ マ ェ の 中 に 玉 タ マ が あ る),
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圏(ロ ケ)と あ らわ され る。)そ の 他 の 漢字 の2音 に も漢 字の 意 味 や,形,熟 語 な どの 連 想 し ゃ す い

記憶 の手 か が り と関 連 が与 え られ て い る た め,機 械 的 に漢 字 の 音 を憶 え る場合 に比 べ,比 較 にな らな

い く らい容 易 に憶 え られ,ま た一 度 憶 え る と忘 れ な い こ とにな る。 これ は ち ょ うど,英 語 の 単 語 の 意

味 を単 語 帳 か ら全 部 記 憶 しよ う と して も容 易 な ことで はな いが,単 語 とと もに その単 語 を使 う短 文 も

憶 え るよ うに す る と記 憶 が ら くに な る こ とが知 られ て いる のに 似 て い る。

ま た ラ イ ンプ ッ トの練 習 で は,文 字 に対 す る2音 を 頭 で憶 え る こ とが主 眼 で はな い こ と に注 意 しな

けれ ば な らな い。 わ れ わ れ が 自分 の考 え た こと を手 で 文章 に書 くと き,一 つ一 つの文 字 の筆 順 な ど は

ほ とん ど意 識 に上 らず に,い わ ば手 が ひ とり で に頭 で 考 え た内 容 に即 した文字 をっ ぎつ ぎに書 いて い

くよ うに,ラ イ ンプ ッ トの 打 け ん で は,原 稿 の文 字 を み る と指 が ひ と りで に対 応 す る2音 を打 けん し

てい くよ うな感 じで あ る。 漢 字 湿 り文 を紙 の上 に書 くと きには,一 文 字 につ い て平均4～5画 程 度 書

か ね ば な らな い の に対 し,ラ イ ンプ ッ トで は2回 指 を動 か せば す む の で高 速 に入 力 で き るの は当 然 の

ことで あ る。 そ れ ゆ え,漢 字 に対 応 した2音 を頭 で憶 え る とい うよ り,筆 指 で憶 え ると い っ た方 が 適

.切で あ る。

熟 練 した英 文 タ イ ピス トで も,ま った く意 味 を も た ない単 語 か らで きた文章 を タイプ さ せ る と,素

人 と変 わ らな い打 けん 速 度 とな る こ とは よ く知 られ て い る こと で あ る。 す なわ ち 通 常 の 文 章 で あ れ

ば,タ イ ピス トは一 文 字 ず っ を意 識 して打 け ん す るの で は な く,一 連 の指 の動 きと して単 語 を打 鍵 し

て い くのが 普 通 で あ る。従 来 の邦 文 タ イプ ラ イ タや 漢 テ レけん 盤 は,い わ ば一 字 ず つ意 識 しな が ら打

けん して い るわ けで あ るか ら,原 理 的 に も英 文 タ イ ピ ス トの高 速 打 けん とは異 質 の作業 で あ り,神 経

も使 う こ とに な る。 ラ イ ンプ ッ トで は上 に も述 べ た よ うに,オ ペ レー タは ほ とん ど一字 ず つ の打 け ん

を意 識 す る こ とな く,原 稿 を読 み とば しな が ら打 け ん して い くの で,英 文 タイ ピ ス トに きわ め て近 い

性 質 を もっ こ とに な る。 ラ イ ンプ ッ トで 入力 した原 文 と入 力文 の例 を図6.9.5に 示 した。
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図6・9・5ラ イ ンプ ッ トで入 力 した 原 文 と入 力 文 の例

基 本 文字 以 外 の 漢 字 約1万 字 に対 して は,

打 けん の 仕方 はふ た っ の方 法 が あ る。

4打 けん で1文 字 を 入力 す るの を原 則 と して い る。 その
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ア.部 分 文 字 の組 み合 わ せ

た とえ ば 晦,森 な ど は基 本 文 字 に は含 ま れ て い な い。 これ らの文 字 に対 して は その 部 分 文字 で あ る

基 本 文 字 の 日,毎,雨,林 の2打 け ん を続 け て行 な い,合 計4打 けん で あ らわ す。 この方 法 を用 い る

と,基 本 文 字 の2音 読 み を知 って い れば 約5,000字 の基 本文字 以 外 の漢字 を,辞 書 な ど ま っ た く見 る

こと な く入 力 す る こと が で き る。

イ.字 画 の組 み合 わせ

字 画 の種 類 に適 当 な カ ナ文 字 を 対 応 させ て お き,文 字 を左 上 か ら書 き順 に したが って分 解 して,4

回 打 けん す る方 法 で残 り の約5,000字 を入 力す る。 た とえ ば クニ ガマ エは 「ロ」,サ ンズィ は 「ミ」 な

どの カナ文 字 が 対 応 づ け られ て お り,囮 と い う文字 は 「ロ イ ヒ ・」 と打 けん す る。最 後 の点 「・」 は

4打 け ん に数 を合 わ せ る た め の もの で あ る。

機 能 符 号 も2打 けん で あ らわ さ れ て い る。機 能 符 号 の第 一打 けん は,シ フ トけん盤 と同 時 に5種 の

母 音 の いず れ か を打 けん し,2打 け ん 目 との組 み合 わせ で機能 の種 類 が指 定 され る。 総計 で5×48=

240種 の機 能 符 号 が つ くれ る が,現 在 は約200種 を用 いて い る。

② ラ イ ンプ ッ ト入 力 装 置 の使 用 経 験

ラ イ ンプ ッ ト入 力 装 置 の オ ペ レー タは ,専 門 学 校 で3ヵ 月 の教 育 を うけ るが,そ の 間 に約300時 間

の 練 習 が行 な わ れ る。26人 の生 徒 に っ い て の学 習 曲線 を図6 .9.6に 示 した。
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(c)ラ イ ンプ ッ トの実 務 作 業 速 度

(d)英 文 タイ ピス ト(米 国)の 作 業 速 度

(e)英 文 タイ ピス トの競 技 会 レ コー ド

(f)従 来 の漢 テ レ鍵 盤 の 実 務 作 業 速 度

図6・9・6初 心 者 に対 す る ライ ンプ ッ ト入 力装 置 の 学 習 曲線

これ は新 聞 や小 説 な ど の試 験 文 章 を与 え て の成 績 で,誤 打 けん に っ い ては5倍 して総 打 けん 数 か ら

差 し引 か れ て い る。 図6.9.6に は米 国 の 高 校 生 が 英 文 タイ プ ライ タを習 った と きの平 均 的 な 成 績 も 同

時 に示 され て お り,ほ と ん ど 大 差 の な い 曲線 で あ る ことがわ か る。現 在,実 務 にっ い て い る人 が漢 字

湿 り文 を平 均/70字/分 で 打 けん して い る。 英 文 タイ ピタ トの 平 均 が50語 ～80語(1語 平 均5打 け ん

で あ る か ら250～400ス トロー ク/分)で あ る か ら,2打 けん1字 に換 算 す る と漢字 湿 り文 の125～200

字/分 に相 当 し,こ の 点 で もよ く一 致 す る。 英 文 タイ ピス トの 熟 練 者 は短 時 間 で あ れば120語/分 が

打 て る の で,ラ イ ンプ ッ ト入 力 装 置 で も300字/分 の熟練 者 が あ らわ れ て も不 思 議 で は な い。
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誤 入力 率 に っ い て も英 文 タ イ ピ ス トと ほぼ 同 じ程 度 で あ る。 ラ イ ンプ ッ ト入 力装 置 で は普 通 の タイ

プ ラ イ タと同 じ機 構 を用 いて い る の で,打 けん と同時 に カナ ・ロー マ字湿 りの モ ニ タ印 刷 が 得 ら れ

る。 オ ペ レー タは 自分 で 気 が つ い た誤 入 力 を,そ の場 です ぐ訂 正 す る こ とが で き る。 また計 算 機 の 入

力 デー タに す る よ うな場 合 に は 、 ベ リフ ァ イ機構 の っ い た入力 装 置 で紙 テー プ上 の情 報 の照 合 訂 正 を

行 ない,よ り正 確 な原 始 デ ー タと す る こと がで きる。

〔3)校 正
ア

日本語 の第 一 次 情 報 は 原 著 者 み ず か らが タ イプで清 書 す る習 慣 が な い ので ・必 然的 に加筆 訂 正 す る

量 が多 くな る。 従 来 の 第 二 次 情 報 処 理 で は,漢 字 デ ィ スプ レイ装 置 を用 いて校 正 を行 な う もの が 多 か

ったが,コ ス ト的 に あ ま り に も高 くっ きす ぎ実 用 的 で な か った 。 本 シ ステ ムで は東芝 電 磁 誘導 型 タ ブ

レ・ソ ト装 置 を用 い て,校 正 個 所 を指 定 す る方 式 を採用 した。 この方 法 は コ ス ト的 に最 も安 く 、校 正個

所 が正 確 に指 定 で き る点 で す ぐれ て い る。校 正 の結 果 再 び後述 す る漢字 フ ァ ック ス装置 で印 刷 し.出

力 され る。

{4)録 音 テ ー プか らの 入 力

日本 語 情 報 の 原 始 デ ー タは 文 字 ば か りで な く,口 述,会 議 録 音 な どの 音声 で あ る 場 合 も考 え られ

る。録 音 の 品 質,発 言 者 の 発 音 速 度 に もよ るが,足 スイ ッチ を用 い て録 音 テー プ の 前 進,後 退 再 前

進,停 止 な どを 制 御 しっ っ,イ ヤ ホ ー ンで聞 いて ラ イ ンプ ッ ト入 力装 置 で入 力 す るの に,録 音 時 間 の

4倍 以 内 で あれ ば 余 裕 を も っ て行 な う こ とがで き る。 録 音 内容 が よ く整 理 され た もので あ れ ば2～3

倍 で も可 能 で あ る。

{5)速 記 原 稿 か らの 入 力

会 議 の記 録 の方 法 と して,録 音 以 外 に速記 記 録 の 技術 が発 達 して い る。手 書 きの速記 の方 法 に い く

っ かの方 式 が あ り,さ ら に速 記 機 械 と して ソ ク ダイ プが 開発 され,裁 判所 そ の他 で活用 さ れ て い る 。

これ らの速 記 原 稿 を 反 訳 す る 場合 、反 訳 者 は単 に逐 語 的 に記 録 文 に変 換 す るばか りで な く,発 言 者 の

区 別 や発言 と と もに 示 した図 面 や 物 の 説 明 を適 当 に加 え た り,発 言 者 の いい 直 しな どを適 当 に修 正 し

つ つ句 読点 を加 え て 文 章 化 し,さ らに記 録 と して の形 式 を と との え る と い う,種 々の作業 を並 行 して

行 な うのが 普 通 で あ る。 ま た 発 言 の 中 に は,日 本語 の特 徴 と して多 くの同 音異 義 語 が 含 ま れ て い る

が,こ れ に適 切 な漢 字 を あ て て記 録 化 す る こと は,反 訳 作 業 の 重 要 な点 で あ る。 こ れ ら の 反 訳 作 業

は,現 在 の電 子 計 算 機 に よ る翻 訳 技 術 を用 い て も,ま った く見 通 しが立 た な いほ ど人手 によ らね ば 解

決 で きな い問 題 で あ る。 ラ イ ンプ ッ ト入力 で は,速 記 を とっ た時 間 の3～4倍 を か ければ.上 に述 べ

た よ うな反 訳 の作 業 を完 全 に行 な っ た記 録 文 を得 る こ とが で き,手 書 き反訳 原 稿 を さ らに タイ プす る

作 業 な どは ま った く不 要 と な る。

6.9.5漢 字 出 力 装 置

漢 字 の出 力装 置 と して 機 械 式 の プ リン タも あ るが,コ ス ト性 能 比 で す ぐれ て い る東 芝 漢字 フ ァ ック

ス装置 を出 力 装 置 と して採 用 した。 標 準 的 に内 蔵 して い る文字 パ ター ン数 は基本 文宇ニーt－αの2,600コ:

であ るが,必 要 に応 じて増 設 す る こ と も可 能 で あ る。現 在 の シ ス テ ムで は,文 字 パ ター ンに含 まれ て

いな い文字 で は 「ゲ タ」 を 印刷 して い る。 この 出力 装 置 は縦 書 き,横 書 きいず れ の 書 式 で も 印 刷 で
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き,1行24文 字:で600行/分 の 印刷 速度 を も って いる。1台 で 約6～8人 分 ・)オペ レー タの 入 力 情 報

を 出力 印 刷 で き る能 力 を も って い る。 日本 語 言己録 システ ムの 出力 装 置 と して は手 頃 な速度 と価 格 で あ

る。 この 出 力装 置 で 得 た記 録 紙 上 に直 接 赤 字 加 筆 訂 正 した もの を フ ィー ドバ ッ ク して 校正 す る の で,

シス テ ム構 成 に 無駄 が な く 、バ ラ ン スが とれ た シ ステム であ る と考 え て い る。

写真6・9・2東 芝漢字 フ ァックス装置

静 電 記 録方 式 を用 い た漢 ■ 出 力 装 置 で あ る た め,コ ピーの枚 数,用 紙 に特殊 紙 を使 う こ とな どの 問

題 点 が あ るが,複 製 は別 の方 法 で も容 易 に行 な え る。 出力 装置 は さ らに小 型化 し,安 価 す る こ とが 望

まれ て い る。

6.9.6運 営 状 況 と シ ス テ ム 評 価

この 日本 語 記 録 シス テ ム の 前半 部 を用 い て,現 在,1日20万 字 程 度 の処理 を行 な っ て い る。 オ ペ

レー タの入 力 速 度 は125字 ～20〔〕字/分 が 実 務 平 均 速度 で あ る。 従 来 の漢 テ レけん 盤 な どで は想 像 で き

な いよ うな高 速,正 確 な入 力 と,迅 速 な記 録 化 が 達成 され て い る。 オペ レー タは 待 ち時 間,準 備 時

間,休 憩 時 間 を 考慮 して,一 日の 適 正作 業 量 は実 働4時 間 で2万 ～2万 五千 字 程 度 が年 間平 均 した場

合 の適 正 な量 で あ る と考 え て い る。 これ で も シス テ ム設 計 の 目標 であ った従 来 の 機械 化 シ ステ ム の2

倍 以 上 の能 率 向 上 は ら くに達 成 され て い る。 さ らに6.9,1で 述 べ た本 システ ムで 目標 と し た 五 つ の 項

目は,だ い た い満 足 で き る程 度 に達 成 され て い る。

6.9.7将 来 の 構 想

今 後 シス テ ムの 改 良 点 と して残 され て い る点 を い くっ か列 挙 す る と,

① さ らに コ ス ト性 能 比 を向 上 させ る。

② 各構 成 装 置 を デ ス ク型 か ら卓 上 型 に ま で小 型 化 を進 め る。

③ 第二 次,第 三 次 の情 報 処 理 シ ス テ ム との連 結 を はか り,機 能 の拡充 を行 な う。

な どが考 え られ て い る。 新 しい くふ う と使 用 経 験 の 蓄積 によ り,さ らに す ぐれ た シス テ ム に育 て る

べ く努 力 を して い る。
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6.10電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究

6.10.1沿 革 と 概 要

国立 国 語 研 究 所 は国 語 問題 解 決 の た めの 資料 を作 成 す ると い う こ とを,そ の 主 要 な 任 務 と して い

る。国 語 問 題 は広 い範 囲 に わ た る問 題 で あ るが,そ の 最 も重要 な部 分 は,漢 字,か な つ か い,送 りが

なな ど,表 記 に 関 連 した書 き こ とば の 問 題 で あ ろ う。 そ して,そ れ ら表 記 の 問題 は、必 然 的 に用語 の

問 題 と も結 びつ いて い る の で,全 体 と して 用語 用 字 の 問題 と呼 ば れ て い る。 この用 語用 字 問 題 解決 の

ため の基 礎 資 料 と して は,現 代 に お け る実 態 を調 べ た もの が,ま ず,第 一 に必 要 であ ろ う。 そ こで国

立 国語 研 究所 に お い て は,長 期 に わ た って 用語 用 字 に 関 す る実 態調 査 を すす め て き た 。 現 在 ま で に

「婦人 雑 誌 」 「総 合 雑 誌 」 「現代 雑 誌90種 の用 語 用字 」 の よ うな調 査 が行 なわ れ た。 これ ら はい ず れ

も20万 か ら40万 の 規 模 の もの で あ って,規 模 と して はそ う小 さ い もの で は な い。'

しか し,用 語 の 数 はか な り多 い。 「広 辞 苑」 で も約20万 語 を 含 ん で い る と い う。 の べ数10万 の規 模

で は,'各 単語 の 出 現 度 数 が きわ め て低 く,そ れ を も とに審 議 の 参考 資料 と しよ うと して も,そ の絶 対

数 が不 足 なの で あ る。 そ こで,調 査 の 規模 を さ らに多 く して,数 百 万 の用 語 用字 の調査 を行 なお う と

した。 その た め の 人 員 の 確 保 は不 可 能 なの で,調 査 の た め に機 械 を導 入 す る こ とをは か り,調 査工 程'

に電子 計 算機 を使 用 す る こ とを企 図 した。 同時 に,漢 字 か なま じり文 を その まま の形 で処 理 す る こ と

が,研 究 目的 の上 か ら要 請 され て い るの で,漢 字 テ レタ イプを使 用 して,電 子計 算 機 との連 結 を は か

る こと に した 。使 用 機 種 は,計 算 機 はHITAC-3010,漢 字 テ レ タイ プ は沖 電 気 製 打 け ん せ ん 孔 機,

印字 機 で あ り,計 算 機 と漢 字 テ レ タイ プは オ フ ライ ンで,紙 テ ー プを介 して情 報 が授受 され る。

この機 構 に よ り用 語 用 字 調 査 が 進 め られ た。 現 在,現 代 の新 聞 用 語約300万 語 の用語 の 表 が 作 成 刊

行 され る こ とに な って い る。

この よ うな 用語 調 査 の 進 行 と同 時 に,そ の用 語 調 査 で電 子計 算機 を よ り有 効 に使 用 す る た め に,し

た が つて全 体 を よ り多 く自動 化 す る ため に,各 種 の 研 究 を行 な って い る。 これ らは電子 計 算 機 で 自然

語 を扱 う言 語 情 報 処 理 の 一 部 を な す と考 え られ るが,こ の よ う な言 語情 報 処 理一 般 に関 して も研 究 を

す す め て い る。

以 下,6.10.2機 器 構 成,6.10.3用 語 用字 調査 の内 容,6.10.4言 語 情 報処 理 の研 究,に っ い て説 明 し

たい。

6.10.2機 器 構 成

・ 電 子 計 算 機:HITAC-3010(主 記 憶 装 置20.OOOキ ャ ラク ター),高 速 印字 装 置(LP-ALPHAN

UMERIC,カ ナ),磁 気 テ ー プ読 取 装 置,(1,200フ ィー ド・6デ ッキ),紙 テ ー プ 読 取 装 置,

紙 テ ー プ せん 孔 装 置

・ 漢 字 テ レ タイ プ(沖 電 気 製)

収 容 文 字:当 用 漢 字1845(朕,璽,脹,壱,弐 の5文 字 を 除 く),表 外 字264字(雑 誌90種 の 用 字

調 査 で度 数11以 上 で あ っ た もの)ほ か に か たか な,ひ らが な英 数 字 特 殊 記号 な ど291字 で合 計

2400字
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せ ん孔 機 構:4段 シフ'ト600キ ー

印字 機 構:読 取 せ ん孔 速 度!20キ ャ ラ ク ター/分

盤外 字 の処 理方 法一 一 盤 内3字 で構 成 す る。 第一 字 目は盤 外字 マ ー ク,◆ 。 第 二 字 目 と第 三 字 目

は,ノ ン シ フ トの 漢字450字 で構 成 。 この 漢字 自身 を一 つの コー ドの よ うに使 用 し,そ の 字 の も つHI

TAC-3010コ ー ドに よ る表 現 に よ り,大 小ll頂に並 べ る。一 字 目を 部 首,二 字 目を そ の な か の 漢 和 字

典 中 の順 序 と して 表現 した。 この コー ドは盤 内 漢字 をふ くめて漢 字 全 体 を コ ー ド化 部首 順配 列 が そ の

ま ま可 能 で あ る よ う に し,台 帳 と して は大 修 館 の大 漢 和字 典 を使 用 す る。 た とえ ば 「芥 」→ ◆ 供 組 な

ど。 この エ ンコ ー ド ・デ コー ドは コー ドブ ッ クを作 成 して 人間 が行 な う。

6.10.3用 語 用 字 調 査

現在 行 な って い るの は新 聞300万 語 の 処 理 で あ り,朝 日,毎 日,読 売 の三 級 につ い て昭 和41年 の 朝

夕 刊全 紙 面 の1/60の サ ンプ ル に っ い て の調 査 であ る。調 査 は 昭和41年 か ら着手 した。用 語 用 字 調 査

の現 行 の手 順 は図6.!0.]に 示 した とお りで あ る。

処理 の あ らす じを いえ ば,ま ず,か な り大 がか りな プ リェ デ ィ トを行 な う。 す な わ ち 文 章 の 種 類

(新 聞記 事 の多 面 的 な分 類)の 情 報 を書 き入 れ,日 本 語 は分 か ち書 き して な いの で それ を行 な うな ど

で あ る。 そ して 紙 テ ー プ にパ ンチ し,入 力 す る。機 械 処理 の後 一 度 出力 して 人 間 が中 間 処 理 を す る 。

漢 字 に読 み が なを つ け,長 い単 位 を短 く切 り,そ れ に語種(漢 語,和 語,外 来語 な ど)・ 品詞(名 詞,

動 詞 な ど)な どの情 報 を っ け る。 そ して再 入 力 し,機 械処 理 を し,各 種 の語 い表 を作 成 す る。 た と え

ば 語 い表 と して は

五 十 音 順 長 単位 表

総 度 数 順 別度 数 っ き長 単 位 表

各 層 内 長 単位 順 位 表

総 度 数 順短 単 位 表

総 度 数 順 類 別短 単 位 表(語 種,品 詞 な ど)

用 例 表 と して は

KWIC(カ ナ1川 漢字)

KWOC

カ ー ド形 式

漢 字 表 と して は

総 度 数 順 層別 度 数 っ き漢 字 表

部 首 順 総 度数 っ き漢 字 表

部 首 順 長単 位 用 例 つ き漢 字 表

そ の他 で あ る。

現 在 まで に 次 の よ うな 報 告 書 が 刊 行 され た。

電子 計 算 機 に よ る新 聞 の 語 い調 査 川

"H
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〃m

現 代 新 聞 の漢 字 調 査

語 い調 査 の規 模 と して は,長 い 単 位 での べ200万,短 い単位 で300万 語 に お よぶ 。.L記 の調 査(、 一電

子計 算 機 によ る新 聞 の語 い調 査 」)は そ の1/3の 大 きさでの 中 間 報 告 で あ る。 完全 な語 い表 は 昭 和

48年3月 に出,長 単 位 異 な り18万 語 を収 容 して い る。 漢字 調査 は や は り全 体 の1/3の 大 き さで異 な

り約2879字 の表 で あ る 。

この処 理方 法 で の最 大 の 問 題 点 は,全 体 を 人 間 が行 な った場 合 の レベ ルへ 近 づ け ない こ と で あ る 。

た とえば 文字 連 続 で 「か き」 とあ っ た場 合,人 間 な ら文句 な く前 後 の文 脈 か ら判断 して これ が 「柿 」

な の か 「牡蛎 」 な の か,「 書 き」 と い う意 味 な の か,「 掻 き」 な の か,「 書 き」 と い う意 味 な の か,

「掻」 と い う意 味 な の か を 判 断 す る。 しか し機械 に,実 験 室的 研 究 の規 模 で な く,業 務 の レベ ルで こ

れ を行 なわ せ ると い うの は,現 状 で は不 可 能 に近 い。 まず第一 に 自動 処 理 を行 な うと して も十 分 な用

意 が な い。用 意 が あ って も現 在 の計 算 機 の 記 憶容 量 の 制限 で ど の く らい まで 有 効 な処理 がで き るか は

疑 わ しい。

この場 合 の第 一 の理 由 と第 二 の理 由 と は区 別 してか か らなけ れ ば な らな い。 第二 の理 由 は,ハ ー ド

ウ ェアの 進歩 に よ って,解 決 す る時 期 が くるか も しれ な い。 しか し第 一 の理 由 は ハ ー ドウ ェアが 進歩

して も,全 く先 へ は進 め な い の で あ る。 全 くソ フ トウ ェ ア,あ るい は基 礎 的 な言 語 研 究 の 問 題 で あ

る。

わ れ われ の用 語 調 査 で は前 述 の 点 が解 決 で きな か った。 機械 処理 は人 間処 理 よ りも低 い レベ ルで し

か大 量 処 理 が で きな い 。 そ して 後 で も い うよ うに,同 形語 判別 な ど問題 は用 語 調査 のみ な らず,カ ナ

漢字 変 換 の と き も重 要 な 問 題 で あ る。 「カ キ→ 柿,牡 蛎,書 き,掻 き」 な ど,端 的 な例 で あ る。

外 国語 には カナ漢 字 変 換 と い う こ と は な いが,音 声 タ イプ ラ イ タを考 え る際 に は同様 な問 題 が 出 て

こよ う。 ア メ リカ で機 械 に よ る用 語 統 計 が 計 算機 を使 用 して行 なわ れ た場 合 も,こ の問題 が解 決 で き

なか った。 た とえ ばcan(で き る)とcan(缶)の ご とき,bear(熊)とbear(生 む)とbear(運

ぶ)の ごと き,重 要 な単 語 に か な り あ る の であ る。

この よ うな重 要 な未 解 決 問 題 を の こ した ま まわ れ われ の語 い表 はで きあ が って い る。 「い っ」 と い

う文字 連 続 は 「言 っ(た)」 「行 っ(て)」 「い っ(本)」 な ど の 区別 を つ け る こ とが で きず,全 体 を

ま とめ た数字 が示 され て い る の み で あ る。 「あ っ」 も 「あ っ(た)」 の か,感 動 詞 なの か,そ の な か

に どれ くらい,そ れ ぞ れ が 含 まれ て い る か わか らな い ま ま,処 理 を終 了 した 。 これ を区 別 す るた め の

ポ ス トエ デ ィ トは あ と数 年 を要 す る。

この よ うに,問 題 点 は あ る が,大 量 の デ ー タを処 理 して,そ の結 果 を 公 開 したの で,利 用 価値 は あ

る と思 う。 こ とに昭 和48年3月 刊 の約18万 語 の 語 い を載 せ た語 い表 は,い ろ い ろ な意 味 で有 効 に使 用

され よ う。

(注1)カ タ カ ナのKWIC用 例 表 に っ い て は表6.10.4に そ の一 例 を示 した。
/

(注2)新 聞 の 語 い 調 査 に つ い て は 表6.10.1に そ の 一 例 を 示 し た 。
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6.10.4各 種 言 語 処 理 の 研 究

この よ うに,人 間作 業 に よ る作 業 結 果 と機械 処 理 に よ る作 業 結 果 との間 に レベ ルの 差 が で きて しま

った の で,こ れ を ど の よ う に解 決 す るか が,問 題 と して残 され る よ うに な った。 ま た プ リェ デ ィ ト,

中 間 エ デ ィ トに非 常 に多 くの 時 間 を要 す るの で そ の合理 化 を どの よ うにす るか も,関 心 が もた れ る こ

とに な っ た。

ま ず入 力 は漢 字 テ レ タ イ プ だ が,出 力 と して は導 入 当 時高 速 漢字 プ リン タが な か った た め,ラ イ ン

プ リタを利用 しな け れ ば な ら な い こ とが あ った 。(漢 字 プ リン タが 入手 で きれ ば,漢 字 の ま まの 人 品

出力 が可 能 に な る。)と くに用 例 表 の ご と き,ぼ う大 な量 の出 力 の場 合漢 字 プ リ ンタが な け れ ば ラ イ

ンプ リタを使 わ ざ る を え な い。 そ こ で漢 字 → か な の変換 とい う,他 の ユ ー ザに は あま りな い プ ログ ラ

ムが必 要 に な った。 この た め ,二 種 の プ ロ グ ラム がつ く られ た 。

そ の一 つ は漢 字 の前 後 関 係 に 目 を っ け1字 ず っ変 換 す る方法 で あ る。

現 代 語 で は 「研 」 は一 つ の 読 み しか な い 。 「生 」 は多 くの読 み が あ る。 この よ うに一 つ しか な い も

の は そ の読 み を利 用 し,い くっ か あ る もの は そ の環 境 を調 べて 読 み を入 れ る方 法 であ る。(表6.10.2

参 照)も う一 つ は単 言吾を読 み 方 の基 本 と し,単 語単 位 で 漢字 を 読 む読 み方 で あ る。(表6.10.3参 照)

大 量 の辞 書 を利 用 す るが,辞 書 引 きを プ ロ グ ラ ム的 に工 夫 して高 速化 す る。 後者 は正 解率 が高 く(漢

字 当 た り99%以 上)実 用 プ ロ グ ラム と して 使 用 しす で に60万 語 以 上 を実 際 処理 した。

この逆 の,か な漢 字 変 換 に っ い て は,漢 字 か な変 換 シス テム の と類似 の方 式 に よ る よみ が な方 式 が

あ る。 これ は 目下 開 発 中 で あ る。

多 〔た〕数 〔す う〕決 〔けっ〕 の原 〔げん〕理 〔り〕

多 〔た〕数 〔す う〕決 〔け っ〕 の原 〔げん〕理 〔り〕には,確 〔た しか〕 か に相 〔そ

う〕対 〔たい〕主 〔しゅ〕義 〔ぎ〕的 〔てき〕 な意 〔い〕味 〔み〕がある.甲 〔こ う〕

論 〔うん〕 乙 〔おつ〕◆ 日送 〔 〕 の意 〔い〕見 〔けん〕の対 〔たい〕 立 〔りつ〕 が

ある場 〔ば〕合 〔あ〕に,神 〔かみ〕な らぬ人 〔にん〕問 〔けん〕 の知 〔ち〕性 〔せい〕

表6・10・2計 算 機によ って解読 され た漢字(環 境方 式)

日本 語 で は分 か ち書 きを しな い の が ふ っ うの 文 の書 き方 で あ るか ら,計 算 機 に入 力 され た も の は,

あ らか じめ 分 か ち書 きが 人 為 的 に ほ ど こ して な いか ぎ り,計 算 機 自身 が行 な う必 要 が あ る。 これ が 自

動 分 か ち書 きで あ る 。

この問 題 に つ い て も二 種 類 の もの が作 られ た。 そ の一 つ は,文 字 の 連続 環 境 に注 目 して 大 きな辞 書

に あ わせ て 文 を切 り,そ の 切 り方 を シ ン タク テ ィクに検 定 す る方 法 で あ る。(表6.10.5参 照)

後 者 の ば あ い,自 動 構 文 解 析 の プ ロ グ ラ ムを 内蔵 して い る。 前 者 の 場合 単位 切 りに ミスが 後 者 に 比

して多 く出,後 者 は構 文 解 析 に必 要 な文 法 規 則 が ほ とん どで き て い な い。 いず れ もま だ実 用 段 階 に い

た って い ない 。(後 者 は漢 字 → か な,か な → 漢字,非 当用 漢字 非 現 代 か な つか い→ 当用 漢 字 現 代 か な

一228一



① 原 文

(KOO1129)(GlPlSlT5)=大 谷重 工 深 川工場 ボヤ(P4)

#三 日 午後 一 時 十五分 ごろ,東 京 墨 田区 柳原町 一〇,大 谷重工 深

川工場 の 機 械工場 南 側 の カベ か ら 煙 が 出 て いる のを 能文 貝

が みつけ た 。 ≠ お よそ 十平方 メー トル の.カ ベ を こが し た だ

けで 消 しとめ た 。(P1)≒ 埋立地 に 男 の 変死 体(P4)=

〔 船 橋 〕 三 口 午 前 三 時 十分 ご ろ,千 葉県 船 橋市 日○≡i=∫ 一

〇,第 一 コンク リ'-1会i正 正 門前 埋 立地 の 臨海道路 ぎわ に 若 い 男

が うつ伏せ に な っ て 死 ん で い る のを 通 行人 が みつ:ナ;;三iる署

に 届 け出 た 。

② 漢 字 解 読

K。 。 、 、29。1。 、 。 、5。 、=太 し 、お〕 谷 〔t、1・〕 重 〔じ、]一う〕 二[〔 ・

う 〕 深 〔ふか〕 川 〔がわ〕 工 〔こ う〕 場 〔じょう〕 吉ヤ=

KOO11290104010502#三 〔み っ〕 日 〔か〕 午 〔ご〕後 〔ご〕

一 〔いち〕 時 〔じ〕 十 〔じ.・5う〕 五 〔ご〕 分 〔ふん〕 ごろ,東 〔と う〕

京 〔き ょう〕 塁 〔すみ〕 日 〔だ〕 区 〔く〕 柳 〔やな〕原 〔はら〕 町 〔ち よう〕

一 〔い ち〕 ○ 〔れい〕,大 〔おお〕谷 〔た に〕 重 〔じゅう〕工 〔こ う〕 深

〔ふか〕川 〔がわゴ エ 〔・う〕 場 〔じ・う〕 の 機 〔き〕械 〔か い〕 エ 〔こう〕

場 〔じょう〕 南 〔みな み〕 側 〔が わ〕 の カベ か ら 煙 〔けむ り〕 が 出 〔で〕

て いる の を 従 〔じゅう〕 業 〔ぎ ょう〕 員 〔いん〕 が みつけ た 。=

KOO11290104010503#才5よ そ 十 〔じゅ う〕 平 〔へ い 〕 方 〔ほ

う〕 メ ー トノ1・ の カベ を こが し た だ け で 消 〔け〕 しと め た 。=

KOO11290101010504=埋 〔うy)〕 立 〔たて〕 地 〔ち〕 に 男

〔おと こ〕 の 変 〔へ ん〕 死 〔し〕体 〔たい〕#

KOO11290104010505#〔 船 〔ふな〕橋 〔ば し〕 〕 三 〔ジ夫

っ〕 日 〔か〕 午 〔ご〕前 〔ぜん〕 三 〔さん〕 時 〔じ〕 十 〔じゅっ〕 分 〔ぷ

ん〕 ごろ,千 〔ち〕葉 〔ば〕 県 〔けん〕 船 〔ふ な〕橋 〔ば し〕 市 〔し〕

Ei〔 ひ〕 の出 〔で〕 町 〔ち ょう〕 一 〔いち〕 ○ 〔れ い〕,第 〔だい〕 一

〔い ち〕 コンク リー ト 会 〔が い〕社 〔しゃ〕 正 〔せい〕門 〔もん〕 前 〔まえ〕

埋 〔うめ〕立 〔たて〕 地 〔ち〕 の 臨 〔りん〕海 〔かい〕 道 〔ど う」路 〔ろ〕

ぎわ に 若 〔わか〕い 男 〔お とこ〕 が うつ伏 〔ぷ〕せ に な っ て 死

〔し〕ん で いる の を 通 〔つ う〕行 〔こ う〕 人 〔にん〕 が みつ け 船

〔ふ な〕橋 〔ば し〕 署 〔しょ〕 に 届 〔と ど〕け出 〔で〕 た 。=

表6・10・3計 算 機 に よ る漢 字 解 読(単 語 辞 書 方 式)
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つか い な ど の汎 用 の処 理 も同 時 に可 能)。

そ の ほ か,や は り試 作 的 で あ るが,単 語 の 品詞 を計 算機 で推 測 す る こと,同 音 語 を環 境 的 に見分 け

る(か な漢 字 変 換 と同 じ問 題)こ と な ど い くっ か の プ ログ ラム も実験 され たが,い ず れ も開 発 中途 で

と ま って い る。 こ の よ うな 研 究 開 発 の 内容 に っ い て は,国 語 研 報 告書 「電 子計 算 機 に よ る 国 語 研 究 」

「同H」 「同 皿」 「同IV」 「同V」 な どに発 表 され て い る。
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入 力 原 文

谷 川 の 岸 に 小 さ な 学 校 が あ り ま した 。

さ わ や か な9月1日 の 朝 で し た 。

青 そ ら で 風 が ど う と 鳴 り,日 光 は 運 動 場 い っ ぱ い で し た 。 お わ り
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表6・10・5計 算 機 に よ る 自動 分 か ち書 き

/
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6.11計 算機 に よ る カ ナ漢 字 変 換 の一 手 法

6.11.1ま え が き

カナ文 ま た は ロ ー マ字 文 を 漢 字 か な湿 り文 に 自動 変 換 す る シ ステ ム は,海 外 ユ ー ス電 文 の漢 字 か な

湿 り文 変 換,計 算 機 へ の 漢 字 か な 湿 り文 の 入 力手 段 な どに直接 応 用 で き るほ か 、 日本 語情 報処 理 技 術

を確 立 す る上 で の里 程 標 と して の 意 味 も持 つ と考 え られ る。 そ の ため1966年 頃か ら,九 州大 学1"・11]1

沖電 気 刷 制 を 中心 に研 究 が 始 め られ,最 近 では 国立 国語 研究 所 川 目本 ソ フ トウェ アωな どの結 果 も一

部公 表 され て い る。

NHK総 合 技 術研 究 所 は,ニ ュ ー ス文 な ど の情 報伝 達 を 旨 とす る 日本 語 文 の機 械 処 理 技 術 を 確 立 す

るた めの 最初 の課 題 と して,!969年 頃 か ら計 算機 に よ る カナ漢 字 変 換 シ ステ ムを取 り上 げ て き た が,

この ほ ど,試 作 シス テ ムの 評 価 実験 な どを終 え た ので,概 要 を紹 介 す る。 な お,こ の システ ム は,N

HKの 海 外 支 局 か ら打 電 さ れ て くる ロー マ字 ニ ュー ス電 報 の漢 字 か な湿 り文 変換 へ の応 用 を 念 頭 に 開

発 した もの で あ る が,ま だ 実 務 に使 用 す る まで に は至 って いな い。

カ ナ漢字 変 換 に お け る主 要 な 問題 は,同 音異 字 語 の処 理 で あ る。以 下 で は,そ の ため の手 法 と,そ

れ に よ って シ ステ ム に課 せ ら れ る使 用上 の制 約 を中心 に述 べ る 。

(注1)栗 原俊 彦,黒 崎 悦 明:カ ナ文 の 漢 字湿 り文 へ の変 換処 理 に つ いて,昭 和43年 度 電 気 四 学 会

連 合大 会 予 稿(昭43-3)。

(注2)栗 原俊 彦,稲 永 紘 之:カ ナ漢 字 変 換(1),九 大 工 学集 報,第42巻 第6号,p.880～884

(昭45)

(注3)黒 崎悦 明:カ ナ けん 盤 漢 字 表 示方 式,昭 和43年 度 情 報 処理 学会 大会 予 稿(昭43-12)。

(注4)沖 電 気:漢 字 カ ナ湿 り文 変 換 プ ログ ラ ム,電 子 通 信学 会 誌,Vol.54,No,H,ニ ュ ー ス

欄(昭46)。

(注5)田 中章 夫:ヨ ミガ ナ方 式 に よ る カ ナ(ロ ー マ字)の 漢 字 変 換,計 量 国 語学,No.55,p.29

'～37(昭45) 。

(注6)藤 井 純,原 哲 夫,木 村 繁:カ ナか ら漢字 への 変換.、昭 和46年 度 電気 四 学 会連 合大 会 予 稿

(昭46-10)。 ・

6.11.2入 力 文 の 形 式

入 力 の カナ文 は次 に示 す 二 種 の単 位 に 分 ち書 きされ て い る こ とを前 提 とす る。 そ れ ら を'分 ち 書 き

単 位'と 総称 す る。 そ の特 徴 は,自 立 語 が一 つ しか含 まれ な い こ と,自 立 語 に続 く付 属 語 群 は,す べ

て その 自立 語 に くっっ け て 書 く こ との 二 点 で あ る。

① 通 常 単 位

接 頭語 一自立 語 一接 尾 語 一付 属 語 群

② 数 詞 単 位

数 詞 一助 数 詞 一接 尾 語 一付 属 語 群

こ こで,接 頭 語,接 尾 語,付 属 語 群 は実 際 に はな くて もよ い。 次 に 分 ち書 き単 位 の 例 を二,三 掲 げ

一232一



る。

ヘ ンカ ンー ス ル 一二 ハ(変 換 す る に は)

カ クー グ タイ ー サ ク ー ヲ(各 具 体 策 を)

19一 ニ チ 一 二(19日 に)

9一 カ イ ー ゴー カ ラ(9回 そ麦か ら)、

ふ つ う自立 語 と い え ば 片 カ ナ表 記 の外 来 語 や,地 名 ・人名 等 の 固 有 名詞 も含 まれ るが,本 シス テ ム

で はそ れ らは いず れ も変 換 対 象 か らは ず した。 一般 語 か らな る文 字 通 りの通 常 文 を変 換処 理 の 当 面 の

主 眼 と したか らで あ る(外 来 語 や 固 有 名 詞 の処 理 の見 通 しにつ い て は6.11.5今 後 の 課 題 で 述 べ る)。

その た め,さ らに次 の2種 の 特 殊 単 位 を設 け た。

③ 強 制 片 カ ナ変 換 単 位

特殊 記 号 矢で 囲 ま れ た単 位 で,そ の 中 味 を片 カナ の まま出力 す る。

④ 強 制 平 か な変 換 単 位

特殊 記 号'で 囲 まれ た単 位 で,そ の中 味 を平 か な で出 力 す る。 ナ ンセ ンスな漢字 に変換 さ れ る恐 れ

の あ る固有 名 詞 の類 を平 か な で 出 力 す るの に用 い る。

個 々 に分 ち書 き単 位 同 士 を分 け る分 離記 号 と して は,ふ つ うは空 白 を当 て るが,コ ンマや ピ リオ ド

な どの句 読 点,O,「 」 な ど の 引用 符,ま た上 記 ③ ④ の単 位構 成 に用 い られ る苦や'も すべ て分 離 記 号 と

見 な して お い た方 が便 利 で あ る。

実 際 の新 聞 記 事 を上 述 の 入 力 形 式 に合 うよ うに分 ち書 き した例 を次 に示 す 。 「と ころが,ニ ク ソ ン

米 大統 領 の訪 中 決 定 な ど,最 近 の 国 際 情 勢 の大 き な変化 によ って,佐 藤内 閣 とい え ど も,も は や中 国

代 表 団 の入 国 を拒 否 す る よ うな態 度 は とれ な い だ ろ う と判 断 し,招 待 状 を 出 す こ と に 踏 切 っ た 。』

(朝 日新 聞,昭 和46年8月1日 朝 刊)ト コ ロガ,"ニ ク ソ ン誉 ベ イ ダ イ トウ リヨ ウ ノ .ホ ウ チ ユ ウ

ケ ッテ イナ ド,サ イ キ ン ノ コ ク サ イ ジ ョウセ イ ノ.オ オ キ ナ ヘ ンカ ニ ヨ ッテ,'サ トウ'ナ

イ カ ク ト イエ ドモ,モ ハ ヤ チ ュ ウ ゴ ク ダイ ヒ ョウダ ンノ ニ ュ ウ コク ヲ キ ョ ヒスル ヨ ウナ

タ イ ドハ トレナ イ ダ ロ ウ ト ハ ンダ ンシ,シ ョウ タ イ ジ ョウ ヲ ダ ス コ トニ フ ミキ ッタ。(こ

の入 力 文 に対 す る変 換 結 果 は6.11.4「 試 作 シス テム とそ の能 力」 に示 す)

なお6.11.4で 述 べ る試 作 シ ス テhで は,入 力 の カ ナ コー ドと してEBCDICコ ー ドを使 用 し て い る の

で,濁 点 ・半 濁 点 も独 立 した1字 と な る し,小 さい文字(ッ,ヤ,ユ,ヨ)も 通常 の 文字 で代 用 され

る。 と くに後 者 は 同音 異 字 語 の原 因 に な る(賞 と使 用,病 院 と美 容 院 な ど)。

6.11.3同 音 異 字 語 処 理

変 換処 理 の主 要 部 は同 音 異 字 語 を 除 くため の 文法 処理 で あ る。 これ は以 下 に述 べ る三 つ の部 分 に 分

か れ る。

ア.基 本 分 析

こ こで は分 ち書 き単 位 が ひ と まず 次 の 形 を して い る と仮 定 して 分 析 を始 め る(通 常 単位 の場 合 を 考

え る。数 詞 単 位 に っ いて も ほ ぼ 同 様 で あ る)。 っ ま り分 ち書 き単 位 に は接 頭語 も接尾 語 も含 ま れ て い

な い と仮 定 す る の で あ る。
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自立 語 一付 属語1一 付 属 語2-… 一付 属 語k(k≧0)

この と き次 の三 つ の操 作 を行 な う。

① 与 え られ た分 ち書 き単 位(カ ナ文字 列)を 上 の よ うな 自立 語 と付 属 語 列 の形 に区 切 る。

② 最後 の単 位(上 の例 で い え ば付 属 言吾k)が 分 ち書 き単位 の末 尾 にな り得 るか 否 か を調 べ る。

この う ち,①は単 語(自 立 言吾)辞 書 と付 属 語辞 書 を用 いて調 べ る。② は単位 間 の接 続 を ま とめ た接 続

行 列 を用 い て行 な う。③ に 必 要 な情 報 は付 属語 辞 書 に収容 して お く。

例 と して 「ア メ ラ シ イ カ ラ」 と い う分 ち書 き単 位 を と り.そ の 分析 過 程 を図6.11.1に した が って た

ど っ て み よ う。

プ ロ グ ラ ム

'

最長一致法 に く
よ る辞書検索

s

付属語辞書

アメ ラシイカ ラ

アメ ラシイ カ

アメ ラシイ

アメ

/
/ラ シイ

/

カ ラ

/
/

単

語

辞

書

(雨)

/
NO

/
NO

/
NO

/

YES

雨、名詞
接 続 行 列

名 詞 の
後 続 語/

/
/ ラシイの

後 続 語
ラシイの
接続番 号 一 〆

カラ

'

/一カ ラ の
接続番号 終 了可

出力Ψ

「雨 ら しい か ら」

図6・11・1「 アメ ラ シイ カ ラ」 の 分 析過 程

まず 「ア メ ラ シイ カ ラ」 と い う単 位 が,全 体 と して一 つの 自立 語 で あ る か否 か を単 語 辞 書 に よ って

調 べ る。 も ちろ ん これ は 自立 語 で は な い(し たが って単 語辞 書 に は な い)。 そ こで末 尾 の1字 を 削 っ

て 次 は 「ア メ ラ シ イ カ」 を 調 べ る。 これ も自立 語 で は な い。 この よ う に末尾 か ら1字 ずっ 削 っ て は,

残 りの部 分 が 自立 語 か否 か を調 べ て い く(い わ ゆ る最 長 一 致法 に よ る辞書 検 索)。

この場 合 は 「ア メ」 に な って 「雨 」 と い う自立語 が得 られ る。 この と き雨 と い う漢 字 と と も に,そ

れ が名 詞 で あ る とい う品 詞 情 報 も同 時 に得 られ る。 そ こで次 に 「雨 」 と残 余 部 「ラ シ イカ ラ」 の 文 法

分析 に うつ る。 そ の た め に ま ず接 続 行 列 の 「名 詞 の後 続 語」 欄 に したが って,名 詞 の後 続 単位 を探 し

て い く。一 般 に は そ の よ うな もの は多 数 見 つか るが,そ の 中 で残 余 部 の 頭 の方 と一 致 す る も の を 選

ぶ 。 この 場合 は 「ラ シ イ」 が 見 つ か る。'
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そ こで こん ど は ラ シイ の接 続 の パ ター ン番 号(接 続 行 列 の 「ラ シイの後 続 語 」欄 の番 号)を 付 属 語

辞書 か ら読 み 取 り,「 ラ シ イ」 を 削 った新 しい残 余 部 「カ ラ」 につ い て,接 続 行列 の 「ラ シイの 後 続

語」 欄 を上 と同 様 に調 べ て い く。

そ して 「カ ラ」 が得 られ る。 「カ ラ」 は 「ア メ ラ シイ カ ラ」 と い う分 ち書 き単位 の末 尾 だか ら,そ

れ が 分 ち書 き単 位 の末 尾 に な れ るか 否 か を付 属 語 辞書 に よ って調 べ る。 も しな けれ ば この分 ち書 き単

位 の 文法 分 析 は首 尾 よ く終 っ た こ と に な り,「 雨 ら しい か ら」 とい う出力 が得 られ る こ とに な る。

も し 「ア メ」 に対 応 す る 自立 語 が 「雨 」 以 外 に もあ った場合 に は,そ れ らに つ いて もそ れ ぞれ 上 の

よ うな分 析 を行 な い 、 う ま く分 析 で き た もの だ けを 出 力 す るよ うに して,可 能 な限 り一 意 的 な漢 字 変

換 を は か るわ け で あ る。

次 に,こ の よ うな基 本 分 析 に用 い る諸 表 につ いて 簡単 にふ れ て お こう。

単 語辞 書 は測,自 立 語 に関 す る種 々 の情 報 を ま とめ た もので あ る。 自立 語 選定 に は国立 国 語 研 究 所

の新 聞 の 語 い調 査 の 結 果 を基 礎 資 料 と し,そ の 中 の 「五十 音順 短 単 位 表」 か ら,固 有 名詞 の大 部 分 ・

片 カ ナ表記 の 外 来 語 ・助 詞 ・助 動 詞 ・算 用 数 字 ・記 号 類 を除 い た6,460語 を抽 出 した。 辞 書 中 の 各 単

語 に収容 した情 報 は,見 出 しの カナ表'記,漢 字 表 記,カ ナ表 記 と漢 字 表記 の対 応 を つ け る情 報,品 詞

情 報,出 現 率(同 音 異 字 語 が一 つ に しぼ れ な か った場 合 は この 順 に 出力 す る),そ の他 で あ る。

付 属語 辞 書 に は,助 詞,助 動 詞,形 式 名 詞 な どの いわ ゆ る付 属語 を,活 用 のあ る場 合 には 活用 形 ご

と に,必 要 な情 報 と と も に ま とめ た もの で あ る。 こ の辞書 の現 在 の大 き さは

9バ イ ト×291語=2,619バ イ トで あ る。

接 続 行 列 は,自 立 語 の 各 品 詞 別(活 用 す る品詞 は さ らに活 用 形 別),お よ び各 付 属語 別 に,そ れ に

後 続 す る付 属 語 を記 述 した もの で あ る。 ま とめ方 を工 夫 す る こ と によ って現 在 の接 続 行 列 は約3,200

バ イ トの 大 き さ に収 ま っ て い る。 くわ しい こ とは文 献 「分 ち書 き単位 分 析表 」 訓 に ゆず る。

イ.接 尾 語 処 理

基 本 分 析 の 過 程 で,自 立 語 は 見 つ か るが,そ れ と残 余 部 との文 法 分析 が うま くいか な い と い う状 況

に な っ た と き,残 余 部 の頭 に接 尾 語 が っ いて い る と考 え て接尾 語 処 理 に入 る。 その大 要 は,接 尾 語 表

と残 余 部 を つ き合 せ,一 致 す る もの が あれ ば そ れ(接 尾 語)を 残 余 部 か ら削 り,そ の接 尾 語 と新 しい

残 余 部 との 文 法 分 析 を行 な う こ とか らな る。

この 接 尾 語 処 理 も うま くい か な か っ た場 合 に は最 長 一 致 法 に よ る単語 辞 書 の検 索 に戻 り,新 しい 自

立 語 を探 し直 して再 び基 本 分 析 に入 る。

現 在 の 接 尾 語 表 に は,資 料 「電 子 計 算 機 によ る新 聞 の語 彙調 査ExtS)1か ら抽 出 した45語 の接 尾 語 が

入 れ て あ る。

ウ.接 頭 語 処 理

最 長 一 致 法 に よ る辞 書 検 索 の す べ て の段 階 で,基 本 分 析 も接 尾 語 処理 も うま くいか な か った場 合 に

は,分 ち書 き単 位 の 冒頭 に接 頭 語 が っ いて い る と考 え,接 頭語 表 に よ りそれ を削 って か ら,残 余 部 を

あ らた めて 分 ち書 き単 位 とみ な して再 び基 本 分 析(お よ び接尾 語処 理)を 行 な う。

現 在 の 接 頭 語 表 に は,.ヒ 記 資 料 か ら抽 出 した26語 の接 頭 語表 が入 れて あ る。
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(注7)国 語 研 究 所:電 子 計 算 機 に よ る新 聞 の語 彙調 査,秀 英 出版(昭45)。

(注8)国 語 研 究 所:電 子 計 算 機 に よ る新 聞 の語 彙調 査(n),秀 英 出版(昭46)。

(注9)相 沢 輝 昭,江 原 暉将:カ ナ漢 字 変 換 の ため の単 語 辞 書,NHK技 研 研究 報 告(昭47)。

(注10)相 沢 輝 昭,江 原 暉将:分 ち書 き単 位 分 析 表,NHK技 研 研 究 報告(昭47)。

6.11.4試 作 シ ス テ ム と そ の 能 力

NHK総 合 技 術 研 究 所 設 置 の計 算 機IBMシ ス テ ム/360モ デ ル40Gに 対 して作 成 した全 シ ス テ ム は 図

6.11.2の と お り で あ る。 使 用 言 語 はす べ て360ア セ ンブ ラであ る。

カ

ナ
変

ロ

ー

マ
㌔

ロー マ宇

入 力の時

「ll語群 、咋

6.200語

変

換

テ

漢
学

ト

き

表

イ

川
桁

バ

ち
分

K

分
位

6

図6・11・2カ ナ漢 字 変 換 シス テ ム構 成

製編

ll集

文法分析

結果など

2250

デfス プレイ

2285

ハー トコピー

漢 テ レ
一一〉

ス テ ッ プ 数 は 約4,000,コ ァ容 量 は 約60Kバ イ トで あ る が,紙 テ ー プ入 出 力 の 最 小 シ ス テ ム に す る

と 約2,000ス テ ッ プ,24Kバ イ ト程 度 に ま と め ら れ る 。

IBM2250キ ー ボ ー ド入 力,2250出 力 の 変 換 例 を 次 に 示 す 。

纂 靴

一236一



写 真6・11・2出 力 文

次 に示 す の は漢 テ レ出 力 の一 例 で あ るが,同 音 異 字 語 が しぼ れ な か った場 合 に も第1順 位 の み 出

し,他 の もの は抑 制 してみ た。

社 会 党 の'巾 国 側 に 対 す る 訪 日招 待 に は,真 体 的 に 名 前 を 上 げ る こ と は し な い で,

人 選 は 一 切 相 手 に 任 まて い る が,同 協 会 の 責 任 者 で あ る お う こ っ け ん じ よ め

い お う ぎ よ う う ん 各 市 等 対 日 関 係 者 数 人 の 来 日 を 期 待 して い る 。 社 会 党 は 去

る5月,既 に 中 口友 好 協 会 代 表 団 の 招 待 を 決 め た も の の,さ と う 内 閣 が 入 国 を 拒

否 す れ ば 中 国 側 に 失 礼 な 事 に な る と して 政 府 か らは つ き り し た 入 国 許 可 の 保 証 を

と り つ け て か ら招 待 状 を 出 そ う と 言 う慎 重 な 構 え を 取 っ て き た 。

所 が,ニ ク ソ ン 米 大 統 領 の 訪 中 決 定 な ど,最 近 の 国 際 情 勢 の 大 きな 変 化 に 依 っ て

,さ と う 内 閣 と 言 え ど も,も は や 中 国 代 表 団 の 入 国 を 拒 否 す る よ う な態 度 は 取 れ

な い'だ ろ う と 判 断 し,招 待 状 を 出 す こ と にEtt切 っ た 。

表6・11・1変 換結果 の一例(第IJ頂 位 のみ出力)

シ ステ ムの 漢字 変 換 能 力 を見 る た め に 次 の よ うな測 定 を行 な った。 な お測 定 にあ た って は2250を 用

い た会 話 型 専 用 ル ーチ ンを作 成 し,測 定 の能 率 と精 度 を高 める よ うに した。

サ ンプ ル文 は朝 日新 聞 昭 和46年8月1日 ～6日 の43記 事 。全 分 ち書 き単 位 数 は7,506で,そ の う ち

変 換 対 象 単位 は6,842で あ った。 そ れ らを外 交 か ら家庭 までの7分 野 に分類 統 合 した形 で表6.11.2に

示 す。

処 理 速 度 は,以 上43記 事 を ロ ー マ字 文 で カー ドか ら読 み取 り,漢 テ レ出 力用 の紙 テー プ を さん 孔 し

終 え るま で約25分 か か って い る 。 したが っ て,分 ち書 き単 位 で は約0.2秒 か か る勘 定 にな る。

表6.11.2の 測 定 結 果 に関 して次 の こ と が い え る。

①N、1の 原 因 の100%,Nの 原 因 の 約82%が 「単 語 辞 書 にな か った た め」 とな って い る。 し た が っ
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て単 語 辞 書 の 改 良 とい う簡 単 な手 段 によ り,ま だか な り変 換率 の改 善 が可 能 で あ るよ うに思 え る。

②N,の 原 因 は約18%は 最 長 一 致 法 に よ る辞 書検 索 に伴 う原 理 的 な誤 変換 で あ る。

な お,処 理 は読 込 み 領 域(1Kバ イ ト)が い っぱ い にな るま で入 力 文 を読 み込 ん で は,そ れ らの 漢

字変 換 を一 括 して行 な い,そ の 結果 を ま とめ て出 力 して い る。 読 込 み領 域 に入 る分 ち書 き単 位 数 は一

定 しな いの で純 粋 処 理 時 間 の算 出 は 困難 で あ るがtそ れ を平均 約60と 見 る と,読 込 み終 了 か ら出力 開

始 ま での平 均 時 間 が約5秒 で あ るか ら,1分 ち書 き単 位 当 りの純 粋 処 理 時 間 は約0.08秒 とな る。

対 象 N 旦1
N

旦2
N

旦3
N

旦4
N

亙5
N

記事数

外交 ・外政 1376
%80

.8 90.6 3.0 3.7 3.0 9

内 政 1421 76.4 924 2.0 22 3.6 7

経 済 908 76.5 890 5.0 3.2 2.9 6

社 会 1116 7&瓢 91.1 3.4 3.8 1.9 7

ス ポ ー ツ 876 73.3 86.8 5.3 5.1 ・3 .0 6

科 学 448 7&7 92.2 3.2 32 1.6 3

家 庭 697 76.9 86.7 5.6 5.2 2.6 5

全 体 6842 77.5 90.1 3.7 3.6 2B 43

1

2

3

4

5

N

N

N

N

N

N

変換対象分 ち書 き単位 数
一意的 に変換 され た単位数

正 しいのが第1順 位に きた単位数(N1を 含 む)

無変換 であった単位数

誤 変換 された単位数.

正 しいのが第2順 位以 上にきた単 位数

表6・11・2変 換能力の測定結果

6.11.5今 後 の 課 題

実 用 的 で,し か も コ ンパ ク トな カ ナ漢 字 変 換 シス テ ム とな る と,上 述 の よ うに,対 象 とす る分 野 を

あ る程 度 しぼ って それ に よ く適 した単 語 辞 書 を用 意 し,そ れ に分 ち書 き単位 内 のみ の文法 分 析 を行 な

う,と い うよ うな 形 に落 ち 着 くの で は な いか と思 われ る。将 来 の問 題 点 と して次 の よ うな こと が考 え

られ る。

① 固 有 名 詞 処理 は入 力 文 に適 当 な マ ー ク をっ け る こ とで解 決 す るのが一 番 手取 り早 い 。欧 米 諸 言

語 の 正書 法 で も固 有 名 詞 は 大 文 字 で書 き出 す ことが行 なわ れ て い るか ら,そ れ ほ ど負 担 にな らな い で

あ ろ う。 さ ら に地 名,人 名 等 の 区別 を っ け る ことで変 換 率 が ど の よ うに変 わ るか は調 査 す る価 値 が あ

る。

② 複 合 語 は どの よ うに 分 ち書 き して もよ い よ うに す る こ とで,入 力文 作 成 時 の分 ち書 きの 仕方 の

制 限 を ゆ る め る こ と。 計 算 機 へ の漢 ㌫ か な湿 り文 の入 力 手 段 と して この シス テ ムを見 た場 合,「 読 む
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通 りに 入力 すれ ば よ い」 と い う利 点 が あ る。 その利 点 を よ り一 層 生 か す た めに も,複 合語 処 理 な どを

行 な って,分 ち書 き の仕 方 に 残 って い る制 限 をゆ るめ る必 要 が あ ろ う。
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6.12日 本 語 情 報 処 理 ユ ー ザ ー 一 覧 表

前 節 ま では 代 表 的 と思 わ れ る応 用 事 例 につ い て の べ て きた が,そ の ほ か の 例 を 以 下 の 表 で 示 す。 こ

の表 で あげ て い る各 事 例 は,文 献 調 査,ア ンケ ー ト調 査 な らび に面接 調 査 な どを も と に と り ま とめ た

もの であ るが,記 載 もれ も多 数 あ る こ とを お 断 り して お く。

(一 覧 表 を み る にあ た って の注 意)

(1)システ ム構 成 の欄 で使 用 して い る記 号 は次 の 機器 を 示 す 。

①入力装置関係

F6801A漢 字入 力 キ ー ボ ー ド(富 士 通)

F603F磁 気 テ ー プ装 置(〃)

F801Dコ ン ソ.一ル タ イ プ ラ イ タ(〃)

F804Dデ ー タ ライ タ(")

F749A紙 テ ー プ読 取 装 置(〃)

TS-31・・B議 ≡ ζ;ミ(日 本電子産業)

TS-3100E〃(")

TS-103"C")

・・K診 て㌍ タスキヤン(")

②出力装置関係

漢字 け ん盤 さん 孔 機(谷 村 新 興)KB202B

)SCK200〃(〃

SC4000漢 字 入 出 力 装 置(〃)

C5110漢 字 入 力 装 置(日 電)

N109A紙 テ ー プ リー ダ(〃)

OKIGT3303紙 テ ー プ リー ダ(沖)

OKIGE6148コ ン ソー ル タ イ プ ライ タ(〃)

OKIGL5800漢 字 けん 盤 さ ん孔 機(〃)

JEMシ リー ズIBM2680写 真 植 字 装 置(IBM)

マ イ ク ロ フ イ ル ム プ リ ン タ ーOKIGR100A高 速 テ ー プ さ ん 孔 機(沖)PT-101
,150(日 本 電 子 産 業)

PT-200,210,220,フ イ ル ム プ リ ン タ(〃)OKIGJ7301高 速 ラ イ ン プ リ ン タ(〃)

PT-700,750ソ フ トプ リ ン タ(〃

PT-800普 通 紙 ソ フ トプ リ ン タ(〃

・M-11・ 警塗 イスプ レイ(〃

JEMH-10T編 集 用 コ ン ピュー タ(〃)

SAPTONP-MA写 真 植 字 装 置(写 研)

SAPTON-A写 真 植 字 装 置(〃)

SAPTON-N〃(〃)

C5210高 速 漢 字 プ リ ンタ(日 本 電 気)

C5220漢 字 プ リン タ(〃)

C5310漢 字 デ ィ ス プ レイ(〃)

N110A紙 テ ー プパ ンチ(〃)

)F6802

)F6502A

)F6521A

F6531C

F401A

F6501B

F767A

T4100

漢 字 入 出力 キ ー ボ ー ド(富 士 通)

漢 字 ライ ンプ リン タ(〃)

漢 字 プ リン タ(〃)

全 自動 写 植 装 置(〃)

マ ガ ジ ン フ ァイル 装 置(〃)

漢 字 プ リン タ装 置(〃)

紙 テ ー プ パ ンチ(〃)

漢字 プ リン タ(高 千 穂)

1
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な お周 辺 機 器 は 日本 語 情 報 処 理 の た め に使 用 す る もの につ い て の み あ げ てい る。

② 文 字 種 の 数 は 英 数 字,記 号 等 を 含 め た もの。 ま た()内 は漢 字 のみ 。

(3)書体 の欄 で ドッ トマ トリク スの()内 は ド ットの 数 を 示 す 。 ・

(4)ソフ トウ エア の 欄 は 日本 語 情 報 処 理 シ ステ ム の た め に特 に開 発 した もの に つい て あ げ て あ る。

(5備 考 欄 の う ち(1)は稼 動 状 況 で あ り,(2)は 将 来 の 構 想 で あ る。

(6)なお時 間 的 な 都 合 で一 覧 表 に収 録 で きな か った が,こ の 他,日 本 語 情 報処 理 シ ステ ム を導 入 してい

るユ ー ザ に は 次 の よ うな もの が あ る。

ユ ザ 名

日 本 経 済 新 聞 社

神 奈 川 新 聞 社

高 知 新 聞 社

日 本 海 新 聞 社

北 日 本 新 聞 社

サ ン ケ イ 新 聞 社

適 用 分 野

㈱

社

刷

ド

刷

ン

日

]

〔
ト

目

モ
'

本

や

船

日

イ

大

ダ

黒

†三 菱 商 事

†丸 紅

†三 菱 電 機

†三 井 金 属

†国 税 庁

キ ャ ノ ン

高 千 穂 計 算 セ ンター

†特 許 デ イ タ セ ンター

新聞の編集,版 下作成

ノノ

ノノ

ノ/

ノノ

箱組,ラ テ番 組 作 成

一般商業印刷物の組版,版 下の作成

雑誌の編集,組 版,版 下の作成

印刷物の組版,版 下作成

人事情報検索のプ リン ト

ノ/

ノノ

ノノ

名簿 の プ リ ン ト

在 庫 管 理,個 人 記 録

計 算 サ ー ビス

工 業技 術 情 報 の検 索 プ リン ト

シ ス テ ム ・ 機 器

IBM2680

SAPTON-N

ノノ

ノノ

ノノ

FACOM230/10D

FACOM全 自動 写 植 シ ス テ ム

SAPTON-P

SAPTON-A

T4100

〃

ノノ

〃

〃

キ ャ ノ ンJCOM

T4100

F-FCL,T4100,JEM3100

(注)† は 外注 に よ る処 理
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(事 務 処 理 関 係)

ユ ー ザ 名 住 友 信 託 銀 行 総 理 府 統 計 局 東 洋 信 託 銀 行
⑨

シ ス テ ム 名 漢字情 報処理 システム 証券代行業務 システム

適 用 分 野
証券代行業務 の宛名印刷 およ

び各種帳票作成

国勢 調査 、各種統計資料の作

成
宛名印刷、各種帳票作成

株主管理と して所有株 式 ・株 統計 表で使 われ ている文字、 東京本店証券代行部 および、

数 ・地 域 ・税 金 の扱 い 、配 当 表題 、表側 けい線などの情報 大阪支店証券代行部に おいて

金支払方法等 の各種 データの を入 れ た 磁 気 テ ーープを あ らか 委託株式の代行業務 と して、

ほか住所 ・氏 名などの漢字情 じめ 作 成 す る 。 この テー プ と 株式総会招集通知

報を電算機処理 し、宛 名印刷 メ イ ン ・コ ン ピ ュー タ で処 理 配 当 金 領 収 書

および管 理用 帳票 を 作 成 す され た統 計デ ータ(数値)を マ 新 株 申 し込 み書

る 。 ッチさせて、各種統計表をマ などの作成を漢字 によ って行

シ ス テ ム イ ク ロ フ イル ム、 印刷 用 ブイ っ て い る 。
'

または
ル ム 、 ゲ ラ刷 用 に 出力 す る。

業務 の概要

シ 入力機器 漢字テ レタイプ F6801A×4

ス

テ
ム

出力機器 JEM3100(PT-150×1、PT-

800×1)

JEM3820(PT200×1,PT700
×1、PT100×1)'

F6502AX4

の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
IBM360、370×1

.コ ー デ ル400、copyflol1

NEAC2200/400×1、

IBM360/40×1
FACOM230/25×2

成 周辺機器 MT×12、 ド ラ ム ×2、 デ ィ

ス クx2

x 入 力 用 約8,500字 2,688字(2,260字) 5,376字

橿 出 力 用 約8,500字 2,688字(2,260字) 5,285字(5,174字)

書 体 中 ゴ シ ッ ク 明 朝 ドッ トマ トリク ス(15×]8)

ソ フ トウ ェア

(1)入力:約100万 字/年 、6
時間/日

出力:730ペ ー ジ/年 、8

時 間/日(1ペ ー ジ1

万字)
備 考 ② データバ ンクの基礎資料作

成に積極 的に利用 していき
た い 。
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ユ ー ザ 名 日 立 製 作 所 三 菱 信 託 銀 行 明 治 生 命 保 険

シ ス テ ム 名
日 立 ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ン ・

エ デ ィ ッ ト シ ス テ ム
宛名印刷 漢字処理 システム(1)

適 用 分 野
更新のある ドキ ュメ ン トの組

版/更 新
証券代行業務

顧 客氏名の印刷、統計資料 の

作成

シ ス テ ム

または

業 務 の 概 要

マ ニ ュア ル等 の ドキ ュメ ン ト

の組 版 、 更 新 の た め の シ ステ

ム で組 版 機 能 、 リス ト出 力 機

能 、 更 新 機 能 か ら構 成 され て

い る 。組 版 機 能 で は 漢 字 けん

盤 せ ん孔 機 の 出 力紙 テ ー プ よ

りマ ス タ用 磁 気 テ ー プ を っ く

る 。 リス ト機 能 で は 、 マ ス タ

テ ー プ か ら出 力 され る 初 校 リ

ス ト、 版 下 リス トの 印 字 、 ト

ラ ンザ ク シ ョ ンテ ー プ よ り、

2校 ・3校 リス トの 印 字 を行

う。 更 新機 能 で は 、 紙 テ ー プ

に パ ンチ され た 修 正 情 報 を い

った ん トラ ンザ ク シ ョ ンテ ー

プ に 格納 して 、 マ ス タ テ ー プ

の 更 新 を お こな う。

名義書換 によ り発生 した株主

住所氏名 の変更訂正(含 新規

株主)IBM29型 穿孔機(漢 字

用)を 使 って パ ンチ し、IBM

370/155に 入 力 して期末株主

の住所氏 名を確 定す る。

確定後の住所 ファイルをIBM

2245漢 字プ リンターの入 力と

して株 主宛発送物(委 任状 、

配当金領 収証 等)の 宛名印字

を行な う。

数百万件に のぼる契約者につ

いて、

配 当金支払 明細書

課 税 所 得 控 除

保 険 料 証 明 書

各 種 管 理 資 料

などの氏名記入 を一括 字 プ

リン トによ って行な ってい

る。

㌧
ス
テ
ム
の

構
成

入力機器 新 興 製 漢 テ レ×10

JEM3800(PT-700×1、
PT-200×1)

HITAC8210×1

MT×6、 デ ィ ク ス ×2

IBM29型 穿 孔 機(漢 字 用)
×1

1BM2245型 漢 字 プ リ ンタ ー
×1

㎡
IBM370/155×1

MT

DISK

F603F×2

F6502A×1

FACOM230/25×1

ドラム ×1

出力機器

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,400字(1,900字)

2,938字(1,900字)

3,600字

10,000字(Max)

7,200字(3,840字)

7,200字(約7,000字)出 力 用

書 体 明 朝 、 ボ ー ル ド、 ゴ シ ッ ク ドッ トマ ト リクス(]8x22) 専用書体

ソフ トウ ェ ア

DOPS(管 理 プ ロ グ ラ ム)、

HDES(ド キ ユメ,ンテ ー シ ョ
ン用 プ ログ ラム)

68設BLER}3蕊m
とIBMMACRO
INSTRUCTIONを 使 い通常
のOS下 で稼動

BOS漢 字 ユ ー テ ィ リテ ィ

(磁 気 テ ー プ を プ リン ター に

出 力 させ る プ ロ グ ラ ム)

備 考

(Dシ ステム総合Test中
入力は大半外注パ ンチ委 託

{1)50時 間(2000件)/月

年2回300時 間(120万 件)
4半 期10時 間(2,000件)

② 契 約 物 の 印 刷 へ の 応 用

名 寄せ 等 に よ る顧 客 情 報 シス
テ ムへ と 発 展 させ たい 。

ぺ
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(印 刷 ・ 出 版 関 係)

ユ ー ザ 名 明 治 生 命 保 険 旭 電 算 製 版 セ ンタ ー オ ー ル 出 版 印 刷 ㈱

シ ス テ ム 名 漢字情報処理 システム(ll)

適 用 分 野
保険契約内容照会

各種経営情報の プ リン ト

印刷 の組版処理

版下作成

新聞お よび一般商業印刷 の組

版

メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 印刷会社4社 協同で設立 され 業界紙な どの新聞の印刷 を主

一 された各種経営情報 、顧客 管 た 写 植 セ ンター で あ る。 原 稿 体 として きたが、 これ と並行

理情報を漢字 プ リンタで印字 を セ ンターに持 ち寄 り漢字 キ して オ フ セ ッ ト印 刷 に よ る一

す る。 一 ボ ー ドに よ り書 体 、 文 字 の 般商業印刷の 比率を高め よう

また保険契約 内容の 照会応答 大 きさ等指定 して紙 テープに と して い る。

は オンライ ンで接続 された漢 さん孔 し原テープを作成 する. 新聞の組版作成に はサ プ トン

字 デ ィ ス プ レ イ(TS-3100E、 校正 テー プを入力 して組版処 N・ シ ス テ ムを 用 い て 出 力 す

B)で サ ー ビス され て い る。 理を行ない、完全テープを作 る。 この場合見 出 しなどは手
シ ス テ ム

成 して写植機にかけ、 印刷用 動の写植機を用いてい る。大

または の 版 下 と して 出 力 す る.。 組みは貼込み を人手 により行

業 務 の 概 要 (な お計算機処理 は外注で あ な って い る。 一 般 商 業 印刷 で

る 。) は ち ら しや カ タ ログ、 雑 誌 な

どが あ り、 サ プ トンP・ シ ス

テ ムで 出力 する。 この場合 も

ペ ー ジ ア ップ は人 手 に よ り行

な う 。

=
入力機器 TS-3100E×8

TS-3100B×8
SCK-200D-3A×8 漢字けん盤 さん孔機 ×15

テ
ム

出力機器 JEM3100S(PT-750×1) SAPTON-A-5260×1 サ プ トンーP、 サ プ トンーN

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

IBM360/40×1

1BM360/60×1
HITAC-10(内 蔵)×1

成 周辺機器 MT×1、 ド ラ ム ×1 コダ ック自動現像機 ×1

文
字

入 力 用 2,688字(2,000字) 2,880字 2,790字

種 出 力 用 7,847字(6,451字) 3,072×2字 3,344字

書 体 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ゴ シ ック

サ ブ ゴール(新 聞 組 版 、 一 般

印刷組版用)
ソ フ トウ エ ア

{1)250時 間/月 (1}写 植機 約2時 間/日 ②将来 はか な りの部分を 自動
写植 に移行 させ たい。 しか

な お現在の ところ試行 段階で しシステムの柔軟性の問題
あ る。 か ら、 それ が全 面 的 に ホ ッ

備 考 トタ イ プ に と って か わ る こ

と は ない だ ろ う。
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ユ ー ザ 名 学 習 研 究 社 竹 田 印 刷 ㈱ 千 代 田 コ ン ピュー タ印刷

シ ス テ ム 名 学研植字編集 システム

印刷の組版処理
適 用 分 野 一般商業印刷の組版

版下作成'

事典 、一般書 籍な どの当社の ポ ス タ ー 、 カ タ ロ グ 、 カ レ ン 中堅 印刷会社6社 の協同組合

出版物の 組版、版下 作成のほ ダーな どの一般商業印刷 を行 でキーボー ドを各社が保有 し

か、他 の出版社 等か らの漢字 な って い るが、 サ プ トンシ ス 各社で作 成されたイ ンプ ッ ト

情報処理の受託サー ビスを行 テムでは年鑑、名簿 などが主 テープの編集処理 を行 なう。

な う 。 体 とな ってい る。 、

ま た組 版 等 の ソ フ トウ エ アの 端物で も急 ぎの場合 、 自動写

開 発 サ ー ビス も行 な ってい る。 植 を 用 い る こと もあ る 。 この

場合の時間的な メリッ トは非
シ ス テ ム

常 に大 きい 。

または

業務の概要

⑨

シ 入力機器 KB202B×15、MD-C×1 漢字 けん盤 さん孔機 ×8 F6801A×25、F804D×1

ス

テ 出力機器 JEM3850(PT-210×1
PT-750×1)

サ プ トンーA5260
F749A×1、F6531C×1

FACOM-R×1
ム
の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

IBM370/145×l

HITAC10×1
HITAC-10(内 蔵)×1 FACOM270/20×1

成 周辺機器 MT×3、DR×1 自動現像機 ×1 ドラム ×1

文 入 力 用 4,520字(3,885字) 3,000字+外 字 10,752字(7,944字)

字
種 出 力 用 4,992字(3,885字) 3,000字+外 字 12,288字(9,480字)

書 体 明朝 、 ア ンチ ック 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ンチ ック、 ゴ シ ック

①GEMS(漢 字処理関係の サ ブ ゴ ール(組 版 専 用 プ ログ PCL-7(印 刷 版下 自動編

管 理 プ ロ グ ラム ラ ム) 集 プ ロ グ ラ ム

ソ フ トウエ ア ②項 目50音 項 目整理(漢 字 カ
ナ湿 り文項 目を50音 シーケ
ンス、 分 野 、 情 報 な どの 条

件で検 索す る。

(1) {1)
コ ン ビ ・・一 夕 約500時 間 月 間2,500ペ ー ジ

/月 ～10
,000ペ ー ジ

JEM3850約300時 間/月
{2) (2)

備 考 書籍等 の記事情報をデ ータ 需 要 が 高 ま って い る の で 、
バ ンク と して フ ァイ ル し、 近い将来システムを拡張 す

必要の都 度引出 して処理す る計 画 で あ る。

'
る こ と を考 え る。
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ユ ー ザ 名 東 京 ジ ェ ー ピ ー 凸 版 印 刷 カ シ ヨ印 刷 株 式 会 社

シ ス テ ム 名

適 用 分 野
印刷の組版処理

版下作成
一般書籍用文字組版 印刷の組版処理

版下作成

主 として一般書籍を取 扱 う印 活字 にかわる文字製版を電算 原稿な らびに字体、文字の大

刷企業19社 が、協同 して設立 機と全 自動写植機 とを結 びつ きさ、行送 り字詰等の指定 を

した電算 写 植 セ ンタ ーで ある。 けて行 な う。原稿編集作成に さん孔機で テープにさん孔 す

会員各社は受注した印刷物原 当 って は る。 組 版 用 プ ログ ラム(SA

' 稿 に組版指示等を行 な った上 ランダム入稿 PCOL-D5)を 用 い て 、

セ ンタに 持 込 む 。 セ ンタ は漢 ソ ー ト このテープをSAPTON一

字 キ ーボ ー ドに よ り入 力 か ら 版下作成 A5260に かけて版下作成 をす

ハ ー ドコ ピー の 出力 まで の 処 索 引の自動作成 る 。
シ ス テ ム

理 を行な うほか一般の計算機 のほか統計処理用のMTよ り お もに一般書籍 、法規等の 印

または で処理 された磁気 テープ等か 版下作成 を行な う機能を有 す 刷 に使 用 して い る。

業 務 の 概 要 ら漢字処理 出力 を行 ない版下 る 。 ま たDMの フ ァイ ル メ ン

作成 を行 なう。 テナ ンスおよび宛名 印刷 も行

な って い る。

シ 入力機器 F6801A×40、F804D×3 F6801A×56、F804D×6
新 興製 漢字けん盤 さん孔機

(3A型)×8
ス

テ

ム

出力機器 F749A×1、F401A×3 F6531C×6、F6521A×1 SAPTON-A×1

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ

FACOM-R×3F6531×3

FACOM270/20×1
F270/20×2、F230/15×1 PDP-8/1×1

成 周辺機器 MT×3、 ドラ ム ×2 MT×10、 ド ラ ム ×3

文
字

入 力 用 10,752字(7,944字) 10,752字(7,876字) 6,144字(2,340字)

種 出 力 用 12,288字(9,480字) 12,288字(9,412字) 6,144字(2,340字)
、

書 体 明 朝 、ア ンチ ック 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 明 朝 、 ゴ シ ック

FCL-7(自 動 組 版 シス テ FCL-7(印 刷 版下 自動編 SAPCOL-D5
ム) 集) (容 量8Kの ミニ コ ンの た め

ソ フ トウエ ア ラ ンダ ム入 稿 処 理 シス テ ム 組版用のみの プログラム)
索引 自動作成 システム

{1)FACOM270/20 (1}46年7月 か ら稼 動

350時 間/月 従来通 り活版印刷 も行な っ
写植機 て い るが 、7割 は この シ ス

200～300時 間/月 テ ムを 使 用 して い る。

初校 まで%～%の 時間であ
備 考 ② ディスプ レイ等 を使用 した が る 。

校正 システ ムの開発印刷 に
関連 した出力処 理サー ビス
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(放 送 関 係)

ユ ー ザ 名 日 本 コ ン ブ ペ テ ィ 東 京 放 送

シ ス テ ム 名

適 用 分 野
印刷の組版処理

版下作成

印刷の組版処理

版下作成
テ レビによ る選挙速報

印刷会 社20社 を会 員とする電
一般書籍の 文字組版 の サー ビ 選挙速報等 に用い られ るもの

算 写 植 セ ンタ ーで あ る。 漢 字 ス及び他 システムで処理 され で 、漢 字 放 送 用 デ ィス プ レイ

入力キ ーボー ドを会 員各社が た磁気 テープ等 の漢 字 を含む モニ タ上 に表示 された漢 字情

保有 し、 パ ンチ した紙 テ ー プ 出力 サ ー ビス を 行 な う。 報 を カメ ラに撮 りテ レビ放送

を持 ち込み、編集処理 を行 な また当社 は文字 組版 用 ソフ ト す る。 入 力 は ター ミナ ル ス テ

うと共 にパ ンチよ り版下作成 ウ エ アの 開発 も行 な う。 一 シ ョ ン の キ ー ボ ー ド
、 紙 テ

まで 一 括 処 理 サ ー ビス も行 な 一 プ に よ り入力 す る。

シ ス テ ム って い る。 ま た他 シ ス テ ム の

汎 用 コ ン ピ ュー タで 処理 され
または

たMTな どか らの出力サー ビ

業務の概要 ス も行 な って い る。

シ 入力機器 F6801A×7、F804D×1 F6801A×3、.F804D×2 TS-103×1、PR-350×1

ス

テ 出力機器
F749A×2、FACOM-R×2

F6531C×2

F401A×1、F749A×1

FACOM-R、F6531C×1
JEM2410皿(DM-110×3)

ム

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ
FACOM270/20×1 FACOM270/20×1 IBM360/40×1

成 周辺機器 MT×2、 ド ラム ×2 MT×3、 ドラム ×2

文
字

入 力 用 10,752字(7,944字) 10,752字(7,944字) 2,688字(2,200字)

種 出 力 用 12,288字(9,480字) 12,288字(9,480字) 2,688字(2,200字)

書 体 明朝 、 ア ンチ ック、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 専用書体

FCL-7(自 動 組 版 シ ステ FCL-7(自 動 組 版 シ ステ
ム) ム)

ソフ トウ エ ア 字 詰編集i機能
体裁処理機能
ファイル処 理機 能

(2)将来漢字総合処理 セ ンター
へ と発展 して 行 き たい 。

.

備 考
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ユ ー ザ 名 日 本 教 育 テ レ ビ 日 本 テ レ ビ放 送 網 日 本 放 送 協 会

シ ス テ ム 名 .選 挙 シ ス テ ム

適 用 分 野 テレビに よる選挙 速報 テ レビによる選挙速報 テ レビに よる選挙の開票速報

シ ス テ ム

または

業 務 の 概 要

選挙速報放 送等 に使用 され て

い るもので、漢字 放送用 デ ィ

スプレイ上に表示 され た情 報

を カメラに撮 り、テ レビ放送

す る。

●

選 挙 速 報 等 の 漢 字 放 送 用 デ ィ

ス プ レイ上 に表 示 され た 漢 字

情 報 を カ メ ラに撮 り、 テ レ ビ

放 送 を行 な う。 入 力 は シ ス テ

ム 内 の タ ー ミナル ス テ ー シ ョ

ンの漢 字 キ ー ボ ー ドあ るい は

紙 テ ー プ か ら行 な われ る。

選挙の際の開票速報(選 挙区

ごとの各候補者 の票数)、党派

別当選、当確者 な ど直接漢字

でテ レ ビ放送 する。 コンピュ

ータに よって制御 され る漢字

表示装置の画像 を直接 テ レビ

カメラに撮 る。

シ
ス
テ
ム

の

構
成

入力機器 TS-103×1、PR-350×l

JEM2410皿(DM-110×3)

'IBM360/40×l

IBM360/20×1

TS-103×1、PR-350×1

JEM24101(DM-110×3)

IBM360/40×1

HITAC8400

TS-103×3

JEM2410(DM-110×3)

IBM360/501×1

出力機器

メイン ・コ

ンピュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,688字(2,200字)

2,688字(2,200字)

2,516字(2,200字)

2,516字(2,200字)

2,496字

2,496字出 力 用

書 体 専用書体 専用書体 丸 ゴ シ ック

ソ フ トウ エ ア

備 考

(1}
選 挙 の 際 、 約2日 間 フ ル稼

動
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(新 聞 関 係)

ユ ー ザ 名 フ ジ テ レ ビ 朝 日 新 聞 社 朝 日 新 聞 社

シ ス テ ム 名 漢字集信 システム NELSON

テ レビによる選挙速報 新 聞 原 稿 の 受 信 、モニタプリン 新聞紙面の編集
適 用 分 野

野球放送 ト、キ ャスター用 紙 テープの 出 力 組版 ・写植

選挙 速報等で漢字放送用デ ィ 50BPS、24回 線 か ら入 力 さ 原 稿 を 紙 テ ー プ にパ ンチ し、

ス プ レイ モ ニ タ上 に表 示 され れ た新 聞原稿 をF270/20で 入力 する。DTV画 面上 で文

た漢字情報 をカメ ラに撮 り、 ,電文組立 編集等 を行 ない、 モ 字の 削除、挿 入、 さ しかえな

テ レ ビ放 送 す る。 ニ タ ー フ。リ ン ト、 キ ャ ス タ ー ど校閲(校 正)を 実施 す る。

用 紙 テ ー プ を 出 力 す る 。 挿入の ため漢 字キーボー ドを

連結 してい る。禁 則処理 は 自

動 的に行 な われ る。見出 し、

シ ス テ ム 前文 、箱組 み、大 組みな どの

特殊組 みはDTV(ま た は、
または

2740)を 使 用 して 実 施 し、D

業務の概要 TV画 面上で確認す る。大組

み終 了後、写植機2680で 打出

し、 あ とは 合 せ 写 真 や カ ッ ト

類の込みで版下を作 りネガフ

イル ム とす る。

シ 入力機器 TS-103×1 F749A×1

24通 信 回線/1シ ス テ ム
SCK200

ス

テ 出力機器 JEM2410(DM-110×3) F6501B×6、F767A×9 IBM2680電 子写植機

ム

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
IBM360/40×1 FACOM270/20×6 IBM360/40H(2040H)

成 周辺機器
IBM4510(DTV)×5

1BM2740×2

文 入 力 用 2,496字(2,200字) 2,304字(2,304字) 約2,300字(キ ー ボ ー ド)

字
種 出 力 用 2,496字(2,200字) 2,304字(2,304字) 約45,000字

書 体 専用書体 ドッ トマ トリク ス(15×16) 明 朝 、 ゴ シ ック

モ ニ タ(シ ステム全 体 の 制 御) デ ィス プ レイ上 で の校 閲 、

入側処 理(入力制御 、禁則処理 訂正 プログラム

ソ フ トウ エ ア 外字変換)
出側処理(紙 テープパ ンチ、漢

デ ィス プ レイ上 で の 編 集
レ イ ア ウ トプ ログ ラム

字 プ リンタ装置 への 出力) タイプ ライタ式入 力機(27
40)で の 上 記 プ ログ ラム

(1)CPU18時 間/日 (1)1971年11月 か ら稼 動 、 開
入 出力15,000行/日 発作業 を主 と して実 施中、

(1行15字) 現 在 はパ イ ロ ッ トプ ラ ン

で あ る。

備 考
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ユ ー ザ 名 上 毛 新 聞 中 日 新 聞 社 日 刊 ス ポ ー ツ 印 刷 社

シ ス テ ム 名 漢字集信 システ ム NEPS

新聞原稿 のオ ンライ ンに よる

適 用 分 野 新聞の組版処理 、版下 作成 受 信 、 新 聞 原 稿 の モニ タ プ リ

ン ト

新聞案内広 告の組版

原稿および書体 、文字 の大き 50,200BPS回 線 で送 られて 各新聞社の案内広告欄の版 下

さなどの指定を さん孔機 でテ 来 た新 聞 原 稿 をF270-20で 電 を作成 し、凸版 、紙 型の形で

一 プ に さ ん孔 す る 。

モ ニ タ に打 ち 出 して 、校 正 を

文組 立 、編 集 等 を 行 な い モニ

タ ー プ リ ン ト、'紙 テー プパ ン

新 聞 社 へ 渡 す 。 小組 ・校 正 過

程 は8単 位2フ レー ム ー字 と

し、紙 テ ー プ に入 力 、 組 版 し

行ないなが らSAPTON5265 チを 出 力 す る。 ゲ ラと して クイ ッ クペ ー パ ー

で わ く組 み をつ くる 。

小 さ い わ く組 み はSAPTON

5265で 行 な うが 大 組 の レイ ァ il賢㌶ 壁壷1
テー プ の 更 新 を 行 な う。大 組 、

シ ス テ ム ウ トは人 間が は りつ け る 。
,版 下過程は総段 数をカー ドに

または よ って イ ンプ ッ トし、 小 組 ・

校正過程の出力デー タをマ ッ
業務の概要 チ ン グ して 印刷 用 テ ー プ を 作

1

成 す る 。 この テ ー プ をJEM
「3850に か け て ポ ジ フイ ル ムを

出 力 す る 。

i

「

1

:
:

シ 入力機器 沖製 漢 テ レ
SCK200D×4、2340×4

F749A×1,50B,200B通 新 興製 漢 テ レ ×8

信 回 線
ス

テ 出力機器 SAPTON5265×1 F6501B。2iJEM3850(PT750・1・PT200
1×1,PT220×1)

ム
の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
HITAC-10×1 F270/20×11 OUK9200×](32KB)

成 周辺機器
MT×4,デ ィス ク ×3,

0SR×1

文
字

入 力 用 23田 ×2字 2,304字(2,3田 字) 約5,000字

種 出 力 用 2304×2字 2,304字(2,304字) 約5,000字

書 体 明朝 、 ゴ シ ッ ク ドッ トマ ト リク ス(15x16) 明朝

モニ タ(シ ス テ ム全 体 の 制 御)
」一'.--一

小 組 ・校 正 用 プ ロ グ ラ ム

ソ フ トウ エ ア

入側処 理(入 力制 御)
編集処 理(禁 則処理、外字変

換)

太 糸H用 プ ログ ラム

フ ァ イ ル メ ンテ ナ ンス用 プ ロ

グ ラ ム

(])48年8月 か ら、SAPTON (1)CPU350時 間/月

5265稼 動 出力50段/日
人 員確保、技術の短期習得、 {2)案内 広 告 のCTS化 完 了後 、

職場環境の改 善等の理由に 一般記事の処理へ拡張 して

よ り、従来の 活版印刷か ら 行 き たい 。

備 考 切 りか え た 。

1
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ユ ー ザ 名 毎 日 新 聞 社 毎 日 新 聞 社 山 梨 日 々 新 聞 社

シ ス テ ム 名 漢字 コー ド変 換 シ ステ ム
MainichiAutomated

Composingsystem

適 用 分 野 新聞の原稿編集、組 版処 理
新 聞の原稿編集、組版 処理、

版下 作成
新聞原稿組版処 理、版下 作成

通信社 配信原稿の処 理上、必 コ ン ピ ュー タと 自動 写 植 機を 原 稿 を 紙 テ ー プ に パ ンチ し、

要な漢字 コー ドの変 換(例 え 組 み合 わせて、組版処 理の高 テ ー プ リー ダ か ら シス テ ム に

ぱ共 同通信社CO-59か ら毎 速 化と高能率化を 目的 とした 入 力 して モ ニ タ を と り、校 正

日 コー ドへ)を プ ロ グ ラム制 シス テ ム で 、 将 来 の 大 型 シス 箇所を再度入力 して、校 閲ず

御によ り自動的 かつ 、高速度 テム導入 のための研 究 システ みテー プを作成 し、写植 機に

で行な う。その他本 社内ホ ッ ム の役 割 りを 担 うと と もに、 かけて印刷用の版下 と して出

トタ イ プ コ ー ドか ら コ ー ル ド 案 内広 告、特 集面な どの部分 力 す る。

タイ プ コー ドへ の 変 換、 海 外 的実用 を行な う。 なお システムの空 き時 間を利

シ ス テ ム 用 コー ドか ら国 内用 コー ドへ 用 して名簿、事典 等の印刷 も

または
の変換字詰変更 および削除、 行 な って い る。

加筆 などの編集処理 もあわせ
業 務 の 概 要

て行 な う。

シ 入力機器
デ ィ ジ トロ ニ ク ス社 製

PTR2540x1
OKIGT3303×2,0KIGE
6148×2,0KIGL5800×6 SCK200D×7

ス

テ 出力機器 デ ィジ トロニ クス 社 製

PTP1560×2
SAPTON-PMA×2,
OKIGR1001A×1, SAPTON-A-5265×2

ム
の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
TOSBAC40×1 OKIGJ7301×1

0KITAC7000×1
HITAC-10×1

成 周辺機器 MT×3 ドラム ×1、DR×1

文 入 力 用 2,314字(2,036字) 2,396字 3,376字(1,974字)
字
種 出 力 用 2,400字(2,020字) 3,072字 3,376字(1,974字)

書 体 明朝、専用書体 明朝 、 ゴ シ ッ ク

MCCS-71-40(各 コ ー ド間 の AADPO1～91 SAPCOL-H3
変換 、字詰変更プ ログ ラム) (案 内広告 、組版)

ソ フ トウ エ ア
MCCS-72-40(ラ ジ オ ・テ レ
ビ番 組 の 編 集処 理)(行 単 位 の

APTPO1～99

(ラ テ番 組 組 版)

(印刷版下 自動編集 プログ ラ
ム)

削除、挿入、1字 単位の差替 ASTPO1～91

え) (本 文組版)

(1}A.M.10:00～PM.11:00

47年5月 よ り全紙面 写植
化 。

(2選 挙速報を完全 に電算植
字 シ ス テ ム にの せ た い 。

備 考
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(情 報 検 索 関 係)

ユ ー ザ 名 読 売 新 聞 社 外 務 省 国 立 国 会 図 書 館

シ ス テ ム 名 高 速漢字通信処 理 システム 国会会議録索引システム

適 用 分 野 新聞原稿 の集 配信処 理
国会議事 録、調査等の情報検

索

国会会議録の索引誌編纂 およ

び検索

50お よ び200BPS通 信 回線 外務 省関係の国会議事録、調 〔1}国会会議録索引編纂 システ

で送 られ て きた新聞原稿の情 査等 に関す る情 報をバ ッチ処 ム

報をF270/20で 電文組立て、

編 集処 理等を行 ない紙 テープ

理で検索サー ビスす る。あ ら

か じめ現物探索の手がか りと

な る内容 イ ンデ ックス、書誌

・入 力 デ ー タは 漢 字 テ レタ イ

プに よ り紙 テ ー プ に せ ん 孔

・こ の 紙 テ ープ を 磁気 テ ー プ

パ ンチ モ ニ タ 出 力 を 行 な う。
的事 項 を表 わす額表 イ ンデ ッ に変 換 し文 法 チ ェ ック や リ

なお大阪 本社 では 自動変換 シ クス、資料の 内容を表 わすサ 一 ドを 行 な って 基 本 フ ァイ

ステムを有 し、FACOM一 マ リー、在 り場所を示す資料 ルお よび辞書 ファイルを作

シ ス テ ム

Rで 電文 の選択 、集配信 を行

な っている。

ア ドレ スを フ ァイ ル してお く。

検 索 は その 内 容 な ら び に額 表

イ ンデ ック スを も とに して 行

成 す る。

・この 二 つ の フ ァイ ル か ら編

纂 用 デ ー タを 作 成 し、 漢字

または な い、 資 料 ア ドレス と サ マ リ プ リ ンタで 出 力 す る。

業務の概要
一 を 出 力 す る。 ②国会会議録索引検索 システ

ム
・あ らか じめ 定 め た12項 目の

質 問事項を組合せまたは否

定やマ スク方式によ り検索

デ ー タを 入 力 す る。

・基 本 フ ・アイル と質 問 フ ァイ
、

ルを照合 して所要の回答デ
一 タを ラ イ ンプ リン タま た

は漢字 プ リンタに出力す る

シ 入力機器 ス キ ャナ装 置 ×2、F749×2 沖製漢テ レ×4
新興製漢 テレ×1

新興製漢 テレ×2
ス

テ

ム
出力機器 F6501B×2、F767A×12 JEM3100(PT-750H×1)

JEM3800B(PT-200×1
PT-700×1)

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
FACOM270/20×2 HITAC8400×1 HITAC8400/65×1

成 周辺機器 MT×10、 デ ィスク×1、TRP×1 MT×6、 デ ィスク×4、TRP×1

文 入 力 用 2,304字+α 4,103字(3,611字) 2,496字(1,968字)
字
種 出'力 用 2,304字+α 4,103字(3,611字) 5,028字(3,965字)

書 体 ド ッ トマ ト リ ク ス(15×16) 明 朝 、ゴ シ ック、セ ンチ ュ リーカ タログ 明 朝 、 ボ ー ル ド、 ゴ シ ッ ク

漢 字 プ リン タ出 力 プ ロ グ ラ ム 校 正 ス トレ ー ジ 、検 索 、 イ ン 索 引編 集 シ ス テ ム(テ ー ブル

電文組立 て、編集処理 プログ デ ッ ク ス修 正 、 索 引法 関係 、 作成 、辞書 作成等の プ ログラ

ソ フ トウ エァ
ラム 、 自動 変 換 プ ロ グ ラム 標準漢字 プ リン トの プログ ラ

ム
ム46本 から構成 され る。)

情報 検索 システム(試 験 的段
階で あ る が 、 プ ログ ラム3本

か らな る。)

{1)CPU、 平 均2時 間/日 (1)入 出 力 、994,000字/年

利用 状況、約10件/日 CPU、 約455時 間/年

デ ー タ 量 、500件/日 (2旧 録編纂 の機 械化、 さらに

備 考 (2}オ ン ライ ンに よ るIRシ ス は文献情 報サー ビスに発展

テムの編 成 と適用 業務を拡 させ て 行 きた い。

大 して い きた い 。
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ユ ー ザ 名 通 産 省 内閣官房内閣調査室 日本 科学技術情報 セ ンター

シ ス テ ム 名 MITI情 報検索 システム
内閣調査室総合情報管理 シス

テム

適 用 分 野
一 般経済情 報記事 、情報処理

ニュース、法律条文な どの検索
文 献検索 、記事情報検索

文献速報の作成

漢字情報による情報検索

漢字を含んだ対象情報を自然 情 報 シ ス テ ムで 、質 問 デ ー タ 内外 の科学技術 に関す る文献

文の まま磁気テー プに蓄積 し を漢字入 出力端 末装置 よりオ 速報 とこれ らの索 引等の 発行

てお き、利用者 の需要に合 わ

せて これ らの中か ら必要 なも

ンライ ン入力する。検索結果

は質問 を投入 した漢字入出力

を主 な業務 と している。

文献速報の発行 に当 っては、

まず抄 録原稿を漢 テ レ等 で紙
のだ けを電算 機を利用 して検 端末装 置あるいは漢字デ ィス テ ー プに した後 、 漢字 プ リ ン

索提供 する。 この検索の際 は プ レイのいずれかの装置に出 タで 出力 して、校正等 のため

漢字CRTデ ィス プレイ装置 力 す る 。 この シス テ ムで 使用 の修正 作業 を行 な う。次 に分

シ ス テ ム
を利用 して電算機 との会話を

進めなが ら、質 問の変 更、検

するデータは、すべて 日本語

(漢字)の 自然文の形で記述

類項 目毎 に配列 、重 出な どの

編集を行な い、MTに 蓄積 し

また漢字 プ リンタか らブイル
または 索結果のデ ィスプ レイ上への さ れて い る。 ム に プ リ ン トア ウ トし、 印刷

業務の概要 表 示 、 プ リ ンター へ の 印 刷 な 原版 とす る。

どの 処 理 が で きる 。 索引の作成 に当 っては、MT

に蓄積 され た抄録 を もとに し

て 、 著 者 別 、国 別 、雑 誌 別 、
'キー ワ ー ド別 な どの索 引 を 作

る 。

これ らの蓄積 は情 報検索用の

フ ァ イル と な り、種 々の 検 索

サ ー ビス に 利用 され て い る。

シ 入力機器 新 興 製 印 字 さん孔 タ イ.プラ イ

タ ×2
SC4000×6、C5110×1

C5210×1、C5220×1

新 興 製 漢 テ レ ×33
デ ー タ ラ イ タ(英 ・露 文)×10

ス

テ
ム

出力機器 JEM3100(PT-750A)
C5310×1、(SC400×6) JEM3100(PT-200×1

PT-700×1)

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

NEAC-2200/400
HITAC-10

NEA〈 ⊃2200/500×1 FACOM23Q/50×1

JEMH-10J×1

成 周辺機器 MT×7、 デ ィス ク ×8 MT×2

文 入 力 用 2,571字(2,169字) 3,960字(3,350字) 2,496.字(1,861字)
字
種 出 力 用 2,571字(2,169字) 3,960字(3,350字) 3,071字(L861字)

書 体 明朝 ゴ シ ック 明朝

簡単な キーワー ドの組み合 わ デ ー タ 収 集 、 管理 プ ロ グ ラ ム 文献速報作成、索 引作成
せで必要な情報が検索で きる 検索 プ ログ ラム 情 報検索用 システムの各種 プ

ソ フ トウ エ ア 検 索 プ ログ ラ ムな ど。 回答の 編集出力プ ログラム ログ ラ ム

{1}蓄積情報(7種 類)の 更新
約20万 字/日 必要 に応 じ 開発中
て 検 索 サ ー ビス を 行 な って

い る 。

②現在は検索業務 が中心で あ
備 考 るが 、 来年 度 よ り磁 気 テ ー

プ装 置 、 フ イル ム プ リ ンタ

の使用が可能 にな るので電
子計算 機によ る集計 表を印 '

刷す るシステムな ども開発
す る。
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(漢字 処 理 総 合 セ ンター)

ユ ー ザ 名 防 衛 庁 朝 日 ビ ジネ ス コ ンサ ル タ ン ト デ ン シ ョ ク

シ ス テ ム 名

適 用 分 野 情報検索と印刷
漢字処 理 システム用 入力サー

ビス

漢字情 報処理サー ビスと一般

商用印刷 版下 作成

シ ス テ ム

または

業 務 の 概 要

庁 内 の 各 種 資料 、 速 報 等 の 印

刷 、 検索 出 力 を 目的 とす る も

の で 、 メイ ン ・ コ ンピ ュー タ

で 検 索 編 集 処 理 され た プ リ ン

ト情 報 を 磁 気 テ ー プ に 出力 す

る。 この 磁 気 テ ー プを 入 力 と

して 、PT-700ソ フ トプ リ

ンタで 印 刷 プ リ ン トし、庁 内

に配 布 して い る 。

出版 社 等 の 漢 字 処 理を行 う

顧客か らの原稿を ライ ンプ ッ

ト装 置な らびに漢字 けん盤入

力装置 によりパ ンチ し、 さら

に顧客の要望す るコー ドに変

換 しMTで 渡すサ ービスで あ

る。な おエ ラーチ ェックの た

めあ らか じめ外部 セ ンタの漢

字 出力 システムによりモニタ

出力を行ない原稿 とのチ ェッ

クを行 う。

汎 用 コ ン ピ ュー タで 打 ち 出 さ

れ た デ ー タを も とに して 、各

種 統計 表 およ び ダ イ レク トメ

ー ル 、 請 求 書送 り状 等 の宛 名

印 刷 の サ ー ビス を 行 な う。 ま

た 印刷 会 社 の 利 用 セ ン ター と

して 会 員 制 に よ って 買 物 の 印

刷 の 版 下 を 作 成 サ ー ビス を 行

な って い る。

シ
ス
テ
ム

の

構
成

入力機 器 沖 漢 字 キ ー ボ ー ド

JEM3800(PT-700×1)

HITAC-8400×1

ライ ンプ ッ ト×10、SC-59×4

FACOM230/25(コ ー ド変 換

用)

MT

JEM3850(PT-220×1、

PF-750×1)

JEMH-10J×1

MT×3、 ド ラ ム ×1

出力機 器

メイン ・コ

ンピュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,496字(1,900字)

2,496字(1,900字)

12,000字

16,446字(10,450字)出 力 用

書 体 明朝 明 朝 、 ゴ シ ック

ソ フ トウ エ ア

備 考
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×

(そ の 他)

ユ ー ザ 名 東洋漢字処理 セ ンター ペ テ ィ ・ 大 倉 商 事

和文 自動組版 デ ィジセ ッ ト
シ ス テ ム 名

ビデ オ コ ンブ シ ス テ ム

FACOM漢 字処理 システム FACOM漢 字 処理シ ステム 出版印刷 、新 聞検 索、文献検

適 用 分 野
用 入 力 サ ー ビス の出力 索、記事情報等

FACOM関 係の各機種 の入 FACOM漢 字処理 システム 社 内の 印刷物 の版下作成を行

力用テープの受託作成 のサー の総合 セ ンターであ り証 券代 な って い る。 ま た 各 部 に対 し

ビス を 行 な う。 行 業 務 、 ダ イ レ ク トメ ール サ オープン使用の形で新 聞制作 、

一 ビス、 人事管理業務等の受 出版印刷の版下作成文献検

託 サ ー ビス を行 な う。 索 、記事情 報等のサ ー ビスを

行 な ってい ると同時 にデ ィジ

セ ッ トと ビデ オ コ ンブの 製 品

シ ス テ ム の 販 売 を 行 な って い る。

または

業務の概要 ・

シ 入力機器 F6801A×38 漢字 さん孔機 ×1

ス

テ
ム

出力機 器 F6502A×1、F6521A×1 デ ィジセ ッ ト×1、 ビデ オ コ ンブ ×1

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
FACOM230/25×1 HITAC8400×1

成 周辺機器 MT×5 MT×6

文 入 力 用 10,752字(7,944字) 制限な し
ウ一仁

種 出 力 用 4,800字(約4,200字) 7,000字(6,000字)

書 体 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 専用書体 明 朝 、 ゴ シ ック

各種専 用 システム 汎用組版 プ ログ ラム
禁則処理、校正等 プ ログ ラム

ソ フ トウ エ ア

備 考
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ユ ー ザ 名 共 同 通 信 社 国立 国語 研 究 所 ラ イ ン プ ッ ト 社

シ ス テ ム 名
ロー マ字 、漢 字 か な変 換 処 理

日本語記録 システ ム
シ ス テ ム

適 用 分 野 翻訳 用語用字実態調査研究

-＼

、 、

会議録作成、原 稿編集

変換処理 システム と辞書 作成 用語用字 実態調査等を行な う 原 稿(録 音 、 速記 、手 書 、 印

処理 システムか ら構成 されて た め に、 新 聞 、 雑誌 な どに 使 刷物 を含む)か ら高速入力用

いる。辞書作 成処 理では変換 用 されてい る用 語用字研究費 に工夫 された紙 テ ープパ ンチ

処理 で使用 する各 辞書 、テー 料 を蓄積 し、そのデ ータを国 (ラ イ ンプ ッ トシ ステ ム)に

ブル類 を作成 、保守 更新 を行 語研究 の分析 に利用 してい る。 より紙テ ニプを作成(120字

な う。変換処理 は打電 して く ～200字/分)し 、校 正 ベ リ

る ローマ字電 文を単語辞書 、 フ ァイを した 後 、 印 刷 物 に す
'入力変換辞書

、文 法表な どの る作業を行な うシステムであ
シ ス テ ム

ファイルを参 照 して漢字かな る 。

または 混 じり文 に変換 する。

業務の概要

《

、

シ 入力機器 N109A-1×1 沖製漢 テ レ×8
ライ ンプ ッ ト×10、 東 芝 電 磁

誘 導 タ ブ レ ッ ト×1
ス

テ
ム

出力機器 N110A-3×1 ノノ 東 芝 漢 テ レ フ ァ ック ス ×1

の

構

メイン ・コ

ンピュータ
NEAC2200/15013×1 HITAC3010×1 TOSBAC40×1

成 周辺機器 MT×4、 デ ィス ク ×1 MT×6
1

文
字

入 力 用 112字(0字) 2,400字(2,109字) 12,000字(1LOOO字)

種 出 力 用 2,304字(1,976字) 2,400字(2,109字) 3,000字(2,750字)

書 体 明朝 明朝

電文変換 プ ログ ラム 用語用字の統計調査 コー ド変 換 、 入 力 管理 プ ロ グ

辞書作成 サブ シス テム(辞書、 プ ログ ラム用語調査の 自動化 ラ ム、校 正 管理 プ ロ グ ラ ム

ソフ トウ エ ア 文法表 の作成 、デー タの入替 の プ ロ グ ラ ム

え等) 用例表(KWICな ど)作成の

プ ログ ラ ム

{2田 本語の広範囲 な用語用字 田 入力20万 字/日
調査 お よび言語情報処理 の ②速記、 出版界の需要 に対応
基礎的研究 で き る よ うに した い 。

備 考
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7.日 本語 情報処理 の開発動向



、



7日 本語情報処理 の開発動 向

7.1情 報 化 時代 と日本 語 情 報 処 理

7.1.1デ ー タ 通 信 と 計 算 機 ネ ッ トワ ー ク の 時 代

電 気 通信 網 が デ ー タ通 信 に使 用 さ れ,だ れ で もが種 々の端 末機 器 を通信 網 に結 合 で き る よ う にな っ

た。 と くに この 電 気 通 信 網 に電 子 計 算 機 を結 合 す る ことに よ って任 意 の場 所 か ら電 子 計 算 機 を 利 用

し,ま た電 子 計 算 機 ど う しが お互 い に情 報 を交 換 しあ うこ とが で きる時代 に な った 。 そ して各 種 の 情

報 の交 換 が ま す ま す盛 ん とな って きて い る。 この よ うな システ ムが構 成 され る と各 地 に存 在 ず る計 算

機 を あ た か も自分 の もの の よ うに使 用 す る こ とが で き,そ れ ぞ れの フ ァイ ル も利 用 で き るい わ ゆ るR

esourceSharingSystem(情 報 資 源 共 有 シス テ ム)が 実現 す るわ けであ る。

現 在 の ア メ リカで は この 種 の シス テ ム が各 地 に作 られ つ つあ り,米 国全 体 に わ た って 最 も大 きな 規

模 の もの と してARPA(AdvancedResearchProjectsAgency)networkと い う計 算 機 ネ ッ ト

ワー クが 作 られ て い る。 こ れ は米 国 全 土 に ち らば った30ヵ 所 あ ま りの計算 機 を相 互 に結 合 し,お 互 い

に高 速 通 信 回 線 を介 して使 用 しあ え るよ うに した シ ステ ムで,さ らに同種 の シス テ ムが も う一 つ作 ら

れ よ うと して い る。 ま た イギ リス,カ ナ ダ,フ ラ ン ス等 で もこの よ うな目 的 の計算 機 ネ ッ トワー クが

検討 され て い る。 さ らに遠 隔地 か ら計 算 機 に ア ク セ スで き る シ ステ ム と して は,航 空機 の座 席 予 約 シ

ス テ ム,在 庫 品 に関 す るIBMのAAS(AdvancedAdministrationSystemの 略)が あ り,こ れ ら は

世 界 中 に 広 が った シ ス テ ムで あ る。

日本 で は この種 の もの と して は,国 鉄 ・日航 の座 席 予約 シス テ ムや ホテ ル予約,バ ンキ ング.職 業

紹 介,そ の他 多 数 の オ ン ライ ン シ ス テ ムが存 在 す る が,計 算 機 ネ ッ トワー ク は まだ存 在 しな い。 しか

し通 信 回 線 の 計 算 機 を っ な い だ計 算 サ ー ビ スは す で に行 な われ て い るので,遠 か ら ず 計 算 機 ネ ッ ト

ワー クが 形 成 され,ま た在 来 の電 話 ・電 信 と デー タ通 信を 統 合 した総 合 通信 網 が整 備 され る もの と期

待 され る。

情 報 の蓄 積 を1カ 所 の大 規模 な計 算 機 で集 中 し処理 す るや り方 が よいか,あ る い は分散 して各 所 の

端 末 に か な りの能 力 を もた せ るの が よ いか は議 論 の あ ると ころ で あ る。 しか し計 算 機 ネ ッ トワ ー クが

発 達 し,そ の た め の ソ フ トウ ェア もす ぐれ た も のが で きて くれ ば,処 理能 力 は分 散 さ れ て い く だ ろ

う。 そ して 各所 の情 報 処 理 装 置 は そ れ ぞ れ特 色 を もち,相 互 利 用 が発 達 ず る もの と思 わ れ る。

7.1.2情 報 の 各 種 形 態

この よ うな 総 合 通信 網 が整 備 され て くる と種 々 の情 報 が 伝送 され,処 理 され,交 換 され る よ うに な

る。 情 報 と して は,音 声,文 字,図 形 な どの ほか に も.心 電図 波 形 の よ うな 医学 デ ー タの送 信 な ど あ

らゆ る情 報 が考 え られ る 。 しか しこれ らの うちで最 も広 く用 い られ るの はい うまで もな く 自然言 語 で

あ り,我 々 の場 合 は 日本 語 で あ る。

言 語 を情 報 形 態 か らみ る と次 の よ うに わ かれ る。

(a)音 声(ア ナ ロ グ波 形)

一257一



(b)文 字(デ ィ ジタ ル符 号)

{c)文 字(手 書 き文 字,波 形)

(d)文 字(TV走 査,波 形)

そ して これ らの情 報 形 態 に対 す る入 出力 の機 器 と して は次 の よ うな ものが あ る。

{a}音 声 電 話,マ イ ク ロ フ ォ ン.ス ピー カ,イ ンター ホ ン

旧(符 号)文 字 タイ プ ラ イ タ

＼{
c)(手 書 き)文 字 座 標 入 力 装 置,XYプ ロ ・ソター,CRT出 力

(d)(書 か れ た)文 字 図 形 走 査 装 置,TV出 力,CRT出 力

しか しほん と うに重 要 で む ず か しい問 題 は,こ れ らの情 報相 互 間 の変換 で あ って,こ れ は次 の よ う

な形 に表 現 され る。

音声認識 入 力 文

音声←
・蔀三 一 符号 一－r六 → 品

li↓↑1
イ

文 字 ・図 形

従 来 の通 信 は符 号 の 伝 送,音 声 の伝 送,図 形 の伝送 とい った同一 の情 報 形態 間 で の伝 送 で あ っ たの

に対 し,こ れ か らは文 字 で 入 力 した もの を音 声 に変換 して聞 か せ た り,文 字 を 自動 的 に読 み と って符

号 に す る な ど,異 種 の情 報 媒 体 内 で の情 報 の変 換 が さか ん にな って い くこ とは ま ちが い ない 。 と くに

文字 読 取 り は か な り の進 歩 を し,数 字,ア ル フ ァベ ッ ト,カ タ カナ な どの 自動 読取 りは実用 の域 に は

い りつつ あ る。

言 語 が 主役 を 占 め る使 わ れ方 と して は主 と して次 の よ う な分 野 が あ る。'

(a)通 信

(b)情 報検 索,自 動 抄 録
コニ

{c)機 械 翻 訳

(d)質 問応 答 シ ス テ ム

回 言 語 に よ る教 育

これ らが計 算 機 の もっ 強 力 な処 理 能 力 と巨大 な情 報 記憶 能 力 と に よ って今 後 ど の よ うに発 達 して い

くか… れからの情靴 社会・お・・て軽 隠 味をも… か ・・の・・なシステ・が粉 已 達

す るた め に は,情 報 の機 密 保 持 が重 要 な 問題 とな る。情 報 がす ば や く取 り出 せ る こ と,情 報 の機 密 が

十分 に保 持 さ れ る こ と,情 報 内 容 が正 確 な こと,情 報 の更 新 が 容 易 な ことな どの問 題 が さ らに研 究 さ

れ ね ば な らな い。 しか し大 量 の 情 報 を蓄 積 して も それ らが どれ ほ ど有 効 に利用 され るか に は疑 問 もあ
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る。

この よ うな 各種 の応 用 に お い て,日 本語 が どの よ うな形 で使 用 され るか を予 想 す る こと はむ ず か し

い。 どの よ うな 入 出 力機 器 が 開 発 され るか によ って かな りその形 態 がか わ って く る こと は当 然予 想 さ

れ る。 しか しな が ら漢 字 の 入 出力 の む ず か しさ は将 来 と も依然 と しての こる であ ろ うか ら,漢 字 か な

ま じ りの普 通 の 日本 語 文 が ど こま で も用 い られ る とい う ことは あ りえ ない。 現 在,電 話 計 算 サ ー ビス

で行 な わ れ て い るよ うに,プ ッ シ ュ ホ ンか ら記 号 入力 を し,答 を合 成 音 声 で得 る とい うよ うな,い ろ

い ろ な形 態 の組 合 わ せ が 考 え られ る。 これ らの 組 合 わせ と して は次 の よ うな もの が 考 え られ るで あ ろ

つo

入 力 ・ 出 力

数 字 ・ 記 号 電 話 音 声 応 答

テ レ ビ電 話 へ の文 字 デ ィスプ レイ(カ タカ ナ)

カ ナ文 字 出力

漢 字 カ ナ ま じ り文 出 力

カ ナ 文 字 入 力

ア ル フ ァ ベ ッ ト入 力

漢 テ レ 入 力

カ ナ文 字 出力

・漢 字 カナ ま じ り文 出 力

文 字CRT出 力

音 声 出 力

ア ル フ ァベ ッ ト出力

カ ナ文 字 出力

漢 字 カナ ま じ り文 出 力

漢 テ レ 出 力

写 真 植 字 出力

この よ うに入 出力 関 係 は種 々の 組 合 わ せ が考 え られ,従 来 の よ うに入力 と出力 とは同 一情 報 の 機 器

で あ る とい った概 念 は な りた た な くな って い る 。入 力 を行 な う場 所 と出力 を す る場 所 とが 異 な って い

る場 合 は 当然 入 出力 機 器 は異 な る し,た とえ 同 じ場 所 で あ って も性 質 の異 な った入 出 力 機 器 が一 つ に

ま とめ られ る場 合 は多 い 。漢 字 テ レ タ イプ ラ イ タが広 く用 い られ る ため に は価格 の低 廉 化 が 大切 で あ

るか ら相 当 な年 月 が必 要 で あ ろ う し,た とい使 わ れ た と して も,格 段 に安 い数字,記 号,ア ル フ ァベ

ッ ト,カ ナ入 力 機 器 の方 が は るか に多 く用 い られ る であ ろ う。 す な わ ち,カ ナ文 字 に よ る入 出 力,情

報 の や り と りは 当分 っ つ く もの と思 わ れ る。

7.2入 力 シ ス テ ム

人 間 が直 接 手 で タ イプ ラ イ タを 打 つ な ど の手 段 で情 報 を入力 す る こ とは,た とい文 字 の 自動 読 取 り

が発 達 して も,っ ね に存 在 す る もの で あ る。 この場 合 に 日本語 の文 字 システ ム とア ル フ ァベ ・ソ ト文 字

シ ステ ム と の間 の本 質 的 な差 が あ らわ れ る こ とに な る。 す なわ ち キ ーの数 が 数十 個 です み,単 語 が わ

か ち書 きさ れ る シス テ ム と,キ ーの 数 が数 百 に お よ び単 語 が わ か ち書 き され な い シス テ ムの 情 報 処理
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に お け る根 本 的 な差 で あ る。 これ に く らべ る と8単 位 符 号 と16単 位 符 号 との 差 は それ ほ どむ ず か しい

問 題 で は な い。αNシ ス テ ム(ア ル フ ァニ ュー メ リ ック ・シス テ ム)と 日本 語 文字 システ ム の 差 は今

後 の情 報処 理 シス テ ム の発 展 に根 本 的 な影 響 を与 え ず に はお か な いだ ろ う。

この 困難 を克 服 す る た め に と り う る道 は ま だ ま った く未 知 で あ るが,一 つ は 日本語 を カ ナ文字.分

か ち書 き表 現 す る こ と,他 は漢 字 入 力 けん盤 を非常 に使 いや'すく,し か も安 価 に 作 る こ と で あ ろ う

が,ど ち ら も非 常 に む ず か しい 問題 で あ る。 そ の中 間 と して カ ナ入 力 ・漢 字 出 力 のた めの カ ナ漢 字 変

換 方 式 の 開発 で あ る が,こ れ も簡単 で はな い。

7.2.1日 本 語 文 字 に 対 す る 符 号 の 統 一

日本 語 で使 わ れ る文字 は片 仮 名,.平 仮 名,漢 字,英 言吾,ア ル フ ァ●ベ ッ トに至 るまで一 万 字 以 上 と な

る。 これ らに対 して い ま だ に 符 号 が 統 一 的 に与 え られ て いな い こ とは大 きな 問題 で あ る。 そ の 結 果,

あ る漢 字 テ レタ イ プ ライ'タに よ っ て入 力 され た デー タは他 の機 器 で 出力 が で きず,デ ー タ,プ ロ グ ラ

ム等 の互換 性 に 問 題 が 生 じて い る。 現 在 この 問題 に対 して はJISを 作 るべ く努 力 が は らわ れて い るが,

理 論 的 で シス テ マ テ ィ ッ クな 方 法 は な い よ うで あ る。 符 号 の統 一 に お け る第一 の 考 え 方 は仮 名,漢

字,ア ル フ ァベ ッ ト等 に 対 して12ビ ッ ト,あ る いは16ビ ッ トの コ ー ドを対 応 させ る こ とで あ る。 した

が って漢 字 テ レ タイ プ ラ イ タを作 る際 に は け ん盤 内 の漢 字 と して なに を とるか は 自由 で あ るが,出 力

の テ ー プ上 の コー ドは っ ね に この統 一 コー ドが 出て く るよ うに コー ド変換 装 置 を っ けね ば な ら な い こ

とに な る。 文 字 の ス トロ ー ク数 に よ る番号 づ け,偏,傍 な ど に よ る配 列 な どの試 みが あ る が,既 存 の

装 置 な どの こ と も考 え る と 問 題 はむ ず か しくな る。 中 国 で は漢 字 に4け た の数 字 を割 当 て て い る(四

角 號砺)よ うで あ るが,そ れ との 関 係 も考 慮 す る必 要 が あろ う。

さ らに注 意 を しな けれ ば な ら な い こと は将 来 の略 字 化,当 用 漢 字 の数 と種類 の増加 の可 能 性,新 し

い漢字 の導 入 の 可 能 性 に対 して も漢 字 の コー ド化 の問 題 が 矛盾 な く解 決 され ね ばな らな い。 した が っ

て,も し偏 と傍 で符 号 化 す る と すれ ば,た とえ ば 「さ んず い偏 」 の あ る文 字 に は一連 の番 号 を う ち.

い くつ かの 「さん ず い偏 」 の 新 文 字 の た め にっ づ き番 号 を あ き番 に して お くとい った考 慮 が必 要 とな

る。

7.2.2け ん 盤 入 力

カ ナ タイ プ の入 力 は 英 語 の タ イ プ ラ イ タ と同 じ程 度 の努 力 で習 得 で き,熟 達 す れば 紙 に手 書 きを し

て い るよ りは速 い 。 しか し広 く普 及 す る とい う と ころへ は と うて い行 き そ う もない。 そ れ は 日本 語 が

文節 単位 に 区切 られ な い た め 「か な」 で は非 常 に読 み づ ら いか らで あ り,漢 字 の もつ コ ンパ ク トさ と

意 味表 現 の能 力 が要 求 さ れ るの は当 然 で あ る。 出力 も これ まで は カナ だ けで が まん して きた が,こ れ

か らは ます ます 漢 字 出 力 が 要 求 さ れ,こ れを み た す技 術 が 開 発 され るで あ ろ う。

これ に対 して 入 力 の方 は 依 然 と して 目立 った進歩 が な い。 カ ナ タイプ は習 得 が容易 で あ るが,漢 字

が はい らな い こ と,漢 字 カ ナ ま じ り文 を カナ タイ プで打 つ場 合 は漢 字 の正 しい読 み方 が わか らね ば な

らない こと に問 題 が あ る。 カ ナ タ イ プを用 い る場 合 に漢字 を入 力 す る方法 と して は.カ ナ で入 力 した

文 章 が漢 字 カ ナ ま じ り文 に な る よ う適切 な カナ漢 字 変 換 を 行 な う こ とで あ り,す で に いろ い ろ な研 究

が行 な わ れ て きて い る。 そ の基 本 的 手 法 は文 章 を正 し く単 語 に分 割 しそれ と同時 に単 語 の仮 名 を漢 字
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にな お す もの で あ るが,同 一 発 音 の 単語 で異 な った漢 字 に対応 す る もの は非 常 に多 く,一 意 に決 定 す

る こ とは非 常 にむ ず か しい。 これ を 一意 に決 定 す るため に,漢 字 の訓読 や音 読 を つ け加 え て入 力 す る

方 法 もあ るが め ん ど うで あ る。 文 法 的知 識 や 話題 の分 野 を か ぎ って も現 在90%以 上 正 し く漢 字 を 復 元

す る こと はむ ず か しい。 将 来 文 章 の 意 味 が う ま く取 りあつ かえ る よ うに な った と して も95%以 上 を望

む こ とは むず か しい と想 像 され る。

漢 字 入 力 を けん 盤 で 行 な う方 式 も最 近 い ろ いろ と改 良 が重 ね られ て きて い るが,将 来 と も抜 本 的 な

方 式 は む ずか しいで あ ろ う。

7.2.3印 刷 文 字 の 自 動 読 取 り

最 近 に な って よ うや く漢 字 読 取 装 置 の 研 究 が盛 ん に な って き た。教 育漢 字881字,当 用 漢 字1,850字

を対 象 と して 研 究 が 進 ん で い る 。 ユ種 類 の フ ォ ン トで印 字 の質 が 良 好 な場 合 に は,お そ ら く95～98%

程 度 まで は比 較 的 容 易 に達 す る こ と がで きよ う。 問題 は印字 の 質,フ ォ ン トの種 類 の異 な り,装 置 の

値 段 で あ る。 仮 名 や ア ル フ ァベ ッ トの場 合 に はあ る程 度 印字 の 質 がわ る くて も,雑 音 を の ぞ い た り骨

格 線 を 出 した りす る こ と が で き るが,漢 字 の よ うに単 位 面積 あ た り に文字 ス トロー クが密 に は い る場

合 に は雑 音 の 影 響 が非 常 に大 き く,雑 音 を の ぞ くこ と もむ ずか しい。 フォ ン トと して は主 と して ゴ シ

ック体 の読 取 りが 研 究 さ れ て い るが,明 朝 体 の場 合 の細 い横 線 の 検 出 が問題 とな る。 ゴ シ ック体 と明

朝 体 の字 体 の 相 異 は非 常 に大 き いが,同 じ明 朝 体 で も文 字 の外 郭 の縦 ・横 比 や字 体 の 細 部 が い ろ い ろ

.と異 な る。 一 種 類 の フ ォ ン トで も数 千 の文 字 が あ るの で あ るか ら,い くつ もの異 な った フ ォ ン トに対

処 す る こ とは非 常 にむ ず か しい 。

しか し漢 字 の 読 取 り は現 在 の 文 字 読 取 装 置 に関 す る技 術 を十 分 に利用 し,判 定 に時 間 力1かか って も

よ い とす れば 実 現 可 能 で あ ろ う。 問 題 は経 済 的 に十分 成 り立 ち うる よ うな 装置 を,要 求 され る判 定 精

度,判 定 速 度 で 作 り うるか とい う問 題 で あ り,今 後数 年 の 努力 に期 待 した い。 ま た これ を 実現 す るた

め に は明 確 な漢 字 文 字 読 取 装 置 の 導 入 分 野,適 用 業務 を設定 す る こ とが最 も大 切 で あ る。 た とえ ば郵

便 の 宛先 の県,市,郡 名 な ど は 印 刷 漢 字 の場 合 読 取 りの対象 と な り うる と考 え られ る。 漢 字 の使 用 が

必要 な他 の分 野 は多 くの ター ン ・ア ラ ウ ン ド・ ドキ ュ メ ン トで あ る。住所,氏 名 な ど現 在 はす べ て カ

タカ ナに頼 って い るが,こ れ を 漢 字 に.する こ とが 必要 で あ る。 こ の よ うな 分野 で は漢 字 の 読取 り と漢

字 の計 算 機 出 力 とが 密 接 な関 係 を も っ。 した が っ て出力 漢字 の品 質 を十 分 向上 させ,ま た各漢 字 に 補

助情 報 を つ け加 え る こ と に よ って,読 取 りが確 実 にな るよ うに す る ことが 必要 とな ろ う。

漢 字 の よ うに複 雑 な文 字 を多 数 読 取 る た め に は非常 に分解 能 の 高 い入力 装 置 が必 要 で あ る。 ア メ リ

カの1.1.1.(InformationInternationa[Incorp.)の フ ライ ング ス ポ ッ トスキ ャナ ー は32,000×32,000

とい う高 分 解 能 の もの で あ り,漢 字 の読 取 りの研 究 も して い る。

7.2.4手 書 き 文 字 の 読 取 り

手 書 き文 字 に は 二 つ の 種 類 が あ っ て,す で に手 書 き され て しま っ て いる もの を対 象 とす る 場 合 と,

手書 き して い る運 筆 を 実 時 間 で 入 力 し読 取 る と い う場 合 とが あ る。 前 者 はか な りむ ずか しい問 題 を 含

む が,楷 書 で一 定 の 枠 内 に て い ね い に書 か れ た文字 の場 合 に は十 分 に 自動 読取 りの対 象 とな り う るだ

ろ う。 た とえ ば 専 門 の ガ リ版 を き る人 の文 字 な ど にっ いて積 極 的 に研 究 を進 め るべ きで あ ろ う。後 者
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の オ ン ライ ン手 書 き文 字 は,た と え ば銀 行 の窓 口 とかIR端 末 で 署 名 によ って印 鑑 の か わ り を す る と

い う シス テ ムが 考 え られ る。 この 場 合 に は署 名 の認 識 の研 究 が 必要 で あ り,と くに他 人 が似 せて 書 い

た署名 と本 人 の もの との 区 別 を 厳 重 に行 なわ な け れば な らな い。 その た め の キー ポイ ン トと な るの は

筆跡 の速 度 で あ り,幸 い オ ン ラ イ ン手 書 き入力 の装 置 に は筆速 が 入 力 で きる もの が あ るの で,こ れ を

用 い る こ とが必 要 とな ろ う。 字 体 の特 徴 と共 に筆 速情 報 を用 い る こ とに よ って,署 名 の認 識 が確 実 と

な る。 署 名 の場 合 は必 ず し も文 字 その もの が認 識 され な くて もよ いが,オ ンラ イ ンの漢 字 認 識 は す で

に書 か れ て い る もの の 認 識 よ り も,筆 順,筆 速,な らび に処理 時 間 に余 裕 が あ り,こ れ らを利用 で き

るので十 分 に実 用 化 され る可 能 性 を もっ と考 え られ る。 この場 合,入 力 装 置 は形 があ ま り大 き くな く

で きるだ け安 い もの と し,数 十 の これ らの 入力 端 末装 置 を1台 の ミニ コ ン ピュー タで管 理 す るよ うな

シ ステ ム とす れ ば,1使 用 者 当 りの コ ス トは非 常 に さが り,実 用 の可 能 性 が ふ え よ う。

7.2.5音 声 認 識

音 声認 識 研 究 も最 近 か な り の進 歩 を み せ た が,個 人 の発 声 を訓 練 に よ って 規格 化 す る と い う こ とが

ほ とん ど不 可 能 で あ るの で,文 字 の場 合 の よ うに標準 形 を設定 して制 定 を簡単 化 し正読 率 を 向上 させ

る ことが で きな い。 しか し個 人 の声 を あ らか じめ,ま た は使 用 の直 前,機 械 に記 憶 して お き(こ れ は

10～20秒 で で き る),こ れ を も と に して音 声 認 識 を す る とい う シス テ ムは実 用 の可 能 性 が あ る と考 え

られ る。 この方 向 の研 究 と して は寛 々公 社 武 蔵 野 電気 通 信研 究 所 で よ い成 果 を あ げて い る。

一方 ,自 然 な会 話 文 を認 識 しよ う とい う研 究 が ア メ リカで197!年 か ら数 カ所 の研 究所 で大 規模 に開.

始 され て い る。 こ れ は約1,000単 語 を 対 象 に し,数 人 か ら10人 程 度 の 人 が話 す文 を あっ か う こ と を 当

面 の目的 と して い る もの で,音 声 学 的 な特 徴 抽 出,判 定 と と もに,,言 語 学 的知 識 を用 い る と ころ に特

徴 が あ る。 す なわ ち会 話 文 を 構 造 分 析,意 味 分 析 し,話 題 に関 して も って い る内 部 知識 を用 い る こと

に よ って次 に発 話 され る単 語 や 文 を予 想 し,そ の 文脈 の中 で分 析 を あ る限 られ た範 囲 に お いて精 密 化

す る こ とがで き る よ うに して い る と ころ に特 徴 が あ る。

7.3出 力 シ ス テ ム
、

文字 入 力 と文 字 出 力 は っ ね に相 と もな って発 達 す る ことが望 ま しい。 入 力 を けん 盤 か らす る場 合 に

はか な らず モ ニ タ出 力 が打 けん と 同時 に得 られ る こ とが必要 で あ る。 この点 アル フ ァベ ッ ト,カ ナ の

場 合 に は入 力 と出 力 と が端 末 装 置 で バ ラ ン スが とれ て い るが,漢 字 の場 合 に は問 題 とな る。従 来 の漢

字 テ レ タイ プで は ほ と ん ど の 場 合 モ ニ タ出力 を簡 単 に便 利 に得 る こ とが で きな か った。 最 近 の もの は

この 部分 に多 くの 改 良 が み ら れ る。 と くに漢 字 入 力 を カ ナ けん盤 か'ら入 力 す る場 合 やSynotypeの

よ うに,ス トロ ー ク情 報 を けん 盤 か ら入力 す る場 合 に は,選 ば れ る漢 字 が ただ ち に表示 され る こ とが

必 要 で あ る。 多 くの 場 合 そ れ らは複 数 で あ る か ら,そ れ らか ら 目的 の もの を選 ぶ操 作 を次 に行 な わ ね

ば な らな い。 いず れ に して も入 力 と出 力 とは っ ね に組 合 わせ られ る必 要 が あ ろ う。 文字 出力 に は,い

わ ゆ るハ ー ドプ リ ン トと ソ フ トプ リ ン トの 区別 が あ る。 ソフ トプ リ ン トは一 時 的 で,あ る時 間 表 示 さ

れ た後 は消 去 され,別 の文 字 が っ つ いて表 示 され る よ うな もの で,ブ ラ ウ ン管 に デ ィスプ レイ され る

文 字 の大 き さ,一 度 に デ ィ ス プ レ イで き る文 字 の数,文 字 の種 類 な どが使 われ る場 に よ って種 々異 な

一262一



る。 ハ ー ドプ リン トで は主 と して 文 字 の 大 き さと,き れ いで読 み や す いか ど うか とい う こ とが 問題 と

な ろ う。 また 同時 に何 枚 コ ピー を と る こ とが で きるか も大 きな要 素 で あ る。

f7
.3.1漢 字 プ リ ン タ

漢 字 プ リン タ と して最 近 い ろ い ろ な種 類 の もの が市場 に出 され て きた。値 段 は ま だ か な り高 い が,

だ ん だん と安 くな る こ とが期 待 され る。 これ らは大 き くわ け る と次 の よ うに な る。

(a)漢 字 の活 字 ケ ー スか ら機 械 的 に選 択 して打 つ もの

(b)ド ッ ト ・プ リン タに よ って 活 字 に対 応 す る信 号 に よ って打 つ もの

{c)活 字 の図 形 を電 子 的 に 走 査 して 出力 す る もの

(d}写 真 植 字 の方 法 に よ る もの

な どが 主 な もの で あ る。 これ らの 方 式 の うち,(a),お よ びOで 機 械 的 な イ ンパ ク ト方 式 で 出 力 す る も

の は,コ ピー が何 枚 もと れ る とい う利 点 を もっ。 電 子計 算機 か らの文 字 出 力 と して は,速 度 が 速 く,

値 段 が 安 くな る可 能 性 が大 きい もの は機 械 的 に細 い ピンをな らべ た ドッ ト方 式 に よ る もの で あ ろ う。

この 場 合 の 問題 は,印 字 品 質 と紙 と して特 殊 な ものを用 いな けれ ば な らな いか ど うか と い う こ とで あ

る。 これ ら も今 後 の改 良 に よ って 十 分 実 用 に な る もの が で きる と期待 され る。 ドッ トの か わ り にCR

Tに 信 号 を出 力 しこれ を 焼 き つ け る方 式 もあ るが.当 分 は機械 的 な ドッ ト方 式 の方 が 広 く用 い られ る

もの と考 え られ る。 ゼ ロ ッ ク スの よ うに静 電 式 の コ ピー技術 の 将 来 は注 目す る必 要 が あ る。

人 間 の手 で キ ー入 力 す る と きの モ ニ タ出力 に は,従 来 か らあ る,活 字 を ひろ っ て 打 つ 方 式 の ほ か

に,CRT上 に電 子 的 に文 字 を 出 力 す る方 式 もあ り うる。 現在 の段 階 で は人 間 の キ ー 入 力 の 速 度 に 合

わ せ て安 い もの と して は活 字 に よ る もの で あ ろ うが,将 来 はCRT出 力 も十 分考 え ら れ る 。 こ の 場 合

はそ の後 の ハ ー ドコ ピー を と りた い と い う要 求 が あ るか ら,そ の 装置 と して は,別 の もの を考 え ね ば

な らな い だろ う。 モ ニ タ出 力 と して は,打 けん した文字 す べ てが 表示 され な く と も,直 前 に打 った1

文字 だ けが 表 示 され る。

国際 電 信 電話 会 社 研 究 所 の開 発 した よ うな ベ ク トル に よる文字 出力 装 置 も将 来 性 が あ る。

7.3.2文 字 デ ィ ス プ レ イ

CRTへ の 文字 出 力 と して は,ス トロー クの構成 に よ る もの,ド ッ トに よ る もの,お よ び 漢 字 パ

ター ンを走 査 して そ の パ タ ー ンを 出 力 す る方 式 な どが あ る。 この場 合 もreadonlymemoryに よ る

ドッ ト方 式 が結 局 は安 くで き品 質 も まず まず の もの が得 られ る と考 え られ る。CRTと して はTVと 同

じ走 査 方 式 で家 庭 用TVの ブ ラ ウ ン管 も使 え るの で,そ の面 か らも安 くな るで あ ろ う。 液 晶 や プ ラ ズ

マ ・デ ィ ス プ レ イの場 合 に は分 解 能 が 将 来 ど こま で あ げ られ るか が問 題 で あ ろ う。1画 面 内 に な る べ

く小 さ な文 字 で な る べ く多 数 表 示 す る こ とが 必要 とな るか ら,リ フ レ ッシ ュ ・タイ プで な く,記 憶 方

式 の デ ィ ス プ.レイ が ど う して も必 要 とな る。1文 字 か,せ いぜ い数 文 字 表示 すれ ば よ い場 合 に は,光

学 的 に マ ス クパ ター ンを選 ん で 表 示 す る と い う方 法 も十 分使 え る。 ホ ログ ラフ ィ技 術 の この分 野 へ の
、

応 用 は これ か らの研 究 に ま た ね ば な らな い。

7.3.3フ ィル ム 出 力

フ ラ イ ン グ ・ス ポ ッ ト管 に よ る も の と光 学 的 な もの とが あ る。 漢 字 の マ ス クパ ター ンが きれ いで あ
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れ ば,出 力 は十 分 に良 質 の も の が得 られ る。 文字 の並 び,文 字 の 大 き さの変 化,そ の他 フ ォー マ ッ ト

に関 して は フ ライ ン グ ・ス ポ ッ ト方 式 が 自 由度 が あ ってよ く.こ の 方 式 は今 後 広 く用 い られ るで あ ろ

う。 ただ し値 段 が も っ と さ が る こ とが望 ま れ る。

写真 植字 は現 在 広 く用 い られ て い るが,計 算 機 と連 動 して フ ォー マ ッ ト制御 まで完 全 に され て い る

もの は それ ほ ど多 くな い。 こ の 種 の 機 械 は今 後 もっ との び るだ ろ う。 しか しこの場合 も入 力 デー タが

モ ニ タで き,修 正 が簡 単 に行 な え る こ とが キー ポイ ン トとな る 。計 算 機 の ソ フ トウ ェア と して テ キ ス

ト・エデ ィタの便 利 な も の が 作 られ る必 要 が あ る。

7.3.4音 声 出 力

音 声 出力 と して,録 音 音 声 の編 集 方 式 は すで に実用 され て い る。 この方 式 の今後 め問題 は音 声 デー

タの ビ ・ソト数 を能 率 よ く圧 縮 す る こ とが で きな いか とい う こと で あ るが,PredictiveCodingの 手 法

を用 いれ ば,な ま の音 声 の 録 音 情 報 の1/30程 度 に は圧縮 す る こ とが 可 能 で あ ろ う。

音 声 出 力 の も う一 つ の 方 式 は規 則 に よ る音 声 合 成方 式 で ある が,こ れ は現在 ま だ よ い 音 質(自 然

性)の もの は 得 られ て い る と は い え な い。将 来 も っと研究 され るべ き テー マで あ る。音 声 合 成 に お け

る問題 は文 全 体 と して の イ ン トネ ー シ ョ ンで あ り,こ れ は文 の 構 造 の 認識 を必要 と す る が,イ ン ト

ネー シ ョ ンを う ま く与 え るた め の構 造 分 析 は使 用 古 る分 野 をか ぎれ ば比較 的 容易 に行 な う ことが で き

るだろ う。 音 声 応 答 は今 後 ま す ま す広 く用 い られ る ことに な る だ ろ う。一 般 に音質 がわ るい場 合 に は

聞 き手 は二 度,三 度 と同 じこ とを く りか え し聞 くか ら音 声 回線 の保 留 時 間 が長 くな る。 これ は多 数 の

端 末 装 置 に 同時 に サ ー ビ ス を した い と きに は障 害 とな る。 した が って シス テ ムは少 し複 雑 で も十 分 に

よい品 質 の音 声 応 答 を行 な う必 要 が あ り,今 後 もっ と改 良 す る必要 が あ ろ う。

7.4処 理 シ ス テ ム

日本 語情 報 処理 が ほん と う に発 達 す る た め に は,入 出 力機 器 の 問 題 と と もに言 語 の処理 プ ログ ラ ム

が いろ い ろ と作 られ る必 要 が あ る。 そ の た め に まず大 容 量 の フ ァ イル が利用 で き,各 種 の辞 書 と と も

に 日本語 情 報 が大 量 に蓄 積 さ れ ね ば な らな い。 そ して 日本語 の分 析 処 理 の ため の ア ル ゴ リ ズ ム の 研

究,そ れ を さ さえ る ソ フ トウ ェ ア ・ シス テ ムな どの 整備 が必要 で あ る。 これ らは まだ研 究 段 階 を 出 な

い が,将 来 の こ とを考 え 汎 用 性 の あ る シス テ ム的考 え方 に た って 研 究 を発 展 さ せ ね ば な ら な い だ う

つ0

7.4.1フ ァ イ ル

最近 に な って 電 子 計 算 機 の 外 部 記 憶 装 置 の容 量 が急 速 に大 き くな って き た。 と くに集 団 磁気 デ ィ ス

クの使 用 に よ って,10inビ ・ソ ト程 度 の容 量 は 比較 的 簡単 に もつ こ とが で きる。 ホ ログ ラ フ ィ に よ る記

憶 は密 度 を非 常 に高 く と る こ とが で き るが,書 き こみ が簡 単 で な い と い う欠 点 が あ る。 したが って 固

定 され た情 報 の読 出 しだ け で よ い分 野 に しか む か な い。

日本 語 情 報処 理 に 必 要 な 辞 書 的 な情 報 と して は次 の よ うな も の が考 え られ る。

(1}か な文字(ロ ー マ字)単 語 辞 書

② 活 用 語 語 尾 変 化 辞 書
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(3)付 属 語 辞 書

〔4)接 頭語 辞 書

{5)同 音異 字 辞 書

⑥ 漢 字単 語 辞 書

〔7)漢 字 の特 徴 に よ る辞 書(画 数,偏 、傍 な ど に よ る もの)

{8)単 言吾の 音 声情 報 辞 書

辞 書 は 目的 に よ って そ れ ぞ れ 固 有 の もの が作 られ る必 要 が あ る か ら,見 出 し語 の数,各 見 出 し語 に

つ け るべ き情 報 の 積 類 な ど は場 合 に よ って す べ て異 な る。 現在 日本 語 に関 して は計 算 機 で使 え る辞書

と して よ い もの は な い 。 国 立 国 語 研 究 所 で は新 聞 文章 を磁 気 テ ー プ に収 録 し,そ こか ら異 な り言吾を 出

し,辞 書 を作 った の が 唯一 で あ ろ う。 辞 書 は作 成 す るの に大 きな費 用 がか か るか ら,一 つの 辞 書 が い

ろい ろな 観点 か ら多 数 の 人 が 使 え る よ うな形 に作 られ る必 要 が あ る。

大 量 情 報 の記 憶 と して は依 然 と して マ イ ク ロ フ ィル ム方 式 が 用 い られ る もの と思 わ れ る。 図 ・書館 が

ます ます 大量 の書 籍,資 料 を収 集 す る よ うにな るに っれ て,こ の 問 題 は真剣 に 検 討 さ れ る必 要 が あ

る。 そ の試 み と してMITの 図 書 館 で 行 な って い る研 究 にlntrexProjectが あ る。 これ は工 学 系 の 論 文

2万 件 あ ま りを1,500枚 の マ イ ク ロ フ ィル ムに お さ め,キ ー ・ワー ドに よ って検 索 し,目 的 の マ イ ク

ロ フィル ム を と り出 し,こ れ を フ ラ イ ン グ ・ス ポ ッ ト ・スキ ャナ ー で走査 し,ブ ラ ウ ン管 デ ィ スプ レ

イ装 置 に表 示 した り,コ ピー を と った りす る ことの で きる もの で あ る。 マ イ クロ フ ィル ムへ の圧 縮 率

は まだ ま だ高 くな る可 能 性 が あ る 。

今 後 マ イ ク ロフ ィル ム方 式,電 子 的 記憶 方 式,ホ ロ グ ラフ ィ方 式 の いず れ が発 達 して い くか はわ か

らな いが,少 な くと もマ イ ク ロ フ ィ ル ム方 式 と電 子 的方 式 とに つ い て いえ ば,そ れ ぞ れ独 自の 分 野 を

占 めて い く と考 えて よ い 。電 子 的 方 式 は情 報 の アク セ スの時間 が速 く,情 報 の変 更 が容 易 で あ る が,

まだ まだ 図書 館 の本 全 部 が 入 れ られ る ほ ど大容 量 の もの に はな り得 な い。 そ して既存 の情 報 を すべ て

電子 的 情報 に変 換 して入 力 す る こ と は不 可 能 とい って よい。 また文 の 中 に描 入 され る図面,写 真 な ど

を 電子 的 に記 憶 す る こ と は ま ず む り と いわ ねば な らな い。 これ に 対 して マ イ ク ロ フ ィル ム方 式 は これ

と はま った く逆 の性 質 を も って い る とい うこ とが で きる。 この よ うに利 用 率 が高 く,変 更 が要 求 され

る もの で図面 な ど複 雑 な もの が 含 ま れ て い な い情 報 は電子 式 に な るだ ろ うが,百 科 辞 典的 情 報 は マ イ

ク ロ フ ィル ムに よ ら ざ る を得 な い だ ろ う。 この よ うな立 場 か ら情 報 ネ ッ トワ ー クに お け る通信 形 態 を

考 え る必 要 が あ る。 す な わ ち 文 字 の デ ィ ジ タル通信 と共 に フ ァク シ ミリの よ うな 図形 伝 送 の技 術 が も

っと進 歩 す るだ ろ う。

7.4.2言 語 分 析

す で に述 べ た よ う に 日本 語 は欧 米 諸 国 の言 語 と は異 な った特 色 を数 多 く もって お り,こ れ が情 報 シ

ステ ムで あ つか う際 の種 々 の 困 難 さの 原 因 とな って い る。 この節 で は 日本語 の言 語学 的 な面 と情 報 処

理 との 関係 にっ いて 論 じよ う。

ω 辞 書

言 語情 報 処 理 を行 な う うえ で基 本 とな る もの は辞 書 で あ る。 日本 語 の単語 辞 書 は単 語 の簡 単 な意 味
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の説 明 は あ って も,そ の文 中 で の使 い方 にっ いて は ま った く説 明 が な い と い う こ と,お よ び適 切 な弓1

用例 が ほ とん どな い(と く に現 代 語 に っ いて)と い うこと など種 々 の不 便 が あ り,英 語 な ど の辞 書 と

く らべ て大 きな欠 点 が あ る 。 しか し これ を 改善 し,よ い辞書 を 作 る こ とが これ か らの課 題 で あ り,最

近 そ うい った もの が あ らわ れ て き た 。英 語 に お い ては辞 書 が そ っ くり その ま ま磁 気 テー プ にお さめ ら

れ計 算機 が使 用 で き る よ うに な っ て い る もの が あ る。 た とえばSystemDevelopmentCorporation

(SDC)が 作 っ たWebstersSeventhNewCollegiateDictionary,MerriamWebseterPocket

Dictionar'yな ど はそ の例 で あ る。 これ'らは単 語 の意 味 の研究 の 基礎 とな って い る。

日本 語 の 辞 書 を計 算 機 で 利 用 で き る よ うに磁 気 テー プに お さめ る こ とは近 い将来 ぜ ひ と も必 要 な こ

とで あ る。 そ の 際 は 日本 語 の 単 語 に関 して,基 本語 を決定 する こ と,同 義 語,反 義 語 ,派 生 語,関 連

語 な どを 整理 す る必 要 が あ る。 これ は シソ ー ラ ス作 成 に理 論的 基 礎 を与 え る。

② 言 語 統 計

従 来 行 な わ れ て きた言 語 統 計 は単 語 を 構成 す る素子 と して の文 字 の 出現 頻度 や,文 字 の な らびに 関

す る マル コ フモ デ ル と して の も の で あ っ た。 これ か らの言語 統 計 は も っ と大 きな 単 位 ,た と え ば 単

語,文 体 な ど に関 す る もの で あ る必 要 が あ ろ う。 単語 に関 す る頻 度 統 計 によ って基 本単 語 選 択 の基 礎

を与 え る。 文 節 の 付 属 語 に関 す る統 計,付 属 語 の文 中 での並 び方 に関 す る統 計 な ど は日本 語 文 の解 析

に大 きな寄 与 をす る。 と くに動 詞 が 要 求 す る文 節 の型 の統計(た とえ ば 「行 く」 と い う動 詞 は 「(時

間)に 」,「(場 所),か ら」,「(場 所)へ 」 とい う文 節 を と りや す い。)を とる ことは重 要 で あ る。

現 在 国 立 国 語 研究 所 に は 新 聞 の 文 章 が約300万 語 磁 気 テ ープ に記 録 さ れて い るが,こ の デ ー タか ら

上記 の よ うな統 計 を う る こ と は十 分 可 能 で あ ろ う。 た だ し重要 な こ とは・,ア プ リケー シ ョ ンの需 要 を

考 え る と まず科 学 技 術 の 分 野 の文 献 の 処 理 が 考 え られ るか ら,統 計 を とる べ き デー タは それ ぞ れ分 野

別(た とえ ば物 理 学,化 学,電 気 工 学 等)に な って い る ことで あ る。

か な一 漢 字 変 換 は この種 の 言 語 知 識 を 十 分 と り入 れ て行 なわ れ る必 要 が あ る。

(3)文 お よ び文 章 の構 造 分 析

従 来 か ら行 な われ て きた 文 脈 自 由 型 あ るい は文 脈 規定 型句 構 造 文 法 は,英 語 文章 に対 して も行詰 ま

りに きた と考 え る こ と が で き よ う。 と く に 日本 語 の構造 は英語 の よ うに は っ き り した構造 を も って い

な い ため,こ の よ うな句 構 造 文 法 で の方 法 で は不 十 分 で あ る こと は明 らか で あ る。 英語 に お いて も句

構 造 文法 の よ うに規 則 の厳 密 な もの で は う ま く解 析 が で きな い と い う考 え か ら,も っ と柔 軟 性 の あ る

分 析 の方 法 が試 み られ て き て い る。 これ は意 味 を中 心 と した解 析 で あ る。 日本 語 に対 して もこの よ う

な考 え方 か らの 解析 が 試 み られ る よ うに な るだ ろ う。文 の解 析 の次 に文 の 連続 で あ る文章(discour

s)の 解析 も必 要 で あ る。 文 章 を 読 ん で内 容 を はあ くす る こと は,自 動 抄 録,内 容 分 析 な ど に 連 な っ

て い る。 現 在 の と こ ろ単 語 の使 用 度 数 に よ る アプ ローチが多 いが,構 文 分析 を 土 台 に し た 文 章 解 析

も,理 論 的 に は考 え られ る し,一 部 実 験 も され て い る。 それ は(4)の意 味 分析 に もつ なが って い る。

日本 語 の 文章 の解 析 に お い て,第 一 に 問題 とな るの は連続 した語 の 列 を 文節 単 位 に 区切 る こ とで あ

る。 ロー マ字 書 き,ま た は か な 文 字 文 の と きに文 節単 位 に切 る こ と は非常 に む ずか しく,こ れ を成 功'

させ る ため に は ど う して も漢 字 か な ま じ り文 ま た は漢字 部分 の 指 示 を した 文 を入 力 とす る必要 が あ る
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もの と考 え られ る。 漢 字 か な ま じり文 の 場 合,漢 字 の直前 で文 節 区 切 りを行 な った と き,50%近 くの

誤 りが あ る。

構 文 分 析 は依 然 と して 因難 で あ るが,話 題 を あ る分 野 に限 って,比 較 的素 直 な文 体 で書 けば か な り

の 程度 ま で正 し く分 析 す る こ とが で き,あ る程 度使 用 に た え る もの が作 れ る可 能 性 が あ る。

{4)意 味 分 析

言語 の意 味 分 析 は い くっ か に わ け て考 え る こ とが で き る。

その第 一 は単 語 の もっ 意 味 で,こ れ は従 来 の辞 書 を あ る程 度 利 用 で きる。

第二 は単 語 が い くっ か 集 ま って ひ とっ の句 文 を構 成 してい る と き,そ の包 文 が 表現 して い る意 味 の

問 題 が あ る。 これ は 次 に 述 べ る質 問 応答 シ ステ ム に と くに関係 を もつ。

第三 はプ ラ グマ テ ィ ック ス,あ る いは現 実 の社 会 の知 識 を ど の よ うに反映 させ るか の問 題 で あ る 。

百 科 辞典 的知 識 の記 憶 と利 用 で あ る。 これ らの うち,第 一 の もの は か な りの程 度 行 な え る見通 しが あ

る が,第 二 の もの は当 分 は研 究,実 験 の 段 階 に とど ま らざ るを え な いであ ろ う。 第三 の もの に つ い て

も同様 で あ る。 これ ら は記 憶 装 置 を 非 常 に大 き く占 め るが,現 在 で はハ ー ドウ ェア的 な問 題 で な く,'

原 理 的 な と ころ に問 題 が あ る とい う ことが は っ き り して きて い る。

(5}論理 学 との 関係

自然 言語 で話 され る内 容 は しば しば論 理 的 に筋 が通 って いて,論 理 の世 界 に表 現 しな お して処 理 す

るの が よ い と考 え られ る場 合 が あ る。 文 章 内 容 が論 理 表現 に なれ ば,そ こか ら種 々 の演繹 を す る こ と

が で き る ため,有 効 な質 問応 答 シス テ ム を作 れ る可 能 性 が あ る。 ま た この論 理表 現 じたい が一 種 の 中

間言 語 とな り,言 語 の翻 訳 の 可 能 性 へ の橋 渡 しを す る こ とがで き よ う。

しか し問 題 は第一 に 自然 言 語 の 文 章 を論 理 式 表現 に変換 す る こと が非常 にむ ず か しい とい う こ とに

あ る。 と くに述 語 論 理 で用 い る述 語 変 数 の概 念 を 自動 的 に文 章 か ら決 定 し取 り 出 す こ と は む ず か し

い 。

第 二 に現 在 の 論 理 学 は第 一 階 述 語 論 理 に っ いて は よ く研究 さ れ て い るが,自 然 言語 の文章 を表 現 す

るた あ に しば しば 必 要 と され る二 階 以 上 の述 語 論 理 に つ いて は,ま だ ほ とん ど よ くわ か って い な い こ

とで あ る。 ま た文 章 が表 現 して い る 時制,様 相 な どに っ いて論 理 学 は まだ十 分 な発達 を して い な い 。

この よ うな こ と か ら,今 後 この方 向 で の種 々 の試 み は必 要 で あ り行 な われ るで あ ろ うが,こ れ だ けで

な く自然 言 語 じた い を う ま く記 憶 し,質 問応 答 な どが で き る シ ス テ ムの開 発 が必 要 で あ ろ う。

旧 文 章 の 発 生

文章 を発 生 す る こ とは 情 報 処 理 の 種 々 の分 野 で必 要 とされ る こ とで あ る。対 話 型 の プ ログ ラ ミ ング

シス テム と 自動 翻 訳,質 疑 応 答 シ ス テ ムな どは そ の代 表 で あ る。 自動 翻訳 の場 合 は文章 を発 生 させ る

源 とな る文 は,入 力 と して 与 え られ るが,そ の他 の場合 に は内 部 で 発生 させ る文 章 の 源 を もって い な

けれ ば な らな い。 従 来 は文 章 の発 生 は比 較 的 簡単 で あ ると見 な され て いるが,実 際 には分 析 と同 様 に

非 常 に む ず か しい こ とが わ か る 。対 話 型 シス テ ムの場 合 な ど ほ とん どの場 合 は,出 力 す べ き 文 の 型,

文 の原 形 を内 部 に用 意 して お き,わ ずか に その 中 の い くつ かの 単 語 を さ しか え るだ けで 出力 す る と い

う内容 で あ る。 ほ ん と うの 文 章 の発 生 は表 現 す べ き内容 が いわ ゆ る深 層構 造 と して概 念構 造 が内 部 に
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形 成 され,そ れ が い くっ か の 段 階 を へ て文 法 的 に正 しく詳 しい正確 な表 現 とな って 出力 され るべ き も

の で あ る。 この方 向 の研 究 は現 在 ほ とん ど な い。 質 問応 答 シス テ ムの発 展 に テ ンポを合 わ せて 将 来 発

展 す る可能 性 は十 分 あ る。'

{7)内 容 分 析

内容 分析 は,一 団 の文 が全 体 と して ど の よ うな こ とを,ど の よ うな態 度 で表 現 して い る か を把 握 す

る もの で あ る。 日本 で は現 在 ま で ほ と ん ど研 究 され て きて いな い が,情 報検 索 の 問題,そ の他 と関 連

して将 来 は研 究 が も っ と活 発 に な る分 野 で あ る と考 え られ る。 ア メ リカで は数 年前 か らい ろ い ろ と研

究 され て きた。 そ の方 法 は,主 と して用 い られ る単 語 の範 囲 と頻度 な ど によ る もの あ る が,構 造 的 要

因,断 定,推 定,肯 定,否 定 な ど の様 相 に関 す る要 因 を加 え る必 要 が あ る。

{8)機 械 の た め の 日本 語

ま っ た く自 由 な 自然 言 語 を 対 象 と して い て は,い っ まで た って も文 の完全 な分析,理 解 を す る こ と

は機 械 には で きな い で あ ろ う。 そ こで実 用 上 考 え られ るの は,機 械 が正 しく解 釈 で きる よ うに文 の 構

造 を制 限 す る こ とで あ る。 た と え ば副 詞 は そ れ がか か って い くもの の直 前 に お くとか,文 の構 造 が 複

雑 に な る と きに は適 切 な句 点 を挿 入 す る とか,あ る種 の文 体 を 禁止 す る とか で あ る。 これ は近 い将 来

ぜ ひ と も研 究 開発 を行 な うべ き もの で あ る。

7.4.3言 語 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア

言 語 処理 の ソ フ トウ ェ ア と して はCOBOLが 広 く用 い られ て い る。情 報検 索,KWICを 作 る よ う な

プ ロ グ ラミ ン グ シ ス テ ム もCOBOLで 書 か れ た もの が多 い。 しか し現 在 の 日本 の 計 算 機 の多 くは

COBOLよ り もFORTRANの 方 が便 利 で あ るの で,FORTRANで の言 語処 理 プ ロ グ ラムの 開 発 が 望 ま

れ る。 しか し この場 合,単 語 の各 文 字 を独 立 に扱 う ことが必 要 と な るの でENCODE文,DECODE文

が必 要 で あ り,こ れ に はFORTRANJIS-7000の レベ ルが必 要 で あ る。

文 字 と して は,ロ ー マ字 書 きが プ ロ グ ラ ム上 便 利 で あ るが,漢 字 か な ま じり文 の符 号 に っ い て プ ロ

グ ラム を作 る こ とは そ れ ほ ど困 難 で は な い 。 た だ し漢 字 か な ま じり文 の入 力 を カー ドで 行 な う方 式 が

ま だ で きて い な い の で 問題 が あ ろ う。

他 の言語 処 理 プ ロ グ ラ ミ ン グ言 語 と して はSNOBOL,LISPな どが あ るが,現 在 こ れ ら は 一 部 の 研

究 者 の間 で しか用 い られ て い な い 。

この種 の シス テム で必 要 な本 質 的 な 機 能 は,辞 書 を能 率良 く参 照 で きる機 能 と,樹 枝 状 構 造 の 変 換

が 自由 に速 くで きる機 能 とで あ る 。言 語 処 理 を も っ と容 易 に す る ため に は,こ の種 の言 語 が 漢字 か な

ま じ り文 に対 して用 い られ る よ うに 改 良 され,多 くの計 算機 で用 い られ る よ うに な る必 要 が あ ろ う 。

7.5応 用 の 将 来

(1)新 聞,出 版

現 在 すで に新 聞,出 版 の シ ス テ ム全 体 が か な り電 子計 算 機 に依 存 した形 とな っ て きて お り,将 来 ま

す ます 自動 化 され て い く こ と は明 ら か で あ ろ う。 新 聞 原稿 の編 集 シ ステ ムの 自動 化 の最 大 の 問 題 は,

紙 面 の割 り付 けを実 物 大 で行 な う こ と で あ る。 これ は現 在 で きて いな い ため,記 事 を紙 面 に割 り付 け
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て も見 出 しや 見 出 しの活 字 の 大 き さな ど に関 して は実 感 を も ってCRT上 で決 定 す る ことが で き な い 。

したが って少 な く と も見 出 しに っ い て は漢 字 その もの が見 出 しの 場所 に表 示 され る 表 示CRTが 必 要

であ る。 しか も これ らの'漢字 は字 体 の指 定 もで きな け れ ば な らな い。 した が って非 常 に大 きな サ イ ズ

の デ ィス プ レイ で十 分 な 分 解 能 を もっ必 要 が あ る。 お そ ら く10.OOO×15,000の 分解 能 が あ れ ば よ いだ

ろ うか ら,こ れ を作 る こ と は可 能 と考 え られ る。文 字 の デ ィス プ レイの もと とな る文 字 は,か な り多

く用 意 しな けれ ば な らな い と こ ろ に 問題 が あ ろ う。

次 に問 題 と な る の は この よ うな表 示 装 置 が 最 も有 効 に使 える ソ フ トウ ェアを整 備 す る こ と で あ り,

これ は使 用 経 験 に も とつ い て徐 々 に改 良 され て い くだ ろ う。写 真 や グラ フ も,実 際 に モ ニ タCRT上

に出 して編 集 で き るか ど うか は将 来 の ハ ー ドウ ェ アの発 達 に待 つ必 要 が あ るが,そ の 可能 性 は十 分 あ

る。

出版 に お け る問 題 は写 植 を 自動 的 に行 な うこ とで あ り,電 子 計 算 機 と結 合 され た写 植 シス テ ム は最

近非 常 に発 達 して きた 。今 後 は そ の速 度 を上 げ る こ と と,エ デ ィ テ ィ ング機 能 を 改 良 す る こ と で あ

る。 今 後 は コ ス トも徐 々 に さが って くる だ ろ うか ら,ミ ニ コン ピュー タと結 合 され た シ ス テ ムは 広 く

用 い られ る可 能 性 が あ る。

(2)放 送

放 送 に お い て は テ レ ビ ジ ョ ンへ の 文 字 の 出 力 デ ィス プ レイが現 在 最 も大 切 な もの で あ ろ うが,そ の

ほ か に放送 電波 を 利 用 した デ ー タ伝 送 が あ り,各 家 庭 で フ ァク シ ミ リの よ うな もの で コ ピー を と る と

い う シス テ ム も考 え られ る 。 テ レ ビ ジ ョ ンへ の文 字 出 力 にお け る問 題 は,入 力 を迅 速 に行 な う こ と ,

文 字 の 配列 を う ま く指 示 で き る こ と,さ らに 図面 との合 成 が で きる こ とが必 要 で あ る。 これ は現 在 の

技 術 で 実現 可 能 な こ と で あ るか ら,そ の う ち利 用 され る こ とに な ろ う。現 在 あ ま り用 い られ て い な い

の は,質 の良 い 文字 を 簡 単 に 出 せ る安 い シス テム が な いか らで あ る。

最 近 の新 しい 分 野 と して はCATVが あ る。 これ は ケ ー ブル に よ って情 報 を伝 達 す る もの で電 波 な ど

のよ うに法 的 制 限 が 強 くな い とい う利点 が あ る。 このCATV網 は単 にTVだ けで な く,そ の 他 種 々 の

情 報 を送 る こ とが で き,ま た計 算 機 との結 合 に よ って使 用者 か らの積極 的 な働 きか け に'より情 報 を ひ

き出 す こと も可 能 とな るだ ろ う。`

{3)情 報 検 索

ア メ リカ で は種 々 の 分 野 に お い て ドキ ュメ ン ト,デ ー タが整理 され 、オ ン ライ ンで情 報 検 索 が で き

るよ うに な って い る 。 これ に対 して 日本 で は この種 の デー タ蓄 積,情 報 サ ー ビスを行 な っ て い る と こ

ろは ほ とん ど な い。 問題 は 技 術 に あ る とい うよ り は,そ うい った情 報 をほ ん と うに利 用 した い と い う

要 求 が少 な い こ と,そ うい っ た情 報 サ ー ビスの 仕事 に大 き な価値,重 要性 を積極 的 に認 め な い こ と,

そ して なに よ り も情 報 を積 極 的 に流 通 さ せ率 直 に受 入 れ よ うと い う態 度 の な い 日本 の風 土 に根 本 的 な

原 因 が あ るよ う に思 わ れ る 。 さ ら に蓄 積 され た情 報 の正 確 さや,そ れが つ ねに更 新 され て い るか ど う

か と い う こ とに 対 す る疑 問,さ ら に種 々の 統計 に対 す る不信 感 な ど も存在 す る。

英語,ロ ー マ字 に よ る情 報 の 蓄 積,検 索 に 比 べ て,漢 字 か な ま じ り文 の場 合 に は,入 力/出 力 と も

コス トが高 くつ く と い う こ と もあ ま り普 及 しな い原 因 で あ るか も しれ ない。 しか し限 られ た分 野 で は
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着 実 に の び て い って い るか ら,こ れ か ら数 年 先 に は相 当 な発展 が望 め よ う。情 報 検索 が用 い られ る分

野 と して は,情 報 サ ー ビ スが 中心 で 次 の よ うな もの が代 表 的 で あ る。

株 価 情 報

予 約:催 物,ホ テ ル,航 空 機,レ ン タ カー

レ ジ ャー情 報,海 外 観 光 情 報

科 学 技 術 刊 行 物 情 報

気 象 情 報

特 許 情 報

医 療 情 報

時 事 情 報

判 例 情 報 一

商 品,人 材,不 動 産 情 報

一 般 知 識

(4).CAI注D,QAtF:,}シ ステ ム

計 算 機 に よ る教 育 は最 近 研 究 が 盛 ん にな って きて い るが,も っ と自然 言語 によ って質 問 応 答 が 行 な

え るよ うに な る必 要 が あ ろ う。 す なわ ち,ス ラ イ ド・プ ロ ジェ ク タに出 る問題 を 見 て,YESかNOを

ボ タ ンで押 した り,単 に数 値 の答 を す るだ けで な く,生 徒 の方 か ら積 極 的 に質 問 を発 す る ことが で き

るよ うに な る こ とで あ る。 そ の た め に は文 章 が 正 しく計 算 機 で分 析 され,理 解 され,蓄 積 され てい る

デー タか ら適 切 な演 繹 が行 な わ れ る こ とが 必 要 と な る。 その結 果 得 られ る答 を適 切 な文 章 で出 力 しな

けれ ば な らな い。 これ らは,こ れ か らの 問 題 で あ るが 数年 先 に は あ る程 度使 え る もの が で きる で あ ろ

う。

⑤ 機 械 翻 訳

機 械 翻 訳 は依 然 と して 因難 で あ る。 技 術 論 文 に限 って,し か も専 門分 野 を か な り狭 く とれ ば,あ る

程度 の翻 訳 は可 能 で あ ろ う。 しか しそ の た め に は辞 書 作成,文 法 の確 立 な ど多 くの こ とが な されね ば

な らな い 。 した が って し っか り した専 門 の グル ー プ が形 成 され て 研究 を進 め る必 要 が あ ろ う。 最 近 ア

メ リカ その他 で,意 味 を積 極 的 に利 用 した分 析 が試 み られ つっ あ るが,分 析 の アル ゴ リズ ムの確 立 と

と もに 辞書 を どの よ うに構 成 す べ きか に っ い て研 究 すべ きで あ ろ う。 限 られ た分 野 で は,案 外 早 く実

用 され る こ とに な るか も しれ な い。

(注1)CAI:ComputerAsistedInstructionあ る いはComputerAidedInstructionの 略

(注2)QA:QuestionandAnswerの 略

'
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ComputerDesignPublishingCorp

IBM2285映 像 複 写 装 置,エ レ ク ト ロ ニ ク ス,昭44.2,オ ー ム社

C.A.STEINBERG,InformationStorage&RetrievalSYSTEM,INFODISPLAY,・

1970.2,

W.F,Heagerty,Ideographiccomposingmachine,

小 川,漢 字 テ レ プ リ ン タ の 現 状 と 問 題 点,第9回 情 報 処 理 学 会 大 会 予 稿 集 、1968,情 報 処 理

学 会

斎 藤,漢 字 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 開 発,昭 和43年 情 報 処 理 学 会 講 演 予 稿 集,P.llLl968,情

報 処 理 学 会

林 原,斎 藤 他,漢 字 デ ィ ス プ レ イ装 置,沖 電 気 時 報.VoL36,No.2,昭46

滝 沢,漢 テ レ ・全 自 動 モ ノ タ イ プ方 式 の 使 用 符 号 に つ い て,印 刷 雑 誌,Vol.49,No.9,PP.

8-15,1966,印 刷 学 会 出 版 部'

市 塵,後 藤 他,漢 字 の 陰 極 線 管 表 示 方 式,情 報 処 理,Vbl,9,No.6,1968,情 報 処 理 学 会

漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ムT4100,情 報 管 理,Vol.14,No.2,197L日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン

タ ー

高 速 度 の 電 気 一 光 学 一機 械 式 写 真 植 字 機,海 外 技 術 ハ イ ラ イ ト,Vol.2,No.IO,PP.58-

59,

新 谷 他,高 速 漢 字 プ リ ン タ装 置,エ レ ク ト ロ ニ ク ス,昭43.1LPP,92-97,オ ー ム 社

石 田,小 型 デ ィ ス プ レ イ 装 置 と そ の 応 用,情 報 処 理.VoLIO,No.3,1969,情 報 処 理 学 会

P,Dickson、Latestwordinprintingspellnewelectronicsmarket,Electronics,

1967.5.29,PP.137-141

竹 松,マ イ ク ロ メ ー シ ョ ツ シ ス テ ム,ComputerReport,VoL8,No.lLPP.17-16

日 本 経 営 科 学 研 究 所

H-7830文 字 表 示 装 置 シ ス テ ム,日 立 評 論,Vol.51,No.2,日 立 製 作 所

吉 村,飯 島,文 字 字 体 の 一 設 計 法,情 報 処 理,Vol.11,No.3,1970,情 報 処 理 学 会

ANPARI,Newsprintin'TSSAge,SpecialReportofANPARI,1968.8,

木 村,市 川 他,音 声 応 答 装 置,情 報 処 理,Vol.12,No.7,197L情 報 処 理 学 会

一278一



(4DNewhighspeedmicrofilmprinterusedbynavy'sNORCduringmissilesimu・

lation,Control(Eng),1968.12、PP,35-36,

(42)G,Weiss,Photo-qualityCRTdisplaysfindnewjobs、Electronics,1970.6.8,

McGraw-HillPUBLICATION

(43)渋 谷,原,プ ロ ・ソタ ー に よ る 漢 字 書 き,情 報 処 理,Vol.9,No.3,1968,情 報 処 理 学 会

(44)釜 江 他,試 作 ビ デ オ 応 答 装 置 に っ い て,研 究 実 用 化 報 告,Vol.19,No.1,電 電 公 社 電 気 通 信

研 究 所

(45)RANKPRECISIONINDUSTRIESLTD,THEXERONICHIGHSPEEDCOMPUTER

PRINTER,THEXERONICPRINTER,1962.8,

(46)霜 田 他,静 電 記 録 紙 の 実 用 化,FUJITSU,Vol.20,No.3,1969,富 士 通 研 究 所

(47)坂 井,堂 下 他,周 辺 制 御 装 置 と入 出 力 用XYレ コ ー ダ,電 子 通 信 学 会 電 子 計 算 機 研 究 会 資 料,

昭 和43.7

(48)D.Ophiretal、TheBrookhavenRasterDisplay,CommoftheACM,・1968.6.

PP.415-416

(49)EdwardK.Yasaki,TheComputer&Newsprint,Datamation,1963.3

(50)釜 江 他,テ レ ビ電 話 を 用 い た 文 字 表 示 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,情 報 処 理tVoL9,No.5、

1968,情 報 処 理 学 会

(51)釜 江,小 野,テ レ ビ電 話 の デ ー タ デ ィ ス プ レ イ へ の 応 用,通 研 月 報,VoL18,No.3,1969,

電 電 公 社

(52)ラ イ ン プ リ ン タ に よ る カ タ カ ナ 印 字 字 体 規 格(原 案),JEIDA-5,44-C-187,電 子 工 業 振 興

協 会.

(53)日 本 経 営 科 学 研 究 所,特 集COMシ ス テ ム,ComputerReport,昭45.9,日 本 経 営 科 学 研 究 所

(54)E.F.deHAAN他,ThePlumbicon,anewtelevisioncameratube,PyhilipsTechnical

Review,Vol.25,No.617

(55)内 藤,禰 津,ビ ジ コ ン に ょ る 漢 字 の 発 生,情 報 処 理,Vol.10,No.6,1969,情 報 処 理 学 会

(56)吉 田,木 内,ビ ジ コ ンの 緩 速 走 査 の タ ー ゲ ッ ト電 流,第4回 テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 全 国 大 会 予 稿

集,昭43

(57)堀,辻,ビ ジ コ ン容 量 性 残 像 の 計 算,第4回 テ レ ビ ジ ョ ン学 会 全 国 大 会 予 稿 集,昭43

(58)漢 字 プ リ ン タ,電 子 と 経 営,1973.2,電 波 新 聞 社

(59)木 村 他,音 声 応 答 装 置,情 報 処 理,Vol,12,No,7,1972,情 報 処 理 学 会

(60)板 倉,音 声 応 答 シ ス テ ム の 現 状 と課 題,ComputerReport,VoLl2,No.8,1972

(61)デ ィ ス プ レ イ と そ の 応 用 特 集 、 電 子 通 信 学 会 誌,VoL53,No,4,1970,電 子 通 信 学 会

(62)高 橋,IBM漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン.VoL9.No.10.1972,

PP.58-62,企 画 セ ン タ ー

(63)和 田,漢 字 な ど の 入 出 力 装 置 に つ い て,情 報 管 理 、Vol.14,No.1,1971,日 本 科 学 技 術 情
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報 セ ン タ ー

(64)H.Wada,AtraialforKanjiDisplayonVideo

linguistics,display・Kanji,計 数 言 言吾 学 調 査 セ ミ ナ ー

Scope,Key.,computational

パ ター ン認 識

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

坂 井,長 尾 他,部 分 パ タ ー ン に よ る 漢 字 の 記 述,電 子 通 信 学 会 オ ー トマ ト ン ・ イ ン フ ォ メ ー シ

ョ ン理 論 研 究 会 資 料,昭44-1

宮 田,大 泉,仮 名 文 字 パ タ ー ン認 識 の 考 案,プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム,1966-1

岩 元,富 田 他,結 合 行 列 を 用 い た 手 書 き片 仮 名 文 字 の 識 別,東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録,1966

-06

R.J.Spinrad,MachinerecognitionofhandR.J.Spinradprinting,INFORMA・

TIONANDCONTROL,8.2,1965-04

坂 井,文 字 の 識 別,電 子 通 信 学 会 誌,Vol.46,No.ll,昭38,電 子 通 信 学 会

飯 島,森,人 間 の 識 別 能 力 に 迫 るOCR,ASPET/7L日 経 エ レ ク トロ ニ ク ス,1972.5.22,

日経 マ グ ロ ヒ ル 社

G.L.Fischer,Opticalcharacterr6cognition,SPARTAN,1962

森,増 子 他,OCRの た め の 東 芝 形 書 体 数 字,昭 和41年 電 気 四 学 会 連 合 大 会 予 稿 集

飯 島,パ タ ー ン認 識 に っ い て,工 業 技 術 院 電 気 試 験 所 創 立75周 年 記 念 講 演 会 予 稿 集

桜 井,淵,パ タ'一 ン情 報 処 理 の 研 究 に っ い て,情 報 処 理,Vol.13,No.4,1972,情 報 処 理 学

会

K.NakataOthers,ProblemsinChineseCharacterRecognition,FirstU.S.A-

JAPANComputerConference,1972,PP.296-301,情 報 処 理 学 会

E.C.Greanis,P.F.Meagher,Therecognitionofhandwrittehnumeralsby

contouranalysis,IBMJ,1963.1

富 田,野 口 他,手 書 き片 仮 名 文 字 の 認 識 に つ い て,オ ー トマ ト ン と 自 動 制 御 研 究 会 資 料,

1966.6,電 子 通 信 学 会

中 田,音 声 の 認 識 と 発 生,情 報 処 理,Vol.13,No.4,1972,情 報 処 理 学 会

寺 井,中 田,オ ン ラ イ ン手 書 き 片 仮 名 文 字 認 識,情 報 処 理,Vol、13,No.3,1972,情 報 処

理 学 会

ア プ リケ ー シ ョ ン

(1)不 破,西 尾,文 献 速 報 自 動 作 成 シ ス テ ム に っ い て,情 報 管 理,VoL10,No.4,1967,PP.1

-27 ,日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

(2)高 崎,電 子 計 算 機 に よ る 選 挙 報 道,エ レ ク トロ ニ ク ス協 議 会 会 報,1962.10,エ レ ク ト ロ ニ

ク ス 協 議 会
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'

(!)石 橋,言 語 か ら見 た コ ン ピ ュ ー タ と 人 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス,オ ー トメ ー シ ョ ン,Vol.15,

No.7,

(2)高 橋,情 報 検 索 シ ス テ ム に み る ハ ー ドウ ェ ア の 役 割,エ レ ク トロ ニ ク ス,昭43.10,PP.47一

(3)鈴 木,安 田,電 子 計 算 機 に よ る新 聞 記 事 の 作 成,リ ア ル タ イ ム シ ン ポ ジ ウ ム 予 稿 集,1965,

鉄 道 サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス 協 議 会

(4)安 田,電 子 計 算 機 に よ る 新 聞 編 集,日 本 新 聞 学 会 秋 季 大 会 予 稿 集,1965.10,

(5)林,JICSTに お け る 日 本 語 の 言 語 情 報 処 理,デ ー タ通 信,情 報 研 究 出 版 会

(6)桜 井,情 報 検 索 用 機 械,情 報 処 理,Vol.7,No,6,1966,情 報 処 理 学 会

(7)情 報 セ ン タ ー の 自 動 編 集 機 と そ の 周 辺,印 刷 雑 誌,Vol,51,No.6,1968,PP.2-5,印 刷

学 会 出 版 部

(8)鈴 木,辻,安 田 他,NEAC-2206に よ る オ リ ン ピ ッ ク記 事 報 道 過 程 の 自 動 化 の 実 験,NEAC-

Journal,1965.5,日 本 電 気

(9)細 野,井 上,木 村,音 声 応 答 シ ス テ ム の 旅 客 サ ー ビ ス へ の 応 用,第7回 鉄 道 に お け る サ イ バ ネ

テ ィ ク ス 利 用 国 内 シ ン ポ ジ ウ ム予 稿 集,1970,12

(10)安 田,新 聞 編 集 に お け る 電 子 計 算 機,総 合 ジ ャ ー ナ リ ズ ム研 究,1966,1

(11)安 田,新 聞 編 集 の 自 動 化 と コ ン ピ ュ ー タ,数 理 科 学,1966,5,ダ イ ヤ モ ン ド社

(12)安 田,わ が 国 の 新 聞 社 に お け る漢 字 処 理,情 報 処 理,VoLlO,No.5,1969,PP,340-

347,情 報 処 理 学 会

(13)石 田,ANNECSへ の 挑 戦,新 聞 印 刷 技 術,No.59,1972,PP.2-4

(14)吉 田,NELSONの 概 要,新 聞 印 刷 技 術,No,59,1972,PP、5-8

(15)畔 上,こ れ か ら の 新 聞 製 作 シ ス テ ム,印 刷 界,1972.4,PP.54-57

(16)石 田,自 動 新 聞 編 集 製 作 シ ス テ ムANNECSの 全 容,日 経 エ レ ク ト ロ ニ ク ス,1972.5,8,PP.

68-79,日 経 マ グ ロ ゥ ヒ ル 社

(17)藤 田,コ ン ピ ュ ー タ に よ る 新 聞 製 作 シ ス テ ム,情 報 処 理,Vol.13,No.6,1972,PP.402-

406,情 報 処 理 学 会

(i8)馬 渡,斎 藤,電 算 植 字 小 事 典,日 本 印 刷 技 術 協 会,昭46

(19)印 刷 学 会 出 版 部,コ ン ピ ュ ー タ植 字,印 刷 学 会 、 昭47

(20)高 橋,電 子 計 算 機 植 字 の 現 状,情 報 管 理,Vol.ll,No.5,1968,PP,245-254,日 本 科 学

技 術 情 報 セ ン タ ー

(21)臨 時 増 刊 電 子 植 字,印 刷 雑 誌,VoL55,No.4,1972,印 刷 学 会 出 版 部

(22)特 集 電 算 写 植 シ ス テ ム の 動 向,印 刷 雑 誌,Vol.55,No,4,1972,印 刷 学 会 出 版 部

(23)後 藤,日 本 語 を 入 出 力 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム,学 習 コ ン ピ ュ ー タ,学 習 研 究 社

(24)坂 井,情 報 処 理 技 術 と新 聞 の 将 来,新 聞 研 究,No.210,1969.1

の 他

一281一



(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(!!)

(12)

(13)

(14)

(15)

51,オ ー ム 社

情 報 処 理 学 会 規 格 委 員 会,漢 字 の 符 号 化 ・漢 字 コ ー ド,電 子 計 算 機 の 国 際 標 準 化 －ISOの 動 き

と わ が 国 の 歩 み,昭46.3,PP.82-97,情 報 処 理 学 会

坂 本,AutomaticLanguageProcessingSystem-KWICindexfile-,CL研 究 委 員

会 資 料,1969.5,情 報 処 理 学 会

植 村,デ ー タ 自 動 圧 縮 編 集 を 持 つKWIC索 引 シ ス テ ム,情 報 処 理,Vol.9,No.6,1968,情

報 処 理 学 会

田 中,電 子 計 算 機 に よ る ワ ー ド リ ス ト作 成 上 の 一 問 題,国 立 国 語 研 究 報 告31,1968,PP.

115-132

菊 地,自 動 索 引 法 と 自 動 分 類 法 展 望1,情 報 処 理,Vol.8,No.13,1965,情 報 処 理 学 会

日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー,記 事 情 報 検 索 の た め の デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト,46-SOO6,日 本 情

報 処 理 開 発 セ ン タ ー

田 中,こ と ば,コ ン ピ ュ ー タ,漢 字 デ ー タ の プ ロ グ ラ ム 的 処 理,ソ フ トウ ェ ア 科 学,1970.

9,産 報

橋 本,伊 藤 他,日 本 語 キ ー ワ ー ド索 引 シ ス テ ム,第3回 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン研 究 集 会 発 表 論

文 集,PP.167-176,1966,日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

植 村,日 本 語KWIC索 引 の 試 み,第5回 情 報 科 学 技 術 研 究 会 発 表 論 文 集,PP.143-152,

1968,日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

石 綿,新 聞 用 語 調 査 の 用 例 印 字 プ ロ グ ラ ム,COBOL-KWIC,電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究 皿,

国 語 研 究 所,昭46

坂 井,コ ン ピ ュ ー タ 時 代 の 言 語 問 題,特 集 言 語 時 代,こ と ばct)宇 宙,昭42.5

坂 井,こ れ か ら の 言 語 と 情 報,Energy,Vol.4,No.2,1967.4

坂 井,杉 田,電 子 計 算 機 に よ る 文 章 の 図 形 化,CL委 員 会 資 料,1969,99

本 報 告 書 の 作 成 に 当 っ て は,電 算 写 植 シス テム を 利 用 して い ます 。 この電 算 写 植 シス テ ム の利 用 に

つ い て は,ペ テ ィ株 式 会 社,お よ び株 式 会 社 デ ン シ ョ クの ご協 力 を 戴 きま した。
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